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度
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－ ⅰ －

凡
例

一
、
本
論
文
で
取
り
上
げ
る
歌
合
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
萩
谷
朴
『
平
安
朝
歌
合
大
成

増
補
新
訂
』
（
同
朋
舎
出
版
、

一
九
九
七

以
下
、
『
歌
合
大
成
』
と
略
す
）
の
名
称
に
拠
り
、
西
暦
を
（

）
に
入
れ
て
付
記
す
る
。
ま
た
同
書
の
歌
合
番
号
を

示
す
。
た
だ
し
、
主
に
催
行
年
月
日
に
つ
い
て
は
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
『
類
題
鈔
』
（
「
類
題
鈔
」
研
究
会
編
『
類
題
鈔
（
明

題
抄
）
影
印
と
翻
刻
』
笠
間
書
院
、
一
九
九
四
）
に
拠
っ
て
改
め
た
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
『
歌
合
大
成
』
に
未
収
の
も
の
は
、
『
新

編
国
歌
大
観
』
の
名
称
を
用
い
る
が
、
催
行
年
月
日
等
を
付
し
て
示
す
場
合
が
あ
る
。

二
、
本
論
文
で
取
り
上
げ
る
歌
合
の
個
々
の
本
文
に
つ
い
て
は
、
稿
中
に
お
い
て
依
拠
資
料
を
そ
れ
ぞ
れ
明
示
し
た
。

三
、
引
用
す
る
和
歌
の
本
文
と
歌
番
号
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
以
外
は
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
拠
る
。
た
だ

し
、
い
ず
れ
も
句
読
点
や
清
濁
な
ど
、
一
部
私
意
に
よ
っ
て
表
記
を
改
め
た
場
合
が
あ
る
。

・
『
万
葉
集
』
＝
龍
谷
大
学
善
本
叢
書
『
類
聚
古
集
』
（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
〇
）
の
訓
で
掲
げ
、
同
書
の
原
文
を
〔

〕
に
入

れ
て
併
記
す
る
。
歌
番
号
は
『
類
聚
古
集
』
で
の
番
号
（
同
書
に
拠
る
）
を
用
い
、
慣
例
に
従
っ
て
旧
『
国
歌
大
観
』
番
号
を

併
記
す
る
。

・
『
散
木
奇
歌
集
』
＝
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
『
散
木
奇
歌
集
』
（
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
八
）
に
拠
り
、
引
用
末
尾
に
（
部
立
・
歌

番
号
・
丁
数
／
頁
）
を
示
し
た
。
歌
番
号
は
冷
泉
家
本
を
底
本
と
す
る
『
新
編
私
家
集
大
成
』
俊
頼
Ⅲ
の
も
の
を
用
い
る
。



－ ⅱ －

四
、
そ
の
他
、
引
用
す
る
こ
と
の
多
い
作
品
の
本
文
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
拠
る
。
た
だ
し
、
い
ず
れ
も
一
部
私
意
に
よ
っ
て
表
記
を

改
め
た
場
合
が
あ
る
。
左
記
以
外
の
作
品
に
つ
い
て
は
稿
中
に
示
し
た
。

・
『
俊
頼
髄
脳
』
＝
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
『
俊
頼
髄
脳
』
（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
四
）
に
拠
り
、
引
用
末
尾
に
（
丁
数
／
頁
）
を

示
し
た
。
ま
た
、
『
時
雨
亭
文
庫
二

俊
頼
髄
脳
』
（
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
編
、
冷
泉
為
臣
稿
、
鈴
木
徳
男
校
正
・
解
題
、
和
泉

書
院
、
二
〇
一
七
）
の
翻
刻
を
適
宜
参
照
し
た
。

・
『
袋
草
紙
』
＝
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
袋
草
紙
』
（
藤
岡
忠
美
校
注
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
）
の
「
原
文
」
（
底
本
：
上
巻
＝

筑
波
大
学
図
書
館
蔵
本
、
下
巻
＝
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
）
に
拠
り
、
引
用
末
尾
に
（
巻
・
項
目
・
頁
）
を
示
し
た
。

・
『
和
歌
童
蒙
抄
』
＝
黒
田
彰
子
『
和
歌
童
蒙
抄
注
解
』
（
青
簡
舎
、
二
〇
一
九
）
所
収
の
流
布
本
（
底
本
：
前
田
尊
経
閣
文
庫
蔵

本
）
に
拠
り
、
引
用
末
尾
に
（
巻
・
部
・
頁
）
を
示
し
た
。
な
お
引
用
に
際
し
て
は
、
私
に
濁
点
等
を
付
し
た
。

・
『
無
名
抄
』
＝
『
歌
論
歌
学
集
成
』
第
七
巻
（
小
林
一
彦
校
注
、
三
弥
井
書
店
、
二
〇
〇
六

底
本
：
天
理
図
書
館
蔵
本
）
に
拠

り
、
引
用
末
尾
に
（
標
題
・
頁
）
を
示
し
た
。

・
『
八
雲
御
抄
』
＝
片
桐
洋
一
監
修
・
八
雲
御
抄
研
究
会
編
『
八
雲
御
抄

伝
伏
見
院
筆
本
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
五
）
に
拠
り
、

引
用
末
尾
に
（
巻
・
部
・
頁
）
を
示
し
た
。

・
『
源
氏
物
語
』
＝
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
源
氏
物
語
』
①
～
⑥
（
阿
部
秋
生
ほ
か
校
注
・
訳
、
小
学
館
、
一
九
九
四
～
一
九

九
八
）
に
拠
り
、
引
用
末
尾
に
（
巻
・
冊
‐
頁
）
を
示
し
た
。

・
『
白
氏
文
集
』
＝
新
釈
漢
文
大
系
『
白
氏
文
集
』
一
～
十
三
（
岡
村
繁
（
代
表
）
、
明
治
書
院
、
一
九
八
八
～
二
〇
一
八
）
に
拠

り
、
引
用
末
尾
に
（
巻
・
詩
題
・
冊
‐
頁
）
を
示
し
た
。



－ ⅲ －

五
、
写
本
・
影
印
か
ら
引
用
す
る
場
合
、
原
則
と
し
て
、
私
意
に
よ
っ
て
清
濁
を
分
か
ち
、
句
読
点
・
鉤
括
弧
等
を
付
し
た
。
ま
た

旧
字
・
異
体
字
は
通
行
の
字
体
を
用
い
る
が
、
「
哥
」
「
躰
」
な
ど
、
こ
の
限
り
で
な
い
も
の
も
あ
る
。
ミ
セ
ケ
チ
等
は
修
訂
後
の

本
文
で
掲
げ
る
。
判
読
不
能
の
字
は
「
□
」
で
、
中
略
す
る
場
合
は
「
…
…
」
で
示
し
た
。
な
お
、
引
用
す
る
本
文
中
の
傍
線
・

傍
点
等
は
、
す
べ
て
稿
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

六
、
注
は
各
章
の
末
尾
に
付
し
た
。

七
、
一
頁
の
字
数
は
、
一
〇
〇
〇
字
で
あ
る
。



- 1 -

序
論本

論
文
は
、
院
政
期
歌
合
の
特
質
に
つ
い
て
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。
「
院
政
期
」
と
は
、
天
皇
に
譲
位
し
た
上
皇
が
、
天
皇
の
直

系
尊
属
親
と
し
て
の
親
権
に
基
づ
い
て
政
務
を
執
っ
た
時
代
の
こ
と
で
あ
る
が
、
歴
史
学
に
お
い
て
は
、
「
院
政
期
」
と
は
平
安
後

(

１)

期
の
白
河
・
鳥
羽
・
後
白
河
の
三
上
皇
の
院
政
、
お
よ
び
鎌
倉
初
期
の
後
鳥
羽
上
皇
の
院
政
を
指
す
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
た
だ
し
、

(

２)

文
学
史
研
究
の
側
で
は
、
「
院
政
期
」
と
は
広
く
十
一
世
紀
末
～
十
二
世
紀
（
十
三
世
紀
を
含
む
場
合
も
あ
る
）
を
指
す
の
が
妥
当

と
さ
れ
る
。
本
論
文
で
は
ひ
と
ま
ず
、
白
河
・
鳥
羽
両
院
の
院
政
下
、
す
な
わ
ち
応
徳
三
年
（
一
〇
八
六
）
～
保
元
元
年
（
一
一
五

(

３)

六
）
を
「
院
政
期
」
と
し
て
扱
う
こ
と
と
し
た
い
。

院
政
期
の
歌
合
は
、
早
く
か
ら
萩
谷
朴
氏
に
よ
っ
て
「
（
引
用
注
：
院
政
期
は
）
歴
史
の
上
に
お
い
て
は
、
政
治
的
に
も
経
済
的

に
も
、
更
に
文
学
的
に
も
、
古
代
か
ら
中
世
へ
の
深
刻
な
転
換
が
行
わ
れ
た
時
期
で
あ
り
、
歌
合
も
亦
同
様
に
、
古
代
遊
宴
主
義
の

歌
合
か
ら
中
世
文
芸
主
義
の
歌
合
へ
と
著
し
い
質
的
変
化
が
生
じ
て
い
る
」（
『
歌
合
大
成
』
史
論
・
総
説
・
書
志
篇
、
三
〇
七
八
頁
）

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
橋
本
不
美
男
氏
は
特
に
、
堀
河
天
皇
近
臣
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
が
中
心
と
な
っ
て
催
さ
れ
た
康
和
二
年
（
一

一
〇
〇
）
四
月
二
十
八
日
宰
相
中
将
国
信
歌
合
（
『
歌
合
大
成
』

）
を
画
期
と
見
て
、
こ
れ
以
降
「
歌
合
の
社
交
性
・
遊
戯
性
の

242

比
重
を
著
し
く
軽
ん
じ
、
そ
の
文
芸
を
対
象
と
す
る
競
技
（
実
作
と
評
論
）
の
場
と
い
ふ
面
を
強
く
意
識
」
す
る
趨
勢
が
生
じ
る
よ

う
に
な
る
と
説
き
、
「
こ
ゝ
に
至
つ
て
は
じ
め
て
、
和
歌
は
宮
廷
的
雅
会
の
、
す
な
は
ち
礼
・
楽
か
ら
独
立
し
、
場
に
お
い
て
も
、

(

４)

作
歌
態
度
に
お
い
て
も
、
前
代
に
な
い
新
し
さ
を
加
へ
た
」
、
「
そ
れ
以
前
を
古
代
的
と
い
へ
ば
、
こ
の
頃
か
ら
和
歌
の
中
世
的
性
格

が
求
め
ら
れ
」
る
と
論
じ
た
。
萩
谷
・
橋
本
両
氏
と
も
に
、
院
政
期
を
歌
合
史
に
お
け
る
転
換
期
と
位
置
づ
け
、
『
歌
合
大
成
』
の

(

５)

言
葉
を
借
り
れ
ば
、
「
遊
宴
主
義
」
の
歌
合
か
ら
「
文
芸
主
義
」
の
歌
合
へ
転
換
し
た
と
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
近
年
は
、

歌
合
を
「
遊
宴
」
と
「
文
芸
」
の
二
項
対
立
で
は
な
く
、
多
面
的
な
視
点
か
ら
考
察
す
る
こ
と
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
歌

合
と
い
う
催
し
の
行
わ
れ
る
場
が
空
間
的
に
ど
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
の
か
、
参
加
者
の
人
的
構
成
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
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る
の
か
、
そ
こ
に
ど
の
よ
う
な
時
代
性
が
反
映
し
て
い
る
の
か
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
が
導
入
さ
れ
、
催
し
そ
れ
自
体
の
意
味
や

特
質
が
論
じ
ら
れ
る
向
き
が
強
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

浅
田
徹
氏
も
ま
た
、
歌
合
が
院
政
期
に
至
る
と
「
行
事
の
『
現
場
』
の
意
義
が
急
速
に
稀
薄
に
な
り
、
判
者
の
執
筆
提
出
す
る
判

詞
に
そ
の
中
心
的
興
味
が
移
行
し
て
ゆ
く
」
こ
と
を
指
摘
し
、
歌
合
判
詞
の
書
き
方
（
文
体
や
様
式
）
が
白
河
朝
・
堀
河
朝
の
あ
た

り
で
質
的
に
変
化
し
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

(

６)

こ
の
よ
う
に
、
院
政
期
に
お
い
て
歌
合
が
大
き
な
変
化
を
遂
げ
た
こ
と
は
、
す
で
に
先
行
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。

た
だ
し
、
「
変
化
」
と
は
突
発
的
に
生
じ
る
も
の
で
は
な
く
、
段
階
的
・
漸
進
的
に
生
じ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
院
政
期
の
歌
合
は
、

大
き
く
新
し
い
も
の
へ
と
移
り
変
わ
り
つ
つ
あ
る
さ
な
か
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
和
歌
史
を
見
通
す
と
、
院
政
期
か
ら
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
新
奇
な
和
歌
表
現
が
、
平
安
末
期
に
お
い
て
歌
道
家
の
成
立
・
歌
学
の
隆
盛
を
経
て
、
藤
原
良
経
を
中
心
と
し
た

九
条
家
歌
壇
と
、
そ
れ
を
吸
収
し
た
後
鳥
羽
院
歌
壇
に
お
け
る
新
風
和
歌
の
試
み
へ
と
引
き
継
が
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
『
新
古
今
和

歌
集
』
へ
と
昇
華
し
た
の
で
あ
る
。
院
政
期
和
歌
の
和
歌
史
上
に
お
け
る
重
要
性
は
高
い
と
思
わ
れ
る
。

そ
う
し
た
和
歌
史
の
な
か
で
、
院
政
期
歌
合
に
加
え
ら
れ
た
「
新
し
さ
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
、
そ
れ
ら
は
同
時
代
に
お
い

て
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
た
の
か
。
そ
し
て
ま
た
そ
れ
ら
は
、
後
代
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
。
こ
れ
ら
の
こ
と
に

つ
い
て
は
、
い
ま
だ
十
分
に
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
論
文
で
は
、
転
換
期
と
し
て
変
化
の
さ
な
か
に
あ
っ
た
院

政
期
歌
合
の
あ
り
よ
う
を
、
よ
り
詳
細
に
論
じ
て
み
た
い
。

歌
合
そ
の
も
の
を
全
体
的
に
論
じ
る
先
行
研
究
と
し
て
は
、
『
歌
合
大
成
』
の
ほ
か
、
峯
岸
義
秋
『
歌
合
の
研
究
』
（
三
省
堂
、
一

九
五
四

復
刻
版
：
パ
ル
ト
ス
社
、
一
九
九
五
）
、
岩
津
資
雄
『
歌
合
せ
の
歌
論
史
研
究
』
（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
六
三
）
が

あ
る
が
、
院
政
期
の
歌
合
に
特
化
し
た
も
の
で
は
な
い
。
院
政
期
歌
合
を
扱
う
単
著
の
研
究
書
は
管
見
に
入
ら
ず
、
院
政
期
歌
合
そ

の
も
の
を
論
じ
る
先
行
研
究
は
、
ま
だ
少
な
い
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

注
釈
書
も
、
古
く
は
日
本
古
典
全
書
『
歌
合
集
』
（
峯
岸
義
秋
校
注
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
四
七
）
が
、
日
本
古
典
文
学
大
系
『
歌
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合
集
』
（
萩
谷
朴
・
谷
山
茂
校
注
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
院
政
期
歌
合
は
そ
の
う
ち
の
一
部
に
と
ど

ま
り
、
今
な
お
院
政
期
歌
合
が
広
く
読
ま
れ
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
。
し
か
し
最
近
に
な
っ
て
、
鳥
井
千
佳
子
『
忠
通
家
歌
合
新

注
』
（
新
注
和
歌
文
学
叢
書
、
青
簡
舎
、
二
〇
一
五
）
や
、
和
歌
文
学
大
系
『
王
朝
歌
合
集
』
（
藏
中
さ
や
か
・
鈴
木
徳
男
・
安
井
重

雄
・
田
島
智
子
・
岸
本
理
恵
校
注
、
明
治
書
院
、
二
〇
一
八
）
と
い
っ
た
注
釈
書
が
公
刊
さ
れ
、
よ
う
や
く
院
政
期
歌
合
の
表
現
や

内
容
に
関
す
る
研
究
が
行
わ
れ
る
下
地
が
整
っ
て
き
た
と
い
え
よ
う
。

ま
た
近
年
、
特
に
二
十
巻
本
類
聚
歌
合
（
以
下
「
二
十
巻
本
」
と
称
す
）
を
中
心
と
し
た
新
資
料
の
発
見
（
も
ち
ろ
ん
二
十
巻
本

(

７)
(

８)

以
外
に
も
有
益
な
資
料
は
見
出
さ
れ
て
い
る
）
や
、
日
本
語
学
な
ど
他
分
野
か
ら
の
提
言
も
な
さ
れ
て
い
る
。
本
論
文
で
は
、
そ
う

(

９)

し
た
新
し
い
成
果
も
積
極
的
に
取
り
入
れ
つ
つ
、
院
政
期
歌
合
の
特
質
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
を
和
歌
史
上
に
位
置
づ
け
る
こ
と
を

目
指
す
。第

一
節

院
政
期
歌
合
概
観

ま
ず
は
、
院
政
期
歌
合
を
概
観
し
、
大
ま
か
に
特
徴
を
捉
え
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
た
い
。
次
に
掲
げ
る
〈
表
１
〉
は
、
主
に
『
歌

合
大
成
』
と
『
類
題
鈔
』
に
拠
っ
て
、
院
政
期
歌
合
を
一
覧
し
た
も
の
で
あ
る
。

(

１
０)

〈
表
１
〉
院
政
期
歌
合
一
覧

＊
本
論
文
に
お
い
て
「
院
政
期
」
と
し
て
扱
う
、
応
徳
三
年
（
一
〇
八
六
）
～
保
元
元
年
（
一
一
五
六
）
ま
で
に
催
さ
れ
た
歌
合
を
一
覧
し
た
。
た
だ
し
、

撰
歌
合
（
例
え
ば
「

相
撲
立
詩
歌
合
」
や
「
別

琳
賢
古
歌
合
」
な
ど
）
は
新
歌
の
出
詠
が
な
い
こ
と
、
「

堀
河
院
艶
書
合
」
は
和
歌
を
競
わ
せ

327

25

244

る
視
点
が
な
い
こ
と
か
ら
除
外
し
、
ま
た
和
歌
の
出
詠
を
伴
っ
た
か
不
明
の
物
合
（
例
え
ば
「
別

白
河
上
皇
紫
野
草
合
」
）
も
ひ
と
ま
ず
除
外
し
た
。

17

＊
証
本
の
現
存
す
る
歌
合
は
ゴ
シ
ッ
ク
で
示
し
た
。
名
称
は
基
本
的
に
『
歌
合
大
成
』
に
拠
る
が
、
主
に
催
行
年
月
日
等
に
つ
い
て
、
『
類
題
鈔
』
に
拠

っ
て
改
め
た
場
合
が
少
な
く
な
い
。
そ
の
場
合
、
改
め
た
箇
所
に
傍
線
を
付
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
に
伴
っ
て
配
列
を
前
後
さ
せ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

＊
番
号
頭
を
「×

」
と
し
た
歌
合
は
、
主
に
『
類
題
鈔
』
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
も
の
で
『
歌
合
大
成
』
未
収
の
歌
合
で
あ
る
。
名
称
は
『
類
題
鈔
』
に
よ
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っ
て
知
ら
れ
る
内
容
に
基
づ
き
つ
つ
、
他
の
歌
合
に
あ
わ
せ
て
調
整
し
た
。

＊

・

は
『
歌
合
大
成
』
で
は
一
括
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
『
類
題
鈔
』

・

・

、
お
よ
び
同

・

に
よ
っ
て
別
の
歌
合
と
考
え
る
こ

259

333

330

331

332

442

443

と
が
で
き
る
た
め
、
ａ
・
ｂ
・
ｃ
な
ど
と
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
付
し
た
。

＊
「
規
模
」
項
に
は
題
数
と
番
数
（
不
明
の
場
合
は
「
？
」
で
示
す
）
を
示
し
、
「
判
者
」
項
は
判
者
が
判
明
す
る
場
合
に
示
し
た
。
判
者
名
は
伝
わ
る

が
判
詞
（
逸
文
含
む
）
が
ま
っ
た
く
伝
存
し
な
い
場
合
は
、
判
者
名
を
四
角
で
囲
っ
た
。

＊
「
依
拠
資
料
」
項
に
は
、
表
作
成
に
際
し
て
依
拠
し
た
資
料
を
挙
げ
た
。
た
だ
し
、
多
く
は
『
歌
合
大
成
』
に
拠
っ
て
い
る
。

番
号

歌
合
名
称

規
模

判
者

依
拠
資
料

応
徳
三
年
（
一
〇
八
六
）
三
月
十
九
日
経
平
大
弐
家
歌
合
※
１

十
題
十
番

通
俊

二
十
巻
本

215

×

寛
治
元
年
（
一
〇
八
七
）
殿
上
歌
合

七
題
？
番

未
詳

類
題
鈔

1

239

〔
寛
治
三
年
（
一
〇
八
九
）
以
前
〕
顕
家
歌
合

未
詳

未
詳

夫
木
抄

216

寛
治
三
年
（
一
〇
八
九
）
八
月
二
十
三
日
庚
申
太
皇
太
后
宮
寛
子
扇
歌
合

六
題
十
二
番

経
信

二
十
巻
本

217

寛
治
五
年
（
一
〇
九
一
）
八
月
二
十
三
日
左
近
衛
中
将
宗
通
歌
合

十
題
十
番

未
詳

二
十
巻
本

218

寛
治
五
年
（
一
〇
九
一
）
十
月
十
三
日
従
二
位
親
子
草
子
合

十
五
題
十
五
番

未
詳

二
十
巻
本

219

寛
治
五
年
（
一
〇
九
一
）
内
裏
歌
合
雑
載

未
詳

未
詳

夫
木
抄

220

寛
治
六
年
（
一
〇
九
二
）
五
月
五
日
頭
中
将
宗
通
歌
合

未
詳

未
詳

夫
木
抄

221

寛
治
七
年
（
一
〇
九
三
）
三
月
十
四
日
奈
良
歌
合
雑
載

十
題
？
番

未
詳

二
十
巻
本
目
録

222

寛
治
七
年
（
一
〇
九
三
）
五
月
五
日
郁
芳
門
院
媞
子
内
親
王
根
合

五
題
十
番

顕
房

二
十
巻
本
断
簡

223

寛
治
七
年
（
一
〇
九
三
）
秋
関
白
師
実
歌
合

五
題
？
番

未
詳

仮
名
日
記

224

227

某
年
或
所
歌
合

未
詳

未
詳

二
条
大
弐
集

225

某
年
秋
或
所
前
栽
合

未
詳

未
詳

主
殿
集

226

嘉
保
元
年
（
一
〇
九
四
）
八
月
十
九
日
前
関
白
師
実
歌
合
（
高
陽
院
七
番
歌
合
）

五
題
三
十
五
番

経
信

二
十
巻
本

227

嘉
保
元
年
（
一
〇
九
四
）
八
月
前
関
白
師
実
後
番
歌
合

五
題
？
番

未
詳

二
十
巻
本
目
録

228
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嘉
保
二
年
（
一
〇
九
五
）
三
月
三
十
日
内
裏
歌
合

十
五
題
？
番

未
詳

類
題
鈔

229

240

嘉
保
二
年
（
一
〇
九
五
）
八
月
二
十
八
日
郁
芳
門
院
媞
子
内
親
王
前
栽
合

五
題
十
番
か

俊
房

二
十
巻
本
断
簡

230

〔
嘉
保
二
年
（
一
〇
九
五
）
晩
秋
〕
郁
芳
門
院
媞
子
内
親
王
後
番
前
栽
合

未
詳

未
詳

夫
木
抄

231

永
長
元
年
（
一
〇
九
六
）
三
月
二
十
二
日
権
大
納
言
家
忠
歌
合

十
二
題
十
二
番

未
詳

二
十
巻
本

232

永
長
元
年
（
一
〇
九
六
）
三
月
二
十
三
日
中
宮
篤
子
内
親
王
家
侍
所
歌
合

七
題
七
番

未
詳

二
十
巻
本
断
簡

233

永
長
元
年
（
一
〇
九
六
）
五
月
三
日
中
宮
権
大
夫
能
実
歌
合

五
題
十
番

未
詳

二
十
巻
本

234

永
長
元
年
（
一
〇
九
六
）
五
月
三
日
左
兵
衛
佐
師
時
歌
合

五
題
十
五
番

経
仲

二
十
巻
本

235

永
長
元
年
（
一
〇
九
六
）
五
月
二
十
五
日
権
中
納
言
匡
房
歌
合

七
題
七
番
か

未
詳

二
十
巻
本
断
簡

236

〔
永
長
元
年
（
一
〇
九
六
）
夏
内
裏
歌
合
〕

未
詳

未
詳

後
二
条
師
通
記

237

〔
永
長
元
年
（
一
〇
九
六
）
夏
斎
院
令
子
内
親
王
歌
合
〕

未
詳

未
詳

中
右
記

238

〔
永
長
元
年
（
一
〇
九
六
）
以
前
秋
〕
経
信
歌
合

未
詳

未
詳

夫
木
抄

239

承
徳
元
年
（
一
〇
九
八
）
東
塔
東
谷
歌
合

六
題
十
二
番

未
詳

二
十
巻
本
目
録

240

承
徳
二
年
（
一
〇
九
九
）
正
月
十
一
日
庚
申
或
所
名
所
歌
合

未
詳

未
詳

夫
木
抄

241別

〔
嘉
保
元
―
承
徳
二
年
（
一
〇
九
四
―
九
九
）
〕
八
月
十
五
夜
関
白
師
通
歌
合

未
詳

未
詳

続
後
撰
集

19

康
和
二
年
（
一
一
〇
〇
）
四
月
二
十
八
日
宰
相
中
将
国
信
歌
合

五
題
二
十
番

衆
議
→
俊
頼

二
十
巻
本
無
判

242

康
和
二
年
（
一
一
〇
〇
）
五
月
五
日
備
中
守
仲
実
女
子
根
合

五
題
五
番

衆
議
→
仲
実

書
陵
部
本

243

〔
康
和
四
年
（
一
一
〇
二
）
以
前
〕
或
所
歌
合
雑
載

未
詳

未
詳

肥
後
集

245

長
治
元
年
（
一
一
〇
四
）
五
月
〔
二
十
日
以
前
〕
散
位
広
綱
歌
合

十
六
題
十
六
番

未
詳

書
陵
部
本

246

長
治
元
年
（
一
一
〇
四
）
五
月
二
十
日
散
位
広
綱
後
番
歌
合

十
二
題
十
二
番

未
詳

書
陵
部
本

247

長
治
元
年
（
一
一
〇
四
）
五
月
二
十
一
日
因
幡
権
守
重
隆
歌
合

十
題
十
番

為
房
・
時
範

二
十
巻
本
断
簡

248

長
治
元
年
（
一
一
〇
四
）
五
月
二
十
六
日
左
近
衛
権
中
将
俊
忠
歌
合

十
題
十
三
番

俊
頼

二
十
巻
本

249

長
治
元
年
（
一
一
〇
四
）
五
月
備
後
守
宗
光
歌
合

未
詳

未
詳

夫
木
抄

250



- 6 -

長
治
元
年
（
一
一
〇
四
）
六
月
権
中
納
言
匡
房
歌
合

未
詳

未
詳

夫
木
抄

251

〔
長
治
二
年
（
一
一
〇
五
）
三
月
以
前
〕
或
所
歌
合

未
詳

未
詳

基
俊
集

252

長
治
二
年
（
一
一
〇
五
）
七
月
〔
木
工
頭
俊
頼
女
子
達
〕
歌
合

十
題
十
番

俊
頼

書
陵
部
本

253

〔
嘉
承
元
年
（
一
一
〇
六
）
以
前
〕
或
所
歌
合

未
詳

未
詳

康
資
王
母
集

254

嘉
承
二
年
（
一
一
〇
七
）〔
春
〕
中
宮
篤
子
内
親
王
歌
合

未
詳

未
詳

千
載
集

255

〔
嘉
承
年
間
（
一
一
〇
六
―
〇
八
）
〕
或
所
歌
合

未
詳

未
詳

顕
季
集

256

天
仁
二
年
（
一
一
〇
九
）
三
月
比
叡
山
歌
合
雑
載

未
詳

未
詳

夫
木
抄

257

天
仁
二
年
（
一
一
〇
九
）
十
月
右
中
弁
為
隆
歌
合

未
詳

未
詳

高
良
神
秘
紙
背

258

天
仁
二
年
（
一
一
〇
九
）
十
月
右
兵
衛
督
師
頼
歌
合

五
題
？
番

俊
頼

類
題
鈔

260

329

ａ

天
仁
二
年
（
一
一
〇
九
）
十
月
二
十
六
日
修
理
大
夫
顕
季
歌
合

九
題
？
番

未
詳

類
題
鈔

259

330

ｂ

天
仁
二
年
（
一
一
〇
九
）
十
一
月
修
理
大
夫
顕
季
歌
合

六
題
？
番

未
詳

類
題
鈔

259

332

ｃ
〔
天
仁
二
年
（
一
一
〇
九
）
冬
〕
修
理
大
夫
顕
季
歌
合

十
二
題
？
番

未
詳

類
題
鈔

259

331

天
永
元
年
（
一
一
一
〇
）
四
月
二
十
九
日
右
近
衛
中
将
師
時
山
家
五
番
歌
合

五
題
二
十
五
番

未
詳

二
十
巻
本
断
簡

261

〔
天
永
元
年
（
一
一
一
〇
）
閏
七
月
以
前
〕
参
議
顕
実
歌
合

未
詳

未
詳

新
勅
撰
集

262

〔
天
永
二
年
（
一
一
一
一
）
十
二
月
以
前
春
権
中
納
言
匡
房
〕
歌
合

未
詳

未
詳

江
帥
集

263

〔
天
永
二
年
（
一
一
一
一
）
十
二
月
以
前
春
権
中
納
言
匡
房
〕
後
番
歌
合

未
詳

未
詳

江
帥
集

264

〔
天
永
二
年
（
一
一
一
一
）
十
二
月
以
前
権
中
納
言
匡
房
〕
歌
合
雑
載

未
詳

未
詳

江
帥
集

265

〔
天
永
二
年
（
一
一
一
一
）
十
二
月
以
前
〕
或
所
歌
合

未
詳

未
詳

江
帥
集

266

天
永
三
年
（
一
一
一
二
）
正
月
或
所
歌
合

未
詳

未
詳

夫
木
抄

267

永
久
元
年
（
一
一
一
三
）
閏
三
月
加
賀
守
顕
輔
歌
合

未
詳

未
詳

夫
木
抄

268

永
久
元
年
（
一
一
一
三
）
十
一
月
少
納
言
定
通
歌
合

未
詳

未
詳

夫
木
抄

269

永
久
二
年
（
一
一
一
四
）
八
月
十
五
夜
内
裏
歌
合

未
詳

未
詳

夫
木
抄

270
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永
久
二
年
（
一
一
一
四
）
九
月
三
井
寺
歌
合

未
詳

未
詳

夫
木
抄

271

永
久
二
年
（
一
一
一
四
）
秋
太
神
宮
禰
宜
歌
合

未
詳

未
詳

夫
木
抄

272

永
久
二
年
（
一
一
一
四
）
秋
太
神
宮
禰
宜
後
番
歌
合

未
詳

未
詳

夫
木
抄

273

永
久
三
年
（
一
一
一
五
）
五
月
太
神
宮
禰
宜
歌
合

未
詳

未
詳

夫
木
抄

274

永
久
三
年
（
一
一
一
五
）
十
月
二
十
六
日
内
大
臣
忠
通
前
度
歌
合

六
題
六
番

未
詳

二
十
巻
本

275

永
久
三
年
（
一
一
一
五
）
十
月
二
十
六
日
内
大
臣
忠
通
後
度
歌
合

六
題
六
番

未
詳

二
十
巻
本

276

永
久
三
年
（
一
一
一
五
）
十
月
十
一
日
中
務
権
大
輔
顕
輔
歌
合

十
題
？
番

未
詳

類
題
鈔

277

349

永
久
三
年
（
一
一
一
五
）
十
二
月
太
神
宮
禰
宜
後
番
歌
合

未
詳

未
詳

夫
木
抄

278

永
久
三
年
（
一
一
一
五
）
大
宮
〔
権
右
中
弁
伊
通
〕
歌
合

未
詳

未
詳

夫
木
抄

279

永
久
四
年
（
一
一
一
六
）
三
月
二
十
一
日
右
近
衛
中
将
雅
定
歌
合

十
題
？
番

顕
季

類
題
鈔

281

344

×

永
久
四
年
（
一
一
一
六
）
閏
三
月
十
一
日
中
務
権
大
輔
顕
輔
歌
合

三
題
？
番

未
詳

類
題
鈔

2

348

永
久
四
年
（
一
一
一
六
）
四
月
四
日
白
河
院
鳥
羽
殿
北
面
歌
合

五
題
二
十
五
番

未
詳

二
十
巻
本

280

永
久
四
年
（
一
一
一
六
）
五
月
中
務
権
大
輔
顕
輔
歌
合
※
２

未
詳

未
詳

夫
木
抄

282

永
久
四
年
（
一
一
一
六
）
五
月
琳
賢
房
歌
合
※
２

十
題
？
番

未
詳

二
十
巻
本
目
録

283

永
久
四
年
（
一
一
一
六
）
六
月
四
日
参
議
実
行
歌
合

十
四
題
十
五
番

顕
季

穂
久
邇
文
庫
本

284

永
久
四
年
（
一
一
一
六
）
七
月
二
十
一
日
右
兵
衛
佐
忠
隆
歌
合

未
詳

仲
実

袋
草
紙

285

永
久
四
年
（
一
一
一
六
）
七
月
三
日
雲
居
寺
歌
合
※
３

七
題
？
番

仲
実
？

類
題
鈔

286

350

永
久
四
年
（
一
一
一
六
）
八
月
十
五
日
雲
居
寺
結
縁
経
後
宴
歌
合
※
３

十
題
十
五
番

基
俊

二
十
巻
本

287

永
久
四
年
（
一
一
一
六
）
九
月
〔
十
八
日
〕
雲
居
寺
後
番
歌
合
※
３

未
詳

瞻
西

類
題
鈔

288

352

永
久
四
年
（
一
一
一
六
）
九
月
修
行
三
番
歌
合

未
詳

未
詳

夫
木
抄

289

永
久
四
年
（
一
一
一
六
）
十
月
斎
宮
宣
旨
歌
合

未
詳

未
詳

夫
木
抄

290

永
久
五
年
（
一
一
一
七
）
五
月
九
日
内
大
臣
忠
通
歌
合

一
題
？
番

未
詳

二
十
巻
本
目
録

291
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永
久
五
年
（
一
一
一
七
）
五
月
十
一
日
内
大
臣
忠
通
歌
合

六
題
？
番

未
詳

二
十
巻
本
目
録

292

永
久
五
年
（
一
一
一
七
）
内
裏
歌
合

未
詳

未
詳

万
代
集

293

元
永
元
年
（
一
一
一
八
）
五
月
右
近
衛
中
将
雅
定
歌
合

三
題
十
八
番

未
詳

二
十
巻
本

294

元
永
元
年
（
一
一
一
八
）
六
月
二
十
九
日
右
兵
衛
督
実
行
歌
合

五
題
十
五
番

顕
季

二
十
巻
本

295

元
永
元
年
（
一
一
一
八
）
十
月
二
日
内
大
臣
忠
通
歌
合

三
題
三
十
六
番

俊
頼
・
基
俊

二
十
巻
本
断
簡

296

元
永
元
年
（
一
一
一
八
）
十
月
十
一
日
内
大
臣
忠
通
歌
合

一
題
五
番
か

俊
頼

二
十
巻
本
目
録

297

元
永
元
年
（
一
一
一
八
）
十
月
十
三
日
内
大
臣
忠
通
歌
合

三
題
十
八
番

俊
頼

二
十
巻
本

298

元
永
元
年
（
一
一
一
八
）
十
月
十
八
日
内
大
臣
忠
通
歌
合

二
題
？
番

未
詳

二
十
巻
本
目
録

299

元
永
二
年
（
一
一
一
九
）
七
月
十
三
日
内
大
臣
忠
通
歌
合
※
４

三
題
三
十
三
番

顕
季
・
俊
頼

二
十
巻
本
断
簡

300

〔
元
永
元
―
二
年
（
一
一
一
八
―
九
）
秋
〕
内
大
臣
忠
通
歌
合

二
題
？
番

未
詳

二
十
巻
本
目
録

301

〔
永
久
四
―
保
安
元
年
（
一
一
一
六
―
二
〇
）
夏
〕
民
部
卿
宗
通
歌
合

未
詳

未
詳

行
宗
集

302

保
安
二
年
（
一
一
二
一
）
閏
五
月
十
三
日
内
蔵
頭
長
実
歌
合

七
題
八
番

顕
季

二
十
巻
本

303

保
安
二
年
（
一
一
二
一
）
閏
五
月
二
十
六
日
内
蔵
頭
長
実
歌
合

三
題
十
八
番

顕
季

二
十
巻
本

304

保
安
二
年
（
一
一
二
一
）
九
月
十
二
日
関
白
内
大
臣
忠
通
歌
合

四
題
三
十
五
番

基
俊

二
十
巻
本

305

保
安
三
年
（
一
一
二
二
）
二
月
二
十
日
無
動
寺
歌
合

五
題
？
番

俊
頼
・
基
俊

類
題
鈔

306

353

〔
保
安
三
年
（
一
一
二
二
）
以
前
〕
秋
顕
隆
歌
合

未
詳

未
詳

二
十
巻
本
目
録

307

〔
保
安
四
年
（
一
一
二
三
）
春
以
前
〕
斎
宮
蕎
子
内
親
王
石
名
取
歌
合

未
詳

未
詳

散
木
奇
歌
集

308

〔
保
安
四
年
（
一
一
二
三
）
以
前
春
〕
権
中
納
言
俊
忠
歌
合

未
詳

未
詳

月
詣
集

309

〔
保
安
四
年
（
一
一
二
三
）
七
月
以
前
〕
忠
実
紙
歌
合

未
詳

未
詳

散
木
奇
歌
集

310

〔
天
治
元
年
（
一
一
二
四
）
春
〕
奈
良
花
林
院
歌
合
※
５

五
題
三
十
五
番

基
俊

冷
泉
家
本

311

〔
天
治
元
年
（
一
一
二
四
）
春
〕
永
縁
奈
良
房
歌
合
※
５

〃

俊
頼

二
十
巻
本

〔
天
治
元
年
（
一
一
二
四
）
以
前
春
〕
長
実
歌
合

未
詳

未
詳

金
葉
集
（
初
）

312
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〔
天
治
元
年
（
一
一
二
四
）
以
前
春
〕
雲
居
寺
歌
合
雑
載

未
詳

未
詳

金
葉
集

313

天
治
元
年
（
一
一
二
四
）
五
月
無
動
寺
歌
合

五
題
？
番

俊
頼

類
題
鈔

314

354

大
治
元
年
（
一
一
二
六
）
八
月
摂
政
左
大
臣
忠
通
歌
合

二
題
八
番

俊
頼

二
十
巻
本
※
６

315

某
年
忠
通
歌
合
雑
載

未
詳

未
詳

新
古
今
集
ほ
か

316

〔
大
治
三
年
（
一
一
二
八
）
正
月
以
前
〕
雅
定
歌
合

未
詳

未
詳

万
代
集

317

〔
大
治
三
年
（
一
一
二
八
）
正
月
以
前
〕
或
所
歌
合

未
詳

未
詳

散
木
奇
歌
集

318

〔
大
治
三
年
（
一
一
二
八
）
八
月
以
前
〕
俊
頼
歌
合
雑
載

未
詳

未
詳

和
歌
合
略
目
録

319

大
治
三
年
（
一
一
二
八
）
八
月
二
十
九
日
神
祇
伯
顕
仲
西
宮
歌
合

十
題
二
十
番

基
俊

群
書
類
従
本

320

大
治
三
年
（
一
一
二
八
）
九
月
二
十
一
日
神
祇
伯
顕
仲
南
宮
歌
合

十
題
二
十
番

行
尊

群
書
類
従
本

321

大
治
三
年
（
一
一
二
八
）
九
月
二
十
八
日
神
祇
伯
顕
仲
住
吉
社
歌
合

十
題
二
十
番

顕
仲

伝
西
行
筆
本

322

〔
大
治
五
年
（
一
一
三
〇
）
九
月
十
三
夜
〕
殿
上
蔵
人
歌
合

五
題
十
五
番

未
詳

書
陵
部
本

323

〔
天
治
二
年
（
一
一
二
五
）
正
月
―
天
承
元
年
（
一
一
三
一
）
十
二
月
〕
三
河
守
為
忠
名
所
歌
合

十
題
？
番

顕
仲

類
題
鈔

324

424

〔
長
承
二
年
（
一
一
三
三
）
八
月
以
前
春
〕
顕
輔
歌
合
雑
載

未
詳

未
詳

万
代
集

325

〔
長
承
二
年
（
一
一
三
三
）
九
月
〕
一
品
宮
禧
子
内
親
王
月
合

未
詳

未
詳

行
宗
集

326

長
承
三
年
（
一
一
三
四
）
六
月
十
七
日
丹
後
守
為
忠
歌
合

六
題
？
番

師
頼

類
題
鈔

328

425

長
承
三
年
（
一
一
三
四
）
九
月
十
三
日
中
宮
亮
顕
輔
歌
合

三
題
三
十
六
番

基
俊

群
書
類
従
本

329

保
延
元
年
（
一
一
三
五
）
四
月
二
十
九
日
内
裏
歌
合

二
題
？
番

未
詳

類
題
鈔

330

241

保
延
元
年
（
一
一
三
五
）
八
月
播
磨
守
家
成
歌
合

三
題
？
番

基
俊
・
顕
仲

類
題
鈔

331

441

保
延
元
年
（
一
一
三
五
）
八
月
播
磨
守
家
成
歌
合

二
題
？
番

基
俊

類
題
鈔

332

440

ａ

保
延
二
年
（
一
一
三
六
）
三
月
左
京
大
夫
家
成
歌
合

二
題
？
番

基
俊

類
題
鈔

333

442

ｂ
〔
保
延
二
年
（
一
一
三
六
）
三
月
〕
左
京
大
夫
家
成
歌
合

二
題
？
番

基
俊

類
題
鈔

333

443

保
延
二
年
（
一
一
三
六
）
夏
左
京
大
夫
家
成
歌
合

二
題
？
番

顕
仲

類
題
鈔

334

444
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〔
保
延
三
年
（
一
一
三
七
）
以
前
夏
〕
神
祇
伯
顕
仲
歌
合

未
詳

未
詳

忠
盛
集

335

保
延
三
年
（
一
一
三
七
）
九
月
十
四
日
三
井
寺
歌
合

未
詳

未
詳

行
宗
集

336

保
延
三
年
（
一
一
三
七
）
閏
九
月
中
宮
権
亮
経
定
歌
合
※
７

三
題
？
番

基
俊

夫
木
抄

337

保
延
四
年
（
一
一
三
八
）〔
十
一
―
十
二
月
〕
或
所
歌
合
※
７

未
詳

基
俊

袋
草
紙

338

〔
保
延
二
年
（
一
一
三
六
）
十
二
月
―
永
治
元
年
（
一
一
四
一
）
十
一
月
〕
中
納
言
伊
通
歌
合
雑
載

八
題
？
番

未
詳

類
題
鈔

339

335

〔
久
安
元
年
（
一
一
四
五
）
八
月
以
前
〕
或
所
歌
合
雑
載

未
詳

未
詳

無
名
抄

340

久
安
二
年
（
一
一
四
六
）
三
月
左
京
大
夫
顕
輔
歌
合
※
８

未
詳

実
行

夫
木
抄

341

久
安
二
年
（
一
一
四
六
）
六
月
左
京
大
夫
顕
輔
歌
合

二
題
？
番

伊
通

類
題
鈔

342

333

久
安
三
年
（
一
一
四
七
）
十
二
月
左
京
大
夫
顕
輔
歌
合

二
題
？
番

実
行

類
題
鈔

343

334

久
安
三
年
（
一
一
四
七
）
或
所
歌
合

未
詳

未
詳

夫
木
抄

344

久
安
五
年
（
一
一
四
九
）
七
月
山
路
歌
合
※
９

未
詳

顕
輔
・
清
輔

夫
木
抄

345

久
安
五
年
（
一
一
四
九
）
七
月
二
十
八
日
右
衛
門
督
家
成
歌
合

三
題
三
十
三
番

顕
輔

類
題
鈔

346

336

〔
仁
平
元
年
（
一
一
五
一
）
二
月
十
一
日
以
前
〕
祇
園
社
歌
合

未
詳

未
詳

玄
玉
集

347

〔
仁
平
三
年
（
一
一
五
三
）
正
月
以
前
〕
左
京
大
夫
顕
輔
歌
合

未
詳

未
詳

忠
盛
集

348

〔
久
寿
二
年
（
一
一
五
五
）
五
月
以
前
〕
山
家
歌
合
雑
載

未
詳

未
詳

後
葉
集

349

〔
仁
平
三
年
（
一
一
五
三
）
―
永
暦
元
年
（
一
一
六
〇
）
二
月
〕
勧
修
寺
歌
合

未
詳

未
詳

惟
方
集

350
※
１

に
つ
い
て
、
『
歌
合
大
成
』
は
「

―
故
若
狭
守
通
宗
女
子
達
歌
合
」
と
す
る
が
、
久
保
木
哲
夫
「
『
若
狭
守
通
宗
朝
臣
女
子
達
歌
合
』
の
主

215
催
者
な
ら
び
に
名
称
」
（
『
和
歌
文
学
研
究
』

、
二
〇
一
二
・
一
二
）
に
よ
っ
て
、
通
宗
の
父
に
あ
た
る
経
平
主
催
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
「
経

105

平
大
弐
家
歌
合
」
の
名
称
を
用
い
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
そ
れ
に
従
う
。

※
２

・

は
あ
る
い
は
同
一
の
歌
合
か
と
も
い
う
（
『
歌
合
大
成
』
二
八
二
「
考
証
」
項
、
一
七
六
二
頁
）
。

282

283

※
３

・

・

に
つ
い
て
は
、
安
井
重
雄
「
永
久
四
年
瞻
西
雲
居
寺
歌
合
考

―
社
頭
歌
合
流
行
の
契
機
と
し
て

―
」
（
『
古
典
文
藝
論
叢
』

、

286

287

288

8

二
〇
一
六
・
三
）
参
照
。

の
判
者
は
『
類
題
鈔
』

に
よ
れ
ば
「
仲
元
朝
臣
」
だ
が
、
安
井
氏
論
文
の
指
摘
に
従
っ
て
「
仲
実
」
の
誤
り
と
み
る
。

286

350
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の
催
行
日
は
『
高
良
玉
垂
宮
神
秘
書
紙
背
和
歌
』

に
拠
る
も
の
だ
が
、
『
類
題
鈔
』

に
「
同
九
月
十
一
日
於
天
王
寺
西
門
念
仏
間
見
月
於
雲

288

168

352

居
寺
合
之
十
二
日
参
住
吉
社
十
六
日
暁
帰
洛
上
人
判
之
」
と
あ
り
、
不
審
の
た
め
〔

〕
に
入
れ
た
。

※
４

に
は
初
判
と
追
判
と
が
あ
り
、
追
判
者
に
は
顕
季
・
基
俊
・
俊
頼
と
諸
説
あ
る
が
、
俊
頼
説
が
最
も
蓋
然
性
が
高
い
と
考
え
る
。
第
四
章
参
照
。

300

※
５

に
つ
い
て
、
『
歌
合
大
成
』
は
一
括
し
て
「

―
権
僧
正
永
縁
花
林
院
歌
合
」
と
す
る
が
、
基
俊
判
本
（
奈
良
花
林
院
歌
合
、
『
歌
合
大
成
』

311
乙
本
）
と
俊
頼
判
本
（
永
縁
奈
良
房
歌
合
、
『
歌
合
大
成
』
甲
本
）
と
が
完
全
に
別
系
統
の
伝
本
と
し
て
現
存
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
題
に
よ

る
名
称
を
用
い
た
。
第
五
章
参
照
。

※
６

の
二
十
巻
本
は
『
歌
合
大
成
』
未
収
。
四
辻
秀
紀
「
資
料
紹
介

大
治
元
年
八
月

摂
政
左
大
臣
家
歌
合

―
新
出
の
廿
巻
本
類
聚
歌
合
の
紹

315
介
を
か
ね
て

―
」
（
『
金
鯱
叢
書

第
三
十
三
輯

史
学
美
術
史
論
文
集
』
徳
川
黎
明
会
、
二
〇
〇
六
・
一
〇
）
に
影
印
と
翻
刻
が
載
る
。

※
７

・

は
あ
る
い
は
同
一
の
歌
合
か
と
も
い
う
（
『
歌
合
大
成
』
三
八
八
「
考
証
」
項
、
二
〇
七
七
頁
）
。

337

338

※
８

は
『
歌
合
大
成
』
が
五
首
を
集
成
す
る
が
、
『
類
題
抄
』

が
挙
げ
る
歌
題
と
矛
盾
し
な
い
た
め
、

と
同
一
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

341

334

343

※
９

は
『
夫
木
抄
』
に
よ
っ
て
顕
輔
・
清
輔
の
「
両
判
」
と
知
ら
れ
る
が
、
疑
問
も
残
る
。
第
二
章
参
照
。

345

ま
ず
は
こ
れ
ら
の
歌
合
を
、
『
歌
合
大
成
』
の
「
分
類
基
準
（
甲
）
」
（
史
論
・
総
説
・
書
志
篇
、
三
〇
九
九
頁
）
に
な
ら
い
、
主

催
者
も
し
く
は
開
催
場
所
に
よ
っ
て
分
類
し
た
の
が
、
次
に
掲
げ
る
〈
表
２
〉
で
あ
る
。

〈
表
２
〉
主
催
者
・
開
催
場
所
に
よ
る
院
政
期
歌
合
の
分
類

＊
〈
表
１
〉
に
掲
げ
た
歌
合
を
、
主
催
者
・
開
催
場
所
に
よ
っ
て
分
類
し
た
。
分
類
の
基
準
は
次
の
通
り
で
、
『
歌
合
大
成
』
に
準
ず
る
。

内
裏
歌
合
…
天
皇
が
主
催
、
仙
洞
歌
合
…
上
皇
・
法
皇
が
主
催
、
后
宮
歌
合
…
皇
后
・
中
宮
が
主
催
、
女
院
歌
合
…
女
院
が
主
催
、
内
親
王
家
歌

合
…
内
親
王
が
主
催
、
斎
宮
歌
合
…
斎
宮
・
斎
院
が
主
催
、
女
房
歌
合
…
典
侍
以
下
の
女
官
が
主
催
、
摂
関
家
歌
合
…
摂
政
・
関
白
・
太
政
大
臣

・
左
右
大
臣
・
内
大
臣
が
主
催
、
納
言
家
歌
合
…
大
納
言
・
権
大
納
言
・
中
納
言
・
権
中
納
言
が
主
催
、
参
議
・
非
参
議
歌
合
…
三
位
の
公
卿
が

主
催
、
雲
客
家
歌
合
…
四
位
・
五
位
の
殿
上
人
が
主
催
、
士
大
夫
家
歌
合
…
五
位
で
昇
殿
を
許
さ
れ
な
い
者
が
主
催
、
神
社
歌
合
…
神
社
に
お
い
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て
開
催
、
僧
房
歌
合
…
寺
院
に
お
い
て
開
催
、
或
所
歌
合
…
主
催
者
・
開
催
場
所
不
明
。

分
類

歌
合
番
号

回
数

内
裏
歌
合

・

・

・

・

・

六
度

220

229

237

270

293

330

仙
洞
歌
合

一
度

280

后
宮
歌
合

・

・

三
度

217

233

255

女
院
歌
合

・

・

三
度

223

230

231

内
親
王
家
歌
合

一
度

326

斎
宮
歌
合

・

二
度

238

308

女
房
歌
合

・

二
度

219

290

摂
関
家
歌
合

・

・

・
別

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

十
八
度

224

227

228

19

275

276

291

292

296

297

298

299

300

301

305

310

315

316

納
言
家
歌
合

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

十
四
度

232

234

236

239

251

263

264

265

302

307

309

317

339

346

参
議
・
非
参
議
家
歌
合

・

・

・

ａ
・

ｂ
・

ｃ
・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

十
六
度

216

242

260

259

259

259

262

284

295

312

335

341

342

343

345

348

雲
客
家
歌
合

・×

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・×

・

・

三
十
二
度

215

1

218

221

235

243

246

247

249

250

253

258

261

268

269

277

279

281

2

282

・

・

・

・

・

・

・

・

ａ
・

ｂ
・

・

294

303

304

319

325

329

331

332

333

333

334

337

士
大
夫
家
歌
合

・

・

・

・

・

六
度

248

285

323

324

328

349

神
社
歌
合

・

・

・

・

・

・

・

八
度

272

273

274

278

320

321

322

347

僧
房
歌
合

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

十
五
度

222

240

257

271

283

286

287

288

289

306

311

313

314

336

350

或
所
歌
合

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

十
三
度

225

226

241

245

252

254

256

266

267

318

338

340

344

こ
れ
を
見
る
と
、
内
裏
・
仙
洞
・
后
宮
歌
合
の
よ
う
な
、
宮
廷
で
行
わ
れ
る
公
的
な
晴
儀
性
の
強
い
歌
合
が
減
少
し
、
摂
関
家
・

納
言
家
な
ど
で
歌
合
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
る
傾
向
が
明
ら
か
で
あ
る
。
『
歌
合
大
成
』
は
こ
れ
を
、
さ
き
に
述
べ
た
「
遊
宴
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主
義
」
か
ら
「
文
芸
主
義
」
へ
の
変
革
の
流
れ
に
お
い
て
見
る
と
同
時
に
、
院
政
期
と
い
う
政
治
形
態
の
変
革
の
歴
史
の
中
に
お
い

て
理
解
し
て
い
る
。
ま
た
、
摂
関
家
歌
合
に
分
類
し
た
十
八
度
の
歌
合
の
う
ち
、

～

ま
で
の
十
二
度
（

を
除
く
）
は
忠
通
家

291

316

310

で
の
歌
合
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
院
政
期
に
お
い
て
、
貴
顕
の
も
と
で
行
わ
れ
た
歌
合
は
、
忠
通
家
で
の
歌
合
に
ほ
ぼ
限
ら
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
忠
通
家
で
の
歌
合
は
二
十
巻
本
類
聚
歌
合
の
巻
十
二
「
大
臣
家
下
」
に
ま
と
め
て
収
録
さ
れ
て
お
り
、

院
政
期
歌
合
に
お
い
て
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

次
に
判
者
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
平
安
期
歌
合
の
判
者
に
つ
い
て
は
、
安
井
重
雄
氏
の
論
文
に
整
理
が
あ
る
が
、
安
井
氏
は
、
院

(

１
１)

政
期
に
入
る
と
内
裏
・
仙
洞
・
后
宮
歌
合
の
よ
う
な
宮
廷
で
の
歌
合
が
減
少
す
る
た
め
、
判
者
も
そ
れ
ま
で
の
よ
う
に
貴
顕
や
公
卿

の
人
物
が
務
め
る
よ
う
に
は
な
ら
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
〈
表
１
〉
で
挙
げ
た
判
者
を
、
務
め
た
回
数
と
と
も
に
挙
げ
る
と
、

左
の
よ
う
に
な
る
（
証
本
・
判
詞
の
有
無
は
問
わ
ず
、
ま
た
衆
議
判
の
執
筆
も
回
数
に
含
め
る
）
。

十
三
回
…
基
俊

十
二
回
…
俊
頼

六
回
…
顕
季

四
回
…
顕
仲

三
回
…
仲
実

二
回
…
経
信
・
実
行
・
顕
輔

一
回
…
通
俊
・
顕
房
・
俊
房
・
経
仲
・
為
房
・
時
範
・
瞻
西
・
行
尊
・
師
頼
・
伊
通
・
清
輔

基
俊
と
俊
頼
が
圧
倒
的
に
回
数
が
多
く
、
次
い
で
顕
季
、
顕
仲
ら
の
名
前
が
挙
が
る
。
こ
れ
ら
は
み
な
貴
顕
・
公
卿
で
は
な
く
専

門
性
を
備
え
た
歌
人
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
判
者
と
し
て
の
始
発
は
俊
頼
が
一
歩
先
ん
じ
て
い
る
と
い
え
る
が
、
基
俊
の
ほ
う
が
後

ま
で
生
存
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
全
体
的
な
回
数
は
基
俊
が
上
回
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
院
政
期
歌
合
の
判
者
と
い
え
ば
、

こ
の
両
者
が
代
表
す
る
存
在
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
ほ
か
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
判
者
が
複
数
（
二
名
）
で
あ
る
歌
合
、
い
わ
ゆ
る
「
両
判
」
の
歌
合
と
い
う
も
の
が
登
場
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
〈
表
１
〉
に
挙
げ
た
な
か
だ
け
で
も
、

・

・

・

・

・

・

の
七
度
の
歌
合
が
、
二
名
の
判
者
を

248

296

300

306

311

331

345

擁
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
形
態
が
出
現
し
た
こ
と
も
、
院
政
期
歌
合
の
特
徴
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、

そ
れ
ら
の
歌
合
の
多
く
に
、
俊
頼
と
基
俊
が
関
わ
っ
て
い
る
（

・

・

は
俊
頼
・
基
俊
両
判
の
歌
合
で
、

は
俊
頼
が
、

は

296

306

311

300

331

基
俊
が
関
わ
っ
て
い
る
歌
合
で
あ
る
）
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
俊
頼
・
基
俊
と
い
う
存
在
の
重
要
性
が
こ
こ
か
ら
も
看
取
で
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き
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
概
観
に
基
づ
き
、
本
論
文
で
は
考
察
の
対
象
と
し
て
源
俊
頼
（
天
喜
三
年
〈
一
〇
五
五
〉
ご
ろ
～
大
治
四
年
〈
一
一
二
九
〉

ご
ろ
）
・
藤
原
基
俊
（
天
喜
四
年
〈
一
〇
五
六
〉
～
永
治
二
年
〈
一
一
四
二
〉
）
の
両
名
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。
彼
ら
が
判
者

と
し
て
関
わ
っ
た
歌
合

―
特
に
「
両
判
」
の
歌
合

―
を
、
考
察
の
中
心
に
据
え
た
い
。

第
二
節

本
論
文
の
課
題
と
構
成

院
政
期
に
お
い
て
、
そ
れ
ま
で
の
三
代
集
的
な
和
歌
表
現
が
行
き
詰
ま
り
を
迎
え
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば

俊
頼
は
、
『
俊
頼
髄
脳
』
の
序
文
に
お
い
て
、
和
歌
表
現
が
閉
塞
し
て
い
る
現
状
を
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

お
ほ
よ
そ
哥
の
を
こ
り
、
古
今
の
序
、
和
哥
の
式
に
み
え
た
り
。
世
も
あ
が
り
、
人
の
心
も
た
く
み
な
り
し
時
、
春
夏
秋
冬
に

つ
け
て
花
を
も
て
あ
そ
び
、
郭
公
を
ま
ち
、
紅
葉
を
ゝ
し
み
、
雪
を
お
も
し
ろ
し
と
思
ひ
、
君
を
い
は
ひ
、
わ
が
身
を
う
れ
へ
、

別
を
ゝ
し
み
、
旅
を
あ
は
れ
び
、
い
も
せ
の
な
か
を
こ
ひ
、
事
に
の
ぞ
み
て
思
ひ
を
の
ぶ
る
に
つ
け
て
、
よ
み
の
こ
し
た
る
事

も
な
く
、
つ
ゞ
け
も
ら
せ
る
詞
も
み
え
ず
。
い
か
に
し
て
か
は
、
す
ゑ
の
世
の
人
の
、
め
づ
ら
し
き
さ
ま
に
も
と
り
な
す
べ
き
。

（
一
オ
～
一
ウ
／
一
一
～
一
二
頁
）

俊
頼
は
、
自
身
が
生
き
る
「
す
ゑ
の
世
」
に
お
い
て
は
、
も
は
や
「
よ
み
の
こ
し
た
る
事
」
も
「
つ
ゞ
け
も
ら
せ
る
詞
」
も
な
く
、

ど
う
し
て
も
「
め
づ
ら
し
き
さ
ま
」
に
歌
を
詠
む
こ
と
は
困
難
で
あ
る
、
と
述
べ
る
。
こ
れ
は
俊
頼
に
限
ら
ず
、
同
時
代
を
生
き
る

歌
人
た
ち
共
通
の
課
題
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
認
識
の
も
と
で
、
歌
人
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
、
ど
の
よ
う
な
「
め

づ
ら
し
き
ふ
し
」

―
新
し
さ
を
和
歌
に
取
り
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
論
文
で
は
、
そ
れ
を
「
歌
合
」
と
い
う
場
に
即
し
て
考

え
た
い
。

歌
合
は
基
本
的
に
、
歌
会
や
百
首
歌
な
ど
の
定
数
歌
と
は
異
な
り
、
歌
ど
う
し
を
番
え
て
「
競
わ
せ
る
」
と
い
う
こ
と
に
焦
点
が

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
歌
は
そ
の
優
劣
が
批
評
さ
れ
る
場
に
向
け
て
詠
み
出
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
歌
合
の
参
加
者
た
ち
は
、



- 15 -

歌
を
詠
出
す
る
だ
け
で
な
く
、
披
講
さ
れ
た
歌
に
批
評
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
歌
を
詠
進
す
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
詠
ま
れ

た
歌
を
解
釈
・
鑑
賞
し
、
批
判
し
た
り
、
あ
る
い
は
擁
護
し
た
り
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
歌
合
と
は
、
和
歌

を
「
詠
む
」
力
と
と
も
に
、
「
読
む
」
力
が
要
求
さ
れ
る
場
で
あ
り
、
和
歌
の
表
現
に
敏
感
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
場
で
あ
っ

た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
和
歌
の
表
現
が
行
き
詰
ま
り
を
見
せ
て
い
た
院
政
期
に
は
、
そ
の
閉
塞
感
を
打
破
し
よ
う
と

す
る
試
み
が
、
ほ
か
で
も
な
い
歌
合
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
本
論
文
が
歌
合
に
着
目
す
る
の
は
、

そ
う
し
た
見
通
し
に
よ
る
。

本
論
文
は
、
第
一
部
「
俊
頼
と
基
俊
の
歌
合
を
め
ぐ
っ
て
」
と
、
第
二
部
「
院
政
期
歌
合
の
継
承
と
発
展
」
の
二
部
か
ら
成
っ
て

い
る
。
第
一
部
で
は
、
院
政
期
歌
合
の
代
表
的
判
者
で
あ
る
俊
頼
・
基
俊
が
関
わ
っ
た
歌
合

―
特
に
、
複
数
（
二
名
）
の
判
者
が

招
聘
さ
れ
、
二
種
類
の
判
詞
が
残
さ
れ
て
い
る
歌
合

―
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
そ
の
詠
歌
表
現
や
判
詞
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
第

一
章
か
ら
第
三
章
ま
で
は
、「
両
判
歌
合
の
嚆
矢
」
と
し
て
知
ら
れ
る
、
元
永
元
年
（
一
一
一
八
）
十
月
二
日
内
大
臣
忠
通
歌
合
（
『
歌

合
大
成
』

）
を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
歌
合
は
、
基
幹
本
文
と
な
る
二
十
巻
本
が
断
簡
と
し
て
一
部
分
し
か
伝
存
し
て
い
な
い
た
め

296

に
、
別
系
統
の
諸
本
と
二
十
巻
本
断
簡
を
取
り
合
わ
せ
た
本
文
で
読
ま
れ
て
い
る
の
が
現
状
だ
が
、
系
統
の
異
な
る
両
者
の
本
文
を

取
り
合
わ
せ
る
こ
と
に
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
は
別
系
統
の
諸
本
を
系
統
分
類
し
、
こ
の
歌
合
を
読
む
た
め
の
前
提

を
確
認
す
る
（
第
一
章
）
。
続
い
て
、
こ
の
歌
合
の
最
も
大
き
な
特
徴
で
あ
る
「
両
判
」
と
い
う
形
態
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
い
か
な

る
こ
と
を
目
的
に
し
て
行
わ
れ
た
も
の
な
の
か
、
忠
通
家
で
の
歌
合
全
体
や
、
平
安
期
の
歌
合
史
を
見
通
し
て
考
察
す
る
（
第
二
章
）
。

そ
の
う
え
で
、
こ
の
歌
合
の
詠
歌
表
現
と
判
詞
の
特
質
を
明
ら
か
に
し
た
い
（
第
三
章
）
。
第
四
章
で
は
、
元
永
二
年
（
一
一
一
九
）

七
月
十
三
日
内
大
臣
忠
通
歌
合
（
『
歌
合
大
成
』

）
を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
歌
合
は
、
顕
季
に
よ
る
初
判
と
、
「
又
判
云
…
…
」
か

300

ら
始
ま
る
追
判
と
を
有
し
た
伝
本
系
統
が
存
す
る
が
、
追
判
者
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
説
が
提
出
さ
れ
て
き
た
。
そ
の

研
究
史
を
整
理
し
て
、
追
判
に
用
い
ら
れ
た
評
語
と
表
現
か
ら
追
判
者
を
論
じ
る
。
第
五
章
で
は
、
基
俊
・
俊
頼
の
判
詞
を
付
し
た

本
が
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
伝
存
す
る
、
奈
良
花
林
院
歌
合
（
基
俊
判
）
お
よ
び
永
縁
奈
良
房
歌
合
（
俊
頼
判
）
を
取
り
上
げ
る
。
こ
れ
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ま
で
の
忠
通
家
歌
壇
と
は
異
な
り
、
奈
良
・
興
福
寺
の
僧
侶
た
ち
に
よ
る
こ
の
歌
合
は
、
京
都
の
中
央
歌
壇
で
行
わ
れ
る
歌
合
と
ど

の
よ
う
な
点
で
異
な
り
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
点
が
共
通
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
詠
歌
表
現
と
判
詞
か
ら
検
討
を
加
え
た
い
。

第
二
部
で
は
、
「
院
政
期
歌
合
の
継
承
と
発
展
」
と
し
て
、
俊
頼
・
基
俊
の
関
わ
っ
た
歌
合
が
後
代
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え

た
の
か
を
考
察
す
る
。
表
現
の
行
き
詰
ま
り
に
直
面
し
て
い
た
院
政
期
に
は
、
だ
か
ら
こ
そ
か
え
っ
て
和
歌
の
表
現
に
対
す
る
意
識

が
高
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
そ
う
し
た
意
識
が
ど
の
よ
う
に
引
き
継
が
れ
（
あ
る
い
は
引
き
継
が
れ
ず
）
、
ど
の
よ
う
に
形

を
変
え
て
い
っ
た
の
か
を
検
討
し
た
い
。
具
体
的
に
は
、
第
六
章
に
お
い
て
、
俊
頼
・
基
俊
が
歌
合
で
用
い
た
評
語
が
、
彼
ら
以
降

ど
の
よ
う
に
歌
合
判
詞
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
を
調
査
す
る
。
特
に
、
平
安
末
期
か
ら
中
世
初
期
に
か
け
て
多
く
の
歌
合

の
判
者
を
務
め
、
歌
壇
の
ト
ッ
プ
に
君
臨
し
た
俊
成
と
、
そ
の
息
定
家
を
対
象
と
し
て
、
俊
頼
・
基
俊
の
影
響
を
概
観
し
た
い
。
第

七
章
は
よ
り
個
別
の
問
題
に
絞
り
、
歌
語
の
使
用
を
規
制
す
る
俊
成
の
歌
合
評
語
「
不
可
庶
幾
」
を
め
ぐ
っ
て
、
院
政
期
の
表
現
や

歌
合
評
語
が
中
世
初
期
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
の
か
を
考
え
る
。

以
上
の
考
察
を
通
し
て
、
院
政
期
歌
合
の
特
質
、
お
よ
び
和
歌
史
上
の
位
置
づ
け
を
論
じ
る
。
転
換
期
に
お
け
る
「
新
し
さ
」
の

模
索
が
も
た
ら
し
た
も
の
を
、
な
る
べ
く
個
別
の
事
例
に
即
し
て
明
ら
か
に
し
た
い
。

注
（

）
『
国
史
大
辞
典
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
九
）
「
院
政
」
「
院
政
時
代
」
項
（
竹
内
理
三
執
筆
）
参
照
。

1
（

）
美
川
圭
『
院
政

―
も
う
ひ
と
つ
の
天
皇
制
』
（
中
公
新
書
、
二
〇
〇
六
）
参
照
。

2
（

）
小
峯
和
明
『
院
政
期
文
学
論
』
（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
六
）
「
Ⅰ

院
政
期
文
化
と
文
学
」
「
は
し
が
き
」
、
お
よ
び
「
一

院

3
政
期
文
学
史
の
構
想
」
（
初
出
『
国
文
学

解
釈
と
鑑
賞
』

‐

、
一
九
八
八
・
三
）
参
照
。

53

3

（

）
橋
本
不
美
男
『
院
政
期
の
歌
壇
史
研
究
』
（
武
蔵
野
書
院
、
一
九
六
六
）
第
三
章
Ⅲ
「
国
信
卿
家
歌
合
の
意
義
」
（
初
出
『
書

4
陵
部
紀
要
』

、
一
九
五
三
・
三
）
一
七
八
頁
。

3
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（

）
注
（

）
前
掲
橋
本
氏
著
書
「
結
び
に
」
三
一
七
頁
。

5

4

（

）
浅
田
徹
「
歌
合
判
詞
史
に
お
け
る
白
河
院
政
期
（
一
）
・
（
二
）
・
（
三
）
」
（
『
文
藝
と
批
評
』

‐

、

、

、
一
九
九
六

6

8

3

5

8

・
五
、
一
九
九
七
・
五
、
一
九
九
八
・
一
〇

副
題
は
省
略
）
。
引
用
は
（
一
）
・
二
頁
に
拠
る
。

（

）
堀
河
朝
の
時
代
に
、
十
巻
本
類
聚
歌
合
（
藤
原
頼
通
の
周
辺
に
よ
る
歌
合
の
集
成
）
を
併
呑
す
る
形
で
、
さ
ら
に
歌
合
を
集

7
成
す
る
事
業
が
行
わ
れ
た
。
六
条
源
氏
の
雅
実
や
頼
通
の
玄
孫
で
あ
る
忠
通
の
関
与
が
推
定
さ
れ
て
い
る
。
二
十
巻
の
構
成
は

歌
合
の
主
催
者
階
層
ご
と
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
全
体
で
二
〇
〇
か
ら
二
五
〇
ほ
ど
の
歌
合
が
収
録
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。『
歌

合
大
成
』
、
堀
部
正
二
『
纂
輯
類
聚
歌
合
と
そ
の
研
究
』
（
美
術
書
院
、
一
九
四
五

復
刻
再
版
：
大
学
堂
書
店
、
一
九
六
七
）
、

陽
明
叢
書
『
平
安
歌
合
集
』
上
下
（
思
文
閣
、
一
九
七
五
）
、
特
別
展
示
図
録
『
近
衞
家
陽
明
文
庫

王
朝
和
歌
文
化
一
千
年

の
伝
承
』
（
国
文
学
研
究
資
料
館
、
二
〇
一
一
）
な
ど
参
照
。
な
お
最
近
、
二
十
巻
本
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
も
と
も
と
は
別

個
の
歌
合
集
成
事
業
に
よ
る
歌
合
集
で
あ
っ
た
も
の
を
、
寄
せ
集
め
て
切
り
接
ぎ
し
再
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
説
が
発

表
さ
れ
た
（
久
保
木
秀
夫
「
二
十
巻
本
類
聚
歌
合
成
立
試
論
」
『
和
歌
文
学
研
究
』

、
二
〇
一
四
・
六
）
。

108

（

）
例
え
ば
、
四
辻
秀
紀
「
資
料
紹
介

大
治
元
年
八
月

摂
政
左
大
臣
家
歌
合

―
新
出
の
廿
巻
本
類
聚
歌
合
の
紹
介
を
か
ね
て

8

―
」
（
『
金
鯱
叢
書

第
三
十
三
輯

史
学
美
術
史
論
文
集
』
徳
川
黎
明
会
、
二
〇
〇
六
・
一
〇
）
な
ど
。

（

）
山
本
真
吾
「
古
語
辞
典
に
お
け
る
歌
論
用
語
の
扱
い
に
つ
い
て
」
（
『
和
歌
文
学
研
究
』

、
二
〇
一
六
・
一
二
）
な
ど
。

9

113

（

）
〈
表
１
〉
の
作
成
に
際
し
て
は
、
『
歌
合
大
成
』
、
『
類
題
鈔
』
の
ほ
か
、
安
井
重
雄
「
平
安
朝
歌
合
に
お
け
る
判
者

―
主
催

10
者
と
の
関
係
を
中
心
に
、
俊
成
に
至
る

―
」
（
『
日
本
文
学
研
究
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』

、
二
〇
一
九
・
一
二
）
を
参
考
に
し
た
。

12

（

）
注
（

）
前
掲
安
井
氏
論
文
。

11

10
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第
一
部

俊
頼
と
基
俊
の
歌
合
を
め
ぐ
っ
て

第
一
章

元
永
元
年
十
月
二
日
内
大
臣
忠
通
歌
合
の
伝
本
と
本
文

は
じ
め
に

元
永
元
年
（
一
一
一
八
）
十
月
二
日
、
内
大
臣
藤
原
忠
通
は
自
邸
に
お
い
て
歌
合
を
催
し
た
（
『
歌
合
大
成
』

「
元
永
元
年
十

296

月
二
日
内
大
臣
忠
通
歌
合
」
）
。
歌
題
は
「
残
菊
」
・
「
時
雨
」
・
「
恋
」
で
、
主
催
者
の
忠
通
（
名
を
隠
し
「
女
房
」
と
し
て
出
詠
）
・

源
俊
頼
・
藤
原
基
俊
を
は
じ
め
二
十
四
名
の
歌
人
が
出
詠
し
た
、
三
題
三
十
六
番
と
い
う
規
模
の
歌
合
で
あ
る
。
そ
の
催
行
に
つ
い

て
は
、
二
十
巻
本
の
冒
頭
部
分
（
『
歌
合
大
成
』
断
簡
Ａ
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
・
九
九
‐
一
三
三
‐
一
）
に
、
「
元
永
元
年
十
月

二
日
、
当
座
拾
被
分
左
右
。
依
仰
毎
講
、
左
右
作
者
各
献
疑
難
詞
。
俊
頼
基
俊
、
為
上
首
。
但
隠
作
者
、
任
意
疑
難
也
」
と
記
録
が

残
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
当
座
に
お
い
て
出
詠
歌
を
左
右
に
分
け
、
忠
通
の
命
に
よ
っ
て
各
番
を
披
講
す
る
ご
と
に
難
陳
が

行
わ
れ
た
の
だ
が
、
披
講
の
際
は
作
者
名
を
隠
し
た
た
め
に
、
作
者
の
意
に
任
せ
た
議
論
が
行
わ
れ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
難
陳
に
お

い
て
は
、
俊
頼
と
基
俊
が
「
上
首
」
と
な
っ
た
こ
と
も
こ
こ
か
ら
わ
か
る
。
ま
た
、
現
存
す
る
別
系
統
の
完
本
に
お
い
て
は
、
こ
の

両
者
は
冒
頭
部
分
に
「
判
者
」
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
催
行
記
録
や
「
両
判
」
と
い
う
形
態
に
つ
い
て
は
第
二
章
で
詳
し
く

検
討
す
る
が
、
忠
通
家
で
の
歌
合
と
し
て
は
画
期
的
な
意
味
を
有
し
て
い
た
重
要
な
歌
合
と
い
え
る
。

そ
の
伝
本
と
本
文
に
つ
い
て
は
、
二
十
巻
本
の
断
簡
が
十
三
葉
（
『
歌
合
大
成
』
断
簡
Ａ
～
Ｍ

以
下
、
二
十
巻
本
の
断
簡
は
『
歌

合
大
成
』
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
に
よ
っ
て
示
す
）
知
ら
れ
て
は
い
る
が
、
零
本
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
で
当
該
歌
合
の
全
容
を
知
る
こ

と
は
難
し
い
。
そ
の
た
め
、
本
歌
合
は
こ
れ
ま
で
、
近
世
期
以
降
に
書
写
さ
れ
た
別
系
統
の
本
を
底
本
と
し
た
う
え
で
、
二
十
巻
本

と
校
合
し
つ
つ
読
解
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
二
十
巻
本
と
別
系
統
の
諸
本
と
で
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
歌
題
の
順
序
な
ど

歌
合
全
体
の
構
成
と
し
て
大
き
な
相
違
が
あ
り
、
こ
の
二
系
統
の
本
文
を
同
列
に
扱
う
こ
と
に
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
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ろ
う
。

当
該
歌
合
の
本
文
研
究
は
さ
し
て
進
ん
で
お
ら
ず
、
日
本
古
典
全
書
『
歌
合
集
』
や
日
本
古
典
文
学
大
系
『
歌
合
集
』
、
『
歌
合
大

(

１)
(

２)

成
』
乙
本
（
後
述
）
、『
新
編
国
歌
大
観
』
と
い
っ
た
代
表
的
な
活
字
校
注
本
は
、
み
な
群
書
類
従
本
を
底
本
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、

群
書
類
従
本
は
、
例
え
ば
巻
頭
部
の
作
者
一
覧
の
形
式
が
左
右
で
揃
っ
て
い
な
い
な
ど
、
良
質
な
本
文
で
あ
る
と
は
必
ず
し
も
い
い

(

３)

が
た
い
。
そ
も
そ
も
、
当
該
歌
合
を
読
む
た
め
に
は
、
時
に
二
十
巻
本
の
断
簡
を
参
照
し
な
が
ら
も
、
「
流
布
本
」
と
い
う
位
置
づ

け
で
伝
存
し
て
い
る
別
系
統
の
諸
本
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
わ
け
だ
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
別
系
統
の
諸
本
に
お
け
る
本
文
研
究

は
や
は
り
必
須
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
本
章
で
は
、
当
該
歌
合
の
別
系
統
の
諸
本
を
整
理
し
、
本
文
の
系
統
を
分
類
す
る
こ
と
で
、
当
該
歌
合
読
解
に
際
し
て
の

前
提
を
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
そ
れ
は
当
該
歌
合
の
利
用
に
資
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
は
ず
で
あ
る
。

第
一
節

二
十
巻
本
と
別
系
統
の
諸
本
と
の
相
違

萩
谷
朴
氏
『
歌
合
大
成
』
は
、
二
十
巻
本
の
断
簡
を
「
甲
本
」
、
そ
の
他
「
流
布
本
の
位
置
を
占
め
る
」
と
す
る
別
系
統
の
諸
本

を
「
乙
本
」
と
称
し
、
そ
の
違
い
を
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

乙
本
は
、
残
菊
と
時
雨
と
の
歌
題
順
序
を
顚
倒
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
甲
本
が
、
三
十
六
番
全
体
の
通
し
番
号
を
附
し
て
い

る
の
に
対
し
て
、
各
題
毎
に
、
一
番
か
ら
十
二
番
ま
で
の
番
号
を
附
し
、
勝
負
附
の
様
式
を
改
め
、
作
者
名
も
甲
本
の
当
時
的

な
略
称
か
ら
、
公
的
に
整
頓
し
た
記
載
に
改
め
て
い
る
上
に
、
本
文
誤
謬
も
甚
だ
し
い
。
尤
も
、
乙
本
系
の
中
で
は
、
桂
宮
本

が
比
較
的
純
粋
な
本
文
を
保
持
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

（
「
本
文
研
究
」
項
、
一
八
四
〇
頁
）

右
の
ご
と
く
『
歌
合
大
成
』
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
二
十
巻
本
と
別
系
統
の
諸
本
と
の
間
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
点
で
相
違
が
あ
り
、

当
該
歌
合
を
利
用
す
る
に
際
し
て
は
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
以
下
、
『
歌
合
大
成
』
の
指
摘
と
も
重
複
す
る
が
、
そ
の
主
要
な
相

違
点
を
①
～
⑥
の
六
点
に
ま
と
め
て
お
く
。
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①
先
述
し
た
よ
う
に
、
二
十
巻
本
は
冒
頭
部
分
（
断
簡
Ａ
）
に
「
元
永
元
年
十
月
二
日
／
当
座
拾
被
分
左
右
依
仰
毎
講
左
右
／
作

者
各
献
疑
難
詞
俊
頼
基
俊
為
／
上
首
但
隠
作
者
任
意
疑
難
也
」
と
い
う
催
行
記
録
が
あ
る
が
、
別
系
統
の
諸
本
は
こ
れ
を
有
さ

な
い
。

②
二
十
巻
本
は
冒
頭
部
分
の
歌
題
か
ら
「
残
菊
」
・
「
時
雨
」
・
「
恋
」
の
順
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
別
系
統
の
諸
本
は
す

べ
て
「
時
雨
」
・
「
残
菊
」
・
「
恋
」
の
順
で
あ
る
（
た
だ
し
「
残
菊
」
題
の
本
文
は
伝
存
し
な
い
）
。
ま
た
、
二
十
巻
本
は
全
体

を
通
し
て
「
一
番
」
か
ら
「
三
十
六
番
」
ま
で
の
通
し
番
号
を
付
す
が
、
別
系
統
の
諸
本
は
そ
れ
ぞ
れ
の
題
ご
と
に
「
一
番
」

か
ら
「
十
二
番
」
ま
で
の
通
し
番
号
を
付
し
て
い
る
。

③
冒
頭
部
分
の
作
者
一
覧
で
は
、
二
十
巻
本
は
作
者
を
左
右
に
分
か
た
ず
に
掲
出
す
る
が
、
別
系
統
の
諸
本
は
左
右
に
分
け
て
掲

(

４)

出
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
当
該
歌
合
は
出
詠
歌
人
を
左
右
に
固
定
し
て
お
ら
ず
（
例
え
ば
俊
頼
は
「
時
雨
」
一
番
・
「
残
菊
」

一
番
で
は
右
、
「
恋
」
二
番
で
は
左
で
あ
る
）
、
披
講
の
実
態
と
し
て
は
乱
番
で
あ
っ
た
か
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
作
者
表
記
に
関

し
て
い
え
ば
、
別
系
統
の
諸
本
は
男
性
歌
人
に
す
べ
て
「
朝
臣
」
を
つ
け
た
形
で
掲
出
す
る
（
冒
頭
部
分
・
歌
合
本
文
と
も
）

が
、
二
十
巻
本
は
現
存
す
る
断
簡
で
確
認
で
き
る
か
ぎ
り
、
歌
合
本
文
の
作
者
に
「
朝
臣
」
は
用
い
ら
れ
ず
、
冒
頭
部
分
の
作

者
一
覧
で
も
「
朝
臣
」
を
付
さ
れ
る
の
は
俊
頼
・
顕
国
・
雅
兼
・
顕
仲
の
四
名
の
み
で
あ
る
。
こ
の
四
名
は
現
存
す
る
断
簡
の

範
囲
で
は
歌
合
本
文
で
の
表
記
を
確
認
で
き
ず
、
歌
合
本
文
に
お
い
て
も
「
朝
臣
」
の
表
記
が
用
い
ら
れ
た
か
は
不
明
。
な
お
、

官
位
か
ら
い
え
ば
、
当
該
歌
合
催
行
当
時
、
「
朝
臣
」
を
付
さ
れ
る
べ
き
五
位
以
上
で
あ
る
こ
と
が
確
実
な
の
は
、
さ
き
に
挙

げ
た
四
名
の
み
で
あ
り
、
二
十
巻
本
の
作
者
表
記
が
妥
当
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
な
お
、
ほ
か
に
、
別
系
統
の
諸
本
は
い

ず
れ
も
「
盛
家
」
を
「
盛
方
」
と
誤
っ
て
い
る
。

④
二
十
巻
本
は
勝
負
付
の
様
式
を
細
字
や
割
注
の
形
で
「
ち
俊
／
基
か
つ
」
（
断
簡
Ｂ
／
時
雨
九
番
）
な
ど
の
よ
う
に
示
す
が
、

(

５)

別
系
統
の
諸
本
は
す
べ
て
「
俊
勝
」
「
基
勝
」
の
よ
う
に
示
し
て
い
る
。

⑤
俊
頼
・
基
俊
両
判
の
書
式
に
つ
い
て
、
別
系
統
の
諸
本
は
俊
頼
判
→
基
俊
判
の
順
で
、
い
ず
れ
も
「
俊
云
…
…
」
、「
基
云
…
…
」
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か
ら
書
き
は
じ
め
る
形
式
を
採
る
。
一
方
で
二
十
巻
本
は
、
現
存
す
る
断
簡
の
範
囲
で
は
「
俊
頼
…
…
」
、
「
基
俊
…
…
」
と
い

う
書
式
で
あ
る
場
合
が
多
い
。
判
詞
の
順
序
は
、
断
簡
Ｄ
（
「
時
雨
」
九
番
）
・
Ｈ
（
「
時
雨
」
十
二
番
）
・
Ｍ
（
「
恋
」
十
番
）

に
よ
り
、
二
十
巻
本
の
時
点
で
す
で
に
俊
頼
判
→
基
俊
判
の
順
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
な
お
断
簡
Ｈ
の
み
、
基
俊
判
を

「
基
云
…
…
」
と
書
き
出
し
て
い
る
。

⑥
別
系
統
の
諸
本
は
い
ず
れ
も
「
恋
」
三
番
右
歌
（
『
新
編
国
歌
大
観
』
解
題

）
一
首
と
「
恋
」
七
番
左
歌
（

）
の
下
句
を

1

60

欠
く
。
こ
の
二
箇
所
は
い
ず
れ
も
二
十
巻
本
が
伝
存
し
な
い
箇
所
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
『
万
代
集
』
（
恋
四
・

）
と
『
袋
草

2380

紙
』
に
よ
っ
て
し
か
補
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

さ
ら
に
、
こ
こ
に
挙
げ
た
も
の
以
外
に
も
、
『
歌
合
大
成
』
が
「
本
文
誤
謬
も
甚
だ
し
い
」
と
い
う
よ
う
な
、
大
き
く
本
文
が
異

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
箇
所
が
い
く
つ
か
あ
る
。
次
の
〈
表
１
〉
に
、
二
十
巻
本
と
、
『
歌
合
大
成
』
が
「
比
較
的
純
粋
な
本
文
を

保
持
し
て
い
る
」
と
い
う
桂
宮
本
（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
桂
宮
旧
蔵
本
）
と
を
比
較
し
、
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
箇
所
を
一
覧
し
た
。

〈
表
１
〉
二
十
巻
本
と
別
系
統
の
諸
本
と
の
主
な
異
同

異
同
の
所
在

二
十
巻
本

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
桂
宮
旧
蔵
本

「
時
雨
」
九
番
・
俊
頼
判

こ
の
は
ち
る
と
み
て
こ
え
む
こ
と
を
お
も
ひ
わ
つ
ら
ふ
な
ら
は
も

木
葉
の
散
を
わ
つ
ら
ふ
な
ら
は
み
ち
の
哥
と
や

み
ち
の
う
た
と
や
き
こ
ゆ
る
（
断
簡
Ｄ
）

聞
ゆ
る

「
時
雨
」
十
番
・
基
俊
判

又
ま
き
の
い
た
や
な
と
に
は
ら
〳
〵
と
ふ
り
か
ゝ
ら
ん
に
て
し
く

又
槙
の
い
た
や
な
と
に
は
只
か
れ
に
て
も
し
く

れ
の
お
と
は
し
り
は
へ
り
な
ん
か
し
（
断
簡
Ｅ
）

れ
の
音
は
し
り
侍
り
な
ん
か
し

「
時
雨
」
十
二
番
・
右
歌
下
句

し
く
れ
の
お
と
も
け
は
し
か
り
け
り
（
断
簡
Ｈ
）

時
雨
の
音
も
は
け
し
か
り
け
り

「
時
雨
」
十
二
番
・
俊
頼
判

つ
ゆ
し
も
な
と
の
い
ろ
な
ら
て
も
み
ち
を
そ
め
き
く
を
う
つ
ろ
は

露
霜
な
と
の
紅
葉
そ
め
草
木
を
う
つ
ろ
は
す
る

す
は
わ
き
も
こ
か
も
の
こ
し
よ
り
お
ち
た
る
こ
と
な
れ
は
め
つ
ら

は
わ
き
も
子
か
も
す
そ
よ
り
お
ち
た
る
事
な
れ

し
け
な
し
（
断
簡
Ｈ
）

は
め
つ
ら
し
け
な
し
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「
時
雨
」
十
二
番
・
基
俊
判

ひ
た
り
は
し
く
れ
の
こ
ゝ
ろ
は
す
く
な
く
て
（
断
簡
Ｈ
）

左
は
時
雨
の
こ
ゝ
ろ
は
な
く
て

「
恋
」
五
番
・
左
歌
下
句

人
な
け
か
せ
て
は
て
は
よ
し
や
は
（
断
簡
Ｉ
）

人
な
け
か
せ
ん
は
て
は
す
く
や
は

「
恋
」
五
番
・
基
俊
判

こ
と
は
ゝ
滑
稽
の
こ
と
は
に
こ
そ
は
へ
め
れ
い
み
し
く
の
ろ
〳
〵

詞
滑
に
て
詩
に
こ
そ
侍
め
れ
い
み
し
く
色
〳
〵

し
く
は
ら
く
ろ
け
に
お
も
ひ
よ
り
て
い
へ
る
こ
と
か
な
な
か
と
み

し
く
は
ら
く
ろ
け
に
思
ひ
よ
り
て
侍
つ
る
恋
か

の
と
く
ゐ
ん
か
返
事
と
い
ふ
ふ
み
の
な
か
に
こ
そ
か
ゝ
る
こ
と
は

な
な
か
と
も
の
と
く
ゐ
か
へ
し
と
い
ふ
文
に
こ

み
た
ま
へ
し
か
（
断
簡
Ｊ
）

そ
か
ゝ
る
詞
は
見
た
ま
ひ
し
か

「
恋
」
八
番
・
右
歌
・
三
句
以
下

と
ひ
見
は
や
い
と
わ
か
こ
と
は
あ
ら
し
と
そ
お
も
ふ
（
断
簡
Ｋ
）

人
み
は
や
い
と
我
は
か
り
あ
ら
し
と
そ
思
ふ

「
恋
」
十
番
・
俊
頼
判

あ
す
よ
り
は
こ
ひ
し
と
い
へ
る
と
ひ
と
を
こ
ひ
し
と
い
は
ゝ
こ
ゝ

又
あ
す
よ
り
は
恋
し
と
い
は
ん
事
か
た
し

ろ
さ
し
あ
り
あ
す
よ
り
は
こ
ひ
せ
し
と
い
は
む
こ
と
は
か
た
し

（
断
簡
Ｍ
）

「
恋
」
十
番
・
基
俊
判

い
つ
れ
も
と
か
む
へ
き
も
ほ
む
へ
き
も
は
へ
ら
さ
め
る
に
こ
と
は

い
つ
れ
も
〳
〵
と
か
む
へ
き
も
侍
ら
さ
る
に
に

こ
れ
に
て
か
き
り
て
む
こ
そ
い
み
し
う
つ
ふ
き
れ
に
見
え
は
へ
れ

右
は
是
に
て
か
き
り
て
ん
こ
そ
い
み
し
う
庶
幾

は
（
断
簡
Ｍ
）

せ
す
見
え
侍
れ

以
上
の
よ
う
に
、
二
十
巻
本
と
別
系
統
の
諸
本
に
は
大
き
な
相
違
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
こ
の
両
者
は
根
本
的
に
系
統
が
異
な
る
と

思
わ
れ
る
た
め
、
両
者
を
取
り
合
わ
せ
る
こ
と
に
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
基
本
的
に
は
完
本
で
あ
る
別
系
統

の
諸
本
を
底
本
と
し
て
読
み
進
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
別
系
統
の
諸
本
で
は
ど
う
し
て
も
意
不
通
の
箇
所
（
例
え
ば
「
恋
」

五
番
・
基
俊
判
「
詞
滑
に
て
詩
に
こ
そ
侍
め
れ
」
な
ど
）
が
あ
る
た
め
、
二
十
巻
本
の
参
照
は
な
お
も
必
須
で
あ
る
。
二
十
巻
本
を

安
易
に
取
り
合
わ
せ
る
の
で
も
な
く
、
完
全
に
排
除
す
る
の
で
も
な
く
、
別
系
統
の
諸
本
間
で
校
訂
し
た
結
果
と
二
十
巻
本
の
本
文

と
を
突
き
合
わ
せ
つ
つ
読
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
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第
二
節

別
系
統
の
諸
本
と
そ
の
系
統

さ
て
、
『
歌
合
大
成
』
が
「
乙
本
」
と
し
て
掲
出
す
る
伝
本
は
、
群
書
類
従
本
（
底
本
）
・
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
桂
宮
本
・
内
閣
文
庫

蔵
昌
平
坂
学
問
所
本
・
内
閣
文
庫
蔵
和
学
講
談
所
本
（
伝
本
名
は
同
書
に
拠
る
）
の
四
本
で
あ
る
。
同
書
は
「
乙
本
校
異
」
と
し
て

上
下
段
組
み
三
頁
に
わ
た
る
校
異
を
挙
げ
て
い
る
が
（
一
八
三
一
～
一
八
三
三
頁
）
、
そ
れ
ら
の
異
同
に
つ
い
て
特
に
詳
細
な
検
討

が
な
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
「
乙
本
系
の
中
で
は
、
桂
宮
本
が
比
較
的
純
粋
な
本
文
を
保
持
し
て
い
る
」
と
だ
け
述
べ
て
い
る
。
そ
の

結
論
自
体
に
異
論
は
な
い
が
、
基
本
的
に
別
系
統
の
諸
本
を
底
本
と
し
て
読
ん
で
い
る
と
い
う
当
該
歌
合
の
現
状
を
考
え
れ
ば
、
「
乙

本
」
と
し
て
諸
本
を
一
括
り
に
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
「
乙
本
」
内
で
の
各
伝
本
の
位
置
づ
け
を
見
定
め
る
こ
と
こ
そ
が
求
め
ら

れ
て
い
よ
う
。

別
系
統
の
諸
本
を
は
じ
め
て
整
理
し
た
の
が
、
鳥
井
千
佳
子
氏
『
忠
通
家
歌
合
新
注
』（
以
下
『
新
注
』
と
略
）
で
あ
る
。『
新
注
』

(

６)

は
『
歌
合
大
成
』
が
挙
げ
た
四
本
に
加
え
、
今
治
市
河
野
美
術
館
蔵
『
歌
合
集
』
所
収
本
・
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
蔵
『
歌
合
類

纂
』
所
収
本
（
伝
本
名
は
同
書
に
拠
る
）
を
含
め
た
計
六
本
を
対
象
と
し
、
別
系
統
の
諸
本
を
次
の
三
系
統
に
分
類
し
た
う
え
で
、

系
統
は
そ
の
内
題
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
る
こ
と
を
示
し
た
。

(

７)

ⅰ
「
内
大
臣
家
歌
合

三
十
六
番
」

今

今
治
市
河
野
美
術
館
蔵
『
歌
合
集
』
所
収
本

書

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
（
稿
者
注
：
『
歌
合
大
成
』
の
い
う
桂
宮
本
）

ⅱ
「
内
大
臣
家
歌
合

元
永
元
年
十
月
」

東

東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
蔵
『
歌
合
類
纂
』
所
収
本

群

群
書
類
従
本

ⅲ
（
ⅰ
と
ⅱ
の
中
間
本
的
性
格
）

和

内
閣
文
庫
和
学
講
談
所
旧
蔵
本

昌

内
閣
文
庫
昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵
本

こ
う
し
た
分
類
の
う
え
で
鳥
井
氏
は
、
「
類
聚
歌
合
（
稿
者
注
：
二
十
巻
本
）
の
本
文
に
わ
ず
か
に
近
い
こ
と
」
を
理
由
に
、
こ

れ
ま
で
の
活
字
校
注
本
が
底
本
と
し
て
き
た
群
書
類
従
本
（
ⅱ
の
系
統
）
で
は
な
く
、
ⅰ
の
系
統
を
底
本
と
し
た
。
ⅰ
の
系
統
と
し
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た
河
野
美
術
館
蔵
本
と
書
陵
部
蔵
本
は
本
文
が
ほ
ぼ
同
一
で
「
兄
弟
本
の
関
係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
」
と
し
た
う
え
で
、
「
書
陵

部
蔵
本
は
不
注
意
に
よ
る
誤
写
が
目
立
つ
」
こ
と
か
ら
、
河
野
美
術
館
蔵
本
を
底
本
に
選
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
ⅰ
の
系
統
の
特
徴
と

し
て
、
「
『
時
雨
』
八
番
左
の
歌
が
一
首
欠
落
し
て
い
る
こ
と
」
を
挙
げ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
概
ね
妥
当
な
分
類
で
あ
り
、
内
題
を
基
準
と
す
る
点
な
ど
、
基
本
的
な
理
解
と
し
て
は
従
う
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
し
、

さ
ら
に
調
査
す
る
伝
本
の
範
囲
を
広
げ
る
こ
と
で
、
よ
り
詳
細
な
把
握
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
特
に
鳥
井
氏
の
い
う
ⅰ
の
系
統
に
つ
い

て
は
、
ⅱ
の
系
統
よ
り
も
優
れ
て
い
る
点
は
首
肯
さ
れ
る
も
の
の
、
も
う
少
し
分
類
す
る
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

結
論
か
ら
い
え
ば
、
内
題
を
「
内
大
臣
家
歌
合

三
十
六
番
」
と
す
る
伝
本
の
う
ち
、
奥
書
を
有
す
る
本
が
あ
る
こ
と
に
注
意
を

払
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
三
条
西
家
旧
蔵
本
な
ど
は
内
題
を
同
じ
く
「

―
三
十
六
番
」
と
す
る
が
、
河

野
美
術
館
蔵
本
・
書
陵
部
蔵
本
（
桂
宮
本
）
が
持
っ
て
い
な
い
奥
書
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
さ
き
の
二
本
が
と
も
に
左
歌
を
欠
く

時
雨
八
番
に
つ
い
て
は
、
左
右
両
歌
が
揃
っ
て
い
る
ほ
か
、
本
文
自
体
に
も
多
く
の
細
か
な
部
分
で
注
意
す
べ
き
異
同
が
あ
り
、
少

な
く
と
も
三
条
西
家
旧
蔵
本
と
さ
き
の
二
本
と
は
分
け
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ひ
と
ま
ず
『
新
注
』

の
分
類
の
う
ち
、
ⅰ
を
さ
ら
に
奥
書
の
有
無
に
よ
っ
て
二
系
統
に
分
け
、
一
類
か
ら
四
類
の
四
系
統
で
考
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

さ
て
、
稿
者
が
参
加
し
た
注
釈
で
は
、
九
本
を
校
合
し
て
本
文
を
整
定
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
一
類
か
ら
四
類
に
分
け
、
略
号
（
ゴ

(

８)

シ
ッ
ク
）
と
と
も
に
一
覧
し
た
も
の
を
次
に
示
し
、
簡
単
な
説
明
を
付
す
。
な
お
、
略
号
は
稿
者
が
参
加
し
た
「
注
釈
」
で
用
い
た

も
の
と
同
じ
で
あ
る
。

〈
一
類
本
〉
＝
内
題
を
「
内
大
臣
家
歌
合

三
十
六
番
」
と
し
、
奥
書
を
持
た
ず
、
時
雨
八
番
左
歌
を
欠
く
も
の
（
『
新
注
』
に
お

け
る
ⅰ
の
系
統
）
。

〇
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
桂
宮
旧
蔵
本
（
五
〇
一
‐
五
八
〇
）
＝
書
Ａ

江
戸
初
期
写
。
袋
綴
。
外
題
「
内
大
臣
家
哥
合

三
十
六
番
」
は
霊
元
天
皇
の
宸
筆
。
和
歌
文
学
大
系
『
王
朝
歌
合
集
』
、
お
よ

(

９)
(

１
０)
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び
「
注
釈
」
の
底
本
。

○
今
治
市
河
野
信
一
記
念
美
術
館
蔵
『
歌
合
集
』
（
一
二
三
‐
九
五
八
）
所
収
本
＝
今

江
戸
中
期
写
。
袋
綴
。
『
新
注
』
底
本
。
一
丁
オ
モ
テ
に
「
紅
梅
文
庫
」
の
蔵
書
印
。
小
沢
蘆
庵
本
『
歌
合
集
』
の
一
本
で
あ
る

が
、
該
本
の
ほ
か
に
当
該
歌
合
の
蘆
庵
本
は
知
ら
れ
ず
、
蘆
庵
に
よ
る
校
訂
や
書
入
等
も
ほ
ぼ
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
外
題
に
「
内

大
臣
家
三
十
六
番
歌
合

治
承
之
比
歟
」
と
あ
り
、
蘆
庵
は
忠
通
家
の
歌
合
と
は
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
と
も
思
わ
れ
る
（
治
承

年
間
は
忠
通
の
子
兼
実
の
時
代
）
。

○
祐
徳
稲
荷
神
社
中
川
文
庫
蔵
本
→
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
（
ユ
一
‐
一
四
八
‐
四
）
＝
祐

原
本
未
調
査
（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
複
写
に
よ
る
）
。
江
戸
後
期
写
。
本
文
と
し
て
は
一
類
本
に
属
す
る
が
、
全
体
的
に
書
写
の

誤
り
が
多
く
、
特
に
「
恋
」
三
番
・
基
俊
判
詞
を
す
べ
て
欠
く
な
ど
、
問
題
の
多
い
本
文
と
い
え
る
。
ま
た
、
冒
頭
部
分
の
作
者

一
覧
も
他
本
と
異
な
り
、
上
下
二
段
組
み
に
し
て
、
上
段
に
「
左
」
の
作
者
を
、
下
段
に
「
右
」
の
作
者
（
た
だ
し
前
述
の
と
お

り
、
当
該
歌
合
は
乱
番
と
見
ら
れ
、
「
時
雨
」
題
で
の
分
類
で
あ
る
）
を
並
べ
て
い
る
。

こ
の
系
統
は
、
鳥
井
氏
『
新
注
』
が
他
の
系
統
と
比
べ
て
二
十
巻
本
に
わ
ず
か
に
近
い
と
し
た
系
統
で
あ
る
（
た
だ
し
鳥
井
氏
は

次
に
挙
げ
る
二
類
本
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
二
類
本
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
）
。
稿
者
と
し
て
も
、
そ
の
結
論
に
異
論

は
な
い
。
基
本
的
に
は
一
類
本
を
底
本
と
し
て
採
用
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
「
時
雨
」
八
番
左
歌
の
欠
脱
に
つ
い
て
は
、
右
の
一
類
本
の
三
本
間
で
も
そ
の
様
相
に

小
異
が
あ
る
た
め
、
以
下
に
検
討
し
て
お
き
た
い
。

(

１
１)

ま
ず
は
次
の
〈
表
２
〉
に
三
本
の
「
時
雨
」
八
番
を
翻
刻
で
示
し
（
た
だ
し
、
改
行
位
置
ま
で
は
保
存
し
て
い
な
い
）
、
参
考
と

し
て
『
新
編
国
歌
大
観
』
（
底
本
：
群
書
類
従
本
）
の
本
文
も
掲
出
す
る
。
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〈
表
２
〉
「
時
雨
」
八
番
・
諸
本
対
観

書
Ａ

今

祐

『
新
編
国
歌
大
観
』

八
番

八
番

八
番

八
番

左

両
判
持

盛
方
朝
臣

左

両
判
持

盛
方
朝
臣

左

両
判
持

忠
隆
朝
臣

左
両
判
共
為
持

盛
方
朝
臣

神
な
月
し
く
れ
て
わ
た
る
度
こ
と

神
無
月
し
く
れ
て
わ
た
る
度
こ
と

神
無
月
時
雨
て
渡
る
た
ひ
こ
と
に

神
無
月
三
室
の
山
の
紅
葉
ば
も
色
に
出

に
生
田
の
杜
を
お
も
ひ
こ
そ
や
れ

に
生
田
の
杜
を
思
ひ
こ
そ
や
れ

生
田
の
杜
を
お
も
ひ
こ
そ
や
れ

で
ぬ
べ
く
降
る
し
ぐ
れ
か
な

俊
云
前
哥
か
み
な
月
と
は
月

右

俊
云
前
哥
神
無
月
と
は
月
次

右

忠
隆
朝
臣

次
の
月
の
名
な
り
み
む
ろ
山

（
一
行
空
白
）

の
月
の
名
な
り
み
む
ろ
山
と

か
み
な
月
時
雨
れ
て
わ
た
る
た
び
ご
と

と
て
か
み
な
月
と
い
は
ん
こ

俊
云
前
哥
か
み
な
月
と
は
次

て
か
み
な
月
と
い
は
ん
こ
と

に
生
田
の
杜
を
お
も
ひ
こ
そ
や
れ

と
お
ほ
つ
か
な
し
證
哥
や
あ

の
月
の
名
な
り
み
む
ろ
山
と

お
ほ
つ
か
な
し
證
哥
や
あ
ら

俊
云
、
前
う
た
、
神
無
月
と
は
月

ら
ん
五
も
し
の
六
字
あ
る
七

て
か
み
な
月
と
い
は
ん
こ
と

ん
五
も
し
の
六
字
あ
る
七
も

日
の
月
の
名
な
り
、
御
室
山
と
て

も
し
の
八
字
あ
る
は
つ
ね
の

お
ほ
つ
か
な
し
證
哥
や
あ
ら

し
の
八
字
あ
る
は
つ
ね
の
事

神
無
月
と
い
は
む
こ
と
お
ぼ
つ
か

事
な
り
そ
れ
は
き
ゝ
よ
き
に

ん
五
文
字
の
六
字
あ
る
七
文

也
そ
れ
は
き
ゝ
よ
き
に
つ
き

な
し
、
証
歌
や
あ
ら
ん
、
五
文
字

つ
き
て
よ
む
な
り
是
は
あ
ら

字
の
八
字
あ
る
は
つ
ね
の
事

て
よ
む
也
是
は
あ
ら
は
に
あ

の
六
文
字
有
り
、
七
文
字
の
八
文

は
に
あ
ま
り
た
り
と
き
こ
ゆ

な
り
そ
れ
は
き
ゝ
よ
き
に
つ

ま
り
た
る
と
き
こ
ゆ
れ
は
い

字
あ
る
は
常
の
こ
と
な
り
、
そ
れ

れ
は
い
か
ゝ
あ
る
へ
か
ら
ん

き
て
よ
む
也
是
は
あ
ら
は
に

か
ゝ
あ
る
へ
か
ら
ん
次
哥
は

は
聞
き
よ
き
に
付
き
て
よ
む
な

次
哥
は
ふ
る
き
こ
と
ゝ
こ
そ

あ
ま
り
た
り
と
き
こ
ゆ
れ
は

ふ
る
き
こ
と
ゝ
こ
そ
み
給
れ

り
、
是
は
あ
ら
は
に
余
り
た
り
と

見
給
れ
か
れ
は
お
ほ
つ
か
な

い
か
ゝ
あ
る
へ
か
ら
ん
次
哥

か
れ
は
お
ほ
つ
か
な
き
事
お

き
こ
ゆ
れ
ば
い
か
が
あ
る
べ
か
ら

き
こ
と
お
ほ
し
こ
れ
は
ふ
る

は
ふ
る
き
こ
と
ゝ
こ
そ
見
給

ほ
し
こ
れ
は
ふ
る
な
れ
は
を

ん
、
次
の
う
た
は
ふ
る
き
事
と
こ

な
れ
は
お
な
し
ほ
と
の
こ
と

れ
か
れ
は
お
ほ
つ
か
な
き
こ

な
し
ほ
と
の
こ
と
に
や

そ
み
給
ふ
れ
、
か
れ
は
お
ぼ
つ
か

に
や

と
お
ほ
し
こ
れ
は
ふ
る
な
れ

基
云
此
哥
い
つ
れ
も
あ
し
く

な
き
こ
と
お
ほ
し
、
こ
れ
は
ふ
る
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基
云
此
哥
い
つ
れ
も
あ
し
く

は
お
な
し
ほ
と
の
こ
と
に
や

は
見
へ
侍
ら
ね
は
持
と
や
は

な
れ
ば
お
な
じ
程
の
こ
と
に
や

は
見
え
侍
ら
ね
は
持
と
や
は

基
云
此
哥
い
つ
れ
も
あ
し
く

へ
る
へ
か
ら
ん

基
云
、
こ
の
う
た
い
づ
れ
も
あ
し

へ
る
へ
か
ら
ん

は
見
え
侍
ら
ね
は
持
と
や
は

く
は
み
え
侍
ら
ね
ば
、
持
と
や
申

へ
る
へ
か
ら
ん

す
べ
か
ら
ん

右
の
よ
う
に
、
一
類
本
の
三
本
は
こ
と
ご
と
く
左

番
歌
を
欠
い
て
い
る
が
、
代
わ
り
に
右

番
歌
が
左
歌
の
位
置
に
書
写
さ
れ

15

16

て
い
る
。
例
え
ば
書
Ａ
の
場
合
は
、
左

番
歌
と
「
右

忠
隆
朝
臣
」
の
二
行
分
が
目
移
り
の
た
め
（

・

番
歌
は
と
も
に
初
句

15

15

16

を
「
か
み
な
づ
き
」
と
す
る
こ
と
に
因
る
か
）
脱
落
し
た
も
の
と
見
な
せ
る
で
あ
ろ
う
。
今
の
よ
う
に
、
左
歌
の
位
置
に
右

番
歌

16

を
書
写
し
た
の
ち
に
「
右
」
と
一
行
の
空
白
行
を
置
い
て
判
詞
の
書
写
に
移
る
形
態
は
、
書
写
の
際
の
親
本
が
書
Ａ
の
よ
う
な
形
態

で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
原
態
を
想
定
し
て
な
さ
れ
た
処
置
に
よ
る
結
果
と
推
測
さ
れ
る
。
祐
は
書
Ａ
の
「
盛
方
」
が
「
忠
隆
」
と
な
っ

た
形
態
で
、
こ
れ
も
書
Ａ
の
よ
う
な
形
態
の
本
を
親
本
と
し
、
そ
こ
か
ら
作
者
名
の
み
を
訂
正
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
（
た
だ

し
、
祐
に
他
本
と
校
合
し
た
痕
跡
は
認
め
ら
れ
ず
、
何
に
拠
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
）
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
時
雨
八
番
の
形
態
か
ら
は
、
一
類
に
属
す
る
三
本
の
う
ち
、
書
Ａ
が
最
も
古
態
を
留
め
て
い
る
と
見
な
せ
る
。

た
だ
し
『
新
注
』
の
い
う
よ
う
に
、
書
Ａ
に
軽
率
な
誤
写
が
多
く
見
ら
れ
る
の
も
事
実
で
あ
り
、
今
に
よ
っ
て
訂
正
さ
れ
る
べ
き
箇

所
は
な
お
も
多
い
。
た
だ
ち
に
今
の
価
値
が
失
わ
れ
る
わ
け
で
は
な
か
ろ
う
。
以
下
、
書
Ａ
を
も
っ
て
こ
の
系
統
を
代
表
さ
せ
、
誤

写
と
思
わ
れ
る
箇
所
は
今
に
よ
っ
て
校
訂
し
た
う
え
で
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

〈
二
類
本
〉
＝
内
題
を
「
内
大
臣
家
歌
合

三
十
六
番
」
と
し
、
奥
書
を
有
し
、
時
雨
八
番
が
左
右
と
も
に
揃
う
も
の
。

○
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
三
条
西
家
旧
蔵
本
（
一
五
四
‐
五
六
〇
）
＝
書
Ｂ

江
戸
初
期
写
。
綴
葉
装
。
一
丁
オ
モ
テ
に
「
三
條
西
」
の
蔵
書
印
。
三
八
オ
に
忠
通
家
の
歌
合
で
あ
る
こ
と
と
、
う
ち
一
首
の
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歌
が
脱
落
し
、
下
句
を
欠
く
歌
が
あ
る
旨
を
記
す
奥
書
あ
り
。
本
文
料
紙
に
は
厚
手
の
鳥
の
子
紙
を
用
い
て
お
り
、
三
条
西
家
の

旧
蔵
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
全
体
的
に
贅
沢
な
造
り
で
あ
る
。

○
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
松
野
陽
一
氏
旧
蔵
本
→
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
（
五
四
‐
一
三
三
）
＝
松

原
本
未
調
査
（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
複
写
に
よ
る
）
。
江
戸
後
期
写
。
一
丁
オ
モ
テ
に
「
芝
山
蔵
書
」
の
蔵
書
印
。
書
Ｂ
と
同
一

の
奥
書
あ
り
。

こ
の
二
本
は
本
文
が
ほ
ぼ
同
一
で
あ
り
、
ま
と
め
て
二
類
本
と
し
た
。
ど
ち
ら
も
「
右
謌
合
者
法
性
寺
関
白
忠
通
公

家
哥
合
也
／
于

時
内
大
臣
仍
内
大
臣
家
哥
合
云
之

／
此
内
哥
一
首
不
足
又
下
句
不
足
有
之
」
と
い
う
奥
書
を
有
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
本
書
の
内
容
に

つ
い
て
と
、
本
文
の
欠
脱
に
つ
い
て
の
注
記
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
伝
来
等
を
知
る
こ
と
ま
で
は
で
き
な
い
。
ひ
と
ま
ず
、
よ
り
書
写

が
古
く
、
三
条
西
家
の
旧
蔵
と
素
性
の
よ
い
こ
と
が
明
ら
か
な
書
Ｂ
を
も
っ
て
、
こ
の
系
統
を
代
表
さ
せ
る
こ
と
と
す
る
。

〈
三
類
本
〉
＝
内
題
を
「
内
大
臣
家
歌
合

元
永
元
年
十
月
」
と
す
る
も
の
（
『
新
注
』
に
お
け
る
ⅱ
の
系
統
）
。
群
書
類
従
と
そ
の

写
し
。

○
群
書
類
従
本
＝
群

版
本
『
群
書
類
従
』
巻
第
一
八
三
・
和
歌
部
卅
八
・
歌
合
四
所
収
。
『
新
編
国
歌
大
観
』
ほ
か
多
く
の
活
字
校
注
本
の
底
本
。
末

尾
に
「
右
元
永
元
年
十
月
内
大
臣
家
歌
合
以
古
寫
二
本
校
合
了
」
と
注
記
あ
り
。

○
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
蔵
『
歌
合
類
纂
』
（
中
古
一
一
‐
一
八
‐
一
‐
一
）
所
収
本
＝
東

原
本
未
調
査
（
紙
焼
写
真
に
よ
る
）
。
『
歌
合
類
纂
』
は
、
本
文
が
群
書
類
従
と
き
わ
め
て
近
い
と
さ
れ
、
当
該
歌
合
の
場
合
も

(

１
２)

群
と
ほ
ぼ
同
一
の
本
文
と
認
め
ら
れ
る
（
末
尾
に
群
と
同
一
の
注
記
あ
り
）
。
た
だ
し
、
例
え
ば
次
の
〈
表
３
〉
に
掲
げ
た
「
時
雨
」

十
番
の
よ
う
に
、
文
意
を
通
り
や
す
く
す
る
た
め
に
改
変
し
た
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
一
部
見
ら
れ
る
。
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〈
表
３
〉
「
時
雨
」
十
番
・
三
類
本
対
観

群

東

十
番

十
番

左
俊
持

忠
房
朝
臣

左
俊
持

忠
房
朝
臣

波
よ
す
る
蜑
の
笘
や
の
ひ
ま
を
あ
ら
み
も
る
に
て
そ
し
る
よ
は
の
し
く
れ

波
よ
す
る
蜑
の
笘
や
の
ひ
ま
を
あ
ら
み
も
る
に
て
そ
し
る
よ
は
の
し
く
れ

は

は

右
基
勝

兼
昌
朝
臣

右
基
勝

兼
昌
朝
臣

ゆ
ふ
月
よ
い
る
さ
の
山
の
高
根
よ
り
は
る
か
に
め
く
る
初
し
く
れ
か
な

ゆ
ふ
月
よ
い
る
さ
の
山
の
高
根
よ
り
は
る
か
に
め
く
る
初
し
く
れ
か
な

俊
云
前
う
た
は
時
雨
す
け
な
き
や
う
に
き
こ
ゆ
し
く
れ
は
起
ゐ
て
き

俊
云
前
う
た
は
時
雨
す
け
な
き
や
う
に
き
こ
ゆ
し
く
れ
は
起
ゐ
て
き

ゝ
明
す
へ
き
事
な
ら
ね
と
是
は
も
る
に
初
て
知
と
い
へ
は
寝
入
た
る

ゝ
明
す
へ
き
事
な
ら
ね
と
是
は
も
る
に
初
て
知
と
い
へ
は
寝
入
た
る

か
も
り
て
衣
の
ぬ
れ
け
れ
は
起
さ
は
く
と
み
ゆ
若
も
ら
ま
し
か
は
又

か
も
り
て
衣
の
ぬ
れ
け
れ
は
起
さ
は
く
と
み
ゆ
若
も
ら
す
は
又
の
日

の
日
人
傳
に
社
き
か
ま
ほ
し
と
お
ほ
つ
か
な
く
そ
き
こ
ゆ
る
…
…

人
傳
に
社
き
か
ま
ほ
し
と
お
ほ
つ
か
な
く
そ
き
こ
ゆ
る
…
…

こ
の
二
本
は
仮
名
遣
い
も
含
め
て
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
が
、
傍
線
部
に
異
同
が
生
じ
て
い
る
。
こ
こ
は
、
「
屋
根
の
隙
間
か
ら
雨
が

漏
れ
て
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
夜
中
に
時
雨
が
降
っ
て
い
た
こ
と
を
知
っ
た
」
と
詠
む
左

番
歌
に
対
し
て
、
俊
頼
は
「
寝
入
っ
て
い

19

た
と
こ
ろ
時
雨
が
漏
れ
て
衣
が
濡
れ
た
の
で
、
起
き
て
騒
い
で
い
る
」
と
い
う
よ
う
に
理
解
し
、
そ
れ
で
は
題
の
「
時
雨
」
に
対
し

て
「
す
げ
な
き
や
う
に
」
、
す
な
わ
ち
、
そ
っ
け
な
い
よ
う
に

―
時
雨
を
賞
翫
す
る
態
度
が
見
ら
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う

―
思
わ
れ
る
、
と
評
し
て
い
る
文
脈
で
あ
る
。

い
ま
問
題
と
な
っ
て
い
る
「
若
…
…
」
以
下
は
、
群
で
は
「
も
し
（
時
雨
が
）
漏
れ
る
な
ら
ば
翌
日
人
づ
て
に
聞
い
て
ほ
し
い
と

思
え
て
不
審
で
あ
る
」
と
の
意
に
な
る
が
、
時
雨
が
漏
れ
る
の
な
ら
ば
、
時
雨
が
降
っ
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
で
あ

ろ
う
か
ら
、
こ
こ
で
文
意
が
通
る
た
め
に
は
打
消
の
表
現
を
伴
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
群
の
本
文
の
ま
ま
で
は
不
審
と
い
う
こ
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と
に
な
ろ
う
。
こ
の
箇
所
は
、
別
系
統
の
諸
本
は
東
以
外
ほ
ぼ
例
外
な
く
「
も
ら
ま
し
か
ば
」
の
本
文
を
採
っ
て
お
り
、
系
統
分
化

(

１
３)

以
前
に
端
を
発
す
る
誤
り
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
別
系
統
の
諸
本
の
う
ち
、
東
の
み
は
「
も
ら
ず
は
」
と
打
消
の
意
を
伴

、

っ
て
お
り
、
こ
の
一
文
を
意
味
が
通
る
形
で
読
む
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
と
は
い
え
こ
れ
は
意
味
が
通
る
よ
う
に
本
文
を
改
め
た
東

の
作
為
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
群
を
も
っ
て
こ
の
系
統
を
代
表
さ
せ
る
こ
と
と
す
る
。

〈
四
類
本
〉
＝
『
新
注
』
が
「
中
間
本
的
性
格
」
と
し
た
も
の
（
ⅲ
の
系
統
）
。

○
内
閣
文
庫
蔵
昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵
本
（
二
〇
一
‐
一
〇
八
）
＝
内
Ａ

内
題
「
内
大
臣
家
謌
合

三
十
六
番
」
。
江
戸
後
期
写
。
袋
綴
。
奥
書
ナ
シ
。
時
雨
八
番
左
右
揃
。
前
遊
紙
一
丁
。
一
丁
オ
モ
テ

か
ら
本
文
を
書
き
始
め
る
。
一
オ
に
「
日
本
政
府
図
書
」
（
朱
）
、
「
昌
平
坂
学
問
所
」
（
墨
）
、
「
浅
草
文
庫
」
（
朱
）
、
「
大
学
校
図

書
之
印
」
（
朱
）
の
蔵
書
印
あ
り
。
地
の
ノ
ド
に
近
い
と
こ
ろ
に
「
内
大
臣
家
哥
合
」
と
墨
書
が
あ
り
、
こ
れ
は
机
上
や
棚
の
上
に

積
ま
れ
た
状
態
で
も
本
の
内
容
が
わ
か
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
処
置
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
修
理
の
際
に
誤
っ
て
な
さ
れ
た
と
思

わ
れ
る
錯
簡
が
あ
り
、
八
丁
目
が
裏
表
を
逆
に
し
て
綴
じ
ら
れ
て
い
る
（
本
文
は
七
ウ
→
八
ウ
→
八
オ
→
九
オ
の
順
に
読
む
必
要

が
あ
る
）
。

○
内
閣
文
庫
蔵
和
学
講
談
所
旧
蔵
本
（
二
〇
一
‐
一
〇
九
）
＝
内
Ｂ

内
題
「
内
大
臣
家
歌
合

」
。
江
戸
後
期
写
。
袋
綴
。
奥
書
ナ
シ
。
時
雨
八
番
左
右
揃
。
一
丁
ウ
ラ
か
ら
本
文
を
書
き
始

法
性
寺
入
道
前
関
白
也

め
る
。
一
オ
に
「
書
籍
館
印
」
、
「
日
本
政
府
図
書
」
、
「
浅
草
文
庫
」
、
「
和
学
講
談
所
」
、
「
内
閣
文
庫
」
の
蔵
書
印
（
い
ず
れ
も
朱
）

あ
り
。

こ
の
系
統
は
『
新
注
』
も
い
う
よ
う
に
「
ⅰ
（
稿
者
注
：
本
章
に
お
け
る
一
類
本
）
と
ⅱ
（
稿
者
注
：
本
章
に
お
け
る
三
類
本
）

の
両
方
の
系
統
の
本
文
と
一
部
が
相
違
し
、
一
部
が
一
致
し
て
」
（
三
八
三
頁
）
い
る
。
た
だ
し
、
あ
く
ま
で
も
全
体
的
な
傾
向
と
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し
て
で
あ
る
が
、
内
Ａ
は
二
類
本
に
、
内
Ｂ
は
三
類
本
に
や
や
親
近
し
て
い
る
か
。

こ
の
二
本
の
特
徴
は
、
訂
正
等
の
書
き
入
れ
が
き
わ
め
て
多
く
、
研
究
ま
た
は
学
問
の
具
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
か
と
思

わ
れ
る
。
例
え
ば
次
の
〈
表
４
〉
に
掲
げ
る
内
Ｂ
の
「
残
菊
」
八
番
か
ら
は
、
判
詞
の
読
解
に
よ
っ
て
本
文
を
校
訂
し
よ
う
と
し
た

痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
（
参
考
と
し
て
『
新
編
国
歌
大
観
』
本
文
と
と
も
に
掲
げ
る
）
。

〈
表
４
〉
「
残
菊
」
八
番

内
Ｂ

『
新
編
国
歌
大
観
』

八
番

八
番

左

俊
勝

基
持

盛
方
朝
臣

左
俊
勝
基
持

盛
方
朝
臣

冬
枯
に
う
つ
ひ
残
る
白
菊
は
う
は
葉
に
を
け
る
霜
か
と
そ
み
る

冬
枯
に
う
つ
ろ
ひ
残
る
白
菊
は
う
は
葉
に
置
け
る
霜
か
と
ぞ
み
る

ろ
歟

右

俊
勝

道
経
朝
臣

右

道
経
朝
臣

露
霜
の
暁
を
き
の
朝
こ
と
に
う
つ
ろ
ひ
ま
さ
る
し
ら
菊
の
花

露
じ
も
の
暁
置
き
の
あ
さ
ご
と
に
移
ひ
ま
さ
る
し
ら
ぎ
く
の
花

俊
云
冬
枯
に
と
い
へ
る
文
字
聞
か
ぬ
心
ち
し
て
侍
る
を
万
葉
集
に
よ

俊
云
、
冬
枯
に
と
い
へ
る
文
字
、
聞
え
か
ぬ
る
心
ち
し
て
侍
る
を
、

つ

め
る
事
慥
に
も
お
ほ
え
は
へ
ら
す
右
の
か
た
は
な
た
ら
か
に
心
も
い

万
葉
集
に
読
め
る
事
慥
に
も
覚
え
侍
ら
ず
、
右
歌
は
、
な
だ
ら
か
に

と
を
か
し
う
こ
そ
朝
を
く
霜
の
な
と
い
ふ
こ
そ
聞
な
れ
侍
り
是
は
こ

も
い
と
を
か
し
く
こ
そ
、
朝
置
く
霜
の
な
ど
い
ふ
事
聞
き
な
れ
侍
り
、

と
あ
り
か
ほ
な
る
者
か
な
猶
さ
き
の
哥
に
ま
さ
り
た
ら
ん
…
…

是
は
こ
と
あ
り
が
ほ
な
る
物
か
な
、
猶
さ
き
の
歌
ぞ
増
さ
り
た
ら
ん

…
…

『
新
編
国
歌
大
観
』
本
文
（
底
本
：
群
）
と
比
べ
る
と
は
っ
き
り
す
る
が
、
こ
こ
で
内
Ｂ
は
「
左
」
の
下
に
付
さ
れ
た
勝
負
付
の

う
ち
「
俊
勝
」
を
朱
の
合
点
（
削
除
符
号
）
に
よ
っ
て
消
去
し
、
新
た
に
「
右
」
の
下
に
「
俊
勝
」
を
書
き
足
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
の
処
置
は
、
内
Ｂ
の
掲
げ
る
俊
頼
判
詞
の
最
終
行
「
猶
さ
き
の
哥
に
ま
さ
り
た
ら
ん
」
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
内
Ｂ

、
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の
文
脈
上
、
こ
の
一
文
の
主
語
は
右

番
歌
と
し
か
考
え
ら
れ
ず
、
こ
の
本
文
で
読
む
か
ぎ
り
は
、
確
か
に
右
歌
の
勝
で
な
け
れ
ば

40

意
味
が
通
ら
な
い
。
し
か
し
、
『
新
編
国
歌
大
観
』
本
文
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
一
文
は
本
来
「
猶
さ
き
の
歌
ぞ
増
さ
り

、

た
ら
ん
」
で
あ
る
（
他
本
も
概
ね
同
様
）
。
内
Ｂ
の
処
置
は
助
詞
「
ぞ
」
を
「
に
」
と
書
き
誤
っ
た
た
め
に
起
こ
っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
誤
り
で
は
あ
る
の
だ
が
、
逆
に
い
え
ば
こ
れ
は
、
内
Ｂ
の
書
写
者
が
歌
合
本
文
を
き
ち
ん
と
読
解
し
よ
う
と

し
て
い
た
こ
と
を
示
す
と
も
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

と
は
い
え
、
い
ず
れ
に
し
て
も
四
類
本
が
末
流
の
伝
本
系
統
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
え
な
い
。
ま
た
、
こ
の
系
統
に
独
自
本
文
は
ほ

ぼ
な
く
、
こ
の
系
統
の
本
文
で
な
け
れ
ば
意
味
の
通
じ
な
い
箇
所
も
管
見
で
は
見
当
た
ら
な
い
た
め
、
四
類
本
系
統
は
参
考
程
度
に

(

１
４)

と
ど
め
て
お
け
ば
よ
い
か
と
思
わ
れ
る
。

以
上
、
別
系
統
の
諸
本
を
概
観
し
て
き
た
。
書
写
時
期
が
江
戸
時
代
を
遡
る
も
の
は
見
出
し
え
な
い
も
の
の
、
江
戸
初
期
写
の
書

(

１
５)

Ａ
（
一
類
本
）
と
書
Ｂ
（
二
類
本
）
の
二
本
は
、
ま
ず
参
看
す
べ
き
本
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
当
該
歌
合
は
、
ま
ず
こ
の
二

系
統
の
本
を
基
本
と
し
て
、
そ
こ
に
三
類
本
（
群
）
を
校
合
本
に
加
え
つ
つ
読
む
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

第
三
節

一
類
本
と
二
類
本
の
関
係

で
は
、
一
類
本
（
書
Ａ
）
と
二
類
本
（
書
Ｂ
）
と
は
、
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
い
く
つ
か
の
特
徴
的
な
箇
所
を

挙
げ
て
検
討
し
て
み
た
い
。

ま
ず
二
類
本
は
、
一
類
本
に
な
い
独
自
の
本
文
を
い
く
つ
か
有
し
て
い
る
。
時
雨
八
番
左
歌
の
有
無
も
そ
う
で
あ
る
が
、
例
え
ば

残
菊
二
番
俊
頼
判
で
は
、
一
類
本
「
是
も
お
ほ
つ
か
な
し
露
む
す
ひ
て
霜
と
な
る
と
い
へ
る
事
か
」
（
書
Ａ
）
と
あ
る
箇
所
が
、
二

類
本
で
は
「
こ
れ
も
お
ほ
つ
か
な
し
露
結
ふ
と
は
し
め
に
を
か
れ
た
る
は
い
か
に
も
し
露
結
ひ
て
霜
と
な
る
と
い
へ
る
事
か
」
（
書

Ｂ
）
と
あ
り
、
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
一
類
本
と
二
類
本
と
で
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
箇
所
（
時
雨
八

番
左
歌
の
有
無
は
除
く
）
を
、
次
の
〈
表
５
〉
に
一
覧
す
る
。
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〈
表
５
〉
一
類
本
と
二
類
本
の
主
な
異
同

異
同
の
所
在

一
類
本
（
書
Ａ
に
よ
る
）

二
類
本
（
書
Ｂ
に
よ
る
）

「
時
雨
」
六
番
・
右
歌
結
句

身
に
も
し
み
け
り

身
に
し
み
に
け
り

「
残
菊
」
二
番
・
俊
頼
判

是
も
お
ほ
つ
か
な
し
露
む
す
ひ
て
霜
と
な
る
と
い
へ
る

こ
れ
も
お
ほ
つ
か
な
し
露
結
ふ
と
は
し
め
に
を
か
れ
た
る
は

事
か

い
か
に
も
し
露
結
ひ
て
霜
と
な
る
と
い
へ
る
事
か

「
残
菊
」
八
番
・
基
俊
判

花
を
う
は
葉
に
を
け
る
霜
と
□
□
実
に
い
み
し
き
ひ
か

花
を
う
は
ゝ
に
を
け
る
霜
と
実
に
い
み
し
き
ひ
か
め
也

(

空
白)

め
な
り

「
恋
」
一
番
・
基
俊
判

是
は
い
つ
れ
に
よ
ま
れ
た
る
に
か

是
は
い
つ
れ
に
よ
り
て
よ
ま
れ
た
る
に
か

「
恋
」
二
番
・
基
俊
判

此
詞
よ
み
た
り
と
見
え
す

此
詞
よ
み
た
り
と
見
え
す
又
は
し
め
の
句
に
も
あ
ら
す

「
恋
」
六
番
・
左
歌
四
句

く
る
こ
と
絶
て

く
る
こ
と
な
く
て

基
俊
・
判
奥
歌
・
三
句

う
ら
む
ら
ん

お
し
む
ら
ん

こ
れ
ら
は
文
意
が
大
き
く
異
な
る
異
同
で
あ
る
が
、
字
句
単
位
の
細
か
な
異
同
も
含
め
る
と
、
一
類
本
と
二
類
本
と
の
間
に
は
か

な
り
の
相
違
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
異
同
か
ら
一
類
本
・
二
類
本
の
先
後
関
係
を
考
察
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
い
ず
れ

に
し
て
も
、
一
類
本
の
欠
脱
を
二
類
本
で
補
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
確
認
し
て
お
き
た
い
。

た
だ
し
、
両
系
統
の
書
承
関
係
と
は
少
し
異
な
る
が
、
現
存
す
る
伝
本
ど
う
し
の
関
係
と
い
う
点
で
は
、
「
時
雨
」
九
番
が
参
考

に
な
る
。
こ
の
番
で
俊
頼
は
、
「
く
ら
ぶ
山
い
か
ゞ
こ
ゆ
べ
き
神
無
月
木
葉
と
共
に
時
雨
ふ
る
な
り
」
（
右

・
信
忠
、
本
文
は
書
Ａ

18

に
よ
る
が
、
書
Ｂ
と
の
異
同
は
特
に
ナ
シ
）
に
対
し
て
、
歌
の
主
眼
が
題
で
あ
る
「
時
雨
」
に
あ
る
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
と
述
べ

て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
箇
所
は
現
存
す
る
別
系
統
の
諸
本
で
は
解
釈
が
不
審
な
箇
所
と
し
て
、
二
十
巻
本
断
簡
に
よ
っ
て
解
釈
さ
れ

て
き
た
。
次
の
〈
表
６
〉
に
、
「
時
雨
」
九
番
・
俊
頼
判
詞
の
一
部
を
掲
げ
る
。
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〈
表
６
〉
「
時
雨
」
九
番
（
俊
頼
判
詞
・
一
部
）
・
諸
本
対
観

書
Ａ

書
Ｂ

二
十
巻
本
断
簡

…
…
後
哥
は
く
ら
ふ
山
と
い
ひ
て
く
ら
し
と
も

…
…
後
哥
は
く
ら
ふ
山
と
い
ひ
て
く
ら
し
と
も

…
…
の
ち
の
う
た
は
く
ら
ふ
の
山
と
い
ひ
て
も

い
ひ
く
れ
ぬ
と
も
い
ひ
て
こ
そ
い
か
ゝ
こ
ゆ
へ

い
ひ
く
れ
ぬ
と
も
い
ひ
て
こ
そ
い
か
ゝ
こ
ゆ
へ

く
ら
し
と
い
ひ
く
れ
ぬ
と
も
い
ひ
て
こ
そ
い
か

き
と
は
見
え
け
れ
木
葉
と
共
に
し
く
る
と
い
ひ

き
と
は
い
ふ
へ
け
れ
木
葉
と
共
に
し
く
る
と
い

ゝ
こ
ゆ
へ
き
と
は
い
ふ
へ
け
れ
こ
の
は
と
ゝ
も

て
こ
え
わ
つ
ら
ふ
は
お
ほ
つ
か
な
し
木
葉
の
散

ひ
て
こ
え
わ
つ
ら
ふ
は
お
ほ
つ
か
な
し
木
葉
の

に
」（
断
簡
Ｃ
）

し
く
れ
ふ
り
て
か
と
い
ひ
て
こ
え
わ
つ

を
わ
つ
ら
ふ
な
ら
は
み
ち
の
哥
と
や
聞
ゆ
る
是

ち
る
を
わ
つ
ら
ふ
な
ら
は
道
の
哥
と
や
聞
ゆ
る

ら
ふ
は
お
ほ
つ
か
な
し
こ
の
は
ち
る
と
み
て
こ

は
あ
な
か
ち
の
事
也
た
ゝ
お
な
し
程
に
そ
見
給

こ
れ
は
あ
な
か
ち
の
事
也
た
ゝ
お
な
し
ほ
と
に

え
む
こ
と
を
お
も
ひ
わ
つ
ら
ふ
な
ら
は
も
み
ち

ふ
る
…
…

そ
み
給
ふ
る
…
…

の
う
た
と
や
き
こ
ゆ
る
あ
な
か
ち
の
こ
と
な
り

た
ゝ
お
な
し
ほ
と
に
そ
み
た
ま
ふ
る
…
…
（
断
簡
Ｄ
）

二
十
巻
本
に
よ
れ
ば
、
俊
頼
は
「
く
ら
ぶ
山
…
…
」
の
歌
に
対
し
て
、
下
句
「
木
葉
と
共
に
時
雨
ふ
る
」
と
い
う
程
度
で
は
、
二

(

１
６)

句
「
い
か
ゞ
こ
ゆ
べ
き
」
と
い
う
状
態
に
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
、
そ
れ
で
は
「
時
雨
」
の
歌
で
は
な
く
「
紅
葉
」
の
歌
に
聞

こ
え
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
指
摘
を
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
現
存
す
る
別
系
統
の
諸
本
で
は
、
「
も
み
ち
」
の
「
も
」

を
脱
落
し
た
こ
と
で
「
み
ち
の
哥
」
と
い
う
本
文
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
た
め
、
こ
の
箇
所
を
正
し
く
解
釈
で
き
な
い
状
態
と
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
「
み
ち
」
を
仮
名
表
記
と
す
る
一
類
本
（
書
Ａ
）
に
対
し
、
二
類
本
（
書
Ｂ
）
は
「
道
」
と
漢

字
表
記
に
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
松
も
同
様
）
。
す
な
わ
ち
現
存
す
る
二
類
本
は
、
誤
っ
た
本
文
で
あ
る
「
み
ち
」
に
漢
字
を
宛

て
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
な
り
（
「
道
の
哥
」
と
は
「
旅
の
歌
」
と
い
う
よ
う
な
意
味
か
）
、
一
類
本
よ
り
も
よ
り
転
写
を
重
ね
た
本
文

で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

も
ち
ろ
ん
こ
の
一
事
を
も
っ
て
、
一
類
本
が
二
類
本
に
先
行
す
る
と
言
い
切
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
ど
ち
ら
も
江
戸
初
期
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の
写
本
と
思
わ
れ
る
な
か
、
書
Ｂ
に
は
明
ら
か
に
文
意
の
と
れ
な
い
箇
所
を
含
ん
で
い
る
こ
と
は
、
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
当
該
歌
合
の
底
本
と
し
て
は
、
ま
ず
一
類
本
の
書
Ａ
を
採
用
す
る
の
が
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
今
に
よ
っ
て
一
類

本
ど
う
し
の
校
合
を
行
い
つ
つ
、
一
類
本
の
有
す
る
欠
脱
部
分
を
、
二
類
本
の
書
Ｂ
に
よ
っ
て
補
う
、
と
い
う
の
が
、
別
系
統
の
諸

本
に
お
け
る
最
も
妥
当
な
校
訂
本
文
の
作
成
過
程
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

第
四
節

慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
本
に
つ
い
て

と
こ
ろ
で
最
近
、
新
た
に
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
本
の
存
在
を
知
り
、
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
目
録
に
よ
れ
ば
、
書
写

時
期
が
「
江
戸
前
期
」
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
重
要
な
伝
本
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
す
で
に
和
歌
文
学
大
系
に
お
い
て
校
合
本
に

(

１
７)

用
い
ら
れ
て
は
い
る
が
、
そ
の
中
身
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
改
め
て
少
し
詳
し
く
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

ま
ず
は
概
本
の
略
解
題
を
次
に
示
す
。

○
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
本
（
一
一
〇
ｘ
＠
六
三
九
＠
一
）
＝
慶

江
戸
初
期
写
。
袋
綴
。
縦
二
六
・
八
㎝×
横
一
八
・
九
㎝
。
全
三
十
六
丁
。
遊
紙
ナ
シ
。
一
丁
オ
モ
テ
は
白
紙
で
、
一
ウ
か
ら

本
文
を
書
き
始
め
る
。
内
題
「
内
大
臣
家
謌
合

三
十
六
番
」
（
一
ウ
）
。
表
紙
は
肌
色
に
近
い
薄
茶
色
で
、
草
花
文
様
。
外
題
は

前
表
紙
中
央
の
題
簽
（
青
緑
色
・
無
地
、
縦
一
七
・
七
㎝×

三
・
八
㎝
）
に
「
三
十
六
番
謌
合

全
」
と
墨
書
。
料
紙
は
雲
母
引

き
し
た
楮
紙
で
、
見
返
し
は
本
文
共
紙
。
一
オ
に
蔵
書
印
が
三
つ
捺
さ
れ
、
上
か
ら
「
慶
應
義
塾
図
書
館
印
」
（
朱
、
単
郭
、
縦
五

・
五
㎝×

横
一
・
一
㎝
）
、
「
久
曽
神
蔵
書
」
（
朱
、
単
郭
、
縦
三
・
六
㎝×

横
一
・
二
㎝
）
、
「
〈
中
津
川
〉
勝
野
宣
胤
」
（
墨
、
単

(

１
８)

郭
、
縦
三
・
六
㎝×

横
一
・
二
㎝
）
。
一
面
十
行
、
和
歌
一
首
一
行
書
き
。
た
だ
し
三
〇
オ
モ
テ
は
冒
頭
一
行
（
「
恋
」
五
番
右
歌
）

を
脱
し
て
書
写
し
た
の
ち
、
ノ
ド
に
近
い
行
間
に
歌
を
補
入
し
て
い
る
た
め
、
結
果
と
し
て
十
一
行
と
な
っ
て
い
る
。
「
時
雨
」
八

番
は
左
右
と
も
揃
う
。
別
系
統
の
諸
本
が
い
ず
れ
も
欠
く
「
恋
」
三
番
右
歌
と
「
恋
」
七
番
左
歌
下
句
は
と
も
に
欠
。
筆
跡
は
傍
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記
（
す
べ
て
墨
）
を
含
め
て
一
筆
と
思
わ
れ
る
（
外
題
の
み
別
筆
か
）
。
奥
書
あ
り
。

蔵
書
印
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
慶
は
久
曽
神
昇
氏
の
旧
蔵
本
で
あ
る
。
本
文
料
紙
に
雲
母
引
き
に
よ
っ
て
墨
を
に
じ
み
に
く
く

し
た
楮
紙
を
用
い
て
お
り
、
ま
た
全
体
的
に
堂
上
風
の
優
美
な
筆
蹟
で
書
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
書
写
時
期
は
江
戸
初
期
ま
で

遡
れ
る
と
見
ら
れ
、
公
家
の
周
辺
で
制
作
さ
れ
た
本
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
系
統
と
し
て
は
、
内
題
を
「
内
大
臣
家
謌
合

三
十

六
番
」
と
し
、
奥
書
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
本
章
で
い
う
二
類
本
に
属
す
る
本
と
い
え
る
。
実
際
に
、
本
文
も
書
Ｂ
・
松
に
親
近
す

る
。
し
か
し
慶
の
場
合
、
同
じ
二
類
本
の
書
Ｂ
・
松
と
は
奥
書
に
異
な
る
点
が
あ
る
た
め
、
ま
ず
は
奥
書
か
ら
検
討
す
る
こ
と
に
し

た
い
。

《
慶
》
奥
書

右
哥
合
者
法
性
寺
関
白
忠
通
公
家

謌
合
也
于
時
内
大
臣

此
一
冊
宗
牧
宗
養
両
筆
本

以
令
書
写
者
也

（
三
六
オ
）

《
書
Ｂ
》
奥
書

右
謌
合
者
法
性
寺
関
白
忠
通
公

家
哥
合
也

于
時
内
大
臣
仍
内
大
臣
家
哥
合
云
之

此
内
哥
一
首
不
足
又
下
句
不
足
有
之

（
三
八
オ
）

こ
れ
を
見
る
と
、
奥
書
の
前
半
部
（
「
右
歌
合
者
…
…
于
時
内
大
臣
」
ま
で
）
は
、
用
字
の
違
い
こ
そ
あ
れ
、
ど
ち
ら
も
共
通
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
ど
ち
ら
も
同
じ
祖
本
か
ら
派
生
し
た
も
の
と
見
て
よ
い
。

た
だ
し
、
書
Ｂ
は
後
半
部
を
書
名
の
由
来
と
本
文
欠
脱
の
注
記
の
み
と
す
る
が
、
慶
は
傍
線
部
の
よ
う
に
「
宗
牧
宗
養
両
筆
本
」
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を
も
っ
て
書
写
さ
せ
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
当
該
歌
合
の
諸
伝
本
の
う
ち
、
伝
来
の
過
程
を
知
り
う
る
唯
一
の
奥
書
で
あ

り
、
注
目
さ
れ
よ
う
。
「
宗
牧
」
お
よ
び
「
宗
養
」
は
室
町
後
期
の
連
歌
師
父
子
で
、
宗
長
・
宗
碩
に
師
事
し
、
三
条
西
実
隆
・
公

条
な
ど
の
公
家
と
も
密
接
に
関
わ
っ
た
人
物
で
あ
る
が
、
こ
の
奥
書
を
信
ず
れ
ば
、
彼
ら
の
よ
う
な
連
歌
師
が
当
該
歌
合
を
書
写
し
、

(

１
９)

所
持
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
連
歌
師
に
よ
る
歌
合
享
受
の
一
端
を
示
す
資
料
と
も
な
り
う
る
点
で
、
貴
重
と
い
え
る
だ
ろ

(

２
０)

う
。で

は
次
に
、
慶
の
本
文
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
前
述
の
と
お
り
、
慶
は
二
類
本
に
属
し
、
本
文
も
書
Ｂ
等
に
親
近
し
て
い
る
と

い
え
る
。
た
だ
し
慶
は
、
こ
れ
ま
で
別
系
統
の
諸
本
が
有
し
て
い
た
い
く
つ
か
の
本
文
上
不
審
な
箇
所
を
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
、

本
文
を
更
新
す
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
点
で
重
要
で
あ
る
。

例
え
ば
、
前
節
で
取
り
上
げ
た
、
「
時
雨
」
九
番
・
俊
頼
判
に
お
け
る
「
も
み
ち
」
（
二
十
巻
本
）
→
「
み
ち
」
（
別
系
統
）
の
箇

所
は
、
慶
で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

《
慶
》

後
哥
は
く
ら
ふ
山
と
い
ひ
て
く
ら
し
と
も
い
ひ

く
れ
ぬ
と
も
い
ひ
て
こ
そ
い
か
ゝ
こ
ゆ
へ
き
と
は
い
ふ

へ
け
れ
こ
の
は
と
ゝ
も
に
し
く
る
と
い
ひ
て
こ
え
わ

つ
ら
ふ
は
お
ほ
つ
か
な
し
こ
の
は
の
ち
る
を
わ
つ
ら
ふ

な
ら
は◦

み
ち
の
哥
と
や
き
こ
ゆ
る
こ
れ
は
あ
な
か
ち

も

の
こ
と
な
り
た
ゝ
お
な
し
ほ
と
に
そ
み
給
ふ
る

（
九
ウ
）

慶
は
ゴ
シ
ッ
ク
で
示
し
た
よ
う
に
、
本
行
本
文
に
「
み
ち
の
哥
」
を
書
写
し
た
後
、
補
入
記
号
を
用
い
て
「
も
」
を
補
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
慶
は
別
系
統
の
諸
本
の
う
ち
で
唯
一
、
古
態
に
遡
れ
る
傍
記
を
有
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
こ
の
補
入
が
ど
の
時
点
で
な
さ
れ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
慶
の
傍
記
箇
所
に
つ
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い
て
検
討
し
た
い
。
ま
ず
、
慶
の
傍
記
箇
所
は
全
体
で
四
十
四
箇
所
を
数
え
る
。
こ
れ
は
他
の
伝
本
に
比
し
て
（
四
類
本
は
除
く
）

か
な
り
多
い
量
と
い
え
る
が
、
す
べ
て
墨
に
よ
る
も
の
で
、
朱
に
よ
る
傍
記
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
稿
者
が
見
る
か
ぎ
り
、
こ
れ

ら
の
傍
記
は
す
べ
て
本
行
本
文
と
同
筆
で
、
一
人
の
手
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
傍
記
は
書
写
者
自
身
に
よ
る
も
の

と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

慶
の
傍
記
は
大
き
く
分
け
て
、
ａ
「
ミ
セ
ケ
チ
に
よ
る
訂
正
」
、
ｂ
「
ミ
セ
ケ
チ
に
よ
ら
な
い
訂
正
」
、
ｃ
「
補
入
」
、
ｄ
「
異
本

注
記
」
、
ｅ
「
不
審
な
本
文
へ
の
注
記
」
の
五
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
こ
こ
の
例
は
ｃ
「
補
入
」
の
ケ
ー
ス
）
。
い
く
つ
か

例
を
挙
げ
て
み
よ
う
（
以
下
、
丸
数
字
は
行
数
を
示
す
）
。

ａ

ミ
セ
ケ
チ
に
よ
る
訂
正
（
二
十
一
箇
所
）

お
ほ
つ
か
な
い
か
に
し
く
る
ゝ
空
な
ら
ん
う
ら
こ
の
山
の
か
た
み
な
せ
な
る

（
二
ウ
⑤
、
「
時
雨
」
一
番
・
右

）

れ

は

2

け
さ
よ
り
は
さ
な
か
ら
霜
を
い
た
ゝ
き
て
を
き
な
さ
ひ
行
し
ら
き
く
の
花

（
一
五
ウ
⑤
、
「
残
菊
」
三
番
・
右

）

み

れ

〻

〻

30

恋
こ
ふ
る
君
か
心
の
月
な
ら
は
を
よ
は
ぬ
み
に
も
影
は
み
て
ま
し

（
二
八
ウ
⑤
、
「
恋
」
四
番
・
左

）

〻

〻

雲
ゐ

54

ｂ

ミ
セ
ケ
チ
に
よ
ら
な
い
訂
正
（
三
箇
所
）

〻

へ
る
心
詞
に
つ
き
て
心
う
る
に
た
え
す
な
と
い
へ
る

（
一
四
オ
⑥
、
「
残
菊
」
二
番
・
俊
頼
判
）

へ

ま
か
ふ
ら
ん
こ
と
か
た
し
人
〳
〵
申
さ
れ
ん
も
さ
る
あ
る

（
一
六
ウ
⑩
、
「
残
菊
」
四
番
・
俊
頼
判
）

は
あ
り

人
こ
と
に
み
き
よ
り
は
哥
め
き
た
れ
は
猶
左
の
か
ち
に
や

（
三
二
ウ
④
、
「
恋
」
八
番
・
基
俊
判
）

る

ｃ

補
入
（
十
七
箇
所
）
※
補
入
記
号
の
有
無
は
不
問

基
云
槙
の
と
ま◦

ふ
き
さ
こ
そ
う
す
く
と
も
打
と
を

（
七
オ
⑤
、
「
時
雨
」
六
番
・
基
俊
判
）

や

に
常
に
よ
む
ふ
し◦

戀
の
哥
と
そ
い
ふ
へ
き

（
一
八
オ
⑤
、
「
残
菊
」
五
番
・
俊
頼
判
）

〻

な
り

基
云
左
哥
う
つ
ろ
ひ
の
こ
る
と
い
ふ
わ
き
た
し

（
二
〇
ウ
⑥
、
「
残
菊
」
八
番
・
基
俊
判
）

か

ｄ

異
本
注
記
（
一
箇
所
）
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ま
そ
て
ま
て
朝
を
く
霜
を
は
ら
ふ
か
な
あ
へ
す
う
つ
ろ
ふ
菊
の
お
し
さ
に

（
一
三
ウ
⑩
、
「
残
菊
」
二
番
・
左

）

も
イ

27

ｅ

不
審
な
本
文
へ
の
注
記
（
二
箇
所
）

露
む
す
ふ
霜
よ
の
か
す
を
か
さ
ぬ
れ
は
た
え
て
や
菊
の
う
つ
ろ
ひ
ぬ
ら
ん

（
一
四
オ
②
、
「
残
菊
」
二
番
・
右

）

へ
歟

28

先
花
後
實
と
そ
い
ふ
れ
心
の
人
も
申
け
る

（
二
七
オ
①
、
「
恋
」
二
番
・
基
俊
判
）

字
イ
カ
ヽ

こ
れ
ら
を
通
覧
す
る
と
、
慶
の
傍
記
は
、
明
確
に
そ
の
役
割
に
よ
っ
て
区
分
さ
れ
て
い
る
と
見
な
せ
る
。
す
な
わ
ち
、
書
写
者
が

転
写
の
際
に
誤
っ
て
書
き
写
し
た
も
の
を
、
そ
の
場
で
（
あ
る
い
は
書
写
後
そ
れ
ほ
ど
時
間
が
経
っ
て
い
な
い
う
ち
に
）
訂
正
し
た

も
の
が
ａ
・
ｂ
・
ｃ
の
ケ
ー
ス
で
、
書
写
後
（
あ
る
い
は
書
写
時
に
）
、
他
本
と
の
異
同
や
仮
名
遣
い
の
不
審
・
意
不
通
箇
所
に
気

づ
い
て
傍
記
し
た
の
が
ｄ
・
ｅ
の
ケ
ー
ス
と
い
え
る
。
さ
き
の
「
時
雨
」
九
番
の
例
に
即
し
て
い
え
は
、
も
し
こ
の
「
も
」
の
補
入

が
書
写
者
の
意
図
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
お
そ
ら
く
ｅ
の
よ
う
に
「
な
ら
は◦

み
ち
の
」
の
よ
う
に
、「
も
歟
」
、

も
歟

と
留
保
を
し
た
う
え
で
傍
記
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
こ
こ
の
「
も
み
ち
」
の
「
も
」

は
、
慶
の
親
本
の
時
点
で
は
、
本
行
本
文
と
し
て
（
も
し
く
は
親
本
の
時
点
で
す
で
に
傍
記
と
し
て
）
存
し
て
い
た
と
考
え
て
も
よ

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
慶
の
書
写
者
は
親
本
の
「
も
」
を
書
写
の
際
に
落
と
し
て
し
ま
っ
た
か
、
あ
る
い
は
親
本
の
傍
記
を
忠

実
に
書
写
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
慶
の
こ
の
箇
所
は
古
態
の
本
文
を
留
め
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
も
、
慶
に
は
他
本
よ
り
優
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
本
文
が
存
し
、
重
要
で
あ
る
。
例
え
ば
次
の
「
残
菊
」
六

番
・
基
俊
判
を
見
て
み
た
い
。
二
十
巻
本
が
現
存
し
な
い
箇
所
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
基
俊
は
「
枯
ゆ
く
を
歎
や
す
ら
ん
初
霜
の
菊
の

ゆ
か
り
に
置
と
思
へ
ば
」
（
左

・
少
将
、
本
文
は
今
に
よ
る
）
に
対
し
て
、
霜
は
無
生
物
で
あ
る
の
だ
か
ら
菊
が
「
枯
ゆ
く
を
歎
」

(

２
１)

35

く
よ
う
な
こ
と
な
ど
な
い
と
、
い
わ
ば
擬
人
法
を
否
定
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
箇
所
は
、
こ
れ
ま
で
は
本
文
が
乱
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
て
き
て
お
り
、
長
ら
く
解
釈
上
不
審
で
あ
っ
た
。
次
の
〈
表
７
〉
に
、
そ
の
箇
所
を
掲
げ
て
み
る
。
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〈
表
７
〉
「
残
菊
」
六
番
（
基
俊
判
・
一
部
）
・
諸
本
対
観

慶

書
Ａ

書
Ｂ

群

基
云
霜
心
な
き
も
の
な
れ
は
偏
ニ

お

基
云
霜
こ
ゝ
ろ
な
き
物
な
れ
は
き
く

基
云
霜
心
な
き
物
な
れ
は
便
に
お
し

基
云
霜
心
な
き
物
な
れ
は
菊
の
た

し
む
を
な
け
く
へ
き
こ
と
に
も
あ
ら

の
ほ
に
お
し
む
を
な
け
く
へ
き
事
に

む
を
歎
く
へ
き
事
に
も
あ
ら
す
…
…

よ
り
に
惜
を
な
け
く
へ
き
事
に
て

す
…
…

も
あ
ら
す
…
…

あ
ら
す
…
…

一
類
本
（
書
Ａ
）
は
、
「
き
く
の
ほ
に
」
と
あ
っ
て
意
不
通
で
あ
る
。
二
類
本
（
書
Ｂ
）
は
「
便
に
」
と
あ
り
、
『
新
注
』
が
い
う

よ
う
に
、
一
類
本
（
書
Ａ
）
の
「
ほ
」
は
、
二
類
本
（
書
Ｂ
）
の
「
便
」
と
「
ほ
（
保
）
」
の
字
形
相
似
に
よ
る
誤
写
で
あ
ろ
う
と

思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
二
類
本
（
書
Ｂ
）
の
「
便
に
お
し
む
を
…
…
」
も
ま
た
解
釈
が
難
し
く
、
従
来
は
両
系
統
を
取
り
合

(

２
２)

わ
せ
た
か
の
よ
う
な
三
類
本
（
群
）
に
基
づ
き
解
釈
さ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
慶
の
本
文
は
「
偏
ニ

お
し
む
を
…
…
」
と
あ
っ
て
、

よ
り
意
味
の
通
り
や
す
い
本
文
と
い
え
る
。
ま
た
、
意
味
の
通
り
や
す
さ
だ
け
で
な
く
、
「
残
菊
」
五
番
・
基
俊
判
に
「
右
哥
の
ひ

と
へ
に
き
く
を
お
し
む
哥
と
は
見
え
で
、
い
か
に
ぞ
や
」
（
書
Ａ
に
よ
る
）
と
類
似
の
表
現
が
あ
り
、
こ
う
考
え
れ
ば
、
書
Ｂ
の
「
便

に
」
は
「
偏
に
」
の
誤
写
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
や
は
り
慶
の
本
文
が
よ
り
蓋
然
性
の
高
い
本
文
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

(

２
３)

同
じ
よ
う
な
例
が
、
「
残
菊
」
九
番
・
俊
頼
判
に
も
見
ら
れ
る
。
俊
頼
は
「
か
ぎ
り
な
く
君
が
千
世
へ
ん
し
る
し
に
や
散
残
る
ら

ん
窓
の
白
菊
」
（
右

・
忠
隆
、
本
文
は
書
Ａ
に
よ
る
）
に
対
し
て
、
菊
を
「
散
る
」
と
表
現
す
る
こ
と
に
疑
問
を
呈
す
も
の
の
、

42

祝
意
に
寄
せ
て
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
勝
を
与
え
た
の
で
あ
る
が
、
少
な
か
ら
ず
本
文
に
疑
問
が
残
っ
て
い
た
。
こ
こ
も
二
十
巻

本
が
現
存
し
な
い
箇
所
で
あ
り
、
別
系
統
の
諸
本
で
誤
写
が
生
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
次
に
掲
げ
る
〈
表
８
〉
は
、
そ
の
箇
所
を

対
観
し
た
も
の
で
あ
る
。
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〈
表
８
〉
「
残
菊
」
九
番
（
俊
頼
判
詞
・
一
部
）
・
諸
本
対
観

慶

書
Ａ

書
Ｂ

群

次
哥
き
く
散
と
い
へ
る
哥
は
な
に
ゝ

次
哥
き
く
ち
る
と
い
へ
る
哥
は
な
に

次
哥
菊
ち
る
と
い
へ
る
哥
は
な
に
ゝ

次
哥
菊
散
と
い
へ
る
う
た
は
な
に

あ
ら
ね
と
な
を
い
か
ゝ
き
こ
ゆ
さ
は

ゝ
あ
ら
ね
と
な
を
い
か
ゝ
き
こ
ゆ
さ

あ
ら
ね
と
猶
い
か
ゝ
聞
ゆ
さ
は
あ
れ

ゝ
あ
ら
ね
と
猶
如
何
聞
ゆ
さ
は
あ

あ
れ
と
祝
心
ニ

よ
せ
た
り
な
と
か
か

は
あ
れ
と
橋
門
に
こ
と
よ
せ
た
り
な

と
■
門
に
こ
と
よ
せ
た
り
な
と
か
勝

れ
と
権
門
に
こ
と
よ
せ
た
り
な
と

こ
と

此
字
ふ
し
ん

た
さ
ら
ん
…
…

と
か
か
た
さ
ら
ん
…
…

さ
ら
ん
…
…

か
か
た
さ
ら
ん
…
…

傍
線
部
が
問
題
の
箇
所
で
あ
る
が
、
書
Ａ
は
「
橋
門
」
と
読
め
る
が
意
不
通
で
あ
る
（
た
だ
し
、
「
橋
」
と
読
ん
で
よ
い
か
は
や

や
不
審
で
あ
る
）
。
書
Ｂ
は
判
読
不
能
の
一
字
（
木
偏
に
「
旨
」
の
よ
う
に
読
め
る
が
、
「
匕
」
と
「
日
」
の
間
に
さ
ら
に
何
ら
か
の

筆
画
が
あ
る
）
を
書
写
し
、
右
に
「
此
字
ふ
し
ん
」
と
注
記
が
付
さ
れ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
親
本
の
字
を
そ
の
ま
ま
写
し
た
の
で
あ

ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
判
読
が
困
難
な
た
め
に
解
釈
も
し
よ
う
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
の
箇
所
は
従
来
、
も
っ
と
も
意
味
の
通

る
三
類
本
の
「
権
門
」
で
解
釈
さ
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
右
歌
は
「
権
門
」
た
る
摂
関
家
の
嫡
子
で
あ
る
当
該
歌
合
の
主
催
者
・

忠
通
へ
の
祝
意
を
込
め
て
詠
ま
れ
て
い
る
た
め
に
、
勝
を
与
え
ら
れ
た
と
解
釈
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
確
か
に
忠
隆
詠
に
は
「
か

ぎ
り
な
く
君
が
千
世
へ
ん
し
る
し
」
と
祝
賀
詠
の
表
現
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
解
釈
は
決
し
て
誤
り
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
ろ

う
。
し
か
し
、
「
権
門
」
は
基
本
的
に
記
録
語
で
あ
っ
て
、
管
見
で
は
平
安
期
の
和
文
に
用
例
が
見
出
せ
ず
、
歌
合
判
詞
で
も
他
に

(

２
４)

例
を
見
な
い
語
で
あ
る
。
ま
た
、
明
ら
か
に
一
類
本
・
二
類
本
よ
り
も
劣
る
三
類
本
で
解
釈
す
る
こ
と
に
は
、
や
は
り
問
題
が
あ
る

(

２
５)

と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
慶
は
こ
の
箇
所
を
「
祝
心
に
こ
と
よ
せ
た
り
」
と
す
る
（
「
心
」
の
字
は
中
央
に
少
々
の
虫

損
が
あ
る
）
。
こ
の
本
文
な
ら
ば
意
味
の
通
り
は
よ
く
、
和
文
脈
と
し
て
も
し
っ
く
り
く
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
「
残
菊
」
三
番
・

俊
頼
判
に
「
此
哥
、
祝
に
こ
と
よ
せ
て
、
と
も
か
く
も
難
申
」
（
書
Ａ
に
よ
る
）
と
類
似
の
表
現
が
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
や
は

り
慶
の
本
文
が
よ
り
古
態
を
存
し
て
い
る
と
見
な
せ
る
で
あ
ろ
う
（
他
本
の
「
門
」
は
「
心
」
が
崩
れ
た
か
）
。
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以
上
、
見
て
き
た
よ
う
に
、
慶
は
他
本
に
比
し
て
明
ら
か
に
優
れ
た
本
文
を
一
部
な
が
ら
有
し
て
お
り
、
当
該
歌
合
の
読
解
に
大

き
く
資
す
る
本
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
今
後
、
当
該
歌
合
の
読
解
に
お
い
て
は
必
ず
参
看
さ
れ
る
べ
き
本
で
あ
る
と
い
え
よ

(

２
６)

う
。
し
か
し
な
が
ら
、
ミ
セ
ケ
チ
や
補
入
に
よ
る
誤
記
の
訂
正
が
他
本
よ
り
も
突
出
し
て
多
い
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
慶
を
最
善
本

と
す
る
こ
と
は
躊
躇
さ
れ
る
。
や
は
り
、
一
類
本
か
ら
書
Ａ
を
底
本
と
し
て
用
い
、
同
系
統
の
今
で
校
合
し
つ
つ
、
見
て
き
た
よ
う

な
要
所
に
お
い
て
二
類
本
（
慶
）
の
本
文
を
採
用
す
る
、
と
い
う
の
が
最
も
理
想
的
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

本
章
で
は
、
当
該
歌
合
の
伝
本
と
本
文
の
状
況
を
整
理
し
、
当
該
歌
合
読
解
の
前
提
と
な
る
事
項
を
確
認
し
て
き
た
。
二
十
巻
本

は
も
ち
ろ
ん
重
要
な
本
文
で
は
あ
る
が
、
完
本
と
し
て
通
行
し
て
い
る
別
系
統
の
諸
本
と
安
易
に
取
り
合
わ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
だ

ろ
う
。
本
章
で
は
別
系
統
の
諸
本
を
四
系
統
に
分
類
し
、
そ
の
う
ち
の
一
類
本
（
書
Ａ
）
を
底
本
と
し
、
二
類
本
（
慶
）
を
校
合
本

と
し
て
本
文
を
校
訂
し
て
い
く
の
が
最
も
よ
い
こ
と
を
述
べ
た
。
特
に
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
慶
が
、
古
態

に
遡
り
う
る
本
文
を
一
部
に
有
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
、
当
該
歌
合
の
読
解
は
よ
り
進
展
す
る
こ
と
に
な
る
と
思

わ
れ
る
。

注
（

）
「
内
大
臣
家
歌
合

元
永
元
年
」
（
峯
岸
義
秋
校
註
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
四
七
）
。

1
（

）
「
元
永
元
年
十
月
二
日
内
大
臣
忠
通
家
歌
合
」
（
谷
山
茂
校
注
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
）
。
以
下
、
「
古
典
大
系
」
と
略
す
。

2
（

）
巻
頭
の
作
者
一
覧
を
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
桂
宮
旧
蔵
本
と
群
書
類
従
本
と
で
比
較
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
（
な
お
、
煩

3
瑣
と
な
る
た
め
、
割
注
は
省
略
し
た
）
。
ま
た
、
便
宜
の
た
め
に
、
当
該
歌
合
で
の
初
出
の
歌
番
号
（
す
な
わ
ち
、
「
時
雨
」
題
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で
の
歌
番
号
）
を
頭
に
丸
数
字
で
示
し
た
。

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
桂
宮
旧
蔵
本

群
書
類
従
本

読
人

（
※
「
読
人
」
ナ
シ
）

左

左
方

①
皇
后
宮
摂
津
公

③
女
房

①
皇
后
宮
摂
津
公

⑬
定
信
朝
臣

⑤
少
将
君

⑦
顕
仲
朝
臣

③
女
房

⑮
盛
方
朝
臣

⑨
（
※
「
上
総
君
」
欠
）

⑪
師
俊
朝
臣

⑤
少
将
公

⑰
信
濃
公

⑬
定
信
朝
臣

⑮
盛
方
朝
臣

⑦
顕
仲
朝
臣

⑲
忠
房
朝
臣

⑰
信
濃
君

⑲
忠
房
朝
臣

⑨
上
総
公

㉑
俊
隆
朝
臣

㉑
俊
隆
朝
臣

㉓
重
基
朝
臣

⑪
師
俊
朝
臣

㉓
重
基
朝
臣

右

右
方

②
俊
頼
朝
臣

④
顕
国
朝
臣

②
俊
頼
朝
臣

④
顕
国
朝
臣

⑥
雅
兼
朝
臣

⑧
道
経
朝
臣

⑥
雅
兼
朝
臣

⑧
道
経
朝
臣

⑩
基
俊
朝
臣

⑫
雅
光
朝
臣

⑩
基
俊
朝
臣

⑫
雅
光
朝
臣

⑭
宗
国
朝
臣

⑯
忠
隆
朝
臣

⑭
宗
国
朝
臣

⑯
忠
隆
朝
臣

⑱
信
忠
朝
臣

⑳
兼
昌
朝
臣

⑱
信
忠
朝
臣

⑳
兼
昌
朝
臣

㉒
時
昌
朝
臣

㉔
為
実
朝
臣

㉒
時
昌
朝
臣

㉔
為
実
朝
臣

こ
れ
を
見
る
と
、
基
本
的
に
別
系
統
の
諸
本
は
、
「
時
雨
」
題
で
の
出
詠
順
に
沿
っ
て
巻
頭
の
作
者
一
覧
を
作
成
し
て
い
る

と
思
し
い
。
し
か
し
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
桂
宮
旧
蔵
本
（
表
上
段
）
は
左
右
の
作
者
の
配
列
が
き
れ
い
に
対
応
し
て
い
る
が
、

群
書
類
従
本
（
表
下
段
）
は
そ
う
は
な
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
は
、
左
方
の
作
者
は
、
①
皇
后
宮
摂
津
公
か
ら
⑪
師
俊
朝
臣
ま
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で
右
か
ら
左
に
向
か
っ
て
順
に
上
段
へ
並
べ
て
い
き
、
⑬
定
信
朝
臣
か
ら
㉓
重
基
朝
臣
ま
で
は
下
段
に
並
べ
て
い
る
が
、
右
方

の
配
列
は
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
桂
宮
旧
蔵
本
（
表
上
段
）
と
同
様
に
配
列
し
て
い
る
。
左
右
で
書
式
が
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
点

か
ら
見
て
も
、
群
書
類
従
本
の
作
者
一
覧
が
何
ら
か
の
改
変
を
経
て
い
る
こ
と
は
疑
い
え
ず
、
そ
の
親
本
の
制
作
時
期
は
か
な

り
下
る
と
思
わ
れ
る
。

（

）
二
十
巻
本
冒
頭
（
断
簡
Ａ
）
の
作
者
一
覧
は
次
の
通
り
。
女
房
歌
人
（
た
だ
し
忠
通
の
隠
名
「
女
房
」
を
含
む
）
を
先
に
並

4
べ
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。

歌
人

上
総

摂
津

小
将

女
房

信
乃

俊
頼
朝
臣

顕
国
ヽ
ヽ

雅
兼
ヽ
ヽ

顕
仲
ヽ
ヽ

師
俊

盛
家

基
俊

定
信

道
経

信
忠

重
基

俊
隆

忠
隆

忠
房

雅
光

宗
国

兼
昌

為
真

時
昌

（

）
二
十
巻
本
の
本
文
は
、
断
簡
Ｅ
・
Ｈ
・
Ｉ
・
Ｋ
・
Ｍ
（
俊
頼
判
）
は
小
松
茂
美
編
『
古
筆
学
大
成

歌
合
一
』
（
講
談
社
、

5
一
九
九
二

以
下
『
古
筆
学
大
成
』
と
略
）
三
〇
八
～
三
一
三
頁
所
載
の
写
真
に
、
断
簡
Ｊ
は
鶴
田
大
・
日
比
野
浩
信
『
歌
び

と
達
の
競
演

諸
家
集
・
歌
合
断
簡
集
成
』
（
青
簡
舎
、
二
〇
一
四
）
一
八
五
頁
所
載
の
写
真
に
、
断
簡
Ｄ
・
Ｍ
（
基
俊
判
）

は
図
版
未
見
（
現
蔵
者
不
明
）
の
た
め
『
歌
合
大
成
』
の
翻
刻
に
そ
れ
ぞ
れ
拠
っ
た
。
た
だ
し
、
ミ
セ
ケ
チ
等
は
修
訂
後
の
本

文
で
掲
出
し
た
。

（

）
新
注
和
歌
文
学
叢
書
、
青
簡
舎
、
二
〇
一
五
。

6
（

）
「
忠
通
家
歌
合
の
伝
本
に
つ
い
て
」
（
『
新
注
』
解
説
・
三
八
二
～
三
八
三
頁
）
。

7
（

）
龍
谷
大
学
歌
合
輪
読
会
「
元
永
元
年
十
月
二
日
内
大
臣
忠
通
家
歌
合

注
釈
（
一
）
～
（
四
）
」
（
（
一
）
＝
『
古
典
文
藝
論

8
叢
』

、
二
〇
一
七
・
三
、
（
二
）
＝
『
古
典
文
藝
論
叢
』

、
二
〇
一
八
・
三
、
（
三
）
＝
『
國
文
學
論
叢
』

、
二
〇
一
八

9

10

63
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・
二
、
（
四
）
＝
『
古
典
文
藝
論
叢
』

、
二
〇
一
九
・
三
）
。
以
下
「
注
釈
」
と
略
す
。
本
章
の
成
果
は
こ
の
「
注
釈
」
に
拠

11

る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

（

）
『
図
書
寮
典
籍
解
題

続
文
学
篇
』
（
養
徳
社
、
一
九
五
〇
）
。

9
（

）
「
忠
通
家
歌
合

元
永
元
年
十
月
二
日

」
（
鈴
木
徳
男
校
注
、
明
治
書
院
、
二
〇
一
八
）
。
以
下
「
和
歌
大
系
」
と
略
す
。

10
（

）
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
「
注
釈
（
一
）
」
に
お
い
て
簡
単
に
触
れ
た
こ
と
が
あ
る
（
六
一
頁
・
〔
異
同
・
付
記
〕
）

11
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
を
よ
り
詳
細
に
論
述
し
た
。

（

）
『
和
歌
文
学
大
辞
典
』
（
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
二
〇
一
四
）
「
歌
合
類
纂
」
項
（
高
野
奈
未
執
筆
）
。

12
（

）
「
古
典
大
系
」
（
底
本
：
群
）
は
当
該
箇
所
に
つ
い
て
「
『
漏
ら
ざ
ら
ま
し
か
ば
』
な
ど
の
誤
か
」
と
す
る
（
三
三
三
頁
・
頭

13
注
八
）
。

（

）
唯
一
、
「
恋
」
二
番
・
俊
頼
判
に
お
い
て
、
別
系
統
の
諸
本
の
多
く
が
「
御
み
つ
か
ら
に
さ
し
給
ふ
く
し
也
」
（
書
Ａ
）
と
あ

14
る
箇
所
を
、
「
御
み
つ
ら
に
さ
し
給
し
く
し
也
」
（
内
Ａ
に
拠
る
、
内
Ｂ
も
ほ
ぼ
同
）
と
し
て
い
る
箇
所
が
あ
り
、
こ
こ
は
『
新

注
』
や
「
和
歌
大
系
」
な
ど
で
は
四
類
本
に
よ
っ
て
校
訂
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
箇
所
は
「
ゆ
つ
の
つ
ま
ぐ
し
」
（
記
紀
に
お
け

る
ス
サ
ノ
ヲ
ノ
ミ
コ
ト
の
八
岐
大
蛇
退
治
譚
に
お
い
て
、
ク
シ
ナ
ダ
ヒ
メ
が
変
化
し
た
櫛
）
の
語
義
に
つ
い
て
述
べ
た
箇
所
だ

が
、
『
日
本
書
紀
』
神
代
上
に
は
「
故
素
戔
嗚
尊
立
化
奇
稲
田
姫
為
湯
津
爪
櫛
、
而
挿
於
御
髻
」
と
あ
り
、
四
類
本
「
御
み
づ

ら
」
（
＝
髻
）
の
ほ
う
が
記
紀
の
記
述
に
は
合
致
す
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
ス
サ
ノ
ヲ
ノ
ミ
コ
ト
は
自
身
の
髻
に
「
湯
津

、
、
、

爪
櫛
」
を
挿
し
た
わ
け
だ
か
ら
、
他
本
「
御
み
づ
か
ら
」
で
あ
っ
て
も
文
意
は
誤
り
な
く
通
る
で
あ
ろ
う
。
必
ず
し
も
校
訂
が

必
要
な
箇
所
と
は
思
わ
れ
な
い
。
な
お
『
日
本
書
紀
』
の
本
文
は
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
日
本
書
紀
①
』
（
小
島
憲
之
ほ

か
校
注
・
訳
、
小
学
館
、
一
九
九
四
、
九
〇
頁
）
に
拠
っ
た
。

（

）
な
お
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
「
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
（https://kotenseki.nijl.ac.jp/

）
に
よ
れ
ば
、
ほ
か

15
に
当
該
歌
合
の
伝
本
と
し
て
、
彰
考
館
蔵
『
歌
合
部
類
』
本
、
丹
波
篠
山
市
立
青
山
歴
史
村
蔵
本
の
存
在
が
確
認
で
き
る
。
し
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か
し
、
こ
の
二
本
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
調
査
に
至
っ
て
お
ら
ず
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（

）
断
簡
Ｃ
は
『
古
筆
学
大
成
』
三
〇
九
頁
所
載
の
写
真
に
拠
り
翻
刻
し
た
。
断
簡
Ｄ
は
注
（

）
前
掲
。

16

5

（

）
『
慶
應
義
塾
圖
書
館
和
漢
貴
重
書
目
録
』
（
慶
應
義
塾
図
書
館
、
二
〇
〇
九
）
八
一
頁
。

17
（

）
「
勝
野
宣
胤
」
に
つ
い
て
は
未
詳
。
国
文
学
研
究
資
料
館
の
「
蔵
書
印
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
で
も
該
当
す
る
蔵
書
印
・
人
物
が

18
ヒ
ッ
ト
し
な
い
。

（

）
宗
牧
・
宗
養
に
つ
い
て
は
、
木
藤
才
蔵
『
連
歌
史
論
考

下

増
補
改
訂
版
』（
明
治
書
院
、
一
九
九
三
）
の
ほ
か
、
注
（

）

19

12

前
掲
『
和
歌
文
学
大
辞
典
』
の
各
項
目
（
廣
木
一
人
・
長
谷
川
千
尋
執
筆
）
を
参
照
し
た
。

（

）
な
お
、
宗
牧
・
宗
養
父
子
に
つ
い
て
は
「
三
条
西
家
と
の
つ
な
が
り
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
慶
応
本
と
三
条
西
家
旧
蔵

20
本
（
引
用
注
：
本
章
に
お
け
る
書
Ｂ
）
と
が
近
い
本
文
を
持
つ
こ
と
も
故
な
し
と
し
な
い
」
と
の
指
摘
が
あ
る
（
「
和
歌
大
系
」

解
説
・
三
六
〇
頁
）
。
た
だ
し
、
慶
の
奥
書
に
い
う
「
宗
牧
宗
養
両
筆
本
」
と
は
、
著
名
な
連
歌
師
の
名
を
借
り
て
権
威
付
け

を
行
っ
た
も
の
に
す
ぎ
ず
、
実
態
は
別
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
（
佐
々
木
孝
浩
氏
の
ご
教
示
）
。
鵜
呑
み
に
は
せ
ず
、
ほ
か

の
諸
書
に
お
け
る
宗
牧
・
宗
養
奥
書
本
と
の
比
較
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
後
考
を
俟
ち
た
い
。

（

）
左

番
歌
に
つ
い
て
、
書
Ａ
は
二
句
を
「
難
や
す
ら
ん
」
と
す
る
が
、
「
難
」
は
「
歎
」
の
誤
写
と
思
わ
れ
る
た
め
、
よ
り

21

35

妥
当
な
本
文
を
有
す
る
今
で
掲
出
し
た
。

（

）
『
新
注
』
（
底
本
：
今
）
当
該
箇
所
の
注
（
八
九
頁
）
。
ま
た
「
古
典
大
系
」
（
底
本
：
群
）
は
「
霜
は
無
心
の
物
だ
か
ら
、
霜

22
が
菊
と
の
縁
で
菊
の
枯
れ
る
の
を
惜
し
む
と
し
て
も
、
我
々
が
そ
れ
を
嘆
く
必
要
は
な
い
、
と
い
う
意
か
。
し
か
し
、
そ
れ
で

は
原
作
に
即
し
た
批
評
に
な
る
ま
い
。
と
ま
れ
「
惜
し
む
を
嘆
く
」
の
所
が
解
し
難
い
。
も
し
「
惜
し
み
嘆
く
」
な
ど
の
誤
写

な
ら
ば
、
無
心
の
霜
が
菊
を
惜
し
み
嘆
く
は
ず
は
な
い
、
と
い
う
意
に
な
っ
て
、
こ
の
一
首
の
擬
人
的
表
現
の
不
適
切
を
指
摘

し
た
評
と
な
ろ
う
」
と
注
す
る
（
三
四
〇
頁
・
頭
注
四
）
。

（

）
か
つ
て
稿
者
も
「
注
釈
（
二
）
」
で
、
「
「
便
」
は
「
た
よ
り
」
で
、
こ
こ
で
は
「
ゆ
か
り
」
と
同
じ
意
で
用
い
る
か
」
と
注

23
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し
、「
（
引
用
注
：
霜
は
）
菊
が
自
身
の
縁
で
枯
れ
る
こ
と
を
惜
し
ん
だ
り
嘆
く
は
ず
は
な
い
」
と
解
釈
し
た
（
四
六
～
四
七
頁
）

が
、
慶
の
出
現
に
よ
り
、
よ
り
わ
か
り
や
す
い
形
で
の
解
釈
が
可
能
と
な
っ
た
。

（

）
例
え
ば
、
「
又
夜
行
人
或
募
権
門
高
家
威
、
或
寄
事
於
神
民
」
（
『
殿
暦
』
・
康
和
四
年
〈
一
一
〇
二
〉
十
月
十
九
日
条
、
大
日

24
本
古
記
録
に
拠
る
）
な
ど
。
な
お
、
峰
岸
明
『
平
安
時
代
記
録
語
集
成
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
六
）
は
「
権
門
」
を
立
項

し
、
『
小
右
記
』
『
春
記
』
『
後
二
条
師
通
記
』
の
用
例
を
挙
げ
て
い
る
。

（

）
例
え
ば
『
古
語
大
鑑
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
六
）
の
「
権
門
」
の
項
で
は
、
当
該
歌
合
の
こ
の
箇
所
を
群
の
本
文

25
に
よ
っ
て
用
例
と
し
て
挙
げ
る
が
、
他
に
平
安
期
の
和
文
の
用
例
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
（
第
二
巻
、
三
八
二
頁
。
他
の
用
例

は
『
漢
書
』
『
小
右
記
』
『
類
聚
三
代
格
』
『
平
家
物
語
』
『
塵
袋
』
）
。

（

）
な
お
、
慶
の
資
料
的
価
値
に
鑑
み
、
本
論
文
の
付
章
に
お
い
て
慶
を
全
文
翻
刻
す
る
。

26
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第
二
章

元
永
元
年
十
月
二
日
内
大
臣
忠
通
歌
合
の
「
両
判
」
に
つ
い
て

は
じ
め
に

本
章
で
は
、
前
章
に
引
き
続
き
元
永
元
年
（
一
一
一
八
）
十
月
二
日
内
大
臣
忠
通
歌
合
（
『
歌
合
大
成
』

）
を
取
り
上
げ
、
そ

296

の
形
態
的
側
面
を
検
討
し
た
い
。

(

１)

萩
谷
朴
氏
が
「
両
判
歌
合
の
嚆
矢
」
（
『
歌
合
大
成
』
二
九
六
「
史
的
評
価
」
項
、
一
八
四
二
頁
）
と
指
摘
す
る
通
り
、
当
該
歌
合

は
「
両
判
」
の
歌
合
で
最
も
早
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
当
該
歌
合
は
、
そ
の
「
両
判
」
と
い
う
行
事
形
態
に
よ
っ
て
早
く
か
ら
注
目

を
集
め
て
お
り
、
判
詞
を
読
み
比
べ
る
と
俊
頼
・
基
俊
の
歌
観
の
違
い
が
浮
き
彫
り
に
な
る
こ
と
か
ら
、
注
釈
や
研
究
も
同
時
代
の

他
の
歌
合
よ
り
は
比
較
的
多
い
。
し
か
し
一
方
で
は
、
当
該
歌
合
の
「
両
判
」
と
い
う
行
事
形
態
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
注

(
２)

目
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
が
い
か
な
る
必
要
性
か
ら
誕
生
し
、
ま
た
実
際
に
は
ど
の
よ
う
に
進
行
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ

明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
も
多
い
。

そ
こ
で
本
章
で
は
、
忠
通
が
催
し
た
一
連
の
歌
合
の
な
か
で
の
当
該
歌
合
の
位
置
づ
け
や
、
そ
の
判
詞
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

こ
れ
以
降
の
「
両
判
歌
合
」
と
の
比
較
を
通
し
て
、
当
該
歌
合
が
な
ぜ
「
両
判
」
と
い
う
行
事
形
態
を
選
択
し
た
の
か
、
実
際
に
は

ど
の
よ
う
に
進
行
し
た
の
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

第
一
節

俊
頼
・
基
俊
と
忠
通
家
の
歌
合

そ
も
そ
も
、
当
該
歌
合
に
お
け
る
「
両
判
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
現
存
本
で
は
、
左
右
の
歌
が
挙
げ

ら
れ
た
後
、
「
俊
云
…
…
」
と
し
て
ま
ず
俊
頼
判
詞
が
、
続
い
て
「
基
云
…
…
」
と
し
て
基
俊
判
詞
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で

(

３)

問
題
と
な
る
の
が
、
俊
頼
・
基
俊
に
よ
る
勝
負
の
判
定
が
、
多
く
の
場
合
で
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
現
存
本
で
通
覧
す

る
と
、
次
の
〈
表
１
〉
に
示
す
よ
う
に
、
全
三
十
六
番
の
う
ち
、
実
に
二
十
四
も
の
番
で
両
者
の
判
定
が
異
な
っ
て
い
る
。
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〈
表
１
〉
当
該
歌
合
判
定
一
覧

＊
当
該
歌
合
に
お
け
る
両
判
者
の
判
定
を
番
ご
と
に
ま
と
め
た
。
基
本
的
に
勝
負
付
に
基
づ
い
て
い
る
が
、
底
本
の
勝
負
付
が
判
詞
の
内
容
と
齟
齬
す
る

場
合
は
、
判
詞
か
ら
読
み
取
れ
る
判
定
を
優
先
し
た
。

＊
「
残
菊
」
三
番
、
「
恋
」
二
番
は
勝
負
付
を
欠
く
が
、
判
詞
の
内
容
か
ら
判
断
し
た
。
「
未
判
」
は
判
定
を
保
留
し
て
い
る
場
合
を
指
す
。

題

番

俊
頼

基
俊

題

番

俊
頼

基
俊

題

番

俊
頼

基
俊

題

番

俊
頼

基
俊

題

番

俊
頼

基
俊

題

番

俊
頼

基
俊

左
勝

左
勝

左
勝

左
勝

左
勝

左
勝

右
勝

左
勝

左
勝

右
勝

右
勝

右
勝

1

7

1

7

1

7

雨

持

左
勝

雨

左
勝

左
勝

菊

右
勝

右
勝

菊

左
勝

持

未
判

右
勝

持

左
勝

2

8

2

8

2

8

左
勝

右
勝

持

左
勝

未
判

右
勝

右
勝

持

恋

左
勝

左
勝

恋

右
勝

左
勝

3

9

3

9

3

9

時

右
勝

左
勝

時

持

右
勝

残

右
勝

持

残

右
勝

右
勝

左
勝

左
勝

持

左
勝

4

10

4

10

4

10

持

右
勝

右
勝

右
勝

持

左
勝

持

持

持

右
勝

左
勝

持

5

11

5

11

5

11

右
勝

持

左
勝

右
勝

持

右
勝

右
勝

右
勝

持

右
勝

左
勝

右
勝

6

12

6

12

6

12

ま
た
、
判
定
が
一
致
し
て
い
る
十
二
の
番
に
お
い
て
も
、
次
に
挙
げ
る
「
時
雨
」
八
番
の
よ
う
に
、
そ
の
判
定
理
由
は
異
な
っ
て

い
る
場
合
が
見
ら
れ
る
。

八
番
（
時
雨
）

左

両
判
持

盛
方
朝
臣

(
マ
マ)

(

４)

［
神
無
月
み
む
ろ
の
山
の
も
み
ぢ
ば
も
色
に
出
ぬ
べ
く
ふ
る
し
ぐ
れ
か
な
］
（

）

＊

15

［
右

忠
隆
朝
臣
］

神
な
月
し
ぐ
れ
て
わ
た
る
た
び
ご
と
に
生
田
の
杜
を
お
も
ひ
こ
そ
や
れ
（

）
16

俊
云
、
前
哥
、「
か
み
な
月
」
と
は
月
次
の
月
な
り
。「
み
む
ろ
山
」
と
て
「
か
み
な
月
」
と
い
は
ん
こ
と
お
ぼ
つ
か
な
し
。
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証
哥
や
あ
ら
ん
。
五
も
じ
の
六
字
あ
る
、
七
も
じ
の
八
字
あ
る
は
つ
ね
の
事
な
り
。
そ
れ
は
き
ゝ
よ
き
に
つ
き
て
よ
む
な

り
。
是
は
あ
ら
は
に
あ
ま
り
た
り
と
き
こ
ゆ
れ
ば
、
い
か
ゞ
あ
る
べ
か
ら
ん
。
次
哥
は
ふ
る
き
こ
と
ゝ
こ
そ
見
給
れ
。
か

れ
は
お
ぼ
つ
か
な
き
こ
と
お
ほ
し
。
こ
れ
は
ふ
る
な
れ
ば
、
お
な
じ
ほ
ど
の
こ
と
に
や
。

基
云
、
此
哥
、
い
づ
れ
も
あ
し
く
は
見
え
侍
ら
ね
ば
、
持
と
や
は
べ
る
べ
か
ら
ん
。

＊

番
歌
お
よ
び
「
右

忠
隆
朝
臣
」
―
底
本
欠
。
二
類
本
に
よ
り
補
っ
た
。
第
一
章
第
二
節
参
照
。

15

こ
の
番
で
は
、
判
定
は
と
も
に
持
で
あ
る
が
、
俊
頼
は
左
右
と
も
に
よ
く
な
い
た
め
に
持
と
す
る
一
方
で
、
基
俊
は
左
右
と
も
に

悪
く
な
い
た
め
に
持
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
、
判
定
結
果
が
同
じ
で
も
判
定
理
由
が
異
な
る
番
も
、
こ
の
番
を
含
め
五
番
に
の

ぼ
る
（
「
時
雨
」
七
番
・
同
十
一
番
・
「
残
菊
」
二
番
・
「
恋
」
七
番
）
。
総
じ
て
、
当
該
歌
合
に
お
け
る
俊
頼
と
基
俊
の
判
定
は
大
き

く
異
な
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
改
め
て
考
え
て
み
る
と
、
こ
の
よ
う
に
判
者
二
名
の
判
定
が
異
な
っ
て
い
る
場
合
、
当
座
で
は
ど
の
よ
う
に
判
定
が
な

さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。
各
判
者
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
は
、
実
際
の
披
講
・
難
陳
・
評
定
の
場
に
お
い
て
は
、

ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
考
え
る
た
め
に
、
ま
ず
は
忠
通
家
と
い
う
「
場
」
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

萩
谷
朴
氏
は
忠
通
家
で
の
歌
合
全
体
に
つ
い
て
、
他
家
の
歌
合
に
は
ほ
と
ん
ど
出
詠
し
て
い
な
い
者
が
参
加
者
と
し
て
名
を
連
ね

て
い
る
点
か
ら
、
「
人
的
構
成
の
面
に
お
い
て
、
特
殊
な
グ
ル
ー
プ
を
形
成
す
る
閉
鎖
的
な
も
の
で
あ
っ
た
」
と
指
摘
す
る
（
『
歌
合

大
成
』
二
七
五
「
構
成
内
容
」
項
、
一
七
三
六
頁
）
。
そ
し
て
、
当
該
歌
合
の
「
両
判
」
と
い
う
形
態
に
つ
い
て
は
、
「
二
人
の
判
者

が
、
均
等
に
対
立
し
て
、
各
自
の
立
場
か
ら
別
個
の
判
定
を
下
す
」
も
の
と
し
、
「
歌
合
当
座
に
お
い
て
は
、
左
右
の
方
人
の
任
意

な
る
衆
議
判
の
中
に
お
い
て
、
自
ず
と
対
立
す
る
意
見
の
そ
れ
ぞ
れ
に
立
っ
て
、
俊
頼
と
基
俊
と
が
指
導
的
な
意
見
を
述
べ
、
勝
負

の
決
を
与
え
た
」
、
「
一
種
の
後
日
判
と
し
て
、
各
自
の
判
詞
を
整
理
し
提
出
し
」
た
も
の
で
あ
っ
た
と
論
じ
た
（
『
歌
合
大
成
』
二

九
六
「
史
的
評
価
」
項
、
一
八
四
二
頁
）
。

一
方
、
鳥
井
千
佳
子
氏
は
、
忠
通
家
で
の
歌
合
が
閉
鎖
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
萩
谷
氏
の
指
摘
に
は
同
意
し
つ
つ
も
、
当
該
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歌
合
に
つ
い
て
は
異
な
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
主
催
者
で
あ
る
忠
通
が
出
詠
名
を
「
女
房
」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
忠
通
の
身

分
を
隠
す
意
図
が
明
白
で
あ
る
と
し
て
、
忠
通
と
親
し
い
者
だ
け
が
集
ま
っ
た
そ
れ
ま
で
の
閉
鎖
的
な
歌
合
と
は
異
な
っ
た
、
開
か

れ
た
「
〈
よ
そ
ゆ
き
〉
の
歌
合
」
で
あ
っ
た
と
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
「
女
房
」
（
忠
通
）
の
歌
に
対
す
る
判
定
態
度
が
、
俊
頼

と
基
俊
と
で
異
な
っ
て
い
る
（
俊
頼
に
は
忠
通
へ
の
配
慮
が
見
ら
れ
る
が
、
基
俊
に
は
そ
の
形
跡
が
な
い
）
こ
と
を
指
摘
し
、
忠
通

が
「
女
房
」
の
名
で
出
詠
す
る
こ
と
は
、
基
俊
に
は
事
前
に
知
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
す
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
鳥
井
氏
は
、
両
判
者
を
「
均
等
に
対
立
し
」
た
立
場
で
あ
る
と
す
る
萩
谷
氏
説
に
対
し
、
基
俊
は
い
わ
ば
「
ゲ
ス
ト
」
な
の
で
あ

り
、
忠
通
家
歌
壇
の
指
導
的
立
場
に
あ
っ
た
俊
頼
と
は
立
場
が
異
な
っ
て
い
た
と
論
じ
た
。

(

５)

し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
忠
通
家
の
歌
合
全
体
を
概
観
す
る
と
、
俊
頼
と
基
俊
の
活
動
歴
は
、
当
該
歌
合
の
時
点
で
は
必
ず

し
も
多
い
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
当
該
歌
合
に
お
け
る
俊
頼
と
基
俊
の
位
置
づ
け
は
、
い
ま
だ
十
分
に
考
察
さ
れ
て
い
な

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
で
は
、
忠
通
家
で
の
歌
合
に
お
い
て
、
俊
頼
と
基
俊
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
立
場
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
忠
通
家
で
催

さ
れ
た
歌
合
は
、
二
十
巻
本
類
聚
歌
合
・
巻
第
十
二
の
巻
頭
目
録
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
忠
通
は
生
涯
に
少
な

く
と
も
十
二
度
の
歌
合
を
催
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ら
の
歌
合
と
判
者
、
お
よ
び
俊
頼
・
基
俊
の
参
加
状
況
を
一
覧
し
た
の
が
、

次
の
〈
表
２
〉
で
あ
る
（
当
該
歌
合
は
網
掛
け
で
示
し
た
）
。

(

６)

〈
表
２
〉
忠
通
家
で
催
さ
れ
た
歌
合
の
一
覧

＊
証
本
が
伝
存
し
て
い
る
歌
合
は
ゴ
シ
ッ
ク
で
示
し
た
。

＊
「
判
者
」
項
に
は
、
務
め
た
こ
と
が
確
実
な
者
の
み
を
掲
げ
た
。
判
詞
が
伝
存
し
な
い
も
の
は
四
角
で
囲
み
、
判
者
未
詳
の
も
の
は
「
未
詳
」
と
し
た
。

＊
「
俊
頼
」
・
「
基
俊
」
各
項
の
記
号
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
意
を
表
す
。
○
…
歌
人
と
し
て
の
み
出
詠
、
◎
…
歌
人
と
し
て
出
詠
し
判
者
も
務
め
る
、

●
…
歌
人
と
し
て
出
詠
せ
ず
判
者
の
み
務
め
る
、
△
…
他
の
文
献
か
ら
出
詠
し
た
可
能
性
が
推
定
で
き
る
、×

…
不
参
加
、
？
…
出
詠
未
詳
。
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歌
合
名
称

判
者

俊
頼

基
俊

永
久
三
年
（
一
一
一
五
）
十
月
廿
六
日
内
大
臣
忠
通
前
度
歌
合

未
詳

×
×

275

永
久
三
年
（
一
一
一
五
）
十
月
廿
六
日
内
大
臣
忠
通
後
度
歌
合

未
詳

×
×

276

永
久
五
年
（
一
一
一
七
）
五
月
九
日
内
大
臣
忠
通
歌
合

未
詳

？

？

291

永
久
五
年
（
一
一
一
七
）
五
月
十
一
日
内
大
臣
忠
通
歌
合

未
詳

△

？

292

元
永
元
年
（
一
一
一
八
）
十
月
二
日
内
大
臣
忠
通
歌
合

俊
頼
・
基
俊

◎

◎

296

元
永
元
年
（
一
一
一
八
）
十
月
十
一
日
内
大
臣
忠
通
歌
合

俊
頼

●

×

297

元
永
元
年
（
一
一
一
八
）
十
月
十
三
日
内
大
臣
忠
通
歌
合

俊
頼

●

×

298

元
永
元
年
（
一
一
一
八
）
十
月
十
八
日
内
大
臣
忠
通
歌
合

未
詳

？

？

299

元
永
二
年
（
一
一
一
九
）
七
月
十
三
日
内
大
臣
忠
通
歌
合
※

顕
季
（
初
）
・
（
俊
頼
（
追
）
）

●

○

300

〔
元
永
元
―
二
年
秋
〕
内
大
臣
忠
通
歌
合

未
詳

？

？

301

保
安
二
年
（
一
一
二
一
）
九
月
十
二
日
関
白
内
大
臣
忠
通
歌
合

基
俊

○

◎

305

大
治
元
年
（
一
一
二
六
）
八
月
摂
政
左
大
臣
忠
通
歌
合

俊
頼

◎

×

315
※

は
伝
本
に
よ
っ
て
顕
季
に
よ
る
初
判
と
、
別
人
に
よ
る
追
判
が
存
し
て
い
る
本
が
あ
る
が
、
追
判
者
に
つ
い
て
は
基
俊
と
も
俊
頼
と
も
諸
説
あ
る
。

(

７)

300稿
者
は
、
判
詞
の
内
容
・
表
現
・
文
体
か
ら
見
て
、
俊
頼
説
が
最
も
蓋
然
性
が
高
い
と
考
え
る
（
第
四
章
参
照
）
。

こ
こ
か
ら
わ
か
る
の
は
、
俊
頼
も
基
俊
も
、
当
該
歌
合

以
前
に
は
、
忠
通
家
で
の
歌
合
に
参
加
し
た
形
跡
が
ほ
ぼ
な
い
と
い
う

296

こ
と
で
あ
る
。
忠
通
家
の
最
初
期
の
歌
合
で
あ
る

・

は
、
俊
頼
・
基
俊
と
も
に
参
加
が
認
め
ら
れ
な
い
。

は
証
本
が
伝
存
し

(

８)

275

276

291

て
お
ら
ず
、
二
十
巻
本
の
巻
頭
目
録
に
よ
っ
て
存
在
が
知
ら
れ
る
の
み
の
歌
合
で
、
出
詠
歌
人
は
不
明
で
あ
る
。

は
、
二
十
巻
本

292
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の
断
簡
に
よ
っ
て
歌
三
首
が
知
ら
れ
る
が
、
そ
こ
か
ら
は
俊
頼
・
基
俊
の
参
加
が
確
認
で
き
な
い
。
た
だ
し
『
歌
合
大
成
』
は
、
俊

頼
に
つ
い
て
、
『
後
葉
集
』
の
次
の
一
首
を

で
の
詠
と
推
定
し
て
い
る
。

(

９)

292

関
白
前
太
政
大
臣
家
歌
合
に
、
さ
く
ら
を

俊
頼
朝
臣

心
あ
ら
ば
風
も
や
人
を
う
ら
み
ま
し
折
る
は
桜
の
を
し
か
ら
ぬ
か
は

（
『
後
葉
集
』
春
上
・

）
50

忠
通
家
の
歌
合
に
お
い
て

の
ほ
か
に
「
桜
」
題
が
出
題
さ
れ
た
歌
合
は
、
管
見
で
は
確
認
で
き
な
い
。
こ
の
歌
を

で
の
詠
と

(

１
０)

292

292

す
る
『
歌
合
大
成
』
の
推
定
を
ひ
と
ま
ず
信
用
す
る
と
、

に
俊
頼
が
出
詠
し
て
い
た
可
能
性
は
あ
ろ
う
。
し
か
し
い
ず
れ
に
し
て

292

も
、
俊
頼
も
基
俊
も
と
も
に
、
当
該
歌
合

の
時
点
で
は
、
忠
通
家
に
お
け
る
歌
合
で
の
活
動
歴
は
浅
い
と
い
う
こ
と
は
確
認
し
て

296

お
き
た
い
。
と
す
れ
ば
、
俊
頼
が
忠
通
家
歌
壇
の
「
指
導
的
立
場
」
に
あ
り
、
基
俊
が
「
ゲ
ス
ト
」
で
あ
っ
た
と
す
る
鳥
井
氏
説
は
、

(

１
１)

少
な
く
と
も
当
該
歌
合
に
限
っ
て
は
、
再
考
す
る
余
地
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
「
歌
合
へ
の
参
加
が
確
認
で
き
な
い
」
と
い
う
だ
け
で
あ
っ
て
、
忠
通
と
俊
頼
・
基
俊
と
の
文

学
的
交
流
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
忠
通
父
の
忠
実
に
対
し
て
は
、
俊
頼
は
天
永
二
年
（
一
一
一
一
）
か
ら
翌
年
ま
で
に
、
忠

実
女
（
後
の
高
陽
院
泰
子
、
忠
通
同
母
姉
）
の
后
が
ね
教
育
の
た
め
に
『
俊
頼
髄
脳
』
を
献
上
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
基
俊

(

１
２)

も
ま
た
、
康
和
三
年
（
一
一
〇
一
）
十
月
二
十
日
・
同
年
十
二
月
十
六
日
に
忠
実
と
和
歌
に
つ
い
て
談
じ
た
記
録
が
あ
る
。

(

１
３)

忠
通
家
で
の
文
学
活
動
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
年
次
不
明
の
も
の
も
多
い
が
、
当
該
歌
合
に
先
立
つ
も
の
で
最
も
早
い
記
録
を

た
ど
る
と
、
俊
頼
は
天
永
元
年
（
一
一
一
〇
）
～
永
久
三
年
（
一
一
一
五
）
の
間
に
忠
通
家
の
郭
公
十
首
歌
会
に
参
加
し
て
い
る
と

思
わ
れ
、
基
俊
は
天
永
二
年
（
一
一
一
一
）
十
月
五
日
に
忠
通
主
催
の
詩
会
（
作
文
始
）
に
出
席
し
て
い
る
記
録
が
あ
る
。
た
だ
し

(

１
４)

(

１
５)

歌
合
に
限
っ
て
い
え
ば
、
両
者
と
も
に
当
該
歌
合
が
初
め
て
の
参
加
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

ま
た
、
〈
表
２
〉
で
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
当
該
歌
合
以
前
の
忠
通
家
に
お
け
る
歌
合
は
、
す
べ
て
判
者
が
未
詳
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
歌
合
は
勝
負
付
も
判
詞
も
伝
わ
ら
ず
、
お
そ
ら
く
披
講
後
に
は
判
定
が
な
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
記
録
と

し
て
は
残
っ
て
い
な
い
。
も
ち
ろ
ん
資
料
的
な
制
約
も
あ
り
断
言
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
す
な
わ
ち
当
該
歌
合
は
、
忠
通
家
で
の
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歌
合
に
お
い
て
（
確
認
で
き
る
範
囲
で
）
初
め
て
、
記
録
に
残
る
形
で
判
定
を
行
っ
た
歌
合
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
当

該
歌
合
以
降
の
忠
通
家
の
歌
合
は
、
判
者
を
招
い
て
判
詞
を
提
出
さ
せ
、
記
録
を
残
す
と
い
う
形
式
が
踏
襲
さ
れ
て
い
く
。
そ
の
意

味
で
、
当
該
歌
合
は
忠
通
家
に
お
い
て
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
俊
頼
・
基
俊
と
い
う
当
代
を
代
表
す
る
歌
人
が
参
加
し

て
い
る
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
偶
然
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

俊
頼
は
当
該
歌
合
ま
で
に
、
康
和
二
年
（
一
一
〇
〇
）
四
月
二
十
八
日
宰
相
中
将
国
信
歌
合
（
『
歌
合
大
成
』

、
以
下
カ
ッ
コ

242

内
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
『
歌
合
大
成
』
番
号
）
で
衆
議
判
を
ま
と
め
た
判
詞
を
執
筆
し
た
ほ
か
、
長
治
元
年
（
一
一
〇
四
）
五
月
二

十
六
日
左
近
衛
権
中
将
俊
忠
歌
合
（

）
、
自
身
で
催
し
た
長
治
二
年
（
一
一
〇
二
）
俊
頼
女
子
達
歌
合
（

）
、
『
袋
草
紙
』
が
伝

249

253

え
る
天
仁
二
年
（
一
一
〇
九
）
十
月
右
兵
衛
督
師
頼
歌
合
（

）
の
判
者
を
務
め
て
い
る
。
元
永
期
に
は
す
で
に
判
者
と
し
て
の
地

260

位
を
築
い
て
い
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
一
方
で
基
俊
は
、
当
該
歌
合
以
前
に
は
、
永
久
四
年
（
一
一
一
六
）
八
月
十
五
日
雲
居
寺

結
縁
経
後
宴
歌
合
（

）
で
判
者
を
務
め
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
み
で
、
そ
の
活
動
歴
は
ま
だ
浅
い
と
い
え
る
。
し
か
し
、
国
信

287

歌
合
（

）
に
お
い
て
の
ち
に
衆
議
判
に
対
す
る
戯
評
を
記
し
、
師
頼
歌
合
（

）
も
『
袋
草
紙
』
に
よ
れ
ば
基
俊
が
「
難
判
」
を

242

260

加
え
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
判
者
と
し
て
も
基
俊
が
俊
頼
と
並
び
立
つ
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
は
推
認
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
俊
頼
に
や
や
一
日
の
長
が
あ
る
と
は
い
え
、
両
者
と
も
当
代
に
お
い
て
は
歌
合
の
判
者
を
務
め
る
べ
き
人
物
と
し
て
見

な
さ
れ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。
忠
通
は
両
者
に
そ
の
よ
う
な
立
場
を
期
待
し
、
当
該
歌
合
に
招
聘
し
た
と
い
う
こ
と
が
、
ま
ず
は

考
え
ら
れ
よ
う
。

第
二
節

俊
頼
・
基
俊
の
判
詞

そ
れ
で
は
、
具
体
的
に
当
該
歌
合
の
両
者
の
判
詞
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
さ
き
に
二
十
巻
本
冒
頭
の
催
行
記
録
で
確
認
し
た
よ
う

に
、
当
該
歌
合
は
披
講
の
際
、
番
ご
と
に
難
陳
が
行
わ
れ
た
。
つ
ま
り
、
両
判
者
は
そ
の
難
陳
を
受
け
て
判
詞
を
執
筆
し
た
こ
と
に

な
る
わ
け
だ
が
、
で
は
俊
頼
・
基
俊
は
、
当
座
で
の
難
陳
を
ど
の
よ
う
に
判
詞
に
取
り
入
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
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俊
頼
と
基
俊
そ
れ
ぞ
れ
の
判
詞
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
浅
田
徹
氏
に
論
文
が
あ
る
。
浅
田
氏
は
、
俊
頼
の
判
詞
の
特
徴
と
し
て
、

(

１
６)

当
座
で
の
難
陳
を
克
明
に
記
録
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
挙
げ
た
。
一
方
で
基
俊
の
判
詞
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
と
は
対
照
的
に
、
当
座

の
記
録
が
清
書
判
詞
で
は
ま
っ
た
く
記
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
指
摘
す
る
（
た
だ
し
当
該
歌
合
を
直
接
に
対
象
と
し
た
考
察

で
は
な
い
）
。
さ
ら
に
浅
田
氏
は
、
当
該
歌
合
を
含
む
元
永
期
以
降
、
後
日
判
の
形
式
が
多
く
な
り
当
座
の
意
義
が
薄
れ
た
た
め
に
、

俊
頼
は
当
座
の
記
録
と
い
う
判
詞
の
様
式
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
指
摘
す
る
。
し
か
し
、
当
座
の
記
録
と
い
う
特
徴
は
、
当

該
歌
合
に
も
少
な
か
ら
ず
当
て
は
ま
る
。

白
妙
の
霜
夜
に
お
き
て
み
つ
れ
共
う
つ
ろ
ふ
菊
は
ま
が
は
ざ
り
け
り

（
「
残
菊
」
四
番
左

・
雅
兼
、
俊
負
／
基
持
）

31

俊
云
、
前
哥
、
月
も
な
く
、
星
も
な
く
て
、
よ
る
霜
に
ま
が
ふ
ら
ん
事
か
た
し
。
人
〴
〵
申
さ
れ
し
も
、
さ
る
あ
る
こ
と

(

１
７)

ゝ
き
こ
ゆ
。
…
…

基
云
、
此
哥
は
、
「
白
妙
の
霜
夜
に
お
き
て
」
な
ど
よ
め
る
、
す
こ
し
い
ひ
な
れ
た
る
を
、
「
う
つ
ろ
ふ
菊
は
ま
が
は
ざ
り

け
り
」
と
よ
め
る
、
う
つ
ろ
ひ
な
ん
き
く
を
、
霜
い
か
ゞ
ま
が
は
す
べ
き
。
…
…

例
え
ば
こ
の
「
残
菊
」
四
番
で
は
、
当
座
の
難
陳
に
対
す
る
両
判
者
の
違
い
が
明
確
に
表
れ
て
い
る
。
俊
頼
は
左
歌
を
負
、
基
俊

は
持
と
す
る
が
、
俊
頼
は
左
歌
を
負
と
す
る
根
拠
を
当
座
の
難
陳
か
ら
挙
げ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
月
や
星
も
な
い
の
に
、
白
菊
と
霜

と
を
見
間
違
え
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
批
判
を
、
「
人
〴
〵
申
さ
れ
し
」
と
当
座
で
の
発
言
で
あ
る
こ
と
を

明
示
し
て
引
用
し
、
そ
の
の
ち
に
俊
頼
自
身
の
意
見
と
し
て
「
さ
る
あ
る
こ
と
」
と
当
座
の
意
見
に
賛
同
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し

か
し
基
俊
は
、
そ
も
そ
も
紫
に
変
色
し
た
菊
な
の
だ
か
ら
、
霜
と
見
間
違
え
る
こ
と
な
ど
あ
る
は
ず
は
な
い
と
、
左
歌
の
趣
向
自
体

を
ご
く
当
然
の
こ
と
と
言
う
の
み
で
あ
る
。
俊
頼
が
引
く
発
言
に
よ
れ
ば
、
当
座
で
問
題
と
な
っ
た
の
は
月
や
星
と
い
っ
た
光
源
の

有
無
で
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、
そ
う
し
た
点
は
基
俊
判
で
は
一
切
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
基
俊
判
に
お
い
て
、
当
座
で
の
発
言
は

完
全
に
無
視
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
番
は
他
に
も
あ
る
。
当
該
歌
合
の
俊
頼
判
に
は
、
衆
議
を
記
録
し
た
と
目
さ
れ
る
「
人
々
申
さ
る
」
云
々
と
い
っ
た



- 56 -

表
現
が
、
「
残
菊
」
四
番
を
含
め
て
五
箇
所
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
五
箇
所
の
基
俊
判
で
は
い
ず
れ
も
当
座
の
意
見
に
は
触
れ
ら
れ
な

(

１
８)

い
。
そ
の
う
ち
二
例
を
次
に
挙
げ
る
。

Ａ
を
の
づ
か
ら
残
れ
る
菊
を
初
霜
は
我
を
け
ば
と
ぞ
思
ふ
べ
ら
な
る

（
「
残
菊
」
一
番
右

・
俊
頼
、
俊
負
／
基
負
）

26

俊
云
、
…
…
後
哥
に
「
べ
ら
な
る
」
と
い
へ
る
事
は
、
世
の
す
ゑ
に
は
き
ゝ
も
つ
か
ず
、
と
人
〴
〵
申
さ
る
れ
共
、
さ
る
こ＊

と
［
ゝ
］
き
こ
ゆ
と
て
、
左
の
勝
と
す
。

基
云
、
…
…
［
次
］
哥
の
「
を
の
づ
か
ら
の
こ
れ
る
き
く
」
な
ど
い
へ
る
、
は
て
の
「
べ
ら
な
る
」
も
、
い
か
な
る
こ
と

＊

の
も
じ
つ
ゞ
き
に
か
あ
ら
ん
も
、
聞
な
れ
ぬ
様
に
お
ぼ
ゆ
れ
ば
、
…
…

＊
こ
と
ゝ
―
底
本
「
こ
と
か
」
。
誤
写
と
み
て
校
訂
し
た
。
＊
次
哥
―
底
本
「
哥
」
。
誤
脱
と
み
て
「
次
」
を
補
っ
た
。

Ｂ
霜
が
れ
の
菊
な
か
り
せ
ば
い
と
ゞ
し
く
冬
の
籬
や
さ
び
し
か
ら
ま
し

（
「
残
菊
」
七
番
左

・
定
信
、
俊
負
基
勝
）

37

俊
云
、
前
哥
、
菊
な
り
と
も
、［
霜
］
が
れ
な
ん
の
ち
は
冬
の
ま
が
き
の
さ
び
し
か
ら
ざ
ら
ん
事
は
い
か
ゞ
有
べ
か
ら
ん
、

＊

と
人
々
申
さ
れ
し
が
、
さ
も
や
あ
る
べ
か
ら
ん
。
冬
も
ふ
か
く
な
り
て
ぞ
、
き
く
は
見
所
な
く
な
ら
め
。
あ
さ
か
ら
ん
程

は
、
な
ど
か
さ
も
よ
ま
ざ
ら
ん
と
ぞ
き
こ
ゆ
る
。
…
…

基
云
、
［
左
右
］
お
な
じ
け
れ
ど
、
冬
の
ま
が
き
さ
び
し
か
ら
ん
と
い
へ
る
ぞ
、
げ
に
さ
も
や
と
見
え
給
ふ
る
。

＊

＊
霜
が
れ
な
ん
―
底
本
「
か
れ
な
ん
」
。
誤
脱
と
み
て
「
霜
」
を
補
っ
た
。
＊
左
右
―
底
本
「
さ
様
」
。
文
意
を
勘
案
し
て
校
訂
し
た
。

は
じ
め
の
Ａ
「
残
菊
」
一
番
で
は
、
右
歌
の
「
べ
ら
な
る
」
を
め
ぐ
っ
て
、
当
座
で
は
「
き
ゝ
も
つ
か
ず
」
と
い
う
批
判
が
出
さ

れ
た
。
俊
頼
は
そ
れ
に
対
し
て
や
は
り
「
さ
る
こ
と
ゝ
き
こ
ゆ
」
と
同
意
を
示
し
、
自
身
の
歌
で
も
あ
る
右
歌
を
負
と
し
て
い
る
（
も

ち
ろ
ん
こ
れ
は
多
分
に
謙
遜
を
含
ん
で
い
よ
う
）
。
一
方
で
基
俊
も
「
べ
ら
な
る
」
を
問
題
視
す
る
が
、
そ
こ
で
は
当
座
で
の
批
判

に
は
触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
あ
く
ま
で
も
自
身
の
意
見
と
し
て
表
明
し
て
い
る
よ
う
に
読
め
る
。
Ｂ
の
「
残
菊
」
七
番
に
お
い
て
も

そ
れ
は
同
様
で
、
俊
頼
判
が
当
座
の
発
言
を
引
用
し
て
同
意
を
示
し
、
左
歌
を
批
判
す
る
の
と
は
対
照
的
に
、
基
俊
判
は
当
座
で
の

発
言
に
は
ま
っ
た
く
触
れ
て
い
な
い
。
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こ
の
よ
う
に
、
俊
頼
判
が
挙
げ
る
当
座
で
の
発
言
は
、
基
俊
判
で
は
す
べ
て
に
お
い
て
黙
殺
さ
れ
て
い
る
。
基
俊
は
判
詞
を
執
筆

す
る
際
、
た
と
え
そ
れ
が
当
座
で
の
発
言
に
拠
る
見
解
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
よ
う
に
は
明
示
せ
ず
、
自
身
の
考
え
と
同
様
に
扱
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
点
で
は
、
当
座
で
の
難
陳
を
尊
重
し
て
記
録
し
て
い
る
俊
頼
の
加
判
態
度
と
は
対
照
的
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

(

１
９)

さ
て
、
次
に
挙
げ
る
「
恋
」
二
番
は
、
基
俊
が
失
考
を
し
て
い
る
と
さ
れ
る
番
で
あ
る
（
俊
頼
判
略
）
。

口
お
し
や
雲
ゐ
が
く
れ
に
す
む
た
つ
も
思
ふ
人
に
は
見
え
け
る
も
の
を

（
「
恋
」
二
番
左

・
俊
頼
、
俊
未
判
／
基
負
）

51

基
云
、
…
…
又
、
「
雲
ゐ
が
く
れ
に
す
む
た
づ
」
と
云
事
、
和
哥
に
い
ま
だ
見
出
し
侍
ら
ず
。
唐
の
文
の
中
に
や
、
と
う

た
が
は
れ
侍
る
。
若
、
世
説
と
云
文
に
、
「
鳴
鶴
日
下
」
と
い
へ
る
心
を
よ
ま
れ
た
る
に
や
。
次
の
句
に
、
「
あ
を
き
雲
を

ひ
ら
い
て
し
ろ
き
鶴
を
み
る
」
と
こ
そ
云
た
れ
。
「
雲
ゐ
が
く
れ
に
と
ぶ
」
な
ど
い
は
ん
事
こ
そ
侍
ら
め
、
「
鶴
」
と
い
ひ

な
が
ら
、
雲
の
中
に
す
み
侍
べ
き
こ
そ
。
「
淮
南
鶏
」
ぞ
、
雲
ゐ
に
は
い
り
侍
り
け
れ
。
又
、
若
は
「
つ
る
み
」
と
い
ふ

事
候
に
や
。
然
ば
、
源
近
公
相
鶴
経
と
云
文
に
、
「
つ
る
み
、
百
八
十
歳
に
て
雌
雄
あ
ひ
み
て
侍
ら
ん
」
と
い
ふ
事
は
侍

れ
。
さ
ら
ば
、
「
人
」
と
云
事
は
い
か
ゞ
可
謂
に
か
。
ま
た
、
「
雲
ゐ
が
く
れ
に
す
む
」
と
い
ふ
と
こ
ろ
も
な
け
れ
ば
、
こ

と
は
り
と
も
お
ぼ
え
ず
。
大
か
た
此
哥
、
詞
も
心
も
不
及
ぞ
見
給
る
。
…
…

こ
こ
で
基
俊
は
、
左
歌
の
「
た
つ
（
龍
）
」
を
「
た
づ
（
鶴
）
」
と
誤
解
し
て
お
り
、
そ
の
前
提
で
判
を
加
え
て
い
る
。
基
俊
は
ど

う
に
か
「
た
づ
（
鶴
）
」
で
左
歌
を
合
理
的
に
解
釈
し
よ
う
と
試
み
、
『
世
説
新
語
』
や
「
淮
南
鶏
」
（
『
神
仙
伝
』
劉
安
伝
に
拠
る
）
、

「
源
近
公
相
鶴
経
」
（
浮
丘
公
仮
託
『
相
鶴
経
』
か
）
を
引
き
、
鶴
の
伝
承
や
生
態
を
考
察
す
る
の
で
あ
る
が
、
結
局
は
納
得
の
い

く
解
釈
に
た
ど
り
つ
け
ず
、
「
詞
も
心
も
不
及
」
と
批
判
し
て
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
れ
は
『
無
名
抄
』
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
有
名
な
番
で
あ
る
が
、
こ
の
基
俊
の
失
考
は
ど
の
よ
う
な
状
況
下
で
生
じ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
そ
う
考
え
る
と
、
こ
の
判
詞
に
は
、
当
座
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ
た
の
か
を
示
唆
す
る
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

ま
ず
不
可
解
な
の
は
、
な
ぜ
基
俊
は
こ
の
よ
う
な
失
考
を
犯
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
谷
山
茂
氏
は
「
ま
ず
披
講
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者
が
『
た
づ
』
と
誤
読
し
た
か
」
と
注
し
て
お
り
、
確
か
に
そ
う
と
で
も
考
え
な
け
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
失
考
は
起
こ
り
え
な
い
だ

(

２
０)

ろ
う
（
あ
る
い
は
上
條
彰
次
氏
が
い
う
よ
う
に
、
清
濁
を
分
か
た
ず
、
清
音
の
み
で
読
み
上
げ
る
と
い
う
方
法
で
あ
っ
た
か
）
。
披

(

２
１)

講
の
実
態
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
と
に
か
く
判
詞
を
読
む
か
ぎ
り
、
基
俊
は
最
後
（
判
詞
執
筆
時
）
ま
で
、
自
身
の
誤
り
に
は
ま

っ
た
く
気
づ
い
て
い
な
い
。
少
な
く
と
も
、
基
俊
が
左
歌
を
「
た
づ
（
鶴
）
」
と
誤
解
し
、
そ
れ
が
訂
正
さ
れ
な
い
ま
ま
判
詞
を
書

い
て
い
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

そ
れ
は
つ
ま
り
、
当
座
に
お
い
て
は
、
基
俊
の
失
考
が
訂
正
さ
れ
る
機
会
は
最
後
ま
で
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の

こ
と
は
、
当
座
に
お
い
て
は
難
陳
が
行
わ
れ
た
の
み
で
、
最
終
的
な
勝
負
の
判
定
は
特
に
下
さ
れ
ず
に
終
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示

唆
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
『
無
名
抄
』
で
は
、
俊
恵
の
語
り
と
し
て
こ
の
一
件
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
描
か
れ
て
い
る
の
は
「
思
ひ

は
か
り
も
な
く
、
人
の
こ
と
を
難
ず
る
癖
」
が
あ
る
と
い
う
基
俊
の
姿
で
あ
る
。

俊
恵
云
、
「
法
性
寺
殿
に
て
歌
合
あ
り
け
る
に
、
俊
頼
、
基
俊
ふ
た
り
、
判
者
に
て
、
名
を
隠
し
て
当
座
に
判
し
け
る
に
、
…

…
こ
れ
を
基
俊
、
鶴
と
心
得
て
、
『
鶴
、
沢
に
こ
そ
す
め
。
雲
ゐ
に
す
む
こ
と
や
は
あ
る
』
と
難
じ
て
、
負
け
に
な
し
て
け
り
。

さ
れ
ど
俊
頼
、
そ
の
座
に
は
こ
と
ば
も
加
へ
ず
。
そ
の
時
、
殿
下
、
『
こ
よ
ひ
の
判
の
詞
、
お
の
〳
〵
書
き
て
参
ら
せ
よ
』
と

被
仰
け
る
時
な
ん
、
俊
頼
朝
臣
、
『
こ
れ
は
鶴
に
は
あ
ら
ず
、
龍
な
り
。
か
の
某
と
か
ゞ
、
た
つ
を
見
む
と
思
へ
る
心
ざ
し
深

か
り
け
る
に
よ
り
、
彼
が
た
め
に
現
は
れ
て
見
え
た
り
し
事
の
侍
を
、
よ
め
る
な
り
』
と
書
き
た
り
け
る
。
…
…
」
。

（
「
基
俊
僻
難
す
る
事
」
・
二
〇
六
～
二
〇
七
頁
）

注
意
さ
れ
る
の
は
傍
線
部
の
、
当
該
歌
合
の
判
詞
が
ど
の
よ
う
に
成
立
し
た
か
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

基
俊
の
誤
解
に
対
し
て
俊
頼
は
無
言
を
貫
い
た
こ
と
、
判
詞
自
体
は
殿
下
（
忠
通
）
の
命
に
よ
っ
て
後
日
提
出
し
た
こ
と
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
現
存
の
俊
頼
判
詞
に
、
俊
恵
が
い
う
「
こ
れ
は
…
…
」
以
下
の
文
言
は
存
在
せ
ず
、
『
無
名
抄
』
が
ど
こ
ま
で
真
実
を

語
っ
て
い
る
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
重
要
な
の
は
「
当
座
に
判
し
け
る
」
と
あ
る
一
方
で
、
少
な
く
と
も
俊
頼
に
と
っ
て
は
、
忠
通
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の
命
を
受
け
た
時
、
す
な
わ
ち
判
詞
こ
そ
が
最
終
的
な
判
定
の
場
と
認
識
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
当
座
で
も
左
右
の
方

人
が
そ
れ
ぞ
れ
に
自
陣
の
勝
を
主
張
し
あ
う
の
で
あ
ろ
う
し
、
「
当
座
に
判
し
け
る
」
と
は
そ
の
よ
う
な
場
で
の
行
為
を
い
う
で
あ

(

２
２)

ろ
う
か
ら
、
基
俊
も
当
座
で
の
判
定
が
最
終
的
な
も
の
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
当
座
で
の
難
陳
を
判

詞
に
お
い
て
は
排
除
す
る
姿
勢
が
明
確
な
基
俊
の
場
合
、
判
詞
で
の
判
定
は
「
当
座
に
判
し
け
る
」
も
の
と
そ
う
大
差
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
の
よ
う
な
披
講
の
あ
り
方
を
想
定
す
る
と
、
俊
頼
・
基
俊
の
両
者
は
、
当
座
の
場
に
お
い
て
は
明
確
に
「
判
者
」
と
は
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
二
十
巻
本
冒
頭
の
催
行
記
録
に
よ
れ
ば
、
当
座
に
お
い
て
二
人
は
「
上

首
」
と
な
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
い
か
な
る
存
在
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
語
が
歌
合
に
用
い
ら
れ
た
例
と
し
て
は
、
長
元
八
年
（
一
〇

三
五
）
五
月
十
六
日
賀
陽
院
水
閣
歌
合
（
『
歌
合
大
成
』

「

―
関
白
左
大
臣
頼
通
歌
合
」
）
の
漢
文
日
記
に
用
例
が
見
え
る
。

(

２
３)

123

…
…
以
蔵
人
頭
左
中
弁
経
輔
朝
臣
為
左
右
頭
、
以
右
近
衛
中
将
俊
家
朝
臣
為
右
方
頭
。
方
人
之
中
、
依
無
蔵
人
頭
、
推
而
為
上

方
歟

首
也
。
…
…

こ
れ
は
、
左
右
の
方
人
の
「
頭
」
、
す
な
わ
ち
リ
ー
ダ
ー
を
決
め
て
い
る
文
脈
で
あ
る
。
左
方
は
蔵
人
頭
の
経
輔
が
選
ば
れ
、
右

方
は
俊
家
が
「
頭
」
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
蔵
人
頭
が
方
人
の
中
に
い
な
か
っ
た
た
め
、
「
推
し
て
上
首
と
為
す
」
結
果
で
あ
っ
た
。

こ
こ
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
こ
の
時
点
で
は
蔵
人
頭
を
「
頭
」
と
す
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
ら
し
い
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
「
頭
」

と
「
上
首
」
が
ほ
ぼ
同
義
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
上
首
」
と
は
、
左
右
の
方
人
の
リ
ー
ダ
ー
格
と

い
う
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
「
上
首
」
の
語
は
、
歌
合
に
お
い
て
は
本
章
で
挙
げ
た
二
例
の
ほ
か
に
見
出
す
こ
と
が
で

き
ず
、
当
該
歌
合
で
も
「
上
首
」
は
方
人
の
リ
ー
ダ
ー
、
す
な
わ
ち
「
疑
難
詞
」
を
献
じ
、
難
陳
を
主
導
す
る
者
と
い
う
意
味
で
の

み
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
つ
ま
り
、
俊
頼
と
基
俊
は
、
当
座
で
は
ま
だ
「
判
者
」
と
い
う
立
場
に
置
か
れ
て
は
い
な

か
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
当
座
に
お
い
て
最
終
的
な
判
定
は
下
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
『
無
名
抄
』
が
い
う
よ
う
に
、
忠
通
が
俊
頼

と
基
俊
に
判
詞
を
提
出
を
命
じ
た
こ
と
で
、
二
人
は
初
め
て
「
判
者
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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第
三
節

「
両
判
歌
合
」
の
意
義

前
節
で
見
た
よ
う
に
、
当
該
歌
合
の
よ
う
な
「
両
判
歌
合
」
で
は
、
当
然
な
が
ら
判
者
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
が
大
き
く
対
立
す
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
よ
う
。
そ
も
そ
も
な
ぜ
「
両
判
歌
合
」
と
い
う
行
事
形
態
が
選
択
さ
れ
た
の
か
と
い
う
問
題
は
、
こ
の
点
に
収
斂
し

て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

で
は
、
「
両
判
歌
合
の
嚆
矢
」
と
評
さ
れ
る
当
該
歌
合
で
あ
る
が
、
こ
れ
以
降
「
両
判
歌
合
」
は
ど
の
よ
う
な
展
開
を
た
ど
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
歌
合
史
で
の
位
置
づ
け
を
確
認
し
た
い
。

こ
こ
で
は
、
追
判
等
も
含
め
て
、
判
者
が
複
数
い
る
歌
合
の
場
合
を
考
え
る
。
範
囲
は
ひ
と
ま
ず
平
安
期
ま
で
に
絞
り
、
複
数
判

者
に
よ
る
歌
合
に
つ
い
て
、
判
者
が
披
講
の
場
に
同
席
し
て
い
る
か
否
か
を
一
覧
に
し
た
も
の
が
、
次
の
〈
表
３
〉
で
あ
る
（
当
該

(

２
４)

歌
合
は
網
掛
け
で
示
し
た
）
。

〈
表
３
〉
複
数
判
者
に
よ
る
歌
合
の
一
覧

＊
証
本
が
伝
存
し
て
い
る
歌
合
は
ゴ
シ
ッ
ク
で
示
し
た
。

＊
「
判
者
」
項
に
お
い
て
（

）
で
示
し
て
い
る
者
は
、
そ
の
よ
う
に
表
示
す
る
資
料
が
あ
る
が
、
現
在
の
研
究
に
お
い
て
は
判
者
を
務
め
た
と
は
考
え

に
く
い
者
で
あ
る
。

歌
合
名
称

判
者

同
席

長
保
五
年
（
一
〇
〇
三
）
五
月
十
五
日
左
大
臣
道
長
歌
合

公
任
（
・
斉
信
・
兼
澄
）

109

長
治
元
年
（
一
一
〇
四
）
五
月
廿
一
日
因
幡
守
重
隆
歌
合

為
房
・
時
範

？

248

元
永
元
年
（
一
一
一
八
）
十
月
二
日
内
大
臣
忠
通
歌
合

俊
頼
・
基
俊

○

296

元
永
二
年
（
一
一
一
九
）
七
月
十
三
日
内
大
臣
忠
通
歌
合

顕
季
・
俊
頼

×

300
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保
安
二
年
（
一
一
二
一
）
九
月
十
二
日
関
白
内
大
臣
忠
通
歌
合

基
俊
（
・
俊
頼
）

305

保
安
三
年
（
一
一
二
二
）
二
月
廿
日
無
動
寺
歌
合

俊
頼
・
基
俊

？

306

〔
天
治
元
年
（
一
一
二
四
）
春
〕
権
僧
正
永
縁
花
林
院
歌
合

基
俊
・
俊
頼

×
311

保
延
元
年
（
一
一
三
五
）
八
月
播
磨
守
家
成
歌
合

顕
仲
・
基
俊

？

331

久
安
五
年
（
一
一
四
九
）
七
月
山
路
歌
合

顕
輔
・
清
輔
？

345

永
暦
元
年
（
一
一
六
〇
）
七
月
太
皇
太
后
宮
大
進
清
輔
歌
合

通
能
・
二
条
天
皇

×

352

〔
嘉
応
元
年
（
一
一
六
九
）
四
月
〕
園
城
寺
長
吏
大
僧
正
覚
忠
歌
合

清
輔
・
頼
政
？

372

嘉
応
元
年
（
一
一
六
九
）
十
一
月
或
所
歌
合

清
輔
・
俊
成

？

375

元
暦
元
年
（
一
一
八
四
）
九
月
神
主
重
保
別
雷
社
後
番
歌
合

師
光
・
顕
昭

×

452
証
本
が
現
存
す
る
歌
合
を
順
に
見
て
い
く
と
、
ま
ず

は
二
十
巻
本
の
巻
頭
目
録
で
は
斉
信
・
公
任
・
兼
澄
の
三
名
に
よ
る
判
と

109

な
っ
て
い
る
が
、
同
じ
二
十
巻
本
の
内
題
下
に
は
「
斉
信
公
任
兼
澄
等
判
」
と
あ
り
、
傍
記
に
公
任
単
独
判
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ

判
者
右
衛
門
督
公
任

て
い
る
た
め
、
『
歌
合
大
成
』
が
い
う
よ
う
に
公
任
単
独
判
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

(

２
５)

は
二
十
巻
本
が
断
簡
に
よ
っ
て
伝
存
し
て
お
り
、
そ
の
冒
頭
部
分
に
「
判
者

為
房
朝
臣
／
時
範
朝
臣
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
複

248
数
判
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
歌
合
で
あ
る
（
な
お
為
房
は
主
催
者
で
あ
る
重
隆
の
父
に
あ
た
る
）
。
こ
れ
は
『
歌
合
大
成
』

が
唯
一
「
当
座
両
人
判
者
の
歌
合
」
と
し
て
い
る
も
の
で
も
あ
る
が
、
判
詞
は
現
存
せ
ず
、
当
座
判
か
後
日
判
か
も
ま
っ
た
く
不
明

(

２
６)

と
い
う
ほ
か
な
い
。
た
だ
し
、
現
存
す
る
断
簡
を
一
瞥
し
て
も
、
そ
の
範
囲
で
は
、
す
べ
て
の
番
に
お
い
て
勝
負
付
は
一
つ
し
か
付

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
為
房
・
時
範
の
判
定
が
食
い
違
っ
た
と
見
な
せ
る
例
は
見
当
た
ら
な
い
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
つ
ま
り
、
為
房
・
時
範
の
両
者
は
、
当
座
か
後
日
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
と
も
に
相
談
し
あ
う
な
ど
し
て
判
定
を
下
し

た
と
思
わ
れ
（
も
ち
ろ
ん
、
ど
ち
ら
か
一
方
が
主
で
、
も
う
一
方
が
従
と
い
う
関
係
で
判
定
が
な
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
）
、
い
わ
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ば
「
共
判
」
の
歌
合
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
当
該
歌
合

の
よ
う
に
、
判
者
両
名
が
別
個
に
判
定
を

296

下
す
形
の
「
両
判
」
で
は
な
か
っ
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

は
〈
表
２
〉
で
も
触
れ
た
が
、
顕
季
判
本
が
成
立
し
た
の
ち
、
別
に
俊
頼
の
手
に
な
る
と
思
わ
れ
る
追
判
が
付
さ
れ
た
も
の
で

300
あ
る
（
第
四
章
参
照
）
。
俊
頼
は
こ
の
歌
合
に
歌
人
と
し
て
は
出
詠
し
て
お
ら
ず
、
顕
季
と
俊
頼
と
が
披
講
の
場
に
同
席
し
て
い
た

こ
と
は
ま
ず
あ
り
え
な
い
。

は
、
『
袋
草
紙
』
に
よ
る
と
基
俊
俊
頼
両
判
と
さ
れ
る
が
、
夙
に
小
松
正
氏
が
論
じ
た
よ
う
に
こ
れ

(

２
７)

305

は
誤
り
で
、
現
在
で
は
基
俊
単
独
判
と
い
う
の
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
。

は
、
第
五
章
で
詳
し
く
触
れ
る
が
、
基
俊
判
本
（
奈
良

311

花
林
院
歌
合
）
と
俊
頼
判
本
（
永
縁
奈
良
房
歌
合
）
と
が
完
全
に
別
系
統
の
伝
本
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
歌
合
で
あ
る
（
成
立
の
先

後
関
係
に
は
諸
説
あ
り
）
。
俊
頼
と
基
俊
が
そ
れ
ぞ
れ
教
縁
（
俊
頼
孫
）
と
光
覚
（
基
俊
男
）
の
代
作
を
し
た
こ
と
が
伝
わ
っ
て
い

る
が
、
両
者
が
披
講
の
場
（
が
あ
っ
た
か
も
不
明
だ
が
）
に
同
席
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

は
、
催
行
や
加
判
の
詳
し
い
事
情

(

２
８)

352

に
つ
い
て
は
不
明
な
点
も
多
い
が
、
判
者
に
つ
い
て
は
冒
頭
に
「
判
者

左
近
少
将
通
能
朝
臣

重

勅
判
也
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

通
能
が
ま
ず
判
を
付
し
、
の
ち
に
二
条
天
皇
の
勅
判
を
仰
い
だ
こ
と
が
わ
か
る
。
通
能
が
披
講
の
場
に
い
た
か
は
不
明
だ
が
、
少
な

(

２
９)

く
と
も
二
条
天
皇
が
清
輔
家
に
出
向
き
披
講
に
立
ち
会
う
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
平
安
期
の
歌
合
に
お
い
て
、
複
数
の
判
者
が
披
講
の
場
に
同
席
し
、
な
お
か
つ
別
個
に
判
定
を
下
し
て
い
る
と
い

う
例
は
、
当
該
歌
合

の
ほ
か
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

296

証
本
が
伝
存
し
て
い
な
い
歌
合
に
つ
い
て
も
見
て
お
く
。

は
『
袋
草
紙
』
が
「
判
者
俊
頼
基
俊
」
と
し
て
載
せ
る
も
の
で
、
俊

306

頼
・
基
俊
の
両
判
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
『
袋
草
紙
』
は
歌
六
首
と
両
判
者
の
判
詞
逸
文
を
載
せ
、
ま
た
『
夫
木
抄
』
か
ら

さ
ら
に
三
首
を
集
成
で
き
る
が
、
催
行
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

は
『
八
雲
御
抄
』
が
二
人
判
の
歌
合
の
例
と
し
て
当
該
歌
合
と

(

３
０)

331

と
も
に
挙
げ
て
い
る
も
の
で
、
『
袋
草
紙
』
に
歌
二
首
と
両
判
者
の
判
詞
逸
文
が
あ
る
ほ
か
、
計
二
十
九
首
が
集
成
さ
れ
る
が
、
こ

(

３
１)

(

３
２)

れ
も
催
行
に
つ
い
て
の
詳
細
は
伝
わ
ら
な
い
。

は
『
夫
木
抄
』
か
ら
十
三
首
を
集
成
で
き
る
歌
合
で
あ
る
が
、
同

所
引
の
判
詞
は
判
者
を
「
清
輔
朝
臣
」
と
し
、
同

・

(

３
３)

345

5230

8445

15019
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所
引
の
判
詞
で
は
判
者
を
「
顕
輔
卿
」
と
す
る
こ
と
か
ら
、
顕
輔
・
清
輔
父
子
の
両
判
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
（
そ
う
で
あ
れ
ば

顕
輔
も
清
輔
も
知
ら
れ
る
か
ぎ
り
初
め
て
判
者
を
務
め
た
歌
合
で
あ
る
）
。
し
か
し
、
誤
写
の
可
能
性
も
否
定
で
き
ず
、
ま
た
『
歌

合
大
成
』
が
「
自
ら
判
者
の
座
を
占
め
な
が
ら
、
し
か
も
子
息
と
責
任
を
分
か
つ
と
い
う
よ
う
な
不
見
識
な
事
を
し
た
か
ど
う
か
が

疑
わ
れ
る
」
（
「
考
証
」
項
、
二
〇
九
三
頁
）
と
論
じ
て
い
る
よ
う
に
、
果
た
し
て
実
態
と
し
て
こ
の
よ
う
な
「
両
判
」
が
あ
り
え
た

か
ど
う
か
、
顕
輔
と
清
輔
の
関
係
性
を
考
え
る
と
、
に
わ
か
に
は
信
じ
が
た
い
。
両
判
の
可
能
性
も
否
定
は
で
き
な
い
が
、
ひ
と
ま

(

３
４)

ず
顕
輔
の
単
独
判
と
見
て
お
き
た
い
。

は
『
重
家
集
』

詞
書
に
「
宇
治
僧
正
御
も
と
よ
り
、
ち
ご
ど
も
僧
た
ち
歌
合
す
と
き
き
て
…
…
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
存
在
を

372

417

知
ら
れ
る
歌
合
で
、
『
歌
合
大
成
』
は
同
書
か
ら
七
首
（

～

）
を
集
成
す
る
。
そ
し
て
同

・

に
「
宇
治
僧
正
」
（
忠
通
男
覚

417

423

432

433

忠
）
と
の
贈
答
歌
が
あ
り
、
そ
の
詞
書
に
「
宇
治
の
僧
正
の
御
も
と
に
ち
ご
ど
も
の
歌
合
し
け
る
に
、
三
位
大
進
、
前
兵
庫
頭
な
ど

ま
ゐ
り
て
評
定
し
け
り
と
き
き
て
、
次
の
ひ
た
て
ま
つ
り
し
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
い
は
三
位
大
進
（
清
輔
）
と
前
兵
庫
頭
（
頼

政
）
の
「
両
判
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
（
そ
の
場
合
、
頼
政
判
の
唯
一
の
歌
合
と
い
う
こ
と
に
な
る
）
。
た
だ
し
『
重

(

３
５)

家
集
』
詞
書
は
「
判
者
」
で
あ
る
と
明
記
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
衆
議
判
で
あ
る
可
能
性
も
排
除
で
き
な
い
。
ま
た
『
歌

合
大
成
』
は
、
「
清
輔
・
頼
政
等
の
衆
議
判
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
出
席
者
を
複
数
列
挙
し
て
も
、
恐
ら
く
判

者
は
清
輔
一
人
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
」
（
「
考
証
」
項
、
二
二
二
六
頁
）
と
論
じ
る
。
ひ
と
ま
ず
そ
れ
に
従
い
、
清
輔
単
独
判
と
見

て
お
き
た
い
。

は
『
高
良
玉
垂
宮
神
秘
書
紙
背
和
歌
』

に
よ
っ
て
わ
ず
か
に
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ

375

206

れ
ら
の
歌
合
は
催
行
・
成
立
の
事
情
が
ま
っ
た
く
伝
わ
ら
な
い
た
め
、
複
数
の
判
者
が
披
講
の
場
に
同
席
し
て
い
た
の
か
ど
う
か
、

確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、

は
『
無
名
抄
』
「
瀬
見
の
小
川
の
事
」
の
逸
話
で
知
ら
れ
る
も
の
で
、
そ
れ
に
よ
る
と
ま

452

ず
師
光
が
判
を
付
し
、
顕
昭
が
の
ち
に
追
判
を
付
し
た
と
さ
れ
る
。
師
光
判
に
よ
る
披
講
の
場
に
、
顕
昭
は
同
席
し
て
い
な
か
っ
た

と
見
て
よ
い
。
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以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
〈
表
３
〉
に
掲
げ
た
複
数
判
者
に
よ
る
歌
合
九
例
（
表
に
掲
げ
た
う
ち
、
実
態
と
し
て
複
数
判
者
で
あ
っ

た
こ
と
が
疑
わ
し
い

・

・

・

は
除
い
た
）
の
う
ち
、
詳
細
が
伝
わ
ら
な
い

・

・

と
、
当
該
歌
合

以
外
の
ほ
と
ん

109

305

345

372

306

331

375

296

ど
が
「
追
判
」
の
形
で
行
わ
れ
て
い
る
。
唯
一
の
例
外
は

で
あ
る
が
、
こ
れ
も
前
述
し
た
よ
う
に
、
為
房
・
時
範
の
二
人
判
で
あ

248

っ
て
も
、
両
者
が
別
個
に
判
定
を
下
し
て
い
た
と
は
思
わ
れ
ず
、
実
質
的
に
は
「
共
判
」
と
で
も
い
う
べ
き
形
態
で
あ
っ
た
ろ
う
。

と
す
れ
ば
、
複
数
の
判
者
が
披
講
の
場
に
同
席
し
て
い
る
こ
と
が
確
実
に
わ
か
り
、
な
お
か
つ
複
数
の
判
者
が
別
個
に
判
を
下
し
て

い
る
歌
合
は
、
平
安
期
に
お
い
て
は
当
該
歌
合

の
ほ
か
に
な
い
。
つ
ま
り
当
該
歌
合
の
よ
う
に
、
複
数
の
判
者
が
同
席
し
て
「
両

296

判
」
が
行
わ
れ
る
と
い
う
事
例
は
、
平
安
歌
合
史
に
お
い
て
は
孤
立
例
で
あ
り
、
そ
の
形
態
的
側
面
は
き
わ
め
て
希
少
で
あ
る
と
い

え
る
。

そ
も
そ
も
「
両
判
」
と
い
う
形
態
が
持
つ
意
義
は
、
端
的
に
い
え
ば
両
判
者
の
対
立
点
を
見
出
す
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
を
主
催
者

の
立
場
に
即
し
て
い
え
ば
、
各
判
者
の
判
詞
を
読
み
比
べ
る
こ
と
に
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
さ
き
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
当
該
歌

合
は
忠
通
家
の
歌
合
に
お
い
て
、
す
で
に
判
者
と
し
て
一
定
の
地
位
に
あ
っ
た
有
力
歌
人
を
招
い
た
と
い
う
点
で
、
画
期
的
な
歌
合

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
歌
合
の
最
終
的
な
判
定
は
当
座
で
は
な
く
、
判
詞
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
当
代
の
有
力
判
者

で
あ
る
俊
頼
・
基
俊
そ
れ
ぞ
れ
が
、
互
い
に
影
響
さ
れ
ず
に
、
ど
の
よ
う
な
判
詞
を
執
筆
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
そ
れ
自
体
に
、
忠

通
の
関
心
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
だ
か
ら
こ
そ
忠
通
は
、
両
者
に
別
個
に
判
詞
を
書
か
せ
、
後
日
提
出
さ
せ
た
と
思
わ
れ
る

の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

当
該
歌
合
は
、
忠
通
家
歌
壇
に
お
い
て
初
め
て
記
録
に
残
る
形
で
本
格
的
な
判
定
を
行
っ
た
、
画
期
的
な
歌
合
で
あ
っ
た
。
鳥
井

氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
忠
通
が
「
女
房
」
と
称
し
て
名
前
と
身
分
を
隠
し
て
出
詠
し
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
親
し
い
者
だ
け
で

行
わ
れ
て
い
た
そ
れ
ま
で
の
閉
鎖
的
な
歌
合
か
ら
脱
皮
し
、
よ
り
開
か
れ
た
場
と
し
て
の
歌
合
を
企
図
し
た
の
だ
と
い
え
る
。
そ
の
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よ
う
な
歌
合
を
主
催
し
た
忠
通
の
意
識
の
変
化
を
、
こ
こ
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

事
実
、
当
該
歌
合
以
降
の
忠
通
家
の
歌
合
は
、
参
加
者
の
枠
が
広
が
る
だ
け
で
な
く
、
判
詞
も
ま
た
充
実
し
た
も
の
に
な
っ
て
い

く
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
画
期
と
し
て
当
該
歌
合
を
考
え
た
と
き
、
主
催
者
で
あ
る
忠
通
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
判
者
で
あ
り
、

ま
た
忠
通
家
歌
壇
の
指
導
者
の
存
在
で
あ
る
。
そ
こ
で
忠
通
は
、
自
身
が
組
織
す
る
歌
壇
の
指
導
者
の
「
候
補
」
と
し
て
、
俊
頼
と

基
俊
を
当
該
歌
合
に
招
聘
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
二
人
は
、
当
該
歌
合
の
時
点
で
は
ま
だ
忠
通
家
の
歌
合
で
の
活
動
歴

は
浅
か
っ
た
が
、
す
で
に
判
者
と
し
て
一
定
の
地
位
を
築
い
て
い
た
有
力
な
歌
人
で
あ
る
。
そ
の
両
者
が
ど
の
よ
う
な
判
定
を
下
す

の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
判
詞
を
読
み
比
べ
る
こ
と
が
、
「
両
判
」
の
目
的
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
当
該
歌
合
以
降
、

・

の
歌
合
で
判
者
を
務
め
た
の
は
俊
頼
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
忠
通
が
提
出
さ
れ
た
判
詞
を
見

297

298

た
結
果
、
判
者
と
し
て
俊
頼
を
迎
え
た
と
い
う
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
当
座
に
目
を
配
っ
た
う
え
で
穏
当
な
判
定
を
下
す
俊
頼
の
ほ
う

が
、
「
指
導
者
」
を
選
ぶ
と
い
う
視
点
で
考
え
た
と
き
に
、
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
し
、

で
は
初
判

300

を
顕
季
（
た
だ
し
、
俊
頼
と
思
し
き
別
人
に
追
判
を
さ
せ
て
い
る
。
第
四
章
参
照
）
が
、

で
は
基
俊
が
判
者
を
務
め
た
よ
う
に
、

305

忠
通
家
の
歌
合
に
お
い
て
は
、
判
者
は
必
ず
し
も
俊
頼
に
固
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
忠
通
は
、
俊
頼
を
メ
イ
ン
の
判
者
と

し
て
迎
え
つ
つ
も
、
他
の
判
者
を
排
除
し
て
は
い
な
い
。
こ
れ
は
、
判
者
に
よ
っ
て
判
定
や
判
詞
の
書
き
よ
う
に
違
い
が
あ
る
こ
と

を
忠
通
が
承
知
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
違
い
を
把
握
す
る
こ
と
で
、
よ
り
深
く
和
歌
を
学
ぼ
う
と
す
る
だ
け
で
な
く
、
判
詞
の
違
い

自
体
も
楽
し
ん
で
い
た
こ
と
の
表
れ
か
も
し
れ
な
い
。

当
該
歌
合
の
「
両
判
」
と
い
う
独
特
の
形
態
は
、
忠
通
家
に
お
け
る
歌
合
の
判
者
、
ひ
い
て
は
指
導
者
を
選
定
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
つ
つ
、
そ
の
「
候
補
」
で
あ
る
俊
頼
・
基
俊
の
判
者
と
し
て
の
特
徴
を
忠
通
が
把
握
す
る
た
め
に
、
両
者
に
判
詞
を
提
出
さ
せ

た
結
果
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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注
（

）
以
下
、
当
該
歌
合
の
本
文
は
、
第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
桂
宮
旧
蔵
本
（
書
Ａ
）
に
拠
っ
た
。
ま
た
必

1
要
に
応
じ
て
他
本
に
よ
り
校
訂
し
、
校
訂
し
た
箇
所
は
［

］
で
示
す
。
校
訂
し
た
箇
所
に
は
＊
を
付
し
て
簡
単
な
コ
メ
ン
ト

を
添
え
た
。

（

）
先
行
す
る
注
釈
は
『
歌
合
大
成
』
二
九
六
の
ほ
か
、
日
本
古
典
全
書
『
歌
合
集
』
（
峯
岸
義
秋
校
注
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九

2
四
七
）
、
日
本
古
典
文
学
大
系
『
歌
合
集
』（
谷
山
茂
校
注
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
）
、
鳥
井
千
佳
子
『
忠
通
家
歌
合
新
注
』（
新

注
和
歌
文
学
叢
書
、
青
簡
舎
、
二
〇
一
五
）
、
和
歌
文
学
大
系
『
王
朝
歌
合
集
』
（
鈴
木
徳
男
校
注
、
明
治
書
院
、
二
〇
一
八
）
、

龍
谷
大
学
歌
合
輪
読
会
「
元
永
元
年
十
月
二
日
内
大
臣
忠
通
家
歌
合

注
釈
（
一
）
・
（
二
）
・
（
三
）
・
（
四
）
」
（
『
古
典
文
藝
論

叢
』

、

、

、
『
國
文
學
論
叢
』

、
二
〇
一
七
・
三
、
二
〇
一
八
・
二
、
二
〇
一
八
・
三
、
二
〇
一
九
・
三
）
が
あ
る
。

9

10

11

63

（

）
こ
の
形
式
は
甲
本
（
二
十
巻
本
）
で
も
同
様
で
、
断
簡
Ｄ
・
Ｈ
・
Ｍ
（
『
歌
合
大
成
』
お
よ
び
『
古
筆
学
大
成
』
に
拠
る
）

3
で
俊
頼
判
詞
の
後
に
基
俊
判
詞
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
二
十
巻
本
で
は
、
各
判
詞
の
冒
頭
は
「
俊

云
」
「
基
云
」
で
は
な
く
「
俊
頼
」
「
基
俊
」
と
表
示
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
第
一
章
第
一
節
参
照
。

（

）
別
系
統
の
諸
本
は
「
盛
方
」
と
す
る
が
、
二
十
巻
本
巻
頭
の
作
者
一
覧
に
よ
れ
ば
「
盛
家
」
の
誤
り
と
思
わ
れ
る
。
第
一
章

4
参
照
。

（

）
鳥
井
千
佳
子
「
藤
原
忠
通
と
忠
通
家
歌
合
に
つ
い
て
」
（
注
（

）
前
掲
『
忠
通
家
歌
合
新
注
』
解
説
）
四
二
八
～
四
二
九

5

2

頁
。

（

）
な
お
『
類
題
鈔
』
に
は
、
忠
通
家
で
の
歌
合
を
挙
げ
る
な
か
に
次
の
よ
う
な
項
目
が
あ
る
。

6

同
家
歌
合

元
永
元
年
十
月
二
日
判
俊
頼
基
俊

（
→
当
該
歌
合
・
『
歌
合
大
成
』

）

259

296

残
菊

時
雨

恋

同
家
歌
合

同
年
十
月
十
三
日
判
俊
頼

（
→
『
歌
合
大
成
』

）

260

298
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千
鳥

初
雪

鷹
狩

同
家

同
日夜

261

衣
河

宮
木
野

塩
竈
浦

白
河
関

末
松
山

忍
里

（
二
一
ウ
／
一
六
六
頁
、
翻
刻
は
三
四
三
～
三
四
四
頁
）

〻

こ
れ
を
そ
の
ま
ま
信
ず
れ
ば
、

は
直
前
の

「
同
年
（
元
永
元
年
）
十
月
十
三
日
」
の
夜
に
行
わ
れ
た
未
見
の
歌
合
で
あ

261

260

る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
陸
奥
国
の
名
所
六
題
と
い
う
歌
題
の
一
致
か
ら
、
こ
れ
は
『
歌
合
大
成
』

と
同
一
の
歌
合
で

276

あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
、
『
類
題
鈔
』
の
誤
り
（
脱
落
が
あ
る
か
）
で
あ
る
と
見
な
せ
る
。

（

）
注
（

）
前
掲
日
本
古
典
全
書
『
歌
合
集
』
や
岩
津
資
雄
『
歌
合
せ
の
歌
論
史
研
究
』
（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
六
三
）

7

2

は
顕
季
自
身
の
追
判
と
す
る
が
、
『
歌
合
大
成
』
、
『
新
編
国
歌
大
観
』
は
基
俊
追
判
説
を
採
る
。
俊
頼
追
判
説
は
、
夙
に
渡
辺

晴
美
「
忠
通
時
代
の
歌
合
」
（
和
歌
文
学
論
集
『
屛
風
歌
と
歌
合
』
風
間
書
房
、
一
九
九
五
）
が
そ
の
可
能
性
を
指
摘
し
、
注

（

）
前
掲
鳥
井
氏
解
説
や
北
島
紬
「
元
永
二
年
七
月
忠
通
歌
合
追
判
の
判
者
と
文
体
」
（
『
詞
林
』

、
二
〇
一
七
・
一
〇
）

5

62

が
さ
ら
に
進
め
て
論
じ
て
い
る
。
第
四
章
参
照
。

（

）

・

は
と
も
に
二
十
巻
本
の
み
が
伝
存
し
て
お
り
、

巻
頭
の
作
者
一
覧
か
ら
出
詠
歌
人
が
「
内
大
臣
（
忠
通
）
・
顕
国
朝

8

275

276

275

臣
・
顕
俊
・
永
実
・
忠
隆
・
宗
国
・
雅
光
・
重
基
・
盛
家
・
仲
房
・
忠
房
・
兼
昌
」
と
判
明
す
る
。

（
同
日
夜
の
歌
合
）
も

276

出
詠
歌
人
は
同
一
。

（

）
こ
の
俊
頼
詠
は
『
散
木
奇
歌
集
』
（
春
上
・

）
に
入
集
す
る
が
、
そ
の
詞
書
は
「
お
な
じ
殿
下
に
て
、
だ
い
を
さ
ぐ
り
て

9

142

う
た
よ
ま
せ
さ
せ
た
ま
ひ
け
る
に
、
さ
く
ら
を
と
り
て
よ
め
る
」
と
あ
り
、
「
歌
合
」
の
歌
と
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
（
書
陵

部
本
も
同
様
）
。
た
だ
し
、
注
（

）
前
掲
鳥
井
氏
解
説
・
四
〇
九
頁
以
下
に
、
忠
通
家
で
の
歌
合
詠
は
諸
書
の
詞
書
に
お
い

5

て
は
「
歌
合
」
と
明
記
さ
れ
な
い
場
合
が
多
い
旨
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（

）
『
新
編
国
歌
大
観
』
『
歌
合
大
成
』
『
類
題
鈔
』
『
夫
木
抄
』
を
参
照
し
た
。
特
に
渡
邉
裕
美
子
「
『
夫
木
和
歌
抄
』
所
載
歌
合

10
判
詞
に
つ
い
て
」
（
夫
木
和
歌
抄
研
究
会
編
『
夫
木
和
歌
抄

編
纂
と
享
受
』
風
間
書
房
、
二
〇
〇
八
）
に
多
く
を
拠
っ
た
。
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（

）
『
歌
合
大
成
』

は
「
某
年
忠
通
歌
合
雑
載
」
と
し
て
「
関
白
前
太
政
大
臣
家
歌
合
に

基
俊
／
あ
さ
ぢ
ふ
に
け
さ
お
く
霜

11

316

の
さ
む
け
さ
に
枯
れ
に
し
人
の
恋
し
き
や
な
ぞ
」（
『
後
葉
集
』
恋
四
・

）
を
掲
げ
る
。
こ
の
歌
の
詠
作
年
次
は
不
明
で
あ
り
、

409

基
俊
が
当
該
歌
合
以
前
に
忠
通
家
で
の
歌
合

―
具
体
的
に
限
定
す
れ
ば
、
「
恋
」
題
が
出
題
さ
れ
て
い
な
が
ら
そ
の
本
文
が

伝
存
し
な
い

―
に
出
詠
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
（
そ
の
場
合
、

に
は
俊
頼
・
基
俊
の
両
者
が
出
詠
し
て
い
た
可
能
性

292

292

が
生
じ
る
）
。
た
だ
し
忠
通
家
で
の
歌
合
に
お
い
て
「
恋
」
題
が
出
題
さ
れ
、
そ
の
本
文
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
歌
合
は
ほ
か
に

も

が
あ
り
、
ま
た
こ
の
基
俊
詠
も
、
『
詞
花
集
』
（
恋
下
・

）
で
の
詞
書
は
「
関
白
前
太
政
大
臣
の
家
に
て
よ
め
る
」
と
あ

301

264

っ
て
、
詠
ま
れ
た
場
が
「
歌
合
」
と
は
明
示
さ
れ
な
い
（
な
お
第
二
・
三
句
「
け
さ
お
く
露
の
さ
む
け
く
に
」
、
第
五
句
「
な

ぞ
や
こ
ひ
し
き
」
）
。

（

）
鈴
木
徳
男
『
俊
頼
髄
脳
の
研
究
』
（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
六
）
参
照
。

12
（

）
忠
実
の
日
記
『
殿
暦
』
（
大
日
本
古
記
録
に
拠
る
）
に
、
「
前
左
衛
門
佐
基
俊
来
、
対
面
、
暫
和
歌
語
、
数
剋
後
退
出
」
（
康

13
和
三
年
（
一
一
〇
一
）
十
月
二
十
日
条
）
、
「
申
剋
許
前
衛
門
佐
基
俊
来
、
於
出
居
和
歌
事
談
也
」
（
同
年
十
二
月
十
六
日
条
）

と
あ
る
。

（

）
『
田
多
民
治
集
』

～

、
『
散
木
奇
歌
集
』

～

ほ
か
。
『
類
題
鈔
』

に
も
「
法
性
寺
殿
／
郭
公
十
首

」
と
見
え
る
が
、

14

33

42

218

227

460

正
確
な
詠
作
年
次
は
未
詳
。
柳
川
響
「
藤
原
忠
通
の
文
壇
と
表
現
」
（
小
峯
和
明
監
修
・
宮
腰
直
人
編
『
シ
リ
ー
ズ
日
本
文
学

の
展
望
を
拓
く
④

文
学
史
の
時
空
』
笠
間
書
院
、
二
〇
一
七
）
が
忠
通
家
で
の
文
学
活
動
を
網
羅
的
に
ま
と
め
て
お
り
、
ひ

と
ま
ず
そ
こ
で
の
推
定
に
従
っ
た
。

（

）
『
中
右
記
』
同
日
条
（
大
日
本
古
記
録
に
拠
る
）
。
た
だ
し
、
『
殿
暦
』
同
日
条
の
記
録
に
は
基
俊
の
名
は
見
え
な
い
。

15
（

）
浅
田
徹
「
歌
合
判
詞
史
に
お
け
る
白
河
院
政
期
（
一
）
・
（
二
）
・
（
三
）
」
（
『
文
藝
と
批
評
』

‐

、

、

、
一
九
九
六

16

8

3

5

8

・
五
、
一
九
九
七
・
五
、
一
九
九
八
・
一
〇

副
題
は
省
略
）
。
基
俊
に
つ
い
て
は
（
二
）
を
、
俊
頼
に
つ
い
て
は
（
三
）
を

参
照
。
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（

）
「
さ
る
あ
る
こ
と
ゝ
き
こ
ゆ
」
に
は
異
同
が
あ
り
、
三
類
本
で
は
「
さ
る
事
有
と
聞
ゆ
」
と
す
る
。
こ
ち
ら
の
ほ
う
が
わ
か

17
り
や
す
い
が
、
意
改
か
。

（

）
た
だ
し
こ
の
五
例
は
、
い
ず
れ
も
二
十
巻
本
が
現
存
し
な
い
箇
所
で
あ
り
、
諸
本
間
の
異
同
が
あ
る
た
め
注
意
を
要
す
る
。

18
例
え
ば
「
残
菊
」
十
一
番
「
人
〴
〵
、
や
ま
ひ
と
い
ふ
こ
と
に
事
き
れ
る
」
は
、
『
袋
草
紙
』
所
引
の
判
詞
で
は
「
独
と
人
と

未
事
切
云
々
」
と
あ
っ
て
、
こ
こ
で
の
「
人
〳
〵
」
は
、
本
来
は
「
人
」
と
「
（
「
独
り
」
の
）
ひ
と
」
の
同
字
病
を
指
摘
す
る

、

も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
傾
向
か
ら
い
っ
て
、
俊
頼
判
に
当
座
の
場
を
あ
る
程
度
は
尊
重
し
よ
う
と
い
う
意

識
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
い
っ
て
よ
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（

）
も
ち
ろ
ん
、
当
座
の
記
録
の
反
映
と
目
さ
れ
る
も
の
が
全
三
十
六
番
の
う
ち
五
箇
所
し
か
見
ら
れ
な
い
の
は
、
少
な
い
と
も

19
い
え
よ
う
。
た
だ
、
「
人
々
申
さ
る
」
と
い
う
明
確
な
当
座
の
記
録
以
外
に
も
、
当
座
の
場
や
参
加
者
を
意
識
し
た
と
思
わ
れ

る
表
現
は
、
以
下
に
挙
げ
る
よ
う
に
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。

・
「
あ
な
が
ち
の
こ
と
」
（
「
時
雨
」
三
番
・
同
五
番
・
同
九
番
）
…
「
強
引
な
指
摘
」
。
指
摘
の
み
に
止
め
て
そ
れ
以
上
の

追
及
を
せ
ず
、
軋
轢
を
回
避
す
る
。

・
「
あ
な
お
そ
ろ
し
」
（
「
時
雨
」
七
番
）
…
「
畏
れ
多
い
こ
と
だ
」
。
自
身
の
判
定
を
卑
下
・
謙
遜
す
る
こ
と
で
歌
の
す
ば

ら
し
さ
を
称
揚
す
る
。

・
「
慥
な
る
事
を
承
て
」
（
「
残
菊
」
三
番
）
、
「
読
人
に
可
尋
事
」
（
「
恋
」
二
番
）
…
歌
の
作
者
に
意
図
を
尋
ね
、
そ
れ
に
よ

っ
て
判
定
し
た
い
と
す
る
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
明
確
な
当
座
の
記
録
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
同
時
に
ま
た
、
判
詞
を
献
呈
す
る
忠
通
へ
向
け
ら

れ
た
態
度
で
あ
る
と
も
い
い
が
た
い
。
こ
れ
ら
の
表
現
が
、
俊
頼
が
判
詞
を
執
筆
す
る
際
に
、
当
座
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
と

い
う
こ
と
の
傍
証
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

（

）
注
（

）
前
掲
日
本
古
典
文
学
大
系
『
歌
合
集
』
三
四
七
頁
・
頭
注
一
〇
。

20

2
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（

）
上
條
彰
次
「
六
百
番
歌
合
の
行
事
形
態
」
（
『
文
林
』

、

、
一
九
八
七
・
一
二
、
一
九
八
八
・
一
二
→
『
藤
原
俊
成
論
考
』

21

22

23

新
典
社
、
一
九
九
三
）
。

（

）
例
え
ば
康
和
二
年
（
一
一
〇
〇
）
四
月
二
十
八
日
宰
相
中
将
国
信
歌
合
（
『
歌
合
大
成
』

）
の
判
詞
を
読
む
と
、
披
講
の

22

242

場
に
同
席
し
た
俊
頼
と
基
俊
の
対
立
な
ど
、
当
座
で
の
活
気
に
満
ち
た
や
り
取
り
が
垣
間
見
ら
れ
る
。

（

）
賀
陽
院
水
閣
歌
合
の
本
文
は
、
『
陽
明
叢
書

国
書
篇

平
安
歌
合
集

下
』
（
思
文
閣
、
一
九
七
五
）
所
収
の
二
十
巻
本
影

23
印
に
拠
り
、
私
に
句
読
点
を
付
し
た
。

（

）
〈
表
３
〉
の
作
成
に
お
い
て
は
、
『
歌
合
大
成
』
の
ほ
か
、
峯
岸
義
秋
『
歌
合
の
研
究
』
（
三
省
堂
、
一
九
五
四

復
刻
版
：

24
パ
ル
ト
ス
社
、
一
九
九
七
）
を
参
照
し
た
。
な
お
、
『
歌
合
大
成
』

の
天
仁
二
年
（
一
一
〇
九
）
十
月
右
兵
衛
督
師
頼
歌
合

260

は
、
『
袋
草
紙
』
に
よ
れ
ば
、
俊
頼
判
の
歌
合
だ
が
、
基
俊
が
後
に
「
難
判
」
を
加
え
た
と
い
う
。
こ
れ
が
陳
状
の
形
式
で
あ

っ
た
か
、
追
判
の
よ
う
な
形
で
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
は
判
断
が
つ
か
な
い
た
め
掲
出
し
な
か
っ
た
が
、
あ
る
い
は
こ
れ

も
表
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
歌
合

の
名
称
は
『
歌
合
大
成
』
の
考
証
に
従
っ
た
が
、
『
無
名
抄
』

452

で
は
「
光
行
、
賀
茂
社
歌
合
と
て
し
侍
し
時
」
の
逸
話
と
さ
れ
て
お
り
、
重
保
主
催
の
歌
合
で
な
い
可
能
性
も
あ
る
。

（

）
『
歌
合
大
成
』
一
〇
九
「
構
成
内
容
」
項
、
七
三
九
頁
。

25
（

）
『
歌
合
大
成
』
「
史
論
・
総
説
・
書
志
篇
」
第
二
章
「
平
安
朝
歌
合
の
分
類
」
第
九
節
「
判
定
の
形
式
に
よ
る
様
式
的
分
類
」

26
の
「

当
座
両
人
判
者
の
歌
合
」
（
三
一
一
四
～
三
一
一
五
頁
）
。

(ロ)

（

）
小
松
正
「
関
白
内
大
臣
家
歌
合
判
詞
考

―
二
十
巻
本
裏
書
は
果
し
て
俊
頼
判
か

―
」
（
『
文
芸
研
究
』

、
一
九
五
八
・

27

29

七
）
。

（

）
橋
本
不
美
男
「
奈
良
花
林
院
歌
合
と
永
縁
奈
良
房
歌
合
」（
『
院
政
期
の
歌
壇
史
研
究
』
武
蔵
野
書
院
、
一
九
六
六

初
出
『
書

28
陵
部
紀
要
』

、
一
九
五
六
・
三
）
、『
歌
合
大
成
』
三
一
一
、
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
『
歌
合
集

百
首
歌
集
』
解
題
（
片
山
享
、

6

朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
二
）
、
注
（

）
前
掲
和
歌
文
学
大
系
・
解
説
（
鈴
木
徳
男
）
参
照
。

2



- 71 -

（

）
『
歌
合
大
成
』
三
五
二
、
松
野
陽
一
「
平
安
末
期
の
百
首
歌
」
（
『
鳥
帚

千
載
集
時
代
和
歌
の
研
究
』
風
間
書
房
、
一
九
九

29
五

初
出
『
東
北
大
学
教
養
部
紀
要
』

、
一
九
七
七
・
二
）
、
井
上
宗
雄
「
清
輔
年
譜
考
」
（
『
平
安
後
期
歌
人
伝
の
研
究
』

25

笠
間
書
院
、
一
九
七
八
）
、
中
村
文
「
清
輔
の
歌
評
態
度

―
仁
安
二
年
経
盛
家
歌
合
の
判
詞
を
め
ぐ
っ
て

―
」
（
『
講
座

平
安
文
学
論
究
』
第
十
五
輯
、
風
間
書
房
、
二
〇
〇
一
）
参
照
。

（

）
『
夫
木
抄
』
の
歌
番
号
の
み
挙
げ
る
と
、

・

・

の
三
首
。
ま
た

・

の
二
首
は
『
袋
草
紙
』
と
重
出
。

30

1784

10170

11086

1783

15930

（

）
『
八
雲
御
抄
』
巻
第
二
・
作
法
部
に
「
判
者
二
人
常
事
歟

法
性
寺
歌
合

俊
頼

基
俊

又
家
成
家
歌
合

顕
仲

基
俊

31
な
と
也
」
と
あ
る
。
本
文
は
片
桐
洋
一
編
『
八
雲
御
抄
の
研
究

正
義
部
・
作
法
部
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
一
）
所
収
の
書

陵
部
本
に
拠
っ
た
。

（

）
『
歌
合
大
成
』
の
集
成
に
拠
る
。
『
袋
草
紙
』
が
引
く
二
首
の
ほ
か
、
『
詞
花
集
』

、
『
顕
輔
集
』

～

、
『
後
葉
集
』

32

96

61

63

137

・

・

・

・

・

・

、
『
万
代
集
』

・

、
『
夫
木
抄
』

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

156

157

298

341

349

453

1783

2137

4621

4629

4635

4694

4698

4738

4855

5193

5234

6688

8443

、
『
続
後
拾
遺
集
』

の
二
十
六
首
、
お
よ
び
千
五
百
番
歌
合
・
千
二
百
二
十
五
番
の
顕
昭
判
で
「
保
延
の
こ
ろ
、
家
成
卿

14690

696

歌
合
に
、
君
こ
ふ
る
涙
の
た
ま
を
ぬ
き
お
き
て
も
も
く
る
ま
に
も
つ
み
て
見
せ
ば
や
、
藤
宗
国
歌
な
り
」
と
引
か
れ
る
一
首
の

計
二
十
九
首
。

（

）
『
夫
木
抄
』
の
歌
番
号
の
み
挙
げ
る
と
、

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

の
十
三
首
。

33

1118

5230

7147

7204

8265

8372

8445

9549

10543

11061

14752

15017

15019

（

）
『
袋
草
紙
』
上
・
撰
集
故
実
に
「
于
時
不
快
、
而
令
奉
此
集
之
後
有
恩
免
。
是
為
扶
持
歟
。
而
詔
問
事
所
存
ヲ
披
陳
。
其
後

34
有
不
請
之
気
、
一
切
不
令
見
合
給
奏
覧
之
」
（
三
六
一
頁
）
と
あ
る
。
顕
輔
の
『
詞
花
集
』
撰
進
に
際
し
て
、
清
輔
は
協
力
を

し
た
も
の
の
、
時
に
「
不
快
」
が
あ
り
、
奏
覧
後
に
「
恩
免
」
が
な
さ
れ
た
（
清
輔
は
こ
れ
も
「
扶
持
の
為
か
」
と
疑
っ
て
い

る
）
。
例
え
ば
、
崇
徳
院
の
「
詔
問
」
に
際
し
て
清
輔
が
意
見
を
述
べ
た
と
こ
ろ
、
顕
輔
は
受
け
入
れ
な
い
よ
う
な
素
振
り
を

見
せ
、
清
輔
に
一
切
の
相
談
な
く
奏
覧
し
た
と
い
う
。
そ
れ
ほ
ど
両
者
の
関
係
は
険
悪
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
『
詞
花
集
』

の
撰
進
は
仁
平
元
年
（
一
一
五
一
）
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
『
袋
草
紙
』
の
記
述
を
信
ず
れ
ば
、
歌
合

の
催
行
時
は
ち

345



- 72 -

ょ
う
ど
父
子
が
不
仲
な
時
期
に
あ
た
る
。
注
（

）
前
掲
井
上
氏
論
文
参
照
。

29

（

）
例
え
ば
最
近
で
も
、
田
口
暢
之
「
比
叡
山
に
お
け
る
歌
合

―
平
安
後
期
の
無
動
寺
を
中
心
に

―
」
（
『
日
本
文
学
』

‐

35

68

、
二
〇
一
九
・
七
）
が
平
安
期
に
お
け
る
寺
社
で
の
歌
合
を
一
覧
し
て
い
る
（
一
四
～
一
五
頁
）
が
、
そ
こ
で
は
歌
合

の

7

372

判
者
を
「
清
輔
・
頼
政
」
と
し
て
い
る
。
な
お
、
安
井
重
雄
「
平
安
朝
歌
合
に
お
け
る
判
者

―
主
催
者
と
の
関
係
を
中
心
に
、

俊
成
に
至
る

―
」
（
『
日
本
文
学
研
究
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』

、
二
〇
一
九
・
一
二
）
の
「
平
安
朝
歌
合
判
者
一
覧
」
（
九
～
一
二

12

頁
）
は
「
？
」
を
付
し
て
存
疑
と
す
る
。
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第
三
章

元
永
元
年
十
月
二
日
内
大
臣
忠
通
歌
合
の
詠
歌
表
現
と
判
詞

は
じ
め
に

本
章
も
引
き
続
き
、
元
永
元
年
（
一
一
一
八
）
十
月
二
日
内
大
臣
忠
通
歌
合
（
『
歌
合
大
成
』

）
を
取
り
上
げ
る
。
当
該
歌
合

296

を
め
ぐ
っ
て
は
、
前
章
ま
で
に
本
文
と
行
事
形
態
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
本
章
で
は
、
当
該
歌
合
の
詠
歌
表
現
に
つ
い
て
検
討

し
た
い
。

(

１)

当
該
歌
合
に
つ
い
て
は
、
『
歌
合
大
成
』
が
「
史
的
評
価
は
、
何
と
い
っ
て
も
、
俊
頼
と
基
俊
と
対
立
し
た
両
判
の
歌
論
に
集
中

せ
ら
れ
る
」
（
「
史
的
評
価
」
項
、
一
八
四
二
頁
）
と
評
し
て
い
る
よ
う
に
、
も
と
も
と
詠
歌
表
現
そ
の
も
の
よ
り
も
、
俊
頼
・
基
俊

の
各
判
詞
に
注
目
が
集
め
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
該
歌
合
に
は
注
釈
も
多
く
、
個
々
の
表
現
の
様
相
に
つ
い
て
も
究
明

(

２)

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
本
章
で
は
、
そ
れ
ら
の
先
行
注
釈
の
成
果
を
引
き
受
け
つ
つ
、
当
該
歌
合
の
詠
歌
表
現
が
和
歌
史
上
に
ど
の

よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
を
考
え
た
い
。

第
一
節

出
詠
歌
人
・
勅
撰
集
入
集
状
況

ま
ず
、
当
該
歌
合
の
出
詠
歌
人
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
。
彼
ら
歌
人
た
ち
個
々
人
の
伝
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
先
行
注
釈
書
で

簡
略
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
稿
者
も
以
前
に
ま
と
め
た
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
全
体
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。
第
二
章
で
述

(

３)

べ
た
こ
と
と
も
一
部
重
複
す
る
が
、
『
歌
合
大
成
』
は
、
忠
通
が
組
織
し
た
歌
壇
の
構
成
員
は
ほ
か
の
歌
壇
と
の
交
流
が
乏
し
く
、

忠
通
家
歌
壇
が
き
わ
め
て
閉
鎖
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
一
方
、
鳥
井
千
佳
子
氏
は
、
忠
通
家
歌
壇
の
閉
鎖
性

に
は
同
意
し
つ
つ
も
、
当
該
歌
合
の
場
合
は
忠
通
が
隠
名
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
開
か
れ
た
「
〈
よ
そ
ゆ
き
〉
の
歌
合
」
で
あ
っ

た
と
し
た
。
稿
者
も
大
筋
で
鳥
井
氏
説
に
同
意
す
る
が
、
当
該
歌
合
こ
そ
が
忠
通
家
歌
壇
が
閉
鎖
的
な
も
の
か
ら
脱
却
し
て
い
く
画

期
と
な
っ
た
こ
と
は
強
調
し
て
お
き
た
い
（
第
二
章
参
照
）
。
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次
に
掲
げ
る
一
覧
は
、
当
該
歌
合
の
出
詠
歌
人
を
、
二
十
巻
本
巻
頭
の
作
者
一
覧
に
し
た
が
っ
て
掲
出
し
（
掲
出
順
・
表
記
は
二

十
巻
本
に
拠
る
）
、
氏
・
生
年
と
簡
単
な
歌
歴
、
お
よ
び
忠
通
家
と
の
関
係
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
忠
通
家
以
外
の
歌

合
に
出
詠
し
た
形
跡
が
な
い
者
に
つ
い
て
は
名
を
網
掛
け
で
示
し
、
ま
た
頭
に
忠
通
家
歌
合
へ
の
参
加
状
況
を
分
類
し
た
記
号
を
付

す
。
記
号
の
意
味
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
と
お
り
。
◎
…
当
該
歌
合
以
前
に
忠
通
家
の
歌
合
に
出
詠
経
験
あ
り
、
○
…
忠
通
家
の
歌
合
に

は
当
該
歌
合
が
初
出
詠
、
△
…
当
該
歌
合
以
前
に
忠
通
家
の
歌
合
に
出
詠
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
●
…
忠
通
家
の
歌
合
に
は
当
該
歌

合
が
唯
一
の
出
詠
。

〈
当
該
歌
合
出
詠
歌
人
一
覧
〉

○
上
総
―
出
自
・
生
没
年
未
詳
。
堀
河
天
皇
中
宮
篤
子
内
親
王
に
仕
え
た
女
房
。
永
長
元
年
（
一
〇
九
六
）
五
月
三
日
中
宮
権
大
輔

能
実
歌
合
（
『
歌
合
大
成
』

）
、
康
和
四
年
（
一
一
〇
二
）
閏
五
月
二
日
・
同
七
日
内
裏
艶
書
歌
合
（
堀
河
院
艶
書
合
、
『
歌
合
大

234

成
』

）
は
じ
め
多
く
の
歌
合
に
出
詠
経
験
が
あ
る
。
家
集
に
『
上
総
集
』
（
零
本
）
。
勅
撰
集
に
は
『
金
葉
集
』
以
下
一
五
首
入

244

集
。

○
摂
津
―
陸
奥
守
藤
原
実
宗
女
。
生
没
年
未
詳
。
二
条
皇
太
后
宮
令
子
内
親
王
（
白
河
天
皇
皇
女
）
に
仕
え
た
女
房
。
寛
治
七
年
（
一

〇
九
三
）
五
月
五
日
郁
芳
門
院
媞
子
根
合
（
『
歌
合
大
成
』

）
、
堀
河
院
艶
書
合
な
ど
に
出
詠
経
験
が
あ
る
。
家
集
に
『
皇
后
宮

223

摂
津
集
』
。
勅
撰
集
に
は
『
金
葉
集
』
以
下
一
四
首
入
集
。

○
小
将
―
俊
頼
女
。
生
没
年
未
詳
。
別
系
統
諸
本
（
『
歌
合
大
成
』
乙
本
）
の
巻
頭
作
者
一
覧
に
は
、「
俊
頼
朝
臣
女
／
関
白
家
女
房
」

(

少)と
注
記
が
付
さ
れ
る
。
そ
れ
を
信
じ
れ
ば
、
忠
通
の
父
で
あ
る
忠
実
家
に
仕
え
た
女
房
で
あ
る
。
勅
撰
集
に
は
『
新
古
今
集
』
に

一
首
（
哀
傷
・

）
入
集
。

825

◎
女
房
―
当
該
歌
合
の
主
催
者
・
忠
通
の
隠
名
。
承
徳
元
年
（
一
〇
九
七
）
生
。
歌
合
は
確
認
で
き
る
範
囲
で
五
度
目
の
主
催
と
な

る
（
第
二
章
参
照
）
。
勅
撰
集
に
は
『
金
葉
集
』
以
下
七
〇
首
入
集
。
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●
信
乃
―
信
濃
守
藤
原
永
実
女
。
生
没
年
未
詳
。
別
系
統
諸
本
の
巻
頭
作
者
一
覧
に
は
、
「
永
実
女
／
関
白
家
女
房
」
と
注
記
が
付

(

濃)

さ
れ
、
少
将
と
同
じ
く
忠
実
家
に
仕
え
た
女
房
と
思
わ
れ
る
。
父
永
実
は
忠
実
の
家
司
。
『
歌
合
大
成
』
は
、
寛
治
八
年
（
一
〇
九

四
）
八
月
十
九
日
高
陽
院
七
番
歌
合
（
『
歌
合
大
成
』

「
嘉
保
元
年

―
前
関
白
師
実
歌
合
」
）
に
出
詠
す
る
同
名
の
女
房
を
同

227

一
人
物
と
見
な
し
て
い
る
が
（
二
七
五
「
構
成
内
容
」
項
、
一
七
三
六
頁
）
、
別
人
。
勅
撰
集
へ
の
入
集
は
確
認
で
き
な
い
。

△
俊
頼
―
宇
多
源
氏
。
天
喜
三
年
（
一
〇
五
五
）
ご
ろ
生
。
当
該
歌
合
の
判
者
。
こ
れ
以
前
に
忠
実
女
へ
『
俊
頼
髄
脳
』
を
献
上
し

て
い
る
。
家
集
に
『
散
木
奇
歌
集
』
。
勅
撰
集
に
は
『
金
葉
集
』
二
一
〇
首
入
集
。

◎
顕
国
―
村
上
源
氏
。
国
信
男
。
永
保
三
年
（
一
〇
八
三
）
生
。
堀
河
院
歌
壇
の
構
成
員
と
し
て
、
天
永
元
年
（
一
一
一
〇
）
四
月

二
十
九
日
右
近
衛
中
将
師
時
山
家
五
番
歌
合
（
『
歌
合
大
成
』

）
な
ど
に
出
詠
。
勅
撰
集
に
は
『
金
葉
集
』
以
下
七
首
入
集
。

261

○
雅
兼
―
村
上
源
氏
。
顕
房
男
。
承
暦
三
年
（
一
〇
七
九
）
生
。
白
河
・
鳥
羽
両
院
の
近
臣
。
忠
通
母
の
師
子
は
姉
ま
た
は
妹
に
あ

た
る
。
天
永
元
年
（
一
一
一
〇
）
四
月
二
十
九
日
右
近
衛
中
将
師
時
山
家
五
番
歌
合
（
『
歌
合
大
成
』

）
な
ど
に
出
詠
。
勅
撰
集

261

に
は
『
金
葉
集
』
以
下
九
首
入
集
。

◎
顕
仲
―
小
野
宮
流
藤
原
氏
。
資
仲
男
で
、
の
ち
に
基
家
の
養
子
と
な
る
。
康
平
二
年
（
一
〇
五
九
）
生
。
『
堀
河
百
首
』
作
者
。

勅
撰
集
に
は
『
金
葉
集
』
以
下
一
八
首
入
集
。

○
師
俊
―
村
上
源
氏
。
俊
房
男
で
、
の
ち
に
師
忠
の
養
子
と
な
る
。
承
暦
四
年
（
一
〇
八
〇
）
生
。
俊
頼
女
を
室
と
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
長
治
二
年
（
一
一
〇
五
）
七
月
俊
頼
朝
臣
女
子
達
歌
合
（
『
歌
合
大
成
』

）
に
「
俊
頼
朝
臣
女
子
達
与
兵
部
大
輔
師
俊
合

253

之
」
と
あ
る
「
兵
部
大
輔
師
俊
」
と
同
一
人
物
と
思
わ
れ
る
。
勅
撰
集
に
は
『
金
葉
集
』
以
下
一
一
首
入
集
。

◎
盛
家
―
醍
醐
源
氏
。
延
久
二
年
（
一
〇
七
〇
）
生
。
忠
実
の
家
司
。
勅
撰
集
へ
の
入
集
は
確
認
で
き
な
い
が
、
『
続
詞
花
集
』
（
旅

・

）
に
入
集
。

699

△
基
俊
―
藤
原
。
俊
家
男
。
妹
・
全
子
の
孫
が
忠
通
に
あ
た
る
。
天
喜
四
年
（
一
〇
五
六
）
ご
ろ
生
。
当
該
歌
合
の
判
者
。
勅
撰
集

に
は
『
金
葉
集
』
以
下
一
〇
七
首
入
集
。
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○
定
信
―
三
条
源
氏
。
生
没
年
未
詳
。
『
勅
撰
作
者
部
類
』
に
よ
れ
ば
康
和
四
年
（
一
一
〇
二
）
出
家
し
た
と
い
う
（
『
尊
卑
分
脈
』

に
よ
れ
ば
法
名
は
道
舜
）
が
、
当
該
歌
合
に
は
俗
名
で
出
詠
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
勅
撰
集
に
は
『
金
葉
集
』
以
下
三
首
入
集
。

(

４)

◎
道
経
―
藤
原
。
顕
綱
男
。
生
没
年
未
詳
。
父
顕
綱
は
、
顕
仲
父
基
家
の
兄
弟
。
晩
年
の
基
俊
に
俊
成
が
入
門
す
る
際
、
仲
介
役
を

果
た
し
た
（
『
無
名
抄
』
「
三
位
入
道
基
俊
成
弟
子
事
」
）
。
勅
撰
集
に
は
『
金
葉
集
』
以
下
一
九
首
入
集
。

●
信
忠
―
未
詳
。
こ
の
名
で
の
勅
撰
集
へ
の
入
集
は
確
認
で
き
な
い
。

◎
重
基
―
藤
原
。
有
佐
男
。
生
年
未
詳
。
渡
辺
晴
美
氏
に
よ
れ
ば
、
父
有
佐
は
後
三
条
院
の
落
胤
で
、
令
子
内
親
王
の
後
見
人
で
あ

っ
た
ら
し
く
、
そ
の
縁
で
令
子
内
親
王
家
の
歌
会
に
出
入
り
し
て
い
た
と
い
う
。
『
散
木
奇
歌
集
』

／

作
者
「
し
げ
も
と
の
き

(

５)

1459

1570

み
」
と
同
一
人
物
か
（
書
陵
部
本
「
安
芸
守
重
基
」
）
。
初
度
本
『
金
葉
集
』
に
二
首
入
集
。

●
俊
隆
―
村
上
源
氏
。
師
隆
男
。
生
没
年
未
詳
。
師
隆
は
顕
房
の
甥
、
師
俊
の
義
兄
に
あ
た
る
。
勅
撰
集
へ
の
入
集
は
確
認
で
き
な

い
。

◎
忠
隆
―
藤
原
。
基
兼
男
。
生
没
年
未
詳
。
永
久
四
年
（
一
一
一
六
）
七
月
二
十
一
日
右
兵
衛
佐
忠
隆
歌
合
を
主
催
。
勅
撰
集
に
は

『
金
葉
集
』
に
五
首
入
集
。

◎
忠
房
―
村
上
源
氏
。
顕
仲
男
。
生
没
年
未
詳
。
『
永
久
百
首
』
作
者
。
後
に
「
忠
季
」
と
改
名
（
『
歌
合
大
成
』
三
〇
〇
「
構
成
内

容
」
項
、
一
八
八
五
～
一
八
八
六
頁
）
。
勅
撰
集
に
は
『
金
葉
集
』
『
詞
花
集
』
に
計
五
首
入
集
。

◎
雅
光
―
村
上
源
氏
。
広
綱
男
で
、
の
ち
に
顕
房
の
養
子
と
な
る
（
『
歌
合
大
成
』
二
四
六
「
構
成
内
容
」
項
、
一
六
五
〇
頁
）
。
寛

治
三
年
（
一
〇
八
九
）
生
。
勅
撰
集
に
は
『
金
葉
集
』
以
下
一
七
首
入
集
。

◎
宗
国
―
藤
原
。
行
家
男
。
生
没
年
未
詳
。
盛
家
と
同
じ
く
忠
実
の
家
司
。
初
度
本
『
金
葉
集
』
（
秋
・

）
に
一
首
入
集
（
同
歌

325

が
橋
本
公
夏
筆
二
度
本
『
金
葉
集
』
に
も
入
る
）
。

◎
兼
昌
―
宇
多
源
氏
。
生
没
年
未
詳
。
『
永
久
百
首
』
作
者
。
勅
撰
集
に
は
『
金
葉
集
』
以
下
七
首
入
集
。

◎
為
真
―
藤
原
。
永
実
男
。
生
没
年
未
詳
。
女
房
信
濃
は
姉
ま
た
は
妹
。
永
久
三
年
（
一
一
一
五
）
十
月
中
務
権
大
輔
顕
輔
歌
合
（
『
歌
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合
大
成
』

）
に
出
詠
。
勅
撰
集
に
は
『
金
葉
集
』
『
詞
花
集
』
『
千
載
集
』
に
一
首
ず
つ
、
計
三
首
入
集
。

277

○
時
昌
―
藤
原
。
盛
房
男
。
生
没
年
未
詳
。
勅
撰
集
に
は
『
金
葉
集
』
『
千
載
集
』
に
計
三
首
入
集
。

出
詠
歌
人
二
十
四
名
の
う
ち
、
忠
通
家
に
お
け
る
歌
合
に
初
参
加
で
あ
る
こ
と
が
確
実
な
者
は
十
名
を
数
え
、
俊
頼
・
基
俊
を
含

め
る
と
実
に
半
数
が
新
顔
で
あ
っ
た
（
俊
頼
・
基
俊
に
つ
い
て
は
第
二
章
参
照
）
。
ま
た
、
忠
通
家
以
外
で
の
歌
合
に
名
の
見
え
な

い
者
も
七
名
を
数
え
る
。
男
性
の
参
加
者
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
源
氏
は
圧
倒
的
に
村
上
源
氏
の
者
が
多
い
。
村
上
源
氏
は
、
忠
通
の

母
・
師
子
の
出
身
氏
族
（
師
子
は
源
顕
房
女
）
で
あ
り
、
広
い
意
味
で
忠
通
の
姻
戚
関
係
者
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
何
ら
か

の
形
で
忠
通
・
俊
頼
ら
と
姻
戚
関
係
・
血
縁
関
係
を
有
す
る
者
や
、
盛
家
・
宗
国
の
よ
う
に
忠
通
の
父
忠
実
家
の
関
係
者
が
特
に
目

に
つ
き
、
参
加
者
の
構
成
は
や
は
り
近
親
者
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
「
歌
人
」
と
し
て

そ
れ
な
り
に
で
も
注
目
さ
れ
る
よ
う
な
人
物
は
、
俊
頼
・
基
俊
の
ほ
か
に
は
、
『
堀
河
百
首
』
作
者
の
藤
原
顕
仲
、
お
よ
び
『
永
久

百
首
』
作
者
の
源
忠
房
・
兼
昌
が
目
に
と
ま
る
く
ら
い
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
血
縁
者
・
関
係
者
を
中
心
に
、
非
専
門
歌

人
た
ち
が
多
く
集
ま
っ
た
の
が
忠
通
家
歌
壇
で
あ
っ
た
と
い
う
認
識
は
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
外
れ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
。

た
だ
し
注
目
さ
れ
る
の
は
、
当
該
歌
合
に
は
、
忠
通
家
の
歌
合
で
は
じ
め
て
女
房
歌
人
が
出
詠
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
う

ち
少
将
（
俊
頼
女
）
と
信
濃
は
い
ず
れ
も
忠
実
家
の
女
房
で
あ
り
、
こ
れ
は
さ
き
に
見
た
男
性
参
加
者
と
同
様
に
、
血
縁
者
・
関
係

者
の
枠
に
収
ま
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
上
総
・
摂
津
は
い
ず
れ
も
内
親
王
家
へ
仕
え
る
女
房
で
、
す
で
に
歌
合
へ
の
出
詠
経
験
も

豊
富
な
、
い
わ
ば
ベ
テ
ラ
ン
の
女
房
歌
人
で
あ
っ
た
。
彼
女
た
ち
が
当
該
歌
合
に
出
詠
し
た
こ
と
に
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る

の
だ
ろ
う
か
。

歌
合
に
お
け
る
女
房
歌
人
に
つ
い
て
は
、
平
安
初
期
に
お
け
る
遊
宴
性
の
強
い
歌
合
の
場
合
、
一
般
に
女
房
が
主
体
的
な
関
わ
り

を
見
せ
て
お
り
、
全
体
に
女
房
行
事
的
側
面
を
有
し
て
い
た
が
、
院
政
期
以
降
、
そ
う
し
た
側
面
は
し
だ
い
に
消
え
て
い
く
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
承
暦
二
年
（
一
〇
七
八
）
四
月
二
十
八
日
内
裏
歌
合
（
『
歌
合
大
成
』

）
に
は
、
女
房
歌
人

(

６)

203
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は
一
人
も
参
加
し
て
お
ら
ず
、
公
的
行
事
と
し
て
の
歌
合
に
お
い
て
は
、
女
房
の
存
在
を
必
須
と
し
な
く
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
。
た
だ
し
、
平
安
末
期
に
歌
道
家
が
歌
合
の
中
心
と
な
る
ま
で
は
、
歌
合
の
記
録
の
執
筆
は
女
房
の
役
割
で
あ
っ
た
こ
と

も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
忠
通
家
の
歌
合
に
お
い
て
は
じ
め
て
明
確
に
記
録
を
残
す
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
当
該
歌
合
の

(

７)
場
合
（
第
二
章
参
照
）
、
女
房
た
ち
に
は
む
し
ろ
こ
ち
ら
「
歌
合
を
記
録
す
る
」
と
い
う
役
割
が
求
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推

測
さ
れ
る
。

さ
ら
に
も
う
ひ
と
つ
、
女
房
歌
人
の
参
加
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果
は
、
主
催
者
・
忠
通
の
身
分
を
無
効
化
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

忠
通
は
「
女
房
」
と
い
う
隠
名
で
出
詠
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ほ
か
に
女
房
歌
人
が
出
詠
す
る
か
ら
こ
そ
、
隠
名
と
し
て
成
立
す
る

(

８)

も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
『
袋
草
紙
』
上
・
和
歌
会
次
第
に
は
、
「
於
僧
侶
幷

女
房
歌
、
不
論
貴
賤
終
講
之
」
（
三
四
〇
頁
）
、
「
又
女
房

歌
、
諸
人
歌
講
畢
時
出
之
」
（
三
四
一
頁
）
と
あ
り
、
女
房
の
歌
が
他
か
ら
区
別
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
歌

会
の
故
実
で
時
代
も
や
や
下
る
が
、
歌
合
の
場
合
も
そ
れ
ほ
ど
事
情
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
主
催
者
・
忠
通

の
歌
が
、
他
の
女
房
歌
人
と
同
じ
扱
い
の
中
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
に
遠
慮
す
る
こ
と
の
な
い
議
論
が
期
待
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
当
該
歌
合
は
、
基
本
的
に
主
催
者
・
忠
通
の
近
親
者
を
中
心
と
し
た
歌
壇
グ
ル
ー
プ
が
、
外
部
か
ら
俊
頼
・
基
俊
と
い

っ
た
有
力
歌
人
を
招
き
、
さ
ら
に
女
房
歌
人
を
参
加
さ
せ
る
こ
と
で
、
よ
り
開
け
た
歌
合
の
場
を
企
図
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
は
、
初
学
者
で
あ
る
忠
通
が
、
近
親
者
と
和
歌
を
詠
む
こ
と
を
た
だ
楽
し
む
だ
け
で
な
く
、
力
量
が
同
程
度
の

者
た
ち
と
和
歌
を
詠
む
力
を
磨
き
あ
う
と
い
う
場
の
姿
が
う
か
が
え
る
で
あ
ろ
う
。
本
章
で
は
、
主
催
者
・
忠
通
と
招
聘
さ
れ
た
俊

(

９)

頼
・
基
俊
、
そ
し
て
そ
の
他
の
歌
壇
構
成
員
た
ち
と
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詠
歌
表
現
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

次
に
、
当
該
歌
合
歌
の
勅
撰
集
入
集
状
況
を
確
認
し
た
い
。
左
に
掲
げ
る
〈
表
〉
は
、
当
該
歌
合
の
出
詠
歌
が
、
ど
の
勅
撰
集
に

ど
う
い
っ
た
詞
書
や
作
者
表
記
で
入
集
し
て
い
る
か
を
一
覧
し
た
も
の
で
あ
る
。
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〈
表
〉
当
該
歌
合
歌
の
勅
撰
集
入
集
状
況

＊
当
該
歌
合
歌
の
勅
撰
集
入
集
状
況
を
一
覧
し
、
部
立
・
歌
番
号
・
詞
書
・
作
者
表
記
を
示
し
た
。
本
文
・
歌
番
号
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
拠
る
。

＊
詞
書
の
句
読
点
は
省
略
し
た
場
合
が
あ
る
。

勅
撰
集

部
立
・
歌
番
号
・
詞
書
・
作
者
表
記

当
該
歌
合
で
の
所
在

金
葉
集
（
初
）

冬
・

・
（
し
ぐ
れ
を
よ
め
る
）
・
源
定
信

時
雨
七
番
左

・
定
信

383

13

金
葉
集
（
二
）

恋
上
・

・
（
恋
歌
と
て
よ
め
る
）
・
摂
政
左
大
臣

恋
三
番
左

・
女
房

401

53

恋
下
・

・
（
題
不
知
）
・
藤
原
忠
隆

恋
九
番
右

・
忠
隆

447

65

異
本
歌

・
（
な
ら
に
人
人
の
百
首
歌
よ
み
け
る
に
時
雨
を
よ
め
る
）
・
源
定
信

時
雨
七
番
左

・
定
信

683

13

金
葉
集
（
三
）

恋
下
・

・
恋
の
歌
と
て
よ
め
る
・
藤
原
忠
隆

恋
九
番
右

・
忠
隆

445

65

詞
花
集

秋
・

・
関
白
前
太
政
大
臣
の
家
に
て
よ
め
る
・
源
雅
光

残
菊
七
番
右

・
雅
光

127

38

千
載
集

秋
下
・

・
法
性
寺
入
道
前
太
政
大
臣
内
大
臣
に
侍
り
け
る
時
家
の
歌
合
に
残
菊
を
よ
め
る
・
藤
原
基
俊

残
菊
三
番
右

・
基
俊

346

30

冬
・

・
題
し
ら
ず
・
藤
原
基
俊

時
雨
五
番
右

・
基
俊

401

10

冬
・

・
法
性
寺
入
道
前
太
政
大
臣
内
大
臣
に
侍
り
け
る
時
家
の
歌
合
に
時
雨
を
よ
め
る
・
源
定
信
法
名
道
舜

時
雨
七
番
左

・
定
信

403

13

恋
二
・

・
法
性
寺
入
道
前
太
政
大
臣
内
大
臣
に
侍
り
け
る
時
家
の
歌
合
に
恋
の
う
た
と
て
よ
め
る
・
源
雅
光

恋
七
番
右

・
雅
光

713

61

恋
二
・

・
（
同
右
）
・
藤
原
重
基

恋
十
一
番
左

・
重
基

714

68

新
勅
撰
集

冬
・

・
法
性
寺
入
道
前
関
白
内
大
臣
に
侍
り
け
る
時
家
歌
合
に
・
権
中
納
言
師
俊

残
菊
二
番
右

・
師
俊

377

28

冬
・

・
法
性
寺
入
道
前
関
白
家
歌
合
に
・
源
兼
昌

時
雨
十
番
右

・
兼
昌

385

20

恋
三
・

・
法
性
寺
入
道
前
関
白
家
歌
合
に
・
基
俊

恋
二
番
右

・
基
俊

788

52

恋
五
・

・
法
性
寺
入
道
前
関
白
内
大
臣
に
侍
り
け
る
時
家
に
歌
合
し
侍
り
け
る
に
よ
め
る
・
堀
河
院
中
宮
上
総

恋
四
番
左

・
上
総

961

54

続
千
載
集

賀
・

・
法
性
寺
入
道
前
関
白
内
大
臣
に
侍
り
け
る
時
家
歌
合
に
・
藤
原
顕
仲
朝
臣

残
菊
三
番
左

・
顕
仲

2120

29
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新
拾
遺
集

恋
四
・

・
題
し
ら
ず
・
法
性
寺
入
道
前
関
白
太
政
大
臣

残
菊
五
番
右

・
女
房

1249

34

新
後
拾
遺
集

恋
一
・

・
恋
の
御
歌
中
に
お
な
じ
心
（
※
寄
月
恋
）
を
・
よ
み
人
し
ら
ず

恋
八
番
左

・
盛
家

949

62

俊
頼
撰
の
『
金
葉
集
』
で
は
、
女
房
（
忠
通
）
・
忠
隆
・
定
信
と
い
っ
た
非
専
門
歌
人
の
歌
が
採
ら
れ
て
い
る
が
、
忠
通
家
で
の

歌
合
に
お
け
る
詠
歌
で
あ
る
と
は
詞
書
に
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
『
詞
花
集
』
も
同
様
で
あ
る
。
鳥
井
氏
は
、
『
金
葉
集
』

の
詞
書
に
お
い
て
「
歌
合
」
と
明
記
さ
れ
る
の
は
「
摂
関
家
の
晴
儀
歌
合
」
、
「
摂
関
家
以
外
の
貴
族
の
家
で
催
さ
れ
た
歌
合
」
、
「
内

裏
歌
合
、
院
・
后
宮
主
催
の
歌
合
」
の
場
合
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
忠
通
家
で
の
歌
合
は
「
晴
儀
歌
合
」
で
は
な
い
摂
関
家
の

歌
合
、
す
な
わ
ち
「
密
儀
歌
合
」
で
あ
る
と
し
、
「
俊
頼
は
、
忠
通
家
歌
合
な
ど
の
〈
密
儀
歌
合
〉
は
正
式
の
も
の
で
は
な
く
、
〈
晴

儀
歌
合
〉
こ
そ
が
摂
関
家
の
歌
合
な
の
だ
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
」
（
四
一
〇
～
四
一
一
頁
）
と
論
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
忠
通

(

１
０)

家
と
い
う
場
の
性
格
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
指
摘
で
あ
ろ
う
。

ま
た
〈
表
〉
か
ら
注
目
さ
れ
る
の
は
基
俊
詠
で
、
『
千
載
集
』
と
『
新
勅
撰
集
』
と
で
当
該
歌
合
出
詠
歌
が
三
首
す
べ
て
採
ら
れ

て
い
る
こ
と
に
な
る
（
「
時
雨
」
題
詠
は
「
題
し
ら
ず
」
と
し
て
載
る
が
、
こ
れ
は
こ
の
歌
が
改
作
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
関
係
す
る

か
。
後
述
）
。
す
な
わ
ち
、
俊
成
・
定
家
父
子
は
彼
ら
の
師
に
あ
た
る
基
俊
の
歌
を
評
価
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、
俊
頼

の
歌
は
勅
撰
集
に
は
一
首
も
採
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
俊
頼
詠
が
当
該
歌
合
で
は
多
く
負
と
な
っ
て
い
る
こ

と
に
よ
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
『
新
拾
遺
集
』
・
『
新
後
拾
遺
集
』
に
至
る
と
、
「
残
菊
」
題
で
詠
ま
れ
た
女
房
（
忠
通
）
詠
を
「
題
し
ら

ず
」
と
し
て
恋
部
に
入
れ
、
ま
た
「
恋
」
題
で
詠
ま
れ
た
盛
家
詠
を
「
寄
月
恋
」
題
・
「
よ
み
人
し
ら
ず
」
と
し
て
採
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
も
は
や
当
該
歌
合
が
直
接
の
採
歌
源
に
な
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

以
上
、
当
該
歌
合
の
全
体
像
に
つ
い
て
概
観
し
た
が
、
概
ね
次
の
よ
う
な
こ
と
が
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
第
一
に
、
忠
通
家
歌

壇
に
お
け
る
歌
合
は
、
非
専
門
歌
人
を
中
心
と
し
た
近
親
者
た
ち
が
、
初
学
者
で
あ
る
主
催
者
・
忠
通
と
と
も
に
、
和
歌
を
修
練
す

る
場
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
第
二
に
、
そ
こ
に
俊
頼
・
基
俊
と
い
う
専
門
歌
人
を
招
聘
し
た
の
は
、
今
後
の
歌
壇
の
指
導
者
を
選
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定
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
（
第
二
章
参
照
）
。
第
三
に
、
女
房
歌
人
を
参
加
さ
せ
た
こ
と
か
ら
は
、
参
加
者
間

の
身
分
差
を
無
効
化
す
る
意
図
が
感
じ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
歌
合
を
正
式
に
記
録
し
よ
う
と
す
る
意
識
が
う
か
が
え
る
。
た
だ
し
当

該
歌
合
は
、
こ
れ
ま
で
の
閉
鎖
的
な
忠
通
家
で
の
歌
合
と
は
多
く
の
面
で
変
わ
っ
て
い
る
も
の
の
、
『
金
葉
集
』
に
お
い
て
「
歌
合
」

と
明
示
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
も
「
密
儀
」
の
歌
合
な
の
で
あ
っ
て
、
貴
顕
の
忠
通
が
列
席
し
て
い
る
と
は
い
え
、
「
公

的
」
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
意
識
は
薄
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

第
二
節

左
右
方
人
た
ち
の
詠
歌
表
現

で
は
、
当
該
歌
合
の
出
詠
者
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
歌
を
詠
ん
だ
の
か
、
ま
た
俊
頼
・
基
俊
は
そ
れ
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
判
を
付

し
た
の
か
、
具
体
的
に
当
該
歌
合
の
詠
歌
表
現
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
ま
ず
は
、
主
催
者
・
判
者
以
外
の
方
人
た
ち
の
出

詠
歌
か
ら
、
用
例
が
少
な
い
語
を
用
い
た
り
、
詞
の
続
け
方
や
用
語
の
面
で
特
異
な
表
現
を
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
歌
を
挙
げ
る
。

①
し
ぐ
れ
に
は
色
な
ら
ぬ
身
の
袖
が
さ
も
ぬ
る
れ
ば
か
ほ
る
も
の
に
ぞ
有
け
る
（
「
時
雨
」
三
番
左

・
少
将
、
俊
勝
／
基
負
）

5

俊
云
、
前
の
哥
の
「
色
な
ら
ぬ
身
」
と
い
へ
る
、
き
た
り
け
る
衣
の
し
ろ
か
り
け
る
に
や
、
わ
が
身
を
「
色
ご
の
み
に
あ

ら
ず
」
と
い
へ
る
に
や
。
衣
の
［
し
］
ろ
き
な
ら
ば
、
「
色
か
は
る
」
と
い
は
ん
事
か
た
し
。
わ
が
み
を
「
色
ご
の
み
な

＊

ら
ず
」
と
い
は
ゞ
、
袖
が
さ
か
ほ
ら
ん
事
、
又
か
た
し
。
大
か
た
、
哥
が
ら
は
な
だ
ら
か
な
り
。
…
…

基
云
、
「
色
な
ら
ぬ
身
」
ぞ
、
い
か
な
る
身
に
か
と
ゆ
か
し
く
、
「
ぬ
［
る
］
れ
ば
か
ほ
る
」
な
ど
よ
め
る
、
梅
な
ど
を
こ

＊

そ
、
古
哥
に
は
か
く
よ
み
て
侍
れ
。
…
…

＊
し
ろ
き
―
底
本
「
い
ろ
き
」
。
意
不
通
の
た
め
校
訂
し
た
。
＊
ぬ
る
れ
は
―
底
本
「
ぬ
れ
は
」
、
歌
句
の
引
用
と
み
て
「
る
」
を
補
っ
た
。

②
さ
も
こ
そ
は
槙
の
ま
や
ぶ
き
［
う
］
す
か
ら
め
も
る
斗
に
も
打
し
ぐ
れ
哉

（
「
時
雨
」
六
番
左

・
師
俊
、
俊
負
／
基
持
）

＊

11

俊
云
、
前
哥
、
「
槙
の
ま
や
ぶ
き
」
な
ど
、
い
ひ
な
［
れ
た
り
］
。
す
ゑ
に
「
う
つ
し
ぐ
れ
」
と
よ
め
る
ぞ
、
お
ぼ
つ
か
な

＊

き
。
［
も
］
し
、
「
［
蕭
］
々
［
暗
］
雨
打
窓
声
」
と
い
ふ
〔

〕
き
こ
ゆ
る
を
お
も
ひ
て
よ
め
る
に
や
。
さ
り
と
も
、

＊

＊

(

諸
本
欠)
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哥
は
不
読
は
さ
ら
ず
も
や
あ
る
べ
か
ら
ず
。
か
ゝ
る
事
を
よ
ま
ん
と
て
は
、
そ
の
す
ぢ
に
い
は
で
、
見
ぐ
る
し
か
ら
ず
か

ま
ふ
る
な
り
。
…
…

基
云
、「
槙
の
ま
や
ぶ
き
」
、
さ
こ
そ
う
す
く
と
も
、
打
と
を
す
ま
で
ふ
る
ら
ん
し
ぐ
れ
こ
そ
、
う
ち
に
い
［
た
］
ら
ん
人
、

＊

お
そ
ろ
し
か
り
ぬ
べ
く
お
ぼ
え
侍
れ
。
代
の
は
じ
ま
り
に
こ
そ
、
く
る
ま
の
よ
こ
が
み
な
ど
の
様
に
て
雨
は
ふ
り
侍
り
け

れ
ば
、
い
と
お
そ
ろ
し
う
侍
け
る
し
ぐ
れ
か
な
。
「
暗
雨
打
窓
声
」
な
ど
ぞ
、
も
ろ
こ
し
の
哥
に
も
侍
る
か
し
。
風
ふ
か

れ
て
よ
こ
ざ
ま
に
さ
は
り
た
る
か
き
を
う
［
つ
］
に
こ
そ
侍
る
め
れ
。
さ
れ
ば
、
「
窓
打
雨
に
め
を
さ
ま
し
つ
ゝ
」
な
ど

＊

よ
め
る
、
い
と
あ
は
れ
に
聞
侍
る
物
を
。
…
…

＊
う
す
か
ら
め
―
底
本
「
こ
す
か
ら
め
」
。
誤
写
と
み
て
校
訂
し
た
。
＊
い
ひ
な
れ
た
り
―
底
本
「
い
ひ
な
せ
」
。
意
不
通
の
た
め
校
訂
し
た
。
＊

も
し
―
底
本
「
よ
し
」
。
誤
写
と
み
て
校
訂
し
た
。
＊
蕭
々
暗
雨
打
窓
声
―
底
本
「
肅
々
晴
雨
打
窓
声
」
。
誤
写
と
み
て
校
訂
し
た
。
＊
い
た
ら
ん

―
底
本
「
い
さ
ら
ん
」
。
打
消
で
は
文
脈
上
不
審
の
た
め
校
訂
し
た
。
＊
う
つ
―
底
本
「
う
へ
」
。
誤
写
と
み
て
校
訂
し
た
。

①
は
、
時
雨
に
よ
っ
て
「
色
な
ら
ぬ
身
の
袖
が
さ
」
が
濡
れ
、
薫
る
と
詠
む
。
特
に
二
三
句
に
創
意
が
見
ら
れ
、
「
色
な
ら
ぬ
身
」

は
先
行
例
の
見
ら
れ
な
い
独
自
表
現
で
あ
る
。
も
う
一
方
の
「
袖
が
さ
」
は
、
基
俊
に
も
「
は
れ
く
も
り
さ
だ
め
な
け
れ
ば
初
し
ぐ

れ
い
も
が
袖
が
さ
か
り
て
来
に
け
り
」
（
『
堀
河
百
首
』
冬
・
時
雨
・

）
と
用
例
が
あ
る
語
で
、
袖
を
頭
上
に
か
ざ
し
笠
の
代
わ
り

907

に
す
る
こ
と
を
い
う
。
基
俊
が
「
い
も
が
袖
が
さ
」
と
詠
ん
で
い
る
よ
う
に
、
恋
の
風
情
が
看
取
さ
れ
る
語
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

、
、
、

(

１
１)

そ
れ
と
同
様
に
、
①
の
「
袖
笠
が
濡
れ
る
」
と
い
う
発
想
は
「
袖
が
濡
れ
る
」
こ
と
と
同
根
の
も
の
が
あ
る
と
思
わ
れ
、
当
然
「
涙
」

が
暗
示
さ
れ
る
こ
と
な
る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
そ
れ
が
「
か
ほ
る
」
と
詠
む
こ
と
で
、
ほ
の
か
に
官
能
的
な
雰
囲
気
が
喚
起
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
少
将
も
恋
歌
的
な
興
趣
を
表
現
し
よ
う
と
企
図
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
判
詞
に
よ
れ
ば
、
そ
う
し
た
作
意
は
あ
ま
り
評
価
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
基
俊
は
負
と
し
て
い
る
し
、

俊
頼
も
勝
を
与
え
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
れ
は
番
え
ら
れ
た
歌
と
の
相
対
評
価
の
結
果
に
す
ぎ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
、
恋
歌
的

な
興
趣
が
看
取
さ
れ
た
た
め
に
、
「
時
雨
」
題
の
本
意
か
ら
外
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
大
き
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
特
に
問
題
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と
な
っ
た
の
は
や
は
り
二
句
「
色
な
ら
ぬ
身
」
で
、
こ
の
詞
は
両
判
者
か
ら
疑
問
を
呈
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
「
数
な
ら
ぬ
身
」

な
ど
と
同
様
の
卑
下
表
現

―
「
美
し
く
な
い
身
」
と
い
っ
た
意
か

―
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
が
、
俊
頼
が
「
白
い

衣
を
着
た
身
」
の
意
か
、
あ
る
い
は
「
好
色
で
な
い
身
」
の
意
か
、
と
戸
惑
っ
て
い
る
よ
う
に
、
確
か
に
解
釈
に
迷
う
詞
で
あ
る
。

(

１
２)

①
の
ほ
か
に
こ
の
詞
の
用
例
が
見
当
た
ら
な
い
の
は
、
そ
う
し
た
解
釈
の
不
確
定
性
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。

②
は
、
時
雨
が
漏
れ
ん
ば
か
り
に
小
屋
の
屋
根
へ
打
ち
つ
け
る
音
が
響
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
槙
の
ま
や
ぶ
き
」
が
薄
い
こ
と
を

推
量
す
る
と
い
う
趣
向
だ
が
、
「
槙
の
ま
や
ぶ
き
」
は
他
例
の
な
い
表
現
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
俊
頼
に
「
い
ひ
な
れ
た
り
」

と
評
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
肯
定
的
に
受
け
取
ら
れ
た
（
基
俊
判
に
は
言
及
が
な
い
）
。
先
例
の
な
い
表
現
で
あ
っ
て
も
、
「
い
ひ
な

れ
」
て
い
る
よ
う
に
う
ま
く
詠
み
な
し
た
こ
と
を
評
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
切
妻
造
り
の
屋
根
を
意
味
す
る
「
真
屋
」
は
、
『
催

ま

や

馬
楽
』
に
「
真
屋
の
あ
ま
り
」
の
語
が
見
え
る
が
、
和
歌
で
は
ほ
と
ん
ど
例
を
見
な
い
表
現
で
あ
る
。
た
だ
し
、
俊
頼
の
田
上
滞
在

(

１
３)

時
（
永
久
三
年
〈
一
一
一
五
〉
ご
ろ
か
）
の
詠
に
「
あ
し
び
た
く
ま
や
の
す
み
か
は
よ
の
な
か
を
あ
く
が
れ
そ
む
る
か
ど
で
な
り
け

り
」
（
『
散
木
奇
歌
集
』
冬
・

、
一
二
〇
オ
／
二
四
九
頁
、
な
お
『
詞
花
集
』
冬
・

は
四
句
「
あ
く
が
れ
い
づ
る
」
と
す
る
）
が

617

348

あ
り
、
俊
頼
と
近
し
い
関
係
に
あ
っ
た
師
俊
が
そ
こ
か
ら
学
ん
だ
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
し
②
で
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
時
雨
を
「
打
つ
」
と
表
現
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
両
判
者
が
指
摘
す
る
よ
う
に
『
和

漢
朗
詠
集
』
の
「
秋
夜
長

夜
長
無
眠
天
不
明

耿
耿
残
灯
背
壁
影

蕭
蕭
暗
雨
打
窓
声
」
（
秋
夜
・

、
出
典
は
『
白
氏
文
集
』

、
、

233

巻
三
「
上
陽
白
髪
人
」
）
を
摂
取
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
句
は
、
『
源
氏
物
語
』
に
も
「
に
は
か
に
立
ち
出
づ
る
む
ら
雲
の
け
し
き

い
と
あ
や
に
く
に
て
、
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
う
降
り
来
る
雨
に
添
ひ
て
、
さ
と
吹
く
風
に
灯
籠
も
吹
き
ま
ど
は
し
て
、
「
窓
を
う
つ
声
」

な
ど
、
め
づ
ら
し
か
ら
ぬ
古
言
を
う
ち
誦
じ
た
ま
へ
る
も
、
を
り
か
ら
に
や
」
（
幻
・
④
‐
五
三
九
頁
）
と
引
か
れ
る
よ
う
に
、
当

時
広
く
受
容
さ
れ
て
い
た
。
和
歌
に
お
い
て
も
、
大
弐
高
遠
が
「
文
集
の
蕭
蕭
暗
雨
打
窓
雨
と
い
ふ
心
を
よ
め
る
」
の
詞
書
で
「
こ

ひ
し
く
は
ゆ
め
に
も
人
を
み
る
べ
き
を
ま
ど
う
つ
あ
め
に
め
を
さ
ま
し
つ
つ
」
（
『
後
拾
遺
集
』
雑
三
・

）
と
句
題
和
歌
を
詠
ん
だ

、
、

1015

例
が
あ
る
。
こ
こ
で
②
が
問
題
視
さ
れ
た
の
は
、
そ
の
摂
取
が
和
歌
の
文
脈
に
合
っ
て
お
ら
ず
、
安
易
な
も
の
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
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る
。
②
は
「
し
ぐ
れ
」
が
「
も
る
斗
に
も
打
」
つ
と
詠
む
が
、
そ
も
そ
も
「
時
雨
」
は
和
歌
の
通
念
上
、
そ
の
よ
う
に
激
し
く
降
る

よ
う
な
雨
で
は
な
い
し
、
実
際
に
「
時
雨
」
に
つ
い
て
「
打
つ
」
と
詠
ん
だ
先
行
例
は
管
見
に
入
ら
な
い
。
基
俊
は
歌
の
内
容
か
ら
、

(

１
４)

板
葺
き
の
屋
根
を
「
打
と
を
す
」
ほ
ど
に
時
雨
が
降
る
の
で
あ
れ
ば
、
小
屋
の
中
に
い
る
人
は
き
っ
と
お
そ
ろ
し
い
だ
ろ
う
、
そ
れ

で
は
ま
る
で
「
代
の
は
じ
ま
り
」
に
降
っ
た
「
車
の
よ
こ
が
み
」
（
車
軸
）
の
よ
う
な
雨
で
は
な
い
か
、
と
戯
れ
て
冗
談
を
交
じ
え

つ
つ
評
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
時
雨
」
を
「
打
つ
」
と
表
現
し
た
こ
と
へ
の
違
和
感
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
基
俊
の
場
合
は
、
前

掲
の
高
遠
「
こ
ひ
し
く
は
」
詠
の
下
句
を
模
範
的
な
例
と
し
て
引
き
、
こ
の
句
を
摂
取
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
高
遠
詠
の
よ
う
に
「
窓、

打
つ
」
と
、
よ
り
明
確
に
典
拠
に
基
づ
い
た
摂
取
を
す
べ
き
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
一
方
の
俊
頼
判
は
、
本
文
に
や
や
不
審
な
点
が

あ
り
わ
か
り
に
く
い
が
、
漢
詩
・
漢
籍
を
摂
取
す
る
場
合
は
、
見
苦
し
く
な
い
よ
う
に
和
歌
を
構
成
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
述
べ
て

(

１
５)

い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
要
す
る
に
、
②
は
そ
の
点
が
う
ま
く
詠
め
て
お
ら
ず
「
見
ぐ
る
し
」
い
、
と
評
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
も
や
は
り
漢
詩
を
安
易
に
摂
取
し
、
時
雨
を
「
打
つ
」
と
表
現
し
た
こ
と
を
問
題
視
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
歌
人
た
ち
は
新
し
い
表
現
を
詠
も
う
と
し
て
、
先
例
の
な
い
表
現
（
あ
る
い
は
漢
詩
句
に
拠
る
が
、
和
歌
に
例
の

な
い
表
現
）
を
試
み
て
い
る
。
た
だ
し
そ
れ
ら
は
、
必
ず
し
も
新
し
い
だ
け
で
評
価
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
も
そ
の
表

現
が
和
歌
の
な
か
で
適
切
に
作
用
し
て
い
る
か

―
「
い
ひ
な
れ
」
て
い
る
か

―
が
、
両
判
者
に
お
い
て
重
要
視
さ
れ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。

(

１
６)

ほ
か
に
も
、
必
ず
し
も
新
奇
な
表
現
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
一
般
的
な
意
味
と
は
異
な
る
意
味
で
詠
ま
れ
て

い
た
り
、
意
味
が
と
り
に
く
い
と
さ
れ
た
表
現
が
あ
る
。

③
露
結
ぶ
霜
夜
の
数
を
か
さ
ぬ
れ
ば
た
え
で
や
菊
の
う
つ
ろ
ひ
ぬ
ら
ん

（
「
残
菊
」
二
番
右

・
師
俊
、
俊
勝
／
基
勝
）

28

俊
云
、
…
…
次
哥
は
、
心
こ
と
ば
い
と
お
か
し
。
た
ゞ
し
、
是
も
お
ぼ
つ
か
な
し
。
露
む
す
び
て
霜
と
な
る
と
い
へ
る
事

か
。
そ
れ
な
ら
ば
、
こ
よ
み
な
ど
に
付
た
る
事
な
れ
ば
、
一
夜
の
こ
と
な
め
り
。
つ
ぎ
の
夜
よ
り
は
、
霜
の
か
ぎ
り
こ
そ

を
く
べ
け
れ
。
こ
の
哥
の
心
は
、
夜
ご
と
に
露
の
霜
に
な
る
様
に
き
こ
ゆ
。
是
は
ひ
が
ご
と
な
ら
ん
。
お
ぼ
つ
か
な
け
れ
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ど
も
、
文
字
づ
か
ひ
な
ど
ゆ
う
な
れ
ば
、
ま
さ
り
て
ぞ
み
ゆ
る
。

基
云
、
…
…
右
哥
、
し
な
す
ぐ
れ
ね
ど
、
「
露
結
ぶ
霜
夜
の
か
ず
」
な
ど
、
文
字
つ
づ
き
あ
し
う
も
侍
ら
ね
ば
、
な
を
露

む
す
ば
れ
ぬ
べ
き
心
ち
し
侍
り
。

④
冬
が
れ
に
う
つ
ろ
ひ
残
る
白
菊
は
上
葉
に
を
け
る
霜
か
と
ぞ
み
る

（
「
残
菊
」
八
番
左

・
盛
家
、
俊
勝
／
基
持
）

、

39

俊
云
、
「
冬
が
れ
に
」
と
い
へ
る
文
字
、
聞
［
つ
］
か
ぬ
心
ち
し
侍
る
を
、
万
葉
集
に
よ
め
る
こ
と
、
慥
に
も
お
ぼ
え
侍

＊

ら
ず
。
…
…

基
云
、
左
哥
、
「
う
つ
ろ
ひ
の
こ
る
」
と
云
、
わ
き
が
た
し
。
又
、
花
を
「
う
は
葉
に
を
け
る
霜
」
と
〔

〕
、
実
に
い

(

諸
本
欠)

み
じ
き
ひ
が
め
な
り
。
…
…

＊
聞
つ
か
ぬ
―
底
本
「
聞
え
か
ぬ
」
。
活
用
不
審
。
誤
写
と
み
て
校
訂
し
た
。

③
は
、
霜
夜
が
数
重
な
る
の
で
、
菊
の
花
も
堪
え
き
れ
ず
に
変
色
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
と
詠
む
。
両
判
者
が
と
も
に
勝

を
与
え
て
お
り
、
一
定
の
評
価
を
受
け
た
歌
で
あ
る
（
後
に
『
新
勅
撰
集
』
冬
・

に
二
三
句
「
霜
夜
の
か
ず
の
か
さ
な
れ
ば
」
と

377

し
て
入
集
）
が
、
俊
頼
は
初
句
「
露
結
ぶ
」
に
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
「
露
結
ぶ
」
と
は
、
本
来
は
「
つ
ゆ
む
す
ぶ
秋
も
き
に
け
り

む
べ
し
こ
そ
う
ち
と
け
ぬ
ま
に
虫
は
な
き
け
れ
」
（
『
古
今
六
帖
』
第
一
・
つ
ゆ
・

）
や
「
露
む
す
ぶ
草
の
枕
の
ほ
ど
な
き
に
所
え

587

て
な
く
き
り
ぎ
り
す
か
な
」
（
『
永
久
百
首
』
秋
・
蛬
・

・
常
陸
）
の
よ
う
に
、
草
葉
な
ど
に
水
滴
が
付
着
す
る
、
す
な
わ
ち
「
結

335

露
」
を
い
う
表
現
で
あ
る
が
、
③
の
場
合
は
「
露
結
ぶ
霜
夜
」
と
続
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
俊
頼
が
推
測
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
露
」

そ
れ
自
体
が
「
結
ぶ
」
こ
と
で
「
霜
」
と
な
る
、
と
い
う
発
想
で
あ
る
ら
し
い
。
こ
う
し
た
発
想
は
漢
籍
に
由
来
す
る
も
の
と
指
摘

さ
れ
て
い
る
が
、
少
な
く
と
も
和
歌
で
は
先
行
例
を
見
出
せ
ず
、
後
の
例
と
し
て
も
「
露
結
ぶ
霜
に
た
と
ふ
る
つ
み
な
れ
ば
朝
日
ま

、

(

１
７)

つ
ま
の
な
げ
き
也
け
り
」
（
『
宝
物
集
』
巻
第
六
・

・
登
蓮
）
が
見
ら
れ
る
程
度
で
、
用
例
が
非
常
に
少
な
い
。
し
か
し
基
俊
は
、

(

１
８)

447

こ
う
し
た
一
般
的
な
用
法
か
ら
外
れ
る
表
現
に
対
し
て
、
「
文
字
つ
づ
き
あ
し
う
も
侍
ら
ね
ば
」
と
勝
を
与
え
て
い
る
。
ま
た
、
俊

頼
も
「
お
ぼ
つ
か
な
し
」
と
し
な
が
ら
も
、
「
心
こ
と
ば
い
と
お
か
し
」
、
「
文
字
づ
か
ひ
な
ど
ゆ
う
」
な
ど
と
述
べ
て
お
り
、
や
は
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り
評
価
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
た
と
え
一
般
的
な
用
法
か
ら
外
れ
る
よ
う
な
表
現
で
あ
っ
て
も
、
和
歌
と

し
て
う
ま
く
詠
み
な
し
て
い
れ
ば
評
価
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

④
は
、
冬
に
あ
ら
ゆ
る
草
木
が
枯
れ
て
し
ま
っ
た
中
で
唯
一
残
っ
て
い
る
白
菊
を
、
上
方
の
葉
に
置
い
た
霜
と
見
紛
う
趣
向
で
あ

る
。
「
白
菊
」
を
「
霜
」
な
ど
と
い
っ
た
白
い
も
の
と
見
紛
う
こ
と
は
、
和
歌
に
お
い
て
は
常
套
の
発
想
で
あ
る
が
、
両
判
者
か
ら

は
そ
れ
ぞ
れ
表
現
に
対
し
て
難
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

俊
頼
は
初
句
「
冬
枯
れ
に
」
に
つ
い
て
、
「
聞
つ
か
ぬ
心
ち
」
が
す
る
と
評
し
た
。
判
詞
に
よ
れ
ば
、
衆
議
に
お
い
て
は
『
万
葉

集
』
に
詠
ま
れ
て
い
る
か
ど
う
か
が
問
わ
れ
た
よ
う
だ
が
、
「
『
冬
枯
れ
に
』
と
い
へ
る
文
字
、
聞
つ
か
ぬ
心
ち
し
侍
る
」
と
あ
る
こ

、
、

(

１
９)

と
か
ら
、
俊
頼
は
「
冬
枯
れ
」
と
い
う
詞
そ
の
も
の
を
問
題
視
し
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
事
実
、
「
冬
枯
れ
」
と

、

い
う
詞
は
先
行
例
が
少
な
い
が
、
俊
頼
自
身
も
長
歌
の
中
で
「
…
…

冬
が
れ
の

尾
花
が
末
の

露
な
ら
ば

…
…
」
（
『
堀
河
百

、

首
』
雑
・
述
懐
・

）
と
詠
ん
で
お
り
、
こ
の
詞
を
詠
む
こ
と
自
体
は
、
俊
頼
に
と
っ
て
も
何
ら
問
題
な
か
っ
た
と
見
て
よ
い
。
俊

1576

頼
が
④
の
初
句
を
問
題
視
し
た
の
は
、
「
文
字
」
と
あ
る
よ
う
に
、
助
詞
「
に
」
の
用
い
方
に
そ
の
要
因
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。「
冬
枯
れ
」
の
先
行
例
を
見
る
と
、「
冬
が
れ
の
の
べ
と
わ
が
身
を
思
ひ
せ
ば
も
え
て
も
春
を
ま
た
ま
し
も
の
を
」（
『
古

、

今
集
』
恋
五
・

・
伊
勢
）
、
「
冬
枯
れ
の
篠
の
を
す
す
き
袖
た
ゆ
み
ま
ね
き
も
よ
せ
じ
風
に
ま
か
せ
む
」
（
『
更
級
日
記
』

・
孝
標

、

(

２
０)

791

62

女
）
の
よ
う
に
、
「
冬
枯
れ
」
を
連
体
修
飾
語
と
し
て
、
格
助
詞
「
の
」
と
と
も
に
用
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
場
合
、
「
野
辺
」
「
篠

(

２
１)

の
を
す
す
き
」
「
尾
花
」
が
「
冬
枯
れ
」
と
い
う
状
態
で
あ
る
、
と
い
う
関
係
は
明
白
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
冬
枯
れ
」
と
い
う
詞

は
、
こ
れ
ら
の
よ
う
に
格
助
詞
「
の
」
を
伴
っ
て
連
体
修
飾
語
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
一
般
的
な
用
法
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
し

か
し
、
④
の
よ
う
に
「
冬
枯
れ
に
」
と
詠
ん
で
し
ま
う
と
、
「
冬
枯
れ
」
の
語
の
み
で
詠
ま
れ
た
情
景
を
説
明
す
る
こ
と
に
な
っ
て

、

し
ま
い
、
例
え
ば
「
野
」
や
「
籬
」
な
ど
、
「
菊
」
の
咲
い
て
い
る
場
所
が
「
冬
枯
れ
」
の
状
態
な
の
か
、
あ
る
い
は
「
菊
」
そ
れ

自
体
が
「
冬
枯
れ
」
な
の
か
、
と
も
す
る
と
わ
か
り
に
く
い
。
そ
れ
が
俊
頼
の
い
う
「
聞
つ
か
ぬ
心
ち
」
が
す
る
、
と
い
う
こ
と
で

は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
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一
方
、
基
俊
は
二
句
「
う
つ
ろ
ひ
残
る
」
に
着
目
す
る
。
「
う
つ
ろ
ひ
残
る
」
は
先
行
例
の
な
い
表
現
で
、
「
…
…
残
る
」
と
い
う

語
構
成
か
ら
は
、
「
（
紫
に
）
変
色
し
た
ま
ま
残
る
」
意
と
も
、
「
（
紫
に
）
変
色
し
な
い
で
残
る
」
意
と
も
、
ど
ち
ら
と
も
解
釈
し
う

る
表
現
で
あ
る
。
和
歌
で
の
用
例
は
当
該
歌
合
に
も
う
一
例
、「
霜
が
れ
に
う
つ
ろ
ひ
残
る
む
ら
菊
は
見
る
朝
ご
と
に
珍
し
き
哉
」（
「
残

(

２
２)

菊
」
十
二
番
左

・
俊
隆
）
と
、
後
に
「
む
ら
さ
き
の
雲
間
の
星
と
見
ゆ
る
か
な
う
つ
ろ
ひ
の
こ
る
白
菊
の
花
」
（
『
清
輔
集
』
冬
・

47

・
題
「
菊
花
纔
残
」
）
の
例
が
見
出
せ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
用
例
を
検
討
し
て
み
る
と
、
④
と
『
清
輔
集
』
の
例
は
「
白

189菊
」
の
連
体
修
飾
句
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
た
め
、
後
者
「
（
紫
に
）
変
色
し
な
い
で
残
る
」
の
意
で
解
す
る
の
が
ひ
と
ま
ず
無

難
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
『
清
輔
集
』
の
例
で
い
え
ば
、
「
う
つ
ろ
ひ
の
こ
る
白
菊
の
花
」
が
「
む
ら
さ
き
の
雲
間
の
星
」

と
見
え
る
、
と
詠
ん
で
い
る
の
だ
か
ら
、
大
半
が
紫
に
変
色
し
た
菊
の
中
、
わ
ず
か
に
白
い
ま
ま
残
っ
た
菊
が
詠
ま
れ
て
い
る
も
の

と
解
せ
ば
わ
か
り
や
す
い
（
ま
た
そ
う
解
釈
す
れ
ば
「
菊
花
纔
残
」
と
い
う
題
意
も
満
た
す
）
。
④
も
当
該
歌
合

番
歌
も
、
大
半

47

の
植
物
が
「
冬
が
れ
」
「
霜
が
れ
」
で
枯
れ
て
し
ま
っ
た
中
、
菊
だ
け
が
「
う
つ
ろ
ひ
残
る
」
と
詠
ん
で
い
る
点
で
、
発
想
は
同
じ

で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
や
は
り
、
こ
れ
ら
も
「
変
色
し
な
い
で
残
る
」
意
と
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
基
俊
は
「
う
つ

ろ
ひ
残
る
」
に
つ
い
て
「
わ
き
が
た
し
」
と
評
し
た
。
こ
れ
は
、
さ
き
に
述
べ
た
「
う
つ
ろ
ひ
残
る
」
の
二
義
性
に
つ
い
て
、
ど
ち

ら
の
解
釈
を
と
れ
ば
よ
い
か
判
別
し
が
た
い
、
と
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
一
読
し
て
意
味
が
と
り
づ
ら
い
表
現
が
批
判
さ
れ
て
い
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
表
現
の
新
し
さ
そ
れ
自
体
が
評
価
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
や
は
り
そ
の
表
現
が
和
歌
の
中

で
適
切
に
作
用
し
て
い
る
か
、
誤
解
を
与
え
な
い
表
現
と
な
っ
て
い
る
か
、
が
重
要
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ほ
か
に
も
、
表
現
そ
れ
自
体
と
い
う
よ
り
も
、
趣
向
や
発
想
に
前
例
や
類
例
が
な
く
、
特
異
な
も
の

―
い
わ
ば
「
奇
想
」
と
で

も
い
う
よ
う
な
歌
も
い
く
つ
か
詠
ま
れ
て
い
る
。

⑤
い
の
る
ら
ん
神
の
た
ゝ
り
は
な
さ
る
と
も
逢
て
ふ
こ
と
に
身
を
ば
け
が
さ
じ

（
「
恋
」
四
番
右

・
顕
仲
、
俊
負
／
基
負
）

55

俊
云
、
…
…
後
哥
は
、
人
に
し
ら
れ
た
る
哥
と
ぞ
み
ゆ
る
。
さ
は
よ
む
ら
ん
や
は
。
證
哥
ぞ
入
べ
き
。
又
、
お
と
こ
の
も

と
よ
り
「
い
の
り
を
な
ん
す
る
」
と
よ
み
を
こ
せ
た
ら
ん
返
し
な
ど
に
ぞ
、
か
く
は
よ
み
や
る
べ
き
。
身
し
ら
ぬ
に
似
た
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り
。
負
ぬ
る
に
や
。

基
云
、
…
…
右
、「
い
の
る
ら
ん
神
の
た
ゝ
り
」
な
ど
ま
で
は
有
な
ん
、「
逢
て
ふ
こ
と
に
身
を
ば
け
が
さ
じ
」
と
い
へ
る
、

い
か
に
と
心
得
が
た
し
。
あ
ふ
と
云
事
は
い
か
な
る
物
な
れ
ば
、
身
を
ば
け
が
す
べ
き
に
か
。
み
［
ぞ
］
な
ど
に
お
ち
入

＊

た
ら
ん
心
ち
し
侍
り
。
…
…

＊
み
ぞ
な
ど
に
―
底
本
「
み
な
と
に
」
。
意
不
通
の
た
め
、
誤
脱
と
み
て
「
そ
」
を
補
っ
た
。

⑥
つ
れ
な
さ
の
た
め
し
は
誰
ぞ
た
れ
に
て
も
人
な
げ
か
せ
ん
は
て
は
す
ぐ
や
は

（
「
恋
」
五
番
左

・
師
俊
、
俊
持
／
基
負
）

＊

57

俊
云
、
前
哥
は
、
す
が
た
詞
こ
と
に
し
て
、
と
も
か
く
も
申
が
た
し
。
…
…
左
は
恋
の
心
み
ゆ
れ
ど
、
躰
詞
優
な
ら
ず
。

…
…

基
云
、
此
哥
は
、
詞
滑
に
て
詩
に
こ
そ
侍
め
れ
。
い
み
じ
く
色
〳
〵
し
く
は
ら
ぐ
ろ
げ
に
思
ひ
よ
り
て
侍
つ
る
恋
か
な
。
な

＊
(

マ

マ

)

＊

＊

＊

か
と
も
の
と
く
ゐ
が
へ
じ
と
い
ふ
文
に
こ
そ
、
か
ゝ
る
詞
は
見
た
ま
ひ
し
か
。
「
よ
し
や
草
葉
の
」
と
よ
み
た
る
事
も
侍

＊

め
れ
ど
、
そ
れ
は
い
と
お
か
し
う
つ
ゞ
き
た
る
に
、
是
は
い
と
む
く
つ
け
げ
に
聞
え
侍
る
。
…
…

＊
歌
⑥
―
二
十
巻
本
「
つ
き
な
さ
の
た
め
し
は
た
れ
に
〳
〵
れ
に
て
も
人
な
け
か
せ
て
は
て
は
よ
し
や
は
」
。
＊
詞
滑
に
て
…
侍
め
れ
―
二
十
巻
本

(

マ
マ)

「
こ
と
は
ゝ
滑
稽
の
こ
と
は
に
こ
そ
は
へ
め
れ
」
。
＊
色
〳
〵
し
く
―
二
十
巻
本
「
の
ろ
〳
〵
し
く
」
。
＊
侍
つ
る
恋
―
二
十
巻
本
「
い
へ
る
こ
と
」
。

＊
な
か
と
も
の
と
く
ゐ
が
へ
じ
―
二
十
巻
本
「
な
か
と
み
の
と
く
ゐ
ん
か
返
事
」
。
＊
見
た
ま
ひ
し
か
―
二
十
巻
本
「
み
た
ま
へ
し
か
」
。

⑤
は
、
あ
な
た
が
私
に
逢
え
る
よ
う
に
祈
っ
て
い
る
だ
ろ
う
神
が
、
た
と
え
私
に
祟
り
を
す
る
と
し
て
も
、
私
は
あ
な
た
と
逢
う

こ
と
で
身
を
汚
し
た
り
は
し
ま
い
、
と
女
の
立
場
か
ら
逢
瀬
を
強
く
拒
否
す
る
歌
で
あ
る
。
神
の
「
た
ゝ
り
」
が
詠
ま
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
自
体
は
「
い
そ
の
か
み
ふ
り
に
し
こ
ひ
の
神
さ
び
て
た
た
る
に
我
は
い
ぞ
ね
か
ね
つ
る
」
（
『
古
今
集
』
雑
体
〈
誹
諧
〉
・

・
1022

よ
み
人
し
ら
ず
）
の
よ
う
に
『
古
今
集
』
か
ら
用
例
が
散
見
さ
れ
、
例
え
ば
「
な
ら
の
葉
の
は
も
り
の
神
の
ま
し
け
る
を
し
ら
で
ぞ

を
り
し
た
た
り
な
さ
る
な
」
（
『
後
撰
集
』
雑
二
・

・
枇
杷
左
大
臣
〈
仲
平
〉
）
や
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
俊
頼
の
「
あ
ら
し
を
や
は

1183

も
り
の
か
み
も
た
た
る
ら
ん
月
に
も
み
ぢ
の
た
む
け
し
つ
れ
ば
」
（
二
度
本
『
金
葉
集
』
秋
・

、
題
「
月
前
落
葉
」
）
と
詠
ま
れ
て

217
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き
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
お
い
て
神
の
「
た
ゝ
り
」
は
、
「
寝
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
や
「
た
た
り
な
さ
る
な
」
と
い
う
よ
う
に
、
恐

る
べ
き
も
の
と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
⑤
で
は
そ
の
よ
う
な
詠
み
方
は
さ
れ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
の
よ
う

な
「
た
ゝ
り
」
の
恐
ろ
し
さ
さ
え
も
凌
駕
す
る
、
固
い
拒
絶
の
意
志
を
表
現
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
内
容
は
⑤
以
外
に
は

見
当
た
ら
ず
、
顕
仲
が
新
奇
さ
を
求
め
た
結
果
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
俊
頼
は
そ
う
し
た
詠
歌
状
況
の
設
定
に
つ
い

て
、
男
と
の
関
係
が
露
顕
し
た
歌
の
よ
う
だ
と
評
す
も
の
の
、
一
方
で
は
「
さ
は
よ
む
ら
ん
や
は
」
と
疑
問
を
呈
し
証
歌
を
求
め
て

い
る
。
さ
ら
に
、
む
し
ろ
⑤
の
よ
う
な
歌
は
、
男
の
も
と
か
ら
「
（
逢
え
る
よ
う
に
）
祈
っ
て
い
る
」
な
ど
と
歌
を
詠
ん
で
送
っ
て

き
た
返
事
と
し
て
詠
む
べ
き
も
の
で
あ
る
、
し
か
し
そ
れ
で
は
「
身
し
ら
ぬ
」
、
ま
だ
詠
歌
主
体
（
女
）
の
身
を
相
手
の
男
は
知
ら

な
い
（
す
な
わ
ち
、
ま
だ
逢
瀬
を
果
た
す
以
前
）
と
も
詠
め
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
、
と
、
⑤
の
詠
む
詠
歌
状
況
が
さ
ま
ざ
ま
に

想
定
さ
れ
る
こ
と
を
根
拠
に
負
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
俊
頼
は
⑤
の
内
容
が
和
歌
の
伝
統
に
則
っ
て
い
な
い
た
め
に
負
と
し
た
の
で

は
な
く
、
⑤
の
解
釈
が
確
定
で
き
な
い
こ
と
を
問
題
視
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、
基
俊
は
「
い
の
る
ら
ん
神
の
た
ゝ
り
」
な
ど
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
は
納
得
で
き
て
も
、
下
句
「
逢
て
ふ
こ
と
に
身
を
ば
け

が
さ
じ
」
と
い
う
の
は
理
解
で
き
な
い
と
い
う
。
確
か
に
、
逢
瀬
に
よ
っ
て
身
を
「
け
が
」
す
と
い
う
発
想
や
表
現
は
、
ほ
か
に
類

例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
特
異
な
も
の
で
あ
る
。
基
俊
は
そ
れ
を
評
し
て
、
「
み
ぞ
な
ど
に
お
ち
入
た
ら
ん
心
ち
し
侍
り
」
と

い
う
。
こ
れ
は
冗
談
め
か
し
た
一
種
の
戯
評
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
表
現
が
行
わ
れ
る
環
境
を
確
認
す
る
た
め
に
、
こ
こ
で
は
「
み

ぞ
」
に
注
目
し
た
い
。
「
み
ぞ
」
と
い
う
語
に
は
、
基
俊
の
も
の
で
は
な
い
が
、
俊
頼
に
「
あ
く
た
ゐ
て
き
た
な
き
み
ぞ
の
み
づ
ぐ

き
は
か
き
な
が
せ
ど
も
し
ど
ろ
も
ど
ろ
に
」
（
『
散
木
奇
歌
集
』
雑
・

、
二
三
八
ウ
／
四
八
六
頁
）
や
「
と
し
ふ
れ
ば
け
が
し
き
み

1225

ぞ
に
お
ち
ぶ
れ
て
ぬ
れ
し
ほ
ど
け
ぬ
い
と
を
し
の
み
や
」
（
同
・
恨
躬
恥
運
雑
歌
百
首
・

、
二
五
九
オ
／
五
二
七
頁
）
と
い
う
よ

1315

う
な
例
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
ど
ち
ら
も
「
み
ぞ
（
溝
）
」
を
汚
い
水
が
流
れ
て
い
る
と
こ
ろ
と
認
識
し
て
い
る
。
「
溝
」
を
和
歌
に
詠

む
こ
と
の
是
非
は
別
と
し
て
、
「
み
ぞ
」
に
「
お
ち
入
」
る
こ
と
で
身
を
「
け
が
」
す
と
い
う
発
想
は
、
基
俊
が
戯
評
と
し
て
用
い

る
ほ
ど
一
般
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
い
ず
れ
に
し
て
も
、
基
俊
は
⑤
の
詠
む
発
想
や
表
現
の
特
異
さ
を
、
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お
よ
そ
ま
と
も
に
評
価
す
る
も
の
と
し
て
は
扱
っ
て
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

⑥
は
、
恋
の
相
手
を
「
つ
れ
な
さ
の
た
め
し
は
誰
ぞ
」
と
詰
り
、
人
を
嘆
か
せ
る
よ
う
な
者
の
「
は
て
」
（
末
路
）
は
ま
っ
す
ぐ

正
し
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
強
く
非
難
す
る
歌
で
あ
る
。
俊
頼
の
判
に
、
姿
・
詞
が
「
異
」
で
、
ど
う
に
も
批
評
し
に
く
い
と
い

こ
と

う
よ
う
に
、
表
現
面
で
の
類
例
は
管
見
に
入
ら
な
い
。
た
だ
し
俊
頼
は
、
「
恋
の
心
み
ゆ
れ
ど
」
と
、
恋
歌
と
し
て
一
定
の
評
価
は

与
え
て
お
り
、
最
終
的
に
は
持
と
す
る
な
ど
、
ま
っ
た
く
評
価
し
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
一
方
の
基
俊
は
、
⑥
の
詠
む
恋
は
「
は

ら
ぐ
ろ
げ
に
思
ひ
よ
り
て
侍
つ
る
恋
」
で
あ
っ
て
「
む
く
つ
け
げ
」
に
聞
こ
え
る
と
評
し
て
い
る
。
基
俊
は
例
と
し
て
「
よ
し
や
草

葉
の
」
と
い
う
歌
を
引
く
が
、
こ
れ
は
『
伊
勢
物
語
』
第
三
一
段
で
、
あ
る
宮
腹
の
女
房
が
通
り
か
か
っ
た
男
に
詠
み
か
け
た
「
よ

し
や
草
葉
よ
な
ら
む
さ
が
見
む
」
と
い
う
歌
で
あ
ろ
う
。
『
伊
勢
物
語
』
で
は
、
男
が
こ
れ
に
対
し
て
「
つ
み
も
な
き
人
を
う
け
へ

(

２
３)

ば
忘
れ
草
お
の
が
上
に
ぞ
生
ふ
と
い
ふ
な
る
」
と
い
う
歌
を
返
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
る
と
女
房
の
歌
は
「
つ
み
も
な
き
人
を
う
け

ふ
」
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
う
け
ふ
」
と
は
、
『
八
雲
御
抄
』
に
「
呪
咀

う
け
ふ

是
も
い
の
る
こ
ゝ
ろ
な
れ
ど
た
ゞ

の
祈
禱
に
は
あ
ら
ず
」
（
巻
三
・
枝
葉
部
・
人
事
部
・
九
七
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
「
呪
詛
す
る
、
呪
う
」
の
意
で
あ
る
か
ら
、
基
俊

は
⑥
も
呪
い
の
歌
と
見
な
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
⑥
の
歌
意
を
考
え
れ
ば
、
相
手
の
末
路
を
呪
っ
て
い
る
よ
う
に
受
け
取

れ
る
。
基
俊
は
⑥
の
詠
む
そ
の
よ
う
な
恋
を
否
定
的
に
評
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
趣
向
や
発
想
そ
れ
自
体
が
前
例
の
な
い
、
特
異
な
歌
は
、
や
は
り
作
者
が
新
奇
な
歌
を
志
向
し
た
結
果
詠
ま
れ
た

も
の
で
あ
ろ
う
が
、
必
ず
し
も
両
判
者
か
ら
肯
定
的
に
は
受
け
取
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
新
奇
な
趣
向
や
発
想

そ
の
も
の
を
否
定
的
に
評
す
る
基
俊
に
対
し
て
、
俊
頼
は
そ
の
趣
向
や
発
想
が
詠
歌
表
現
に
う
ま
く
活
か
さ
れ
て
い
る
か
、
と
い
う

点
に
比
較
的
重
点
を
置
い
て
判
定
を
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

以
上
、
主
催
者
・
判
者
以
外
の
方
人
が
出
詠
し
た
歌
の
う
ち
、
特
徴
あ
る
表
現
を
選
ん
で
見
て
き
た
。
こ
れ
ら
を
見
る
と
、
専
門

歌
人
と
は
い
え
な
い
よ
う
な
参
加
者
も
、
そ
れ
な
り
に
表
現
の
新
し
さ
を
求
め
て
、
工
夫
し
た
和
歌
を
詠
も
う
と
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
（
た
だ
し
、
顕
仲
は
第
一
節
で
見
た
よ
う
に
『
堀
河
百
首
』
作
者
で
あ
り
、「
非
専
門
歌
人
」
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
が
）
。
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そ
う
し
た
方
人
た
ち
の
試
み
に
対
し
て
、
俊
頼
・
基
俊
の
両
判
者
は
や
や
抑
制
的
に
、
新
し
さ
そ
れ
自
体
を
評
価
す
る
の
で
は
な
く
、

そ
れ
が
和
歌
表
現
と
し
て
よ
く
こ
な
れ
て
い
る
か
、
誤
解
や
誤
読
を
招
く
よ
う
な
曖
昧
な
表
現
を
し
て
い
な
い
か
、
と
い
う
点
に
重

点
を
置
い
た
評
を
与
え
、
判
定
を
下
し
て
い
る
場
面
が
多
い
。
こ
れ
は
、
新
し
い
表
現
へ
の
試
み
そ
れ
自
体
を
否
定
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
く
、
そ
う
し
た
試
み
で
生
み
出
さ
れ
た
表
現
を
、
和
歌
と
し
て
適
切
な
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
く
た
め
に
必
要
な
指
導

的
プ
ロ
セ
ス
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
判
詞
に
お
い
て
俎
上
に
上
げ
る
と
い
う
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
当
座
で
も
指
摘
が
あ

っ
た
は
ず
で
、
逆
に
い
え
ば
そ
の
表
現
に
注
目
し
て
い
る
こ
と
の
表
れ
で
も
あ
る
。
最
終
的
な
判
定
に
も
も
ち
ろ
ん
興
味
は
注
が
れ

て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
む
し
ろ
そ
の
場
で
詠
ま
れ
た
新
し
い
表
現
を
議
論
の
場
に
引
き
出
し
て
注
目
を
集
め
る
こ
と
に
意
義
が
あ
り
、

そ
の
新
し
い
表
現
を
和
歌
と
し
て
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、
と
い
う
点
に
、
彼
ら
の
興
味
が
あ
っ
た
よ
う
に

思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

第
三
節

主
催
者
・
忠
通
の
詠
歌
表
現

さ
き
に
、
当
該
歌
合
を
含
む
忠
通
家
で
の
歌
合
は
、
当
時
ま
だ
若
く
和
歌
の
初
学
者
で
あ
っ
た
忠
通
が
、
他
の
非
専
門
歌
人
ら
と

と
も
に
、
和
歌
を
詠
む
修
練
を
積
む
場
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
。
で
あ
れ
ば
、
忠
通
の
詠
歌
表
現
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た

か
は
、
や
は
り
検
討
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
主
催
者
で
も
あ
る
忠
通
は
、
一
方
で
参
加
者
と
し
て
ど
の
よ
う
な
歌

を
詠
も
う
と
し
て
い
た
の
か
。
ま
た
、
和
歌
を
詠
む
修
練
を
積
む
場
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
こ
で
の
判
詞
に
は
、
当
然
な
が
ら
指

導
的
な
役
割
が
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
俊
頼
・
基
俊
の
判
詞
は
ど
の
よ
う
な
機
能
を
果
た
し
て
い
た
の
か
。
こ
こ
で
は
「
女
房
」

と
名
を
隠
し
て
出
詠
し
た
忠
通
の
詠
歌
表
現
と
、
そ
れ
に
対
す
る
両
判
者
の
判
詞
を
検
討
し
た
い
。

⑦
あ
や
し
く
も
時
雨
に
か
へ
る
袂
哉
い
な
の
か
さ
は
ら
さ
し
て
ゆ
け
ど
も

（
「
時
雨
」
二
番
左

・
女
房
、
俊
持
／
基
勝
）

3

俊
云
、
前
の
哥
は
「
い
な
の
か
さ
は
ら
」
な
ど
い
へ
る
わ
た
り
、
い
ひ
な
れ
た
り
。
但
、
「
し
ぐ
れ
に
か
へ
る
」
な
ど
い

は
ゞ
、
［
衣
］
の
こ
と
に
や
あ
ら
ん
。
…
…

＊
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基
云
、
「
し
ぐ
れ
に
か
へ
る
た
も
と
」
は
、
…
…
ま
さ
り
て
や
侍
ら
ん
。

＊
衣
の
こ
と
―
底
本
「
右
の
こ
と
」
。
誤
写
と
み
て
校
訂
し
た
。

⑧
し
ら
菊
も
う
つ
ろ
ひ
に
け
り
う
き
人
の
心
ば
か
り
に
何
お
も
ひ
け
ん

（
「
残
菊
」
五
番
右

・
女
房
、
俊
持
／
基
負
）

34

俊
云
、
…
…
後
哥
、
人
に
［
忘
］
ら
れ
た
る
人
の
恨
た
る
に
、
常
に
読
ふ
し
な
り
。
恋
の
哥
と
ぞ
云
べ
き
。
菊
の
哥
と
は

＊

見
え
ず
。
…
…

基
云
、
…
…
右
哥
の
、
ひ
と
へ
に
き
く
を
お
し
む
哥
と
は
見
え
で
、
い
か
に
ぞ
や
。
か
れ
〴
〵
に
な
り
た
ら
ん
お
と
こ
女

の
、
き
く
に
よ
そ
へ
て
恨
や
り
た
ら
ん
心
し
て
、
題
の
心
ふ
か
ゝ
ら
ね
ば
、
猶
左
の
か
つ
べ
き
ぞ
と
見
た
ま
ふ
る
。

＊
忘
ら
れ
た
る
―
底
本
「
し
ら
れ
た
る
」
。
「
し
（
志
）
」
は
誤
写
と
み
て
校
訂
し
た
。

⑨
い
は
ぬ
ま
の
し
た
は
ふ
蘆
の
ね
を
茂
み
隙
な
き
こ
ひ
を
君
し
る
ら
め
や

（
「
恋
」
三
番
左

・
女
房
、
俊
勝
／
基
勝
）

53

俊
云
、
前
哥
、
い
と
お
か
し
。
指
事
不
見
。
…
…
前
哥
勝
に
も
や
。

基
云
、
此
［
哥
］
、
可
難
申
事
も
侍
ら
ざ
め
り
。
そ
れ
が
中
に
も
、
「
し
た
は
ふ
あ
し
」
は
、
い
ま
す
こ
し
や
さ
し
う
ぞ
見

＊

た
ま
ふ
る
。

＊
此
哥
―
底
本
「
此
」
。
誤
脱
と
み
て
「
哥
」
を
補
っ
た
。

当
該
歌
合
の
忠
通
詠
三
首
を
判
詞
と
と
も
に
掲
げ
た
。
ま
ず
判
定
を
見
る
と
、
俊
頼
は
⑦
・
⑧
を
持
、
⑨
を
勝
と
し
、
負
を
与
え

な
か
っ
た
の
に
対
し
、
基
俊
は
⑦
・
⑨
を
勝
と
す
る
も
の
の
⑧
を
負
と
判
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
俊
頼
は
主
催
者
で
あ
る
忠
通

の
詠
に
配
慮
し
て
い
る
節
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
基
俊
に
そ
の
形
跡
は
見
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
披
講
は
隠
名
で
行
わ
れ

た
う
え
、
忠
通
は
「
女
房
」
と
称
し
て
出
詠
し
て
い
る
が
、
『
新
注
』
が
論
じ
て
い
る
よ
う
に
、
俊
頼
は
何
ら
か
の
方
法
で
忠
通
の

出
詠
歌
を
把
握
し
て
お
り
、
判
定
の
際
に
配
慮
を
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

(

２
４)

と
は
い
え
俊
頼
も
、
忠
通
詠
へ
の
批
判
を
控
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
積
極
的
に
表
現
の
細
か
な
点
に
つ
い
て
指
摘
を

し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
俊
頼
や
基
俊
の
指
摘
は
、
忠
通
に
表
現
の
彫
琢
へ
の
関
心
を
喚
起
さ
せ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
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と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
忠
通
の
家
集
『
田
多
民
治
集
』
に
は
当
該
歌
合
で
の
詠
が
す
べ
て
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
の

本
文
は
、
当
該
歌
合
で
の
そ
れ
と
わ
ず
か
に
異
同
が
あ
る
た
め
で
あ
る
（
異
同
箇
所
に
傍
線
を
付
し
た
）
。

(

２
５)

〔
時
雨
〕

あ
や
し
く
も
時
雨
に
か
へ
す
た
も
と
か
な
い
な
の
か
さ
は
ら
さ
し
て
行
ど
も

（
『
田
多
民
治
集
』

←
⑦
）

を
か
さ
歟
本

90

残
菊

し
ら
菊
は
う
つ
ろ
ひ
に
け
り
う
き
人
の
こ
ゝ
ろ
ば
か
り
と
な
に
思
ひ
け
ん

（
同
・

←
⑧
）

91

元
永
元
年
十
月
二
日
歌
合
、
恋

い
は
ぬ
ま
は
し
た
は
ふ
蘆
の
ね
を
し
げ
み
ひ
ま
な
き
事
を
君
し
る
ら
め
や

（
同
・

←
⑨
）

145

い
ず
れ
も
一
字
単
位
で
の
異
同
に
す
ぎ
な
い
が
、
あ
る
い
は
こ
れ
を
、
忠
通
自
身
に
よ
る
本
文
改
訂
の
跡
と
考
え
る
こ
と
は
で
き

な
い
で
あ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
歌
合
に
出
詠
後
、
当
座
で
の
難
陳
や
判
詞
で
の
指
摘
を
受
け
て
、
本
文
を
改
め
た
結
果
と
見
た
い

の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
当
該
歌
合
の
本
文
に
は
少
な
か
ら
ず
問
題
が
あ
る
た
め
、
意
図
的
な
改
作
で
あ
る
と
は
確
言
で
き
な
い
け

れ
ど
も
、
こ
れ
ら
は
忠
通
が
当
該
歌
合
出
詠
歌
を
判
詞
の
指
導
に
よ
っ
て
改
め
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。

(

２
６)

例
え
ば
、
俊
頼
が
持
、
基
俊
が
負
と
判
定
し
た
「
残
菊
」
題
の
⑧
は
、
変
色
し
た
菊
を
見
て
、
「
う
つ
ろ
ふ
」
も
の
は
「
う
き
人

の
心
」
だ
け
だ
と
ど
う
し
て
思
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
、
と
詠
み
、
人
の
心
が
移
ろ
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
嘆
く
歌
だ
が
、
両
判
者
が

そ
ろ
っ
て
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
残
菊
」
題
に
し
て
は
恋
の
風
情
が
強
く
感
じ
ら
れ
て
し
ま
う
歌
で
あ
る
。
題
の
本
意
を
的
確
に
詠

む
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
歌
合
に
お
い
て
は
、
⑧
は
や
は
り
望
ま
し
く
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
両
判
者
の
評
は
「
指
導
」

と
し
て
必
要
な
指
摘
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
家
集
に
お
い
て
⑧
は
、
初
句
を
「
し
ら
菊
は
」
と
助
詞
が
改
め
ら
れ
て
い

、

る
。
原
作
「
し
ら
菊
も
」
で
あ
れ
ば
、
助
詞
「
も
」
に
よ
っ
て
「
し
ら
菊
」
の
ほ
か
に
も
「
う
つ
ろ
」
う
も
の
が
あ
る

―
三
句
以

、

下
に
よ
っ
て
「
う
き
人
の
心
」
で
あ
る
と
わ
か
る

―
こ
と
が
暗
示
さ
れ
、
結
果
と
し
て
、
「
「
う
き
人
の
心
」
だ
け
で
な
く
、
白
菊

も
移
ろ
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
だ
」
と
、
恋
人
の
変
心
と
菊
の
変
色
と
が
明
確
に
結
び
つ
け
ら
れ
、
恋
の
風
情
が
強
く
に
じ
み
出
る
こ

、
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と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
こ
れ
を
「
し
ら
菊
は
」
と
す
る
と
、
と
り
た
て
の
助
詞
「
は
」
に
よ
っ
て
、
「
（
ほ
か
の
も
の
は
知

、

ら
な
い
が
）
白
菊
は
移
ろ
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
だ
」
と
な
っ
て
、
恋
の
風
情
は
や
や
後
景
化
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、

、

ま
だ
下
句
は
十
分
に
恋
歌
的
で
あ
り
、
完
全
に
恋
の
風
情
を
払
拭
で
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
、
「
残
菊
」
の
題
意
は
原
作

に
比
べ
て
前
景
化
し
て
お
り
、
「
残
菊
」
題
の
歌
と
し
て
は
、
ひ
と
ま
ず
及
第
点
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
両
判
者
と
も
に
勝
を
与
え
た
「
恋
」
題
の
⑨
は
、
後
に
『
金
葉
集
』
に
入
集
（
恋
上
・

、
た
だ
し
二
度
本
の
み
）
し
て

401

お
り
、
高
評
価
を
得
た
歌
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
歌
は
「
岩
沼
の
下
這
ふ
蘆
の
根
を
茂
み
」
が
「
隙
な
き
」
を
導
く
序
詞
に
な

る
と
同
時
に
、
恋
に
よ
っ
て
鬱
屈
す
る
心
の
奥
底
を
も
表
現
す
る
有
心
の
序
と
し
て
機
能
し
て
お
り
、
ま
た
「
岩
沼
」
に
は
「
（
恋

心
を
）
言
は
ぬ
間
」
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
な
ど
、
技
巧
的
な
側
面
が
目
立
つ
歌
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
技
巧
を
一
首
の
中
に
落
と
し

込
む
こ
と
に
う
ま
く
成
功
し
、
そ
れ
が
評
価
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
『
金
葉
集
』

や
『
田
多
民
治
集
』

の
他
出

401

145

文
献
で
は
、
前
掲
の
と
お
り
初
句
が
「
い
は
ぬ
ま
は
」
と
改
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
形
の
場
合
、
「
い
は
ぬ
ま
の
し
た
は
ふ
蘆
の
ね

、

、

、

を
茂
み
」
と
い
う
「
の
」
の
重
複
が
解
消
さ
れ
、
ま
た
「
（
私
が
恋
心
を
）
言
わ
な
い
間
は
、
岩
沼
で
は
底
を
這
い
広
が
る
蘆
の
根

、

、
、

が
隙
間
の
な
い
よ
う
に
…
…
」
と
な
っ
て
初
二
句
の
続
き
が
よ
く
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
も
判
詞
に
は
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
あ
る

い
は
添
削
を
受
け
て
改
作
し
た
可
能
性
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

さ
ら
に
、
「
時
雨
」
題
の
⑦
は
、
「
笠
」
を
名
に
持
つ
「
い
な
の
か
さ
は
ら
」
を
目
指
し
て
い
く
の
に
、
不
思
議
な
こ
と
に
時
雨
に

、
、

よ
っ
て
「
か
へ
る
袂
」
で
あ
る
よ
、
と
詠
む
。
こ
こ
で
の
「
か
へ
る
」
は
、
時
雨
を
か
ば
お
う
と
袂
が
「
翻
る
」
意
と
、
時
雨
に
あ

(

２
７)

か
へ

っ
て
「
帰
る
」
意
と
が
掛
か
っ
て
い
よ
う
（
ま
た
さ
ら
に
、
時
雨
に
よ
っ
て
袂
が
変
色
す
る
意
の
「
反
る
」
も
掛
か
っ
て
い
る
か
も

か
へ

か
へ

し
れ
な
い
）
。
と
こ
ろ
が
、
俊
頼
は
「
し
ぐ
れ
に
か
へ
る
」
に
つ
い
て
、
「
衣
の
こ
と
に
や
あ
ら
ん
」
と
疑
問
を
述
べ
て
い
る
。
俊
頼

に
と
っ
て
は
、
⑦
は
一
見
す
る
と
「
衣
」
の
こ
と
を
詠
ん
だ
歌
に
は
思
わ
れ
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
俊
頼
は
「
か
へ
る
」
を
「
帰

る
」
の
意
味
で
理
解
し
、
「
翻
る
」
の
意
は
（
理
解
は
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
）
掛
詞
と
し
て
認
定
す
る
こ
と
に
躊
躇
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。



- 95 -

こ
れ
に
は
い
く
つ
か
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
が
、
ま
ず
歌
の
趣
向
と
し
て
、
袂
を
「
翻
す
」
と
詠
む
こ
と
の
ほ
う
が
意
味
の
通
り

が
よ
い
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
「
翻
る
」
と
「
翻
す
」
は
自
動
詞
・
他
動
詞
の
違
い
だ
が
、
時
雨
に
あ
っ
て
袂
が
自
然
と
「
翻

、
、
、

る
」
（
自
動
詞
）
と
い
う
の
は
、
や
や
不
自
然
で
あ
ろ
う
。
や
は
り
、
時
雨
に
あ
っ
て
詠
歌
主
体
が
自
ら
袂
を
「
翻
す
」
（
他
動
詞
）

、
、

と
詠
む
ほ
う
が
わ
か
り
や
す
い
。
こ
の
こ
と
は
、
当
該
歌
合
の
「
時
雨
」
五
番
に
お
い
て
、
基
俊
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
こ
と

か
ら
も
確
認
で
き
る
。

時
雨
に
は
菅
の
を
笠
も
水
［
も
り
］
て
を
ち
の
旅
人
ぬ
れ
や
し
ぬ
ら
ん

（
「
時
雨
」
五
番
左

・
上
総
、
俊
持
／
基
負
）

＊

9

基
云
、
…
…
「
水
も
り
」
と
は
、
玉
だ
れ
の
か
め
な
ど
の
石
間
あ
ら
ん
心
ち
ぞ
し
侍
る
。
い
か
な
る
し
ぐ
れ
の
、
さ
ま
で

侍
べ
き
に
か
。
「
た
も
と
を
か
へ
す
」
な
ど
こ
そ
、
よ
の
つ
ね
の
事
に
て
は
侍
れ
。
…
…

＊
水
も
り
て
―
底
本
「
水
こ
も
り
て
」
。
基
俊
判
所
引
の
本
文
に
あ
わ
せ
、
「
こ
」
を
衍
字
と
み
て
校
訂
し
た
。

上
総
の
詠
は
、
時
雨
に
あ
っ
て
は
菅
笠
も
水
が
漏
れ
て
、
遠
く
を
ゆ
く
旅
人
は
濡
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
時
雨
の
中
を
進
ん

で
ゆ
く
旅
人
を
思
い
や
っ
た
歌
で
あ
る
が
、
基
俊
は
そ
れ
に
対
し
て
、
時
雨
は
菅
笠
か
ら
水
が
漏
れ
る
ほ
ど
強
い
雨
で
は
な
い
、
と

批
判
し
て
い
る
。
基
俊
に
よ
れ
ば
、
時
雨
を
表
現
す
る
に
は
、
「
た
も
と
を
か
へ
す
」
な
ど
と
詠
む
の
が
「
よ
の
つ
ね
の
事
」
で
あ

、
、

、

る
と
い
う
。
こ
れ
は
基
俊
の
発
言
で
は
あ
る
が
、
当
時
の
感
覚
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
重
要
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
「
か
へ
る
袂
」
と
い
う
措
辞
に
つ
い
て
い
え
ば
、
こ
れ
に
は
次
の
先
行
例
が
あ
る
。

十
月
ば
か
り
、
女
の
も
と
よ
り
か
へ
り
た
ま
ふ
に
、
し
ぐ
れ
の
ふ
る
に

つ
ゆ
わ
け
て
か
へ
る
た
も
と
に
い
と
ど
し
く
し
ぐ
る
る
そ
ら
の
つ
ら
く
も
あ
る
か
な

（
『
朝
光
集
』

）
20

こ
れ
は
、
時
雨
が
降
る
中
、
女
の
も
と
か
ら
露
で
袂
を
濡
ら
し
な
が
ら

―
涙
を
流
し
な
が
ら

―
帰
っ
て
い
く
つ
ら
さ
を
詠
む
、

後
朝
の
歌
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
女
の
も
と
か
ら
「
帰
る
」
意
で
詠
ま
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
掛
詞
と
し
て
「
翻
る
」
の
意
を
と
る
こ
と

は
難
し
い
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
『
朝
光
集
』
の
例
が
そ
う
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
⑦
も
必
ず
そ
の
よ
う
に
詠
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
俊
頼
の
念
頭
に
こ
の
『
朝
光
集
』
の
例
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
⑦
の
「
し
ぐ
れ
に
か
へ
る
袂
」
も



- 96 -

ま
た
、
「
時
雨
に
あ
っ
て
帰
る
」
と
理
解
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
に
解
釈
し
た
と
き
、
「
帰
る
」
と
同
音

の
「
翻
る
」
が
「
袂
」
の
縁
語
と
し
て
想
起
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
が
違
和
感
の
あ
る
表
現
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
さ
き
に
見

た
と
お
り
で
あ
る
。

俊
頼
の
理
解
に
つ
い
て
、
右
の
よ
う
に
考
え
て
き
た
が
、
で
は
忠
通
は
、
こ
の
俊
頼
の
批
判
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
さ
き
に
見
た
と
お
り
、
『
田
多
民
治
集
』
で
は
「
し
ぐ
れ
に
か
へ
す
た
も
と
か
な
」
と
し
て
お
り
、
忠
通
が
⑦
の
「
か
へ

、

る
」
を
「
か
へ
す
」
に
改
め
て
家
集
に
収
め
た
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
忠
通
は
俊
頼
の
添
削
を
受
け
入
れ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
ろ
う
。

以
上
、
忠
通
の
当
該
歌
合
出
詠
歌
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
忠
通
は
当
該
歌
合
に
お
い
て
、
和
歌
的
修
辞
を
凝
ら
し
た
技
巧
的
な
歌

を
詠
も
う
と
し
て
い
た
よ
う
だ
が
、
俊
頼
や
基
俊
の
指
摘
を
受
け
て
表
現
を
改
め
て
い
る
こ
と
が
概
ね
確
認
で
き
た
か
と
思
わ
れ
る
。

忠
通
に
と
っ
て
歌
合
の
判
詞
は
、
自
身
の
詠
歌
表
現
を
彫
琢
す
る
指
針
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

第
四
節

俊
頼
・
基
俊
の
詠
歌
表
現

最
後
に
、
判
者
を
務
め
た
俊
頼
・
基
俊
が
当
該
歌
合
に
ど
の
よ
う
な
歌
を
出
詠
し
た
の
か
、
彼
ら
の
詠
歌
表
現
に
つ
い
て
も
見
て

お
く
。
彼
ら
の
歌
風
や
表
現
に
つ
い
て
は
、
特
に
俊
頼
を
中
心
に
多
く
の
先
行
研
究
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、

(

２
８)

ま
ず
は
俊
頼
の
出
詠
歌
を
検
討
し
た
い
。

⑩
お
ぼ
つ
か
な
い
か
に
し
ぐ
る
ゝ
空
な
れ
ば
う
ら
ご
の
山
の
か
た
み
な
せ
な
る
（
「
時
雨
」
一
番
右

・
俊
頼
、
俊
負
／
基
負
）

2

俊
云
、
…
…
後
の
哥
は
、
「
か
た
み
な
せ
な
る
」
と
そ
へ
た
る
詞
、
お
ぼ
つ
か
な
し
。
若
、
此
山
に
さ
も
可
読
事
の
あ
る

に
か
。
た
ゞ
、
「
う
ら
ご
の
山
」
と
い
ふ
に
付
て
い
［
は
］
ゞ
、
歌
詞
と
も
お
ぼ
え
ぬ
か
な
。
人
〴
〵
も
申
さ
れ
ん
は
。

＊

…
…

基
云
、
…
…
右
の
哥
、
「
う
ら
ご
の
山
」
は
、
い
か
に
「
か
た
み
な
せ
」
と
は
あ
る
に
か
。
心
得
が
た
く
侍
り
。
…
…
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＊
い
は
ゞ
―
底
本
「
い
か
ゝ
」
。
文
意
を
勘
案
し
て
校
訂
し
た
。

⑪
を
の
づ
か
ら
残
れ
る
菊
を
初
霜
は
我
を
け
ば
と
ぞ
思
ふ
べ
ら
な
る

（
「
残
菊
」
一
番
右

・
俊
頼
、
俊
負
／
基
負
）

26

俊
云
、
…
…
後
哥
に
「
べ
ら
な
る
」
と
い
へ
る
事
は
、
「
世
の
す
ゑ
に
は
き
ゝ
も
つ
か
ず
」
と
人
〴
〵
申
さ
る
れ
共
、
さ

る
こ
と
［
ゝ
］
き
こ
ゆ
と
て
、
左
の
勝
と
す
。

＊
基
云
、
…
…
［
次
］
哥
の
「
を
の
づ
か
ら
の
こ
れ
る
き
く
」
な
ど
い
へ
る
、
は
て
の
「
べ
ら
な
る
」
も
、
い
か
な
る
こ
と

＊

の
も
じ
つ
ゞ
き
に
か
あ
ら
ん
も
、
聞
な
れ
ぬ
様
に
お
ぼ
ゆ
れ
ば
、
…
…

＊
こ
と
ゝ
―
底
本
「
こ
と
か
」
。
誤
写
と
み
て
校
訂
し
た
。
＊
次
哥
―
底
本
「
哥
」
。
誤
脱
と
み
て
「
次
」
を
補
っ
た
。

⑫
口
お
し
や
雲
ゐ
が
く
れ
に
す
む
た
つ
も
思
ふ
人
に
は
見
え
け
る
物
を

（
「
恋
」
二
番
左

・
俊
頼
、
俊
未
判
／
基
負
）

51

俊
云
、
前
哥
は
こ
ゝ
ろ
も
え
ず
、
こ
と
や
う
極
な
き
哥
に
ぞ
侍
る
め
れ
。
…
…
勝
負
無
論
。

基
云
、
「
く
ち
お
し
や
」
な
ど
よ
み
た
ら
ん
は
、
か
様
の
哥
合
な
ど
い
ま
だ
見
侍
ら
ず
。
無
下
に
こ
そ
お
ぼ
え
侍
れ
。
和＊

［
哥
］
、
詩
な
ど
は
、
こ
と
ば
を
え
り
て
、
「
先
花
後
実
」
と
ぞ
、
い
［
に
し
へ
］
の
人
も
申
け
る
。
さ
れ
ば
に
や
、
諸
家

＊

集
、
并
、
哥
合
な
ど
に
も
、
此
詞
よ
み
た
り
と
見
え
ず
。
［
又
、
は
じ
め
の
句
に
も
あ
ら
ず
。
］
又
、
「
雲
ゐ
が
く
れ
に
す

＊

む
た
づ
」
と
云
事
、
和
哥
に
い
ま
だ
見
出
し
侍
ら
ず
。
…
…
大
か
た
此
哥
は
、
詞
も
心
も
不
及
ぞ
見
給
る
。

＊
和
哥
、
詩
な
ど
―
底
本
「
和
詩
な
と
」
。
誤
脱
と
み
て
「
哥
」
を
補
っ
た
。
＊
い
に
し
へ
の
―
底
本
「
い
ふ
れ
つ
の
」
。
意
不
通
の
た
め
校
訂
し

た
。
＊
又
、
は
じ
め
の
句
に
も
あ
ら
ず
―
底
本
欠
。
誤
脱
と
み
て
補
っ
た
。

ま
ず
判
定
を
見
て
お
く
と
、
当
該
歌
合
に
お
け
る
俊
頼
詠
の
評
価
は
す
こ
ぶ
る
低
い
こ
と
が
わ
か
る
。
と
は
い
え
、
俊
頼
は
自
身

の
歌
に
勝
を
与
え
る
こ
と
は
し
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
評
価
が
低
い
こ
と
自
体
は
当
然
と
も
い
え
る
。
し
か
し
、
基
俊
が
こ
と
ご
と

く
俊
頼
詠
に
負
を
与
え
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ
る
。
実
際
に
基
俊
の
判
詞
を
見
る
と
、
俊
頼
詠
は
表
現
や
趣
向
の
面
で
さ
ま
ざ
ま
に

問
題
視
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

例
え
ば
「
時
雨
」
題
⑩
は
、
ど
の
よ
う
に
時
雨
が
降
る
か
ら
と
い
っ
て
、
「
う
ら
ご
の
山
」
が
「
か
た
み
な
せ
」
な
の
で
あ
ろ
う



- 98 -

か
、
と
詠
む
。
し
か
し
、
「
う
ら
ご
の
山
」
は
歌
学
書
に
も
所
載
の
歌
枕
で
は
あ
る
も
の
の
用
例
は
僅
少
で
、
さ
ら
に
「
か
た
み
な

(

２
９)

せ
な
る
」
と
い
っ
た
先
行
例
の
な
い
新
奇
な
語
が
詠
ま
れ
て
い
る
た
め
に
、
容
易
に
は
歌
意
が
つ
か
み
に
く
い
歌
で
あ
る
。
明
解
を

得
な
い
が
、
ひ
と
ま
ず
『
歌
合
大
成
』
が
「
片
身
捺
染
な
る
」
と
漢
字
を
あ
て
、
「
古
典
大
系
」
が
「
裏
濃
」
の
縁
と
み
る
の
に
し

か
た

み

な

せ

(

３
０)

う
ら

ご

(

３
１)

た
が
い
、
衣
の
裏
地
が
濃
い
と
名
に
持
つ
「
う
ら
ご
の
山
」
の
紅
葉
が
、
ど
う
し
て
片
側
だ
け
捺
染
し
た
よ
う
に
赤
く
色
づ
い
て
い

る
の
だ
ろ
う
、
と
の
歌
意
と
見
て
お
く
こ
と
と
し
た
い
。

た
だ
、
歌
意
は
ど
う
あ
れ
、
こ
の
⑩
を
め
ぐ
っ
て
は
、
や
は
り
語
義
の
不
確
か
さ
が
問
題
と
な
っ
た
。
基
俊
は
「
心
得
が
た
く
侍

り
」
と
評
し
て
い
る
し
、
ま
た
歌
合
の
当
座
に
お
い
て
も
方
人
か
ら
疑
問
を
呈
さ
れ
た
こ
と
が
、
俊
頼
判
「
人
〴
〵
も
申
さ
れ
ん
は
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
。
先
行
例
の
乏
し
い
表
現
を
あ
え
て
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
⑩
は
俊
頼
に
と
っ
て
も
か
な
り

の
実
験
作
で
あ
っ
た
と
思
し
く
、
基
俊
や
方
人
ら
の
反
応
は
織
り
込
み
済
み
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
試
み
は
平
安
末

期
に
わ
ず
か
な
が
ら
受
け
継
が
れ
た
形
跡
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
「
う
ら
ご
の
山
」
は
清
輔
に
「
お
ぼ
つ
か
な
い
づ
れ
う
ら
ご
の
山

な
ら
ん
み
な
く
れ
な
ゐ
に
み
ゆ
る
紅
葉
ば
」
（
仁
安
二
年
〈
一
一
六
七
〉
八
月
太
皇
太
后
宮
亮
経
盛
歌
合
〈
『
歌
合
大
成
』

〉
・
「
紅

365

葉
」
十
一
番
・
左
負
・

※
判
者
清
輔
）
の
例
が
あ
り
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
⑩
の
影
響
例
と
い
え
よ
う
。
ま
た
「
か
た
み
な
せ
な

93

り
」
に
は
、
「
ひ
と
へ
や
ま
は
つ
か
に
み
ゆ
る
月
か
げ
の
い
づ
る
こ
こ
ろ
ぞ
か
た
み
な
せ
な
る
」
（
『
為
忠
家
後
度
百
首
』
秋
・
廿
日

月
・

・
為
忠
）
、
「
も
も
く
さ
の
は
な
の
ひ
も
を
や
と
き
は
て
ぬ
か
た
み
な
せ
に
も
み
ゆ
る
の
べ
か
な
」
（
『
教
長
集
』

・
題
「
草

352

372

花
未
遍
」
）
と
い
っ
た
享
受
例
が
見
出
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
も
⑩
と
同
様
に
、
「
ひ
と
へ
や
ま
」
や
「
ひ
も
」
「
と
き
」
と
、
「
衣
」
に
関

、
、
、

す
る
縁
語
と
と
も
に
詠
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
⑩
の
詠
法
に
学
ん
だ
も
の
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

次
に
「
残
菊
」
題
⑪
は
、
大
意
と
し
て
は
、
菊
は
自
然
に
残
っ
て
い
る
も
の
な
の
に
、
そ
れ
を
初
霜
は
「
自
分
が
置
い
た
か
ら
残

っ
た
の
だ
」
と
思
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
初
霜
を
擬
人
化
し
。
当
座
で
問
題
と
な
っ
た
の
は
末
尾
の
「
べ

ら
な
る
」
で
、
俊
頼
判
に
よ
れ
ば
方
人
は
「
世
の
す
ゑ
に
は
き
ゝ
も
つ
か
ず
」
と
疑
問
を
呈
し
、
ま
た
基
俊
も
、
「
い
か
な
る
こ
と

の
も
じ
つ
ゞ
き
に
か
あ
ら
ん
」
、
「
聞
な
れ
ぬ
様
に
お
ぼ
ゆ
」
と
批
判
し
て
い
る
。
確
か
に
「
べ
ら
な
り
」
は
平
安
初
期
に
特
に
集
中
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し
て
用
い
ら
れ
た
助
動
詞
で
、
院
政
期
以
降
は
あ
ま
り
用
い
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
語
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
次
の
『
俊
頼
髄
脳
』

(

３
２)

に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
当
時
の
共
通
認
識
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

う
た
の
こ
と
ば
に
、
「
ら
し
」
、
「
か
も
」
、
「
し
も
」
、
「
べ
ら
な
り
」
、
「
ま
に
〳
〵
」
、
「
い
ま
は
た
ゞ
」
、
「
み
わ
た
せ
ば
」
、
「
こ

ゝ
ち
こ
そ
す
れ
」
、
「
わ
び
し
か
り
け
り
」
、
「
か
な
し
か
り
け
り
」
、
「
つ
ら
く
も
」
、
こ
れ
ら
は
、
お
ぼ
ろ
け
に
て
は
よ
む
ま
じ

と
、
ふ
る
き
人
〴
〵
申
け
り
と
ぞ
う
け
給
は
り
し
。
こ
れ
、
ま
た
、
ふ
る
き
う
た
に
な
き
に
あ
ら
ず
。

（
例
歌
省
略
）

こ
れ
ら
に
て
心
を
ゆ
る
に
、
よ
く
つ
ゞ
け
つ
れ
ば
、
と
が
と
も
き
こ
え
ず
。
あ
し
う
つ
ゞ
け
つ
れ
ば
、
と
が
と
も
き
こ
え
、
あ

(

マ
マ)

し
う
つ
ゞ
け
つ
れ
ば
、
「
花
さ
く
ら
」
と
い
ふ
も
、
「
て
る
月
の
」
と
い
ふ
も
、
き
ゝ
に
く
ゝ
こ
そ
お
ぼ
ゆ
れ
。
「
べ
ら
な
り
」

と
い
ふ
こ
と
ば
、
げ
に
む
か
し
の
こ
と
ば
な
れ
ば
、
よ
の
す
ゑ
に
は
き
ゝ
つ
か
ぬ
や
う
に
き
こ
ゆ
。
…
…

（
六
二
ウ
～
六
四
オ
／
一
三
四
～
一
三
七
頁
）

こ
こ
で
俊
頼
は
、
た
と
え
古
歌
に
詠
ま
れ
て
い
る
詞
で
あ
っ
て
も
、
詞
の
続
け
方
に
よ
っ
て
は
難
点
と
な
り
か
ね
な
い
こ
と
を
論

じ
、
注
意
を
促
し
て
い
る
。
特
に
「
べ
ら
な
り
」
と
い
う
詞
に
つ
い
て
は
、
「
よ
の
す
ゑ
に
は
き
ゝ
つ
か
ぬ
や
う
に
き
こ
ゆ
」
と
、

当
該
歌
合
で
の
方
人
の
発
言
と
ま
っ
た
く
同
じ
こ
と
を
述
べ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
俊
頼
は
、
自
分
自
身
が
使
用
を
戒
め

て
い
る
詞
「
べ
ら
な
り
」
を
⑪
で
詠
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
俊
頼
に
は
ま
た
、
⑪
以
外
に
も
「
か
き
や
れ
ば
た
ぎ
ち
な
が

る
る
う
き
草
も
世
を
は
や
く
し
て
過
ぎ
ぬ
べ
ら
な
り
」
（
『
永
久
百
首
』
雑
・
萍
・

・
俊
頼
）
、
「
な
つ
の
よ
は
に
は
か
に
て
ら
す
い

592

な
づ
ま
の
ひ
か
り
の
ま
に
ぞ
あ
け
ぬ
べ
ら
な
る
」
（
『
散
木
奇
歌
集
』
夏
・

、
六
〇
オ
／
一
二
九
頁
）
と
「
べ
ら
な
り
」
の
用
例
が

311

見
出
せ
る
。
す
な
わ
ち
俊
頼
は
、
こ
れ
ら
の
実
践
に
お
い
て
、
「
べ
ら
な
り
」
と
い
う
「
む
か
し
の
こ
と
ば
」
を
「
よ
く
つ
ゞ
け
」

る
よ
う
に
詠
む
こ
と
を
試
み
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
ま
た
、
こ
う
し
た
俊
頼
の
試
み
が
平
安
末
期
に
引
き
継
が
れ
た
例
を
、
い
く
つ
か
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
俊

頼
の
子
俊
恵
に
「
夏
ふ
か
み
す
ず
み
が
て
ら
に
川
や
し
ろ
ゆ
ふ
か
け
て
こ
そ
ま
つ
る
べ
ら
な
れ
」
（
『
林
葉
集
』
夏
・

・
題
「
河
辺

306



- 100 -

納
涼
」
）
、
「
い
つ
と
な
く
君
に
よ
は
ひ
を
ゆ
づ
り
は
の
猶
と
こ
わ
か
に
さ
か
ゆ
べ
ら
な
り
」
（
同
・
雑
・

・
題
「
祝
」
）
と
二
例
あ

963

る
ほ
か
、
「
さ
ほ
姫
の
紅
ぞ
め
の
い
は
つ
つ
じ
春
の
風
に
ぞ
ふ
か
す
べ
ら
な
る
」
（
『
久
安
百
首
』
春
・

・
清
輔
）
、
「
う
つ
声
に
あ

919

は
れ
し
ら
る
る
か
ら
衣
つ
れ
な
き
人
に
き
か
す
べ
ら
な
り
」（
『
成
通
集
』

・
題
「
寄
擣
衣
恋
」
、
）
な
ど
六
条
藤
家
周
辺
の
歌
人
（
成

72

通
の
母
は
顕
季
女
）
に
享
受
例
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

最
後
の
「
恋
」
題
⑫
は
、
第
二
章
で
も
取
り
上
げ
た
、
基
俊
が
失
考
を
し
た
歌
と
し
て
有
名
な
も
の
で
あ
る
。
「
雲
ゐ
が
く
れ
に

す
む
龍
」
が
「
思
ふ
人
に
は
見
え
」
た
と
い
う
の
は
、
『
和
歌
童
蒙
抄
』
や
顕
昭
『
六
百
番
陳
状
』
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
龍
を
好

た
つ

(

３
３)

(

３
４)

ん
で
い
た
葉
公
子
高
の
前
に
龍
を
姿
を
現
し
た
と
い
う
「
葉
公
好
龍
」
の
故
事
に
拠
る
も
の
だ
が
、
そ
も
そ
も
「
龍
」
は
、
ほ
と
ん

(

３
５)

ど
和
歌
に
詠
ま
れ
た
形
跡
が
見
出
せ
な
い
素
材
と
い
っ
て
よ
い
。
俊
頼
が
謙
遜
を
込
め
て
「
こ
と
や
う
極
な
き
哥
」
と
い
う
と
お
り

(

３
６)

で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
基
俊
が
「
鶴
」
と
誤
解
し
た
う
え
で
趣
向
を
批
判
し
た
こ
と
も
、
い
た
し
か
た
な
い
面
は
あ
ろ
う
。
た

た
づ

だ
し
基
俊
は
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
初
句
の
「
口
お
し
や
」
も
問
題
視
し
て
い
る
。
こ
の
句
は
確
か
に
和
歌
に
詠
ま
れ
た
形
跡
が
ほ
ぼ

な
く
、
ほ
か
に
は
『
狭
衣
物
語
』
に
「
口
惜
し
や
緒
絶
の
橋
は
ふ
み
見
ね
ど
雲
井
に
通
ふ
あ
と
ぞ
ひ
ま
な
き
」
（
巻
四
・

・
狭
衣
）

(

３
７)

160

と
あ
る
の
が
、
中
世
以
前
で
は
唯
一
の
用
例
と
思
わ
れ
、
い
か
に
も
口
語
的
な
言
い
回
し
と
い
え
よ
う
。
基
俊
に
は
「
無
下
に
こ
そ

(

３
８)

お
ぼ
え
侍
れ
」
と
手
厳
し
く
非
難
さ
れ
て
お
り
、
俊
頼
以
後
に
も
⑫
の
表
現
自
体
を
享
受
し
た
と
思
し
き
例
は
管
見
に
入
ら
な
い
。

た
だ
し
そ
れ
は
、
『
和
歌
童
蒙
抄
』
や
『
六
百
番
陳
状
』
、
『
無
名
抄
』
な
ど
に
基
俊
判
と
と
も
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
有
名
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
が
た
め
に
、
か
え
っ
て
享
受
さ
れ
な
く
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
歌
学
書
類
で
取
り
上
げ
ら
れ
た

と
い
う
点
で
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
当
該
歌
合
で
の
俊
頼
詠
は
、
奇
語
や
古
風
な
表
現
、
奇
想
の
歌
が
見
ら
れ
、
俊
頼
は
忠
通
家
歌
合
と
い
う
場
に

お
い
て
新
奇
な
試
み
を
実
践
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
俊
頼
の
試
み
が
平
安
後
期
、
特
に
清
輔
を
中
心
に
享

受
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
点
は
注
意
さ
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
基
俊
の
詠
歌
表
現
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
基
俊
の
作
風
に
つ
い
て
は
、
『
古
今
集
』
を
中
心
に
さ
ま
ざ
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ま
な
先
行
作
品
を
摂
取
し
た
、
「
典
拠
主
義
」
「
古
典
主
義
」
的
な
要
素
が
強
い
こ
と
が
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

(

３
９)

⑬
霜
さ
え
て
か
れ
行
を
の
ゝ
岡
べ
な
る
楢
の
く
ち
ば
に
し
ぐ
れ
ふ
る
也

（
「
時
雨
」
五
番
右

・
基
俊
、
俊
持
／
基
勝
）

10

俊
云
、
…
…
後
哥
、
「
岡
べ
な
る
」
、
す
べ
ら
か
に
く
だ
ら
ず
。
「
な
ら
の
く
ち
ば
」
も
い
か
ゞ
。
く
ち
な
ば
、
を
と
づ
れ

も
や
あ
ら
ん
。
あ
な
が
ち
の
事
か
。

基
云
、
…
…
［
楢
の
朽
葉
に
を
と
づ
れ
ん
時
雨
は
］
、
今
す
こ
し
聞
な
れ
た
る
心
ち
ぞ
し
侍
る
。

＊

＊
楢
の
朽
葉
に
を
と
づ
れ
ん
時
雨
は
―
底
本
欠
。
誤
脱
と
み
て
補
っ
た
。

⑭
け
さ
み
れ
ば
さ
な
が
ら
霜
を
い
た
ゞ
き
て
翁
さ
び
行
し
ら
ぎ
く
の
花

（
「
残
菊
」
三
番
右

・
基
俊
、
諸
本
勝
負
付
ナ
シ
）

30

俊
云
、
…
…
次
哥
に
は
、
「
お
き
な
さ
び
行
」
と
い
へ
る
事
、
た
し
か
に
し
ら
ぬ
事
也
。
た
ゞ
、
ふ
る
き
哥
に
付
て
こ
ゝ

ろ
う
る
に
、
「
お
き
な
さ
び
」
と
云
こ
と
ば
、
「
翁
ざ
れ
」
と
云
詞
と
こ
そ
承
を
き
た
る
に
、
是
は
此
心
に
た
が
へ
り
。
よ

も
さ
は
侍
ら
じ
。
慥
な
る
事
を
尋
て
一
定
を
可
申
。

基
云
、
…
…
右
の
、
「
さ
な
が
ら
に
霜
を
い
た
ゞ
き
て
お
き
な
さ
び
ゆ
く
」
と
よ
め
る
、
「
の
こ
れ
る
菊
」
は
か
様
に
も
よ

み
て
ん
、
と
見
え
侍
り
。
ひ
が
ご
と
に
や
。

⑮
か
つ
み
れ
［
ど
］
猶
ぞ
恋
し
き
わ
ぎ
も
子
が
ゆ
つ
の
つ
ま
ぐ
し
い
か
で
さ
ゝ
ま
し

＊

（
「
恋
」
二
番
右

・
基
俊
、
俊
未
判
／
基
勝
）

52

俊
云
、
…
…
後
哥
は
、
「
ゆ
つ
の
つ
ま
ぐ
し
」
と
は
、
素
戔
嗚
尊
の
稲
田
姫
に
相
［
初
］
給
し
時
、
御
み
づ
か
ら
に
さ
し

＊

給
ふ
く
し
也
。
此
哥
は
、
「
か
つ
み
れ
ど
」
ゝ
よ
ま
れ
た
れ
ば
、
既
に
相
に
け
る
心
な
ん
み
ゆ
る
。
す
ゑ
の
句
に
「
い
か

で
さ
ゝ
ま
し
」
と
あ
れ
ば
、
ま
だ
さ
ゝ
ぬ
と
こ
そ
み
ゆ
れ
。
本
文
に
は
た
が
ひ
た
る
様
に
見
ゆ
る
。
読
人
に
可
尋
事
也
。

昔
承
し
に
は
た
が
ひ
た
り
。
ひ
が
ご
と
の
覚
け
る
に
や
。
勝
負
無
論
。

基
云
、
…
…
右
哥
、
詞
に
あ
や
ま
つ
所
も
な
く
、
哥
が
ら
も
あ
し
か
ら
ね
ば
、
す
こ
し
よ
ろ
し
と
は
ひ
が
ご
と
に
や
。

＊
か
つ
み
れ
ど
―
底
本
「
か
つ
み
れ
は
」
。
俊
頼
判
所
引
の
本
文
に
あ
わ
せ
、
誤
写
と
み
て
校
訂
し
た
。
初
二
句
の
つ
な
が
り
は
逆
接
の
ほ
う
が
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わ
か
り
や
す
い
。
＊
相
初
給
し
―
底
本
「
相
給
し
」
。
文
脈
を
勘
案
し
、
誤
脱
と
み
て
「
初
」
を
補
っ
た
。

ま
ず
目
に
つ
く
の
は
、
基
俊
は
自
詠
を
勝
と
す
る
場
合
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
残
菊
」
三
番
は
現
存
諸
本
す
べ
て
勝
負

付
を
欠
く
が
、
「
残
菊
」
題
に
お
い
て
は
こ
の
よ
う
に
も
詠
む
も
の
だ
、
と
自
詠
を
も
っ
て
「
残
菊
」
題
詠
の
模
範
と
す
る
か
の
よ

う
な
口
吻
か
ら
は
、
明
確
な
自
賛
の
意
識
が
読
み
取
れ
る
。
こ
う
し
た
基
俊
の
態
度
は
、
自
詠
を
む
し
ろ
積
極
的
に
負
と
す
る
俊
頼

と
は
対
照
的
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
俊
頼
判
を
見
れ
ば
、
基
俊
詠
の
表
現
も
さ
ま
ざ
ま
な
点
で
批
判
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
例
え
ば
「
時
雨
」
題
の

⑬
は
、
「
霜
が
冷
た
く
置
い
て
枯
れ
て
い
く
、
小
野
の
岡
の
あ
た
り
の
楢
の
朽
葉
に
時
雨
が
（
音
を
立
て
て
）
降
る
」
と
詠
む
が
、

俊
頼
か
ら
は
ま
ず
、
三
句
「
岡
べ
な
る
」
が
「
す
べ
ら
か
に
く
だ
ら
ず
」
と
批
判
さ
れ
、
四
句
「
楢
の
く
ち
ば
」
も
、
朽
ち
て
し
ま

っ
て
は
時
雨
の
音
が
聞
こ
え
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
⑬
は
『
基
俊
集
』

で
は
四
句
が
「
な
ら
の
広
は
」
と

207

改
め
ら
れ
、
そ
の
形
で
『
千
載
集
』
（
冬
・

）
に
入
集
し
て
い
る
（
『
千
載
集
』
が
「
題
し
ら
ず
」
と
す
る
の
は
『
基
俊
集
』
の
本

401

文
で
収
録
し
た
た
め
か
）
こ
と
か
ら
、
基
俊
は
後
者
の
批
判
を
受
け
て
改
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

(

４
０)

一
方
、
前
者
の
批
判
に
あ
っ
た
「
岡
べ
な
る
」
に
つ
い
て
は
、
『
基
俊
集
』
で
も
『
千
載
集
』
で
も
改
め
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
こ

か
ら
基
俊
の
表
現
へ
の
意
識
が
読
み
取
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
俊
頼
は
「
す
べ
ら
か
に
く
だ
ら
ず
」
と
評
し
た
が
、
俊
頼
に
お
け

る
評
語
「
す
べ
ら
か
」
に
つ
い
て
は
、
詞
の
よ
せ
や
縁
語
関
係
に
よ
っ
て
緊
密
に
構
成
さ
れ
た
歌
を
評
価
す
る
語
で
あ
る
こ
と
が
、

藤
原
將
寛
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
従
え
ば
、
こ
こ
で
は
「
岡
べ
」
の
語
が
、
一
首
の
ほ
か
の
詞
と
特
に
関
わ
り
を

(

４
１)

持
っ
て
お
ら
ず
、
浮
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
が
批
判
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
、
⑬
は
「
岡
べ
な
る
」
の
句

が
な
く
と
も
一
首
の
歌
意
は
問
題
な
く
通
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
基
俊
は
批
判
を
受
け
た
「
岡
べ
な
る
」
を
改
め

な
か
っ
た
。
実
は
「
岡
べ
な
る
」
は
、
次
に
挙
げ
る
よ
う
に
、
『
万
葉
集
』
に
由
来
す
る
句
で
あ
る
。

ほ
と
ゝ
ぎ
す
き
な
き
と
よ
ま
す
を
か
べ
な
る
ふ
ぢ
な
み
ゝ
に
は
き
み
は
こ
じ
と
や

〔
霍
公
鳥
来
鳴
動
岡
邊
有
藤
波
見
者
君
者
不
来
登
夜
〕

（
『
類
聚
古
集
』

←
『
万
葉
集
』
巻
十
・

）

291

1991
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さ
を
し
か
の
つ
ま
よ
ぶ
や
ま
の
を
か
べ
な
る
わ
さ
だ
は
か
ら
じ
ゝ
も
は
お
く
と
も

、
、

〔
左
小
壮
鹿
之
妻
喚
山
之
岳
邊
在
早
田
者
不
苅
霜
者
雖
零
〕

（
同
・

←
『
万
葉
集
』
巻
十
・

）

、

803

2220

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
は
、
当
該
歌
合
ま
で
ほ
と
ん
ど
用
例
が
見
出
せ
な
い
句
で
あ
る
。
た
だ
し
唯
一
の
例
外
は
、
『
新
古

今
集
』
に
取
ら
れ
た
「
さ
び
し
さ
を
い
か
に
せ
よ
と
て
を
か
べ
な
る
な
ら
の
は
し
だ
り
雪
の
ふ
る
ら
ん
」
（
冬
・

・
藤
原
国
房
）

、

、
、
、

670

で
、
国
房
は
『
後
拾
遺
集
』
に
歌
が
採
ら
れ
て
い
る
人
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
は
⑬
に
先
行
す
る
も
の
と
思
し
い
。
し
か

し
い
ず
れ
に
し
て
も
、
基
俊
は
こ
こ
で
、
ま
だ
当
時
ほ
と
ん
ど
詠
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
万
葉
語
を
摂
取
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
基
俊

が
、
判
者
と
し
て
は
万
葉
語
の
摂
取
に
批
判
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
俊
成
と
の
関
係
に
お
い
て
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
作
者

(

４
２)

と
し
て
の
基
俊
が
『
万
葉
集
』
を
摂
取
し
て
お
り
、
批
判
を
受
け
て
も
そ
れ
を
改
め
て
い
な
い
こ
と
は
注
目
さ
れ
よ
う
。

(

４
３)

次
に
「
残
菊
」
題
⑭
は
、
白
菊
の
上
に
霜
が
置
い
た
様
子
を
、
ま
さ
に
「
霜
を
い
た
ゞ
き
て
翁
さ
び
行
」
と
詠
む
。
こ
れ
は
前
述

し
た
よ
う
に
基
俊
自
身
が
自
賛
し
た
も
の
だ
が
、
一
首
の
眼
目
は
、
年
老
い
て
白
髪
に
な
っ
た
こ
と
を
「
霜
を
い
た
だ
く
」
と
慣
用

的
に
い
う
こ
と
を
逆
に
利
用
し
て
、
霜
が
置
い
た
菊
を
「
翁
さ
び
行
」
、
す
な
わ
ち
老
人
ら
し
く
な
っ
て
い
く
、
と
比
喩
関
係
を
逆

転
さ
せ
た
と
こ
ろ
に
あ
ろ
う
。
し
か
し
俊
頼
は
四
句
「
翁
さ
び
行
」
に
疑
問
を
抱
き
、
「
ふ
る
き
哥
」
を
参
考
に
理
解
し
よ
う
と
し

た
結
果
、
「
翁
さ
び
」
と
は
「
翁
ざ
れ
」
と
同
義
で
あ
る
、
と
い
う
結
論
を
下
し
て
い
る
。
こ
れ
は
次
に
挙
げ
る
『
俊
頼
髄
脳
』
で

の
説
に
基
づ
く
。

お
き
な
さ
び
ひ
と
な
と
が
め
そ
か
り
ご
ろ
も
け
ふ
は
か
ぎ
り
ぞ
た
づ
も
な
く
な
る

こ
れ
は
、
せ
り
河
の
行
幸
に
、
ゆ
き
ひ
ら
の
中
納
言
の
、
御
た
か
ゞ
ひ
に
て
、
か
り
ぎ
ぬ
の
た
も
と
に
つ
る
の
か
た
を
ぬ
ひ
物

に
し
て
、
こ
の
う
た
を
や
が
て
文
字
に
ぬ
ひ
つ
け
た
り
け
る
と
ぞ
。
「
お
き
な
さ
び
」
と
い
へ
□
「
お
き
な
ざ
れ
」
と
い
ふ
こ

(

ば)

と
ば
也
。

（
一
五
四
オ
～
一
五
四
ウ
／
三
一
七
～
三
一
八
頁
）

俊
頼
は
「
お
き
な
さ
び
」
詠
（
『
後
撰
集
』
雑
一
・

・
行
平
、
『
伊
勢
物
語
』
一
一
四
段
）
を
挙
げ
、
「
翁
さ
び
」
と
は
「
翁
ざ

1076

れ
」
と
同
義
と
解
す
る
（
「
承
を
き
た
る
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
い
は
父
経
信
な
ど
か
ら
の
口
伝
が
あ
っ
た
か
）
。
「
翁
ざ
れ
」
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に
つ
い
て
は
、
「
古
典
大
系
」
や
橋
本
不
美
男
氏
の
い
う
よ
う
に
、
老
人
の
奇
矯
な
ふ
る
ま
い
（
「
翁
戯
れ
」
）
と
で
も
い
う
よ
う
な

ざ

意
と
思
わ
れ
る
が
、
確
か
に
「
翁
さ
び
」
を
そ
の
よ
う
に
解
釈
す
れ
ば
、
俊
頼
の
い
う
と
お
り
、
⑭
は
歌
意
が
通
ら
な
く
な
ろ
う
。

(

４
４)

し
か
し
こ
れ
は
『
伊
勢
物
語
』
に
引
き
つ
け
す
ぎ
た
俊
頼
の
誤
解
と
い
う
べ
き
も
の
で
、
基
俊
は
前
述
の
と
お
り
「
老
人
ら
し
く
な

っ
て
い
く
」
と
詠
ん
だ
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
語
も
次
に
挙
げ
る
よ
う
に
『
万
葉
集
』
所
見
の
語
で
、
基
俊
は
『
堀
河
百
首
』
に
お
い

て
「
夕
霧
に
た
ち
か
く
れ
つ
つ
女
郎
花
我
な
づ
さ
ひ
て
翁
さ
び
せ
ん
」
（
秋
・
女
郎
花
・

）
と
詠
ん
で
い
る
よ
う
に
、
こ
の
語
に

618

早
く
か
ら
注
目
し
て
い
た
。

は
り
ぶ
く
ろ
こ
れ
は
た
ば
り
ぬ
す
り
ぶ
く
ろ
い
ま
は
え
て
し
か
お
き
な
さ
れ
せ
ん

ヒ
歟

(

４
５)

〔
波
里
夫
久
路
己
礼
波
多
婆
利
奴
須
理
夫
久
路
伊
麻
波
衣
天
之
可
於
吉
奈
佐
備
勢
牟
〕

（
『
類
聚
古
集
』

←
『
万
葉
集
』
巻
十
八
・

）

3270

4133

す
な
わ
ち
⑭
も
ま
た
、
当
時
あ
ま
り
詠
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
万
葉
語
を
取
り
入
れ
よ
う
と
し
た
作
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
こ
れ
以

(

４
６)

後
、
平
安
後
期
に
「
お
き
な
さ
び
あ
ら
ぬ
人
に
も
あ
へ
る
か
な
か
が
み
に
む
か
ふ
よ
は
の
月
影
」
（
『
出
観
集
』
秋
・

、
題
「
老
後

404

見
月
」
）
や
「
小
萩
原
わ
け
ゆ
く
袖
に
う
つ
り
け
り
人
に
も
あ
ら
ぬ
翁
さ
び
か
な
」
（
『
師
光
集
』

、
題
「
草
花
」
）
な
ど
が
用
例
と

37

し
て
見
え
る
。
ま
た
、
藤
原
宗
家
の
「
と
し
を
へ
て
お
ほ
く
の
ゆ
き
を
い
た
ゞ
き
て
お
き
な
さ
び
た
る
こ
し
の
し
ら
や
ま
」
（
『
中
御

門
大
納
言
殿
集
』

、
題
「
ゆ
き
」
）
な
ど
は
、
明
ら
か
に
⑭
に
学
ん
だ
も
の
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
基
俊
や
院
政
期
歌
人
た
ち
の

(

４
７)

48

試
み
た
万
葉
語
の
摂
取
が
、
次
代
の
歌
人
た
ち
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
一
例
で
あ
る
。

最
後
の
「
恋
」
題
⑮
は
、
「
ゆ
つ
の
つ
ま
ぐ
し
」
と
い
う
奇
語
が
目
立
つ
歌
で
あ
る
。
こ
れ
は
俊
頼
判
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
記

紀
に
見
え
る
ス
サ
ノ
ヲ
ノ
ミ
コ
ト
の
八
岐
大
蛇
退
治
譚
に
登
場
す
る
、
ク
シ
ナ
ダ
ヒ
メ
が
変
化
し
た
櫛
で
あ
る
（
第
一
章
注
（

）
14

参
照
）
。
こ
の
語
も
ま
た
、
当
該
歌
合
以
前
に
和
歌
で
詠
ま
れ
た
形
跡
が
ほ
ぼ
見
ら
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
基
俊
は
こ
れ
ま
で
詠
ま
れ

(

４
８)

て
い
な
い
新
た
な
典
拠
・
本
説
を
持
ち
込
ん
だ
と
い
え
よ
う
。
俊
頼
が
「
昔
承
し
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
お
そ
ら
く
こ
の
時
代

で
も
『
日
本
書
紀
』
の
講
義
や
講
釈
、
談
義
な
ど
は
行
わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
当
座
の
方
人
た
ち
に
も
「
ゆ
つ
の
つ
ま
ぐ
し
」
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が
何
か
と
い
う
こ
と
自
体
は
そ
れ
ほ
ど
不
審
に
思
わ
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
歌
語
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
語
を

和
歌
に
持
ち
込
ん
だ
と
い
う
点
で
、
⑮
は
ま
ず
人
々
の
耳
目
を
引
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

基
俊
の
作
意
と
し
て
は
、
一
度
は
恋
し
い
人
に
逢
っ
た
も
の
の
、
そ
の
後
何
ら
か
の
事
情
に
よ
っ
て
逢
え
ず
、
た
だ
恋
し
さ
が
募

っ
て
い
く
の
で
、
ス
サ
ノ
ヲ
ノ
ミ
コ
ト
の
よ
う
に
、
愛
し
い
人
が
変
化
し
た
「
ゆ
つ
の
つ
ま
ぐ
し
」

―
こ
こ
で
は
、
愛
し
い
人
が

な
り
か
わ
っ
た
も
の
、
程
度
の
意
味
で
考
え
て
お
け
ば
よ
い
で
あ
ろ
う

―
を
ど
う
挿
し
た
も
の
か
、
と
恋
心
に
戸
惑
う
さ
ま
を
詠

ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
記
紀
を
本
説
と
す
る
も
の
の
、
例
え
ば
「
日
本
紀
竟
宴
和
歌
」
の
よ
う
に
、
直
接
的
に
記
紀
の
内
容
を
和
歌

に
翻
案
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
俊
頼
か
ら
は
本
説
で
あ
る
記
紀
と
の
整
合
性
に
お
い
て
批
判
が
あ
っ
た
。

俊
頼
は
⑮
の
初
句
「
か
つ
み
れ
ど
」
に
注
目
し
、
そ
の
よ
う
に
い
う
か
ら
に
は
、
詠
歌
主
体
と
そ
の
思
い
人
は
一
度
は
逢
っ
た
は
ず

だ
、
と
指
摘
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
⑮
は
「
ゆ
つ
の
つ
ま
ぐ
し
」
を
詠
ん
で
い
る
の
で
、
詠
歌
主
体
は
ス
サ
ノ
ヲ
ノ
ミ
コ
ト
で
あ
る
と

解
せ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
思
い
人
は
ク
シ
ナ
ダ
ヒ
メ
に
な
る
は
ず
だ
が
、
記
紀
に
お
い
て
は
両
者
は
初
対
面
な
の
で
、
「
か
つ

み
れ
ど
」
と
詠
む
の
は
矛
盾
す
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
結
句
に
「
い
か
で
さ
ゝ
ま
し
」
と
あ
る
が
、
「
ま
し
」
は
た
め
ら
い
の

意
志
を
表
す
助
動
詞
で
あ
る
か
ら
、
詠
歌
主
体
（
ス
サ
ノ
ヲ
ノ
ミ
コ
ト
）
は
ま
だ
「
ゆ
つ
の
つ
ま
ぐ
し
」
を
挿
し
て
い
な
い
こ
と
に

な
る
。
そ
う
な
る
と
、
ス
サ
ノ
ヲ
ノ
ミ
コ
ト
と
ク
シ
ナ
ダ
ヒ
メ
は
ま
だ
逢
っ
て
い
な
い
こ
と
に
な
り
、
や
は
り
初
句
「
か
つ
み
れ
ど
」

と
矛
盾
す
る
の
で
は
な
い
か

―
以
上
が
俊
頼
の
批
判
で
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
も
本
説
に
拠
っ
て
解
釈
す
る
か
ぎ
り
は
、
十
分
に
納

得
で
き
る
指
摘
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
基
俊
は
直
接
的
に
本
説
で
あ
る
記
紀
の
内
容
を
詠
ん
だ
わ
け
で

(

４
９)

は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
結
局
の
と
こ
ろ
俊
頼
の
批
判
は
、
⑮
が
新
奇
な
本
説
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
た
め
に
生
じ
た
批
判
で
は

な
か
っ
た
か
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
こ
で
は
目
新
し
い
典
拠
・
本
説
を
、
新
奇
な
歌
語
と
と
も
に
持
ち
込
み
、
新
た
な
趣
向
を
開
拓
し
よ
う
と

し
た
基
俊
の
試
み
を
こ
そ
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
試
み
も
ま
た
後
代
に
引
き
継
が
れ
て
い
く
。
「
わ
ぎ
も
こ
が
ゆ

つ
の
つ
ま
ぐ
し
さ
し
も
や
は
つ
れ
な
き
人
を
思
ひ
わ
た
ら
ん
」
（
『
後
鳥
羽
院
御
集
』
詠
五
百
首
和
歌
・
恋
・

）
な
ど
は
詞
続
き
が

976
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類
似
し
て
お
り
、
明
ら
か
に
⑮
の
影
響
下
に
あ
る
も
の
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

以
上
、
基
俊
の
詠
歌
表
現
を
見
て
き
た
が
、
基
俊
も
ま
た
俊
頼
と
同
じ
よ
う
に
、
当
該
歌
合
に
お
い
て
万
葉
語
の
摂
取
や
新
奇
な

趣
向
、
新
た
な
典
拠
・
本
説
の
発
掘
に
努
め
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
三
代
集
の
歌
風
を
庶
幾
し
、
保
守
的
な
傾
向
が
強
い
と
さ
れ
る

こ
と
の
多
い
基
俊
で
は
あ
る
が
、
彼
も
ま
た
当
該
歌
合
で
は
実
験
的
な
試
み
を
し
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。
忠
通
家
で
の
歌
合
が
、

そ
の
よ
う
な
試
み
が
実
践
的
に
行
わ
れ
る
場
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
多
く
の
場
合
、
俊
頼
と
基
俊
は
互
い
の
表
現
を
厳
し
く
批
判
し
あ
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
ま
た
新
し
い
表
現
を
議
論
の
俎

上
に
載
せ
る
こ
と
で
、
そ
の
新
し
い
表
現
へ
の
注
目
を
集
め
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
康
和
二
年
（
一
一
〇
〇
）
四
月

二
十
八
日
宰
相
中
将
国
信
歌
合
（
『
歌
合
大
成
』

）
に
お
け
る
当
座
で
の
論
難
を
挙
げ
る
ま
で
も
な
く
、
両
者
は
好
敵
手
と
見
な

242

さ
れ
て
い
た
（
ま
た
彼
ら
自
身
に
も
そ
の
よ
う
な
自
覚
が
あ
る
程
度
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
）
。
当
該
歌
合
で
は
、
考
え
方
の
異
な
る

両
者
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
判
詞
が
書
か
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
忠
通
を
は
じ
め
と
す
る
参
加
者
た
ち
の
、
詠
歌
表
現
に
対
す
る
理
解

が
よ
り
深
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
が
企
図
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
章
で
は
、
当
該
歌
合
の
詠
歌
表
現
を
概
観
し
て
き
た
。
初
学
者
の
忠
通
や
、
歌
合
・
歌
会
な
ど
へ
の
出
詠
経
験
が
乏
し
い
歌
人

が
参
加
者
の
大
半
で
あ
っ
た
当
該
歌
合
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
詠
ま
れ
た
歌
に
は
、
先
行
例
の
僅
少
な
目
新
し
い
表
現
や
、
そ
れ
ま
で

和
歌
で
詠
ま
れ
た
こ
と
の
な
い
表
現
、
あ
る
い
は
和
歌
の
伝
統
的
な
枠
組
み
か
ら
逸
脱
す
る
よ
う
な
新
奇
な
発
想
・
趣
向
で
詠
ま
れ

た
歌
な
ど
が
散
見
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
院
政
期
の
新
し
い
表
現
を
生
み
出
そ
う
と
し
た
潮
流
に
合
致
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
そ
の
よ
う
に
し
て
詠
ま
れ
た
「
新
し
い
表
現
」
が
、
そ
の
ま
ま
す
ぐ
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
衆
議
で
批

判
さ
れ
る
こ
と
も
、
最
終
的
な
判
定
（
判
詞
）
で
批
判
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
当
該
歌
合
の
場
と
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
こ
の
よ
う

に
「
新
し
い
表
現
」
が
試
み
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
人
々
か
ら
ど
の
よ
う
な
反
応
が
得
ら
れ
る
の
か
を
見
る
、
実
験
的
な
場
と
し
て
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あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
例
え
ば
、
次
の
『
袋
草
紙
』
の
逸
話
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

又
歌
ニ
有
詠
吾
事
。
今
殿
下
ニ
テ
俊
頼
朝
臣
詠
卯
花
云
々
、

う
の
花
の
身
の
し
ら
が
と
も
見
ゆ
る
哉
賤
が
垣
ね
も
と
し
よ
り
に
け
り

俊

頼

位
署
不
書
シ
テ
献
之
。
人
々
思
ヨ
ラ
ザ
ル
ノ
処
、
其
名
、
載
歌
中
云
々
。
是
独
歩
之
時
事
也
。

（
上
・
和
歌
書
注
事
・
三
四
六
頁
）

こ
れ
は
俊
頼
が
、
「
卯
花
」
の
題
詠
で
自
身
の
名
「
と
し
よ
り
」
を
詠
み
込
ん
だ
歌
を
詠
出
し
、
人
々
の
注
目
を
浴
び
た
と
い
う

も
の
で
あ
る
が
、
注
意
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
場
が
「
今
殿
下
」
、
す
な
わ
ち
忠
通
の
も
と
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
歌
合
の

例
で
は
な
い
が
、
忠
通
家
と
い
う
場
は
こ
の
よ
う
な
表
現
の
実
験
が
試
み
ら
れ
、
人
々
の
反
応
を
確
か
め
よ
う
と
す
る
場
で
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
。

最
近
、
吉
野
朋
美
氏
は
、
堀
河
天
皇
近
習
の
楽
人
で
あ
っ
た
俊
頼
の
「
公
的
な
が
ら
う
ち
と
け
た
場
に
お
い
て
即
興
で
詠
む
か
ら

こ
そ
許
さ
れ
た
日
常
語
・
俗
語
や
新
奇
な
表
現
・
新
し
い
趣
向
を
、
内
裏
や
貴
顕
の
邸
で
の
歌
会
や
歌
合
な
ど
晴
儀
性
の
強
い
場
で

も
詠
み
込
み
、
晴
の
和
歌
に
詠
め
る
表
現
や
こ
と
ば
の
領
域
を
広
げ
て
い
こ
う
と
い
う
試
み
」
（
四
二
頁
）
を
論
じ
て
い
る
。
吉
野

(

５
０)

氏
は
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
試
み
を
歌
合
に
敷
衍
し
、
国
信
歌
合
（
『
歌
合
大
成
』

）
で
の
詠
歌
表
現
に
つ
い
て
、
「
衆
議
判
の
歌
合

242

だ
か
ら
こ
そ
、
自
ら
の
詠
作
意
図
を
開
陳
す
る
こ
と
が
で
き
、
詠
み
方
の
根
拠
ま
で
示
せ
る
。
そ
し
て
こ
の
試
み
が
広
く
認
知
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
…
…
新
奇
な
表
現
を
評
定
の
俎
上
に
載
せ
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
」
（
四
六
～
四
七
頁
）
と
評
し
て
い
る
が
、
当
該

歌
合
も
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
場
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
俊
頼
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、

基
俊
や
忠
通
、
そ
の
他
の
歌
人
に
も
同
様
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
当
該
歌
合
を
は
じ
め
と
す
る
忠
通
家
の
歌
合
は
「
密
儀
」
の
歌

合
で
あ
り
、
「
公
的
」
な
要
素
の
薄
い
歌
合
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
公
の
場
で
は
本
来
的
に
躊
躇
さ
れ
る
よ
う
な
新
奇
な
表
現
を
実
践

的
に
詠
出
し
、
批
評
し
あ
う
場
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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注
（

）
当
該
歌
合
の
本
文
は
、
第
一
章
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
桂
宮
旧
蔵
本
（
書
Ａ
）
を
底
本
と
し
て
用
い
た
。

1
清
濁
・
句
読
点
等
は
私
意
。
他
本
に
よ
っ
て
校
訂
し
た
箇
所
は
［

］
で
示
し
た
。

（

）
先
行
注
釈
と
そ
の
略
称
は
次
の
通
り
。
日
本
古
典
全
書
『
歌
合
集
』
（
峯
岸
義
秋
校
注
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
四
七
）
＝
「
全

2
書
」
、
日
本
古
典
文
学
大
系
『
歌
合
集
』
（
谷
山
茂
校
注
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
）
＝
「
古
典
大
系
」
、
『
歌
合
大
成
』
二
九
六

＝
『
歌
合
大
成
』
、
鳥
井
千
佳
子
『
忠
通
家
歌
合
新
注
』
（
新
注
和
歌
文
学
叢
書
、
青
簡
舎
、
二
〇
一
五
）
＝
『
新
注
』
、
龍
谷

大
学
歌
合
輪
読
会
「
元
永
元
年
十
月
二
日
内
大
臣
忠
通
家
歌
合

注
釈
（
一
）
～
（
四
）
」
（
『
古
典
文
藝
論
叢
』

、

、

、

9

10

11

『
國
文
學
論
叢
』

、
二
〇
一
七
・
三
、
二
〇
一
八
・
二
、
二
〇
一
八
・
三
、
二
〇
一
九
・
三
）
＝
「
注
釈
」
、
和
歌
文
学
大

63

系
『
王
朝
歌
合
集
』
（
鈴
木
徳
男
校
注
、
明
治
書
院
、
二
〇
一
八
）
＝
「
和
歌
大
系
」
。
以
下
の
論
で
は
、
特
に
、
稿
者
も
参
加

し
た
「
注
釈
」
で
の
成
果
に
多
く
を
拠
っ
て
い
る
。

（

）
「
注
釈
（
四
）
」
所
収
「
作
者
略
伝
」
。

3
（

）
『
金
葉
集
』
異
本
歌
を
含
め
れ
ば
四
首
。
た
だ
し
、
こ
の
う
ち
二
度
本
『
金
葉
集
』
夏
・

「
わ
ぎ
も
こ
に
あ
ふ
さ
か
や
ま

4

124

の
ほ
と
と
ぎ
す
あ
く
れ
ば
か
へ
る
そ
ら
に
な
く
な
り
」
（
詞
書
「
暁
聞
郭
公
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め
る
」
、
作
者
「
源
定
信
」
）

は
、
永
長
元
年
（
一
〇
九
六
）
五
月
三
日
左
兵
衛
佐
師
時
歌
合
（
『
歌
合
大
成
』

）
で
は
「
の
ぶ
す
ゑ
」
の
詠
と
し
て
伝
わ

235

っ
て
い
る
。
「
の
ぶ
す
ゑ
」
が
定
信
と
同
一
人
物
で
あ
る
か
は
不
明
。
『
勅
撰
作
者
部
類
』
は
「
金
二

千
一
」
と
し
て
い
る
。

な
お
『
勅
撰
作
者
部
類
』
の
本
文
は
、
小
川
剛
生
『
中
世
和
歌
史
の
研
究

撰
歌
と
歌
人
社
会
』
（
塙
書
房
、
二
〇
一
七
）
所

収
の
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
の
翻
刻
に
拠
っ
た
（
四
六
〇
頁
）
。

（

）
渡
辺
晴
美
「
忠
通
家
歌
壇
形
成
に
関
す
る
考
察

―
先
行
歌
壇
と
の
関
連
に
つ
い
て

―
」
（
『
和
歌
文
学
研
究
』

、
一
九

5

51

八
五
・
一
〇
）
。

（

）
谷
山
茂
「
歌
合
に
お
け
る
女
性
」
（
谷
山
茂
著
作
集

四
『
新
古
今
時
代
の
歌
合
と
歌
壇
』
角
川
書
店
、
一
九
八
三

初
出
『
国

6
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文
学

解
釈
と
教
材
の
研
究
』

‐

、
一
九
五
九
・
三
）
、
田
渕
句
美
子
「
歌
合
に
お
け
る
女
房

―
構
造
化
の
も
た
ら
す

4

5

排
除

―
」
（
『
女
房
文
学
史
論

―
王
朝
か
ら
中
世
へ

―
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
九

初
出
：
兼
築
信
行
・
田
渕
句
美
子
編

『
和
歌
を
歴
史
か
ら
読
む
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
二
）
な
ど
参
照
。

（

）
注
（

）
前
掲
田
渕
氏
論
文
、
お
よ
び
同
「
女
房
の
声

―
禁
忌
の
意
識

―
」
（
注
（

）
前
掲
田
渕
氏
著
書

初
出
『
日

7

6

6

本
文
学
研
究
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』

、
二
〇
一
七
・
六
）
参
照
。

2

（

）
「
女
房
」
と
い
う
隠
名
に
つ
い
て
は
、
峯
岸
義
秋
『
歌
合
の
研
究
』
（
三
省
堂
、
一
九
五
四

復
刻
版
：
パ
ル
ト
ス
社
、
一
九

8
九
七
）
、
兼
築
信
行
「
「
女
房
」
と
い
う
出
詠
名
（
覚
え
書
き
）
」
（
『
礫
』

、
一
九
九
六
・
一
〇
）
、
田
渕
句
美
子
「
女
房
で
は

120

な
い
「
女
房
」

―
高
貴
性
と
逸
脱
性

―
」
（
注
（

）
前
掲
田
渕
氏
著
書

初
出
『
日
本
文
学
』

‐

、
二
〇
〇
二
・

6

51

6

六
）
な
ど
参
照
。
ま
た
、
鳥
井
千
佳
子
「
藤
原
忠
通
と
忠
通
家
歌
合
に
つ
い
て
」
（
『
新
注
』
解
説
）
に
「
参
加
し
た
歌
人
た
ち

が
出
詠
さ
れ
た
和
歌
に
つ
い
て
忌
憚
の
な
い
意
見
を
言
い
合
う
た
め
の
処
置
な
の
で
、
忠
通
の
歌
で
あ
る
こ
と
を
他
の
参
加
歌

人
た
ち
に
隠
そ
う
と
す
れ
ば
、
女
房
た
ち
を
本
当
に
参
加
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
」
（
四
二
七
頁
）
と
言
及
が
あ
る
。

（

）
注
（

）
前
掲
鳥
井
氏
解
説
は
、
こ
う
し
た
忠
通
家
で
の
歌
合
の
あ
り
方
を
「
十
二
世
紀
に
お
こ
な
わ
れ
た
〈
和
歌
の
ワ
ー

9

8

ク
シ
ョ
ッ
プ
〉
」
で
あ
る
と
評
し
て
い
る
（
四
五
〇
～
四
五
二
頁
）
。

（

）
注
（

）
前
掲
鳥
井
氏
解
説
・
四
〇
九
頁
以
下
参
照
。

10

8

（

）
『
催
馬
楽
』
呂
の
歌
「
妹
之
門
」
に
は
「
妹
が
門

夫
が
門

行
き
過
ぎ
か
ね
て
や

我
が
行
か
ば

肱
笠
の
〔
比
知
可
左

い
も

が

か
ど

11
乃
〕

肱
笠
の

雨
も
降
ら
な
む

し
で
田
長

雨
や
ど
り

笠
や
ど
り

や
ど
り
て
ま
か
ら
む

し
で
田
長
」
と
あ
る
。
こ

こ
で
は
「
袖
笠
」
で
は
な
く
「
肱
笠
」
で
は
あ
る
が
、
同
趣
の
も
の
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
歌
か
ら
も
恋
の
興
趣
が
看
取

さ
れ
る
。
『
催
馬
楽
』
の
本
文
は
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
神
楽
歌

催
馬
楽

梁
塵
秘
抄

閑
吟
集
』
（
臼
田
甚
五
郎
校

注
・
訳
、
小
学
館
、
二
〇
〇
〇
、
一
五
五
頁
）
に
拠
っ
た
（
〔

〕
内
は
原
表
記
）
。

（

）
た
だ
し
、
「
色
な
ら
ぬ
衣
」
あ
る
い
は
「
色
な
ら
ぬ
心
」
と
い
う
措
辞
と
な
る
と
、
次
の
よ
う
な
先
行
例
が
見
出
せ
る
。

、

、

12
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お
な
じ
人
の
も
と
に
、
月
あ
か
き
よ
、
内
よ
り
お
は
し
て

き
も
な
れ
ぬ
よ
る
の
こ
ろ
も
も
さ
よ
な
か
に
か
へ
る
か
へ
る
も
あ
は
れ
な
り
け
り

（
『
朝
光
集
』

）
67

か
へ
し

い
ろ
な
ら
ぬ
こ
ろ
も
も
な
ど
か
か
へ
る
に
は
う
す
く
な
る
ら
ん
身
に
し
み
て
か
く

（
同
・

）
68

ゑ
に
、
む
め
の
花
見
る
と
て
、
女
、
つ
ま
ど
お
し
あ
け
て
、
二
三
人
ゐ
た
る
に
、
み
な
人
人
ね
た
る
け
し
き
か
い

た
る
に
、
い
と
さ
だ
す
ぎ
た
る
お
も
と
の
、
つ
ら
づ
ゑ
つ
き
て
な
が
め
た
る
か
た
あ
る
と
こ
ろ

春
の
夜
の
や
み
の
ま
ど
ひ
に
い
ろ
な
ら
ぬ
こ
こ
ろ
に
は
な
の
か
を
そ
し
め
つ
る

（
『
紫
式
部
集
』

）
46

こ
れ
ら
の
例
を
見
る
と
、
「
色
な
ら
ぬ
…
…
」
と
い
う
措
辞
は
、
基
本
的
に
「
色
気
の
な
い
」
「
美
し
く
も
な
い
」
と
い
う
よ

う
な
意
味
で
理
解
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

（

）
『
催
馬
楽
』
律
「
東
屋
」
に
「
東
屋
の

真
屋
の
あ
ま
り
の
〔
末
也
乃
安
万
利
乃
〕

そ
の
雨
そ
そ
き

我
立
ち
濡
れ
ぬ

13
殿
戸
開
か
せ
／
鎹
も

錠
も
あ
ら
ば
こ
そ

そ
の
殿
戸

我
鎖
さ
め

お
し
開
い
て
来
ま
せ

我
や
人
妻
」
（
注
（

）
前
掲

11

書
・
一
二
四
頁
）
と
あ
る
。

（

）
後
に
は
「
山
里
は
あ
ら
し
吹
く
夜
の
む
ら
時
雨
窓
う
つ
音
に
め
を
さ
ま
す
か
な
」
（
『
久
安
百
首
』
冬
・

・
実
清
）
と
い
っ

14

751

た
例
が
あ
る
。

（

）
俊
頼
判
「
哥
は
不
読
は
さ
ら
ず
も
や
あ
る
べ
か
ら
ず
」
に
つ
い
て
、
「
和
歌
大
系
」
（
底
本
：
書
Ａ
）
は
「
歌
に
不
レ

読
は
さ

(

よ

ま

ず)

15
ら
ず
も
や
あ
る
べ
か
ら
ず
」
（
一
八
三
頁
）
と
意
に
よ
っ
て
校
訂
し
て
い
る
（
校
訂
一
覧
・
三
七
四
頁
）
。
こ
れ
で
あ
れ
ば
、
「
和

歌
に
詠
ま
な
い
こ
と
は
避
け
な
い
で
い
て
は
な
ら
な
い
」
の
意
と
解
釈
で
き
、
漢
詩
的
な
表
現
は
避
け
る
べ
き
だ
、
と
の
指
導

的
発
言
と
な
る
。

（

）
当
該
歌
合
の
判
詞
に
「
い
ひ
な
る
」
の
用
例
は
、
俊
頼
判
に
二
例
（
「
時
雨
」
二
番
・
六
番
）
、
基
俊
判
に
三
例
（
「
時
雨
」

16
十
一
番
・
「
残
菊
」
四
番
・
十
二
番
）
見
え
る
。
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（

）
「
古
典
大
系
」
三
三
六
頁
・
頭
注
四
は
『
詩
経
』
の
「
蒹
葭
蒼
蒼
、
白
露
為
霜
」
（
国
風
・
秦
風
「
蒹
葭
」
、
本
文
は
新
釈
漢

17
文
大
系
『
詩
経

中
』
、
石
川
忠
久
著
、
明
治
書
院
、
一
九
九
八
、
四
六
頁
に
拠
る
）
を
引
く
。

（

）
『
宝
物
集
』
の
本
文
は
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
宝
物
集

閑
居
友

比
良
山
古
人
霊
託
』
（
小
泉
弘
・
山
田
昭
全
校
注
、

18
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
、
二
五
九
頁
）
に
拠
り
、
『
新
編
国
歌
大
観
』
番
号
を
付
し
た
（
新
大
系
の
歌
番
号
は

）
。

375

（

）
な
お
、
現
存
の
『
万
葉
集
』
に
「
冬
枯
れ
」
の
用
例
は
見
出
せ
な
い
。

19
（

）『
更
級
日
記
』
の
本
文
は
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
和
泉
式
部
日
記

紫
式
部
日
記

更
級
日
記

讃
岐
典
侍
日
記
』（
犬

20
養
廉
校
注
・
訳
、
小
学
館
、
一
九
九
四
、
三
三
三
頁
）
に
拠
り
、
『
新
編
国
歌
大
観
』
番
号
を
付
し
た
。

（

）
た
だ
し
、
先
行
例
で
も
「
冬
が
れ
に
な
づ
み
し
駒
も
は
る
く
れ
ば
い
ば
ゆ
ば
か
り
に
成
り
に
け
る
か
な
」
（
『
堀
河
百
首
』
春

、

21
・
春
駒
・

・
河
内
）
と
、
助
詞
「
に
」
と
と
も
に
詠
む
例
が
一
例
の
み
見
出
せ
る
。

192

（

）
小
田
勝
『
実
例
詳
解

古
典
文
法
総
覧
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
四
）
は
、
「
…
残
る
」
と
い
う
形
の
動
詞
に
つ
い
て
、
「
…

22
ナ
イ
デ
残
る
」
の
意
に
な
る
も
の
（
「
消
え
残
る
〈
＝
消
え
ナ
イ
デ
残
る
〉
」「
散
り
残
る
〈
＝
散
ら
ナ
イ
デ
残
る
〉
」
な
ど
）
と
、

、
、
、

「
…
タ
マ
マ
残
る
」
の
意
に
な
る
も
の
（
「
咲
き
残
る
〈
＝
咲
い
タ
マ
マ
残
る
〉
」「
枯
れ
残
る
〈
＝
枯
れ
タ
マ
マ
残
る
〉
」
な
ど
）

、
、
、

の
二
種
類
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
「
動
詞
の
連
続
形
式
」
項
、
六
一
～
六
二
頁
）
。
さ
ら
に
小
田
氏
は
こ
の
こ
と
に
関
連

し
て
、「
『
実
例
詳
解

古
典
文
法
総
覧
』
補
遺
稿
」
第
５
回
（
和
泉
書
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
連
載
、
二
〇
一
八
年
三
月
一
日
更
新
、

http://w
w

w
.izum

ipb.co.jp/kotenbunpouhoikou/hoikou05.pdf

）
に
お
い
て
、
『
清
輔
集
』

番
の
「
う
つ
ろ
ひ
の
こ
る
」
の
例

189

を
挙
げ
、
ど
ち
ら
と
も
決
し
が
た
い
と
述
べ
て
い
る
（
一
一
～
一
二
頁
）
。

（

）
『
伊
勢
物
語
』
の
本
文
は
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
竹
取
物
語

伊
勢
物
語

大
和
物
語

平
中
物
語
』
（
福
井
貞
助
校

23
注
・
訳
、
小
学
館
、
一
九
九
四
、
一
四
三
頁
）
に
拠
っ
た
。
な
お
山
田
清
市
『
伊
勢
物
語
校
本
と
研
究
』
（
桜
楓
社
、
一
九
七

七
）
に
よ
れ
ば
、
「
よ
し
や
草
葉
よ
」
の
「
よ
」
に
は
「
の
」
の
異
文
が
あ
る
。

、

（

）
注
（

）
前
掲
鳥
井
氏
解
説
・
四
二
九
頁
。

24

8
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（

）
『
田
多
民
治
集
』
の
本
文
は
『
新
編
私
家
集
大
成
』
に
拠
っ
た
（
清
濁
は
私
意
）
。
底
本
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
と
同
じ
く
宮

25
内
庁
書
陵
部
蔵
本
（
五
〇
一
‐
四
一
）
で
あ
り
、
歌
番
号
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
と
共
通
。
な
お
、
『
田
多
民
治
集
』
は
伝
本

が
三
本
知
ら
れ
る
の
み
で
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
（
五
〇
一
‐
二
〇
二
）
と
そ
の
親
本
で
あ
る
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
（
冷

泉
家
時
雨
亭
叢
書
『
資
経
本
私
家
集

四
』
〈
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
五
〉
所
収
）
は

番
歌
（
＝
⑧
）
か
ら

番
歌
ま
で
一

91

98

丁
分
を
欠
く
。
『
新
編
私
家
集
大
成
』
解
題
（
木
越
隆
・
佐
藤
恒
雄
）
、
お
よ
び
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
・
解
題
（
樋
口
芳
麻
呂
）

参
照
。

（

）

番
歌
に
は
「
ひ
ま
な
き
事
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
恋
（
こ
ひ
）
」
の
誤
写
か
と
思
わ
れ
る
。
注
（

）
前
掲
冷
泉
家
時

26

145

25

雨
亭
叢
書
は
平
仮
名
で
「
こ
と
」
と
し
て
お
り
（
一
八
ウ
／
二
九
六
頁
）
、
伝
来
の
過
程
で
「
こ
ひ
」
→
「
こ
と
」
→
「
事
」

、

、

と
変
わ
っ
て
い
っ
た
も
の
か
。

（

）
な
お
、
二
句
「
い
な
の
か
さ
は
ら
」
に
つ
い
て
、
『
田
多
民
治
集
』
は
「
を
か
さ
歟
本
ノ
」
と
傍
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は

27
書
写
者
が
「
い
な
の
か
さ
は
ら
（
猪
名
の
笠
原
）
」
と
い
う
地
名
を
認
識
で
き
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。「
い
な
の
か
さ
は
ら
」

(

ゐ)

は
他
例
が
見
出
せ
ず
、
珍
し
い
表
現
で
あ
る
。
た
だ
し
、
俊
頼
は
「
い
ひ
な
れ
た
り
」
と
肯
定
的
に
評
し
た
。

（

）
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
橋
本
不
美
男
『
院
政
期
の
歌
壇
史
研
究
』
（
武
蔵
野
書
院
、
一
九
六
六
）
、
関
根
慶
子
「
俊
頼
の
和

28
歌
」
（
『
中
古
私
家
集
の
研
究

伊
勢
・
経
信
・
俊
頼
の
集
』
風
間
書
房
、
一
九
六
七

初
出
『
散
木
奇
歌
集
の
研
究
と
校
本
』

明
治
図
書
、
一
九
五
二
）
、
池
田
富
蔵
『
源
俊
頼
の
研
究
』
（
桜
楓
社
、
一
九
七
三
）
、
小
峯
和
明
『
院
政
期
文
学
論
』
（
笠
間
書

院
、
二
〇
〇
六
）
「
Ⅳ

源
俊
頼
論
」
の
各
論
、
岡
崎
真
紀
子
『
や
ま
と
こ
と
ば
表
現
論

―
源
俊
頼
へ
』
（
笠
間
書
院
、
二
〇

〇
八
）
な
ど
。

（

）
『
和
歌
初
学
抄
』
は
「
う
ら
ご
の
山
」
を
信
濃
国
の
歌
枕
と
し
て
「
モ
ミ
ヂ
ナ
ド
ニ
ヨ
ム
ベ
シ
」
（
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
『
和

29
歌
初
学
抄

口
伝
和
歌
釈
抄
』
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
五
、
九
〇
ウ
／
一
九
二
頁
）
と
注
し
て
い
る
。
当
時
も
歌
枕
と
し
て
認

識
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
先
行
例
は
「
吹
く
風
に
す
ま
ひ
や
す
ら
む
神
な
び
の
う
ら
ご
の
山
の
み
ね
の
も
み
ぢ
ば
」
（
『
恵
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慶
集
』

）
と
あ
る
の
が
唯
一
。

228

（

）
『
歌
合
大
成
』
一
八
二
〇
頁
。

30
（

）
「
古
典
大
系
」
三
二
六
頁
・
頭
注
。

31
（

）
代
表
的
な
歌
集
に
お
け
る
「
べ
ら
な
り
」
の
使
用
数
を
数
値
で
示
せ
ば
、
『
古
今
集
』
に
二
十
三
例
（
全
歌
数
の
約
二
％
）
、

32
『
貫
之
集
』
に
四
十
七
例
（
約
五
％
）
、
『
古
今
和
歌
六
帖
』
に
五
十
七
例
（
約
一
．
二
％
）
と
な
る
。
勅
撰
集
で
は
、
三
代
集

ま
で
は
用
例
が
あ
る
（
『
後
撰
集
』
十
四
例
、『
拾
遺
集
』
九
例
）
が
、『
後
拾
遺
集
』
以
降
は
ほ
ぼ
用
例
が
見
え
な
く
な
る
（
『
玉

葉
集
』
に
四
例
、
『
続
拾
遺
集
』
に
二
例
、
『
風
雅
集
』
、
『
新
拾
遺
集
』
に
各
一
例
見
え
る
が
、
い
ず
れ
も
三
代
集
時
代
の
詠
）
。

（

）
『
和
歌
童
蒙
抄
』
に
「
『
ク
モ
ヰ
ガ
ク
レ
ニ
ス
ム
タ
ツ
モ
』
ト
ハ
、
ム
カ
シ
モ
ロ
コ
シ
ニ
、
庄
子
曰
、
子
帳
見
魯
哀
公
、
不
礼
。

33
去
曰
、
君
好
士
也
。
有
似
葉
公
子
高
之
好
竜
。
彫
文
画
之
。
於
是
天
竜
聞
而
下
之
。
窺
頭
於
牖
、
抱
尾
於
堂
。
葉
公
見
之
、
失

其
魂
魄
。
五
色
無
主
。
是
葉
公
非
好
竜
也
。
好
天
似
竜
而
非
竜
也
。
今
君
非
好
士
也
。
好
天
似
士
者
」
（
巻
九
・
獣
部
・
竜
・

七
七
二
頁
）
と
あ
る
。

（

）「
是
は
、
葉
公
が
竜
を
み
ん
と
ね
が
ひ
て
、
竜
の
形
を
画
け
る
時
、
竜
下
て
棟
梁
之
間
に
わ
だ
か
ま
る
事
を
よ
め
り
け
る
」（
『
六

34
百
番
陳
状
』
恋
九
・
寄
絵
恋
）
。
『
六
百
番
陳
状
』
の
本
文
は
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
六
百
番
歌
合
』
（
久
保
田
淳
・
山
口
明

穂
校
注
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
）
所
収
の
「
付
録
」
（
四
六
八
頁
）
に
拠
っ
た
。

（

）
「
古
典
大
系
」
五
二
一
頁
・
補
注
一
〇
が
引
く
よ
う
に
、
『
新
序
』
巻
五
・
雑
事
に
「
葉
公
子
高
好
龍
、
鉤
以
写
龍
、
鑿
以
写

35
龍
、
屋
室
雕
文
以
写
龍
。
於
是
夫
龍
聞
而
下
之
、
窺
頭
於
牖
、
拖
尾
於
堂
。
葉
公
見
之
、
奔
而
還
走
、
失
其
魂
魄
」
と
あ
る
（
叢

書
集
成
初
編
『
新
序
』
中
華
書
局
、
一
九
八
五
）
。
な
お
、
注
（

）
前
掲
『
和
歌
童
蒙
抄
』
が
「
庄
子
曰
」
と
引
く
よ
う
に
、

(

荘)

33

こ
れ
は
『
荘
子
』
の
逸
文
と
思
わ
れ
る
（
現
存
の
『
荘
子
』
に
は
見
え
な
い
）
が
、
黒
田
彰
子
『
和
歌
童
蒙
抄
注
解
』
（
青
簡

舎
、
二
〇
一
九
）
は
『
芸
文
類
聚
』
か
ら
の
引
用
と
す
る
（
七
七
二
頁
）
。
ほ
か
に
和
泉
新
・
佐
藤
保
編
『
中
国
故
事
成
語
大

辞
典
』
（
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
二
）
も
参
照
。
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（

）
た
だ
し
、
「
た
つ
」
、
「
竜
（
龍
）
」
で
は
、
「
立
つ
」
や
「
龍
田
」
な
ど
も
用
例
に
挙
が
っ
て
く
る
た
め
、
『
新
編
国
歌
大
観
』

36
で
の
詳
細
な
用
例
検
索
は
困
難
で
あ
る
。
「
時
に
よ
り
す
ぐ
れ
ば
民
の
な
げ
き
な
り
八
大
竜
王
雨
や
め
た
ま
へ
」
（
『
金
槐
集
』

雑
・

）
が
思
い
当
た
る
程
度
で
あ
ろ
う
か
。

719

（

）
『
狭
衣
物
語
』
の
本
文
は
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
狭
衣
物
語
②
』
（
小
町
谷
照
彦
・
後
藤
祥
子
校
注
・
訳
、
小
学
館
、
二

37
〇
〇
一
、
二
五
八
頁
）
に
拠
っ
た
。

（

）
例
え
ば
『
源
氏
物
語
』
を
例
に
と
る
と
、
「
口
惜
し
や
」
は
次
の
三
例
見
出
さ
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
会
話
文
や
心
中
思
惟
に

38
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
た
め
、
や
は
り
「
口
語
的
な
表
現
」
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

・
「
な
ど
か
御
子
を
だ
に
持
た
ま
へ
る
ま
じ
き
。
口
惜
し
う
も
あ
る
か
な
。
契
り
深
き
人
（
＝
光
源
氏
）
の
た
め
に
は
、
い

ま
見
出
で
た
ま
ひ
て
む
と
思
ふ
も
口
惜
し
や
。
限
り
あ
れ
ば
、
た
だ
人
に
て
ぞ
見
た
ま
は
む
か
し
」

（
澪
標
・
②
‐
二
八
一
頁
、
朱
雀
帝
→
朧
月
夜
）

・
「
…
…
た
だ
ま
こ
と
に
心
の
癖
な
く
よ
き
こ
と
は
、
こ
の
対
（
＝
紫
の
上
）
を
の
み
な
む
、
こ
れ
を
ぞ
お
い
ら
か
な
る
人

と
言
ふ
べ
か
り
け
る
、
と
な
む
思
ひ
は
べ
る
。
よ
し
と
て
、
ま
た
、
あ
ま
り
ひ
た
た
け
て
頼
も
し
げ
な
き
も
、
い
と
口
惜

し
や
」

（
若
菜
上
・
④
‐
一
三
〇
頁
、
光
源
氏
→
明
石
の
女
御
）

・
宮
（
＝
女
三
の
宮
）
は
こ
の
暮
つ
方
よ
り
、
な
や
ま
し
う
し
た
ま
ひ
け
る
を
、
そ
の
御
け
し
き
と
見
た
て
ま
つ
り
知
り
た

る
人
々
騒
ぎ
満
ち
て
、
大
殿
（
＝
光
源
氏
）
に
も
聞
こ
え
た
り
け
れ
ば
、
御
心
の
中
は
、
あ
な
口
惜
し
や
、
思
ひ
ま
ず
る

方
な
く
て
見
た
て
ま
つ
ら
ま
し
か
ば
、
め
づ
ら
し
く
う
れ
し
か
ら
ま
し
、
と
思
せ
ど
、
…
…

（
柏
木
・
④
‐
二
九
八
頁
、
光
源
氏
の
心
中
思
惟
）

（

）
『
和
歌
文
学
大
辞
典
』
（
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
二
〇
一
四
）
「
基
俊
」
項
（
仁
木
夏
実
執
筆
）
、
お
よ
び
滝
沢
貞
夫
『
基
俊
集

39
全
釈
』
（
私
家
集
全
釈
叢
書
、
風
間
書
房
、
一
九
八
八
）
「
解
説
」
二
四
～
二
五
頁
参
照
。
ほ
か
に
基
俊
の
詠
歌
表
現
に
つ
い
て

は
、
佐
藤
雅
代
「
藤
原
基
俊
の
表
現
意
識

―
歌
枕
を
中
心
に
し
て

―
」
（
『
文
芸
研
究
』

、
一
九
九
三
・
九
）
、
同
「
藤

70
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原
基
俊
に
お
け
る
詠
歌
の
方
法

―
歌
合
判
詞
の
視
座
を
通
し
て

―
」
（
『
文
芸
研
究
』

、
一
九
九
四
・
二
）
、
同
「
「
堀
河

71

百
首
」
と
藤
原
基
俊

―
歌
題
へ
の
意
識
と
表
現

―
」
（
『
文
芸
研
究
』

、
一
九
九
四
・
九
）
、
同
「
藤
原
基
俊
と
『
伊
勢

72

物
語
』
」
（
『
文
芸
研
究
』

、
一
九
九
七
・
三
）
の
一
連
の
論
考
が
あ
る
。

77

（

）
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
千
載
和
歌
集
』
（
片
野
達
郎
・
松
野
陽
一
校
注
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
）
は
当
該
歌
の
脚
注
（
片

40
野
氏
担
当
）
で
、
「
『
広
葉
』
と
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
時
雨
の
糸
の
夕
冷
え
の
光
が
見
え
、
乾
い
た
広
葉
を
叩
く
か
そ
け
き
音

が
聞
え
て
来
た
」
（
一
二
三
頁
）
と
評
す
る
。

（

）
藤
原
將
寛
「
俊
頼
判
に
お
け
る
歌
合
評
語
「
な
だ
ら
か
」
と
「
す
べ
ら
か
」
の
差
違
に
つ
い
て
」
（
『
國
文
學
論
叢
』

、
二

41

62

〇
一
七
・
二
）
。

（

）
久
保
田
淳
『
新
古
今
歌
人
の
研
究
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
三
）
第
二
篇
「
藤
原
俊
成
の
研
究
」
第
三
章
「
歌
論
」

42
第
二
節
「
万
葉
集
に
対
す
る
態
度
」
、
田
村
柳
壹
「
俊
成
歌
論
に
お
け
る
万
葉
摂
取
に
つ
い
て
」
（
『
後
鳥
羽
院
と
そ
の
周
辺
』

笠
間
書
院
、
一
九
九
八

初
出
『
語
文
（
日
本
大
学
）
』

、
一
九
七
四
・
三
）

39

（

）
注
（

）
前
掲
滝
沢
氏
解
説
・
二
〇
～
二
一
頁
に
お
い
て
、
基
俊
も
『
万
葉
集
』
か
ら
多
く
の
摂
取
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が

43

39

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
滝
沢
氏
に
よ
る
と
、
基
俊
の
歌
三
五
七
首
の
う
ち
、
『
万
葉
集
』
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
も
の
は
三
十
二

首
に
の
ぼ
る
と
い
う
。

（

）
「
古
典
大
系
」
五
二
〇
頁
・
補
注
七
、
お
よ
び
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
歌
論
集
』
（
小
学
館
、
二
〇
〇
二
）
所
収
「
俊
頼

44
髄
脳
」
（
橋
本
不
美
男
校
注
）
一
六
四
頁
・
頭
注
五
、
頭
注
一
二
。

（

）
『
類
聚
古
集
』
は
本
行
本
文
を
「
お
き
な
さ
れ
」
と
す
る
が
、
原
文
が
「
於
吉
奈
佐
備
」
で
あ
る
以
上
、
傍
記
に
よ
っ
て
「
お

、

45
き
な
さ
び
」
と
訓
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
俊
頼
の
「
翁
さ
び
」
「
翁
ざ
れ
」
の
混
同
に
も
関
係
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

、

、

（

）
「
翁
さ
ぶ
」
の
用
例
は
、
『
万
葉
集
』
以
後
当
代
ま
で
の
間
に
、
『
後
撰
集
』
『
伊
勢
物
語
』
の
行
平
詠
が
見
出
せ
る
の
み
。
た

46
だ
し
、
基
俊
が
こ
の
語
を
詠
ん
だ
の
と
同
じ
『
堀
河
百
首
』
に
、
「
何
を
し
て
翁
さ
び
け
ん
朝
ご
と
に
鏡
の
か
げ
を
か
つ
と
が
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め
つ
つ
」
（
雑
・
述
懐
・

・
公
実
）
の
例
が
あ
る
。

1569

（

）
こ
の
集
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
未
収
の
た
め
、
本
文
・
歌
番
号
と
も
に
『
新
編
私
家
集
大
成
』
に
拠
っ
た
（
書
籍
版
『
私
家

47
集
大
成
』
で
は
「
歌
人
佚
名

」
と
し
て
収
録
）
。

(ロ)

（

）
唯
一
の
例
と
し
て
、
「
ア
サ
マ
ダ
キ
タ
ブ
サ
イ
ト
ナ
ク
カ
キ
ナ
ヅ
ル
カ
ミ
ナ
ビ
ク
ナ
リ
ユ
ツ
ノ
ツ
マ
グ
シ
」
（
『
袖
中
抄
』
第

48
七
・

）
が
見
出
せ
る
。
た
だ
し
こ
の
歌
は
出
典
未
詳
で
、
⑮
と
の
先
後
関
係
は
詳
ら
か
で
な
い
う
え
に
、
こ
の
歌
は
記
紀
を

304

直
接
の
典
拠
と
は
し
て
い
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
『
袖
中
抄
』
の
本
文
は
橋
本
不
美
男
・
後
藤
祥
子
編
『
袖
中
抄
の
校
本
と

研
究
』
（
笠
間
書
院
、
一
九
八
五
）
に
拠
っ
た
（
一
五
九
頁
）
。
歌
番
号
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
の
も
の
を
用
い
る
。

（

）
た
だ
し
顕
昭
は
こ
の
俊
頼
判
を
、
「
『
カ
ツ
ミ
レ
ド
』
ヽ
云
事
、
ア
ヒ
テ
ノ
チ
ト
ノ
ミ
サ
ダ
ム
ベ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
」
（
注
（

）

49

48

前
掲
書
・
一
六
〇
頁
）
と
批
判
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
「
見
る
」
を
「
逢
う
」
意
と
と
る
か
、
文
字
通
り
単
に
「
見
る
」
意

と
と
る
か
の
違
い
で
あ
り
、
さ
ほ
ど
本
質
的
な
批
判
と
も
思
わ
れ
な
い
。

（

）
吉
野
朋
美
「
源
俊
頼
の
試
み

―
堀
河
天
皇
歌
壇
に
お
け
る
立
場
と
詠
歌
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て

―
」（
『
国
語
と
国
文
学
』

50

‐

、
二
〇
一
九
・
一
二
）
。

96

12
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第
四
章

元
永
二
年
七
月
十
三
日
内
大
臣
忠
通
歌
合
の
追
判
を
め
ぐ
っ
て

は
じ
め
に

元
永
二
年
（
一
一
一
九
）
七
月
十
三
日
、
忠
通
は
、
現
存
資
料
で
知
ら
れ
る
か
ぎ
り
九
度
目
の
歌
合
を
催
し
た
（
『
歌
合
大
成
』

「
元
永
二
年
七
月
十
三
日
内
大
臣
忠
通
歌
合
」
）
。
題
は
「
草
花
」
・
「
晩
月
（
暮
月
）
」
・
「
尋
失
恋
」
の
三
題
で
、
歌
人
は
二
十
二

(

１)

300人
、
計
三
十
三
番
と
い
う
、
忠
通
家
で
は
前
年
十
月
二
日
の
歌
合
（
『
歌
合
大
成
』

、
以
下
単
に
「
歌
合

」
と
い
う
）
に
次
ぐ

296

296

規
模
の
歌
合
で
あ
る
。

当
該
歌
合
は
、
歌
題
構
成
や
番
数
が
類
を
見
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
点
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
も
の
で
あ
る

が
、
特
に
重
要
な
点
と
し
て
は
、
ま
ず
第
一
に
、
忠
通
家
歌
壇
の
指
導
者
と
目
さ
れ
る
俊
頼
で
は
な
く
、
顕
季
が
判
者
と
し
て
招
か

れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
「
又
判
云
…
…
」
で
始
ま
る
追
判
を
載
せ
る
伝
本
が
あ
る
こ
と
、
の
二
点
で
あ
ろ
う
。
本
章
で
は
特
に
こ

の
二
点
目
に
注
目
す
る
。

従
来
、
こ
の
追
判
が
誰
の
手
に
な
る
も
の
な
の
か
に
つ
い
て
、
諸
説
が
あ
っ
た
。
大
き
く
分
け
る
と
、
初
判
の
判
者
・
顕
季
自
身

に
よ
る
追
判
と
す
る
説
、
当
該
歌
合
に
方
人
と
し
て
参
加
し
た
基
俊
の
手
に
な
る
と
い
う
説
、
そ
し
て
当
該
歌
合
に
直
接
は
参
加
し

て
い
な
い
俊
頼
の
手
に
な
る
と
い
う
説
の
三
つ
で
あ
る
。
本
章
で
は
、
当
該
歌
合
の
研
究
史
を
た
ど
り
つ
つ
、
追
判
が
用
い
る
評
語

と
表
現
に
着
目
し
て
、
追
判
者
が
俊
頼
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
い
。

第
一
節

歌
合
の
概
要

ま
ず
当
該
歌
合
の
概
要
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
に
拠
り
つ
つ
、
簡
単
に
ま
と
め
て
お
く
。
歌
題
・
番
数
は
前
述
の
と
お
り
で
、
こ

れ
が
類
を
見
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
『
歌
合
大
成
』
は
じ
め
先
行
研
究
で
も
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
季
題
（
秋
）
二
に
加

(

２)

え
恋
題
一
と
い
う
構
成
は
、
歌
合

（
季
題
二
「
残
菊
」
・
「
時
雨
」
、
恋
題
一
「
恋
」
）
と
同
様
で
あ
る
が
、
恋
題
が
素
題
「
恋
」
か

296
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ら
結
題
「
尋
失
恋
」
へ
と
変
わ
っ
て
い
る
点
に
、
主
催
者
・
忠
通
を
は
じ
め
と
す
る
参
加
者
の
、
和
歌
に
対
す
る
習
熟
度
が
上
が
っ

て
き
た
こ
と
や
、
さ
ら
な
る
学
び
を
求
め
る
態
度
を
読
み
取
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

次
に
出
詠
歌
人
で
あ
る
が
、
当
該
歌
合
で
は
歌
人
は
左
右
そ
れ
ぞ
れ
の
方
に
固
定
さ
れ
て
お
り
、
番
も
左
右
が
固
定
さ
れ
、
歌
合

(

３)
の
よ
う
な
乱
番
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
歌
合
催
行
の
形
態
も
こ
な
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
以
下
、
二
十
巻
本
巻
頭
の
一
覧
に
従

296っ
て
掲
出
す
る
と
、
左
方
は
季
通
・
摂
津
・
無
名
女
房
（
忠
通
）
・
盛
家
・
尹
時
・
上
総
・
為
真
・
雅
光
・
顕
仲
・
宗
国
・
顕
国
、

(

４)
(

５)
(

６)

右
方
は
仲
房
・
雅
兼
・
定
信
・
忠
隆
・
行
盛
・
基
俊
・
時
昌
・
兼
昌
・
道
経
・
忠
季
・
師
俊
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
季
通
・
行
盛
・
忠

季
は
忠
通
家
の
歌
合
に
初
見
の
歌
人
で
あ
る
が
、
忠
季
に
つ
い
て
は
歌
合

に
も
出
詠
し
た
忠
房
と
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
が
『
歌

(

７)

296

合
大
成
』
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
従
う
べ
き
見
解
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
行
盛
は
忠
通
家
歌
壇
の
構
成
員
で
あ
る

(

８)

宗
国
の
同
母
兄
で
、
こ
れ
以
前
、
天
永
二
年
（
一
一
一
一
）
十
月
五
日
に
忠
通
主
催
の
詩
会
（
作
文
始
）
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
が
、

(

９)

渡
辺
晴
美
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
渡
辺
氏
は
さ
ら
に
、
残
る
一
人
の
季
通
は
忠
通
の
舅
・
宗
通
の
男
で
あ
り
、
彼
の
参
加

(

１
０)

は
そ
の
縁
に
よ
る
か
と
論
じ
て
お
り
、
そ
う
す
る
と
、
出
詠
し
た
ほ
と
ん
ど
の
歌
人
は
忠
通
家
歌
壇
の
構
成
員
で
占
め
ら
れ
て
い
る

と
い
っ
て
よ
い
。
な
お
、
忠
通
家
歌
壇
の
指
導
者
と
目
さ
れ
る
俊
頼
が
参
加
し
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
当
時
俊
頼
が
伊
勢
へ

下
向
し
て
い
た
た
め
と
推
測
さ
れ
て
い
る
（
『
歌
合
大
成
』
）
も
の
の
、
明
ら
か
で
な
い
。
ま
た
、
二
十
巻
本
に
よ
り
、
忠
通
は
歌
合

と
同
じ
く
「
女
房
」
と
名
を
隠
し
て
出
詠
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
忠
通
の
身
分
を
隠
す
こ
と
で
、
当
座
で
の
難
陳
を
活
発
に
す

(

１
１)

296る
意
図
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

俊
頼
に
代
わ
っ
て
当
該
歌
合
の
判
者
を
務
め
た
顕
季
は
、
忠
通
家
の
歌
合
で
は
初
め
て
の
判
者
と
な
る
。
顕
季
は
白
河
院
の
近
臣

と
し
て
承
暦
二
年
（
一
〇
七
八
）
四
月
二
十
八
日
内
裏
歌
合
（
『
歌
合
大
成
』

）
を
は
じ
め
多
く
の
歌
合
に
出
詠
し
て
い
る
が
、

203

歌
合
判
者
と
し
て
の
活
動
歴
は
、
当
該
歌
合
以
前
に
は
、
永
久
四
年
（
一
一
一
六
）
三
月
二
十
一
日
雅
定
家
歌
合
と
、
同
年
六
月
四

(

１
２)

日
、
お
よ
び
元
永
元
年
（
一
一
一
八
）
六
月
二
十
九
日
の
実
行
家
に
お
け
る
歌
合
の
判
者
を
務
め
て
い
る
（
『
歌
合
大
成
』

・
281

284

・

）
こ
と
が
知
ら
れ
、
忠
通
家
と
の
直
接
的
な
交
渉
は
ほ
と
ん
ど
見
出
せ
な
い
。
雅
定
・
実
行
は
い
ず
れ
も
顕
季
女
を
室
と
し
て

(

１
３)

295
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い
る
こ
と
か
ら
、
顕
季
は
主
と
し
て
近
親
者
が
主
催
す
る
歌
合
に
お
い
て
判
者
を
務
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
顕
季
と
忠
通
に
文
学
的
交
流
が
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
渡
辺
晴
美
氏
は
、
顕
季
の
家
集
『
六
条
修
理
大

夫
集
』
の
次
の
詠
か
ら
、
顕
季
と
忠
通
家
と
の
交
渉
を
指
摘
し
て
い
る
。

(

１
４)

内
府
於
東
三
条
、
夏
夜
月
并
怨
人
恋

あ
く
る
か
と
み
る
ほ
ど
も
な
く
あ
け
に
け
り
を
し
み
も
あ
へ
ぬ
夏
の
よ
の
月

（
『
六
条
修
理
大
夫
集
』

）
168

こ
と
の
は
を
た
の
ま
ざ
り
せ
ば
と
し
ふ
と
も
ひ
と
を
つ
ら
し
と
お
も
は
ざ
ら
ま
し

（
同
・

）
169

詞
書
の
「
東
三
条
」
が
す
な
わ
ち
忠
通
邸
で
あ
る
。
こ
の
日
の
歌
会
（
『
類
題
鈔
』

に
よ
り
永
久
五
年
〈
一
一
一
七
〉
の
会
と

474

判
明
す
る
）
で
は
「
夏
夜
月
」
と
「
怨
人
恋
」
（
『
類
題
鈔
』
は
「
怨
久
恋
」
と
す
る
が
、
「
人
」
で
よ
い
と
思
わ
れ
る
）
の
二
題
が

出
題
さ
れ
た
が
、
こ
の
題
を
調
べ
る
と
『
散
木
奇
歌
集
』
に
「
夏
夜
月
」
題
が
見
え
、
お
そ
ら
く
同
一
の
詠
作
機
会
で
あ
っ
た
こ
と

が
推
測
さ
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
顕
季
と
俊
頼
は
忠
通
家
で
催
さ
れ
た
同
じ
歌
会
に
出
席
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

(

１
５)

殿
下
に
て
、
夏
の
夜
月
を
よ
め
る

あ
ぢ
さ
へ
の
は
な
の
よ
ひ
ら
に
て
る
月
を
か
げ
も
さ
な
が
ら
を
る
み
と
も
が
な

(

マ
マ)

（
『
散
木
奇
歌
集
』
夏
・

、
六
一
オ
／
一
三
一
頁
）

315

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
顕
季
が
忠
通
家
で
の
和
歌
行
事
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
歌
合
の
判
者
と

し
て
招
聘
さ
れ
た
の
は
当
該
歌
合
が
初
め
て
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
以
降
も
歌
合
へ
の
参
加
は
、
現
存
資
料
の
範
囲
で
は
確
認
で
き

な
い
。
な
ぜ
当
該
歌
合
に
お
い
て
、
顕
季
が
判
者
と
し
て
招
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
渡
辺
氏
は
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
前
述
し
た
季

通
の
場
合
と
同
じ
く
、
忠
通
の
舅
・
宗
通
と
の
縁
に
よ
る
と
論
じ
る
。
宗
通
は
実
行
と
同
様
に
、
顕
季
女
を
室
を
し
て
い
る
の
で
あ

る
（
な
お
季
通
は
そ
の
顕
季
女
を
母
と
す
る
）
。
忠
通
が
宗
通
女
の
宗
子
と
結
婚
し
た
の
は
、
『
殿
暦
』
『
中
右
記
』
に
よ
れ
ば
元
永

元
年
（
一
一
一
八
）
十
月
二
十
六
日
の
こ
と
で
、
歌
合

（
同
年
十
月
二
日
）
を
は
じ
め
、
忠
通
家
で
立
て
続
け
に
歌
合
が
行
わ
れ

296

た
直
後
で
あ
る
。
そ
の
時
点
ま
で
は
、
忠
通
と
顕
季
に
直
接
的
な
姻
戚
関
係
は
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
当
該
歌
合
に
お
い
て
忠
通
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家
で
は
珍
し
く
顕
季
が
判
者
を
務
め
た
の
は
、
忠
通
の
舅
・
宗
通
が
仲
介
を
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
た
。
こ
れ
は
妥
当
な
推
定

と
思
わ
れ
、
何
ら
か
の
理
由
で
参
加
で
き
な
か
っ
た
俊
頼
に
代
わ
り
、
新
た
に
姻
戚
関
係
と
な
っ
た
顕
季
を
判
者
と
し
て
迎
え
た
と

思
し
い
。

さ
て
、
当
該
歌
合
の
伝
本
に
つ
い
て
は
、
『
歌
合
大
成
』
が
ま
と
め
て
い
る
よ
う
に
、
二
十
巻
本
の
系
統
（
甲
）
と
、
「
又
判
云
…

…
」
以
下
の
追
判
を
有
す
る
別
系
統
（
乙
）
と
の
二
種
に
大
別
さ
れ
る
。
以
下
、
各
伝
本
に
つ
い
て
簡
単
に
ま
と
め
る
。

〈
甲
本
〉

・
二
十
巻
本
類
聚
歌
合
（
断
簡
）

根
津
美
術
館
蔵
巻
子
本
一
巻
（
国
宝
、
『
歌
合
大
成
』
甲
本
Ａ
）
と
、
ほ
か
に
十
葉
の
存
在
が
知
ら
れ
る
（
『
歌
合
大
成
』
断
簡
Ｂ

～
Ｋ
）
。
根
津
美
術
館
本
は
複
製
本
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
（
根
津
美
術
館
編
『
国
宝
内
大
臣
殿
歌
合
』
便
利
堂
、
一
九
四
三
）
、
ま
た

小
松
茂
美
編
『
古
筆
学
大
成

歌
合
一
』
（
講
談
社
、
一
九
九
二
）
三
一
八
～
三
二
五
頁
に
は
、
Ａ
の
巻
頭
と
末
尾
、
お
よ
び
断
簡

Ｂ
・
Ｄ
・
Ｇ
（
前
半
の
み
）
・
Ｊ
・
Ｋ
の
図
版
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

・
群
書
類
従
本

版
本
『
群
書
類
従
』
巻
一
八
三
所
収
。
本
文
は
二
十
巻
本
と
同
系
統
だ
が
、
冒
頭
作
者
一
覧
の
錯
誤
を
歌
合
本
文
に
あ
わ
せ
て
合

理
的
に
訂
正
し
て
い
る
（
た
だ
し
右
方
「
行
盛
」
の
名
を
欠
き
、
空
白
に
し
て
い
る
）
こ
と
に
加
え
、
「
尋
失
恋
」
題
の
五
番
以
下

を
す
べ
て
欠
い
て
い
る
。
な
お
、
末
尾
に
「
右
元
永
二
年
内
大
臣
家
歌
合
以
忠
家
卿
真
跡
書
寫
依
無
類
本
不
能
校
正
矣
」
と
の
注
記

が
あ
り
、
当
時
「
忠
家
卿
真
跡
」
と
さ
れ
た
二
十
巻
本
を
親
本
と
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

〈
乙
本
〉

・
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
（
一
八
五
四
二
‐
一
‐
〇
四
／
三
七
）
※
『
新
編
国
歌
大
観
』
底
本
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・
神
宮
文
庫
本
（
三
／
一
〇
一
〇
）

・
刈
谷
市
立
中
央
図
書
館
村
上
文
庫
蔵
本
（
Ｗ
一
六
七
一
）

・
今
治
市
河
野
信
一
記
念
美
術
館
蔵
本
（
一
二
三
‐
九
五
八
）

・
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
写
字
台
文
庫
蔵
本
（
九
一
一
・
二
九
／
一
七
‐
Ｗ
）

・
京
都
女
子
大
学
図
書
館
谷
山
文
庫
蔵
本
（
Ｎ
九
一
一
・
一
八
／
Ｕ
九
六
）

こ
れ
ら
の
六
本
は
、
い
ず
れ
も
「
御
草
子
中
書
／
文
明
九
年
六
月
四
日
以
杦
伊
被
仰
出
之
／
同
七
月
六
日
令
進
上
訖

信
忠
（
花

押
）
」
、
「
自
信
忠
手
相
伝
了
」
の
奥
書
を
有
し
て
お
り
、
祖
本
を
同
じ
く
す
る
同
一
の
系
統
で
あ
る
。
な
お
、
静
嘉
堂
文
庫
本
は
目

録
に
「
文
明
九
写
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
本
奥
書
に
示
さ
れ
た
年
号
に
拠
っ
た
も
の
で
、
実
際
の
書
写
時
期
と
は
見
な
せ
な
い
で
あ

(
１
６)

ろ
う
（
原
本
は
未
調
査
で
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
拠
っ
た
が
、
筆
跡
は
江
戸
時
代
の
も
の
と
思
わ
れ
る
）
。
基
本
的
に
伝
本
は
す
べ

て
近
世
期
以
降
の
写
本
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
刈
谷
市
立
中
央
図
書
館
本
以
下
の
四
本
は
小
沢
蘆
庵
本
『
歌
合
集
』
の
一
冊
で
、
校

(
１
７)

訂
な
ど
の
書
入
、
お
よ
び
研
究
の
一
環
と
し
て
貼
ら
れ
た
付
箋
な
ど
が
多
く
共
通
し
（
京
都
女
子
大
学
本
の
み
大
半
の
付
箋
を
欠
く
）
、

一
具
の
も
の
と
見
て
よ
い
。

な
お
、
こ
の
ほ
か
に
『
歌
合
大
成
』
が
根
津
美
術
館
本
の
忠
実
な
写
し
と
し
て
「
前
田
家
本
」
の
存
在
を
挙
げ
て
い
る
が
、
未
確

認
で
あ
る
。

以
下
、
本
章
で
は
主
に
追
判
を
扱
う
た
め
、
当
該
歌
合
の
本
文
は
乙
本
系
統
（
別
系
統
）
の
静
嘉
堂
文
庫
本
（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル

ム
・
静
嘉
堂
文
庫
編
『
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
歌
学
資
料
集
成

第
五
編

歌
合
・
歌
会
』
雄
松
堂
フ
ィ
ル
ム
出
版
、
一
九
七
六

フ
ィ

ル
ム
番
号
一
九
七
）
に
拠
る
が
、
歌
句
に
つ
い
て
は
必
要
に
応
じ
て
二
十
巻
本
と
の
異
同
を
傍
記
し
、
末
尾
に
（
廿
）
と
示
す
こ
と

と
す
る
。
傍
記
を
本
行
本
文
に
組
み
込
む
な
ど
の
校
訂
を
し
た
箇
所
は
［

］
で
示
す
。
な
お
、
考
察
の
対
象
は
追
判
で
あ
る
た
め
、

(

１
８)

引
用
に
際
し
て
は
顕
季
判
詞
（
初
判
）
を
省
略
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
特
に
断
ら
な
い
。



- 122 -

第
二
節

追
判
を
め
ぐ
る
先
行
研
究

さ
て
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
当
該
歌
合
の
追
判
者
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
。
先
行
研
究
を
概
観
す
る
と
、
顕
季
自
身
に
よ
る
と
す

る
説
、
基
俊
に
よ
る
と
す
る
説
、
俊
頼
に
よ
る
と
す
る
説
の
三
つ
に
分
か
れ
る
。
以
下
、
研
究
史
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。

峯
岸
義
秋
氏
は
、
初
判
と
追
判
か
ら
は
「
内
容
的
に
ほ
と
ん
ど
一
致
し
た
思
想
」
が
読
み
取
れ
る
と
し
、
顕
季
の
追
判
で
あ
る
こ

と
は
否
定
で
き
な
い
と
し
て
、
追
判
を
有
す
る
別
系
統
の
乙
本
は
、
も
と
も
と
顕
季
の
手
控
本
で
あ
っ
た
と
論
じ
る
。
岩
津
資
雄
氏

(

１
９)

も
、
追
判
に
見
ら
れ
る
「
節
（
趣
向
）
を
問
題
と
し
て
珍
ら
し
さ
を
欲
し
て
い
る
点
」
と
「
表
現
の
流
麗
を
庶
幾
す
る
上
か
ら
用
語

の
吟
味
が
特
に
や
か
ま
し
」
い
点
を
挙
げ
、
永
久
四
年
（
一
一
一
六
）
六
月
四
日
六
条
宰
相
実
行
歌
合
（
『
歌
合
大
成
』

）
の
顕

284

季
判
と
の
類
似
性
を
指
摘
し
、
「
顕
季
以
外
の
再
判
と
は
考
え
ら
れ
な
い
」
と
し
た
。

(

２
０)

一
方
、
顕
季
追
判
説
に
異
を
唱
え
た
の
が
『
歌
合
大
成
』
（
萩
谷
朴
氏
）
で
あ
る
。
萩
谷
氏
は
、
顕
季
伝
来
の
証
本
を
用
い
た
と

考
え
ら
れ
る
『
袋
草
紙
』
が
追
判
を
載
せ
て
い
な
い
こ
と
、
そ
し
て
初
判
と
追
判
と
で
は
判
定
が
変
わ
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
こ
と

を
挙
げ
、
顕
季
追
判
説
に
は
賛
同
で
き
な
い
と
す
る
。
確
か
に
、
追
判
に
際
し
て
初
判
か
ら
判
定
が
変
わ
っ
た
番
は
、
次
の
〈
表
〉

に
掲
げ
る
と
お
り
全
三
十
三
番
中
二
十
一
番
に
も
の
ぼ
り
、
同
一
人
物
に
よ
る
追
判
と
は
考
え
に
く
い
と
い
え
る
。

〈
表
〉
当
該
歌
合
判
定
一
覧

題

番

初
判

追
判

題

番

初
判

追
判

題

番

初
判

追
判

題

番

初
判

追
判

題

番

初
判

追
判

題

番

初
判

追
判

持

持

右
勝

右
勝

左
勝

持

左
勝

持

右
勝

左
勝

右
勝

左
勝

1

7

1

7

1

7

花

右
勝

左
勝

花

右
勝

持

月

右
勝

持

月

右
勝

左
勝

恋

左
勝

左
勝

恋

右
勝

右
勝

2

8

2

8

2

8

左
勝

持

持

持

右
勝

右
勝

右
勝

左
勝

失

右
勝

持

失

右
勝

左
勝

3

9

3

9

3

9

草

右
勝

右
勝

草

右
勝

右
勝

暮

右
勝

左
勝

暮

持

右
勝

尋

左
勝

持

尋

持

左
勝

4

10

4

10

4

10

右
勝

持

左
勝

左
勝

左
勝

持

持

左
勝

左
勝

持

右
勝

右
勝

5

11

5

11

5

11

持

持

右
勝

右
勝

右
勝

左
勝

6

6

6
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そ
し
て
、
追
判
者
に
つ
い
て
萩
谷
氏
は
、
当
該
歌
合
の
次
の
一
番
に
注
目
し
、
基
俊
追
判
説
を
唱
え
た
。

め
か
れ
せ
ず
我
こ
そ
見
つ
れ
を
み
な
へ
し
い
つ
の
ま
に
か
は
露
の
を
き
つ
る
（
「
草
花
」
四
番
左

・
盛
家
、
初
負
／
追
負
）

は(

廿)

7

又
判
云
、
左
哥
は
、
は
じ
め
の
五
文
字
、
ゆ
う
に
も
き
こ
え
ぬ
か
な
。
げ
に
ふ
る
き
歌
に
も
よ
ま
ぬ
句
に
も
あ
ら
ね
ど
、

中
の
詞
も
心
も
、
え
も
い
は
ぬ
に
ひ
か
れ
て
、
あ
し
う
も
き
こ
え
ぬ
な
り
。
こ
れ
は
、
は
じ
め
て
よ
み
あ
ぐ
る
に
、
み
ゝ

と
ゞ
ま
り
て
聞
え
、
又
、
「
を
き
つ
る
」
も
こ
は
〴
〵
し
く
き
こ
ゆ
つ
る
も
の
か
な
。
な
ど
か
、
「
露
は
を
く
ら
む
」
と
い

(

マ
マ)

は
ざ
り
け
ん
と
思
給
ふ
る
は
、
あ
ぢ
き
な
き
さ
か
し
ら
な
り
や
。
…
…

こ
こ
は
左
歌
に
つ
い
て
、
初
句
「
め
か
れ
せ
ず
」
の
表
現
を
難
じ
た
あ
と
、
「
は
じ
め
て
よ
み
あ
ぐ
る
に
、
み
ゝ
と
ゞ
ま
り
て
聞

え
」
と
そ
の
第
一
印
象
を
述
べ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
が
、
萩
谷
氏
は
こ
こ
に
「
読
み
上
ぐ
」
、
「
耳
と
ど
ま
る
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

追
判
者
は
歌
合
当
座
の
披
講
の
場
に
同
席
し
て
い
た
と
推
測
す
る
。
す
な
わ
ち
、
「
本
歌
合
に
参
加
し
た
も
の
で
、
当
時
、
重
代
の

判
者
と
し
て
重
ん
ぜ
ら
れ
、
か
つ
歌
壇
の
耆
宿
顕
季
を
も
憚
ら
ず
、
堂
堂
と
反
対
意
見
を
述
べ
得
た
人
物
」
と
し
て
、
基
俊
の
名
前

を
挙
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
萩
谷
氏
に
よ
れ
ば
、
追
判
は
「
厳
格
緻
密
な
実
証
批
評
」
に
基
づ
い
て
お
り
、
基
俊
判
の
特
徴
と
符
号

す
る
と
い
う
。
さ
ら
に
、
基
俊
詠
に
対
す
る
追
判
は
、
「
草
花
」
題
（
六
番
）
で
は
持
で
初
判
か
ら
変
わ
ら
な
い
も
の
の
、
「
暮
月
」

題
（
十
番
）
で
は
持
と
し
た
初
判
を
改
め
て
基
俊
詠
（
右

）
を
勝
と
し
、
「
尋
失
恋
」
題
（
五
番
）
で
も
初
判
で
は
負
と
さ
れ
た

42

基
俊
詠
（
右

）
を
持
に
ま
で
引
き
上
げ
て
い
る
な
ど
、
基
俊
詠
に
甘
い
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
点
も
、
基
俊
追
判
説
を
後

54

押
し
す
る
と
い
う
。

(

２
１)

平
安
期
の
歌
合
全
体
を
見
通
し
た
萩
谷
氏
の
所
説
に
は
一
定
の
説
得
力
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
『
新
編
国
歌
大
観
』
解
題
（
上
野
理

氏
）
も
萩
谷
氏
説
を
紹
介
し
、
追
認
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
基
俊
追
判
説
に
は
疑
問
も
呈
示
さ
れ
て
き
た
。

例
え
ば
川
上
新
一
郎
氏
は
、
次
の
基
俊
詠
に
対
す
る
追
判
の
判
詞
を
挙
げ
て
、
「
自
歌
を
評
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
な
い
」
と
し
、

基
俊
追
判
説
へ
直
ち
に
賛
同
は
で
き
な
い
と
す
る
。

(

２
２)
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白
露
の
お
り
だ
す
萩
の
か
ら
に
し
き
鹿
の
よ
る
き
る
衣
な
り
け
り

（
「
草
花
」
六
番
右

・
基
俊
、
初
持
／
追
持
）

12

又
判
云
、
…
…
右
哥
に
、「
白
露
の
を
り
だ
す
」
と
い
へ
る
事
は
お
ぼ
つ
か
な
し
。「
萩
の
に
し
き
」
と
は
、
露
の
「
を
る
」

と
い
へ
る
事
や
あ
ら
ん
。
さ
だ
め
て
證
哥
候
ら
ん
。
も
し
、
「
霜
の
た
て
露
の
ぬ
き
」
な
ど
い
へ
る
謌
に
つ
き
て
よ
め
る

に
や
。
も
し
そ
れ
な
ら
ば
、
い
か
ゞ
と
ぞ
き
こ
ゆ
る
。
「
鹿
の
よ
る
き
る
」
も
い
か
ゞ
と
ぞ
き
こ
え
候
。
「
よ
る
き
る
衣
也

け
り
」
と
さ
し
て
い
は
ゞ
、
見
た
ら
ん
こ
そ
な
か
ら
め
、
「
よ
る
」
の
詞
み
え
が
た
く
や
あ
ら
ん
。
又
、
「
お
り
だ
す
」
と

か
ゝ
れ
た
る
は
、
書
写
の
あ
や
ま
り
に
や
。
作
者
の
書
た
ら
ば
、
と
が
と
も
申
べ
し
。
持
に
や
。

こ
こ
で
追
判
者
は
、
基
俊
詠
の
「
お
り
だ
す
」
に
つ
い
て
不
審
を
表
明
し
て
い
る
。
露
が
「
萩
の
錦
」
を
「
織
る
」
と
い
う
こ
と

に
証
歌
（
典
拠
）
が
あ
る
の
か
、
と
い
う
点
に
加
え
て
、
お
そ
ら
く
、
本
来
は
「
お
り
い
だ
す
（
織
り
出
だ
す
）
」
と
あ
る
べ
き
こ

、

と
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
問
題
は
、
追
判
者
が
そ
れ
を
「
書
写
の
あ
や
ま
り
」
な
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
見
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
追
判
者
は
、
紙
に
文
字
で
書
か
れ
た
歌
を
見
て
、
こ
の
追
判
を
記
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
し
か

る
に
、
追
判
者
が
基
俊
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
態
度
は
考
え
に
く
い
。
ま
し
て
や
、
そ
の
「
書
写
の
あ
や
ま
り
」
に

つ
い
て
、
作
者
自
身
が
書
い
た
も
の
な
の
で
あ
れ
ば
「
咎
」
で
あ
ろ
う
、
な
ど
と
述
べ
る
こ
と
は
到
底
あ
り
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
基

俊
追
判
説
に
も
疑
問
が
残
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
こ
で
新
た
に
、
俊
頼
追
判
説
が
提
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
可
能
性
を
い
ち
早
く
指
摘
し
た
の
が
渡
辺
晴
美
氏
で
あ
る
。
渡
辺
氏
は
ま
ず
、
追
判
者
に
「
『
く
さ
〴
〵
の
』
と
い
へ
る
文
字
、

(

２
３)

な
だ
ら
か
な
ら
ず
。
な
ど
て
か
『
さ
ま
〴
〵
の
』
と
い
は
ざ
り
け
ん
」
（
「
草
花
」
五
番
）
、
「
『
秋
の
ゝ
』
と
い
へ
る
は
て
の
『
の
』

文
字
を
ぞ
、
『
に
』
と
い
ふ
べ
し
と
見
給
ふ
る
」
（
「
草
花
」
六
番
）
と
い
う
よ
う
に
、
出
詠
歌
を
添
削
す
る
癖
が
あ
る
こ
と
を
指
摘

す
る
。
渡
辺
氏
に
よ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
添
削
癖
は
顕
季
の
他
の
判
詞
か
ら
は
見
出
せ
ず
、
基
俊
判
の
場
合
に
も
少
な
い
と
い
う
。

次
に
、
「
露
に
『
た
は
れ
ふ
す
』
と
い
へ
る
證
哥
あ
ら
ば
、
尤
可
勝
」
（
「
草
花
」
三
番
）
、
「
『
色
ゆ
へ
』
と
い
へ
る
事
は
、
證
歌
や
あ

ら
ん
」
（
「
草
花
」
十
一
番
）
、
「
『
［
つ
］
む
』
と
は
よ
む
ら
ん
や
。
こ
れ
も
證
歌
あ
ら
ん
ず
ら
ん
や
」
（
同
）
の
よ
う
に
、
証
歌
を
要

求
す
る
姿
勢
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
が
、
こ
れ
も
基
俊
判
の
傾
向
と
や
や
異
な
る
と
論
じ
る
。
基
俊
が
判
詞
で
証
歌
を

(

２
４)
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求
め
る
場
合
は
、
例
え
ば
歌
合

に
お
い
て
「
『
く
ち
お
し
や
』
な
ど
よ
み
た
ら
ん
は
、
か
様
の
哥
合
な
ど
い
ま
だ
見
侍
ら
ず
」（
「
恋
」

296

二
番
・
基
俊
判
）
、
「
『
雲
ゐ
が
く
れ
に
す
む
た
づ
』
と
云
事
、
和
哥
に
い
ま
だ
見
出
し
侍
ら
ず
」
（
同
）
な
ど
と
い
う
よ
う
に
打
消
表

(

２
５)

現
を
伴
っ
て
、
「
根
拠
と
な
る
証
歌
を
自
分
は
ま
だ
見
た
こ
と
が
な
い
、
と
決
め
付
け
て
い
く
姿
勢
」
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
当

該
歌
合
追
判
の
よ
う
な
素
直
な
要
求
の
仕
方
で
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
一
方
で
、
俊
頼
の
証
歌
の
求
め
方
は
、
こ
れ
も
歌
合
296

か
ら
例
を
挙
げ
る
と
、
「
『
み
む
ろ
山
』
と
て
『
か
み
な
月
』
と
い
は
ん
こ
と
お
ぼ
つ
か
な
し
。
證
哥
や
あ
ら
ん
」
（
「
時
雨
」
八
番
・

俊
頼
判
）
、
「
苔
の
む
す
岩
ね
に
き
く
の
残
れ
る
、
證
哥
や
あ
ら
ん
」
（
「
残
菊
」
十
一
番
・
俊
頼
判
）
の
よ
う
に
、
当
該
歌
合
追
判
に

似
通
っ
た
姿
勢
が
見
出
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
俊
頼
判
に
見
ら
れ
る
傾
向
と
し
て
、
そ
の
よ
う
に
表
現
す
る
根
拠
を
問
い
、
作
者
の
意

図
を
推
し
量
る
点
を
挙
げ
、
こ
れ
も
当
該
歌
合
追
判
に
見
ら
れ
る
傾
向
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
た
だ
し
渡
辺
氏
は
、
「
暮
月
」

九
番
に
お
い
て
、
左
歌
（

・
正
時
）
の
詠
ん
だ
「
し
ら
ま
ゆ
み
」
の
語
に
対
す
る
追
判
で
の
理
解
が
、
俊
頼
の
も
の
と
は
思
わ
れ

(

尹)

39

な
い
と
し
、
「
俊
頼
を
追
判
々
者
と
軽
軽
に
断
定
し
え
な
い
」
と
し
て
い
る
。

(

２
６)

鳥
井
千
佳
子
氏
も
俊
頼
追
判
説
に
立
ち
、
そ
の
根
拠
と
し
て
、
追
判
に
俊
頼
が
多
用
す
る
語
「
お
ぼ
つ
か
な
し
」
が
頻
出
す
る
（
十

五
例
）
こ
と
、
古
歌
に
対
す
る
扱
い
が
基
俊
よ
り
も
俊
頼
の
そ
れ
に
近
い
こ
と
を
挙
げ
る
。
す
な
わ
ち
、
先
例
重
視
の
態
度
が
明
確

で
、
古
歌
で
あ
れ
ば

―
三
代
集
な
ど
に
用
例
が
あ
れ
ば

―
使
用
を
許
容
す
る
基
俊
に
対
し
て
、
俊
頼
は
、
歌
合

に
お
い
て
「
『
あ

296

へ
ず
う
つ
ろ
ふ
』
と
い
へ
る
事
、
た
づ
ぬ
べ
し
。
…
…
た
と
ひ
ふ
る
き
こ
と
ば
な
り
と
も
、
よ
み
た
る
事
あ
ら
ん
。
此
哥
に
て
は
、

聞
つ
か
ぬ
心
ち
ぞ
す
る
」
（
「
残
菊
」
二
番
・
俊
頼
判
）
の
よ
う
に
、
古
歌
の
表
現
で
あ
る
か
ら
使
用
を
許
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
歌

に
あ
わ
せ
て
表
現
を
吟
味
す
べ
き
だ
と
い
う
態
度
が
強
い
。
そ
し
て
、
当
該
歌
合
の
追
判
で
も
、「
は
じ
め
の
五
文
字
（
引
用
注
：
「
め

か
れ
せ
ず
」
）
、
ゆ
う
に
も
き
こ
え
ぬ
か
な
。
げ
に
ふ
る
き
歌
に
も
よ
ま
ぬ
句
に
も
あ
ら
ね
ど
、
中
の
詞
も
心
も
、
え
も
い
は
ぬ
に
ひ

か
れ
て
、
あ
し
う
も
き
こ
え
ぬ
な
り
」
（
「
草
花
」
五
番
）
と
同
様
の
態
度
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

(

２
７)

さ
ら
に
鳥
井
氏
は
、
追
判
の
特
徴
と
し
て
、
儀
礼
的
で
表
面
的
な
批
評
に
終
始
し
て
い
る
顕
季
の
初
判
を
補
う
よ
う
な
解
説
が
な

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
主
催
者
で
あ
る
忠
通
に
気
を
遣
っ
て
い
る
よ
う
な
箇
所
が
あ
る
こ
と
、
歌
の
批
評
を
離
れ
て
冗
談
を
飛
ば
し
て
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い
る
よ
う
な
箇
所
が
あ
る
こ
と
、
の
三
点
を
挙
げ
、
追
判
は
俊
頼
が
忠
通
や
他
の
参
加
者
の
面
前
で
質
問
に
答
え
な
が
ら
口
頭
で
評

定
し
た
記
録
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
と
論
じ
る
。
あ
く
ま
で
も
推
測
の
域
を
出
な
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
魅
力
的
な
推
論
で
あ
ろ
う
。

こ
の
見
解
を
さ
ら
に
推
し
進
め
た
の
が
北
島
紬
氏
で
あ
る
。
北
島
氏
は
ま
ず
、
追
判
者
を
歌
合
当
座
の
披
講
の
場
に
同
席
し
た
人

物
と
す
る
『
歌
合
大
成
』
が
、
そ
の
根
拠
と
し
て
挙
げ
た
「
耳
と
ど
ま
る
」
と
い
う
評
語
に
つ
い
て
、
基
俊
に
は
用
例
が
な
く
、
む

し
ろ
俊
頼
が
多
用
し
た
評
語
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
歌
合
判
詞
に
お
い
て
は
後
日
判
で
あ
っ
て
も
聴
覚
的
に
表
現
す
る
こ
と
は
珍

し
く
な
い
と
し
て
『
歌
合
大
成
』
の
説
を
斥
け
、
俊
頼
追
判
説
を
支
持
す
る
。
そ
し
て
、
追
判
の
文
体
の
特
徴
と
し
て
、
「
歌
意
の

可
能
性
を
い
ち
い
ち
あ
げ
つ
ら
い
、
皮
肉
め
い
た
表
現
を
す
る
こ
と
」
と
、
聞
き
手
を
意
識
し
た
待
遇
表
現
「
候
ふ
」
が
用
い
ら
れ

て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、
そ
の
「
聞
き
手
」
を
忠
通
と
想
定
す
る
こ
と
で
、
鳥
井
氏
の
説
を
補
強
し
た
（
た
だ
し
、
添
削
や
代
案
提

(

２
８)

示
を
行
う
際
に
丁
寧
か
つ
穏
健
な
態
度
を
と
る
俊
頼
が
、
当
該
歌
合
追
判
で
は
断
定
的
な
調
子
で
代
案
を
提
示
し
て
い
る
こ
と
を
根

拠
に
、
忠
通
以
外
の
参
加
者
が
評
定
の
場
に
同
席
し
て
い
た
と
い
う
点
に
は
疑
問
を
呈
し
て
い
る
）
。

以
上
、
当
該
歌
合
の
追
判
を
め
ぐ
る
先
行
研
究
を
概
観
し
て
き
た
。
も
と
よ
り
明
徴
が
存
し
な
い
問
題
で
あ
る
た
め
、
い
ず
れ
に

し
て
も
断
定
は
で
き
な
い
が
、
研
究
史
を
た
ど
る
限
り
で
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
俊
頼
追
判
説
が
最
も
蓋
然
性
が
高
い
と
い
え
よ
う
。

稿
者
も
ま
た
、
追
判
者
は
俊
頼
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。
次
節
で
は
、
さ
ら
に
俊
頼
追
判
説
を
補
強
す
る
い
く
つ
か
の
事
例
を
見

て
い
く
。第

三
節

追
判
の
評
語
と
表
現

当
該
歌
合
の
追
判
が
俊
頼
の
手
に
な
る
も
の
と
見
ら
れ
る
こ
と
を
、
先
行
研
究
に
基
づ
い
て
確
認
し
て
き
た
。
こ
の
こ
と
は
、
追

判
に
用
い
ら
れ
た
独
自
の
評
語
や
表
現
か
ら
も
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
、
表
現
の
面
で
は
、
天
治
元
年
（
一
一
二
四
）
春

の
催
行
と
推
定
さ
れ
る
永
縁
奈
良
房
歌
合
（
『
歌
合
大
成
』

「

―
権
僧
正
永
縁
花
林
院
歌
合
」
甲
本
）
の
俊
頼
判
詞
と
の
類
似

(

２
９)

311

が
多
く
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
永
縁
奈
良
房
歌
合
も
ま
た
当
該
歌
合
と
同
様
に
、
基
俊
の
初
判
に
対
し
て
俊
頼
が
追
判
を
付
し
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た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
成
立
の
事
情
が
関
係
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

(

３
０)

ま
ず
、
俊
頼
に
の
み
見
ら
れ
る
特
徴
的
な
評
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
事
例
を
挙
げ
る
。
前
述
し
た
、
北
島
氏
が
指
摘
す
る
「
耳
と

ど
ま
る
」
な
ど
が
こ
れ
に
当
た
る
が
、
「
耳
と
ど
ま
る
」
以
外
に
も
、
共
通
す
る
評
語
の
使
用
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
次

に
挙
げ
る
「
草
花
」
六
番
で
は
、
「
し
き
る
」
と
い
う
評
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

秋
の
野
の
千
く
さ
の
花
の
さ
く
中
に
み
る
も
露
け
き
を
み
な
へ
し
哉

（
「
草
花
」
六
番
左

・
上
総
、
初
持
／
追
持
）

、

、

、

、

に(

廿)

11

又
判
云
、
左
歌
は
、「
秋
の
ゝ
」
と
い
へ
る
は
て
の
「
の
」
文
字
を
ぞ
、「
に
」
と
い
ふ
べ
し
と
見
給
ふ
る
。
其
ほ
ど
に
「
の
」

も
じ
の
し
き
り
な
る
也
。
又
、
き
も
か
な
は
ず
ぞ
き
こ
ゆ
る
。
こ
し
の
は
て
の
「
に
」
も
じ
の
さ
ゝ
へ
た
れ
ば
を
け
る
に

(

た
カ)

(

マ
マ)

や
。
こ
れ
は
證
哥
ど
も
お
ほ
か
る
物
を
。
又
、
「
み
る
も
つ
ゆ
け
き
」
と
い
へ
る
は
誰
事
ぞ
。
を
み
な
へ
し
の
露
け
［
き
］

か
、
見
る
人
の
露
け
き
歟
。
見
る
人
の
露
け
か
ら
ん
に
て
は
、
「
千
草
の
花
の
中
に
」
と
は
い
ひ
が
た
し
。
女
郎
花
の
す

ぐ
れ
て
露
け
き
に
や
、
さ
や
は
あ
ら
ん
。
お
ぼ
つ
か
な
き
事
か
な
。
…
…

こ
こ
で
は
、
「
秋
の
野
の
千
く
さ
の
花
の
…
…
」
と
詠
む
左
歌
に
対
し
、
「
の
」
の
文
字
が
「
し
き
」
っ
て
い
る
、
と
指
摘
し
て
い

、

、

、

、

る
。「
し
き
る
」
と
は
「
頻
る
」
で
、「
た
び
重
な
る
、
重
複
す
る
」
の
意
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
傍
点
で
示
し
た
ご
と
く
助
詞
「
の
」

が
あ
ま
り
に
多
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
動
詞
「
し
き
る
」
の
使
用
は
、
歌
合
判
詞
に
お
い

て
は
俊
頼
の
も
の
し
か
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

(

３
１)

Ａ
あ
き
の
夜
は
た
の
む
る
人
も
な
き
や
ど
も
あ
り
あ
け
の
月
は
な
ほ
ぞ
ま
ち
い
づ
る

、

、

（
永
縁
奈
良
房
歌
合
・
「
月
」
二
番
右
負
・

・
牛
君
）

32

…
…
右
哥
は
、
本
に
「
も
」
の
字
し
き
り
た
り
。
又
、
「
あ
り
あ
け
の
月
」
は
、
あ
は
れ
に
心
ぼ
そ
き
す
ぢ
に
こ
そ
よ
む

め
れ
。
哥
合
の
月
の
だ
い
に
は
、
い
か
ゞ
は
あ
る
べ
か
ら
む
。
證
哥
ぞ
は
べ
る
べ
き
。
こ
れ
は
、
ま
ち
つ
き
た
る
こ
と
を

あ
り
が
た
き
事
に
い
ひ
た
れ
ば
、
は
つ
か
あ
ま
り
つ
ご
も
り
の
ほ
ど
の
月
に
や
。
あ
は
れ
に
は
あ
り
も
し
け
ん
、
ひ
か
り

は
ゝ
べ
ら
じ
も
の
を
。
…
…
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Ｂ
お
ぼ
つ
か
な
い
づ
れ
い
づ
ち
の
み
ち
な
ら
む
し
を
り
も
見
え
ず
ふ
れ
る
し
ら
ゆ
き

（
永
縁
奈
良
房
歌
合
・
「
雪
」
三
番
左
持
・

・
世
宇
治
山
老
隠
永
縁
）

47

左
哥
は
、
「
い
づ
ち
の
み
ち
」
と
い
へ
る
、
み
ち
し
き
り
た
る
心
地
す
。
但
、
か
く
し
き
り
て
い
ふ
事
を
あ
り
。
そ
れ
は
、

こ
と
さ
ら
に
い
ふ
と
見
え
た
る
こ
そ
よ
け
れ
、
こ
れ
は
、
お
の
づ
か
ら
お
き
た
る
と
ぞ
見
ゆ
る
。
「
し
を
り
」
は
、
お
く

や
ま
の
み
ね
に
す
る
こ
と
な
り
。
山
の
み
ね
な
ど
な
ら
ば
、
ゆ
き
つ
も
り
た
り
と
も
お
し
は
か
り
て
む
や
。
あ
な
が
ち
の

こ
と
に
や
。
…
…

い
ず
れ
も
永
縁
奈
良
房
歌
合
の
例
で
あ
る
が
、
Ａ
は
さ
き
の
「
草
花
」
六
番
の
例
に
近
似
し
て
お
り
、
助
詞
「
も
」
の
重
複
を
指

摘
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
Ｂ
は
や
や
わ
か
り
に
く
い
例
で
あ
る
。
永
縁
の
歌
を
直
訳
す
る
と
、
「
は
っ
き
り
し
な
い
こ
と
だ
。

ど
ち
ら
が
ど
ち
ら
の
道
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
目
印
と
し
た
枝
折
も
見
え
な
い
ほ
ど
降
っ
た
白
雪
で
あ
る
よ
」
と
な
ろ
う
か
。
雪
が
多

く
降
り
積
も
っ
て
目
印
と
し
た
枝
折
が
埋
も
れ
て
（
隠
れ
て
）
し
ま
い
、
道
に
迷
っ
て
し
ま
う
と
い
う
趣
向
で
あ
る
が
、
俊
頼
の
い

う
、
「
い
づ
ち
の
み
ち
」
と
い
う
表
現
は
「
道
」
が
重
複
し
て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
す
る
、
と
い
う
評
は
意
味
が
明
瞭
で
な
い
。
道

が
多
く
あ
っ
て
迷
っ
て
し
ま
う
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
仮
に
「
い
つ
ち
」
の
「
つ
」
を
「
へ
」
の
誤
写
と
想
定
す

る
と
、
「
い
へ
ぢ
の
み
ち
（
家
路
の
道
）
」
と
解
せ
、
「
道
」
の
字
が
重
複
し
て
い
る
、
と
い
う
意
に
な
ろ
う
。
ひ
と
ま
ず
「
し
き
る
」

、

、

(

３
２)

の
意
味
を
尊
重
し
、
そ
の
よ
う
に
考
え
て
お
き
た
い
が
、
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
文
字
の
重
複
を
意
味
す
る
俊
頼
独
自
の
評
語
「
し

き
る
」
が
、
当
該
歌
合
の
追
判
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

も
う
一
例
、
「
暮
月
」
八
番
と
「
尋
失
恋
」
七
番
を
例
に
挙
げ
た
い
。
こ
の
二
番
で
は
い
ず
れ
も
「
ひ
た
く
ち
」
と
い
う
評
語
が

用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
俊
頼
に
し
か
用
例
が
見
出
せ
な
い
独
自
評
語
で
あ
る
。

①
筏
お
と
す
杣
山
川
の
ゆ
ふ
ぐ
れ
は
月
の
光
の
さ
す
ぞ
う
れ
し
き

（
「
暮
月
」
八
番
右

・
仲
房
、
初
勝
／
追
負
）

ろ(

廿)

38

又
判
云
、
…
…
右
哥
、
い
と
お
か
し
う
お
も
ひ
よ
り
た
る
や
う
な
れ
ど
も
、
月
の
光
に
舟
さ
ゝ
す
る
事
、
ち
か
き
人
の
歌

な
れ
ば
、
さ
ら
で
も
や
候
べ
か
ら
ん
。
又
、
心
も
お
ぼ
つ
か
な
し
。
も
と
の
哥
は
「
月
の
光
の
さ
す
に
ま
か
せ
て
」
、
我
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は
さ
ほ
も
と
ら
ず
と
も
い
は
ね
ば
、
げ
に
と
も
き
こ
え
ず
。
又
、
す
ゑ
の
「
う
れ
し
き
」
も
、
ひ
た
く
ち
て
よ
ろ
こ
び
た

(

に
脱
カ)

り
。
左
の
勝
な
り
。

②
夢
路
に
て
あ
り
と
だ
に
さ
は
見
て
し
か
な
う
つ
ゝ
に
こ
そ
は
か
く
れ
は
つ
と
も

へ(

廿)

（
「
尋
失
恋
」
七
番
右

・
道
経
、
初
勝
／
追
負
）

58

又
判
云
、
…
…
右
歌
、
も
じ
つ
ゞ
き
を
さ
め
げ
な
り
。
す
ゑ
な
ど
ひ
た
く
ち
な
り
。
左
の
勝
に
や
。

(

マ
マ)

①
で
は
結
句
の
「
う
れ
し
き
」
が
、
②
で
は
下
句
全
体
が
「
ひ
た
く
ち
」
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
「
ひ
た
く
ち
」
は
、
『
日

本
国
語
大
辞
典
』
（
第
二
版
、
小
学
館
、
二
〇
〇
二
）
が
「
直
口
」
と
漢
字
を
あ
て
て
立
項
し
、
「
あ
ら
わ
な
い
い
方
。
露
骨
な
い
い

方
」
と
解
説
す
る
通
り
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
ど
ち
ら
も
詠
歌
主
体
の
心
情
・
感
情
が
直
接
的
、
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
露
骨
に
表
現

さ
れ
て
お
り
、
和
歌
的
な
修
辞
や
比
喩
な
ど
表
現
へ
の
工
夫
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
を
難
じ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
評
語

が
、
ま
た
し
て
も
永
縁
奈
良
房
歌
合
の
俊
頼
判
詞
に
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。

た
と
ふ
べ
き
も
の
こ
そ
な
け
れ
君
が
よ
は
は
ま
の
ま
さ
ご
も
か
ず
な
か
ら
め
や

（
永
縁
奈
良
房
歌
合
・
「
祝
」
四
番
右
勝
・

・
真
常
房
湛
秀
）

64

…
…
右
哥
、
ひ
た
く
ち
に
ぞ
み
ゆ
れ
ど
、
ゝ
が
は
み
え
ず
。

こ
れ
は
さ
き
に
引
い
た
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
が
用
例
と
し
て
挙
げ
る
箇
所
で
、
こ
こ
で
も
さ
き
の
①
・
②
と
同
じ
く
、
「
き
み

が
よ
」
の
長
久
さ
が
「
た
と
ぶ
べ
き
も
の
こ
そ
な
け
れ
」
、
「
は
ま
の
ま
さ
ご
も
か
ず
な
か
ら
め
や
」
と
露
骨
に
表
現
さ
れ
て
お
り
、

俊
頼
は
そ
う
し
た
点
を
問
題
視
し
て
い
る
も
の
と
解
釈
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
当
該
歌
合
の
追
判
に
は
、
永
縁
奈
良
房
歌
合
の
俊

頼
判
詞
と
同
様
の
視
点
に
よ
る
批
評
と
、
そ
れ
を
評
す
る
語
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

右
の
よ
う
な
、
評
語
と
い
う
単
語
レ
ベ
ル
の
一
致
だ
け
で
は
な
く
、
文
単
位
で
表
現
が
類
似
し
て
い
る
例
も
挙
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。
例
え
ば
次
の
「
草
花
」
五
番
の
例
を
見
て
み
た
い
。

露
は
そ
め
き
り
た
つ
野
べ
の
藤
袴
ふ
く
秋
風
に
ほ
こ
ろ
び
に
け
り

（
「
草
花
」
五
番
左

・
正
時
、
初
負
／
追
持
）

(

尹)

9
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又
判
云
、
左
哥
、
は
じ
め
に
、
「
露
は
そ
め
」
と
い
ひ
て
は
、
次
の
句
に
、
「
霧
は
」
と
や
を
く
べ
か
ら
ん
。
「
き
り
た
つ

野
べ
」
と
い
へ
る
詞
、
い
ひ
し
ら
ぬ
に
ゝ
て
、
あ
し
う
き
こ
ゆ
る
な
り
。
藤
ば
か
ま
を
「
風
に
ほ
こ
ろ
ぶ
」
と
は
、
あ
け

く
れ
の
事
に
て
、
い
ま
は
め
な
れ
て
な
に
と
も
聞
え
ず
。
…
…

こ
こ
で
は
、
「
藤
袴
」
を
「
風
に
ほ
こ
ろ
ぶ
」
と
詠
む
こ
と
に
つ
い
て
、
「
あ
け
く
れ
の
事
」
で
あ
り
「
め
な
れ
て
」
い
る
た
め
「
な

に
と
も
聞
え
ず
」
と
評
し
て
い
る
。
評
語
「
明
け
暮
れ
の
事
」
は
、
俊
頼
の
ほ
か
に
は
頓
阿
に
し
か
用
例
が
見
ら
れ
な
い
語
で
あ
る

あ

く

(

３
３)

が
、
要
す
る
に
「
日
常
の
こ
と
」
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
か
ら
、
き
わ
め
て
あ
り
ふ
れ
た
表
現
で
あ
る
こ
と
を
批
判
的
に
い
う
評
語

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
左

番
歌
の
よ
う
な
詠
み
方
は
、
例
え
ば
「
秋
風
に
ほ
こ
ろ
び
ぬ
ら
し
ふ
ぢ
ば
か
ま
つ
づ
り
さ
せ
て
ふ
蟋
蟀

9

な
く
」
（
『
古
今
集
』
雑
体
・

・
在
原
棟
梁
）
と
あ
っ
て
、
「
ほ
こ
ろ
ぶ
」
を
「
袴
」
の
縁
語
し
て
詠
む
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た

1020

詠
み
方
は
院
政
期
に
注
目
を
集
め
た
よ
う
で
、
「
白
露
の
か
け
て
置
き
た
る
ふ
ぢ
ば
か
ま
ほ
こ
ろ
び
に
け
り
き
り
や
立
つ
ら
ん
」
（
『
和

泉
式
部
集
』

）
を
は
じ
め
と
し
て
、
特
に
『
堀
河
百
首
』
秋
の
「
蘭
」
題
に
お
い
て
、
「
秋
風
の
日
に
日
に
ふ
け
ば
ふ
ぢ
ば
か
ま

49

き
る
人
な
し
に
ほ
こ
ろ
び
に
け
る
」
（
基
俊
・

）
な
ど
五
首
詠
ま
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
こ
で
追
判
者
は
、
そ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

667

え
て
「
い
ま
は
め
な
れ
て
」
と
述
べ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
一
文
と
類
似
し
た
表
現
が
、
永
縁
奈
良
房
歌
合
に
見
ら
れ
る

、
、
、

の
で
あ
る
。

花
ざ
か
り
ゆ
き
と
ぞ
見
ゆ
る
と
し
を
へ
て
よ
し
の
ゝ
山
は
ふ
ゆ
は
ふ
た
ゝ
び

（
永
縁
奈
良
房
歌
合
・
「
桜
」
七
番
右

持
・
式
部
君
）

14

…
…
右
の
う
た
は
、
花
を
ゆ
き
に
に
す
る
、
あ
け
く
れ
の
こ
と
な
れ
ば
、
め
な
れ
て
き
こ
ゆ
。
す
ゑ
の
「
ふ
ゆ
は
ふ
た
ゝ

び
」
、
い
う
に
も
な
し
。
又
、
こ
と
た
ら
ぬ
に
ゝ
た
り
。
も
し
、
ぢ
に
と
［
を
］
や
侍
ら
む
。

こ
こ
で
も
、
桜
の
花
を
雪
に
喩
え
る
の
は
「
あ
け
く
れ
の
こ
と
」
で
あ
る
の
で
、
「
め
な
れ
て
」
聞
こ
え
る
と
評
し
て
い
る
。
桜

を
雪
と
表
現
す
る
こ
と
は
常
套
の
手
法
で
あ
り
贅
言
を
要
さ
な
い
が
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
こ
の
二
例
は
ど
ち
ら
も
「
聞
こ

ゆ
」
と
い
う
聴
覚
表
現
を
用
い
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
と
も
に
用
い
る
語
と
し
て
は
「
耳
馴
る
」
で
は
な
く
「
目
馴
る
」
を
選

、
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択
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
前
述
し
た
北
島
氏
の
指
摘
に
あ
る
よ
う
に
、
歌
合
判
詞
に
お
い
て
は
、
た
と
え
後
日
判
で
あ
ろ
う
と
「
聞

こ
ゆ
」
と
い
う
よ
う
に
聴
覚
的
に
表
現
す
る
こ
と
は
決
し
て
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
「
目
馴
る
」
と
「
聞
こ
ゆ
」
の
二

、

(

３
４)

語
が
共
起
す
る
と
い
う
の
は
、
一
見
す
る
と
や
は
り
不
自
然
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
実
際
、
俊
頼
の
こ
の
二
例
の
ほ
か
に
、
「
目

(

３
５)

馴
る
」
と
「
聞
こ
ゆ
」
が
共
起
す
る
用
例
は
見
出
せ
な
い
。
こ
う
し
た
表
現
の
類
似
は
、
や
は
り
二
つ
の
判
詞
の
筆
者
を
同
一
と
見

な
す
根
拠
と
な
り
う
る
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
も
う
一
例
、
戯
評
と
も
い
え
る
表
現
に
注
目
し
た
い
。
次
の
「
尋
失
恋
」
四
番
右
歌
に
対
し
て
は
、
結
句
末
尾
の
助
詞
「
が

に
」
が
批
判
さ
れ
て
い
る
。

た
づ
ぬ
る
も
た
づ
ぬ
る
か
ぎ
り
あ
り
け
れ
ば
神
に
ぞ
い
の
る
夢
に
み
る
が
に
（
「
尋
失
恋
」
四
番
右

・
師
俊
、
初
負
／
追
持
）

し(

廿)

52

又
判
云
、
…
…
右
謌
は
、
は
て
の
「
が
に
」
、
い
と
に
く
し
。
な
ど
か
、
「
夢
に
見
ゆ
や
」
と
は
い
は
ざ
ら
ん
。
「
が
に
」

な
ど
は
ふ
る
き
哥
に
あ
る
を
見
て
は
、「
さ
は
、
か
う
も
よ
む
べ
き
に
や
」
と
を
ろ
か
心
を
得
て
よ
め
る
に
や
。
あ
れ
は
、

う
る
は
し
う
い
へ
ば
、
心
た
が
ふ
様
な
る
お
り
に
わ
び
て
お
く
な
り
。
束
帯
し
た
る
人
の
わ
ら
う
づ
と
申
物
は
き
た
ら
ん

心
ち
ぞ
す
る
。
…
…

助
詞
「
が
に
」
は
、
『
古
今
集
』
に
も
「
な
く
涙
雨
と
ふ
ら
な
む
わ
た
り
河
水
ま
さ
り
な
ば
か
へ
り
く
る
が
に
」
（
哀
傷
・

・
小

829

野
篁
）
と
詠
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
、
行
為
の
目
的
や
理
由
を
表
す
も
の
（
「
～
よ
う
に
」
の
意
）
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が

(

３
６)

追
判
者
（
俊
頼
）
は
こ
れ
を
「
い
と
に
く
し
」
と
ひ
ど
く
嫌
っ
て
お
り
、
流
麗
に
表
現
す
る
と
か
え
っ
て
意
図
が
伝
わ
り
に
く
く
な

る
よ
う
な
場
合
に
限
っ
て
使
用
が
認
め
ら
れ
る
、
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
末
尾
に
忌
む
べ
き
「
が
に
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と

(
３
７)

か
ら
、
束
帯
を
着
た
人
が
「
わ
ら
う
づ
（
藁
沓
）
」
を
履
い
て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
す
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
結
句

ま
で
は
「
束
帯
」
の
よ
う
に
き
れ
い
に
着
飾
っ
て

―
表
現
し
て
い
る
の
に
、
末
尾
の
「
が
に
」
に
よ
っ
て
、
「
わ
ら
う
づ
」
を
履

い
た
よ
う
に
台
無
し
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
的
確
で
は
あ
る
が
、
戯
れ
に
近
い
評
言
で
あ
る
。

(

３
８)

こ
う
し
た
戯
評
と
も
い
え
る
表
現
は
、
俊
成
に
類
例
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
よ
り
近
い
例
が
や
は
り
永
縁
奈
良
房
歌
合
に
見
ら

(

３
９)
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れ
る
。ほ

と
ゝ
ぎ
す
ひ
と
こ
ゑ
な
き
て
す
ぎ
ぬ
れ
ど
し
た
ふ
心
ぞ
ち
ゞ
に
あ
り
け
る

（
永
縁
奈
良
房
歌
合
・
「
郭
公
」
七
番
左
負
・

・
上
総
君
）

27

左
哥
、
さ
も
な
ど
か
と
き
こ
ゆ
る
ほ
ど
に
、
す
ゑ
の
「
あ
り
け
る
」
こ
そ
、
そ
く
た
い
し
て
し
た
う
づ
は
か
ざ
ら
ん
心
地

す
れ
。
…
…

こ
こ
で
も
俊
頼
は
、
結
句
末
尾
の
「
あ
り
け
る
」
を
問
題
視
し
、
「
束
帯
」
を
着
て
い
な
が
ら
「
し
た
う
づ
（
下
沓
）
」
を
履
い
て

い
な
い
よ
う
な
感
じ
が
す
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
「
下
沓
」
と
は
束
帯
着
用
時
に
沓
の
下
に
履
く
布
製
の
足
袋
で
あ
り
、
「
束
帯
」
を

着
て
い
る
な
ら
ば
必
ず
履
い
て
い
る
は
ず
の
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
さ
き
の
「
が
に
」
の
例
と

同
じ
で
、
末
尾
の
「
あ
り
け
る
」
が
あ
ま
り
に
凡
庸
で
あ
っ
た
た
め
に
、
歌
の
表
現
が
台
無
し
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
（
例

え
ば
、
「
千
々
に
乱
る
る
」
な
ど
と
い
う
べ
き
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
か
）
。

、
、
、

以
上
の
よ
う
に
、
当
該
歌
合
の
追
判
は
、
多
く
の
点
で
永
縁
奈
良
房
歌
合
の
俊
頼
判
詞
と
似
通
っ
た
表
現
を
用
い
て
い
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
る
。
こ
れ
ほ
ど
類
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
や
は
り
追
判
者
は
俊
頼
以
外
に
は
考
え
に
く
い
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

当
該
歌
合
の
追
判
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
が
、
本
章
で
の
結
論
も
、
近
年
の
先
行
研
究
が
指
摘
す
る
よ
う
に
追
判
者
は
や
は
り

俊
頼
で
あ
ろ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
追
判
に
現
れ
た
加
判
態
度
が
俊
頼
の
そ
れ
に
近
い
こ
と
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
本

章
で
は
主
に
追
判
の
表
現
に
焦
点
を
絞
っ
て
、
そ
の
判
者
が
俊
頼
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
。
実
際
、
追
判
に
見
ら
れ
る
特
徴
的
な
評

語
や
表
現
は
、
驚
く
ほ
ど
永
縁
奈
良
房
歌
合
（
当
該
歌
合
と
同
様
に
後
日
判
の
形
に
よ
る
追
判
と
思
わ
れ
る
）
の
俊
頼
判
と
一
致
す

る
の
で
あ
る
。

浅
田
徹
氏
は
俊
頼
の
判
詞
に
つ
い
て
、
元
永
期
を
境
に
そ
の
様
式
が
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
元
永
期
以
後
の
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俊
頼
の
判
詞
に
つ
い
て
は
、
当
座
の
意
義
が
縮
小
さ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
「
極
め
て
客
観
的
で
無
駄
な
言
葉
の
な
い
、
判
定
理

由
の
叙
述
の
み
で
構
成
さ
れ
た
判
詞
」
（
二
二
頁
）
を
書
く
に
至
っ
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
当
該
歌
合
の
判
詞
に
も
そ
の
よ
う
な

(

４
０)

傾
向
は
見
受
け
ら
れ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
本
章
で
見
た
当
該
歌
合
、
お
よ
び
永
縁
奈
良
房
歌
合
の
よ
う
に
、
当
座
に
列
席
し
て

お
ら
ず
、
し
か
も
「
追
判
」
と
い
う
形
で
判
詞
を
執
筆
す
る
際
に
は
、
戯
評
を
取
り
入
れ
た
り
と
、
俊
頼
は
他
の
歌
合
と
は
ま
た
違

っ
た
様
式
で
判
詞
を
書
い
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
（
俊
頼
以
外
の
人
物
が
追
判
者
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
、

あ
る
い
は
こ
れ
に
起
因
す
る
か
）
。

そ
こ
か
ら
い
え
る
こ
と
は
、
「
判
詞
」
と
い
う
も
の
は
た
だ
の
「
記
録
」
な
ど
で
は
な
く
、
判
者
の
個
性
を
大
き
く
反
映
す
る
、

い
わ
ば
ひ
と
つ
の
「
作
品
」
と
意
識
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
歌
合
判
詞
を
「
作
品
」
で
あ
る
と
す
る
と
、

そ
れ
に
は
お
そ
ら
く
「
読
者
」
の
存
在
が
想
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
特
に
「
束
帯
し
た
る
人
の
わ
ら
う
づ
と
申
物

は
き
た
ら
ん
心
ち
」
と
い
う
よ
う
な
戯
評
は
、
そ
れ
を
読
ん
で
笑
う
で
あ
ろ
う
人
を
想
定
し
な
け
れ
ば
書
か
れ
な
い
は
ず
も
の
で
あ

る
。
そ
し
て
そ
の
「
読
者
」
と
は
当
然
、
直
接
的
に
は
歌
合
の
主
催
者
（
当
該
歌
合
の
場
合
は
忠
通
）
で
あ
り
、
ま
た
歌
合
の
参
加

者
た
ち
も
想
定
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
歌
合
判
詞
は
、
彼
ら
に
向
け
て
書
か
れ
る
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
俊
頼
に
限
ら
ず
、

歌
合
の
判
詞
に
判
者
の
個
性
が
現
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
の
ち
に
人
々
の
目
に
触
れ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
実
作
に
影
響
を
与
え
る
指
導

的
な
も
の
と
し
て
読
ま
れ
る
こ
と
に
、
判
者
た
ち
が
意
識
的
で
あ
っ
た
（
も
し
く
は
、
そ
う
な
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
）
こ
と
に

よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
こ
か
ら
、
院
政
期
歌
合
の
判
詞
が
、
人
々
に
読
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
に
影
響
を
与
え

て
い
く
で
あ
ろ
う
こ
と
も
、
十
分
に
考
え
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

注
（

）
二
十
巻
本
に
拠
る
。
た
だ
し
、
「
晩
月
」
題
は
別
系
統
の
諸
本
（
『
歌
合
大
成
』
乙
本
）
で
は
「
暮
月
」
と
す
る
。
本
章
で
は

、

1
主
と
し
て
別
系
統
の
諸
本
を
扱
う
た
め
、
以
下
、
「
暮
月
」
の
用
字
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

、
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（

）
『
歌
合
大
成
』
三
〇
〇
「
構
成
内
容
」
項
で
は
、
歌
題
や
番
数
が
類
を
見
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
「
兼
日
に
歌
題
を
撰
し
、
方

2
人
即
歌
人
を
定
め
た
時
に
は
、
廿
四
名
三
十
六
番
を
予
定
し
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
」
と
指
摘
す
る
（
一
八
八
四
頁
）
。

（

）
た
だ
し
番
の
順
は
題
に
よ
っ
て
移
動
す
る
。
例
え
ば
、
「
草
花
」
一
番
の
季
通
（
左
）
・
仲
房
（
右
）
の
組
み
合
わ
せ
は
、
「
暮

3
月
」
題
で
は
八
番
、
「
尋
失
恋
」
題
で
は
十
番
に
置
か
れ
て
い
る
。

（

）
二
十
巻
本
は
根
津
美
術
館
編
『
国
宝
内
大
臣
殿
歌
合
』
（
便
利
堂
、
一
九
四
三
）
に
拠
っ
た
。
た
だ
し
二
十
巻
本
は
一
部
の

4
作
者
の
左
右
を
誤
っ
て
掲
出
し
て
お
り
（
実
際
の
番
と
齟
齬
す
る
。
『
歌
合
大
成
』
三
〇
〇
「
本
文
研
究
」
項
・
一
八
八
一
頁

参
照
）
、
実
態
に
基
づ
い
て
改
め
た
。

（

）
追
判
を
欠
く
別
系
統
の
諸
本
は
「
正
時
」
と
す
る
が
、
単
に
表
記
の
違
い
に
す
ぎ
ず
、
同
一
人
物
と
見
な
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

5
以
下
、
別
系
統
の
諸
本
で
本
文
を
挙
げ
る
が
、
「
正
時
」
と
し
て
二
十
巻
本
の
表
記
を
保
存
し
た
。

(

尹)

（

）
群
書
類
従
本
「
為
実
」
。
別
系
統
の
諸
本
は
「
為
忠
」
と
す
る
が
、
誤
り
で
あ
ろ
う
。

6
（

）
尹
時
は
元
永
元
年
（
一
一
一
八
）
十
月
十
一
日
の
歌
合
（
『
歌
合
大
成
』

）
に
、
仲
房
は
永
久
三
年
（
一
一
一
五
）
十
月

7

297

二
十
六
日
の
二
度
の
歌
合
（
『
歌
合
大
成
』

・

）
に
そ
れ
ぞ
れ
出
詠
し
て
い
る
。

275

276

（

）
『
歌
合
大
成
』
三
〇
〇
「
構
成
内
容
」
項
、
一
八
八
五
頁
。

8
（

）
『
殿
暦
』
お
よ
び
『
中
右
記
』
同
日
条
（
い
ず
れ
も
大
日
本
古
記
録
に
拠
る
）
。
な
お
、
『
中
右
記
』
の
記
録
に
は
基
俊
の
名

9
も
見
え
る
。
第
二
章
注
（

）
参
照
。

15

（

）
渡
辺
晴
美
「
元
永
二
年
七
月
十
三
日
内
大
臣
忠
通
歌
合
に
つ
い
て

―
忠
通
家
歌
壇
と
顕
季
の
交
流
を
中
心
に

―
」
（
『
和

10
歌
文
学
研
究
』

、
一
九
八
八
・
六
）
。

56

（

）
二
十
巻
本
冒
頭
の
作
者
一
覧
に
「
無
名
女
房
実
内
大
臣
殿

」
と
あ
る
。

11
（

）
『
歌
合
大
成
』

は
「
永
久
四
年
（
一
一
一
六
）
四
月
右
近
衛
中
将
雅
定
歌
合
雑
載
」
と
し
て
い
た
が
、
『
類
題
鈔
』

に
「
新

12

281

344

中
納
言
源
雅
定
歌
合
永
久
四
三
廿
一

」
と
あ
り
、
『
歌
合
大
成
』
が
集
成
す
る
歌
と
歌
題
が
矛
盾
し
な
い
こ
と
か
ら
、
同
一
の
歌
合
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と
見
な
せ
る
た
め
、
「
三
月
二
十
一
日
」
と
改
め
た
。
ま
た
同
書
に
よ
り
、
顕
季
判
で
あ
る
こ
と
が
確
定
し
た
。

（

）
ほ
か
に
、
元
永
元
年
（
一
一
一
八
）
五
月
右
近
衛
中
将
雅
定
歌
合
（
『
歌
合
大
成
』

）
の
判
者
を
顕
季
が
務
め
た
可
能
性

13

294

に
つ
い
て
、
川
上
新
一
郎
氏
が
「
藤
原
顕
季
伝
の
考
察
」
で
言
及
し
て
い
る
（
『
六
条
藤
家
歌
学
の
研
究
』
汲
古
書
院
、
一
九

九
九
、
九
八
六
頁

初
出
『
国
語
と
国
文
学
』

‐

、
一
九
七
七
・
八
）
。

54

8

（

）
注
（

）
前
掲
渡
辺
氏
論
文
。

14

10

（

）
こ
の
こ
と
は
川
上
新
一
郎
「
『
六
条
修
理
大
夫
集
』
考
」
（
注
（

）
前
掲
川
上
氏
著
書

初
出
『
斯
道
文
庫
論
集
』

、
一

15

13

20

九
八
四
・
三
）
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
一
〇
二
〇
頁
・
（
考

）
）
。

6

（

）
『
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
歌
学
資
料
集
成
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
収
録
書
総
目
録
』
（
静
嘉
堂
、
一
九
七
六
）
八
五
頁
。

16
（

）
な
お
、
蘆
庵
本
の
四
本
に
つ
い
て
は
原
本
を
調
査
す
る
機
会
を
得
た
が
、
い
ず
れ
も
江
戸
中
期
の
写
で
あ
る
。
神
宮
文
庫
本

17
は
原
本
未
調
査
で
あ
る
が
、
加
藤
弓
枝
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
と
、
蘆
庵
本
と
ほ
ぼ
同
時
期
、
江
戸
中
期
の
写
で
あ
る
と
い
う
。

（

）
な
お
、
二
十
巻
本
の
本
文
に
つ
い
て
は
、
「
晩
月
」
題
ま
で
は
注
（

）
前
掲
の
根
津
美
術
館
本
複
製
に
拠
り
、
「
尋
失
恋
」

18

4

題
以
降
は
『
古
筆
学
大
成
』
の
図
版
と
、
図
版
の
な
い
箇
所
は
『
歌
合
大
成
』
に
拠
っ
て
示
し
た
。

（

）
日
本
古
典
全
書
『
歌
合
集
』
（
峯
岸
義
秋
校
注
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
四
七
）
「
解
説
」
四
八
頁
。

19
（

）
岩
津
資
雄
『
歌
合
せ
の
歌
論
史
研
究
』
（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
六
三
）
三
六
二
～
三
六
四
頁
。

20
（

）
『
歌
合
大
成
』
三
〇
〇
「
本
文
研
究
」
項
、
一
八
八
三
～
一
八
八
四
頁
。

21
（

）
注
（

）
前
掲
川
上
氏
論
文
・
九
八
八
頁
。

22

13

（

）
渡
辺
晴
美
「
忠
通
時
代
の
歌
合
」
（
和
歌
文
学
論
集

『
屛
風
歌
と
歌
合
』
風
間
書
房
、
一
九
九
五
）
。

23

5

（

）
こ
の
こ
と
は
『
歌
合
大
成
』
一
八
八
三
頁
で
も
指
摘
さ
れ
て
は
い
る
が
、
萩
谷
氏
は
そ
れ
を
基
俊
判
詞
の
特
徴
と
見
て
い
る
。

24
（

）
歌
合

の
本
文
は
、
第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
桂
宮
旧
蔵
本
（
書
Ａ
）
に
拠
っ
た
。

25

296

（

）
正
時
の
詠
ん
だ
「
夕
さ
れ
ば
あ
ま
つ
空
な
る
し
ら
ま
弓
と
見
れ
ば
月
ぞ
山
の
は
に
い
る
」
（
暮
月
」
九
番
左

）
に
対
し
て
、

(

尹)

や(

廿)

26

39
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追
判
は
「
「
白
真
弓
」
は
、
木
の
名
と
こ
そ
う
け
給
は
れ
。
こ
れ
は
、
い
ま
だ
う
る
し
も
ぬ
ら
ぬ
弓
に
に
せ
た
る
に
や
。
い
と

あ
や
し
う
ぞ
き
こ
ゆ
る
」
と
評
し
、
「
し
ら
ま
ゆ
み
」
を
植
物
名
と
し
て
い
る
。
し
か
し
俊
頼
に
は
、
長
歌
に
「
…
…
そ
れ
を

み
る
に
も

み
づ
ぐ
き
の

か
き
や
る
か
た
も

な
ぎ
さ
な
る

人
な
み
〳
〵
に

た
ち
ゐ
つ
ゝ

な
げ
き
い
る
と
も

し
ら

ま
ゆ
み

し
ら
で
や
た
れ
も

ひ
か
ざ
ら
ん
…
…
」（
『
散
木
奇
歌
集
』
雑
下
・

、
二
七
二
ウ
／
五
五
四
頁
）
の
作
例
が
あ
り
、

1409

こ
こ
で
は
「
い
る
」
「
ひ
く
」
と
い
っ
た
「
弓
」
の
縁
語
を
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
し
ら
ま
ゆ
み
」
を
植
物
名
と
す
る
追
判

と
一
致
せ
ず
、
疑
問
が
残
る

―
と
い
う
の
が
渡
辺
氏
の
論
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
長
歌
に
お
い
て
「
し
ら
ま
ゆ
み
」
は
、

ま
ず
次
の
「
し
ら
（
で
）
」
を
同
音
で
導
く
序
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
「
い
る
」
「
ひ
く
」
と
い
う
の
も
、
植、

物
名
「
し
ら
ま
ゆ
み
（
白
檀
）
」
に
「
ゆ
み
」
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
の
縁
語
と
見
て
十
分
で
あ
ろ
う
。
俊
頼
は
「
し
ら

、

、

、

、

ま
ゆ
み
」
を
植
物
名
と
見
て
い
た
と
考
え
て
も
矛
盾
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

（

）
鳥
井
千
佳
子
「
藤
原
忠
通
と
忠
通
家
歌
合
に
つ
い
て
」
（
新
注
和
歌
文
学
叢
書
『
忠
通
家
歌
合
新
注
』
解
説
、
青
簡
舎
、
二

27
〇
一
五
）
四
三
二
～
四
三
三
頁
。

（

）
北
島
紬
「
元
永
二
年
七
月
忠
通
歌
合
の
追
判
者
と
文
体
」
（
『
詞
林
』

、
二
〇
一
七
・
一
〇
）
。

28

62

（

）
永
縁
奈
良
房
歌
合
は
俊
頼
判
を
載
せ
る
が
、
別
系
統
に
基
俊
判
が
付
さ
れ
た
「
奈
良
花
林
院
歌
合
」
と
題
す
る
本
（
『
歌
合

29
大
成
』

・
乙
本
）
も
伝
存
す
る
。
第
五
章
参
照
。
以
下
、
永
縁
奈
良
房
歌
合
の
本
文
は
、
二
十
巻
本
類
聚
歌
合
の
原
本
と
目

311

さ
れ
る
天
理
図
書
館
蔵
本
（
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
『
平
安
鎌
倉
歌
書
集
』
八
木
書
店
、
一
九
七
七
）
に
拠
っ
た
。

（

）
橋
本
不
美
男
「
奈
良
花
林
院
歌
合
と
永
縁
奈
良
房
歌
合
」（
『
院
政
期
の
歌
壇
史
研
究
』
武
蔵
野
書
院
、
一
九
六
六

初
出
『
書

30
陵
部
紀
要
』

、
一
九
五
六
・
三
）
、
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
『
歌
合
集

百
首
歌
集
』
解
題
（
片
山
享
、
朝
日
新
聞
社
、
二
〇

6

〇
二
）
、
鈴
木
徳
男
「
永
縁
奈
良
房
歌
合
」
（
和
歌
文
学
大
系
『
王
朝
歌
合
集
』
解
説
、
明
治
書
院
、
二
〇
一
八
）
な
ど
。
第
五

章
参
照
。

（

）
「
し
き
る
」
の
語
は
、
多
く
の
場
合
、
「
少
臣
頻
候
天
気
、
未
給
判
勅
、
令
密
詠
右
方
歌
」
（
天
徳
四
年
〈
九
四
〇
〉
三
月
三

31



- 137 -

十
日
内
裏
歌
合
〈
『
歌
合
大
成
』

〉
・
「
恋
」
二
十
番
、
実
頼
判
詞
）
、「
か
ね
の
お
と
を
ば
し
き
り
に
よ
む
事
に
て
侍
る
に
」（
千

55

五
百
番
歌
合
・
恋
三
・
一
三
一
五
番
、
顕
昭
判
詞
）
の
よ
う
に
、
副
詞
「
頻
り
に
」
（
何
度
も
、
頻
繁
に
）
の
形
で
用
い
ら
れ

て
お
り
、
動
詞
の
形
で
は
俊
頼
の
用
例
し
か
見
出
せ
な
い
。

（

）
た
だ
し
、
二
十
巻
本
の
影
印
（
注
（

）
前
掲
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
・
三
七
～
三
八
頁
）
で
は
こ
の
箇
所
を
、
「
都
」
を

32

29

字
母
と
す
る
変
体
仮
名
「
つ
」
で
記
し
て
お
り
、
少
な
く
と
も
現
存
諸
本
の
範
囲
で
は
「
い
つ
ち
の
み
ち
」
と
し
か
読
む
こ
と

は
で
き
な
い
。

（

）
頓
阿
の
例
は
、
「
右
、
『
玉
く
し
げ
ふ
た
た
び
お
な
じ
』
な
ど
い
へ
る
、
あ
け
く
れ
き
く
心
地
し
て
…
…
」
（
応
安
五
年
〈
一

33
三
七
二
〉
三
月
以
前
三
十
番
歌
合
・
「
遇
不
逢
恋
」
二
十
六
番
判
詞
）
。

（

）
注
（

）
前
掲
北
島
氏
論
文
。

34

28

（

）
な
お
、
「
耳
馴
る
」
と
「
聞
こ
ゆ
」
が
共
起
す
る
例
も
と
り
た
て
て
多
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
「
こ
の
こ
こ
ろ
、
あ
ま
り
み
み

35
な
れ
て
ぞ
き
こ
え
侍
れ
ど
、
姿
、
詞
、
優
に
は
侍
る
べ
し
」
（
千
五
百
番
歌
合
・
秋
四
・
七
七
七
番
、
定
家
判
詞
）
な
ど
が
見

出
せ
る
。

（

）
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
（
第
二
版
、
小
学
館
、
二
〇
〇
二
）
、
『
角
川
古
語
大
辞
典
』
（
角
川
書
店
、
一
九
八
二
）
、
小
田
勝
『
実

36
例
詳
解

古
典
文
法
総
覧
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
四
）
四
八
九
頁
ほ
か
参
照
。

（

）
俊
頼
が
「
が
に
」
を
嫌
っ
て
い
た
こ
と
は
、
『
俊
頼
髄
脳
』
に
「
さ
く
ら
花
ち
り
か
ひ
ま
が
へ
を
い
ら
く
の
こ
む
と
い
ふ
な

37
る
道
ま
ど
ふ
が
に
」
（
五
四
ウ
／
一
一
八
頁
、
原
歌
『
古
今
集
』
賀
・

・
業
平
、
『
伊
勢
物
語
』
九
七
段
、
た
だ
し
二
句
「
ち

329

り
か
ひ
く
も
れ
」
、
結
句
「
道
ま
が
ふ
が
に
」
と
す
る
）
を
「
す
ゑ
な
だ
ら
か
な
ら
ぬ
う
た
」
（
同
）
と
し
て
挙
げ
て
い
る
こ
と

か
ら
も
確
認
で
き
る
。
俊
頼
の
評
語
「
な
だ
ら
か
な
り
」
は
、
藤
原
將
寛
「
俊
頼
判
に
お
け
る
歌
合
評
語
「
な
だ
ら
か
」
と
「
す

べ
ら
か
」
の
差
違
に
つ
い
て
」
（
『
國
文
學
論
叢
』

、
二
〇
一
七
・
二
）
に
よ
れ
ば
、
詠
み
ぶ
り
が
伝
統
に
根
ざ
し
た
穏
当
な

62

も
の
で
あ
る
こ
と
を
評
す
る
語
と
い
う
。
そ
れ
に
従
え
ば
、
結
句
末
尾
に
「
が
に
」
を
詠
ん
だ
掲
出
歌
は
、
和
歌
の
伝
統
に
則
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し
て
い
な
い
歌
と
し
て
批
判
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（

）
注
（

）
前
掲
鳥
井
氏
注
釈
書
・
当
該
箇
所
の
注
（
二
五
五
頁
）
に
、
「
足
も
と
が
ち
ぐ
は
ぐ
で
変
に
目
立
つ
よ
う
す
。
現

38

27

代
に
お
き
か
え
る
と
、
タ
キ
シ
ー
ド
に
ゴ
ム
長
靴
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
。
判
者
の
冗
談
で
あ
る
」
と
指
摘
が
あ
る
。

（

）
「
布
衣
の
人
著
靴
し
た
ら
ん
心
地
し
侍
る
め
れ
」
（
六
百
番
歌
合
・
秋
・
「
野
分
」
二
十
五
番
・
俊
成
判
詞
）
。
注
（

）
前
掲

39

19

峯
岸
氏
注
釈
書
・
二
七
六
頁
頭
注
一
、
お
よ
び
山
崎
真
克
「
歌
合
判
詞
に
み
ら
れ
る
比
喩
的
批
評
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
古
代
中
世

国
文
学
』

、
一
九
九
八
・
一
一
）
な
ど
参
照
。

12

（

）
浅
田
徹
「
歌
合
判
詞
史
に
お
け
る
白
河
院
政
期
（
三
）

―
源
俊
頼
の
判
詞

―
」
（
『
文
藝
と
批
評
』

‐

、
一
九
九
八

40

8

8

・
一
〇
）
。
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第
五
章

奈
良
花
林
院
歌
合
の
詠
歌
表
現
と
判
詞

は
じ
め
に

奈
良
花
林
院
歌
合
（
『
歌
合
大
成
』

「
〔
天
治
元
年
春
〕
権
僧
正
永
縁
花
林
院
歌
合
」
乙
本
）
は
、
興
福
寺
の
歌
僧
・
永
縁
が
自

311

房
の
花
林
院
で
催
し
た
歌
合
で
あ
る
。
桜
・
郭
公
・
月
・
雪
・
祝
の
五
題
三
十
五
番
と
い
う
規
模
で
、
催
行
年
次
は
橋
本
不
美
男
氏

(

１)

や
『
歌
合
大
成
』
に
よ
っ
て
天
治
元
年
（
一
一
二
四
）
春
の
催
行
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
作
者
は
興
福
寺
僧
を
中
心
と
し
た
十
四
名

だ
が
、
基
俊
と
俊
頼
が
そ
れ
ぞ
れ
子
・
孫
の
代
作
を
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
基
俊
が
判
者
を
務
め
た
が
、
俊
頼
判
が
付
さ
れ
た
「
永

(

２)

縁
奈
良
房
歌
合
」
と
題
す
る
伝
本
（
二
十
巻
本
類
聚
歌
合
所
収
）
も
存
し
、
現
在
で
は
後
者
の
書
名
が
よ
く
通
行
し
て
い
る
と
い
っ

て
よ
い
。

(

３)

こ
れ
ま
で
当
該
歌
合
を
め
ぐ
っ
て
は
、
両
判
成
立
の
先
後
関
係
や
、
両
判
詞
の
相
違
な
ど
が
注
目
さ
れ
て
き
た
。
一
方
で
個
々
の

(

４)

詠
歌
表
現
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
研
究
が
進
ん
で
い
な
い
。
そ
れ
は
、
当
該
歌
合
歌
に
対
す
る
低
評
価
に
起
因
し
て
い
よ
う
。

例
え
ば
『
歌
合
大
成
』
は
、
当
該
歌
合
の
意
義
を
両
判
者
の
判
詞
（
歌
論
）
に
認
め
、
詠
歌
に
つ
い
て
は
、
古
歌
の
表
現
を
利
用
す

る
こ
と
が
多
い
こ
と
、
永
縁
の
ほ
か
に
有
力
歌
人
が
い
な
か
っ
た
こ
と
、
勅
撰
集
・
私
撰
集
に
ほ
と
ん
ど
歌
が
採
ら
れ
て
い
な
い
こ

と
を
指
摘
し
、
概
し
て
低
評
価
に
終
始
し
て
い
る
（
「
史
的
評
価
」
項
、
一
九
七
〇
～
一
九
七
三
頁
）
。

確
か
に
当
該
歌
合
か
ら
の
勅
撰
集
入
集
は
乏
し
く
、
当
該
歌
合
歌
の
表
現
は
低
調
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
和
歌
史
的
に
は
、
基

俊
・
俊
頼
の
判
詞
に
意
義
が
あ
る
と
い
う
見
方
も
首
肯
さ
れ
よ
う
。
し
か
し
そ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
京
都
の
中
央
歌
壇
を
基
準
に
し

た
考
え
で
あ
り
、
そ
う
し
た
価
値
観
で
当
該
歌
合
の
表
現
を
断
じ
る
の
は
適
当
と
は
い
え
ま
い
。
当
該
歌
合
の
よ
う
に
周
縁
に
位
置

づ
け
ら
れ
る
歌
壇
で
の
詠
歌
表
現
に
も
、
そ
れ
が
京
都
の
中
央
歌
壇
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
点
に
お
い
て
、
考

察
す
る
意
義
は
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
井
上
宗
雄
氏
は
、
中
世
の
奈
良
歌
壇
に
「
政
治
性
が
稀
薄
化
し
」
た
、
「
よ

り
自
由
な
文
芸
的
性
格
」
を
見
出
し
、
当
該
歌
合
を
そ
の
始
発
点
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
奈
良
歌
壇
自
体
に
は
、
『
楢

(

５)
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葉
集
』
を
中
心
に
こ
れ
ま
で
も
注
意
が
向
け
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
そ
れ
は
中
世
の
も
の
が
多
く
、
初
期
奈
良
歌
壇
の
、
特
に
詠
歌

(

６)

表
現
に
対
す
る
研
究
は
、
現
存
資
料
の
少
な
さ
も
あ
り
ま
だ
十
分
で
な
い
。

最
近
、
俊
頼
判
本
・
永
縁
奈
良
房
歌
合
に
初
め
て
注
釈
が
施
さ
れ
、
個
々
の
詠
歌
表
現
に
も
目
が
向
け
ら
れ
る
基
盤
が
整
え
ら
れ

(

７)
た
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
当
該
歌
合
に
見
ら
れ
る
興
福
寺
僧
た
ち
の
詠
歌
表
現
を
検
討
し
、
初
期
奈
良
歌
壇
と
京
都
の
中
央
歌
壇
と

の
距
離
を
測
定
す
る
一
助
と
し
た
い
。

な
お
、
当
該
歌
合
は
、
俊
頼
判
本
に
は
二
十
巻
本
の
原
本
と
目
さ
れ
る
天
理
図
書
館
蔵
本
が
現
存
し
て
い
る
ほ
か
、
基
俊
判
本
も

正
安
二
年
（
一
三
〇
〇
）
に
承
空
が
書
写
し
た
冷
泉
家
本
が
伝
存
す
る
な
ど
、
近
世
以
前
の
写
本
が
残
っ
て
い
る
点
で
、
他
の
歌
合

に
比
し
て
本
文
的
に
は
恵
ま
れ
た
状
況
に
あ
る
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
冷
泉
家
本
は
虫
損
や
欠
脱
、
紙
背
文
書
の
裏
写
り
等
で
判
読

不
能
な
箇
所
が
多
く
、
近
世
期
の
転
写
本
で
あ
る
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
（
五
〇
一
‐
一
八
）
の
参
看
は
必
須
で
あ
る
（
た
だ
し
書
陵

部
本
が
書
写
さ
れ
た
時
点
で
欠
損
が
激
し
か
っ
た
ら
し
く
、
な
お
も
意
不
通
の
箇
所
が
多
い
）
。
ま
た
、
天
理
図
書
館
本
（
二
十
巻

本
）
も
、
後
述
す
る
よ
う
に
成
立
当
時
の
本
文
を
ど
れ
だ
け
保
存
し
て
い
る
か
疑
問
が
残
る
た
め
、
安
易
に
信
用
す
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
詳
細
な
注
釈
に
基
づ
い
た
読
解
が
必
要
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

本
章
で
は
、
当
該
歌
合
が
基
俊
初
判
と
見
ら
れ
る
こ
と
、
主
と
し
て
基
俊
判
本
が
享
受
さ
れ
て
き
た
と
見
ら
れ
る
こ
と
（
後
述
）

か
ら
、
当
該
歌
合
歌
の
本
文
に
は
基
俊
判
本
・
奈
良
花
林
院
歌
合
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
（
本
章
の
表
題
に
こ
ち
ら
の
名
称
を
用
い

た
の
も
そ
の
た
め
で
あ
る
）
。
判
詞
は
両
判
者
の
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
載
せ
る
が
、
必
要
部
分
の
み
の
摘
記
と
し
、
引
用
末
尾
に
《
基
》

ま
た
は
《
俊
》
の
印
を
付
し
て
ど
ち
ら
の
判
で
あ
る
か
を
示
し
た
。

(

９)

第
一
節

参
加
歌
人
と
他
出
状
況

ま
ず
は
当
該
歌
合
の
全
体
像
を
、
参
加
歌
人
と
他
出
状
況
か
ら
確
認
し
て
お
く
。
左
の
一
覧
は
、
当
該
歌
合
の
参
加
歌
人
十
四
名

を
、
簡
略
な
歌
歴
と
と
も
に
掲
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
僧
侶
（
お
よ
び
そ
れ
に
準
ず
る
者
）
は
頭
に
「
●
」
印
を
、
女
性
は
頭
に
「
▲
」

(

１
０)
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印
を
そ
れ
ぞ
れ
付
し
、
勅
撰
集
（
『
金
葉
集
』
は
二
度
本
を
基
準
と
す
る
）
に
二
首
以
上
入
集
す
る
歌
人
は
四
角
で
囲
っ
て
示
し
た
。

〈
当
該
歌
合
参
加
歌
人
一
覧
〉

●
大
納
言
君
光
覚
（
一
番
左
）
＝
基
俊
代
作
―
基
俊
男
。
康
和
二
年
（
一
一
〇
〇
）
生
。
同
一
人
物
か
不
明
な
が
ら
、
『
楢
葉
集
』

に
三
首
（

・

・

）
、
『
歌
枕
名
寄
』
に
一
首
（

）
名
が
見
え
る
。

300

543

944

9711

●
中
納
言
君
教
縁
（
一
番
右
）
＝
俊
頼
代
作
―
俊
重
男
、
俊
頼
孫
。
康
和
元
年
（
一
〇
九
九
）
生
、
『
万
代
集
』

に
名
が
見
え
る
。

3237

●
三
郎
君
（
二
番
左
）
―
未
詳
。
興
福
寺
に
属
し
法
名
を
得
る
前
の
年
少
者
か
（
『
歌
合
大
成
』
）
。

●
牛
君
（
二
番
右
）
―
未
詳
。
三
郎
君
と
同
じ
く
、
法
名
を
得
る
前
の
年
少
者
か
（
『
歌
合
大
成
』
）
。

●
世
宇
治
山
老
隠
永
縁
（
三
番
左
）
―
興
福
寺
権
僧
正
。
永
承
三
年
（
一
〇
四
八
）
生
。
『
堀
河
百
首
』
作
者
。
『
金
葉
集
』
以
下
の

勅
撰
集
に
二
〇
首
入
集
。

●
大
輔
已
講
覚
鑒
（
三
番
右
）
―
未
詳
。
橋
本
不
美
男
氏
は
「
覚
誉
」
の
誤
り
か
と
す
る
。
だ
と
す
れ
ば
治
暦
四
年
（
一
〇
六
八
）

(

マ
マ)

(

１
１)

生
。
以
下
、
本
章
で
も
「
覚
誉
」
と
す
る
。
歌
歴
は
未
詳
。

●
香
象
房
信
永
（
四
番
左
）
―
出
自
未
詳
。
治
暦
元
年
（
一
〇
六
五
）
生
。
初
度
本
『
金
葉
集
』

に
入
集
。
ほ
か
、
『
後
葉
集
』

48

・
『
楢
葉
集
』

に
同
一
歌
が
確
認
で
き
る
。

587

558

●
真
常
房
湛
秀
（
四
番
右
）
―
出
自
未
詳
。
治
暦
三
年
（
一
〇
六
七
）
生
。
『
楢
葉
集
』

に
名
が
見
え
る
ほ
か
は
歌
歴
未
詳
。

563

●
弁
得
業
信
慶
（
五
番
左
）
―
藤
原
有
信
男
。
永
保
二
年
（
一
〇
八
二
）
生
。
『
新
後
拾
遺
集
』

に
名
が
見
え
る
が
同
一
人
物
か

962

不
明
。

●
花
林
院
得
業
有
禅
（
五
番
右
）
―
永
縁
男
。
応
徳
元
年
（
一
〇
八
四
）
生
。
初
度
本
『
金
葉
集
』

・
『
詞
花
集
』

に
入
集
。

403

179

●
香
雲
房
勝
超
（
六
番
左
）
―
出
自
未
詳
。
治
暦
元
年
（
一
〇
六
五
）
生
。
初
度
本
『
金
葉
集
』

・
『
続
詞
花
集
』

に
入
集
し
、

240

123

『
楢
葉
集
』
に
は
一
〇
首
入
集
。
な
お
、
二
度
本
『
金
葉
集
』
異
本
歌

に
も
名
が
見
え
る
。

709
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●
慈
光
房
宗
延
（
六
番
右
）
―
「
宋
延
」
と
も
。
紀
伊
入
道
素
意
（
俗
名
藤
原
重
経
）
男
。
治
暦
元
年
（
一
〇
六
五
）
生
。
初
度
本

『
金
葉
集
』

・
『
続
詞
花
集
』

・
『
新
勅
撰
集
』

に
入
集
。
『
楢
葉
集
』
に
は
一
〇
首
入
集
。

235

269

1047

▲
上
総
君
（
七
番
左
）
―
出
自
・
生
没
年
未
詳
。
堀
河
天
皇
中
宮
篤
子
内
親
王
に
仕
え
た
女
房
。
元
永
元
年
（
一
一
一
八
）
十
月
二

日
内
大
臣
忠
通
歌
合
の
ほ
か
、
多
く
の
歌
合
に
出
詠
し
、
当
該
歌
合
が
確
認
で
き
る
歌
歴
の
下
限
。
『
金
葉
集
』
以
下
の
勅
撰
集
に

一
五
首
入
集
。
家
集
が
一
部
伝
存
す
る
。
第
三
章
参
照
。

▲
式
部
君
（
七
番
右
）
―
出
自
・
生
没
年
未
詳
。
二
条
大
宮
令
子
内
親
王
に
仕
え
た
女
房
。
勅
撰
集
に
は
、
『
金
葉
集
』
に
二
首
（

123

・

、
二
度
本
に
よ
る
）
、
『
千
載
集
』
に
一
首
（

）
入
集
。

398

1142

僧
侶
が
多
く
、
永
縁
と
二
名
の
女
房
歌
人
、
お
よ
び
代
作
歌
を
出
詠
し
た
基
俊
・
俊
頼
の
ほ
か
に
は
、
勅
撰
集
に
複
数
の
歌
が
採

ら
れ
た
歌
人
は
い
な
い
。
『
歌
合
大
成
』
の
「
有
力
歌
人
は
少
な
い
」
と
い
う
指
摘
は
そ
の
通
り
で
あ
る
。
ま
た
、
当
該
歌
合
以
外

の
歌
歴
が
詳
ら
か
で
な
い
者
も
多
く
、
当
該
歌
合
は
基
本
的
に
興
福
寺
僧
を
中
心
と
し
た
、
き
わ
め
て
内
輪
の
歌
合
で
あ
っ
た
と
い

え
よ
う
。
た
だ
し
注
目
さ
れ
る
の
は
、
六
番
に
番
え
ら
れ
た
勝
超
・
宗
延
で
あ
る
。
こ
の
両
者
は
と
も
に
『
和
歌
色
葉
』
の
い
う
「
名

誉
歌
仙
」
で
あ
り
、
飛
鳥
井
雅
縁
『
諸
雑
記
』
が
引
く
教
長
本
古
今
集
奥
書
に
名
が
見
え
、
教
長
と
和
歌
に
つ
い
て
談
じ
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
彼
ら
は
、
京
都
の
中
央
歌
壇
か
ら
見
れ
ば
有
力
歌
人
で
は
な
い
に
せ
よ
、
奈
良
歌
壇
で
は
和
歌
に
長
じ
た
人

(

１
２)

物
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
彼
ら
が
参
加
し
て
い
る
こ
と
は
、
永
縁
が
主
催
し
た
こ
と
、
基
俊
・
俊
頼
と
い
う
当
代
の
有
力

歌
人
が
判
者
に
迎
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、
当
該
歌
合
が
曲
が
り
な
り
に
も
文
芸
性
を
志
向
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

な
お
、
女
房
歌
人
の
二
名
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
当
該
歌
合
に
参
加
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
資
料
が
な
く
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ

る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

次
に
、
他
出
状
況
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。
次
の
〈
表
１
〉
は
、
当
該
歌
合
歌
の
他
出
状
況
を
、
歌
句
の
異
同
を
含
め
て
掲
出
し

た
も
の
で
あ
る
。

(

１
３)
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〈
表
１
〉
当
該
歌
合
歌
の
他
出
状
況
お
よ
び
歌
句
の
異
同

＊
『
新
編
国
歌
大
観
』
所
収
の
歌
集
・
歌
書
等
に
お
け
る
他
出
状
況
を
調
査
し
、
「
勅
撰
集
」
・
「
私
撰
集
」
・
「
私
家
集
」
・
「
歌
学
書
・
そ
の
他
」
の
四
類

に
分
け
て
示
し
た
。

＊
歌
句
に
異
同
が
あ
る
場
合
、
基
俊
判
本
（
奈
良
花
林
院
歌
合
）
と
俊
頼
判
本
（
永
縁
奈
良
房
歌
合
）
と
も
に
該
当
歌
句
を
掲
出
し
、
一
致
す
る
句
に
傍

線
を
付
し
た
。
丸
数
字
は
句
の
位
置
を
示
す
（
例
：
①
→
初
句
、
②
→
二
句
）。

他
出
状
況

歌
句
の
異
同

当
該
歌
合
で
の
所

歌
集
名

部
立
等

番
号

詞
書
等

作
者

他
出
文
献

基
俊
判
本

俊
頼
判
本

在

備
考

集

金
葉
集
（
初
）

夏

月
前
郭
公
と
い
へ
る
事

皇
后
宮
式
部

郭
公
七
右

式
部

184

28

撰

を
読
め
る

勅

秋

雲
居
寺
歌
合
に
よ
め
る

藤
原
康
貞
女

月
七
右

式
部

284

42

な
ら
の
花
林
院
の
歌
合

権
僧
正
永
縁

①
い
か
な
れ
ば

①
イ
カ
ニ
シ
テ

①
い
か
に
し
て

月
三
左

永
縁

295

33

に
よ
め
る

金
葉
集
（
二
）

夏

月
前
郭
公
と
い
へ
る
こ

皇
后
宮
式
部

郭
公
七
右

式
部

123

28

と
を
よ
め
る

秋

奈
良
花
林
院
歌
合
に
月

権
僧
正
永
縁

①
い
か
な
れ
ば

①
イ
カ
ニ
シ
テ

①
い
か
に
し
て

月
三
左

永
縁

202

33

を
よ
め
る

金
葉
集
（
三
）

夏

郭
公
を
よ
め
る

皇
后
宮
式
部

郭
公
七
右

式
部

123

28

集

今
撰
集

春

な
ら
の
花
林
院
の
歌
合

二
条
大
宮
式
部

②
雪
か
と
ぞ
見
る

②
ユ
キ
カ
ト
ゾ
ミ
ル

②
雪
と
ぞ
見
ゆ
る

桜
七
右

式
部

27

14

撰

に
、
花
の
心
を
人
に
か

④
よ
し
の
の
山
は

④
ヨ
シ
ノ
ヽ
山
ノ

④
よ
し
の
ゝ
山
は

私

は
り
て

後
葉
集

春
下

な
良
に
う
た
あ
は
せ
の

読
人
不
知

⑤
く
ら
し
つ
る
か
な

⑤
ス
グ
シ
ツ
ル
カ
ナ

⑤
く
ら
し
つ
る
か
な

桜
五
右

有
禅

66

10

侍
り
け
る
に
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万
代
集

雑
一

花
を
よ
み
侍
り
け
る

基
俊

②
し
ひ
の
か
ざ
を
れ

②
シ
ヰ
ノ
カ
ザ
ヲ
レ

②
し
き
が
ゝ
ざ
を
れ

桜
一
左

光
覚

2784

1

⑤
こ
と
と
さ
く
め
り

⑤
コ
ト
ヽ
サ
リ
ケ
リ

⑤
こ
と
し
さ
く
め
り

楢
葉
集

秋

花
林
院
ノ
権
僧
正
凡
僧

宋
延
法
ゝ

②
ア
カ
シ
ノ
ウ
ラ
ノ

②
ア
カ
シ
ノ
ウ
ラ
ハ

②
あ
か
し
の
う
ら
は

月
六
右

宗
延

(

師)

235

40

ニ
侍
ケ
ル
ト
キ
、
海
上

⑤
カ
ズ
モ
カ
ク
レ
ズ

⑤
カ
ズ
モ
ミ
ツ
ベ
シ

⑤
か
ず
も
見
つ
べ
し

月
ト
イ
ヘ
ル
題
ヲ
人
々

ニ
ヨ
マ
セ
テ
ア
ハ
セ
侍

ケ
ル
ニ

八
月
十
五
夜
花
林
院
哥

作
者
表
記
ナ
シ

④
ワ
ス
ル
ヽ
ホ
ド
ニ

④
ナ
グ
サ
ム
バ
カ
リ

④
な
ぐ
さ
む
ば
か
り

月
五
右

有
禅

252

38

合
ニ
、
故
郷
月
ヲ
ヨ
メ

＊
前

作
者
は

⑤
ス
メ
ル
月
影

⑤
ス
メ
ル
ツ
キ
カ
ゲ

⑤
す
め
る
月
か
な

251

ル

永
縁

夫
木
抄

春
四

奈
良
花
林
院
歌
合
、
桜

基
俊

②
し
ひ
の
か
ざ
を
れ

②
シ
ヰ
ノ
カ
ザ
ヲ
レ

②
し
き
が
ゝ
ざ
を
れ

桜
一
左

光
覚

1510

1

⑤
こ
と
と
さ
く
め
り

⑤
コ
ト
ヽ
サ
リ
ケ
リ

⑤
こ
と
し
さ
く
め
り

冬
三

奈
良
花
林
院
歌
合
、
雪

基
俊

①
た
ま
の
を
に

①
タ
マ
ノ
キ
ニ

①
た
ま
の
き
に

雪
一
左

光
覚

7236

43

雑
二

仁
安
三
年
奈
良
歌
林
苑

同（
読
人
不
知
）
④
天
つ
空
に
も

④
ア
マ
ツ
ヨ
ソ
ニ
モ

④
あ
ま
つ
よ
そ
に
も

郭
公
二
左

三
郎

8093

17

歌
合

奈
良
花
林
院
歌
合
、
祝

権
僧
正
永
縁

④
ち
え
の
け
し
き
を

④
チ
ヨ
ノ
ケ
シ
キ
ヲ

④
ち
よ
の
け
し
き
を

祝
五
右

有
禅

8596

66

雑
三

「
こ
が
ね
が
み
ね
」・

読
人
不
知

②
い
ふ
か
ぎ
り
な
し

②
イ
フ
カ
ギ
リ
ナ
シ

②
い
ふ
は
か
り
な
し

祝
七
右

式
部

9038

70

奈
良
花
林
院
歌
合
、
祝

④
こ
が
ね
の
み
ね
に

④
コ
ガ
ネ
ガ
ミ
ネ
ニ

④
こ
が
ね
が
み
ね
に
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雑
十
一

奈
良
花
林
院
歌
合
、
雪

読
人
不
知

④
宮
木
ひ
く
を
の

④
ミ
ヤ
ギ
ヒ
ク
バ
ノ

④
ゝ
や
ぎ
ひ
く
を
の

雪
六
右

宗
延

(

み)

13936

54

奈
良
花
林
院
歌
合
、
祝

読
人
不
知

⑤
神
も
す
さ
め
ず

⑤
カ
ミ
モ
ス
サ
メ
ズ

⑤
か
み
も
い
さ
め
ず

祝
六
右

宗
延

14063

68

雑
十
五

「
綾
」・
奈
良
歌
合

俊
頼
朝
臣

⑤
月
は
す
み
け
れ

⑤
月
モ
ス
ミ
ケ
レ

⑤
月
も
見
え
け
れ

月
一
右

教
縁

15638

30

集

散
木
奇
歌
集

春

な
ら
の
う
た
あ
わ
せ
に

桜
一
右

教
縁

144

2

家

り
う
え
ん
に
か
は
り
て

私

よ
め
る

夏

な
ら
の
う
た
あ
は
せ
に

②
そ
で
に
は
こ
ゑ
も

②
ソ
デ
ニ
ハ
コ
ヱ
モ

②
そ
ら
に
は
こ
ゑ
も

郭
公
一
右

教
縁

261

16

人
に
か
は
り
て
よ
め
る

秋

な
ら
の
う
た
あ
は
せ
に

⑤
月
は
す
み
け
れ

⑤
月
モ
ス
ミ
ケ
レ

⑤
月
も
見
え
け
れ

月
一
右

教
縁

520

30

人
に
か
は
り
て
よ
め
る

冬

な
ら
の
う
た
あ
わ
せ
に

④
と
き
は
の
な
を
や

④
ト
キ
ハ
ノ
ナ
ヲ
ヤ

④
と
き
は
の
き
を
や

雪
一
右

教
縁

663

44

人
に
か
は
り
て
よ
め
る

⑤
け
さ
は
を
る
ら
ん

⑤
ケ
サ
ハ
オ
コ
サ
ン

⑤
け
さ
は
を
る
ら
ん

他

袋
草
紙

連
歌
骨

作
者
表
記
ナ
シ

祝
六
左

勝
超

基
俊
判
引
用

15

67

の

法

そ

古
今
歌

中
納
言
公
教
縁

④
と
き
は
の
な
を
や

④
ト
キ
ハ
ノ
ナ
ヲ
ヤ

④
と
き
は
の
き
を
や

雪
一
右

教
縁

基
俊
判
引
用

542

44

・

合
難

俊
頼
作
云
云

⑤
け
さ
は
お
と
さ
む

⑤
ケ
サ
ハ
オ
コ
サ
ン

⑤
け
さ
は
を
る
ら
ん

書

僧
信
永

③
う
づ
も
れ
ぬ

③
ウ
ヅ
モ
レ
ヌ

③
う
づ
も
れ
て

雪
四
左

信
永

基
俊
判
引
用

543

49

学

信
慶
得
業

③
み
る
ほ
ど
に

③
ミ
シ
ホ
ド
ニ

③
見
し
ほ
ど
に

雪
五
左

信
慶

基
俊
判
引
用

544

51

歌

式
部
君

②
あ
な
し
の
ひ
ば
ら

②
ア
ナ
シ
ヒ
バ
ラ
モ

②
あ
な
し
ひ
ば
ら
も

雪
七
右

式
部

基
俊
判
引
用

545

56

教
縁

①
ち
と
せ
と
は

①
チ
ト
セ
ト
ハ

①
ち
と
せ
と
も

祝
一
右

教
縁

基
俊
判
引
用

546

58
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信
永

祝
四
左

信
永

基
俊
判
引
用

547

63

勝
超

祝
六
左

勝
超

基
俊
判
引
用

548

67

和
歌
一
字
抄

前

月
前
時
鳥

大
宮
式
部

④
影
ほ
の
か
に
ぞ

④
カ
ゲ
ホ
ノ
カ
ニ
モ

④
か
げ
ほ
の
か
に
も

郭
公
七
右

式
部

87

28

⑤
鳴
き
わ
た
る
な
る

⑤
ナ
キ
ワ
タ
ル
カ
ナ

⑤
な
き
わ
た
る
か
な

古
来
風
躰
抄

奈
良
花
林
院
の
哥
合
に

権
僧
正
永
縁

①
い
か
な
れ
ば

①
イ
カ
ニ
シ
テ

①
い
か
に
し
て

月
三
左

永
縁

金
葉
集
か
ら

505

33

よ
め
る

の
秀
歌

八
雲
御
抄

世
俗
言

俊
頼

④
と
き
は
の
名
を
や

④
ト
キ
ハ
ノ
ナ
ヲ
ヤ

④
と
き
は
の
き
を
や

雪
一
右

教
縁

基
俊
判
引
用

212

44

⑤
け
さ
は
お
と
さ
ん

⑤
ケ
サ
ハ
オ
コ
サ
ン

⑤
け
さ
は
を
る
ら
ん

新
時
代
不
同
歌

四
八
番

永
縁

①
い
か
な
れ
ば

①
イ
カ
ニ
シ
テ

①
い
か
に
し
て

月
三
左

永
縁

284

33

合

左

高
良
玉
垂
宮
神

空

弁
得
業

②
ふ
け
ゆ
く
ま
ま
に

②
フ
ケ
ユ
ク
マ
ヽ
ニ

②
ふ
け
ゆ
く
か
ぜ
に

月
五
左

信
慶

④
「
は
な
だ

243

37

秘
書
紙
背
和
歌

③
く
も
き
え
て

③
雲
ハ
レ
テ

③
く
も
は
れ
て

の
そ
ら
」
に

⑤
す
め
る
月
か
な

⑤
ス
メ
ル
月
カ
ゲ

⑤
す
め
る
つ
き
か
げ

合
点
あ
り

歌
枕
名
寄

奈
良
編

三
笠
山

永
縁

①
い
か
な
れ
ば

①
イ
カ
ニ
シ
テ

①
い
か
に
し
て

月
三
左

永
縁

集
付「
金
三
」

1854

33

参
河
国

二
村
山

同（
俊
恵
法
師
）
②
二
む
ら
山
に

②
フ
タ
ム
ラ
山
ヲ

②
ふ
た
む
ら
や
ま
を

月
一
右

教
縁

4956

30

⑤
月
は
す
み
け
れ

⑤
月
モ
ス
ミ
ケ
レ

⑤
月
も
見
え
け
れ

題
林
愚
抄

月
前
郭
公

作
者
表
記
ナ
シ

郭
公
七
右

式
部

集
付
「
金
」

2126

28

ま
ず
勅
撰
集
を
見
る
と
、
撰
歌
対
象
と
な
っ
た
の
は
『
金
葉
集
』
の
み
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
初
度
本
か
ら
三
奏
本
に
か
け
て

多
少
の
相
違
は
あ
る
が
、
式
部
の
「
郭
公
」
題
詠
（

）
の
入
集
は
一
貫
し
て
い
る
。
流
布
本
で
あ
る
二
度
本
に
は
永
縁
の
「
月
」

28
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題
詠
（

）
も
採
ら
れ
て
い
る
が
、
勅
撰
集
入
集
が
わ
ず
か
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
私
撰
集
で
は
、
『
夫
木
抄
』
が
多
く

33

歌
を
採
っ
て
い
る
ほ
か
は
低
調
で
、
ま
た
多
く
の
場
合
「
読
人
不
知
」
と
さ
れ
て
お
り
、
当
該
歌
合
歌
は
、
名
も
な
き
群
小
歌
人
た

ち
の
詠
歌
と
見
な
さ
れ
て
い
る
と
思
し
い
。
歌
学
書
類
で
も
、
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
式
部
の
「
郭
公
」
題
詠
（

）
・
永
縁
の
「
月
」

28

題
詠
（

）
と
『
金
葉
集
』
入
集
歌
が
中
心
で
、
こ
れ
ら
は
当
該
歌
合
か
ら
で
は
な
く
、
『
金
葉
集
』
か
ら
採
ら
れ
た
と
見
る
の
が

33

自
然
だ
ろ
う
。
概
し
て
当
該
歌
合
歌
は
、
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
て
い
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。

次
に
歌
句
の
異
同
に
注
目
す
る
と
、
基
俊
判
本
と
一
致
す
る
場
合
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
も
ち
ろ
ん
『
今
撰
集
』
・
『
後
葉
集
』

の
よ
う
に
、
平
安
後
期
に
は
俊
頼
判
本
の
本
文
が
享
受
さ
れ
て
も
い
る
が
、
全
体
的
な
傾
向
か
ら
い
っ
て
、
当
該
歌
合
は
基
俊
判
本

の
本
文
で
享
受
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
ま
た
、
『
散
木
奇
歌
集
』
（
冷
泉
家
本
）
の
本
文
が
、
俊
頼
判
本
よ
り
む
し
ろ
基
俊
判
本
の

本
文
に
一
致
す
る
場
合
が
多
い
の
も
、
興
味
深
い
現
象
で
あ
る
。
俊
頼
判
本
（
天
理
図
書
館
本
）
は
二
十
巻
本
類
聚
歌
合
の
原
本
と

目
さ
れ
て
い
る
が
、
二
十
巻
本
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
本
文
に
は
誤
り
を
含
む
、
も
し
く
は
成
立
当
時
の
本
文
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い

可
能
性
が
示
唆
さ
れ
よ
う
。
ま
た
歌
学
書
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
『
袋
草
紙
』
・
『
八
雲
御
抄
』
に
は
基
俊
判
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、

俊
頼
判
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
基
俊
判
本
が
享
受
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
当
該
歌
合
は
歌
人
構
成
に
お
い
て
わ
ず
か
に
文
芸
性
へ
の
志
向
を
看
取
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
後

代
の
歌
書
に
は
基
俊
の
判
詞
と
勅
撰
集
入
集
歌
が
享
受
さ
れ
た
程
度
で
、
京
都
の
中
央
歌
壇
に
お
い
て
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
な
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。

第
二
節

興
福
寺
僧
の
詠
歌
表
現

当
該
歌
合
歌
の
表
現
を
検
討
し
た
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
前
述
『
歌
合
大
成
』
が
古
歌
と
の
著
し
い
類
似
を
指
摘
し
て
い
る
ほ

か
は
、
鈴
木
徳
男
氏
が
「
主
催
者
永
縁
に
対
す
る
祝
意
を
表
す
詠
」
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
「
花
林
院
か
ら
実
際
に
眺
め
ら
れ
る
三
笠

山
や
春
日
山
を
詠
む
例
が
み
え
、
ま
た
全
体
に
大
和
の
歌
枕
が
詠
み
込
ま
れ
る
作
が
多
い
こ
と
」
を
指
摘
し
て
い
る
程
度
で
、
ま
と

(

１
４)
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ま
っ
た
論
は
見
ら
れ
な
い
。

ま
ず
は
僧
侶
歌
人
た
ち
の
詠
歌
表
現
を
概
観
し
て
み
た
い
。
『
歌
合
大
成
』
が
い
う
よ
う
に
、
当
該
歌
合
に
は
古
歌
や
先
行
歌
と

の
一
致
・
類
似
が
多
く
見
ら
れ
、
そ
れ
ら
は
判
詞
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

①
ハ
ル
ノ
ヒ
ヲ
ナ
ヲ
ナ
ガ
ヽ
レ
ト
オ
モ
フ
カ
ナ
ハ
ナ
ニ
コ
ヽ
ロ
ノ
ア
カ
ヌ
カ
ギ
リ
ハ
（
「
桜
」
四
番
左

・
信
永
、
基
負
／
俊
勝
）

は
な
見
る
こ
と
の
あ
か
ぬ
こ
ゝ
ろ
は(

永)

7

左
哥
、
ス
デ
ニ
ス
ヱ
ノ
句
古
哥
也
。
…
…
《
基
》

②
サ
ツ
キ
ヤ
ミ
ク
ラ
ク
ハ
ク
ラ
ク
ホ
ト
ヽ
ギ
ス
コ
ヱ
ハ
カ
ク
レ
ヌ
モ
ノ
ニ
ゾ
ア
リ
ケ
ル

（
「
郭
公
」
三
番
右

・
覚
誉
、
基
負
／
俊
負
）

20

…
…
右
哥
、
ス
ヱ
ノ
句
、
堀
川
大
臣
殿
名
哥
也
。
其
哥
云
、
「
サ
ホ
ガ
ハ
ノ
キ
リ
ノ
ア
ナ
タ
ニ
ナ
ク
チ
ド
リ
コ
ヱ
ハ
ヘ
ダ

テ
ヌ
物
ニ
ゾ
ア
リ
ケ
ル
」
。
イ
ミ
ジ
ウ
ノ
コ
リ
ス
ク
ナ
ク
モ
ト
ラ
レ
テ
侍
カ
ナ
。
…
…
《
基
》

…
…
右
哥
は
、
「
く
ら
く
は
く
ら
く
」
な
ど
、
は
ら
あ
し
き
人
の
い
は
ん
こ
と
ば
と
ぞ
き
こ
ゆ
る
。
…
…
す
ゑ
の
「
こ
ゑ

は
か
く
れ
ぬ
」
な
ど
い
へ
る
な
ど
、
ふ
る
き
う
た
に
「
こ
ゑ
は
か
く
れ
ぬ
」
と
も
「
こ
ゑ
は
へ
だ
て
ぬ
」
と
も
い
へ
る
か

た
の
あ
れ
ば
、
か
た
〴
〵
に
は
ゞ
か
り
あ
る
べ
し
。
…
…
《
俊
》

③
ア
キ
ノ
ヨ
ノ
ツ
キ
ノ
ヒ
カ
リ
ハ
カ
ハ
ラ
ネ
ド
タ
ビ
ノ
ソ
ラ
コ
ソ
ア
ハ
レ
ナ
リ
ケ
レ（

「
月
」
二
番
左

・
三
郎
君
、
基
勝
／
俊
勝
）

31

左
哥
、
イ
ヒ
ナ
レ
タ
ル
様
ニ
侍
メ
リ
。
雑
藝
ニ
ウ
タ
フ
哥
ニ
コ
ソ
、
頗
似
テ
侍
ナ
。
…
…
《
基
》

左
哥
、
す
ゑ
の
「
あ
は
れ
な
り
け
れ
」
ぞ
、
ま
こ
と
に
お
さ
な
く
、
あ
は
れ
げ
に
き
こ
ゆ
め
る
。
…
…
《
俊
》

④
ア
キ
ノ
ヨ
ノ
フ
ケ
ユ
ク
マ
ヽ
ニ
雲
ハ
レ
テ
ハ
ナ
ダ
ノ
ソ
ラ
ニ
ス
メ
ル
月
カ
ゲ
（
「
月
」
五
番
左

・
信
慶
、
基
未
判
／
俊
勝
）

か
ぜ(

永)

37

左
哥
、
已
古
哥
也
。
其
哥
、
「
ア
マ
ノ
ハ
ラ
ヨ
モ
ノ
ム
ラ
ク
モ
フ
キ
ハ
ラ
ヒ
ミ
ド
リ
ノ
ソ
ラ
ニ
ス
メ
ル
月
カ
ゲ
」
。
イ
ク
バ

ク
モ
カ
ハ
リ
タ
ル
ト
モ
オ
ボ
エ
ズ
。
…
…
《
基
》

［
左
］
哥
、
…
…
「
み
ど
り
の
そ
ら
」
と
こ
そ
い
ひ
な
ら
は
し
た
れ
。
「
は
な
だ
の
そ
ら
」
と
よ
ま
れ
た
れ
ば
、
お
ぼ
つ

＊
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か
な
く
。
定
證
哥
侍
ら
ん
。
…
…
《
俊
》

＊
左
哥
―
底
本
「
右
哥
」
。
文
脈
上
不
審
の
た
め
、
誤
写
と
み
て
他
本
に
よ
り
校
訂
し
た
。

①
は
、
花
に
飽
か
な
い
心
を
「
ハ
ル
ノ
ヒ
ヲ
ナ
ヲ
ナ
ガ
ヽ
レ
ト
オ
モ
フ
」
と
率
直
に
詠
ん
だ
も
の
だ
が
、
基
俊
が
「
ス
ヱ
ノ
句
古

哥
也
」
と
い
う
よ
う
に
、
下
句
が
「
ゆ
き
と
ま
る
と
こ
ろ
ぞ
は
る
は
な
か
り
け
る
花
に
心
の
あ
か
ぬ
か
ぎ
り
は
」
（
『
後
拾
遺
集
』
春

上
・

・
菅
原
為
言
）
と
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
歌
を
参
照
し
た
可
能
性
が
高
い
が
、
あ
ま
り
に
も
新
味
に
欠
け
、
「
古
歌
に
執
着

(

１
５)

90

し
て
殆
ど
剽
窃
と
も
思
わ
れ
る
」
（
『
歌
合
大
成
』
「
史
的
評
価
」
項
、
一
九
七
二
頁
）
と
の
難
は
免
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
俊
頼

判
本
で
は
下
句
が
「
は
な
見
る
こ
と
の
あ
か
ぬ
こ
ゝ
ろ
は
」
と
差
し
替
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
基
俊
の
批
判
を
受
け
て
改
め
た
結

果
と
見
ら
れ
る
（
基
俊
初
判
説
の
根
拠
と
な
る
）
。

②
も
や
は
り
下
句
が
基
俊
の
引
く
「
サ
ホ
ガ
ハ
ノ
」
詠
（
『
後
拾
遺
集
』
冬
・

・
堀
川
右
大
臣
）
と
酷
似
し
て
お
り
、
俊
頼
も

388

そ
の
点
を
問
題
視
す
る
。
な
お
俊
頼
の
い
う
「
ふ
る
き
う
た
」
は
、
前
掲
歌
の
ほ
か
「
白
雲
の
中
に
ま
が
ひ
て
ゆ
く
雁
も
こ
ゑ
は
か

く
れ
ぬ
物
に
ざ
り
け
る
」
（
『
兼
輔
集
』

、
②
と
下
句
が
一
致
）
で
、
こ
れ
ら
先
行
歌
を
摂
取
し
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
①
の
場

48

合
と
異
な
り
、
「
千
鳥
」
・
「
雁
」
を
題
に
あ
わ
せ
て
「
郭
公
」
と
置
き
換
え
て
詠
ん
だ
り
、
二
句
に
「
ク
ラ
ク
ハ
ク
ラ
ク
」
と
い
う

独
自
の
表
現
を
試
み
た
り
と
、
単
な
る
模
倣
に
留
ま
ら
な
い
表
現
へ
の
志
向
が
う
か
が
え
よ
う
。
し
か
し
二
句
は
口
語
・
俗
語
的
な

(

１
６)

表
現
と
受
け
取
ら
れ
た
の
か
、
俊
頼
に
は
「
は
ら
あ
し
き
人
の
い
は
ん
こ
と
ば
」
と
批
判
さ
れ
て
い
る
。

③
は
、
秋
の
夜
の
月
は
ど
こ
で
見
て
も
変
わ
ら
ず
美
し
い
が
、
旅
で
見
上
げ
る
空
に
浮
か
ぶ
月
が
格
別
に
趣
深
い
、
と
こ
れ
も
率

直
な
詠
み
ぶ
り
で
あ
る
。
基
俊
が
「
雑
藝
ニ
ウ
タ
フ
哥
」
に
酷
似
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
が
、
こ
れ
は
大
木
桃
子
氏
が
指
摘
し

(

１
７)

た
「
古
今
目
録
抄
」
料
紙
今
様
「
あ
き
の
ゆ
ふ
べ
は
つ
ね
よ
り
も

た
び
の
そ
ら
こ
そ
あ
は
れ
な
れ
…
…
」
（
秋
十
首
）
を
指
す
と

(

１
８)

見
ら
れ
る
。
た
だ
し
基
俊
は
「
イ
ヒ
ナ
レ
タ
ル
様
」
で
あ
る
と
む
し
ろ
評
価
し
て
お
り
、
必
ず
し
も
安
易
な
表
現
摂
取
を
問
題
視
し

た
わ
け
で
は
な
く
、
「
イ
ヒ
ナ
レ
」
た
表
現
と
な
っ
て
い
る
か
否
か
が
問
題
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

④
も
や
は
り
基
俊
が
「
古
哥
」
と
の
類
似
を
批
判
す
る
（
な
お
基
俊
が
引
く
「
ア
マ
ノ
ハ
ラ
」
詠
は
出
典
未
詳
）
。
た
だ
し
③
は
、
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空
を
一
般
的
な
「
み
ど
り
」
で
な
く
「
ハ
ナ
ダ
」
と
詠
ん
だ
点
に
こ
そ
眼
目
が
あ
ろ
う
。
耳
慣
れ
な
い
表
現
で
俊
頼
に
は
不
審
に
思

(

１
９)

わ
れ
て
い
る
が
、
信
慶
に
と
っ
て
は
新
し
い
表
現
を
企
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
新
奇
な
語
は
、
当
該
歌
合
に
お
い
て
は
、
少
な
い
な
が
ら
も
ほ
か
に
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。

⑤
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
ヒ
ル
ミ
ル
イ
ロ
ハ
ア
カ
ナ
ク
ニ
ヨ
ル
サ
ヘ
ハ
ナ
ノ
カ
ゲ
ニ
ム
ツ
レ
ヌ
（
「
桜
」
二
番
右

・
牛
君
、
基
負
／
俊
勝
）

の(

永)

4

…
…
右
哥
、
「
ヨ
ル
サ
ヘ
花
ノ
カ
ゲ
ニ
ム
ツ
レ
ヌ
」
ト
ヨ
メ
ル
句
、
ナ
ゴ
リ
ナ
ク
フ
ツ
キ
レ
ニ
オ
ボ
エ
侍
バ
、
…
…
《
基
》

(

マ

マ

)
…
…
右
哥
は
、
「
ひ
る
み
る
い
ろ
の
」
な
ど
は
、
い
へ
る
こ
と
は
頗
お
さ
な
げ
な
り
。
さ
れ
ど
、
あ
か
ぬ
な
ご
り
に
「
よ

る
む
つ
る
ゝ
」
な
ど
、
心
あ
り
。
…
…
《
俊
》

⑥
コ
ト
シ
モ
ノ
ア
ダ
ニ
チ
リ
ヌ
ル
サ
ク
ラ
花
サ
モ
ア
ラ
マ
シ
キ
花
ノ
ク
セ
カ
ナ

（
「
桜
」
四
番
右

・
湛
秀
、
基
勝
／
俊
負
）

や(

永)

山
ざ
く
ら(

永)

あ
さ
ま
し
き(

永)

8

…
…
右
哥
、
ス
ヱ
ノ
句
逸
興
ア
リ
。
…
…
《
基
》

…
…
右
、
は
て
の
「
く
せ
か
な
」
ゝ
ど
い
へ
る
、
深
難
に
は
あ
ら
ね
ど
、
み
ゝ
と
ま
り
て
き
こ
ゆ
れ
ば
、
…
…
《
俊
》

⑦
ト
シ
ヲ
ヘ
テ
フ
シ
ミ
ノ
山
ニ
フ
ル
ユ
キ
ハ
ト
コ
メ
ヅ
ラ
ニ
モ
オ
モ
シ
ロ
キ
カ
ナ
（
「
雪
」
五
番
右

・
有
禅
、
基
持
／
俊
持
）

52

…
…
右
哥
、「
ト
シ
ヲ
ヘ
テ
フ
シ
ミ
ノ
サ
ト
ニ
」
ト
ヨ
ミ
テ
、「
ト
コ
メ
ヅ
ラ
ナ
ル
」
、
コ
ノ
哥
ノ
ニ
シ
タ
ル
コ
ソ
侍
メ
レ
。

「
オ
モ
シ
ロ
キ
」
ホ
ド
ナ
ド
モ
、
ゲ
ニ
心
ア
リ
ゲ
ニ
ハ
侍
□
□
ク
ソ
ク
ニ
ナ
シ
。
…
…
《
基
》

…
…
右
の
「
ふ
し
み
の
や
ま
」
、
心
え
ず
。
「
さ
と
」
に
こ
そ
よ
む
め
れ
、
「
や
ま
」
、
あ
た
ら
し
。
「
ふ
し
み
」
な
ど
い
ひ

て
、
「
と
こ
め
づ
ら
」
な
ど
い
へ
る
ほ
ど
、
お
も
ふ
所
な
き
に
あ
ら
ず
。
さ
れ
ど
も
、
「
山
」
お
ぼ
つ
か
な
し
。
《
俊
》

⑤
は
、
桜
を
昼
に
見
る
だ
け
で
は
飽
き
足
り
な
い
の
で
、
夜
ま
で
も
花
の
蔭
に
来
て
愛
で
て
し
ま
う
、
と
の
意
で
あ
る
が
、
「
ヒ

ル
ミ
ル
イ
ロ
」
は
和
歌
で
は
珍
し
い
、
新
奇
と
い
え
る
表
現
で
あ
る
。
「
昼
見
る
…
」
と
い
う
措
辞
や
「
昼
」
と
「
夜
」
を
対
比
し

て
詠
む
手
法
は
、
「
さ
や
か
に
も
て
れ
る
つ
き
か
な
き
く
の
は
な
ひ
る
み
る
ご
と
ぞ
よ
る
も
み
え
け
る
」
（
『
躬
恒
集
』

）
に
学
ん

209

だ
も
の
か
と
思
わ
れ
る
が
、
ほ
か
に
類
例
は
見
出
せ
な
い
。
特
に
「
昼
見
る
色
」
と
い
う
の
は
散
文
的
で
、
俊
頼
が
「
頗
お
さ
な
げ

な
り
」
と
い
う
よ
う
に
、
和
歌
と
し
て
は
や
や
稚
拙
な
印
象
を
受
け
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
基
俊
は
、
下
句
「
ヨ
ル
サ
ヘ
ハ
ナ
ノ
カ
ゲ
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ニ
ム
ツ
レ
ヌ
」
を
「
ナ
ゴ
リ
ナ
ク
フ
ツ
キ
レ
」
と
評
し
て
い
る
。
「
フ
ツ
キ
レ
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
「
つ

ぶ
ぎ
れ
」
の
誤
り
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
表
現
な
ど
が
細
か
く
切
れ
て
い
る
感
じ
が
す
る
、
と
い
う
評
言
で
あ
ろ
う
か
。
前
に
「
ナ
ゴ

リ
ナ
ク
」
と
あ
る
の
で
、
上
句
の
「
ナ
ゴ
リ
」
が
な
く
て
、
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
基
俊
は
、
上
句
と
下
句
の
表
現
が
断

絶
し
て
い
る
、
と
評
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

⑥
は
、
桜
が
は
か
な
く
散
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
「
花
ノ
ク
セ
」
と
表
現
す
る
。
い
わ
ば
桜
を
擬
人
化
し
て
「
癖
」
と
い
っ
た
も
の

だ
が
、
こ
う
し
た
表
現
は
先
行
例
が
ま
っ
た
く
見
出
せ
な
い
。
こ
れ
も
口
語
・
俗
語
的
表
現
を
取
り
込
ん
だ
成
果
と
い
え
よ
う
。
し

(

２
０)

か
し
、
基
俊
は
「
逸
興
ア
リ
」
と
肯
定
的
に
受
け
取
る
一
方
で
、
俊
頼
は
「
み
ゝ
と
ま
り
て
き
こ
ゆ
」
と
難
じ
て
お
り
、
積
極
的
に

評
価
さ
れ
た
と
は
い
い
が
た
い
。

⑦
は
、
歌
枕
「
フ
シ
ミ
（
伏
見
）
」
に
「
伏
し
身
」
を
掛
け
、
そ
の
縁
語
「
床
」
を
含
む
「
ト
コ
メ
ヅ
ラ
ニ
」
を
詠
み
込
ん
だ
技

巧
が
一
首
の
眼
目
で
あ
る
。
技
巧
の
核
と
な
る
「
ト
コ
メ
ヅ
ラ
」
は
、
先
行
例
に
「
な
に
は
び
と
あ
し
び
た
く
や
の
す
し
て
あ
れ
ど

お
の
が
つ
ま
こ
そ
と
こ
め
づ
ら
し
き
〔
難
波
人
葦
火
燎
屋
之
酢
四
手
雖
有
己
妻
許
増
常
目
頬
次
吉
〕
」
（
『
類
聚
古
集
』
←
『
万
葉
集
』

巻
十
一
・

）
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
形
容
詞
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
万
葉
歌
は
『
拾
遺
集
』
に
「
な
に
は
人
あ
し
火
た
く

2651

や
は
す
す
た
れ
ど
お
の
が
つ
ま
こ
そ
と
こ
め
づ
ら
な
れ
」
（
恋
四
・

・
人
麻
呂
）
と
形
容
動
詞
の
形
で
採
ら
れ
て
お
り
、
当
時
は

887

形
容
動
詞
の
形
で
も
通
用
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
ほ
か
に
「
む
め
の
は
な
い
ろ
は
め
な
れ
て
ふ
く
か
ぜ
に
に
ほ
ひ
く
る
か
ぞ
と
こ

め
づ
ら
な
る
」
（
『
躬
恒
集
』

）
が
見
ら
れ
る
が
、
総
じ
て
用
例
は
僅
少
で
あ
る
。
し
か
し
「
ふ
し
み
」
と
「
と
こ
」
と
の
縁
語
上

228

の
関
係
性
は
明
白
で
、
基
俊
は
「
コ
ノ
哥
ニ
シ
タ
ル
コ
ソ
侍
メ
レ
」
と
歌
全
体
で
の
統
一
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
評
価
し
、
俊
頼

も
「
お
も
ふ
所
な
き
に
あ
ら
ず
」
と
作
意
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
肯
定
的
に
評
し
て
い
る
。
基
本
的
に
は
、
や
は
り
そ
の
表
現
が
和
歌

の
中
で
適
切
に
機
能
し
て
い
れ
ば
、
好
意
的
に
評
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
当
該
歌
合
歌
に
は
、
確
か
に
『
歌
合
大
成
』
の
指
摘
通
り
、
古
歌
や
先
行
歌
の
表
現
に
つ
き
す
ぎ
た
も
の
が
一

部
に
あ
り
、
模
倣
や
剽
窃
と
い
わ
れ
か
ね
な
い
面
を
有
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
な
か
で
も
、
口
語
・
俗
語
的
表
現
、
新
た
な
典
拠
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の
開
拓
な
ど
、
わ
ず
か
な
が
ら
新
奇
な
表
現
を
模
索
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
垣
間
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
注
目
に
値
し
よ
う
。
も
っ
と

も
、
そ
う
し
た
工
夫
が
両
判
者
に
は
批
判
さ
れ
る
な
ど
、
こ
な
れ
て
い
な
い
面
も
多
い
が
、
興
福
寺
僧
た
ち
に
は
彼
ら
な
り
の
表
現

へ
の
志
向
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
ま
ず
は
確
認
し
て
お
き
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
勝
超
・
宗
延
の
表
現
に
つ
い
て
は
、
太
田
克
也
氏
に
詳
細
な
論
文
が
あ
る
。
太
田
氏
は
両
者
の
初
度
本
『
金
葉
集
』

(

２
１)

入
集
歌
（

・
宗
延
、

・
勝
超
）
を
検
討
し
、
先
行
歌
と
表
現
・
趣
向
の
一
致
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
「
先
行
歌
や
古
歌
を
広

235

240

く
学
び
、
歌
材
の
持
つ
世
界
を
十
分
に
踏
ま
え
て
作
歌
活
動
を
展
開
し
て
い
た
」
（
一
八
頁
）
こ
と
、
「
表
現
面
で
は
本
歌
取
り
に
昇

華
し
て
お
ら
ず
類
型
的
で
あ
る
と
の
評
を
免
れ
な
い
が
、
…
…
貴
族
的
伝
統
的
趣
向
に
則
っ
た
詠
み
方
を
体
得
し
て
い
た
点
を
こ
そ

評
価
す
べ
き
」
（
同
）
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
こ
の
指
摘
は
、
当
該
歌
合
で
の
興
福
寺
僧
の
表
現
の
傾
向
に
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

で
は
、
勝
超
・
宗
延
の
当
該
歌
合
歌
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
「
郭
公
」
六
番
で
の
彼
ら
の
詠
歌
を
見
て
み
た
い
。

六
番
（
郭
公
）

左

香
雲
房
（
勝
超
）

⑧
ヨ
モ
ス
ガ
ラ
マ
ツ
ニ
ハ
ナ
カ
デ
ホ
ト
ヽ
ギ
ス
ア
シ
タ
ノ
ハ
ラ
ニ
ヒ
ト
コ
ヱ
ゾ
キ
ク
（

）

、

25

右

慈
光
房
（
宗
延
）

⑨
サ
ツ
キ
ニ
ハ
シ
バ
ナ
ク
ヤ
ト
テ
ホ
ト
ヽ
ギ
ス
ナ
ヲ
ウ
ラ
マ
チ
ニ
サ
ヌ
ル
ヨ
モ
ナ
シ
（

）

と
ぞ(

永)

26

左
哥
、
ス
コ
ブ
ル
心
ア
ル
ニ
ヽ
タ
レ
ド
モ
、
其
言
ナ
ホ
タ
ラ
ズ
。
右
哥
、
オ
ホ
ク
古
質
ヲ
ソ
ム
シ
テ
、
ス
デ
ニ
和
哥
ノ
起

請
ス
ル
處
背
ケ
リ
。
《
基
》

左
哥
は
、「
あ
し
た
の
は
ら
」
を
本
い
な
き
や
う
に
よ
ま
れ
た
る
こ
そ
あ
や
し
け
れ
。
…
…
右
哥
は
、
ほ
と
ゝ
ぎ
す
は
「
し

ば
な
く
」
べ
き
も
の
に
は
あ
ら
ね
ど
、
ね
が
は
ん
に
は
な
ど
か
は
さ
も
よ
ま
ざ
ら
む
。
…
…
「
ち
に
」
の
字
ぞ
、
「
つ
」

も
じ
に
や
あ
る
べ
か
ら
ん
と
お
［
ぼ
］
ゆ
る
。
万
葉
集
見
け
る
人
の
う
た
に
や
、
と
心
に
く
ゝ
見
ゆ
る
。
《
俊
》

＊

＊
お
ぼ
ゆ
る
―
底
本
「
お
ゆ
る
」
。
誤
脱
と
み
て
他
本
に
よ
っ
て
補
っ
た
。
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左
⑧
の
勝
超
詠
は
、
一
晩
中
待
つ
間
は
鳴
か
な
か
っ
た
郭
公
の
鳴
き
声
を
翌
朝
に
な
っ
て
聞
い
た
と
の
意
だ
が
、
歌
枕
「
ア
シ
タ

ノ
ハ
ラ
（
朝
の
原
）
」
に
「
翌
朝
」
の
意
を
掛
け
て
詠
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
大
江
匡
房
の
「
ま
ど
ろ
ま
で
ま
つ
か
ひ
な
し
や
ほ
と
と

、

、

ぎ
す
あ
し
た
の
は
ら
に
ひ
と
こ
ゑ
ぞ
な
く
」（
『
江
帥
集
』

）
に
学
ん
だ
と
見
ら
れ
る
趣
向
で
、
表
現
も
匡
房
詠
に
酷
似
し
て
い
る
。

、

437

右
⑨
の
宗
延
詠
は
、
五
月
に
は
郭
公
が
頻
り
に
鳴
く
か
と
心
待
ち
に
し
て
、
落
ち
着
い
て
寝
ら
れ
な
い
と
詠
む
が
、
顕
著
な
の
は
、

俊
頼
が
「
万
葉
集
見
け
る
人
の
う
た
に
や
」
と
述
べ
る
通
り
、
万
葉
語
の
摂
取
で
あ
る
。

み
そ
の
ふ
の
た
け
の
は
や
し
に
う
ぐ
ひ
す
は
し
ば
な
き
に
し
を
ゆ
き
は
ふ
り
つ
ゝ

〔
御
苑
布
能
竹
林
尓
鶯
波
之
波
奈
吉
尓
之
乎
雪
波
布
利
都
々
〕

（
『
類
聚
古
集
』

←
『
万
葉
集
』
巻
十
九
・

）

1030

4286

あ
き
風
に
い
ま
か
〳
〵
と
ひ
も
と
き
て
う
ら
ま
ち
を
る
に
つ
き
か
た
ぶ
き
ぬ

〔
秋
風
尓
伊
麻
香
伊
麻
香
等
比
母
等
伎
弖
宇
良
麻
知
乎
流
尓
月
可
多
夫
伎
奴
〕
（
『
類
聚
古
集
』

←
『
万
葉
集
』
巻
二
十
・

）

637

4311

は
る
べ
さ
く
ふ
ぢ
の
う
ら
ば
の
う
ら
や
す
に
さ
ぬ
る
よ
ぞ
な
き
こ
ろ
を
し
も
へ
ば

〔
波
流
敝
左
久
布
治
乃
宇
良
葉
乃
宇
良
夜
須
尓
左
奴
流
夜
曽
奈
伎
兒
呂
乎
之
毛
倍
婆
〕

（
『
類
聚
古
集
』

←
『
万
葉
集
』
巻
十
四
・

）

3487

3504

こ
こ
で
は
「
シ
バ
ナ
ク
」
「
ウ
ラ
マ
チ
」
「
サ
ヌ
ル
」
が
右
の
よ
う
に
『
万
葉
集
』
所
見
の
語
で
、
当
該
歌
合
ま
で
に
用
例
が
ほ
ぼ

見
ら
れ
な
い
語
で
あ
る
。
院
政
期
に
京
都
の
中
央
歌
壇
で
万
葉
語
が
注
目
さ
れ
た
こ
と
は
す
で
に
周
知
の
事
実
で
あ
る
が
、
宗
延
も

(

２
２)

ま
た
そ
う
し
た
潮
流
に
乗
じ
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
当
該
歌
合
で
宗
延
は
、
ほ
か
に
も
「
ナ
ビ
キ
モ
（
靡
き
藻
）
」（
月

）
、「
ミ

40

ワ
ノ
ヒ
バ
ラ
（
三
輪
の
檜
原
）
」
（
雪

）
と
『
万
葉
集
』
に
由
来
す
る
表
現
を
用
い
て
お
り
、
『
万
葉
集
』
を
強
く
意
識
し
て
い
た

(

２
３)

54

と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
俊
頼
は
そ
れ
を
「
心
に
く
ゝ
」
思
わ
れ
る
、
と
好
意
的
に
評
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

(

２
４)

し
か
し
、
基
俊
は
⑨
に
対
し
て
「
和
哥
ノ
起
請
ス
ル
處
背
ケ
リ
」
と
述
べ
て
い
る
。
「
和
哥
ノ
起
請
ス
ル
處
」
の
実
態
は
よ
く
わ

か
ら
な
い
も
の
の
、
「
起
請
」
の
語
義
か
ら
い
っ
て
、
お
そ
ら
く
和
歌
を
詠
む
に
あ
た
っ
て
神
仏
に
何
ら
か
の
誓
い
を
立
て
た
も
の

と
思
わ
れ
、
厳
し
く
批
判
す
る
文
言
と
い
え
る
。
そ
れ
は
「
オ
ホ
ク
古
質
ヲ
ソ
ム
シ
テ
（
存
し
て
）
」
い
る
た
め
だ
と
い
う
文
脈
で
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あ
る
か
ら
、
基
俊
は
万
葉
語
摂
取
を
否
定
的
に
捉
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
基
俊
が
万
葉
語
の
摂
取
を
快
く
思
っ
て
い
な
か
っ
た
こ

と
は
、
俊
成
歌
論
と
の
関
係
で
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
、
当
該
歌
合
に
お
け
る
万
葉
語
を
摂
取
し
た
歌
を
、
基
俊
は
ほ

(

２
５)

と
ん
ど
評
価
し
て
い
な
い
。
『
袋
草
紙
』
に
よ
れ
ば
、
宗
延
は
基
俊
判
の
内
容
に
納
得
せ
ず
陳
状
を
提
出
し
た
と
い
う
が
、
お
そ
ら

(

２
６)

(

２
７)

く
宗
延
の
意
を
汲
ま
な
い
よ
う
に
見
え
る
こ
う
し
た
批
判
が
そ
の
原
因
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
こ
ま
で
当
該
歌
合
に
お
け
る
興
福
寺
僧
の
詠
歌
表
現
を
概
観
し
た
。
『
万
葉
集
』
へ
強
い
関
心
を
寄
せ
る
宗
延
を
筆
頭
に
、
彼

ら
は
概
ね
よ
く
古
歌
の
表
現
を
摂
取
し
て
お
り
、
な
か
に
は
模
倣
あ
る
い
は
類
型
的
な
表
現
も
見
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
京
都

の
中
央
歌
壇
で
の
詠
歌
表
現
の
あ
り
方
に
彼
ら
が
近
接
し
て
い
た
こ
と
の
証
で
も
あ
ろ
う
。
ま
た
同
時
に
、
口
語
・
俗
語
的
表
現
を

取
り
入
れ
る
な
ど
、
彼
ら
な
り
の
新
し
さ
を
志
向
す
る
姿
も
確
認
で
き
た
。
新
奇
な
趣
向
を
構
築
し
よ
う
と
し
た
院
政
期
和
歌
の
潮

流
に
、
興
福
寺
僧
た
ち
も
ま
た
確
か
に
乗
り
合
わ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

第
三
節

歌
枕
詠
を
め
ぐ
っ
て

続
い
て
、
鈴
木
氏
が
特
徴
と
し
て
挙
げ
た
、
当
該
歌
合
の
歌
枕
詠
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
次
の
〈
表
２
〉
は
、
当
該
歌
合
に
お

い
て
詠
ま
れ
た
歌
枕
や
地
名
を
指
す
表
現
を
一
覧
し
た
も
の
で
あ
る
。

〈
表
２
〉
当
該
歌
合
に
お
け
る
歌
枕
・
地
名
表
現
一
覧

＊
歌
枕
・
地
名
表
現
を
国
別
に
一
覧
し
、
特
に
先
行
例
僅
少
の
歌
枕
は
四
角
で
囲
っ
て
示
し
た
。
狭
義
の
「
歌
枕
」
に
当
て
は
ま
ら
な
い
地
名
表
現
は
（

）

に
入
れ
た
。

＊
「
表
現
・
詠
法
」
項
に
は
、
歌
材
・
修
辞
・
趣
向
に
お
い
て
特
筆
す
べ
き
も
の
を
示
し
た
。

国

歌
枕

題
・
番
号

作
者

表
現
・
詠
法

備
考

大
和

タ
ツ
タ
ノ
カ
ハ

桜
七
左

上
総

波
が
「
立
つ
」
に
掛
け
る

「
桜
」
を
詠
む
先
例
は
僅
少

13

ヨ
シ
ノ
ヽ
ヤ
マ

桜
七
右

式
部

桜
を
雪
に
見
立
て
る

14
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ミ
ヨ
シ
ノ

雪
四
右

覚
誉

50

ミ
ヨ
シ
ノ
ヽ
コ
ガ
ネ
ガ
ミ
ネ

祝
七
右

式
部

「
黄
金
の
峰
」
は
用
例
僅
少

70

ミ
フ
ネ
ノ
山

郭
公
五
右

有
禅

船
の
縁
語
「
ほ
（
帆
）
の
か
に
」

万
葉
集
用
例
多
数

、

24

ア
シ
タ
ノ
ハ
ラ

郭
公
六
左

勝
超

「
朝
」
の
意
を
響
か
せ
る

口
伝
和
歌
釈
抄

25

ミ
カ
サ
ノ
山

月
三
左

永
縁

「
歌
合
催
行
の
場
で
あ
る
興
福
寺

33

ミ
カ
サ
山

祝
二
右

牛
君

笠
の
縁
語
「
雨
」
・
「
天
」
を
詠
む

花
林
院
か
ら
の
属
目
の
地
」
（
和

60

ハ
ル
ノ
ヒ
ノ
ミ
カ
サ
ノ
山

祝
三
右

覚
誉

笠
の
縁
語
「
差
す
」
を
詠
む

歌
文
学
大
系
・
二
三
三
頁
脚
注
）

62

カ
ス
ガ
山

祝
六
右

宗
延

「
白
樫
」
を
詠
む

68

祝
七
左

上
総

「
榊
葉
」
を
詠
む

69

ミ
ワ
ノ
山
ベ

雪
二
左

三
郎
君

「
し
る
し
の
杉
」
を
詠
む

45

ミ
ワ
ノ
ヒ
バ
ラ

雪
六
右

宗
延

万
葉
集
所
見
・
先
行
例
僅
少

54

フ
ル
ノ
山
ミ
チ

雪
二
右

牛
君

雪
が
「
降
る
」
を
響
か
せ
る

46

カ
ヅ
ラ
キ

雪
七
左

上
総

「
久
米
の
岩
橋
」
を
詠
む

「
久
米
の
岩
橋
」
は
歌
学
書
所
見

55

マ
キ
モ
ク
ノ
ア
ナ
シ
ヒ
バ
ラ

雪
七
右

式
部

先
行
例
僅
少

56

マ
ツ
チ
ノ
ハ
ラ

祝
五
右

有
禅

「
待
つ
」
を
掛
け
る

「
ま
つ
ち
の
や
ま
」
（
永
）

66

（
ふ
る
き
み
や
こ
）

桜
六
左

勝
超

「
八
重
桜
」
を
詠
む

基
俊
判
本
歌
欠
、
（
永
）
に
よ
る

11

（
フ
ル
サ
ト
）

月
五
右

有
禅

38

山
城

ハ
ヽ
ソ
ノ
モ
リ

雪
一
左

光
覚
（
基
）
柞
の
杜
も
雪
で
「
玉
の
木
」
に

「
雪
」
を
詠
む
初
例

43

フ
シ
ミ
ノ
山

雪
五
右

有
禅

「
伏
し
身
」
を
掛
け
縁
語
「
と
こ
め
づ
ら
」

「
伏
見
の
山
」
先
行
例
ナ
シ

、
、

52

摂
津

ア
カ
シ
ノ
ウ
ラ

月
六
右

宗
延

「
明
か
し
」
を
掛
け
る

40

ナ
ガ
ヰ
ノ
ウ
ラ

月
七
左

上
総

「
長
し
／
長
居
す
」
を
掛
け
る

41

祝
五
左

信
慶

「
長
し
」
を
掛
け
る

65
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ス
ミ
ノ
エ

祝
三
左

永
縁

「
松
」
で
「
千
歳
」
を
詠
む

歌
差
し
替
え
（
永

は
歌
枕
ナ
シ
）

61'

61

和
泉

シ
ノ
ダ
ノ
モ
リ

郭
公
二
右

牛
君

同
音
で
「
忍
び
音
」
を
導
く

18

近
江

オ
ホ
ツ
ノ
ハ
マ

祝
六
左

勝
超

「
多
し
」
を
掛
け
る

江
帥
集
所
見

67

尾
張

フ
タ
ム
ラ
山

月
一
右

教
縁
（
俊
）
布
の
縁
語
で
ま
と
め
る

能
因
歌
枕

※
三
河
と
も

30

若
狭

ア
ヲ
バ
ノ
山

雪
一
右

教
縁
（
俊
）
雪
→
「
青
葉
」
の
名
折
れ

五
代
集
歌
枕

※
普
通
名
詞
か

44

越
前

シ
ラ
山

雪
五
左

信
慶

和
歌
初
学
抄
他

※
普
通
名
詞
か

51

筑
前

ア
サ
ク
ラ
山

月
六
左

勝
超

「
朝
暗
し
」
を
掛
け
る

歌
学
書
に
「
木
の
丸
殿
」
所
見

39

未
詳

サ
ク
ラ
山

桜
五
左

信
慶

江
帥
集
所
見

※
普
通
名
詞
か

9

ク
モ
ヰ
ノ
山

郭
公
二
左

三
郎
君

先
行
例
ナ
シ

※
普
通
名
詞
か

17

歌
枕
詠
は
三
〇
首
（
単
な
る
地
名
表
現
も
含
め
る
と
三
二
首
）
あ
り
、
全
体
の
約
四
割
を
占
め
る
。
さ
ら
に
鈴
木
氏
の
指
摘
通
り
、

大
和
国
の
歌
枕
が
全
体
の
半
分
以
上
を
占
め
、
圧
倒
的
に
多
い
。
こ
れ
は
三
笠
山
・
春
日
山
が
「
歌
合
催
行
の
場
で
あ
る
興
福
寺
花

林
院
か
ら
の
属
目
の
地
」
と
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
当
地
で
あ
る
「
奈
良
」
に
寄
せ
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
大
和
国
の
歌
枕

(

２
８)

を
詠
ん
だ
の
は
上
総
・
式
部
・
覚
誉
・
有
禅
・
勝
超
・
永
縁
・
牛
君
・
宗
延
・
三
郎
君
で
、
光
覚
と
教
縁
（
す
な
わ
ち
、
代
作
を
し

た
基
俊
・
俊
頼
）
は
詠
ん
で
い
な
い
。
奈
良
に
住
む
興
福
寺
僧
と
、
京
都
に
暮
ら
す
基
俊
・
俊
頼
と
の
親
疎
の
差
が
表
れ
た
も
の
で

あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
興
福
寺
僧
も
全
員
が
大
和
国
の
歌
枕
を
詠
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
く
（
信
永
・
信
慶
・
湛
秀
は
詠
ま
ず
）
、
必

ず
し
も
共
有
さ
れ
た
意
識
で
あ
っ
た
と
は
い
い
が
た
い
。
し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
、
当
該
歌
合
に
お
い
て
歌
枕
詠
が
大
き
な
特
徴
で

あ
る
こ
と
は
い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
は
当
該
歌
合
に
特
有
の
現
象
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
非
専
門
歌
人
の
僧
侶
た
ち
が
歌
を
詠
む
場
合
に
広
く
見
ら
れ
る
傾

向
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
他
の
僧
房
歌
合
と
比
較
を
し
て
み
た
い
。

ひ
と
ま
ず
数
量
的
な
側
面
か
ら
検
討
す
る
。
『
歌
合
大
成
』
は
、
平
安
期
の
僧
房
歌
合
を
五
一
度
に
分
類
・
整
理
し
て
い
る
。
次

(

２
９)
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の
〈
表
３
〉
は
、
そ
の
う
ち
証
本
が
伝
存
す
る
七
度
の
僧
房
歌
合
に
お
い
て
、
歌
枕
詠
が
ど
れ
ほ
ど
詠
ま
れ
て
い
る
か
を
ま
と
め
た

も
の
で
あ
る
。

〈
表
３
〉
証
本
が
伝
存
す
る
僧
房
歌
合
に
お
け
る
歌
枕
詠
の
数

＊
歌
合
番
号
と
名
称
は
『
歌
合
大
成
』
に
拠
り
、
当
該
歌
合
は
網
掛
け
で
示
し
た
。

＊
「
歌
数
」
は
歌
合
全
体
の
歌
数
（
判
歌
は
除
く
）
、
「
歌
枕
」
は
歌
枕
詠
の
数
（
一
首
中
に
歌
枕
が
複
数
あ
る
場
合
も
一
首
と
数
え
る
）
を
表
す
。
た

だ
し
「
ふ
る
さ
と
」
な
ど
単
な
る
地
名
表
現
は
除
い
た
。

＊
「
割
合
」
は
、
歌
数
に
対
す
る
歌
枕
詠
の
割
合
（
％
）
を
示
し
た
（
小
数
点
第
二
位
以
下
四
捨
五
入
）
。

歌
合
名
称

歌
数

歌
枕

割
合

〔
康
平
五
年
（
一
〇
六
二
）
〕
七
月
廿
七
日
無
動
寺
賢
聖
院
歌
合

177

20

0

0

〔
延
久
三
年
（
一
〇
七
一
）
―
永
保
二
年
（
一
〇
八
二
）
〕
秋
多
武
峯
往
生
院
歌
合

212

12

1

8.3

承
徳
元
年
（
一
〇
九
七
）
東
塔
東
谷
歌
合

240

24

6

25

永
久
四
年
（
一
一
一
六
）
八
月
雲
居
寺
結
縁
経
後
宴
歌
合

287

30

3

10

〔
天
治
元
年
（
一
一
二
四
）
春
〕
権
僧
正
永
縁
花
林
院
歌
合

311

70

30

42.9

承
安
三
年
（
一
一
七
三
）
八
月
十
五
日
三
井
寺
新
羅
社
歌
合

393

80

28

35

〔
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
五
月
以
前
〕
三
井
寺
山
家
歌
合

430

80

13

16.3

資
料
が
少
な
い
う
え
に
、
各
歌
合
は
そ
れ
ぞ
れ
事
情
が
異
な
る
た
め
、
単
純
な
数
値
の
比
較
に
は
さ
し
て
意
味
が
な
い
が
、
当
該

歌
合
の
歌
枕
詠
の
多
さ
が
特
異
で
あ
る
こ
と
は
、
大
勢
と
し
て
は
い
え
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、

も
歌
枕
詠
が
二
八
首
と
多
い
が
、

393

こ
れ
は

で
出
さ
れ
た
「
遥
見
山
花
」
「
古
郷
子
規
」
「
湖
上
月
」
「
野
宿
雪
」
と
い
う
結
題
自
体
が
、
そ
も
そ
も
歌
枕
を
詠
み
込
み

、

、
、

、

、

393
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や
す
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
と
思
わ
れ
、
当
該
歌
合
の
よ
う
な
一
字
題
の
歌
合
と
同
列
に
は
扱
え
な
い
。

(

３
０)

た
だ
し
、
こ
う
し
た
歌
枕
詠
へ
の
傾
斜
が
当
該
歌
合
の
み
の
特
徴
な
の
か
、
そ
れ
と
も
奈
良
歌
壇
で
の
歌
合
全
体
を
通
し
て
見
ら

れ
る
傾
向
で
あ
る
の
か
は
、
な
お
も
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
奈
良
歌
壇
の
歌
合
が
ほ
と
ん
ど
伝
存
し
て
い
な
い
以
上
は
憶
測
に
し

か
な
ら
な
い
が
、
歌
枕
を
詠
む
こ
と
に
奈
良
歌
壇
の
表
現
へ
の
こ
だ
わ
り
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

(

３
１)

で
は
、
そ
の
表
現
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
。
〈
表
２
〉
の
「
表
現
・
詠
法
」
項
で
見
る
と
、
例
え
ば
紅
葉
の
名
所
「
タ
ツ

タ
（
龍
田
）
」
を
「
桜
」
題
で
詠
み
（
「
桜
」

・
上
総
）
、
同
じ
く
紅
葉
で
名
高
い
「
ハ
ヽ
ソ
ノ
モ
リ
（
柞
の
森
）
」
を
「
雪
」
題
で

13

詠
む
（
「
雪
」

・
光
覚
）
と
い
っ
た
取
り
合
わ
せ
の
新
奇
さ
を
企
図
し
た
も
の
が
目
に
つ
く
程
度
で
、
さ
ほ
ど
特
異
な
表
現
が
な

43

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
先
行
例
の
乏
し
い
歌
枕
で
あ
る
。
以
下
、
先
行
例
が
僅
少
な
大
和
国
の
歌
枕
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

Ａ
キ
ミ
ガ
ヨ
ハ
イ
フ
カ
ギ
リ
ナ
シ
ミ
ヨ
シ
ノ
ヽ
コ
ガ
ネ
ガ
ミ
ネ
ニ
ミ
ヨ
ヲ
マ
ツ
マ
デ
（
「
祝
」
七
番
右

・
式
部
、
基
持
／
俊
持
）

は
か
り(

永)

70

…
…
右
哥
、
「
コ
ガ
ネ
ガ
ミ
ネ
ニ
ミ
ヨ
ヲ
マ
ツ
マ
デ
」
ト
イ
フ
事
ハ
、
祝
ノ
心
ス
デ
ニ
タ
レ
リ
。
…
…
《
基
》

…
…
右
、
「
こ
が
ね
が
み
ね
」
な
ど
は
、
み
た
け
の
御
み
や
ま
の
こ
と
に
や
、
こ
と
あ
り
げ
な
る
。
い
か
に
も
ま
う
し
が

た
し
。
…
…
《
俊
》

Ｂ
［
ア
シ
］
タ
ツ
ル
ミ
ワ
ノ
ヒ
バ
ラ
ニ
ユ
キ
フ
カ
ミ
ミ
ヤ
ギ
ヒ
ク
ハ
ノ
カ
ヨ
ヒ
ヂ
モ
ナ
シ

＊

を(

永)

（
「
雪
」
六
番
右

・
宗
延
、
基
負
／
俊
持
）

54

…
…
右
哥
、
一
篇
彫
零
シ
テ
、
ア
イ
シ
モ
テ
ア
ソ
ブ
ニ
、
ナ
サ
ケ
ナ
シ
。
…
…
《
基
》

…
…
右
、
わ
り
な
く
お
も
ひ
よ
り
て
つ
く
り
い
だ
し
た
る
う
た
な
め
り
。
…
…
《
俊
》

＊
ア
シ
タ
ツ
ル
―
底
本
「
ア
シ
」
欠
損
。
書
陵
部
本
に
よ
っ
て
補
っ
た
。

Ｃ
マ
キ
モ
ク
ノ
ア
ナ
シ
ヒ
バ
ラ
モ
ウ
ヅ
モ
レ
テ
カ
ヽ
ル
ミ
ユ
キ
モ
フ
レ
バ
フ
リ
ケ
リ
（
「
雪
」
七
番
右

・
式
部
、
基
負
／
俊
負
）

56

…
…
右
哥
、
「
ア
ナ
シ
ヒ
バ
ラ
」
ト
ヨ
メ
ル
哥
ヲ
コ
ソ
、
マ
ダ
［
ミ
］
侍
ラ
ネ
。
「
ア
ナ
シ
ノ
ヒ
バ
ラ
」
ナ
ド
ハ
、
ツ
ネ
ノ

＊
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コ
ト
ニ
テ
ゾ
侍
ニ
、
□
ノ
モ
ジ
ノ
侍
ガ
ヨ
リ
、
コ
ト
タ
ラ
ヌ
様
ニ
オ
ボ
エ
侍
カ
ナ
。
…
…
《
基
》

(

之
カ)

…
…
右
の
「
あ
な
し
ひ
ば
ら
も
」
な
ど
い
へ
る
こ
と
ば
、
さ
し
こ
う
て
お
し
け
づ
ら
ま
ほ
し
。
…
…
《
俊
》

＊
ミ
侍
ラ
ネ
―
底
本
「
ミ
」
欠
損
。
書
陵
部
本
に
よ
っ
て
補
っ
た
。

ま
ず
、
Ａ
「
ミ
ヨ
シ
ノ
ヽ
コ
ガ
ネ
ガ
ミ
ネ
（
み
吉
野
の
黄
金
が
峰
）
」
は
現
在
の
金
峯
山
（
吉
野
山
・
大
峯
山
の
総
称
）
の
こ
と

で
あ
る
。
Ａ
は
そ
の
名
の
「
黄
金
」
に
寄
せ
て
祝
意
を
詠
ん
だ
歌
と
解
せ
る
が
、
「
黄
金
が
峰
」
を
和
歌
に
詠
ん
だ
初
例
で
あ
る
。

(

３
２)

俊
頼
が
「
い
か
に
も
ま
う
し
が
た
し
」
と
戸
惑
っ
て
い
る
の
は
、
祝
意
を
寄
せ
た
こ
と
だ
け
で
な
く
、
耳
慣
れ
な
い
歌
枕
へ
の
反
応

で
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
は
い
え
、
祝
意
を
詠
む
に
ふ
さ
わ
し
い
新
た
な
歌
枕
を
見
出
し
た
点
は
評
価
で
き
よ
う
。

次
に
、
Ｂ
「
ミ
ワ
ノ
ヒ
バ
ラ
（
三
輪
の
檜
原
）
」
は
『
万
葉
集
』
に
見
え
、
当
該
歌
合
以
降
、
平
安
末
期
か
ら
新
古
今
時
代
に
か

け
て
用
例
が
増
え
る
歌
枕
で
あ
る
。
Ｂ
が
詠
む
「
ミ
ヤ
ギ
ヒ
ク
」
男
の
姿
は
、
万
葉
歌
「
み
や
ぎ
ひ
く
い
づ
み
の
そ
ま
に
た
つ
た
み

(
３
３)

(

３
４)

の
や
む
と
き
も
な
く
こ
ひ
わ
た
る
か
も
〔
宮
材
引
泉
之
追
馬
喚
犬
二
立
民
乃
息
時
无
恋
渡
可
聞
〕
」
（
『
類
聚
古
集
』

←
『
万
葉
集
』

1367

巻
十
一
・

）
が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
よ
う
。
前
述
し
た
宗
延
の
万
葉
集
へ
の
関
心
が
、
こ
う
し
た
歌
を
詠
ま
せ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

2645

両
判
者
の
評
価
は
芳
し
く
な
か
っ
た
。

ま
た
、
Ｃ
「
マ
キ
モ
ク
ノ
ア
ナ
シ
ヒ
バ
ラ
（
巻
向
の
穴
師
檜
原
）
」
は
、
「
ま
き
も
く
の
あ
な
し
の
ひ
ば
ら
は
る
た
て
ば
は
な
か
ゆ

、

き
か
と
み
ゆ
る
ゆ
ふ
し
で
」
（
『
好
忠
集
』

）
に
拠
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
「
巻
向
の
穴
師
」
は
す
で
に
『
古
今
集
』
に
見
え
る
地
名

(

３
５)

(

３
６)

371

だ
が
、
「
檜
原
」
ま
で
詠
む
の
は
好
忠
詠
く
ら
い
し
か
見
出
せ
な
い
。
Ｃ
は
「
ア
ナ
シ
ヒ
バ
ラ
」
と
「
の
」
を
欠
い
て
詠
ま
れ
た
こ

と
が
基
俊
に
批
判
さ
れ
、
俊
頼
に
も
推
敲
す
べ
き
と
評
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
必
ず
し
も
成
功
し
た
表
現
と
は
い
い
が
た
い
。
た
だ

(

３
７)

し
後
に
好
忠
詠
が
『
新
勅
撰
集
』
に
採
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
（
春
上
・

）
、
当
該
歌
合
以
降
、
歌
枕
「
巻
向
の
穴
師
の
檜
原
」
は

、

20

用
例
が
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
む
し
ろ
好
忠
詠
が
注
目
さ
れ
た
結
果
で
あ
ろ
う
が
、
Ｃ
が
そ
の
先
蹤
と
な
っ
た
と
は
い

(

３
８)

え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
当
該
歌
合
に
お
け
る
歌
枕
詠
は
、
興
福
寺
歌
壇
に
お
け
る
表
現
の
特
徴
を
あ
る
程
度
は
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
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そ
れ
は
、
歌
枕
詠
の
数
自
体
が
多
い
こ
と
、
と
り
わ
け
当
地
で
あ
る
大
和
国
の
歌
枕
を
あ
え
て
詠
ん
で
い
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
こ
と

で
あ
る
。
詠
法
の
面
で
目
立
っ
た
新
奇
性
は
少
な
い
も
の
の
、
大
和
国
の
新
た
な
歌
枕
を
発
掘
し
て
き
た
点
は
特
に
注
目
さ
れ
る
だ

ろ
う
。

第
四
節

基
俊
・
俊
頼
の
代
作
歌

こ
こ
ま
で
興
福
寺
僧
た
ち
の
詠
歌
表
現
を
中
心
に
見
て
き
た
。
し
か
し
、
京
都
の
中
央
歌
壇
と
の
距
離
を
考
え
る
う
え
で
は
、
基

俊
・
俊
頼
が
そ
れ
ぞ
れ
代
作
を
し
た
歌
の
表
現
に
つ
い
て
も
さ
ら
に
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
本
節
で
は
、
基
俊
・

俊
頼
の
代
作
歌
の
表
現
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
ま
ず
は
基
俊
が
代
作
し
た
光
覚
の
詠
を
三
首
挙
げ
る
。

⑩
ミ
ヤ
マ
ニ
ハ
シ
ヰ
ノ
カ
ザ
ヲ
レ
ハ
ヤ
ケ
レ
ド
フ
モ
ト
ノ
ハ
ナ
ハ
コ
ト
ヽ
サ
リ
ケ
リ

し
き
が(

永)

こ
と
し
さ
く
め
り(

永)

（
「
桜
」
一
番
左

・
光
覚
〈
基
俊
〉
、
基
勝
／
俊
勝
）

1

左
哥
、
サ
セ
ル
ス
グ
レ
タ
ル
義
ナ
シ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
頗
逸
興
ア
ル
。
…
…
《
基
》

左
歌
は
、
「
し
き
が
か
ざ
を
れ
」
な
ど
い
へ
る
な
ど
、
こ
と
せ
ぬ
に
あ
ら
ず
。
こ
と
ば
も
い
と
を
か
し
。
但
、
え
だ
を
れ

(

マ
マ)

う
せ
な
ば
、
さ
き
が
た
く
や
と
み
ゆ
れ
ど
、
「
は
や
け
れ
ど
」
ゝ
い
へ
る
「
ど
」
の
字
に
、
を
り
の
こ
り
た
る
枝
と
は
み

ゆ
め
り
。
「
こ
と
し
さ
く
め
り
」
と
い
へ
る
も
じ
つ
ゞ
き
ぞ
、
て
づ
ゝ
に
み
ゆ
め
る
。
…
…
《
俊
》

⑪
タ
マ
ノ
キ
ニ
ハ
ヽ
ソ
ノ
モ
リ
モ
ナ
リ
ニ
ケ
リ
フ
ル
シ
ラ
ユ
キ
ノ
キ
エ
ヌ
カ
ギ
リ
ハ

（
「
雪
」
一
番
左

・
光
覚
〈
基
俊
〉
、
基
勝
／
俊
勝
）

43

左
哥
、
頗
逸
興
ア
リ
。
コ
レ
、
「
仙
人
ノ
琪
樹
」
ニ
ア
ラ
□
ヤ
。
モ
□
□
嗟
歎
ス
ベ
シ
。
…
…
《
基
》

(

ズ
歟)

(

ト
モ
歟)

「
玉
の
木
」
の
事
、
本
文
に
さ
る
こ
と
あ
り
と
か
や
、
む
か
し
う
け
た
ま
は
り
し
よ
。
た
と
ひ
難
あ
り
と
も
、
よ
く
も
し

ら
ぬ
事
な
れ
ば
、
申
が
た
く
。
何
况
、
あ
し
う
も
き
こ
え
ず
。
し
り
て
よ
む
ば
か
り
の
人
、
あ
し
く
よ
ま
む
や
は
。
…
…

《
俊
》
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⑫
ミ
ド
リ
ナ
ル
マ
ツ
カ
ゲ
ヒ
タ
ス
イ
ケ
水
ニ
チ
ヨ
ノ
ス
ミ
カ
ト
ミ
ユ
ル
ヤ
ド
カ
ナ

（
「
祝
」
一
番
左

・
光
覚
〈
基
俊
〉
、
基
勝
／
俊
負
）

57

左
哥
、
「
マ
ツ
カ
ゲ
ヒ
タ
ス
」
ナ
ド
イ
ヘ
ル
（
以
下
欠
）
…
…
《
基
》

左
の
「
か
げ
ひ
た
す
」
と
よ
め
る
、
き
は
め
て
お
ぼ
つ
か
な
し
。
「
ひ
た
す
」
と
は
、
物
を
み
づ
に
い
れ
む
を
ぞ
い
ふ
べ

き
。
ま
つ
の
え
だ
な
ど
を
こ
そ
ひ
た
す
べ
け
れ
。
も
の
ゝ
か
げ
は
、
水
の
そ
こ
に
う
つ
る
も
の
な
れ
ば
、
「
か
げ
ひ
た
す
」

と
い
は
む
證
哥
な
く
は
、
い
か
ゞ
あ
る
べ
か
ら
ん
。
す
ゑ
は
い
と
を
か
し
。
…
…
《
俊
》

ま
ず
「
桜
」
題
⑩
は
、
「
シ
ヰ
ノ
カ
ザ
ヲ
レ
」
と
い
う
語
が
目
に
つ
く
。
こ
れ
は
好
忠
に
「
み
や
ま
に
は
は
や
ま
の
あ
ら
し
あ
ら

げ
な
り
し
ゐ
の
か
ざ
を
れ
い
く
そ
か
ゝ
れ
り
」（
『
好
忠
集
』

）
と
先
行
例
が
見
ら
れ
る
の
み
の
語
で
あ
り
、
初
句
「
み
や
ま
に
は
」

342

の
一
致
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
基
俊
は
ま
ず
確
実
に
好
忠
詠
の
影
響
を
受
け
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
「
椎
の
風
折
れ
」
と
漢
字
を
あ
て
る

の
で
あ
ろ
う
が
、
「
あ
ら
げ
な
り
」
、
「
ハ
ヤ
ケ
レ
ド
」
と
い
う
詞
続
き
か
ら
考
え
て
、
お
そ
ら
く
は
速
く
荒
々
し
く
吹
く
風
の
異
名

か
と
思
わ
れ
る
。
基
俊
は
こ
う
し
た
表
現
を
「
逸
興
」
と
自
賛
し
て
お
り
、
ま
た
俊
頼
は
「
こ
と
せ
ぬ
に
あ
ら
ず
」
と
評
す
る
。
俊

頼
の
い
う
「
こ
と
せ
ぬ
に
あ
ら
ず
」
は
本
文
が
や
や
不
審
で
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
後
文
に
「
但
…
…
」
と
否
定
評
価
が
続
く
こ
と

か
ら
好
評
の
文
言
と
考
え
ら
れ
、
俊
頼
に
も
好
感
触
を
与
え
た
と
見
ら
れ
る
。
⑩
の
歌
意
は
、
結
句
の
本
文
が
乱
れ
て
お
り
必
ず
し

も
分
明
で
は
な
い
も
の
の
、
歌
の
構
造
は
「
ミ
ヤ
マ
（
深
山
）
」
と
「
フ
モ
ト
（
麓
）
」
の
対
比
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
深
山
で
は
風

が
強
く
吹
い
て
い
る
け
れ
ど
も
、
麓
で
は
桜
の
花
が
咲
い
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
シ
ヰ
ノ
カ
ザ
ヲ
レ
（
椎
の
風
折
れ
）
」

の
後
代
へ
の
影
響
例
は
、
江
戸
末
期
に
一
例
見
ら
れ
る
の
を
除
い
て
管
見
に
入
ら
な
い
が
、
「
松
の
風
折
れ
」
な
ら
ば
西
行
に
例
が

(

３
９)

あ
り
、
あ
る
い
は
広
い
意
味
で
影
響
を
与
え
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

(

４
０)次

に
「
雪
」
題
⑪
は
、
白
雪
が
消
え
な
い
か
ぎ
り
は
、
紅
葉
で
知
ら
れ
る
「
ハ
ヽ
ソ
ノ
モ
リ
（
柞
の
杜
）
」
も
「
タ
マ
ノ
キ
」
に

な
っ
た
こ
と
だ
、
と
の
意
で
あ
る
。
ま
ず
は
紅
葉
の
名
所
「
ハ
ヽ
ソ
ノ
モ
リ
」
を
あ
え
て
冬
季
の
「
雪
」
題
で
詠
ん
だ
こ
と
に
新
奇

性
を
見
出
し
う
る
が
、
判
詞
で
は
そ
の
点
に
言
及
は
な
い
。
そ
の
程
度
の
新
奇
性
で
は
特
筆
す
る
も
の
で
も
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
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で
あ
ろ
う
か
。
判
詞
で
注
目
さ
れ
た
の
は
、
初
句
の
「
タ
マ
ノ
キ
」
で
あ
る
。
「
タ
マ
ノ
キ
」
と
は
、
俊
頼
が
「
本
文
に
さ
る
こ
と

あ
り
」
と
い
い
、
基
俊
が
「
『
仙
人
ノ
琪
樹
』
ニ
ア
ラ
ズ
ヤ
」
（
「
ズ
」
は
私
に
補
っ
た
）
と
自
注
を
加
え
る
よ
う
に
、
『
白
氏
文
集
』

巻
四
・
諷
諭
「
牡
丹
芳
」
の
一
句
「
仙
人
琪
樹
白
無
色

王
母
桃
花
紅
不
香
」
（
一
‐
六
八
四
頁
）
に
拠
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
句

を
和
歌
に
摂
取
し
た
例
は
ほ
か
に
確
認
で
き
ず
、
基
俊
が
初
め
て
試
み
た
も
の
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
試
み
を
、
基
俊

自
身
は
「
嗟
歎
ス
ベ
シ
」
と
大
仰
に
自
賛
し
て
み
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
俊
頼
は
典
拠
の
漢
詩
が
「
よ
く
も
し
ら
ぬ
事
」
で

あ
る
た
め
、
批
評
し
に
く
い
と
す
る
。
全
体
的
に
は
「
あ
し
う
も
き
こ
え
ず
」
と
評
し
て
い
る
も
の
の
、
「
し
り
て
よ
む
ば
か
り
の

人
、
あ
し
く
よ
ま
む
や
は
」
と
い
う
反
語
表
現
か
ら
は
、
ど
こ
と
な
く
基
俊
へ
の
皮
肉
め
い
た
口
吻
が
読
み
取
れ
る
。
俊
頼
は
お
そ

ら
く
⑪
が
基
俊
の
代
作
で
あ
る
と
知
っ
て
お
り
、
⑪
の
よ
う
な
、
衒
学
的
と
も
い
え
る
よ
う
な
詠
作
を
牽
制
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

と
思
わ
れ
る
。

最
後
の
「
祝
」
題
⑫
は
、
池
の
水
に
松
の
影
が
映
る
様
子
を
祝
意
に
寄
せ
て
詠
む
が
、
俊
頼
が
「
き
は
め
て
お
ぼ
つ
か
な
し
」
と

い
う
よ
う
に
、
「
（
マ
ツ
）
カ
ゲ
ヒ
タ
ス
」
の
部
分
が
問
題
と
な
る
。
俊
頼
は
、
通
常
「
ヒ
タ
ス
（
浸
す
）
」
と
い
え
ば
、
水
の
中
に

物
が
直
接
入
っ
て
い
る
こ
と
を
い
う
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
枝
な
ど
で
は
な
く
「
カ
ゲ
（
影
）
」
を
「
浸
す
」
と
い
う
の
は
お
か
し
い

と
い
う
。
確
か
に
そ
の
通
り
で
あ
る
が
、
す
で
に
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
も
『
白
氏
文
集
』
巻
三
・
諷
諭
「
昆
明
春
水
満
」
の

(

４
１)

一
句
「
影
浸
南
山
青
滉
瀁

波
沈
西
日
紅
奫
淪
」
（
一
‐
六
一
二
頁
）
に
拠
っ
た
表
現
で
あ
る
。
こ
の
句
の
摂
取
に
は
先
行
例
が
見

出
せ
な
い
だ
け
で
な
く
、
基
俊
は
こ
の
句
を
『
新
撰
朗
詠
集
』
（
雑
・
水
付
漁
夫

・

）
に
も
採
っ
て
お
り
、
⑪
と
と
も
に
基
俊
の
漢

467

詩
文
へ
の
造
詣
の
深
さ
が
現
れ
た
歌
と
い
え
る
。
そ
し
て
そ
の
試
み
は
、
「
た
つ
た
河
わ
た
れ
ど
た
え
ぬ
唐
錦
峰
の
紅
葉
の
影
を
ひ

た
し
て
」
（
『
宝
治
百
首
』
秋
・
河
紅
葉
・

・
俊
成
卿
女
）
な
ど
、
新
古
今
時
代
に
引
き
継
が
れ
た
例
が
確
認
で
き
る
。
特
に
次
の

1955

六
百
番
歌
合
で
の
例
は
、
俊
成
の
判
詞
で
も
「
不
可
庶
幾
」
と
言
及
さ
れ
て
い
る
点
で
注
目
さ
れ
る
。

か
げ
ひ
た
す
水
さ
へ
色
ぞ
み
ど
り
な
る
よ
も
の
こ
ず
ゑ
の
お
な
じ
わ
か
葉
に

（
六
百
番
歌
合
・
夏
・
「
新
樹
」
四
番
左
負
・

・
定
家
）

187
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右
申
云
、
「
浸
」
之
字
不
甘
心
。
左
陳
云
、
「
影
浸
南
山
」
と
い
ふ
心
歟
。
…
…

判
云
、
左
歌
、
「
影
浸
南
山
」
と
文
集
に
も
侍
る
め
れ
ど
、
此
歌
に
し
ひ
て
不
可
庶
幾
歟
。
…
…

定
家
詠
は
「
新
樹
」
題
に
あ
わ
せ
、
周
囲
の
梢
の
若
葉
が
池
の
水
に
映
り
、
若
葉
だ
け
で
な
く
水
ま
で
も
緑
色
が
深
く
な
る
、
と

詠
ん
で
い
る
が
、
や
は
り
当
座
の
難
陳
で
は
「
ひ
た
す
」
の
詞
が
「
不
甘
心
」
と
批
判
さ
れ
た
。
定
家
の
属
す
る
左
方
は
即
座
に
「
影

浸
南
山
」
の
句
を
引
い
て
反
論
す
る
が
、
俊
成
の
判
で
は
「
文
集
に
も
侍
る
め
れ
ど
、
此
歌
に
し
ひ
て
不
可
庶
幾
」
と
さ
れ
、
『
白

氏
文
集
』
に
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
安
易
な
摂
取
を
し
て
よ
い
わ
け
で
は
な
く
、
歌
全
体
と
の
調
和
を
考
え
て
摂
取
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
批
判
さ
れ
て
い
る
。
俊
成
の
「
不
可
庶
幾
」
と
い
う
評
語
は
、
安
井
重
雄
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
「
判
定
を
受
け
る
作
者
た

ち
に
強
い
調
子
で
指
導
を
行
う
、
あ
る
い
は
強
い
調
子
で
批
判
す
る
評
語
」
で
あ
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
俊
成
卿
女
に
後
代
の
用

(

４
２)

例
が
あ
り
、
必
ず
し
も
強
い
規
制
と
は
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
定
家
に
以
後
の
用
例
は
見
ら
れ
な
い
）
。
ま
た
、
六
百
番
歌

合
を
主
催
し
、
俊
成
の
「
不
可
庶
幾
」
評
を
見
知
っ
て
い
た
は
ず
の
良
経
に
は
「
旅
人
を
送
り
し
秋
の
跡
な
れ
や
入
江
の
波
に
ひ
た

す
月
影
」（
『
仙
洞
句
題
五
十
首
』
江
上
月
・

・
良
経
）
の
用
例
が
あ
り
、
こ
れ
は
「
影
」
を
物
体
の
「
影
」
か
ら
月
の
「
影
（
光
）
」

199

に
変
え
る
こ
と
で
ア
レ
ン
ジ
し
、
俊
成
の
批
判
を
か
わ
そ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
、
俊
成
の
批
判
が
あ
っ
て
も

詠
も
う
と
試
み
る
だ
け
の
可
能
性
を
、
こ
の
「
か
げ
ひ
た
す
」
と
い
う
表
現
が
備
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
。

続
い
て
、
俊
頼
が
代
作
し
た
教
縁
の
詠
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
い
。
基
俊
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
三
首
挙
げ
て
検
討
す
る
こ
と

と
す
る
。

⑬
チ
ル
ハ
ナ
ヲ
サ
ソ
フ
ト
ミ
ツ
ル
ハ
ル
カ
ゼ
ノ
ウ
ハ
ノ
ソ
ラ
ニ
モ
ス
テ
ヽ
ケ
ル
カ
ナ

（
「
桜
」
一
番
右

・
教
縁
〈
俊
頼
〉
、
基
負
／
俊
負
）

2

…
…
右
哥
、
「
ウ
ハ
ノ
ソ
ラ
ニ
ス
テ
ヽ
ケ
ル
カ
ナ
」
ト
侍
ル
義
并
言
、
ゾ
ク
ル
イ
マ
イ
デ
ズ
。
…
…
《
基
》

(

マ
マ)

…
…
右
哥
、
め
づ
ら
し
き
ふ
し
み
え
ず
。
こ
と
な
る
難
も
な
き
に
や
。
さ
れ
ど
、
こ
と
の
ほ
か
な
ら
ぬ
か
ぎ
り
は
、
左
を

か
た
す
る
こ
と
な
れ
ば
、
以
左
為
勝
。
《
俊
》
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⑭
ク
レ
ハ
ト
リ
フ
タ
ム
ラ
山
ヲ
キ
テ
ミ
レ
バ
メ
モ
ア
ヤ
ニ
コ
ソ
月
モ
ス
ミ
ケ
レ

（
「
月
」
一
番
右

・
教
縁
〈
俊
頼
〉
、
基
持
／
俊
勝
）

30

…
…
右
哥
、
其
心
、
ナ
サ
ケ
ハ
侍
ド
、
モ
ミ
ヂ
バ
ニ
ゾ
、
「
メ
モ
ア
ヤ
ニ
」
ト
ハ
ヨ
メ
ル
。
月
ニ
カ
ク
ヨ
メ
ラ
ン
ヲ
、
マ

ダ
ミ
侍
ヌ
ナ
リ
。
…
…
《
基
》

…
…
右
哥
は
、
さ
せ
る
こ
と
も
な
け
れ
ど
、
か
た
の
ご
と
く
月
の
う
た
に
て
は
候
め
り
。
…
…
《
俊
》

⑮
雪
フ
レ
バ
ア
ヲ
バ
ノ
山
モ
ミ
ガ
ク
レ
テ
ト
キ
ハ
ノ
ナ
ヲ
ヤ
ケ
サ
ハ
オ
コ
サ
ン

き(

永)

を
る
ら
ん(

永)（
「
雪
」
一
番
右

・
教
縁
〈
俊
頼
〉
、
基
負
／
俊
負
）

44

…
…
右
哥
、
一
篇
ノ
ナ
カ
ニ
二
ノ
難
ア
リ
。
「
ア
ヲ
バ
」
ト
イ
フ
時
、
ナ
カ
ラ
ス
、
「
ミ
ガ
ク
レ
テ
」
ト
ヨ
ム
ハ
、
「
水
ニ

(

マ

マ

)

カ
ク
レ
テ
」
ト
云
也
。
万
葉
集
ニ
「
ミ
ガ
ク
レ
テ
」
ヲ
「
水
ニ
カ
ク
レ
テ
」
ト
カ
ケ
ル
。
シ
カ
レ
バ
、
「
ナ
ミ
ノ
シ
タ
ク

サ
ニ
カ
ク
レ
テ
ス
ダ
ク
カ
ハ
ヅ
ノ
」
ナ
ド
ゾ
ヨ
メ
ル
。
山
ヲ
「
ミ
ガ
ク
レ
テ
」
ト
ヨ
メ
ル
フ
ル
哥
、
イ
マ
ダ
ム
カ
シ
ニ
モ
ア＊

ラ
［
ズ
］
。
《
基
》

…
…
右
う
た
、
い
う
に
も
な
し
。
又
、
別
の
難
も
き
こ
え
ず
。
…
…
《
俊
》

＊
ア
ラ
ズ
―
底
本
「
ス
」
欠
損
。
書
陵
部
本
に
よ
っ
て
補
っ
た
。

俊
頼
の
「
桜
」
題
⑬
は
、
風
が
桜
の
花
弁
を
散
ら
す
様
子
を
、
「
ウ
ハ
ノ
ソ
ラ
ニ
モ
ス
テ
ヽ
ケ
ル
カ
ナ
」
と
捉
え
た
点
が
趣
向
で

あ
る
。
渡
部
泰
明
氏
は
こ
の
歌
に
つ
い
て
、
「
恋
歌
の
詠
み
口
を
利
用
し
て
い
る
」
こ
と
を
指
摘
し
、
「
花
を
散
ら
す
風
を
、
女
を
誘

惑
し
て
無
情
に
も
捨
て
て
し
ま
う
男
の
よ
う
に
擬
人
化
し
て
い
る
」
と
述
べ
る
。
さ
ら
に
渡
部
氏
は
、
「
捨
つ
」
と
い
う
マ
イ
ナ
ス

イ
メ
ー
ジ
の
強
い
語
に
は
不
遇
感
が
忍
ば
せ
て
あ
る
こ
と
、
俊
頼
の
擬
人
法
に
は
恋
や
述
懐
の
イ
メ
ー
ジ
が
見
え
、
そ
れ
ら
を
巧
み

に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
擬
人
法
が
生
動
し
て
い
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
た
だ
し
、
基
俊
は
ま
さ
に
そ
の
「
捨
つ
」
と
い
う
詞
を
含

(

４
３)

む
下
句
全
体
の
「
義
」
（
心
）
と
「
言
」
（
詞
）
に
つ
い
て
「
ゾ
ク
ル
イ
ヲ
イ
デ
ズ
（
俗
累
を
出
で
ず
）
」
（
「
ヲ
」
は
私
に
改
め
た
）

(

４
４)

と
し
て
、
そ
の
卑
俗
さ
を
問
題
視
し
た
。
基
俊
は
、
風
に
よ
っ
て
桜
の
花
弁
が
散
る
さ
ま
を
恋
に
た
と
え
る
こ
と
や
、
「
捨
つ
」
と
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表
現
す
る
こ
と
自
体
を
「
俗
累
」
と
見
て
い
る
ら
し
い
。
こ
う
し
た
詠
み
方
は
俊
頼
以
前
に
類
例
を
見
出
せ
な
い
が
、
後
代
に
は
慈

円
に
「
う
れ
し
き
は
花
も
も
み
ぢ
も
山
お
ろ
し
色
な
る
事
を
さ
そ
ひ
す
て
つ
る
」
（
『
拾
玉
集
』
第
三
・
厭
離
欣
求
百
首
・

）
と
、

3213

釈
教
歌
と
し
て
詠
ま
れ
た
例
が
確
認
で
き
る
。

次
の
「
月
」
題
⑭
は
、
月
の
光
を
「
メ
モ
ア
ヤ
ニ
」
と
表
現
し
て
い
る
。
基
俊
は
こ
れ
に
つ
い
て
、
「
め
も
あ
や
に
」
と
は
紅
葉

に
つ
い
て
用
い
る
表
現
だ
と
指
摘
す
る
。
確
か
に
、
「
も
み
ぢ
ば
は
に
し
き
と
見
ゆ
と
き
き
し
か
ど
め
も
あ
や
に
こ
そ
け
ふ
は
ち
り

ぬ
れ
」
（
『
後
拾
遺
集
』
誹
諧
・

・
頼
宗
）
の
例
が
存
在
し
、
基
俊
の
批
判
は
父
頼
宗
の
詠
が
念
頭
に
あ
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
「
め

1206

も
あ
や
に
」
は
そ
も
そ
も
先
行
例
の
乏
し
い
表
現
で
、
頼
宗
詠
の
ほ
か
に
は
「
に
し
き
し
て
め
ぐ
る
ま
が
き
と
み
る
ま
で
に
め
も
あ

や
な
り
や
宿
の
む
ら
ぎ
く
」
（
『
経
信
母
集
』

）
が
見
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。
経
信
母
の
例
は
「
紅
葉
」
で
な
く
「
菊
」
を
詠
ん
で

2

い
る
。
こ
の
例
か
ら
考
え
る
に
、
俊
頼
に
基
俊
ほ
ど
の
規
範
意
識
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
⑭
の
場
合
は
、
歌
枕
「
フ
タ
ム
ラ
山
」

の
名
を
、
布
を
数
え
る
単
位
「
二
疋
」
に
寄
せ
て
、
布
に
関
連
す
る
縁
語
「
キ
テ
（
着
て
／
来
て
）
」
と
「
ア
ヤ
（
綾
／
文
）
」
を
掛

む
ら

詞
と
し
て
用
い
た
構
成
の
妙
が
一
首
の
眼
目
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
俊
頼
以
前
の
二
首
も
、
「
に
し
き
」
を
詠
む
こ
と
か
ら
、
布
に
関

連
づ
け
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
が
、
俊
頼
は
対
象
を
「
月
」
に
ま
で
広
げ
、
用
語
の
幅
も
さ
ら
に
広
げ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
俊
頼
の
試
み
は
、
平
安
後
期
に
「
め
も
あ
や
に
見
ゆ
る
こ
よ
ひ
の
月
影
に
は
た
お
り
そ
ふ
る
虫
の
声
か
な
」（
『
清
輔
集
』

秋
・

、
題
「
月
前
聞
虫
」
）
の
よ
う
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
俊
恵
の
「
め
も
あ
や
に
さ
や
け
き
月
の
く
せ
な
り
や
今

164

夜
は
じ
め
て
見
る
心
地
す
る
」
（
『
林
葉
集
』
秋
・

）
な
ど
は
、
布
に
関
連
す
る
縁
語
を
用
い
ず
、
単
に
月
の
美
し
さ
を
表
現
す
る

468

も
の
と
し
て
「
め
も
あ
や
に
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
⑭
に
学
ん
だ
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

最
後
の
「
雪
」
題
⑮
は
、
下
句
の
本
文
が
混
乱
し
て
い
る
が
、
雪
が
降
っ
た
こ
と
で
、
常
緑
の
名
を
持
つ
「
ア
ヲ
バ
ノ
山
（
青
葉

の
山
）
」
も
そ
の
名
折
れ
と
な
る
で
あ
ろ
う
、
と
の
歌
意
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
発
想
は
「
白
妙
に
雪
の
ふ
れ
れ
ば
水
鳥
の
青

(

４
５)

葉
の
山
も
あ
ら
じ
と
ぞ
思
ふ
」
（
『
公
任
集
』

）
に
先
例
が
あ
り
、
俊
頼
も
そ
れ
に
拠
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
問
題
と
な
っ
た
の
は
三

240

句
「
ミ
ガ
ク
レ
テ
」
で
、
基
俊
は
『
万
葉
集
』
を
根
拠
と
し
て
、
「
み
が
く
れ
て
」
は
「
水
に
隠
れ
て
」
の
意
味
で
あ
り
、
山
を
「
み
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が
く
れ
て
」
と
詠
む
前
例
は
見
た
こ
と
が
な
い
、
と
批
判
し
て
い
る
。
こ
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
は
、
西
村
加
代
子
氏
に
論
文
が
あ
り
、

(

４
６)

基
俊
の
い
う
「
み
が
く
れ
て
」
は
「
水
隠
れ
て
」
で
あ
る
と
い
う
主
張
は
実
際
の
用
例
か
ら
す
れ
ば
妥
当
な
見
解
で
あ
る
が
、
俊
頼

は
ほ
か
に
も
「
と
へ
か
し
な
た
ま
ぐ
し
の
は
に
み
が
く
れ
て
も
ず
の
く
さ
ぐ
き
め
ぢ
な
ら
ず
と
も
」
（
『
散
木
奇
歌
集
』
雑
・

、
二

1293

五
五
オ
／
五
一
九
頁
）
の
例
が
あ
る
よ
う
に
、
「
水
」
に
関
係
な
く
「
み
が
く
れ
て
」
を
詠
ん
で
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
西
村
氏

は
さ
ら
に
、
建
保
五
年
（
一
二
一
七
）
十
一
月
四
日
冬
題
歌
合
に
お
い
て
、
や
は
り
「
水
」
に
関
係
な
く
「
み
が
く
れ
て
」
が
詠
ま

れ
た
こ
と
と
、
そ
れ
が
判
詞
（
衆
議
判
で
定
家
執
筆
）
で
問
題
と
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

し
め
し
の
の
あ
ら
れ
の
玉
に
み
が
く
れ
て
う
す
み
ど
り
な
る
冬
の
下
草
（
冬
題
歌
合
・
「
冬
野
霰
」
十
六
番
右
負
・

・
忠
信
）

32

…
…
右
の
「
み
が
く
れ
て
」
、
水
の
あ
た
り
に
や
な
べ
て
い
ひ
な
ら
は
し
た
る
、
と
申
す
人
人
侍
り
し
か
ど
、
俊
頼
朝
臣
、

「
た
ま
く
ら
の
は
に
み
が
く
れ
て
も
ず
の
草
ぐ
き
め
ぢ
な
ら
ず
と
も
」
と
申
す
歌
侍
る
よ
し
、
申
し
い
だ
し
侍
り
き
。
…

(

マ
マ)

…

こ
の
例
で
は
、
霰
の
玉
に
「
み
が
く
れ
」
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
緑
色
の
「
冬
の
下
草
」
が
（
霰
の
白
が
混
じ
る
こ
と
で
）
「
う
す

み
ど
り
」
に
な
っ
た
、
と
詠
む
忠
信
の
詠
に
対
し
て
、
当
座
で
は
「
み
が
く
れ
て
」
と
は
水
の
周
辺
に
お
い
て
詠
ま
れ
る
こ
と
が
一

般
的
で
あ
る
、
と
い
う
批
判
が
あ
っ
た
が
、
俊
頼
の
「
た
ま
ぐ
し
の
は
に
み
が
く
れ
て
」
の
歌
が
反
証
と
し
て
提
示
さ
れ
た
と
あ
る
。

(

４
７)

西
村
氏
は
、
忠
信
詠
は
結
果
と
し
て
負
に
は
な
っ
た
も
の
の
、
「
定
家
ら
が
示
し
た
証
歌
に
よ
っ
て
、
「
み
が
く
れ
て
」
に
関
す
る
議

論
自
体
は
、
水
に
寄
せ
て
詠
ま
な
く
て
も
か
ま
わ
な
い
、
と
い
う
形
で
結
着
し
た
」
（
一
六
五
頁
）
と
ま
と
め
、
「
当
時
の
一
般
常
識

と
し
て
は
、
水
に
関
連
づ
け
た
詠
み
方
を
求
め
て
い
る
ま
で
」
（
同
）
で
あ
り
、
「
通
常
と
異
な
る
詠
み
方
で
も
秀
歌
な
ら
ば
許
さ
れ

る
」
（
同
）
と
い
う
点
で
、
「
基
俊
の
頃
に
専
ら
『
水
隠
れ
』
と
詠
ま
れ
て
い
た
の
と
は
、
微
妙
な
ず
れ
の
生
じ
て
い
る
こ
と
が
窺
え

る
」
（
同
）
と
論
じ
て
い
る
。
こ
こ
で
影
響
を
与
え
た
の
は
あ
く
ま
で
も
「
た
ま
ぐ
し
の
は
に
み
が
く
れ
て
」
の
歌
で
あ
り
、
⑮
で

は
な
か
っ
た
わ
け
だ
が
、
俊
頼
が
拓
い
た
新
た
な
表
現
が
新
古
今
時
代
に
確
か
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
よ
う
。

以
上
、
基
俊
・
俊
頼
の
代
作
歌
を
見
て
き
た
が
、
両
者
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
詠
ま
れ
て
い
な
い
よ
う
な
趣
向
や
表
現
を
用
い
た
新
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奇
な
歌
を
詠
ん
で
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
基
俊
が
か
な
り
新
奇
と
思
わ
れ
る
歌
を
詠
ん
で
い
る
点
で
あ

る
。
し
か
し
、
⑩
の
「
椎
の
風
折
れ
」
、
⑪
の
「
玉
の
木
」
な
ど
の
表
現
は
、
ほ
と
ん
ど
後
代
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
当
該
歌
合
自
体
が
そ
も
そ
も
内
輪
の
歌
合
で
、
勅
撰
集
な
ど
で
も
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

そ
れ
も
仕
方
の
な
い
面
は
あ
る
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
そ
の
よ
う
な
内
輪
の
注
目
さ
れ
な
い
歌
合
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
新
奇
な
歌
を

志
向
す
る
あ
り
方
と
が
関
係
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
こ
で
は
基
俊
・
俊
頼
の
両
者
が
代
作
で
詠
ん
だ
歌
に
新
奇
な
表
現
が

多
く
見
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
判
者
が
互
い
に
互
い
の
表
現
を
批
判
し
あ
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
に
留
め
た
い
。

お
わ
り
に

当
該
歌
合
の
詠
歌
表
現
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
に
検
討
し
て
き
た
。
基
本
的
に
興
福
寺
僧
た
ち
の
表
現
は
、
京
都
の
中
央
歌
壇
の

有
力
歌
人
で
あ
る
基
俊
・
俊
頼
か
ら
見
れ
ば
、
十
分
な
水
準
に
達
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、
『
万
葉
集
』
へ
の
関
心
に

基
づ
く
万
葉
語
の
摂
取
や
、
口
語
や
俗
語
を
取
り
入
れ
た
よ
う
な
新
し
い
表
現
を
志
向
し
て
い
る
点
は
、
院
政
期
の
中
央
歌
壇
に
お

け
る
潮
流
と
大
き
く
は
外
れ
て
い
な
い
と
い
え
よ
う
。

特
に
目
に
つ
く
の
は
、
歌
枕
へ
の
傾
倒
で
あ
る
。
単
純
な
一
字
題
に
お
い
て
こ
れ
ほ
ど
歌
枕
が
詠
ま
れ
て
い
る
点
は
注
目
に
値
す

る
と
思
わ
れ
る
。
な
か
で
も
、
大
和
国
の
歌
枕
が
多
い
こ
と
は
特
筆
さ
れ
よ
う
。
こ
れ
は
歌
合
催
行
の
当
地
に
寄
せ
た
結
果
と
い
う

側
面
が
大
き
い
の
で
あ
ろ
う
が
、
単
に
身
近
な
歌
枕
を
好
ん
で
詠
ん
だ
た
め
に
起
き
た
偶
然
の
結
果
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
興
福

寺
僧
た
ち
が
意
識
的
に
そ
う
し
た
詠
み
方
を
選
択
し
て
い
る
も
の
と
思
し
い
。
当
該
歌
合
は
、
い
わ
ば
〈
ご
当
地
性
〉
の
強
い
歌
合

で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
表
現
へ
の
試
み
の
な
か
に
、
大
和
国
の
歌
枕
を
新
規
開
拓
し
よ
う
と
す
る
意
志
が
垣
間

見
ら
れ
る
点
は
重
要
で
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
表
現
が
後
代
に
影
響
を
与
え
た
か
と
い
う
と
、
い
く
つ
か
の
享
受
例
が
確
認
で
き
る
と
は
い
え
、
そ
こ
ま
で

重
要
な
も
の
に
は
な
ら
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
当
該
歌
合
の
出
詠
歌
は
、
そ
も
そ
も
両
判
者
に
も
積
極
的
に
評
価
さ
れ
て
い
る
と
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は
い
い
が
た
い
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
逆
に
い
え
ば
、
京
都
と
同
程
度
の
意
識
が
持
た
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
そ
の
表
現
は
京
都

の
中
央
歌
壇
で
の
そ
れ
を
相
対
化
し
う
る
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、
基
俊
・
俊
頼
が
そ
れ
ぞ
れ
代
作
の
形
で
出
詠
し
た
歌
は
、
こ
れ
ま
で
に
詠
ま
れ
て
い
な
い
新
奇
性
を
志
向
す
る
傾
向
が
強

い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
第
三
章
で
検
討
し
た
元
永
元
年
（
一
一
一
八
）
十
月
二
日
内
大
臣
忠
通
歌
合
（
『
歌
合
大
成
』

）
と
同
様
に
、
両
判
者
は
互
い
の
表
現
を
批
判
し
あ
っ
て
い
る
。
し
か
し

の
場
合
と
異
な
る
の
は
、
こ
れ
が
奈
良
歌
壇
で
行
わ

296

296

れ
た
歌
合
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
そ
の
た
め
に
披
講
の
場
（
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
不
明
だ
が
、
ひ
と
ま
ず
あ
っ
た
と
仮
定
し
て
）

に
お
そ
ら
く
判
者
は
同
席
し
て
お
ら
ず
、
後
日
判
を
付
し
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
（
第
二
章
参
照
）
。
そ
の
よ
う
な
、
判
者

に
と
っ
て
い
わ
ば
「
紙
上
の
歌
合
」
で
あ
っ
て
も
、

と
同
様
に
新
奇
な
表
現
が
実
験
的
に
試
み
ら
れ
、
そ
れ
に
対
し
て
批
評
が
加

296

え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
追
判
と
目
さ
れ
る
俊
頼
判
で
は
、
基
俊
の
衒
学
的
と
も
い
え
る
よ
う
な
詠
作
に
皮
肉
め
い
た
評
を
与
え
る
な
ど
、
紙
上
で

の
論
争
を
仕
掛
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第
四
章
で
検
討
し
た
元
永
二
年
（
一
一
一
九
）
七
月
十
三
日
内
大
臣
忠
通
歌
合
（
『
歌

合
大
成
』

）
も
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
当
該
歌
合
も
含
め
た
複
数
判
の
歌
合
は
、
明
ら
か
に
歌
合
を
「
読
む
」
も
の
と
意
識
し
て
作

300

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

の
よ
う
に
忠
通
家
で
実
践
的
に
詠
出
さ
れ
て
い
た
、
新
奇
な
表
現
と
そ
れ
に
対
す
る
批
評
を
通
し

296

て
和
歌
表
現
を
深
化
さ
せ
よ
う
と
い
う
試
み
は
、
当
該
歌
合
の
よ
う
な
地
方
歌
壇
の
歌
合
に
も
持
ち
込
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
意
味
で

は
、
歌
合
そ
れ
自
体
の
あ
り
方
は
、
中
央
歌
壇
に
お
け
る
忠
通
家
で
の
歌
合
の
よ
う
な
「
密
儀
」
の
歌
合
と
、
当
該
歌
合
と
の
間
に

は
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
差
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

注
（

）
橋
本
不
美
男
「
奈
良
花
林
院
歌
合
と
永
縁
奈
良
房
歌
合
」（
『
院
政
期
の
歌
壇
史
研
究
』
武
蔵
野
書
院
、
一
九
六
六

初
出
『
書

1
陵
部
紀
要
』

、
一
九
五
六
・
三
）
。

6
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（

）
冷
泉
家
本
『
散
木
奇
歌
集
』

詞
書
に
「
な
ら
の
う
た
あ
は
せ
に
り
う
え
ん
に
か
は
り
て
よ
め
る
」
（
二
八
オ
／
六
五
頁
、

2

143

傍
線
部
「
り
」
は
「
け
」
の
誤
写
か
）
と
あ
り
、
俊
頼
の
代
作
が
知
ら
れ
る
（
な
お
『
新
編
国
歌
大
観
』
所
収
・
宮
内
庁
書
陵

部
蔵
本
で
は
こ
の
部
分
、

詞
書
を
「
な
ら
の
歌
合
に
教
縁
に
か
は
り
て
よ
め
る
」
と
す
る
）
。
基
俊
の
場
合
は
、
当
該
歌
合

146

歌
（
桜

・
雪

）
が
そ
れ
ぞ
れ
『
万
代
集
』
と
『
夫
木
抄
』
に
作
者
を
「
基
俊
」
と
し
て
載
る
こ
と
か
ら
、
代
作
が
想
定
さ

1

43

れ
る
。
後
掲
の
〈
表
１
〉
も
参
照
。

（

）
『
和
歌
文
学
大
辞
典
』
（
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
二
〇
一
四
）
は
「
永
縁
奈
良
房
歌
合
」
と
し
て
立
項
（
岡
崎
真
紀
子
執
筆
）
。

3
ま
た
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
は
俊
頼
判
本
・
永
縁
奈
良
房
歌
合
が
収
め
ら
れ
、
基
俊
判
本
・
奈
良
花
林
院
歌
合
は
未
収
。

（

）
注
（

）
前
掲
橋
本
氏
論
文
は
基
俊
初
判
説
を
唱
え
、
『
歌
合
大
成
』
は
俊
頼
初
判
説
を
唱
え
る
。
た
だ
し
諸
種
の
事
情
か

4

1

ら
、
基
俊
初
判
説
の
ほ
う
が
蓋
然
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

（

）
井
上
宗
雄
「
中
古
・
中
世
の
奈
良
歌
壇

―
永
縁
奈
良
房
歌
合
の
位
置

―
」
（
『
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
』
月
報

、
一
九

5

41

七
七
）
五
頁
。

（

）
堀
池
春
峰
「
南
都
歌
壇
の
展
開
」
（
『
南
都
仏
教
史
の
研
究

遺
芳
篇
』
法
藏
館
、
二
〇
〇
四

初
出
『
大
和
文
化
研
究
』

6

6

‐

、

、
一
九
六
一
・
四
、
六
）
、
中
村
文
『
後
白
河
院
時
代
歌
人
伝
の
研
究
』
（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
五
）
な
ど
。

4

6

（

）
和
歌
文
学
大
系
『
王
朝
歌
合
集
』
（
明
治
書
院
、
二
〇
一
八
）
所
収
「
永
縁
奈
良
房
歌
合
」
（
鈴
木
徳
男
校
注
）
。

7
（

）
基
俊
判
本
は
伝
本
が
二
本
知
ら
れ
る
の
み
。
俊
頼
判
本
に
は
他
の
伝
本
と
し
て
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
（
一
五
〇
‐
二
一
〇
）
、

8
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
類
聚
歌
合
九
ヶ
度

』
（
五
〇
一
‐
五
五
四
）
本
、
白
鹿
記
念
酒
造
博
物
館
蔵
本
（
う
た
‐
一
四
九
）
、
群
書
類

従
本
（
版
本
『
群
書
類
従
』
巻
一
八
四
所
収
）
な
ど
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
本
文
は
二
十
巻
本
と
同
一
系
統
に
属
す
る
。

（

）
以
下
、
奈
良
花
林
院
歌
合
（
基
俊
判
本
）
の
本
文
は
、
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
『
歌
合
集

百
首
歌
集
』
（
朝
日
新
聞
社
、
二

9
〇
〇
二
）
に
、
永
縁
奈
良
房
歌
合
（
俊
頼
判
本
）
の
本
文
は
、
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
『
平
安
鎌
倉
歌
書
集
』
（
八
木
書
店
、

一
九
七
七
）
に
そ
れ
ぞ
れ
拠
っ
た
。
他
本
に
よ
っ
て
校
訂
し
た
箇
所
は
［

］
で
示
す
。
ま
た
、
歌
句
に
異
同
が
あ
る
場
合
は
、
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俊
頼
判
本
の
本
文
を
該
当
箇
所
に
傍
記
し
、
末
尾
に
（
永
）
と
示
し
た
。
歌
番
号
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
所
収
「
永
縁
奈
良
房

歌
合
」
の
も
の
を
用
い
る
が
、
「
祝
」
三
番
左
（
永
縁
）
は
基
俊
判
本
と
俊
頼
判
本
と
で
歌
が
差
し
替
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、

基
俊
判
本
で
示
す
場
合
は

と
す
る
（
単
に

と
す
る
場
合
は
俊
頼
判
本
）
。

61'

61

（

）
歌
人
の
略
伝
に
つ
い
て
は
注
（

）
前
掲
橋
本
氏
論
文
、
『
歌
合
大
成
』
を
は
じ
め
と
す
る
各
先
行
研
究
の
ほ
か
、
特
に
生

10

1

年
に
つ
い
て
は
平
林
盛
得
・
小
池
一
行
編
『
五
十
音
引

僧
綱
補
任

僧
歴
綜
覧
推
古
卅
二
年
～
元
暦
二
年

［
六
二
四
―
一
一
八
五
年
］

増
訂
版
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
八
）
を
参
照
し
た
。

（

）
注
（

）
前
掲
橋
本
氏
著
書
・
第
七
章
附
編
「
奈
良
花
林
院
歌
合
の
作
者
「
大
輔
已
講
覚
鑒
」
に
つ
い
て
」
（
初
出
『
和
歌

11

1

史
研
究
会
会
報
』
創
刊
号
、
一
九
六
〇
・
一
〇
）
。

（

）
『
諸
雑
記
』
は
濱
口
博
章
『
中
世
和
歌
の
研
究

資
料
と
考
証
』
（
新
典
社
、
一
九
九
〇
）
三
八
〇
頁
参
照
。
な
お
、
こ
の
こ

12
と
は
注
（

）
前
掲
井
上
氏
論
文
が
夙
に
指
摘
し
、
太
田
克
也
「
藤
原
教
長
の
初
学
期
の
周
辺

―
興
福
寺
歌
壇
と
の
関
わ
り

5

を
中
心
に

―
」
（
『
和
歌
文
学
研
究
』

、
二
〇
一
五
・
一
二
）
が
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。

111

（

）
〈
表
１
〉
の
作
成
に
お
い
て
参
照
し
た
本
文
は
以
下
の
通
り
（
凡
例
に
挙
げ
た
も
の
は
除
く
）
。
『
楢
葉
集
』
＝
樋
口
芳
麻
呂

13
編
『
楢
葉
和
歌
集
と
研
究
』
（
未
刊
国
文
資
料
刊
行
会
、
一
九
六
一
）
、
『
古
来
風
躰
抄
』
＝
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
『
古
来
風
躰

抄
』
（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
二
）
。
そ
の
他
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
拠
っ
た
。
い
ず
れ
も
清
濁
は
私
意
に
よ
る
。

（

）
鈴
木
徳
男
「
永
縁
奈
良
房
歌
合
」
（
注
（

）
前
掲
和
歌
文
学
大
系
・
解
説
）
三
六
二
頁
。

14

7

（

）
基
俊
は
こ
の
歌
を
『
新
撰
朗
詠
集
』
に
も
採
っ
て
い
る
（
春
興
・

・
藤
為
信
）
。
な
お
、
作
者
に
つ
い
て
『
後
拾
遺
集
』

15

22

は
「
菅
原
為
言
」
（
傍
記
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
マ
マ
、
底
本
は
書
陵
部
本
で
、
そ
の
親
本
で
あ
る
冷
泉
家
本
も
同
様
。
冷
泉

ノ
ブ

家
時
雨
亭
叢
書
『
後
拾
遺
和
歌
集

難
後
拾
遺
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
八
、
一
六
ウ
／
四
二
頁
）
、
『
新
撰
朗
詠
集
』
は
「
藤

為
信
」
と
異
同
が
あ
る
。
「
菅
原
為
言
」
な
る
人
物
は
、
『
勅
撰
作
者
部
類
』
に
は
「
従
五
下
」
「
三
河
守
為
理
―
／
万
［
寿
］

(

男)

四
年
（
引
用
注
：
一
〇
二
七
年
）
三
十
三
叙
」
と
あ
る
が
、
他
資
料
に
未
見
の
た
め
詳
ら
か
で
な
い
。
『
新
撰
朗
詠
集
』
に
従

い
「
藤
原
為
信
」
の
誤
り
と
見
る
べ
き
か
。
そ
れ
な
ら
ば
紫
式
部
の
祖
父
に
あ
た
る
藤
原
為
信
が
該
当
し
、
基
俊
が
「
古
哥
」
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と
い
う
の
も
納
得
で
き
る
。
な
お
後
考
を
俟
ち
た
い
。
な
お
『
勅
撰
作
者
部
類
』
の
本
文
は
、
小
川
剛
生
『
中
世
和
歌
史
の
研

究

撰
歌
と
歌
人
社
会
』
（
塙
書
房
、
二
〇
一
七
）
所
収
の
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
の
翻
刻
に
拠
っ
た
（
四
五
八
頁
）
。
［

］

内
は
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本
、
内
閣
文
庫
蔵
本
に
よ
る
補
入
。

（

）
「
ク
ラ
ク
ハ
ク
ラ
ク
」
は
他
例
の
見
出
せ
な
い
表
現
だ
が
、
の
類
例
と
し
て
は
、
「
春
の
た
を
ま
か
す
る
人
は
な
く
は
な
く
か

16
へ
す
が
へ
す
も
は
な
を
こ
そ
み
め
」
（
『
出
羽
弁
集
』

）
が
見
出
せ
る
。
な
お
覚
誉
は
、
「
月
」
題
で
も
「
ア
キ
ノ
ヨ
ハ
ク
モ

39

ル
ト
イ
ヘ
ド
コ
ト
月
［
ノ
］
サ
ヤ
ケ
キ
ヨ
リ
モ
サ
ヤ
ケ
カ
リ
ケ
［
リ
］
」
（
三
番
右

／
基
負
俊
負
）
と
口
語
的
反
復
表
現
を
用

34

い
て
い
る
。

（

）
大
木
桃
子
「
歌
合
判
詞
に
お
け
る
「
俗
に
近
し
」

―
今
様
の
歌
詞
を
詠
み
込
ん
だ
歌
を
中
心
に

―
」
（
『
国
語
国
文
学
研

17
究
』

、
二
〇
一
四
・
三
）
。

49

（

）
本
文
は
新
間
進
一
編
『
続
日
本
歌
謡
集
成
』
巻
一
（
東
京
堂
出
版
、
一
九
六
四
）
に
拠
っ
た
（
八
一
頁
）
。

18
（

）
空
の
色
を
「
は
な
だ
（
縹
）
」
と
い
う
の
は
、
管
見
で
は
「
は
な
だ
い
ろ
の
秋
の
み
そ
ら
を
わ
た
れ
ば
や
あ
だ
に
は
月
も
西

19
に
う
つ
ろ
ふ
」
（
木
下
長
嘯
子
『
挙
白
集
』
秋
・

）
、
「
お
ほ
空
は
も
と
の
は
な
だ
の
色
な
が
ら
こ
こ
ろ
づ
か
ら
や
帰
る
か
り

859

が
ね
」
（
契
沖
『
漫
吟
集
』
春
・

）
、
「
朝
ぐ
も
り
こ
さ
め
そ
そ
ぎ
て
は
な
だ
色
の
そ
め
て
か
わ
か
ぬ
秋
の
空
か
な
」
（
同
・
秋

392

・

）
と
、
近
世
ま
で
用
例
が
な
い
。

1221

（

）
後
代
の
例
と
し
て
、
「
さ
く
ら
花
ま
つ
の
し
げ
み
に
ま
じ
ろ
へ
ど
あ
だ
な
る
く
せ
は
な
ほ
ら
ざ
り
け
り
」
（
『
為
忠
家
後
度
百

20
首
』
春
・
林
中
桜
・

・
為
忠
）
、
「
な
に
ご
と
に
は
な
に
う
ら
み
を
の
こ
さ
ま
し
さ
き
て
と
く
ち
る
く
せ
な
か
り
せ
ば
」
（
『
有

89

房
集
』

）
が
見
出
せ
る
。

40

（

）
注
（

）
前
掲
太
田
氏
論
文
。

21

12

（

）
た
だ
し
「
さ
ぬ
」
に
つ
い
て
は
、
当
該
歌
合
以
前
に
「
ひ
こ
ぼ
し
の
い
は
ま
く
ら
し
て
さ
ぬ
る
よ
り
き
り
た
ち
こ
め
よ
明
け

22
ば
あ
く
と
も
」
（
『
永
久
百
首
』
秋
・
七
夕
後
朝
・

・
仲
実
）
の
用
例
が
あ
る
。

233
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（

）
「
ナ
ビ
キ
モ
」
は
「
む
ら
さ
き
の
な
だ
か
の
う
ら
の
な
び
き
も
の
こ
ゝ
ろ
は
い
も
に
よ
り
に
し
も
の
を
〔
紫
之
名
高
乃
浦
之

23
靡
藻
之
情
者
妹
尓
因
西
鬼
乎
〕
」
（
『
類
聚
古
集
』

←
『
万
葉
集
』
巻
十
一
・

）
に
、
「
ミ
ワ
ノ
ヒ
バ
ラ
」
は
「
い
に
し
へ
に

1714

2790

あ
り
け
る
人
も
わ
が
ご
と
や
み
わ
の
ひ
ば
ら
に
か
ざ
し
を
り
け
む
〔
古
尓
有
険
人
母
吾
等
架
弥
和
乃
檜
原
尓
挿
頭
折
兼
〕
」（
『
類

聚
古
集
』

←
『
万
葉
集
』
巻
七
・

）
、
「
ゆ
く
か
は
の
す
ぎ
に
し
ひ
と
の
た
を
ら
ず
は
う
ら
ぶ
れ
た
て
り
み
わ
の
ひ
ば
ら
に

1284

1118

〔
往
川
之
過
去
人
之
手
不
折
者
裏
触
立
三
和
之
檜
原
尓
〕
」
（
『
類
聚
古
集
』

←
『
万
葉
集
』
巻
七
・

）
に
そ
れ
ぞ
れ
所
見
。

1285

1119

（

）
宗
延
以
外
に
も
、
信
永
が
「
マ
ク
ズ
ハ
フ
」
（
「
月
」
四
番
左

）
、
信
慶
が
「
ウ
チ
キ
ラ
シ
」
（
「
雪
」
五
番
左

）
と
万
葉

24

35

51

語
を
詠
ん
で
い
る
。
ま
た
、
万
葉
語
で
は
な
い
が
、
「
ケ
ラ
シ
モ
」
（
「
桜
」
七
番
左

・
上
総
）
、
「
サ
ビ
シ
モ
」
（
「
雪
」
四
番

、

、

13

右

・
湛
秀
）
と
上
代
の
終
助
詞
「
も
」
の
例
が
あ
り
、
こ
れ
も
万
葉
的
表
現
と
い
っ
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

50

（

）
久
保
田
淳
『
新
古
今
歌
人
の
研
究
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
三
）
第
二
篇
「
藤
原
俊
成
の
研
究
」
第
三
章
「
歌
論
」

25
第
二
節
「
万
葉
集
に
対
す
る
態
度
」
、
田
村
柳
壹
「
俊
成
歌
論
に
お
け
る
万
葉
摂
取
に
つ
い
て
」
（
『
後
鳥
羽
院
と
そ
の
周
辺
』

笠
間
書
院
、
一
九
九
八

初
出
『
語
文
（
日
本
大
学
）
』

、
一
九
七
四
・
三
）
。

39

（

）
例
え
ば
、「
マ
ク
ズ
ハ
フ
ヤ
マ
ヂ
モ
ハ
レ
テ
ア
キ
ノ
ヨ
ハ
コ
ユ
ル
サ
ト
ビ
ト
ヤ
ス
キ
月
カ
ゲ
」（
「
月
」
四
番
左

・
信
永
、「
マ

26

35

ク
ズ
ハ
フ
」
が
万
葉
語
）
に
つ
い
て
基
俊
は
「
卅
一
字
ト
ル
ベ
キ
ト
コ
ロ
ナ
シ
」
と
手
厳
し
く
批
判
し
て
持
と
し
て
い
る
し
、

万
葉
語
「
な
び
き
も
」
を
詠
む
「
ア
キ
ノ
月
ア
カ
シ
ノ
ウ
ラ
ハ
ナ
ビ
キ
モ
ニ
ス
ム
ワ
レ
カ
ラ
ノ
カ
ズ
モ
ミ
ツ
ベ
シ
」
（
「
月
」
六

番
右

・
宗
延
）
に
対
し
て
も
、
「
『
ナ
ビ
キ
モ
』
ト
ヨ
メ
ラ
ン
哥
ヲ
ミ
侍
ネ
バ
、
オ
カ
シ
ウ
ミ
エ
侍
ラ
ズ
」
と
し
て
持
と
判
定

40

し
て
い
る
。

（

）
「
奈
良
花
林
院
歌
合
、
基
俊
判
、
後
日
作
者
宗
延
法
師
出
陳
状
」
（
『
袋
草
紙
』
下
・
判
者
骨
法
、
四
一
八
頁
）
。

27
（

）
注
（

）
前
掲
和
歌
文
学
大
系
・
二
三
三
頁
脚
注
。

28

7

（

）
『
歌
合
大
成
』
「
史
論
・
総
説
・
書
志
篇
」
三
一
一
四
頁
。
ま
た
最
近
で
も
、
田
口
暢
之
「
比
叡
山
に
お
け
る
歌
合

―
平
安

29
後
期
の
無
動
寺
を
中
心
に

―
」
（
『
日
本
文
学
』

‐

、
二
〇
一
九
・
七
）
が
平
安
期
の
寺
社
に
お
け
る
歌
合
を
整
理
し
て

68

7
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い
る
。

（

）
歌
枕
詠
二
八
首
の
う
ち
半
分
の
一
四
首
が
「
湖
上
月
」
題
で
詠
ま
れ
、
「
志
賀
（
の
浦
）
」
が
七
例
、
「
鳰
の
海
」
が
二
例
、
「
近

30
江
の
湖
」
が
一
例
と
、
大
半
が
琵
琶
湖
を
詠
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
当
該
歌
合
で
大
和
を
詠
む
場
合
が
多
い
の
と
同
じ
く
、
三
井

寺
の
所
在
地
に
寄
せ
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

（

）
参
考
程
度
だ
が
、
『
歌
合
大
成
』

が
『
夫
木
抄
』
か
ら
一
八
首
を
集
成
す
る
「
〔
仁
安
二
年
（
一
一
六
七
）
秋
〕
奈
良
歌
合

31

366

雑
載
」
（
判
者
俊
成
）
で
は
、
一
八
首
中
一
六
首
に
歌
枕
が
詠
ま
れ
、
萩
谷
氏
に
「
本
歌
合
の
和
歌
作
品
の
特
徴
と
し
て
は
、

万
葉
の
用
語
表
現
を
頻
り
に
模
し
た
こ
と
、
殆
ど
全
歌
に
亘
っ
て
、（
中
略
）
地
名
を
多
く
詠
み
込
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
」（
「
考

証
」
項
、
二
二
〇
八
～
二
二
〇
九
頁
）
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（

）
た
だ
し
「
黄
金
が
峰
」
は
和
歌
で
の
用
例
が
乏
し
く
、
ほ
か
に
は
後
代
の
例
で
あ
る
「
神
の
ま
す
こ
が
ね
の
峰
は
の
り
と
き

32
し
わ
し
の
み
山
の
あ
と
と
こ
そ
き
け
」
（
『
夫
木
抄
』

・
信
実
）
が
見
出
せ
る
の
み
で
あ
る
。

9039

（

）
『
清
輔
集
』

、
千
五
百
番
歌
合
・

（
秋
三
・
宮
内
卿
）
、
同

（
雑
一
・
定
家
）
、
同

（
同
・
惟
明
親
王
）
、
『
新
古
今

33

39

1362

2777

2845

集
』

（
羇
旅
・
禅
性
法
師
＝
御
室
五
十
首
作
者
で
建
久
期
の
人
物
）
、
同

（
恋
一
・
実
方
、
た
だ
し
「
み
わ
の
山
も
と
」

966

1062

の
異
同
あ
り
）
な
ど
。
『
万
葉
集
』
歌
は
注
（

）
前
掲
。

23

（

）
基
俊
判
本
「
ミ
ヤ
ギ
ヒ
ク
ハ
ノ
」
で
は
意
不
通
。
俊
頼
判
本
に
よ
り
「
宮
木
曳
く
男
の
」
と
解
す
。

を

34
（

）
『
好
忠
集
』
の
本
文
は
天
理
図
書
館
本
（
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
『
平
安
諸
家
集
（
抽
印
本
）
』
八
木
書
店
、
一
九
七
二
）
に

35
拠
り
、
私
に
濁
点
を
付
し
た
。
歌
番
号
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
拠
る
。

（

）
「
ま
き
も
く
の
あ
な
し
の
山
の
山
人
と
人
も
見
る
が
に
山
か
づ
ら
せ
よ
」
（
『
古
今
集
』
神
遊
び
の
歌
・

）

36

1076

（

）
基
俊
判
詞
中
の
判
読
不
明
の
一
字
は
、
わ
ず
か
に
カ
タ
カ
ナ
「
シ
」
の
よ
う
に
読
め
る
（
注
（

）
前
掲
冷
泉
家
時
雨
亭
叢

37

9

書
・
三
三
頁
）
。
こ
こ
で
は
そ
の
字
母
で
あ
る
「
之
」
を
想
定
し
た
。

（

）
千
五
百
番
歌
合
・

（
春
一
・
寂
蓮
）
、
『
為
家
千
首
』

（
春
）
、
宝
治
元
年
（
一
二
四
七
）
後
嵯
峨
院
歌
合
・

（
早
春

38

28

29

14
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霞
・
雅
光
）
、
『
文
保
百
首
』

（
秋
・
実
重
）
な
ど
。

446

（

）
井
上
文
雄
（
寛
政
一
二
年
〈
一
八
〇
〇
〉
～
明
治
四
年
〈
一
八
七
一
〉
）
に
「
炭
焼
が
か
へ
さ
の
道
に
わ
た
く
し
の
け
ぶ
り

39
も
拾
ふ
椎
の
か
ざ
を
れ
」
（
『
調
鶴
集
』
冬
・

）
の
例
が
あ
る
が
、
時
代
が
あ
ま
り
に
下
る
た
め
い
ま
は
措
く
。

498

（

）
「
お
い
ゆ
け
ど
末
な
き
身
こ
そ
か
な
し
け
れ
片
山
は
た
の
ま
つ
の
か
ざ
を
れ
」
（
『
夫
木
抄
』

・
西
行
）
。
な
お
詞
書
に
「
家

40

13713

集
に
」
と
あ
る
が
、
現
存
の
西
行
家
集
に
は
見
え
な
い
。

（

）
佐
藤
雅
代
「
「
権
僧
正
永
縁
花
林
院
歌
合
」
の
考
察

―
基
俊
・
俊
頼
の
歌
評
態
度
を
め
ぐ
っ
て

―
」
（
『
文
芸
研
究
』

、

41

73

一
九
九
五
・
三
）
、
田
中
幹
子
「
基
俊
の
『
和
漢
朗
詠
集
』
学
習
に
つ
い
て

―
「
多
賀
切
」
詩
題
注
か
ら
の
考
察

―
」（
『
『
和

漢
朗
詠
集
』
と
そ
の
受
容
』
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
六

初
出
『
中
古
文
学
』

、
二
〇
〇
〇
・
一
二
）
。

66

（

）
安
井
重
雄
「
俊
成
判
詞
の
「
不
可
庶
幾
」
と
い
う
評
語
に
つ
い
て
」
（
『
藤
原
俊
成

判
詞
と
歌
語
の
研
究
』
笠
間
書
院
、
二

42
〇
〇
六

初
出
『
自
讃
歌
注
研
究
会
会
誌
』

、
二
〇
〇
〇
・
一
〇
）
一
四
九
頁
。

8

（

）
渡
部
泰
明
「
源
俊
頼
の
方
法
と
『
俊
頼
髄
脳
』
」
（
『
中
世
和
歌
史
論

様
式
と
方
法
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
七

初
出
二
〇

43
一
四
）
一
一
二
～
一
一
三
頁
。

（

）
『
歌
合
大
成
』
は
「
俗
類
に
い
で
ず
」
と
本
文
を
立
て
る
が
、
「
俗
類
」
の
用
例
は
管
見
に
入
ら
な
い
。
「
俗
累
」
は
『
大
漢

44
和
辞
典
』
（
諸
橋
轍
次
編
、
大
修
館
書
店
）
に
立
項
さ
れ
る
語
（
語
義
「
日
常
世
俗
の
事
」
）
で
、
『
懐
風
藻
』
釈
道
融
伝
に
「
遂

脱
俗
累
、
落
飾
出
家
、
精
進
苦
行
、
留
心
戒
律
」
と
用
例
が
見
え
る
た
め
、
こ
ち
ら
の
字
を
あ
て
た
。
『
懐
風
藻
』
の
本
文
は

日
本
古
典
文
学
大
系
『
懐
風
藻

文
華
秀
麗
集

本
朝
文
粋
』
（
小
島
憲
之
校
注
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
四
）
に
拠
る
（
一
七

四
頁
）
。

（

）
基
俊
判
本
「
ト
キ
ハ
ノ
ナ
ヲ
ヤ
ケ
サ
ハ
オ
コ
サ
ン
（
常
磐
の
名
を
や
今
朝
は
起
こ
さ
ん
？
）
」
で
は
歌
意
が
通
り
づ
ら
い
。

45
俊
頼
判
本
は
「
と
き
は
の
き
を
や
け
さ
は
を
る
ら
ん
（
常
磐
の
木
を
や
今
朝
は
折
る
ら
ん
）
」
で
は
、
雪
に
よ
っ
て
常
緑
樹
の

枝
が
折
れ
た
意
に
な
り
、
「
『
青
葉
の
山
』
も
雪
に
よ
っ
て
常
緑
で
は
な
く
な
る
」
と
い
う
歌
の
趣
向
を
活
か
せ
な
い
こ
と
に
な
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る
。
た
だ
し
、
天
理
図
書
館
本
（
二
十
巻
本
）
の
影
印
で
確
認
す
る
と
、
「
き
」
は
「
な
」
に
き
わ
め
て
近
似
し
た
字
形
で
あ

り
（
注
（

）
前
掲
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
・
三
五
頁
）
、
誤
写
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
取
り
合
わ
せ
た
本
文
と

9

な
る
が
、
ひ
と
ま
ず
「
常
磐
の
名
を
や
今
朝
は
折
る
ら
ん
」
で
解
釈
し
た
。
冷
泉
家
本
『
散
木
奇
歌
集
』
（
冬
・

）
も
「
と

663

き
は
の
な
を
や
け
さ
は
を
る
ら
ん
」
と
す
る
。
な
お
『
袋
草
紙
』
所
引
の
本
文
は
下
句
を
「
と
き
は
の
名
を
や
お
と
さ
ん
」
と

し
、
こ
ち
ら
で
は
「
常
緑
の
名
声
を
落
と
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
」
の
意
。

（

）
西
村
加
代
子
「
歌
合
判
詞
と
和
歌
の
創
作

―
歌
語
「
み
が
く
れ
て
」
の
論
争
を
中
心
に

―
」（
『
平
安
後
期
歌
学
の
研
究
』

46
和
泉
書
院
、
一
九
九
七

初
出
『
和
歌
文
学
研
究
』

、
一
九
九
〇
・
四
）
。

60

（

）
『
八
雲
御
抄
』
は
「
み
が
く
れ
て
」
に
つ
い
て
、
「
如
万
葉
は
水
隠
也
。
寄
水
可
詠
存
之
。
而
近
曽
哥
合
或
哥
合
、
無
何
み
が

47
く
れ
て
と
詠
。
哥
合
当
座
に
て
、
予
、
水
離
み
が
く
れ
如
何
、
違
万
葉
本
意
之
由
謂
出
。
定
家
々
隆
共
、
俊
頼
が
『
た
ま
ぐ
し

の
は
に
み
が
く
れ
て
』
と
証
哥
を
申
。
其
上
は
予
不
及
謂
子
細
」
（
巻
四
・
言
語
部
・
世
俗
言
・
一
一
六
頁
）
と
あ
り
、
こ
れ

に
よ
れ
ば
難
を
述
べ
た
の
は
順
徳
天
皇
、
俊
頼
詠
を
証
歌
と
し
て
提
示
し
た
の
は
定
家
・
家
隆
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
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第
二
部

院
政
期
歌
合
の
継
承
と
発
展

第
一
部
で
は
、
院
政
期
歌
合
の
な
か
か
ら
俊
頼
・
基
俊
が
主
に
判
者
と
し
て
関
わ
っ
た
歌
合
を
取
り
上
げ
、
そ
こ
で
詠
ま
れ
た
表

現
の
諸
相
や
、
そ
れ
が
判
詞
で
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
た
の
か
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
俊
頼
・
基
俊
の
関
わ
っ
た
院
政
期

歌
合
と
は
、
一
言
で
い
う
な
ら
ば
、
新
し
い
表
現
を
詠
出
し
、
そ
れ
に
対
し
て
当
座
で
の
難
陳
や
判
詞
で
の
批
評
が
行
わ
れ
る
こ
と

を
通
し
て
、
和
歌
の
表
現
お
よ
び
批
評
の
仕
方
を
深
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
特
に
忠
通
家
の
歌
合
は
晴

儀
の
も
の
で
は
な
く
、
「
密
儀
」
の
歌
合
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
場
で
な
ら
ば
、
晴
れ
が
ま
し
い
場
で
は
躊
躇
さ
れ
る
よ
う
な
新

(

１)

奇
な
表
現
を
詠
む
こ
と
も
許
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
俊
頼
も
基
俊
も
判
者
と
し
て
、
そ
う
し
た
新
し
い
表
現
に
対
し
て
ど

の
よ
う
に
批
評
す
る
べ
き
か
、
試
行
錯
誤
を
し
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
こ
か
ら
ま
た
新
た
な
批
評
が
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

判
者
と
し
て
両
者
に
共
通
す
る
の
は
、
新
し
い
表
現
を
手
放
し
で
賞
讃
す
る
の
で
は
な
く
、
抑
制
的
に
受
け
止
め
よ
う
と
す
る
態

度
で
あ
る
。
和
歌
の
表
現
が
行
き
詰
ま
り
を
迎
え
て
い
た
院
政
期
に
お
い
て
、
新
し
い
表
現
や
発
想
は
つ
ね
に
求
め
ら
れ
て
い
た
が
、

そ
れ
が
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
一
方
で
両
者
に
は
相
違
す
る
点
も
あ
り
、
例
え
ば
万
葉
語
の
摂
取

に
対
す
る
態
度
は
、
基
俊
が
頑
な
に
批
判
的
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
俊
頼
は
肯
定
的
で
柔
軟
な
態
度
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

(

２)

こ
の
よ
う
に
考
え
方
の
異
な
る
両
者
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
歌
合
で
の
和
歌
批
評
は
よ
り
深
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
忠
通
家
で
初

め
て
試
み
ら
れ
た
「
両
判
」
の
歌
合
に
は
、
そ
の
よ
う
な
和
歌
批
評
の
深
化
が
背
景
に
あ
る
と
見
て
よ
い
。
そ
し
て
ま
た
、
「
両
判
」

の
歌
合
が
注
目
さ
れ
る
と
、
判
者
そ
れ
ぞ
れ
が
書
く
「
判
詞
」
そ
れ
自
体
に
も
注
目
が
集
ま
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
い
う
な
れ
ば
、

和
歌
だ
け
で
な
く
「
判
詞
」
も
ま
た
番
え
ら
れ
、
競
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
た
め
で
あ
る
。
そ
う
な
れ
ば
当
然
、
「
判
詞
」
の
あ
り

方
に
も
変
化
が
要
請
さ
れ
、
た
だ
の
行
事
の
記
録
で
は
な
く
、
和
歌
に
対
す
る
批
評
を
備
え
た
も
の
が
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
で

あ
ろ
う
。
俊
頼
・
基
俊
は
、
そ
の
よ
う
に
判
者
が
和
歌
を
批
評
し
、
判
定
を
下
し
て
判
詞
を
書
く
と
い
う
、
歌
合
に
お
け
る
判
者
の

(

３)

あ
り
方
を
決
定
づ
け
た
存
在
と
し
て
、
歌
合
史
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
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さ
て
、
俊
頼
・
基
俊
が
判
者
を
務
め
た
歌
合
の
詠
歌
表
現
を
検
討
す
る
な
か
で
顕
著
に
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
の
は
、
こ
れ
ら
の

歌
合
で
詠
ま
れ
た
表
現
が
、
平
安
末
期
、
特
に
清
輔
を
中
心
と
し
た
六
条
藤
家
の
歌
人
、
ま
た
は
そ
こ
に
近
い
歌
人
に
お
い
て
引
き

継
が
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
第
三
章
な
ど
参
照
）
。
特
に
清
輔
は
、
『
袋
草
紙
』
や
散
佚
歌
書
『
扶
桑
葉
林
』
に
お
い
て
歌

(

４)
合
の
蒐
集
に
力
を
注
い
で
い
た
こ
と
か
ら
、
俊
頼
・
基
俊
ら
の
歌
合
で
の
詠
歌
・
批
評
の
実
践
が
清
輔
の
周
辺
に
形
と
し
て
伝
わ
り
、

享
受
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
い
わ
ば
、
清
輔
に
よ
る
歌
合
蒐
集
事
業
が
、
院
政
期
歌
合
の
享
受
と
い
う
点
に
光
を
当
て
た
の

で
あ
る
。
俊
頼
・
基
俊
の
試
み
は
い
か
に
引
き
継
が
れ
、
い
か
に
発
展
し
て
い
く
の
か
は
、
院
政
期
歌
合
を
和
歌
史
上
に
位
置
づ
け

る
う
え
で
重
要
な
課
題
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
第
二
部
で
は
、
俊
頼
・
基
俊
の
関
わ
っ
た
歌
合
が
ど
の
よ
う
に
後
代
に
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
を
検
討
し
た
い
。
六
条

藤
家
歌
人
が
影
響
を
受
け
た
こ
と
は
ま
ず
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
御
子
左
家
の
俊
成
・
定
家
父
子
を
中
心
に
考

察
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

注
（

）
鳥
井
千
佳
子
「
藤
原
忠
通
と
忠
通
家
歌
合
に
つ
い
て
」
（
新
注
和
歌
文
学
叢
書
『
忠
通
家
歌
合
新
注
』
解
説
、
青
簡
舎
、
二

1
〇
一
五
）
四
〇
五
～
四
一
三
頁
参
照
。

（

）
例
え
ば
奈
良
花
林
院
歌
合
／
永
縁
奈
良
房
歌
合
・
「
郭
公
」
六
番
判
詞
な
ど
。
第
五
章
第
二
節
参
照
。

2
（

）
浅
田
徹
「
歌
合
判
詞
史
に
お
け
る
白
河
院
政
期
（
一
）
・
（
二
）
・
（
三
）
」
（
『
文
藝
と
批
評
』

‐

、

、

、
一
九
九
六

3

8

3

5

8

・
五
、
一
九
九
七
・
五
、
一
九
九
八
・
一
〇

副
題
は
省
略
）
参
照
。

（

）
散
佚
歌
書
『
扶
桑
葉
林
』
は
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
に
外
題
を
『
尚
歯
会
和
歌
』
と
す
る
一
本
（
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
『
和

4
漢
朗
詠
集

和
漢
兼
作
集

尚
歯
会
和
歌
』
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
五
）
が
零
本
と
し
て
知
ら
れ
る
の
み
の
歌
書
で
あ
る
（
内

題
に
「
扶
桑
葉
林
第
六
十
八

宴
歌
十
八
／
尚
歯
会
」
と
あ
る
）
が
、
東
山
御
文
庫
蔵
『
古
今
集
六
巻
抄
』
に
次
の
記
事
が
あ
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り
、
注
目
さ
れ
る
。
本
文
は
片
桐
洋
一
編
『
中
世
古
今
集
注
釈
書
解
題

三
』
（
赤
尾
照
文
堂
、
一
九
八
一
）
に
拠
っ
た
。

煙
事
、
侍
従
中
納
言
為
明

云
、
延
文
五
・
十
月
廿
九
日
、
二
条
前
関
白
古
今
伝
受
之
時
、
仰
云
、
扶
桑
葉
林
云
、
基
俊
判

第
廿
巻
マ
デ
ハ
歌
合
也

詞
云
、
ム
ロ
ノ
八
嶋
ノ
煙
ノ
事
ニ
、
煙
ノ
タ
エ
ヌ
事
ニ
ハ
富
士
ノ
山
ヲ
コ
ソ
イ
ヒ
ナ
ラ
ハ
シ
タ
レ
ト
云
々
。
基
俊
ノ
時
マ

第
十
三
巻

デ
タ
エ
ヌ
フ
ジ
ノ
煙
、
今
ノ
世
ニ
絶
ン
ヤ
。
フ
ジ
ノ
煙
ハ
不
断
、
勿
論
也
。

（
三
八
一
頁
）

こ
こ
か
ら
は
『
扶
桑
葉
林
』
が
二
十
巻
ま
で
歌
合
を
集
成
し
た
書
物
で
あ
っ
た
こ
と
、
基
俊
判
詞
（

元
永
元
年
〈
一
一
一

296

八
〉
十
月
二
日
内
大
臣
忠
通
歌
合
・
「
恋
」
一
番
）
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
歌
の
み
な
ら
ず
判
詞
ま
で
集
成
し
た
書
物

で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
解
題
（
後
藤
昭
雄
）
、
お
よ
び
小
川
剛
生
「
類
聚
か
ら
類
題
へ

―
夫
木

和
歌
抄
の
成
立
と
扶
桑
葉
林

―
」
（
『
中
世
和
歌
史
の
研
究

撰
歌
と
歌
人
社
会
』
塙
書
房
、
二
〇
一
七

初
出
：
夫
木
和
歌

抄
研
究
会
編
『
夫
木
和
歌
抄

編
纂
と
享
受
』
風
間
書
房
、
二
〇
〇
八
）
参
照
。
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第
六
章

俊
頼
・
基
俊
の
歌
合
評
語
と
俊
成
・
定
家

は
じ
め
に

俊
成
は
保
延
四
年
（
一
一
三
八
）
ご
ろ
、
基
俊
に
弟
子
と
し
て
入
門
し
た
。
俊
成
が
基
俊
の
影
響
を
強
く
受
け
た
こ
と
は
疑
い
よ

う
が
な
く
、
特
に
歌
合
の
判
者
と
し
て
基
俊
の
判
詞
に
学
ぶ
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
例
え
ば
、
久
保
田
淳
氏
や
田
村
柳
壹
氏
は
、
俊
成
の
歌
合
判
詞
に
お
け
る
万
葉
歌
摂
取
へ
の
批
評
態
度
に
基
俊
の
影
響
が
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
し
、
渡
部
泰
明
氏
は
俊
成
の
判
詞
に
特
徴
的
な
、
対
象
と
な
る
歌
の
一
部
分
の
み
を
引
い
て
批
評
す
る
「
〈
一

(
１)

句
引
用
〉
」
の
あ
り
方
を
、
基
俊
か
ら
学
ん
だ
も
の
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
安
井
重
雄
氏
は
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
、
俊
成
判
詞

(

２)

に
は
俊
成
自
身
の
名
や
基
俊
の
名
を
提
示
し
て
詞
の
使
用
を
規
制
す
る
よ
う
な
例
が
あ
り
、
「
基
俊
―
俊
成
と
い
う
家
の
系
譜
を
前

面
に
掲
げ
て
歌
語
を
規
制
す
る
意
図
」
（
一
三
一
頁
）
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
、
俊
成
は
基
俊
の
影
響
を
受
け
つ
つ

そ
れ
を
発
展
さ
せ
、
「
個
人
的
批
評
が
自
立
的
に
享
受
さ
れ
る
方
向
を
も
た
ら
し
た
」
（
同
）
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
俊
成
が
歌
合
判

(

３)

者
と
し
て
基
俊
判
詞
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
、
も
は
や
通
説
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

(

４)

で
は
、
俊
成
に
お
け
る
俊
頼
の
影
響
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
基
俊
と
同
時
代
を
生
き
、
時
に
「
両
判
」
の
試
み
な
ど
で
好
敵
手
と

し
て
扱
わ
れ
て
い
る
俊
頼
は
、
俊
成
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
る
の
は
、
『
無

名
抄
』
に
、
俊
成
が
基
俊
に
入
門
し
た
際
の
こ
と
を
語
っ
た
、
次
の
よ
う
な
発
言
が
残
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

五
条
三
位
入
道
談
云
、
「
そ
の
か
み
年
廿
五
な
り
し
時
、
基
俊
の
弟
子
に
な
ら
ん
と
て
、
和
泉
前
司
道
経
を
媒
に
て
、
基
俊

の
家
に
行
き
向
た
る
事
あ
り
き
。
か
の
人
、
そ
の
時
八
十
五
な
り
。
そ
の
夜
八
月
十
五
夜
に
て
さ
へ
あ
り
し
か
ば
、
亭
主
こ
と

に
興
に
入
て
、
歌
の
上
の
句
を
い
ふ
。

仲
の
秋
十
日
五
日
の
月
を
見
て

と
、
い
と
や
う
〳
〵
し
く
な
が
め
出
で
ら
れ
た
り
し
か
ば
、
予
、
こ
れ
を
付
く
。
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君
が
宿
に
て
君
と
明
か
さ
む

と
付
け
た
る
を
、
何
の
珍
し
げ
も
な
き
を
、
い
み
じ
う
感
ぜ
ら
れ
て
、
さ
て
の
ど
か
に
物
語
し
て
、
『
久
し
う
こ
も
り
ゐ
て
、

今
の
世
の
人
の
あ
り
さ
ま
な
ど
も
え
知
り
給
は
ず
。
こ
の
頃
誰
を
か
も
の
知
り
人
に
は
つ
か
う
ま
つ
り
た
る
』
と
問
は
れ
し
か

ば
、
『
九
条
大
納
言
伊
通

、
中
院
大
臣
雅
定

な
ど
を
こ
そ
は
、
心
に
く
き
人
と
は
思
ひ
て
侍
め
れ
』
と
聞
こ
え
し
か
ば
、
『
あ
な
い

と
ほ
し
』
と
て
、
膝
を
た
ゝ
き
て
扇
を
な
む
高
く
使
は
れ
た
り
し
。
か
や
う
に
師
弟
の
契
り
を
ば
申
た
り
し
か
ど
、
よ
み
口
に

い
た
り
て
は
、
俊
頼
に
は
及
ぶ
べ
く
も
あ
ら
ず
。
俊
頼
い
と
や
む
ご
と
な
き
者
な
り
」
と
ぞ
。

（
「
三
位
入
道
基
俊
成
弟
子
事
」
、
二
〇
三
～
二
〇
四
頁
）

こ
れ
に
よ
る
と
俊
成
は
、
基
俊
に
入
門
し
た
も
の
の
、
そ
の
歌
の
「
よ
み
口
」
に
つ
い
て
は
、
師
で
あ
る
基
俊
よ
り
も
、
俊
頼
の

ほ
う
を
評
価
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
『
顕
注
密
勘
』
の
「
密
勘
」
（
定
家
）
に
も
、
俊
成
が
俊
頼
を
高
く
評
価
し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
記
事
が
あ
る
。

(

５)

河
の
瀬
に
な
び
く
玉
も
の
み
が
く
れ
て
人
に
し
ら
れ
ぬ
恋
も
す
る
哉

（
※
『
古
今
集
』
恋
二
・

・
友
則
）

565

「
み
が
く
れ
て
」
と
は
、
「
水
隠
」
也
。
「
み
ご
も
り
」
な
ど
云
も
、
水
に
こ
も
る
也
。
俊
頼
朝
臣
哥
に
、
「
と
へ
か
し
な

玉
ぐ
し
の
は
に
み
が
く
れ
て
」
と
よ
め
る
ぞ
、
「
我
身
を
か
く
る
」
と
よ
め
る
。
其
證
哥
お
ぼ
つ
か
な
き
よ
し
申
侍
し
か

ば
、
…
…
彼
を
ま
ね
び
て
後
見
の
人
よ
め
ら
ん
は
、
沙
汰
に
を
よ
ば
ず
。
…
…

…
…
俊
頼
朝
臣
は
す
べ
て
證
哥
を
ひ
か
へ
、
道
理
を
た
ゞ
し
て
哥
を
よ
ま
ぬ
人
に
て
侍
る
な
り
。
そ
の
身
堪
能
い
た
り
て
、

い
ひ
と
云
事
、
み
な
秀
歌
の
躰
也
。
…
…
時
の
人
も
後
の
人
も
ゆ
る
し
つ
れ
ば
、
や
が
て
先
例
證
哥
に
成
て
も
ち
ゐ
侍
る

也
。
…
…
人
の
く
せ
と
お
も
ひ
な
し
て
信
仰
す
る
許
也
。
さ
れ
ば
、
基
俊
公
は
「
哥
は
俊
頼
に
そ
む
ぜ
ら
れ
ぬ
る
ぞ
か
し
。

ま
ね
び
給
な
。
ま
ん
な
の
文
字
も
か
ゝ
ず
、
し
り
た
る
事
の
な
き
ま
ゝ
に
、
わ
ら
は
べ
の
か
た
る
こ
と
に
つ
き
て
、
無
邊

法
界
の
い
た
づ
ら
事
、
哥
に
よ
み
ち
ら
す
物
ぞ
。
哥
の
外
道
な
り
」
と
ぞ
つ
ね
に
侍
り
け
る
。
亡
父
は
師
匠
金
吾
の
い
は

れ
し
事
な
れ
ど
、
「
哥
を
よ
ま
む
人
の
、
俊
頼
を
も
ど
き
て
は
、
三
十
一
字
は
い
た
づ
ら
事
に
成
な
ん
」
と
ぞ
申
さ
れ
侍
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し
。
…
…

（
中
央
大
学
本
『
顕
注
密
勘
』
中
・
二
五
オ
～
二
七
オ
）

こ
れ
は
第
五
章
で
触
れ
た
「
み
が
く
れ
て
」
を
め
ぐ
る
論
難
を
述
べ
た
箇
所
で
あ
る
が
、
基
俊
が
俊
頼
を
「
哥
の
外
道
」
と
厳
し

く
批
判
す
る
の
に
対
し
て
、
俊
成
は
師
の
言
葉
に
反
し
「
俊
頼
を
も
ど
き
て
は
、
三
十
一
字
は
い
た
づ
ら
事
に
成
な
ん
」
と
称
揚
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

俊
成
が
俊
頼
か
ら
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
た
か
に
つ
い
て
は
、
直
接
の
師
で
あ
る
基
俊
か
ら
の
影
響
に
比
し
て
、
ま
だ
そ
れ
ほ

ど
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
管
見
で
は
、
黒
田
彰
子
氏
が
和
歌
に
お
け
る
本
説
（
典
拠
）
の
問
題
と
、
「
み
さ
び
」

と
い
う
歌
語
、
ま
た
『
千
載
集
』
に
お
け
る
俊
頼
詠
の
あ
り
方
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
が
見
出
せ
た
が
、
本
論
文
の
課
題
で
あ
る
歌

(

６)

合
判
詞
で
の
影
響
関
係
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
手
つ
か
ず
の
状
態
と
い
っ
て
よ
い
。
基
俊
だ
け
で
な
く
、
俊
頼
も
ま
た
俊
成
の
歌

合
判
詞
に
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
俊
成
を
経
た
定
家
に
は
ど
の
よ
う
な
影
響
が
認
め
ら
れ
る
の
か
、
と
い
う

問
題
は
、
院
政
期
歌
合
の
後
代
へ
の
影
響
と
い
う
点
で
も
追
究
す
べ
き
課
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

本
章
で
は
、
俊
頼
・
基
俊
が
創
出
し
た
歌
合
評
語
が
、
俊
成
・
定
家
に
ど
の
よ
う
に
継
承
さ
れ
て
い
る
か
を
調
査
す
る
。
そ
れ
を

通
じ
て
、
院
政
期
歌
合
が
ど
の
よ
う
に
後
代
へ
連
続
し
、
あ
る
い
は
断
絶
し
た
の
か
を
検
討
す
る
一
助
と
し
た
い
。

第
一
節

歌
合
判
者
と
し
て
の
俊
頼
・
基
俊

考
察
に
先
立
ち
、
ま
ず
は
俊
頼
・
基
俊
の
歌
合
判
者
と
し
て
の
活
動
履
歴
を
ま
と
め
て
お
く
。
論
述
の
都
合
上
、
序
論
と
重
な
る

部
分
も
い
く
つ
か
あ
る
が
、
改
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
左
の
〈
表
１
〉
・
〈
表
２
〉
は
、
そ
れ
ぞ
れ
俊
頼
・
基
俊
が
判
者
を
務
め

た
歌
合
を
一
覧
し
た
も
の
で
あ
る
。

〈
表
１
〉
・
〈
表
２
〉
俊
頼
判
歌
合
お
よ
び
基
俊
判
歌
合
一
覧

＊
俊
頼
・
基
俊
が
判
者
を
務
め
た
歌
合
を
一
覧
し
た
。
た
だ
し
、
衆
議
判
の
執
筆
な
ど
、
厳
密
に
は
「
判
者
」
で
は
な
い
場
合
も
含
ん
で
い
る
。
歌
合
名
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称
と
番
号
は
概
ね
『
歌
合
大
成
』
に
拠
る
が
、
『
類
題
鈔
』
な
ど
に
よ
り
改
め
た
場
合
が
あ
る
。
証
本
の
現
存
す
る
も
の
は
ゴ
シ
ッ
ク
で
示
し
た
。

＊

の
名
称
に
つ
い
て
、
『
歌
合
大
成
』
は
一
括
し
て
「
〔
天
治
元
年
春
〕
権
僧
正
永
縁
花
林
院
歌
合
」
と
す
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
本
の
内
題
に
よ
る

311名
称
を
用
い
た
。

＊
俊
頼
・
基
俊
そ
れ
ぞ
れ
が
判
者
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
歌
人
と
し
て
も
出
詠
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
歌
合
は
、
網
掛
け
で
示
し
た
（
代
作
で

の
出
詠
は
含
め
な
い
）
。

＊
「
判
詞
」
項
の
記
号
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
意
味
を
示
す
。
○
…
判
詞
現
存
、×

…
歌
合
証
本
は
現
存
す
る
が
判
詞
を
欠
く
、
△
…
他
文
献
に
判
詞
逸
文

が
残
る
、
□
…
衆
議
判
の
執
筆
を
し
た
判
詞
が
現
存
、
■
…
そ
の
他
、
出
詠
歌
に
言
及
し
た
資
料
が
現
存
、
―
…
不
明

〈
表
１
〉
俊
頼
判
歌
合
一
覧

歌
合
名
称

規
模

判
詞

備
考

康
和
二
年
（
一
一
〇
〇
）
四
月
二
十
八
日
宰
相
中
将
国
信
歌
合

五
題
二
十
番

□

衆
議
判
・
俊
頼
判
詞
執
筆
。
二
十
巻
本
は
判
詞
欠
。

242

長
治
元
年
（
一
一
〇
四
）
五
月
二
十
六
日
左
近
衛
中
将
俊
忠
歌
合

十
題
十
三
番

○

知
ら
れ
る
か
ぎ
り
俊
頼
最
初
の
判
。
孤
本
。

249

長
治
二
年
（
一
一
〇
五
）
七
月
〔
木
工
頭
俊
頼
女
子
達
〕
歌
合

十
題
十
番

○

歌
人
と
し
て
出
詠
せ
ず
（
た
だ
し
一
首
を
代
作
）
。

253

天
仁
二
年
（
一
一
〇
九
）
十
月
右
兵
衛
督
師
頼
歌
合

不
明

△

袋
草
紙
に
判
詞
逸
文
。

260

元
永
元
年
（
一
一
一
八
）
十
月
二
日
内
大
臣
忠
通
歌
合

三
題
三
十
六
番

○

二
十
巻
本
は
零
本
。
基
俊
と
両
判
。

296

元
永
元
年
（
一
一
一
八
）
十
月
十
一
日
内
大
臣
忠
通
歌
合

一
題
五
番
か

○

二
十
巻
本
は
零
本
。
判
詞
に
漢
文
体
が
見
ら
れ
る
。

297

元
永
元
年
（
一
一
一
八
）
十
月
十
三
日
内
大
臣
忠
通
歌
合

三
題
十
八
番

×

俊
頼
は
判
定
の
み
か
。
巻
末
に
忠
通
と
の
贈
答
。

298

元
永
二
年
（
一
一
一
九
）
七
月
十
三
日
内
大
臣
忠
通
歌
合

三
題
三
十
三
番

○

顕
季
（
初
判
）
に
対
す
る
追
判
。

300

保
安
三
年
（
一
一
二
二
）
二
月
二
十
日
無
動
寺
歌
合

五
題
？
番

△

類
題
鈔

。
基
俊
と
両
判
。
袋
草
紙
に
判
詞
逸
文
。

306

353

〔
天
治
元
年
（
一
一
二
四
）
春
〕
永
縁
奈
良
房
歌
合

五
題
三
十
五
番

○

二
十
巻
本
。
基
俊
と
両
判
（
追
判
）
。
孫
教
縁
の
代
作
。

311

天
治
元
年
（
一
一
二
四
）
五
月
無
動
寺
歌
合

五
題
？
番

―

類
題
鈔

。
夫
木
抄
に
四
首
（
判
詞
ナ
シ
）
。

314

354
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大
治
元
年
（
一
一
二
六
）
八
月
摂
政
左
大
臣
忠
通
歌
合

二
題
八
番

○

知
ら
れ
る
か
ぎ
り
俊
頼
最
後
の
判
。

315〈
表
２
〉
基
俊
判
歌
合
一
覧

歌
合
名
称

規
模

判
詞

備
考

（
康
和
二
年
（
一
一
〇
〇
）
四
月
二
十
八
日
宰
相
中
将
国
信
歌
合
）

五
題
二
十
番

■

衆
議
判
・
俊
頼
判
詞
執
筆
。
基
俊
は
「
戯
評
」
執
筆
。

242

（
天
仁
二
年
（
一
一
〇
九
）
十
月
右
兵
衛
督
師
頼
歌
合
）

不
明

△

袋
草
紙
に
逸
文
。
基
俊
は
「
難
判
」
を
提
出
。

260

永
久
四
年
（
一
一
一
六
）
八
月
十
五
日
雲
居
寺
結
縁
経
後
宴
歌
合

十
題
十
五
番

○

瞻
西
結
構
。
知
ら
れ
る
か
ぎ
り
基
俊
最
初
の
判
。

287

元
永
元
年
（
一
一
一
八
）
十
月
二
日
内
大
臣
忠
通
歌
合

三
題
三
十
六
番

○

二
十
巻
本
は
零
本
。
俊
頼
と
両
判
。

296

保
安
二
年
（
一
一
二
一
）
九
月
十
二
日
関
白
内
大
臣
忠
通
歌
合

四
題
三
十
五
番

○

基
俊
単
独
判
。
二
十
巻
本
裏
書
判
は
当
座
の
記
録
か
。

305

保
安
三
年
（
一
一
二
二
）
二
月
二
十
日
無
動
寺
歌
合

五
題
？
番

△

類
題
鈔

。
俊
頼
と
両
判
。
袋
草
紙
に
判
詞
逸
文
。

306

353

〔
天
治
元
年
（
一
一
二
四
）
春
〕
奈
良
花
林
院
歌
合

五
題
三
十
五
番

○

冷
泉
家
本
。
俊
頼
と
両
判
（
初
判
）
。
子
光
覚
の
代
作
。

311

大
治
三
年
（
一
一
二
八
）
八
月
二
十
九
日
神
祇
伯
顕
仲
西
宮
歌
合

十
題
二
十
番

○

群
書
類
従
本
の
み
の
孤
本
。

320

長
承
三
年
（
一
一
三
四
）
九
月
十
三
日
中
宮
亮
顕
輔
歌
合

三
題
三
十
六
番

○

判
詞
に
漢
文
体
が
見
ら
れ
る
。

329

保
延
元
年
（
一
一
三
五
）
八
月
播
磨
守
家
成
歌
合

三
題
？
番

△

類
題
鈔

。
袋
草
紙
・
袖
中
抄
・
夫
木
抄
に
判
詞
逸
文
。

331

441

保
延
元
年
（
一
一
三
五
）
八
月
播
磨
守
家
成
歌
合

不
明

△

類
題
鈔

。
袋
草
紙
・
夫
木
抄
に
判
詞
逸
文
。

332

440

保
延
二
年
（
一
一
三
六
）
三
月
左
京
大
夫
家
成
歌
合

二
題
？
番

△

類
題
鈔

。
夫
木
抄
に
判
詞
逸
文
。

333

442

〔
保
延
二
年
（
一
一
三
六
）
三
月
〕
左
京
大
夫
家
成
歌
合

二
題
？
番

△

類
題
鈔

。
夫
木
抄
に
判
詞
逸
文
。

333

443

保
延
三
年
（
一
一
三
七
）
閏
九
月
中
宮
権
亮
経
定
歌
合

三
題
？
番

△

夫
木
抄
に
判
詞
逸
文
。

と
同
一
か
。

337

338

保
延
四
年
（
一
一
三
八
）〔
十
一
―
十
二
月
〕
或
所
歌
合

不
明

△

袋
草
紙
に
判
詞
逸
文
。

と
同
一
か
。

338

337

※
〔
康
治
元
年
（
一
一
四
二
）
正
月
十
四
日
以
前
〕
琳
賢
古
歌
合

二
十
首
（
十
番
）

―

『
歌
合
大
成
』
別

。
無
名
抄
に
よ
る
。

25



- 184 -

は
衆
議
判
で
、
俊
頼
が
判
詞
を
執
筆
し
、
後
に
隆
源
が
陳
状
を
、
基
俊
が
「
戯
評
」
を
提
出
し
た
歌
合
で
あ
る
か
ら
、
厳
密
に

242
は
両
者
と
も
に
「
判
者
」
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
俊
頼
と
基
俊
（
特
に
俊
頼
）
が
当
座
の
衆
議
を
リ
ー
ド
し
た
こ
と
は

間
違
い
な
い
た
め
、
便
宜
上
〈
表
１
〉
お
よ
び
〈
表
２
〉
に
含
め
た
。
な
お
、
管
見
の
か
ぎ
り
、
こ
れ
ま
で

は
俊
頼
判
の
歌
合
と

314

し
て
言
及
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
『
類
題
鈔
』

に
よ
っ
て
俊
頼
判
の
歌
合
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
『
類
題

(

７)

354

鈔
』

・

に
よ
っ
て
、
『
歌
合
大
成
』
で
は
一
括
の
歌
合
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た

が
二
度
の
歌
合
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

442

443

333

な
お
、
※
で
示
し
た
「
琳
賢
古
歌
合
」
（
『
歌
合
大
成
』
別

）
は
、
『
無
名
抄
』
「
琳
賢
基
俊
を
た
ば
か
る
事
」
の
逸
話
に
よ
っ
て
挙

(

８)

25

げ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
琳
賢
が
『
後
撰
集
』
か
ら
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
歌
二
十
首
を
選
び
出
し
て
番
え
、
基
俊
に
判
を
乞
う

た
撰
歌
合
で
あ
る
。
『
無
名
抄
』
で
は
基
俊
を
批
判
・
揶
揄
す
る
一
連
の
章
段
の
中
に
置
か
れ
た
逸
話
で
あ
り
、
『
歌
合
大
成
』
は
そ

の
存
在
を
疑
問
視
し
て
い
る
が
、
『
無
名
抄
』
の
歌
人
逸
話
が
か
な
り
の
部
分
で
事
実
を
含
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
信
憑

(

９)

性
は
高
い
と
し
た
小
林
一
彦
氏
の
説
に
従
い
、
一
覧
に
掲
げ
た
。
た
だ
し
こ
れ
は
、
そ
の
性
質
か
ら
い
っ
て
他
の
歌
合
と
は
区
別
さ

(
１
０)

れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
れ
ら
の
表
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
ま
ず
判
者
と
し
て
歌
壇
で
重
用
さ
れ
た
の
は
俊
頼
が
先
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
俊

頼
が
正
式
な
意
味
で
の
「
判
者
」
と
し
て
活
動
を
は
じ
め
た
の
は
長
治
四
年
（
一
一
〇
四
）
の

か
ら
で
、
基
俊
が
初
め
て
正
式
な

249

意
味
で
の
「
判
者
」
を
務
め
た
永
久
四
年
（
一
一
一
六
）
の

よ
り
、
十
二
年
も
先
行
し
て
い
る
。
む
し
ろ
基
俊
は
、

で
の
当
座

287

242

の
論
難
や
「
戯
評
」
、
ま
た

の
「
難
判
」
な
ど
に
よ
り
、
俊
頼
と
対
置
さ
れ
る
べ
き
人
物
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ

260

れ
る
。
そ
れ
が

の
「
両
判
」
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
。
こ
の
「
両
判
」
は
、
忠
通
家
で
の
歌
合
に
お
け
る
判
者
、
す
な

296

わ
ち
指
導
者
を
選
定
す
る
た
め
に
講
じ
ら
れ
た
形
態
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
そ
の
結
果
は
、
表
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
俊
頼
が
忠
通

家
歌
壇
の
指
導
者
と
し
て
選
ば
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
第
二
章
参
照
）
。
俊
頼
は
そ
の
後
、
基
本
的
に
忠
通
家
で
の
歌
合
が
判
者

と
し
て
の
活
動
の
中
心
と
な
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
忠
通
家
で
の
歌
合
は
、
俊
頼
没
後
に
は
催
さ
れ
た
記
録
が
な
く
、
指
導
者

た
る
俊
頼
を
失
っ
た
こ
と
で
、

を
最
後
に
途
絶
え
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

315
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一
方
、
基
俊
が
判
者
と
し
て
多
く
の
歌
合
で
活
動
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
俊
頼
の
没
後
が
中
心
で
あ
る
。
俊
頼
の
生
前
は
、
俊

頼
と
の
「
両
判
」
が
多
く
、
基
俊
は
俊
頼
に
次
ぐ
二
番
手
と
見
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
、
俊
頼
が
没
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
歌
合
判
者

の
第
一
人
者
と
認
識
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
特
に
家
成
家
で
の
歌
合
に
お
い
て
は
、
知
ら
れ
る
か
ぎ
り
四
度
も
判
者
を
務

め
て
い
る
。
た
だ
し
い
ず
れ
も
証
本
が
伝
存
せ
ず
、
逸
文
が
伝
わ
る
の
み
で
あ
る
た
め
、
基
俊
晩
年
に
お
け
る
歌
合
に
つ
い
て
は
資

料
が
乏
し
く
、
不
明
な
点
も
多
い
。
晩
年
の
歌
合
に
つ
い
て
は
ひ
と
ま
ず
措
く
こ
と
と
し
た
い
。

第
二
節

俊
頼
・
基
俊
の
歌
合
評
語

で
は
、
俊
頼
・
基
俊
が
歌
合
で
用
い
た
評
語
を
整
理
す
る
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
め
た
い
。
た
だ
し
、
歌
合
に
お
け
る
「
評
語
」
は
多

岐
に
わ
た
り
、
数
や
種
類
も
膨
大
な
量
に
の
ぼ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず
俊
頼
・
基
俊
以
前
に
「
評
語
」
と
し
て
の
使
用
が
見

出
せ
な
い
語
を
中
心
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
次
の
〈
表
３
〉
は
、
そ
の
方
針
で
私
に
抽
出
し
た
俊
頼
・
基
俊
の
歌
合
評
語
六

十
七
語
の
一
覧
に
、
俊
成
・
定
家
に
用
例
が
存
す
る
か
否
か
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
評
語
」
の
認
定
を
め
ぐ
っ
て
は
恣
意
的
で

あ
る
と
の
難
を
免
れ
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
検
索
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
所
収
の
本
文
に
拠
っ
て
い
る
も
の
が
大
半
の
た
め
、
厳
密
な

表
と
は
い
え
な
い
が
、
お
お
よ
そ
の
傾
向
は
つ
か
み
う
る
で
あ
ろ
う
。

〈
表
３
〉
俊
頼
・
基
俊
の
歌
合
評
語
一
覧

＊
『
歌
合
大
成
』『
新
編
国
歌
大
観
』
を
も
と
に
、
俊
頼
・
基
俊
が
歌
合
で
用
い
た
評
語
を
抜
き
出
し
、
五
十
音
順
に
一
覧
し
て
通
し
番
号
（
ゴ
シ
ッ
ク
）

を
付
し
た
。
検
索
対
象
は
証
本
の
伝
存
す
る
歌
合
の
み
と
し
た
。
た
だ
し
同
じ
語
の
打
消
表
現
や
、
形
容
詞
化
・
動
詞
化
・
名
詞
化
と
い
っ
た
品
詞
変

化
の
語
な
ど
は
、
す
べ
て
一
評
語
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
捉
え
、
点
線
で
区
別
し
同
じ
項
目
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
評
語
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
、
俊

頼
・
基
俊
に
用
例
が
な
い
も
の
は
（

）
に
入
れ
た
。
活
用
語
は
終
止
形
（
形
容
動
詞
は
語
幹
）
で
示
す
こ
と
を
原
則
と
す
る
。
な
お
、
例
え
ば
「
聞

き
な
れ
て
も
思
は
ず
」
の
よ
う
に
、
打
消
表
現
を
伴
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
用
例
は
、
一
括
し
て
打
消
表
現
「
聞
き
な
れ
ず
」
の
項
に
入
れ
て
い
る
た

、

め
、
実
際
の
語
形
と
は
異
な
る
場
合
が
あ
る
。



- 186 -

＊
こ
こ
で
の
「
評
語
」
の
範
囲
と
し
て
は
、
「
歌
の
表
現
・
内
容
に
つ
い
て
直
接
的
に
評
し
た
語
で
、
俊
頼
・
基
俊
以
前
に
評
語
と
し
て
の
使
用
が
見
ら

れ
な
い
語
」
と
し
た
。
た
だ
し
、

「
聞
き
所
あ
り
」
、

「
と
ど
こ
ほ
る
」
、

「
な
だ
ら
か
」
は
、
俊
頼
・
基
俊
以
前
に
も
用
例
が
あ
る
が
、
用

18

47

49

例
数
が
多
い
た
め
特
徴
的
な
評
語
と
判
断
し
、
表
に
入
れ
た
。

＊
「
俊
頼
」
「
基
俊
」
の
各
項
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用
例
の
所
在
を
、
『
歌
合
大
成
』
番
号
（
三
ケ
タ
の
算
用
数
字
）
・
歌
合
略
称
（
左
記
参
照
）
・
題
・

番
（
丸
数
字
）
で
示
す
。
用
例
に
は
挙
げ
た
が
、
直
接
に
は
和
歌
を
評
し
た
語
で
は
な
い
も
の
に
は
△
を
、
『
新
編
国
歌
大
観
』
所
収
本
文
に
拠
ら
ず

に
二
十
巻
本
に
拠
っ
た
用
例
に
は
★
を
、
本
文
に
不
審
が
残
る
も
の
は
※
を
そ
れ
ぞ
れ
付
し
た
。
＊
を
付
し
た
用
例
は
「
備
考
」
項
を
参
照
。

国
信
…
康
和
二
年
（
一
一
〇
〇
）
四
月
二
十
八
日
宰
相
中
将
国
信
歌
合

俊
忠
…
長
治
元
年
（
一
一
〇
四
）
五
月
二
十
六
日
左
近
衛
中
将
俊

242

249

忠
歌
合

女
子
達
…
長
治
二
年
（
一
一
〇
五
）
七
月
〔
木
工
頭
俊
頼
女
子
達
〕
歌
合

雲
居
寺
…
永
久
四
年
（
一
一
一
六
）
八
月
十
五
日
雲

253

287

居
寺
結
縁
経
後
宴
歌
合

忠
通
…
元
永
元
年
（
一
一
一
八
）
十
月
二
日
内
大
臣
忠
通
家
歌
合

忠
通
…
元
永
二
年
（
一
一
一
九
）
七
月
十
三

296

300

日
内
大
臣
忠
通
歌
合

忠
通
…
保
安
二
年
（
一
一
二
一
）
九
月
十
二
日
関
白
内
大
臣
忠
通
歌
合

花
林
院
…
〔
天
治
元
年
（
一
一
二
四
）
春
〕

305

311

永
縁
奈
良
房
歌
合
／
奈
良
花
林
院
歌
合

忠
通
…
大
治
元
年
（
一
一
二
六
）
八
月
摂
政
左
大
臣
忠
通
歌
合

西
宮
…
大
治
三
年
（
一
一
二
八
）

315

320

八
月
二
十
九
日
神
祇
伯
顕
仲
西
宮
歌
合

顕
輔
…
長
承
三
年
（
一
一
三
四
）
九
月
十
三
日
中
宮
亮
顕
輔
歌
合

329

＊

国
信
歌
合
は
衆
議
判
を
俊
頼
が
執
筆
し
た
も
の
で
、
そ
の
判
詞
中
に
見
ら
れ
る
評
語
は
、
厳
密
に
は
俊
頼
の
評
語
と
は
い
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

242便
宜
上
「
俊
頼
」
の
項
目
に
入
れ
た
。
た
だ
し
、
そ
の
う
ち
で
基
俊
の
発
言
を
引
い
て
い
る
か
と
推
測
さ
れ
る
も
の
は
「
基
俊
」
の
項
目
に
入
れ
た
。

そ
の
認
定
に
際
し
て
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
『
歌
合
集
』
（
萩
谷
朴
校
注
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
九
）
の
注
釈
を
参
考
に
し
た
。
た
だ
し
こ
れ
も
、

厳
密
に
は
基
俊
の
評
語
と
は
い
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

＊
「
俊
成
」
「
定
家
」
の
各
項
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
評
語
に
つ
い
て
用
例
が
あ
る
か
否
か
を
示
し
、
用
例
数
を
算
用
数
字
で
示
し
た
。
記
号
の
意
味
は
以

下
の
通
り
。
◎
…
用
例
（
五
例
以
上
）
あ
り
、
○
…
用
例
（
五
例
未
満
）
あ
り
、
△
…
用
例
は
あ
る
が
俊
頼
・
基
俊
の
用
い
た
評
語
と
は
意
味
・
用
法

が
異
な
る
、×

…
用
例
な
し
。

＊
「
備
考
」
項
に
は
評
語
の
意
味
の
ほ
か
、
他
の
判
者
に
よ
る
用
例
を
示
し
た
が
、
『
新
編
国
歌
大
観
』
検
索
に
基
づ
く
た
め
厳
密
で
は
な
い
。

＊

「
庶
幾
せ
ず
」
の
「
俊
成
」
項
の
用
例
数
は
、
安
井
重
雄
氏
論
文
の
計
数
に
拠
っ
た
（
『
新
編
国
歌
大
観
』
検
索
で
は

例
）
。

(

１
１)

35

69
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評
語

俊
頼

基
俊

俊
成

定
家

備
考

明
け
暮
れ
の
こ
と

忠
通
・
草
花
⑤

×
×

×

「
普
通
の
こ
と
」
の
意
で
、
発
想
の
凡
庸
を
難
ず
る
語
。

1

300
花
林
院
・
桜
⑦

頓
阿
に
用
例
あ
り
（
第
四
章
参
照
）
。

311

あ
さ
は
な
る

花
林
院
・
桜
⑦

×
×

×

「
浅
離
る
」
で
、
「
少
し
離
れ
て
い
る
」
の
意
か
。

2

311
花
林
院
・
雪
⑦

六
百
番
歌
合
難
陳
に
用
例
あ
り
。
「
お
わ
り
に
」
参
照
。

311

あ
た
ら
し

花
林
院
・
雪
⑤

雲
居
寺
・
露
⑤

◎

○

新
奇
さ
を
否
定
的
に
評
す
る
語
。

3

311

287

14

3

忠
通
・
山
月
②

俊
成
の
用
例
に
つ
い
て
は
上
條
彰
次
氏
に
論
文
が
あ
る
。

(

１
２)

305
忠
通
・
野
風
④

305

あ
り
の
ま
ま

忠
通
・
旅
宿
雁
③

×
×

×

表
現
に
工
夫
が
な
い
こ
と
を
難
ず
る
語
。
他
例
ナ
シ
。

4

315

幽
玄

×

花
林
院
・
祝
②

◎

○

深
遠
で
容
易
に
う
か
が
い
知
れ
な
い
さ
ま
を
評
す
る
。

5

311

15

4

顕
輔
・
紅
葉
②

谷
山
茂
氏
著
書
等
参
照
。

(

１
３)

329

逸
興

×

花
林
院
・
桜
①

×
×

世
俗
を
脱
し
た
よ
う
な
自
由
奔
放
な
面
白
さ
を
い
う
。

6

311
花
林
院
・
桜
④

古
今
集
真
名
序
・
大
伴
黒
主
評
に
拠
る
か
。

(

１
４)

311
花
林
院
・
雪
①

千
五
百
番
歌
合
（
師
光
判
）
に
二
例
あ
り
。

311
顕
輔
・
恋
⑩

329

い
と
ほ
し

×

雲
居
寺
・
風
①

○

×

歌
の
内
容
に
同
情
を
寄
せ
る
評
語
。

7

287

1

忠
通
・
恋
⑪

文
治
二
年
経
房
歌
合
（
季
経
）
に
一
例
。

296
忠
通
・
恋
⑪

俊
成
の
例
は
千
五
百
番
歌
合
・
一
九
七
番
。

305

言
ひ
知
る

×

雲
居
寺
・
苅
萱
④

◎

◎

題
意
に
則
っ
て
い
る
こ
と
を
い
う
か
。

8

287

27

21

西
宮
・
女
郎
花
寄
恋

⑫

定
家
の
用
例
中
、
打
消
表
現
が
一
例
あ
り
。

320
顕
輔
・
月
⑨

329
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う
や
ひ
や
か

×

花
林
院
・
月
①
※

×
×

「
み
や
び
や
か
」
の
誤
写
か
。
い
ず
れ
も
未
見
。

9

311

艶

×

顕
輔
・
紅
葉
⑥

◎

◎

通
親
に
一
例
、
師
光
・
顕
昭
（
い
ず
れ
も
千
五
百
番
歌

10

329

26

11

顕
輔
・
恋
⑩

合
）
に
各
四
例
。

329

妖
艶

×

顕
輔
・
恋
④

○

◎

329

3

9

お
い
ら
か

花
林
院
・
雪
⑥

×
×

×

「
穏
や
か
で
あ
る
」
意
。
他
例
ナ
シ
。

11

311

お
ど
ろ
お
ど
ろ
し

×

忠
通
・
野
風
⑤

×
×

「
大
袈
裟
で
あ
る
、
仰
々
し
い
」
の
意
。

12

305
忠
通
・
庭
露
⑥

六
条
宰
相
歌
合
（
顕
季
判
）
に
一
例
。

305

お
び
た
た
し

国
信
・
初
恋
③

花
林
院
・
桜
⑥

○

×

「
大
袈
裟
で
あ
る
」
の
意
。

13

242

311

1

忠
通
・
時
雨
⑥

清
輔
に
四
例
、
教
長
・
季
経
・
通
親
に
各
一
例
あ
り
。

296
忠
通
・
尋
失
恋
①

俊
成
の
例
は
六
百
番
歌
合
・
落
葉
二
番
。

300
花
林
院
・
桜
⑥

311

思
ふ
心
な
き
に
あ
ら
ず

忠
通
・
恋
⑨

×

○

×

第
三
節
参
照
。
「
～
を
思
ふ
心
」
な
ど
は
除
い
た
。

14

296

1

（
思
ふ
心
あ
り
）

×
×

○

×

俊
頼
・
俊
成
の
ほ
か
に
用
例
は
見
ら
れ
な
い
。

1

思
ふ
所
あ
り

忠
通
・
暮
月
④

×

○

○

表
現
に
工
夫
が
あ
る
こ
と
を
い
う
か
。

15

300

2

4

思
ふ
所
な
き
に
あ
ら
ず

忠
通
・
草
花
③

×

○

×

「
思
ふ
所
あ
り
」
を
消
極
的
に
い
う
語
で
あ
ろ
う
。

300

1

花
林
院
・
郭
公
⑤

311
花
林
院
・
雪
⑤

311

上
下
す

忠
通
・
草
花
⑧

×
×

×

「
上
下
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
」
と
語
順
を
難
じ
る
語
。

16

300
忠
通
・
草
花
⑨

清
輔
に
二
例
あ
り
（
後
述
）
。

300

聞
き
つ
か
ず

忠
通
・
残
菊
①

花
林
院
・
祝
④

○

×

顕
輔
に
二
例
、
清
輔
に
四
例
あ
り
。

17

296

311

2

忠
通
・
残
菊
②

296
忠
通
・
残
菊
⑧

296
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花
林
院
・
祝
④

311

聞
き
所
あ
り

×

西
宮
・
荻
寄
恋

⑯

○

×

長
久
二
年
弘
徽
殿
女
御
歌
合
（
義
忠
判
）
に
一
例
あ
り
。

18

320

1

顕
輔
・
月
⑫

329

聞
き
所
少
な
し

×

顕
輔
・
月
⑫

×
×

329
顕
輔
・
恋
⑨

329

聞
き
所
な
し

×

顕
輔
・
恋
⑧

×
×

329

聞
き
な
る

忠
通
・
残
菊
⑧

忠
通
・
時
雨
⑤

△

△

基
俊
は
肯
定
評
価
だ
が
、
ほ
か
は
否
定
評
価
。

19

296

296

23

13

忠
通
・
恋
⑩

305

聞
き
な
ら
は
ず

×

忠
通
・
野
風
⑤

○

○

俊
成
に
「
聞
き
な
ら
ふ
」
三
例
あ
り
。

305

1

4

聞
き
な
れ
ず

×

忠
通
・
残
菊
①

◎

◎

296

6

6

口
惜
し

国
信
・
夜
恋
⑯

×

◎

○

顕
季
（

忠
通
初
判
）
に
一
例
、

忠
通
・
恋
⑩
の
裏

20

242

7

1

300

305

女
子
達
・
千
鳥
⑩

書
判
に
一
例
、
清
輔
に
も
一
例
あ
り
。

253
忠
通
・
草
花
⑤

300

苦
し
げ

×
忠
通
・
恋
⑦

×
×

石
清
水
若
宮
歌
合
（
定
家
判
）
・
河
上
霞
九
番
に
「
苦

21

296
忠
通
・
庭
露
③

し
」
の
用
例
あ
り
。

305

心
に
く
し

花
林
院
・
郭
公
⑥

西
宮
・
紅
葉
寄
昼

③
※

○

×

清
輔
に
二
例
、
顕
昭
に
三
例
あ
り
。

22

311

320

1

心
ば
し
か
を
る

花
林
院
・
桜
③

×
×

×

他
例
ナ
シ
。

23

311

心
細
し

花
林
院
・
月
②
△

忠
通
・
恋
⑨

◎

×

俊
成
の
用
例
中
二
例
は
名
詞
「
心
細
さ
」
。

24

311

296

22

忠
通
・
恋
⑨

305

こ
ち
た
し

×

忠
通
・
野
風
②

×
×

京
極
派
・
三
十
番
歌
合
に
用
例
あ
り
。

25

305

滑
稽

×

国
信
・
戯
評

×
×

建
長
八
年
百
首
歌
合
（
真
観
判
）
に
用
例
あ
り
。

26

242
忠
通
・
恋
⑤
★

296
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こ
と
あ
り
顔

忠
通
・
残
菊
⑧

×
×

○

順
徳
院
に
一
例
あ
る
が
、
方
人
の
発
言
の
引
用
。

27

296

1

こ
と
あ
り
げ

花
林
院
・
祝
⑦

×

○

×

ほ
か
顕
昭
・
後
鳥
羽
院
に
各
一
例
。

311

3

こ
は
ご
は
し

忠
通
・
草
花
④

忠
通
・
庭
露
③

×
×

仙
洞
十
人
歌
合
（
未
詳
）
・
千
五
百
番
歌
合
（
季
経
）
。

28

300

305

さ
か
さ
ま
な
り

×

西
宮
・
鹿
寄
暁

⑤

×
×

「
文
字
続
き
―
」
。
清
輔
・
六
百
番
歌
合
難
陳
に
各
一
例
。

29

320

支
ふ

忠
通
・
草
花
②

忠
通
・
残
菊
①

◎

○

「
文
字
」
に
つ
い
て
、
支
障
を
き
た
し
て
い
る
こ
と
を

30

300

296

6

3

忠
通
・
草
花
⑥

忠
通
・
恋
③

い
う
語
。
清
輔
に
も
一
例
あ
り
。
俊
成
・
定
家
の
用
法

300

305
西
宮
・
月
寄
述
懐

②

に
つ
い
て
は
田
野
慎
二
氏
論
文
参
照
。

(

１
５)

320

さ
し
ご
と

忠
通
・
暮
月
⑥

×
×

×

表
現
に
工
夫
が
な
い
こ
と
を
い
う
語
か
。

31

300
忠
通
・
尋
失
恋
⑩

他
例
ナ
シ
。

300

秀
逸

×

花
林
院
・
郭
公
①

○

◎

教
長
に
も
一
例
あ
り
。

32

311

1

11

顕
輔
・
恋
①

329

し
き
る

忠
通
・
草
花
⑥

×
×

×

表
現
の
重
複
を
難
ず
る
語
（
第
四
章
参
照
）
。

33

300
花
林
院
・
月
②

副
詞
「
し
き
り
に
」
は
意
味
が
異
な
る
た
め
除
い
た
。

311
花
林
院
・
雪
③

他
例
ナ
シ
。

311

し
た
た
か

×
雲
居
寺
・
萩
③

×
×

伝
統
的
な
詠
み
ぶ
り
に
則
っ
た
堅
実
な
歌
を
評
価
す
る
。

34

287
雲
居
寺
・
霧
⑪

清
輔
・
通
親
・
六
百
番
歌
合
難
陳
に
各
一
例
。

287
忠
通
・
恋
⑤

296
忠
通
・
庭
露
①

305
忠
通
・
庭
露
⑦

305
花
林
院
・
祝
⑦

311
西
宮
・
紅
葉
寄
昼

④

320
西
宮
・
女
郎
花
寄
恋

⑪

320
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庶
幾
せ
ず

×

忠
通
・
恋
⑩
※

◎

◎

凡
例
に
掲
げ
た
安
井
重
雄
氏
論
文
参
照
。

35

296

77

5

す
げ
な
し

忠
通
・
時
雨
⑩

×
×

×

題
に
対
す
る
思
い
入
れ
に
欠
け
る
意
か
。
他
例
ナ
シ
。

36

296

す
べ
ら
か

女
子
達
・
暮
秋
⑧

×

○

×

縁
語
な
ど
詞
の
連
結
が
よ
く
伴
っ
て
い
る
こ
と
を
評
す
。

37

253

1

忠
通
・
時
雨
⑪

顕
昭
に
二
例
あ
り
。

296

す
べ
ら
か
な
ら
ず

国
信
・
初
恋
①

×
×

×

季
経
に
一
例
あ
り
。

242
俊
忠
・
郭
公
②

俊
頼
の
用
法
に
つ
い
て
は
藤
原
將
寛
氏
論
文
参
照
。

(

１
６)

249
俊
忠
・
五
月
雨
③

249
女
子
達
・
暮
秋
⑧

253
忠
通
・
時
雨
⑤

296
忠
通
・
草
花
⑪

300
花
林
院
・
桜
⑤

311
花
林
院
・
郭
公
④

311
花
林
院
・
月
③

311
忠
通
・
旅
宿
雁
①

315
忠
通
・
恋
③

315

俗
に
近
し

×

花
林
院
・
郭
公
②

◎

×

六
百
番
歌
合
難
陳
・
通
親
・
忠
良
に
各
一
例
。

38

311

13

顕
輔
・
恋
⑦

329

俗
累
を
出
で
ず

×

花
林
院
・
桜
①
※

×
×

他
例
ナ
シ
。
『
歌
合
大
成
』
は
「
俗
類
に
出
で
ず
」
と

311
花
林
院
・
祝
②
※

す
る
が
、
私
意
に
よ
っ
て
改
め
た
。
第
五
章
参
照
。

311

た
く
み

忠
通
・
残
菊
④

忠
通
・
残
菊
④

◎

◎

清
輔
三
例
、
六
百
番
歌
合
難
陳
一
例
、
顕
昭
十
二
例
、

39

296

296

9

21

忠
通
・
恋
①

季
経
五
例
、
通
親
四
例
、
師
光
四
例
。

296

た
ま
し
ひ
あ
り

忠
通
・
残
菊
⑦

×
×

×
清
輔
二
例
、
顕
季
・
顕
昭
・
知
家
に
各
一
例
。

40

296
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た
よ
り
あ
り

×

花
林
院
・
祝
③

×
×

清
輔
二
例
、
顕
昭
三
例
、
季
経
一
例
、
師
光
一
例
。

41

311
西
宮
・
鹿
寄
暁

⑤

320
西
宮
・
菊
寄
祝

⑲

320

た
を
や
か

×

雲
居
寺
・
九
月
尽
⑮

×
×

詞
続
き
の
流
麗
さ
を
評
す
る
語
か
。
他
例
ナ
シ
。

42

287
忠
通
・
残
菊
①

296
西
宮
・
月
寄
述
懐

②

320

重
言

×

忠
通
・
残
菊
⑧

×
×

表
現
の
重
複
を
指
摘
す
る
語
。

43

296
花
林
院
・
桜
⑥

摂
政
家
月
十
首
歌
合
（
真
観
判
）
に
基
俊
判
を
引
用
。

311
花
林
院
・
雪
⑤

311

つ
ぶ
ぎ
れ

×

忠
通
・
恋
⑩
★

×
×

表
現
が
細
か
く
分
断
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
評
す
る
か
。

44

296
忠
通
・
恋
⑦

他
例
ナ
シ
。

305

ふ
つ
き
れ

×

花
林
院
・
桜
②
※

×
×

「
つ
ぶ
ぎ
れ
」
の
誤
写
か
。
他
例
ナ
シ
。

311

つ
め
げ

×

忠
通
・
残
菊
③

×
×

「
つ
ま
っ
た
よ
う
な
」
の
意
か
。
他
例
ナ
シ
。

45

296

て
づ
つ

花
林
院
・
桜
①

×

○

×

清
輔
二
例
、
六
百
番
難
陳
四
例
、
季
経
一
例
。

46

311

2

と
ど
こ
ほ
る

花
林
院
・
月
④

忠
通
・
残
菊
⑤

×

○

初
例
は
東
宮
学
士
義
忠
歌
合
（
義
忠
判
）
・
取
苗
人
題
。

47

311

296

3

忠
通
・
恋
④

郁
芳
門
院
根
合
（
顕
房
判
）
に
も
一
例
。

296
花
林
院
・
郭
公
④

通
能
・
顕
昭
・
六
百
番
歌
合
難
陳
に
各
一
例
、
師
光
に

311
花
林
院
・
月
②

二
例
。

311
顕
輔
・
紅
葉
⑨

な
お
、
定
家
の
用
例
は
い
ず
れ
も
打
消
表
現
を
伴
う
。

329
顕
輔
・
紅
葉
⑫

329
顕
輔
・
恋
⑨

329

名
残
な
し

忠
通
・
残
菊
⑤

花
林
院
・
桜
②

○

×
俊
成
「
―
覚
ゆ
」
、
後
鳥
羽
院
「
―
多
し
」
あ
り
。

48

296

311

1
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な
だ
ら
か

忠
通
・
時
雨
③

忠
通
・
恋
⑫

◎

○

伝
統
に
則
っ
た
詠
み
ぶ
り
を
評
価
す
る
語
。

49

296

296

15

1

忠
通
・
時
雨
⑦

忠
通
・
庭
露
④

初
例
は
康
平
六
年
丹
後
守
公
基
歌
合
（
範
永
判
）
・
菊

296

305

忠
通
・
残
菊
①

西
宮
・
月
寄
述
懐

①

三
番
。
東
塔
東
谷
歌
合
に
も
あ
り
。

296

320

忠
通
・
残
菊
⑧

顕
季
に
五
例
（
い
ず
れ
も

忠
通
・
初
判
）

296

300

忠
通
・
恋
⑤

ほ
か
、
清
輔
に
十
二
例
、
通
能
に
三
例
、
顕
昭
・
教
長

296
花
林
院
・
郭
公
②

・
季
経
に
各
二
例
、
通
親
に
十
一
例
、
忠
良
に
一
例
。

311
花
林
院
・
郭
公
⑤

俊
頼
の
用
法
は

「
す
べ
ら
か
」
「
備
考
」
項
に
前
掲

311

37

花
林
院
・
月
⑦

の
藤
原
將
寛
氏
論
文
参
照
。

311
花
林
院
・
祝
⑥

311
忠
通
・
旅
宿
雁
②

315
忠
通
・
恋
③

315

な
だ
ら
か
な
ら
ず

忠
通
・
時
雨
⑨

×

○

×

顕
季
に
一
例
（
六
条
宰
相
実
行
歌
合
）
。

296

2

忠
通
・
草
花
⑤

教
長
・
通
親
に
各
一
例
。

300
花
林
院
・
雪
⑤

311

な
だ
ら
ぐ

忠
通
・
旅
宿
雁
①

×
×

×

「
な
だ
ら
か
な
り
」
の
動
詞
化
。
他
例
ナ
シ
。

315

に
ほ
ひ
多
し

俊
忠
・
蘆
橘
④

×

＊

×

＊
「
―
あ
り
」
一
例
、
「
―
深
し
」
一
例
。

50

249

に
ほ
ひ
な
し

花
林
院
・
祝
②

忠
通
・
恋
⑦

○

×

俊
成
に
は
「
―
少
な
し
」
二
例
あ
り
。

311

305

1

は
る
か
に
お
ぼ
ゆ

×

花
林
院
・
雪
⑦

×

○

第
三
節
参
照
。
ほ
か
に
類
例
は
ナ
シ
。

51

311

1

ひ
た
く
ち

忠
通
・
草
花
⑧

×
×

×

表
現
が
露
骨
で
工
夫
が
な
い
こ
と
を
難
ず
る
語
（
第
四

52

300
忠
通
・
尋
失
恋
⑦

章
参
照
）
。
他
例
ナ
シ
。

300
花
林
院
・
祝
④

311

ひ
ま
多
し

×

忠
通
・
山
月
③

×
×

表
現
に
抜
か
り
が
あ
る
こ
と
を
い
う
か
。
他
例
ナ
シ
。

53

305
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見
所
あ
り

×

忠
通
・
恋
⑧

○

○

「
見
る
べ
き
と
こ
ろ
が
あ
る
」
意
。

54

305

4

3

西
宮
・
萩
寄
恋

⑩

顕
昭
一
例
、
師
光
七
例
。

320
顕
輔
・
月
①

329

見
所
な
し

忠
通
・
残
菊
⑦
△

忠
通
・
野
風
①

○

○

296

305

2

3

（
見
所
多
し
）

×
×

○

○

3

3

（
見
所
多
か
ら
ず
）

×
×

○

×

1

（
見
所
少
な
し
）

×
×

○

×

忠
良
に
一
例
。

1

見
馴
れ
ず

×

花
林
院
・
雪
⑦

×
×

打
消
表
現
は
他
例
ナ
シ
。

55

311

（
見
馴
る
）

×
×

○

○

師
光
に
一
例
あ
り
。

2

1

耳
近
し

×

忠
通
・
恋
⑭

×
×

他
例
ナ
シ
。

56

305

耳
遠
し

女
子
達
・
月
⑦

×
×

△

定
家
の
例
は
い
ず
れ
も
方
人
の
発
言
を
引
く
。

253

2

耳
と
ま
る

国
信
・
遇
不
逢
恋
⑩

×

◎

×

表
現
が
耳
障
り
な
こ
と
を
い
う
。

57

242

5

俊
忠
・
恋
⑫
＊

＊
の
用
例
は
、
俊
頼
が
天
徳
内
裏
歌
合
を
引
用
す
る
中

249
忠
通
・
残
菊
①

で
用
い
た
も
の
だ
が
、
も
と
の
天
徳
内
裏
歌
合
に
「
耳

296
花
林
院
・
桜
④

と
ま
る
」
の
語
は
見
出
せ
な
い
。
第
三
節
参
照
。

311
花
林
院
・
桜
⑥

311
花
林
院
・
祝
②

311

耳
に
と
ど
ま
る

忠
通
・
時
雨
⑪

×
×

△

定
家
の
用
例
は
打
消
表
現
を
伴
う
。

296

1

忠
通
・
草
花
⑤

300

耳
馴
れ
ず

×

忠
通
・
山
月
②

×
○

前
例
の
な
い
表
現
を
難
ず
る
語
。

58

305

1

忠
通
・
野
風
④

305

（
耳
馴
る
）

×
×

×

○

顕
昭
に
一
例
。

3
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む
く
つ
け
げ

×

忠
通
・
恋
⑤

×
×

「
不
気
味
で
あ
る
」
の
意
。
他
例
ナ
シ
。

59

296

明
言
を
を
か
す

忠
通
・
恋
⑦

×
×

×

後
の
「
制
詞
」
に
近
い
も
の
か
。
他
例
ナ
シ
。

60

296

目
と
ど
ま
ら
ず

×

西
宮
・
鹿
寄
暁

⑤

×
×

師
光
に
打
消
表
現
を
伴
わ
な
い
用
例
あ
り
。

61

320
西
宮
・
薄
寄
恋

⑭

320

目
も
驚
か
ず

忠
通
・
恋
⑩

顕
輔
・
恋
⑥
＊

×
×

＊
基
俊
の
用
例
は
漢
文
体
で
「
不
驚
耳
目
」
。

62

296

329

忠
通
・
草
花
⑧

顕
昭
に
四
例
あ
り
。

300

や
う
あ
り
げ

忠
通
・
暮
月
⑥

×
×

×

六
百
番
歌
合
難
陳
に
三
例
、
顕
昭
に
一
例
。

63

300

や
さ
し

×

忠
通
・
恋
③

○

○

後
鳥
羽
院
に
二
十
一
例
見
出
せ
る
。

64

296

2

1

や
す
ら
か

×

西
宮
・
蘭
寄
恋

⑱

◎

◎

顕
昭
に
三
例
、
忠
良
、
後
鳥
羽
院
に
各
一
例
。

65

320

17

5

（
や
す
ら
か
な
ら
ず
）

×
×

○

○

顕
昭
に
一
例
。

2

3

よ
み
ま
す

花
林
院
・
雪
②

×
×

×

清
輔
・
顕
昭
・
行
家
に
各
一
例
。

66

311

を
さ
な
し

忠
通
・
残
菊
⑥

×

○

○

表
現
が
稚
拙
な
こ
と
を
難
ず
る
語
。

67

296

1

1

忠
通
・
残
菊
⑩

顕
季
・
顕
昭
・
季
経
に
各
一
例
あ
り
。

296
花
林
院
・
月
②

六
百
番
歌
合
難
陳
に
二
例
あ
り
。

311

を
さ
な
げ

忠
通
・
残
菊
⑫

×
×

×

他
例
ナ
シ
。

296
忠
通
・
尋
失
恋
⑦
※

300
花
林
院
・
桜
②

311
花
林
院
・
桜
③

311

を
さ
な
ぶ

忠
通
・
旅
宿
雁
③

×
×

×

知
家
に
用
例
あ
り
。

315

右
の
〈
表
３
〉
か
ら
わ
か
る
こ
と
を
い
く
つ
か
整
理
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
一
見
し
て
明
ら
か
な
の
は
、
俊
頼
と
基
俊
の
使
用
す
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る
評
語
で
重
な
る
も
の
が
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。
〈
表
３
〉
に
掲
げ
た
六
十
七
の
評
語
の
う
ち
、
俊
頼
・
基
俊
の
両
者
に
用
例
が
あ

る
も
の
は
次
の
十
三
語
し
か
な
い
（
カ
ッ
コ
内
の
数
字
は
そ
れ
ぞ
れ
の
用
例
数
）
。

「
あ
た
ら
し
」
（
俊

基

）

「
お
び
た
た
し
」
（
俊

基

）

「
聞
き
つ
か
ず
」
（
俊

基

）

3

1

3

13

4

1

17

4

1

「
聞
き
な
る
／
聞
き
な
れ
ず
」
（
俊

基

）

「
心
に
く
し
」
（
俊

基

）

「
こ
は
ご
は
し
」
（
俊

基

）

19

1

4

22

1

1

28

1

1

「
支
ふ
」
（
俊

基

）

「
た
く
み
」
（
俊

基

）

「
と
ど
こ
ほ
る
」
（
俊

基

）

30

2

3

39

2

1

47

1

7

「
名
残
な
し
」
（
俊

基

）

「
な
だ
ら
か
」
（
俊

基

）

「
に
ほ
ひ
」
（
俊

基

）

48

1

1

49

14

3

50

2

1

「
目
も
驚
か
ず
」
（
俊

基

）

62

2

1

し
か
も
多
く
の
場
合
、
両
者
の
用
例
数
に
は
偏
り
が
あ
る
。
例
え
ば

「
と
ど
こ
ほ
る
」
な
ど
は
、
基
俊
に
七
例
見
ら
れ
る
の
に

47

対
し
て
、
俊
頼
は
一
例
の
み
で
あ
る
。
逆
に

「
な
だ
ら
か
」
で
は
、
基
俊
が
三
例
し
か
見
え
な
い
の
に
対
し
て
、
俊
頼
に
は
十
四

49

例
も
見
ら
れ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
俊
頼
・
基
俊
の
両
者
は
相
互
に
そ
れ
ほ
ど
影
響
を
与
え
ず
、
ま
た
相
互
に
影
響
を
受
け
ず
に
、
そ

れ
ぞ
れ
が
独
自
に
歌
合
評
語
を
創
出
し
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
が
う
か
が
え
る
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
証
本
が
伝
存
す
る

歌
合
の
み
を
対
象
と
し
て
調
査
し
た
結
果
か
ら
の
推
測
で
し
か
な
い
が
、
し
か
し
俊
頼
・
基
俊
の
歌
合
判
詞
を
読
む
と
、
そ
の
書
き

方
は
ず
い
ぶ
ん
と
異
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
外
し
て
は
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

(

１
７)

俊
頼
・
基
俊
の
使
用
し
た
評
語
が
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
た
か
を
見
て
み
る
と
、
ま
ず
、
俊
頼
ま
た
は
基
俊
が
用
い
た
後
、

ま
っ
た
く
評
語
と
し
て
の
用
例
が
見
ら
れ
な
い
語
が
、
〈
表
３
〉
で
は
次
の
よ
う
に
十
八
語
あ
る
。
散
佚
し
た
歌
合
の
場
合
も
考
え

あ
わ
せ
れ
ば
、
新
し
く
創
出
さ
れ
て
も
、
後
代
に
注
目
さ
れ
な
い
ま
ま
消
え
て
い
っ
た
評
語
も
か
な
り
の
数
に
上
る
と
思
わ
れ
る
。

「
あ
り
の
ま
ま
」
（
俊
）

「
う
や
ひ
や
か
」
（
基
）

「
心
ば
し
か
を
る
」
（
俊
）

「
さ
し
ご
と
」
（
俊
）

4

9

23

31

「
し
き
る
」
（
俊
）

「
す
げ
な
し
」
（
俊
）

「
俗
累
を
出
で
ず
」
（
基
）

「
た
を
や
か
」
（
基
）

33

36

38

42

「
重
言
」
（
基
）

「
つ
ぶ
ぎ
れ
／
ふ
つ
き
れ
」
（
基
）

「
つ
め
げ
」
（
基
）

「
な
だ
ら
ぐ
」
（
俊
）

43

44

45

49

「
ひ
た
く
ち
」
（
俊
）

「
ひ
ま
多
し
」
（
基
）

「
耳
近
し
」
（
基
）

「
む
く
つ
け
げ
」
（
基
）

52

53

56

59
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「
明
言
を
を
か
す
」

「
を
さ
な
げ
」
（
俊
）

60

68

ま
た
、
「
備
考
」
項
に
お
い
て
目
に
つ
く
の
は
清
輔
・
顕
昭
・
季
経
と
い
っ
た
六
条
藤
家
歌
人
の
存
在
で
あ
る
。
彼
ら
は
清
輔
を

中
心
に
、
特
に
俊
頼
の
用
い
た
歌
合
評
語
を
用
い
る
場
合
が
多
い
。
一
部
を
挙
げ
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

「
お
び
た
た
し
」
（
清
輔

・
季
経

）

「
上
下
す
」
（
清
輔

）

「
聞
き
つ
か
ず
」
（
顕
輔

・
清
輔

）

13

4

1

16

2

17

2

4

「
心
に
く
し
」
（
清
輔

・
顕
昭

）

「
し
た
た
か
」
（
清
輔

・
通
親

）

22

2

3

34

1

1

「
す
べ
ら
か
」
（
季
経

・
顕
昭

）

「
た
ま
し
ひ
あ
り
」
（
顕
季

・
清
輔

・
顕
昭

・
知
家

）

37

1

2

40

1

2

1

1

「
よ
み
ま
す
」
（
清
輔

・
顕
昭

・
行
家

）

「
を
さ
な
し
」
（
顕
季

・
顕
昭

・
季
経

）

66

1

1

1

67

1

1

1

こ
の
う
ち
、
例
え
ば
、

「
た
ま
し
ひ
あ
り
」
な
ど
は
、
俊
頼
が
用
い
た
後
、
顕
季
・
清
輔
・
顕
昭
・
知
家
と
、
六
条
藤
家
・
反

40

御
子
左
派
の
判
者
に
の
み
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
や
は
り
俊
頼
・
基
俊
の
関
わ
っ
た
歌
合
は
、
歌
語
の
み
な
ら
ず
評
語
（
特
に
俊
頼

(

１
８)

の
も
の
）
も
、
清
輔
を
中
心
と
す
る
六
条
藤
家
歌
人
た
ち
に
多
く
引
き
継
が
れ
た
と
見
ら
れ
る
。
一
例
と
し
て
、
清
輔
に
の
み
引
き

継
が
れ
た

「
上
下
す
」
を
例
に
見
て
み
た
い
。

(

１
９)

16

○

「
上
下
す
」

16
〈
俊
頼
の
用
例
〉

ａ
年
を
へ
て
ふ
る
の
ゝ
小
野
に
匂
へ
ど
も
猶
め
づ
ら
し
き
萩
の
は
つ
花
（

忠
通
歌
合
・
「
草
花
」
八
番
左
・

・
雅
光
、
俊
持
）

300

15

又
判
云
、
左
歌
は
、
「
ふ
る
の
ゝ
を
の
に
」
な
ん
ど
い
へ
る
わ
た
り
、
い
ひ
な
れ
た
る
様
な
れ
ど
も
、
お
ぼ
つ
か
な
し
。

ふ
る
野
の
う
ち
に
、
又
べ
ち
に
「
を
の
」
と
い
へ
る
所
の
あ
る
に
や
。
さ
も
な
け
れ
ど
、
た
ゞ
な
ど
か
は
さ
も
い
は
ざ
ら

ん
と
い
は
ん
事
は
、
證
歌
に
な
る
べ
き
事
に
や
。
ふ
る
野
に
さ
け
ら
ば
、
め
も
お
ど
ろ
く
ま
じ
け
れ
ど
、「
猶
め
づ
ら
し
」

と
い
へ
る
ほ
ど
、
心
あ
り
。
さ
き
に
も
、
こ
れ
が
や
う
な
る
哥
は
き
こ
え
つ
れ
ど
も
、
若
、
上
下
し
て
ま
ぎ
れ
て
き
こ
ゆ
。

…
…

ｂ
あ
だ
し
の
ゝ
花
の
錦
や
と
こ
な
ら
ん
露
ふ
し
あ
か
す
女
郎
花
か
な
（

忠
通
歌
合
・
「
草
花
」
九
番
右
・

・
通
経
、
俊
持
）

は
ぎ(

廿)

300

18



- 198 -

又
判
云
、
…
…
右
歌
に
、
「
萩
の
に
し
き
や
床
な
ら
ん
」
と
い
へ
る
事
、
お
ぼ
つ
か
な
し
。
も
し
、
「
と
こ
に
し
き
」
と
い

へ
る
も
の
ゝ
あ
る
を
い
へ
る
に
や
。
さ
ら
ば
、
句
上
下
し
た
り
。
た
ゞ
「
床
」
と
い
へ
る
か
。
又
、
さ
る
に
て
も
、
「
露

ふ
し
あ
か
す
」
と
は
な
に
事
ぞ
。
し
ら
ぬ
事
な
り
。
も
し
、
「
露
ぶ
し
す
」
な
ど
い
へ
る
こ
と
の
あ
る
を
よ
め
る
か
。
そ

れ
に
て
は
よ
ま
れ
た
ら
ん
や
。
お
ぼ
つ
か
な
き
事
か
な
。
…
…

〈
清
輔
の
用
例
〉

ｃ
妻
こ
ふ
る
さ
夜
ふ
け
が
た
の
鹿
の
ね
に
声
う
ち
そ
へ
て
秋
風
ぞ
吹
く

（

仁
安
二
年
（
一
一
六
七
）
八
月
太
皇
太
后
宮
亮
経
盛
歌
合
・
「
鹿
」
二
番
右
負
・

・
為
親
）

365

28

左
右
、
お
な
じ
さ
ま
に
は
べ
る
に
、
右
の
「
つ
ま
こ
ふ
る
さ
夜
ふ
け
が
た
」
、
詞
上
下
し
た
る
や
う
な
り
。
「
さ
夜
ふ
け
が

た
に
妻
こ
ふ
る
」
と
ぞ
い
は
ま
ほ
し
き
。
…
…

ｄ
吹
き
は
ら
ふ
月
の
あ
た
り
の
雲
み
れ
ば
春
は
い
と
ひ
し
風
ぞ
う
れ
し
き

（

仁
安
二
年
（
一
一
六
七
）
八
月
太
皇
太
后
宮
亮
経
盛
歌
合
・
「
月
」
八
番
右
負
・

・
伊
行
）

365

64

右
、
「
月
の
あ
た
り
の
く
も
ふ
き
は
ら
ふ
」
と
ぞ
い
は
ふ
べ
き
。
詞
上
下
し
て
き
こ
ゆ
。
大
か
た
も
玉
し
ひ
な
き
や
う
な

(

マ
マ)

り
。
…
…

評
語
「
上
下
す
」
の
用
例
は
こ
の
四
例
の
み
で
あ
る
。
俊
頼
の
例
は
、
ｂ
の
場
合
、
「
は
ぎ
の
錦
や
と
こ
な
ら
ん
」
（
判
詞
所
引
の

句
を
見
る
と
、
二
十
巻
本
が
正
し
い
本
文
と
思
わ
れ
る
）
と
詠
ん
で
い
る
の
が
わ
か
り
づ
ら
く
、
「
と
こ
に
し
き
」
の
こ
と
で
あ
ろ

う
か
、
そ
れ
な
ら
ば
句
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
、
と
い
う
指
摘
で
あ
ろ
う
。
ａ
の
場
合
は
、
「
さ
き
に
も
…
…
」
と
あ
る
の
は
、
同

じ

忠
通
歌
合
・
「
草
花
」
三
番
右
の
「
を
み
な
へ
し
匂
ふ
は
秋
の
さ
が
な
れ
ど
猶
は
つ
花
は
め
づ
ら
し
き
か
な
」
（

・
定
信
）
を

300

6

指
す
と
思
わ
れ
、
傍
線
部
「
猶
は
つ
花
は
め
づ
ら
し
き
か
な
」
と
ａ
の
下
句
「
猶
め
づ
ら
し
き
萩
の
は
つ
花
」
と
の
類
似
性
（
入
れ

替
わ
っ
た
だ
け
で
あ
る
こ
と
）
を
指
摘
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
清
輔
の
例
ｃ
・
ｄ
も
語
順
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
文

脈
で
あ
る
が
、
注
意
さ
れ
る
の
は
、
俊
頼
は
た
だ
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
こ
と
（
あ
る
い
は
、
類
似
し
て
い
る
こ
と
）
を
指
摘
す
る
に
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留
め
る
だ
け
で
あ
っ
た
も
の
が
、
清
輔
に
お
い
て
は
積
極
的
に
添
削
を
勧
め
る
た
め
に
「
上
下
す
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
清
輔
は
自
身
の
歌
合
判
詞
に
お
い
て
、
俊
頼
の
評
語
を
学
び
、
そ
れ
を
和
歌
表
現
の
指
導
を
す
る
た
め
の
評
語
へ
と
発
展
さ
せ

た
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
本
章
の
課
題
で
あ
る
、
俊
成
・
定
家
へ
の
継
承
と
い
う
点
で
見
れ
ば
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
数
量
的
に
多
く
継
承
さ
れ

た
評
語
、
す
な
わ
ち
五
例
以
上
の
使
用
が
見
ら
れ
、
〈
表
３
〉
中
で
「
◎
」
の
記
号
を
付
し
た
評
語
を
抜
き
出
し
て
み
る
と
、
左
の

よ
う
に
な
る
（
カ
ッ
コ
内
の
算
用
数
字
は
用
例
数
。
「
←
俊
」
「
←
基
」
は
ど
ち
ら
の
影
響
を
受
け
た
か
を
、
も
と
の
用
例
が
数
量
的

に
多
い
ほ
う
で
示
し
た
）
。

〈
俊
成
・
◎
評
語
〉

「
あ
た
ら
し
」
（

←
基
）

「
幽
玄
」
（

←
基
）

「
言
ひ
知
る
」
（

←
基
）

「
艶
」
（

←
基
）

3

14

5

15

8

27

10

26

「
聞
き
な
る
／
聞
き
な
れ
ず
」
（

／

←
基
）

「
口
惜
し
」
（

←
俊
）

「
心
細
し
」
（

←
基
）

19

23

6

20

7

24

22

「
支
ふ
」
（

←
基
）

「
庶
幾
せ
ず
」
（

←
基
）

「
俗
に
近
し
」
（

←
基
）

「
た
く
み
」
（

←
俊
）

30

6

35

77

38

13

39

9

「
な
だ
ら
か
」
（

←
俊
）

「
耳
と
ま
る
」
（

←
俊
）

「
や
す
ら
か
」
（

←
基
）

49

17

57

5

65

19

〈
定
家
・
◎
評
語
〉

「
言
ひ
知
る
」
（

←
基
）

「
艶
／
妖
艶
」
（

／

←
基
）

「
聞
き
な
る
／
聞
き
な
れ
ず
」
（

／

←
基
）

8

21

10

11

9

19

15

6

「
秀
逸
」
（

←
基
）

「
庶
幾
せ
ず
」
（

←
基
）

「
た
く
み
」
（

←
俊
）

「
や
す
ら
か
」
（

←
基
）

32

11

35

5

39

21

65

8

一
見
し
て
、
や
は
り
基
俊
の
評
語
の
ほ
う
が
、
圧
倒
的
に
俊
成
・
定
家
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
看
取
で
き
る
。
こ
れ
ら
の

う
ち
、
例
え
ば

「
幽
玄
」
や

「
艶
」
、

「
支
ふ
」
、

「
庶
幾
せ
ず
」
、

「
俗
に
近
し
」
な
ど
は
す
で
に
俊
成
が
基
俊
判
詞

5

10

30

35

38

か
ら
学
ん
だ
評
語
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
た
だ
し

「
支
ふ
」
は
俊
頼
に
も
用
例
が
あ
り
、
ま
た

「
庶
幾
せ
ず
」
に

(

２
０)

30

35

つ
い
て
は
本
文
に
問
題
が
残
る
。

に
つ
い
て
は
第
七
章
参
照
）
。
し
か
し
俊
成
に
も
、
俊
頼
判
詞
か
ら
影
響
を
受
け
た
と
思
し
い

35

例
が
あ
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
よ
う
。

「
た
く
み
」
や

「
な
だ
ら
か
」
は
基
俊
に
も
用
例
が
あ
る
た
め
、
明
確
に
俊
頼
の
影
響
と

39

49
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は
言
い
切
れ
な
い
が
、

「
耳
と
ま
る
」
は
基
俊
に
用
例
が
な
く
、
俊
頼
の
影
響
と
推
測
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
定
家
は
俊
成

57

に
比
べ
て
数
量
的
に
影
響
を
受
け
た
も
の
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
こ
れ
は
、
基
俊
―
俊
成
―
定
家
と
評
語
が
継
承
さ

れ
て
い
く
な
か
で
、
使
用
す
る
評
語
が
取
捨
選
択
さ
れ
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
確
実
に
影
響
を
受
け
て
い
る
と
判
断
で
き
る
も
の
と
し
て
、
俊
頼
・
基
俊
の
ど
ち
ら
か
一
方
の
み
が
使
用
し
、
ほ
か
の
判

者
に
も
使
用
さ
れ
た
形
跡
が
な
い
評
語
で
、
俊
成
・
定
家
が
使
用
し
た
も
の
を
考
え
る
。
〈
表
３
〉
か
ら
挙
げ
る
と
、
俊
成
の
場
合

は

「
思
ふ
心
な
き
に
あ
ら
ず
／
（
思
ふ
心
あ
り
）
」
（
←
俊
頼
）
、
定
家
の
場
合
は

「
こ
と
あ
り
顔
」
（
←
俊
頼
）
、

「
は
る
か

14

27

51

に
お
ぼ
ゆ
」
（
←
基
俊
）
の
例
が
該
当
す
る
。
こ
れ
ら
は
ほ
か
に
類
例
が
見
出
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
ひ
と
ま
ず
影
響
例
と
見
な
し
て

よ
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
見
て
き
た
よ
う
に
、
や
は
り
俊
成
・
定
家
に
お
い
て
は
、
主
に
基
俊
の
用
い
た
評
語
が
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い

っ
て
よ
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
わ
ず
か
に
俊
頼
か
ら
の
影
響
と
考
え
ら
れ
る
例
も
あ
り
、
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
次

節
で
検
討
し
た
い
。

第
三
節

俊
成
・
定
家
に
お
け
る
俊
頼
・
基
俊
の
歌
合
評
語

俊
頼
・
基
俊
の
創
出
し
た
歌
合
評
語
を
、
俊
成
や
定
家
は
ど
の
よ
う
に
享
受
し
た
の
か
。
基
俊
か
ら
俊
成
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は

す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
俊
頼
か
ら
の
影
響
、
ま
た
基
俊
か
ら
一
足
飛
び
で
定
家
へ
影
響
を
与

え
た
も
の
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
見
て
い
き
た
い
。

○

「
耳
と
ま
る
／
耳
に
と
ど
ま
る
」

57
〈
俊
頼
の
用
例
〉

①
こ
ひ
わ
び
て
あ
は
れ
と
ば
か
り
う
ち
な
び
く
こ
と
よ
り
ほ
か
の
な
ぐ
さ
め
ぞ
な
き

（

俊
忠
歌
合
・
「
恋
」
十
二
番
左
負
・

・
女
房
三
位
云
云
）

249

23
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左
う
た
は
、
い
と
を
か
し
う
よ
ま
れ
て
、
げ
に
さ
ぞ
あ
る
か
し
と
き
こ
ゆ
る
を
、
天
徳
歌
合
に
、
も
と
の
は
じ
め
の
字
と

す
ゑ
の
は
じ
め
の
字
と
お
な
じ
き
は
、
別
の
と
が
に
は
あ
ら
ね
ど
も
、
み
み
と
ま
る
心
ち
ぞ
す
る
と
さ
だ
め
ら
れ
て
は
べ

る
や
う
に
お
ぼ
ゆ
る
を
、
い
か
が
。
…
…

②
初
し
ぐ
れ
音
信
し
よ
り
水
ぐ
き
の
岡
の
梢
の
色
を
し
ぞ
思
ふ

（

忠
通
歌
合
・
「
時
雨
」
十
一
番
右
・

・
時
昌
、
俊
勝
）

296

22

俊
云
、
…
…
「
初
し
ぐ
れ
」
の
哥
、
め
づ
ら
し
か
ら
ね
ど
、
す
べ
ら
か
に
き
こ
ゆ
。
「
い
ろ
を
し
ぞ
お
も
ふ
」
ぞ
、
ふ
る

き
事
よ
と
み
ゝ
に
と
ゞ
ま
る
心
ち
す
る
。
さ
れ
ど
、
「
水
ぐ
き
」
な
ど
よ
ま
れ
た
れ
ば
に
や
、
ま
さ
り
ぞ
み
ゆ
る
。

③
紫
に
ゝ
ほ
へ
る
菊
は
万
代
の
か
ざ
し
の
た
め
に
霜
や
置
つ
る

（

忠
通
歌
合
・
「
残
菊
」
一
番
左
・

・
上
総
、
俊
勝
）

296

25

俊
云
、
前
哥
は
め
づ
ら
し
げ
な
け
れ
ど
も
、
な
だ
ら
か
な
り
。
は
て
の
「
を
き
つ
る
」
ぞ
、
み
ゝ
に
と
ま
る
心
ち
す
れ
ど

も
、
さ
ま
で
は
い
か
ゞ
。
…
…

④
こ
と
し
も
や
あ
だ
に
ち
り
ぬ
る
山
ざ
く
ら
さ
も
あ
さ
ま
し
き
は
な
の
く
せ
か
な

（

永
縁
奈
良
房
歌
合
・
「
桜
」
四
番
右
負
・

・
湛
秀
）

311

8

左
右
共
優
也
。
…
…
右
、
は
て
の
「
く
せ
か
な
」
ゝ
ど
い
へ
る
、
深
難
に
は
あ
ら
ね
ど
、
み
ゝ
と
ま
り
て
き
こ
ゆ
れ
ば
、

猶
左
の
か
つ
べ
き
に
や
。

〈
俊
成
の
用
例
〉

⑤
あ
ま
く
だ
る
か
み
も
ひ
さ
し
く
み
や
ゐ
し
て
月
も
の
ど
か
に
す
み
よ
し
の
う
ら

（

嘉
応
二
年
（
一
一
七
〇
）
十
月
九
日
散
位
敦
頼
住
吉
社
歌
合
・
「
社
頭
月
」
二
十
四
番
左
負
・

・
静
賢
）

381

47

左
、
こ
こ
ろ
、
す
が
た
、
い
と
を
か
し
く
こ
そ
み
え
侍
れ
。
た
だ
し
、
「
神
も
ひ
さ
し
く
」
と
お
き
、
「
月
も
の
ど
か
に
」

と
い
へ
る
両
所
の
「
も
」
の
字
こ
そ
、
み
み
と
ま
る
や
う
に
侍
り
け
れ
。
…
…

⑥
紅
葉
ば
の
み
な
紅
に
散
り
し
け
ば
名
の
み
な
り
け
る
白
河
の
関

（

嘉
応
二
年
十
月
〔
十
九
日
〕
建
春
門
院
滋
子
北
面
歌
合
・
「
関
路
落
葉
」
九
番
右
持
・

・
親
宗
）

382

18
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…
…
右
歌
、
「
名
の
み
な
り
け
り
白
川
の
関
」
と
い
へ
る
心
を
か
し
く
み
ゆ
る
を
、
「
み
な
紅
」
の
詞
、
「
散
り
し
け
ば
」

と
お
け
る
や
、
す
こ
し
耳
に
と
ま
る
ら
ん
と
お
も
う
給
へ
し
上
に
、
…
…

〈
定
家
の
用
例
〉

⑦
く
れ
ぬ
と
も
な
ほ
あ
き
か
ぜ
は
お
と
づ
れ
よ
を
ぎ
の
う
は
ば
の
か
れ
が
れ
に
だ
に

（
千
五
百
番
歌
合
・
冬
一
・
八
五
六
番
右
負
・

・
雅
経
）

1711

…
…
か
れ
が
れ
の
を
ぎ
の
う
は
ば
の
お
と
づ
れ
、
な
に
と
も
み
み
に
と
ど
ま
り
侍
ら
ず
。
、

評
語
「
耳
と
ま
る
」
に
つ
い
て
は
、
俊
頼
が
独
自
に
用
い
た
評
語
で
あ
り
、
後
に
俊
成
・
定
家
・
為
家
が
用
い
た
こ
と
を
北
島
紬

氏
が
指
摘
し
て
い
る
。
俊
頼
が
初
め
て
用
い
た
①
で
は
、
上
句
と
下
句
の
「
は
じ
め
の
字
」
が
同
じ
で
あ
る
（
い
わ
ゆ
る
「
平
頭
病
」
。

(

２
１)

こ
こ
で
は
「
こ
」
）
こ
と
を
問
題
視
し
、
天
徳
四
年
（
九
六
〇
）
三
月
三
十
日
内
裏
歌
合
（
『
歌
合
大
成
』

）
を
先
蹤
と
し
て
「
耳

55

と
ま
る
」
と
評
し
て
い
る
。
し
か
し
、
天
徳
内
裏
歌
合
の
引
用
で
あ
る
か
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
が
、
現
存
す
る
天
徳
内
裏
歌
合
の

証
本
に
「
耳
と
ま
る
」
の
語
は
な
い
。
北
島
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
俊
頼
が
想
定
し
て
い
る
の
は
次
の
番
で
あ
ろ
う
。

こ
と
な
ら
ば
く
も
ゐ
の
月
と
な
り
な
な
む
こ
ひ
し
き
か
げ
や
そ
ら
に
み
ゆ
る
と

、

、

（

天
徳
四
年
三
月
三
十
日
内
裏
歌
合
・
「
恋
」
十
八
番
右
持
・

・
中
務
）

55

37

…
…
右
歌
の
か
み
し
も
の
く
の
か
み
に
、
お
な
じ
も
じ
ぞ
あ
め
る
、
に
く
さ
げ
に
ぞ
、
い
か
が
さ
ぶ
ら
ふ
べ
き
と
奏
す
れ

ば
、
左
右
の
お
ほ
せ
な
し
。
左
の
人
申
す
、
左
は
さ
る
も
じ
さ
ぶ
ら
は
ず
と
ま
う
す
め
れ
ど
、
さ
せ
る
難
に
は
あ
ら
ぬ
に

ぞ
。
仍
為
持
。

天
徳
内
裏
歌
合
で
は
、
①
と
同
様
に
上
句
と
下
句
の
一
字
目
が
同
じ
で
、「
に
く
さ
げ
に
ぞ
」
と
評
さ
れ
て
い
る
が
、「
耳
と
ま
る
」

と
は
言
わ
れ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
俊
頼
は
①
で
、
「
に
く
さ
げ
」
を
「
み
み
と
ま
る
」
と
自
ら
の
表
現
に
言
い
換
え
て
い
る
の
で

あ
る
。
天
徳
内
裏
歌
合
で
は
結
果
的
に
「
さ
せ
る
難
に
は
あ
ら
ぬ
」
と
不
問
に
付
さ
れ
た
が
、
俊
頼
に
と
っ
て
は
重
要
な
観
点
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
以
降
、
俊
頼
は
、
②
「
色
を
し
ぞ
思
ふ
」
、
③
「
置
き
つ
る
」
、
④
「
く
せ
か
な
」
と
い
う
表
現
に
対
し
て
「
耳
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と
ま
る
／
耳
に
と
ど
ま
る
」
を
用
い
て
お
り
、
こ
の
評
語
は
一
貫
し
て
、
表
現
に
引
っ
か
か
り
を
覚
え
る
、
耳
障
り
な
感
じ
が
す
る
、

と
い
う
よ
う
な
否
定
的
な
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

俊
成
の
用
例
も
、
⑤
で
は
「
神
も
ひ
さ
し
く
」
「
月
も
の
ど
か
に
」
と
助
詞
「
も
」
の
重
複
が
、
⑥
で
は
「
み
な
紅
に
散
り
し
け

、

、

ば
」
と
い
う
表
現
（
語
選
択
・
詞
続
き
）
が
問
題
視
さ
れ
、
「
耳
に
と
ま
る
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
俊
成
は
俊
頼
の

用
法
を
引
き
継
ぎ
、
表
現
に
違
和
感
を
覚
え
る
こ
と
を
表
明
す
る
評
語
と
し
て
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
定
家
の
用
例
⑦

は
明
ら
か
に
用
法
が
異
な
る
。
雅
経
詠
は
、
途
切
れ
途
切
れ
で
も
よ
い
か
ら
「
を
ぎ
の
う
は
ば
」
に
秋
風
が
「
お
と
づ
れ
」
て
ほ
し

い
、
と
詠
ん
で
い
る
が
、
定
家
は
そ
れ
に
ま
っ
た
く
関
心
を
示
さ
な
い
。
こ
こ
で
の
「
耳
に
と
ど
ま
る
」
は
「
気
に
留
め
る
」
と
い

う
よ
う
な
意
で
、
定
家
を
そ
れ
を
打
消
表
現
で
用
い
て
「
少
し
も
興
味
を
引
か
れ
な
い
」
と
否
定
的
に
評
し
て
い
る
の
で
あ
る
。「
耳
」

の
語
は
、
雅
経
詠
の
「
お
と
づ
れ
」
す
な
わ
ち
「
音
」
に
寄
せ
て
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
定
家
は
、
俊
頼
―
俊
成
と
用
い
ら

れ
て
き
た
評
語
「
耳
に
と
ま
る
／
耳
に
と
ど
ま
る
」
の
流
れ
と
無
関
係
に
こ
の
語
を
用
い
て
い
る
と
思
わ
れ
、
定
家
の
独
自
性
が
垣

間
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

(

２
２)

○

「
思
ふ
心
な
き
に
あ
ら
ず
／
（
思
ふ
心
あ
り
）
」

14
〈
俊
頼
の
用
例
〉

⑧
お
さ
ふ
れ
ば
あ
ま
る
涙
は
も
る
山
の
な
げ
き
に
あ
た
る
雫
な
り
け
り
（

忠
通
歌
合
・
「
恋
」
九
番
右
・

・
忠
隆
、
俊
勝
）

296

65

俊
云
、
…
…
次
哥
は
、
「
あ
ま
る
涙
は
も
る
山
の
」
な
ど
い
へ
る
、
思
ふ
心
な
き
に
は
あ
ら
ず
。
さ
も
と
聞
ゆ
れ
ば
、
勝

と
も
申
さ
ん
に
か
た
か
ら
じ
。

〈
俊
成
の
用
例
〉

⑨
ふ
か
か
ら
ぬ
汀
に
あ
と
を
か
き
と
め
て
御
手
洗
河
を
た
の
む
ば
か
り
ぞ

（

治
承
二
年
（
一
一
七
八
）
三
月
十
五
日
権
禰
宜
重
保
別
雷
社
歌
合
・
「
述
懐
」
二
十
一
番
右
持
・

・
定
家
）

410

162

…
…
右
、
「
御
手
洗
川
を
た
の
む
」
ゆ
ゑ
に
、
ふ
か
か
ら
ぬ
こ
と
の
は
を
か
き
と
む
ら
ん
、
思
ふ
心
な
き
に
あ
ら
ず
。
老
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の
心
な
ん
乱
れ
て
、
勝
負
不
分
明
。
よ
り
て
、
猶
持
と
申
す
べ
し
。

⑩
昔
よ
り
お
も
ふ
心
に
あ
る
も
の
を
御
手
洗
川
の
く
み
て
し
ら
な
ん

（

治
承
二
年
三
月
十
五
日
権
禰
宜
重
保
別
雷
社
歌
合
・
「
述
懐
」
十
七
番
右
持
・

・
経
正
）

410

154

…
…
右
歌
、
又
、
そ
も
、
思
ふ
心
あ
り
て
み
え
侍
れ
ば
、
持
と
す
べ
し
。

⑪
御
手
洗
や
清
き
な
が
れ
に
わ
た
す
ら
ん
数
に
は
も
れ
じ
み
く
づ
な
り
と
も

（

治
承
二
年
三
月
十
五
日
権
禰
宜
重
保
別
雷
社
歌
合
・
「
述
懐
」
八
番
右
負
・

・
大
輔
）

410

136

…
…
右
歌
、
お
も
ふ
心
、
優
に
は
侍
れ
ど
も
、
位
に
心
う
つ
り
て
、
汀
の
み
く
づ
思
ひ
わ
か
ず
侍
る
な
る
べ
し
。
仍
以
左

為
勝
。

歌
合
判
詞
に
「
思
ふ
心
」
の
語
を
用
い
た
の
は
俊
頼
が
最
初
で
あ
る
（
「
～
を
思
ふ
心
」
な
ど
の
よ
う
に
、
「
思
ふ
」
の
内
容
に
つ

い
て
述
べ
て
い
る
例
は
除
く
）
。
さ
ほ
ど
特
殊
な
語
で
も
な
い
と
思
わ
れ
、
俊
頼
か
ら
俊
成
へ
の
影
響
関
係
と
し
て
指
摘
す
る
の
は

や
や
躊
躇
さ
れ
る
が
、
俊
頼
以
降
の
用
例
が
乏
し
く
、
管
見
で
は
俊
成
が
用
い
た
以
外
に
他
例
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
に
鑑
み
、
ひ
と

ま
ず
俊
成
の
用
例
は
俊
頼
の
影
響
と
見
て
お
く
。

実
際
に
、
俊
頼
の
用
例
⑧
と
俊
成
の
用
例
⑨
は
非
常
に
よ
く
類
似
し
た
例
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
の
「
思
ふ
心
な
き
に
（
は
）
あ
ら

ず
」
は
、
「
思
ふ
心
あ
り
」
を
消
極
的
に
述
べ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
⑧
も
⑨
も
、
対
象
と
な
る
歌
か
ら
一
部
あ
る
い
は
全
体
的
な
表

現
・
内
容
を
取
り
上
げ
て
、
そ
こ
か
ら
「
思
ふ
心
」
を
見
出
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
「
思
ふ
心
」
と
は
、
あ
く
ま
で
も

歌
自
体
か
ら
看
取
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
、
「
思
ふ
」
の
主
体
は
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
の
詠
歌
主
体
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
⑧
の

場
合
は
、
「
あ
ま
る
涙
は
も
る
山
の
」
（
歌
枕
「
守
山
」
に
涙
が
「
漏
る
」
意
を
掛
け
る
）
と
い
う
表
現
・
内
容
に
、
ま
ま
な
ら
ぬ
恋

も
る

の
嘆
き
に
涙
を
流
す
詠
歌
主
体
の
「
思
ふ
心
」
が
看
取
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
⑨
も
、
「

汀

」
の
語
頭
「
み
」
に
「
身
」

み
ぎ
は

を
掛
け
、
「
取
る
に
足
ら
な
い
歌
を
書
き
留
め
て
、
あ
と
は
賀
茂
社
の
神
の
叡
慮
に
任
せ
る
の
み
」
と
詠
ん
で
お
り
、
俊
成
は
そ
う

し
た
⑨
の
内
容
か
ら
、
詠
歌
主
体
（
も
し
く
は
作
者
）
の
「
思
ふ
心
」
を
見
出
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
俊
頼
は
「
恋
」
の
情
、
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俊
成
は
「
述
懐
」
の
情
と
い
う
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
俊
成
の
用
法
は
俊
頼
の
そ
れ
に
き
わ
め
て
類
似
し
て
お
り
、
参
考
に
し
た
可

能
性
を
考
え
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
俊
成
に
お
け
る
「
思
ふ
心
」
の
用
例
は
別
雷
社
歌
合
の
「
述
懐
」
題
に

(

２
３)

集
中
し
て
お
り
、
俊
成
は
「
思
ふ
心
」
を
「
述
懐
」
の
情
の
み
に
限
定
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
俊
頼
に
学
び
つ
つ
も
、
実
際

に
評
語
を
使
用
す
る
と
き
に
は
俊
成
独
自
の
考
え
が
現
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

○

「
こ
と
あ
り
顔
／
こ
と
あ
り
げ
」

27
〈
俊
頼
の
用
例
〉

⑫
露
霜
の
暁
お
き
の
朝
ご
と
に
う
つ
ろ
ひ
ま
さ
る
し
ら
ぎ
く
の
花

（

忠
通
歌
合
・
「
残
菊
」
八
番
右
・

・
道
経
、
俊
負
）

296

40

俊
云
、
…
…
右
の
方
は
、
な
だ
ら
か
に
こ
ゝ
ろ
も
い
と
お
か
し
く
こ
そ
。
「
あ
さ
を
く
霜
の
」
な
ど
い
ふ
こ
そ
聞
な
れ
侍

れ
、
是
は
こ
と
あ
り
が
ほ
な
る
物
か
な
。
猶
さ
き
の
ぞ
ま
さ
り
た
ら
ん
。

⑬

左

上
総
君

か
す
が
や
ま
ち
え
に
さ
か
ゆ
る
さ
か
き
ば
ゝ
よ
ろ
づ
よ
ま
で
の
き
み
が
ゝ
た
め
か

右

式
部
君

君
が
よ
は
い
ふ
は
か
り
な
し
み
よ
し
の
ゝ
こ
が
ね
が
み
ね
に
み
よ
を
ま
つ
ま
で

（

永
縁
奈
良
房
歌
合
・
「
祝
」
七
番
持
・

・

）

311

69

70

左
、
か
す
が
や
ま
な
ど
に
こ
と
よ
せ
て
、
い
と
わ
づ
ら
は
し
。

右
、
「
こ
が
ね
の
み
ね
」
な
ど
は
、
み
た
け
の
御
み
や
ま
の
こ
と
に
や
、
こ
と
あ
り
げ
な
る
。
い
か
に
も
ま
う
し
が
た
し
。

お
し
こ
め
て
持
な
ど
に
て
候
べ
き
に
や
。
う
た
が
ら
も
さ
や
う
に
ぞ
見
ゆ
る
。

〈
俊
成
の
用
例
〉

⑭
も
ろ
こ
し
の
み
ず
し
ら
ぬ
よ
の
ひ
と
ば
か
り
名
に
の
み
き
き
て
や
み
ね
と
や
お
も
ふ

（
六
百
番
歌
合
・
恋
上
・
「
聞
恋
」
十
八
番
左
持
・

・
定
家
）

635
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判
云
、
「
も
ろ
こ
し
の
み
ず
し
ら
ぬ
よ
」
と
い
へ
る
、
三
史
八
代
史
な
ど
の
賢
者
武
士
等
の
事
を
い
へ
る
に
や
。
こ
と
あ

り
げ
に
て
無
指
事
に
や
。
…
…
但
、
左
も
も
ろ
こ
し
ま
で
お
も
ひ
よ
り
て
侍
る
め
れ
ば
、
な
ぞ
ら
へ
て
持
な
ど
に
や
。

⑮
時
も
と
き
空
の
け
し
き
も
た
ぐ
ひ
な
し
秋
の
半
の
明
が
た
の
月

（
建
久
六
年
（
一
一
九
五
）
正
月
二
十
日
民
部
卿
経
房
歌
合
・
「
暁
月
」
六
番
右
負
・

・
成
家
）

104

…
…
右
、
三
五
夜
の
明
が
た
、
下
句
は
宜
し
く
侍
る
を
、
初
の
句
、
「
と
き
も
時
」
と
い
へ
る
、
事
有
り
げ
に
て
こ
と
な

る
事
な
か
る
べ
し
。
以
左
為
勝
。

⑯
降
る
ゆ
き
の
ち
へ
に
百
重
に
積
り
ゐ
て
白
妙
な
れ
や
み
て
ぐ
ら
の
し
ま

（
建
久
六
年
正
月
二
十
日
民
部
卿
経
房
歌
合
・
「
深
雪
」
九
番
左
負
・

・
経
家
）

155

左
、
上
句
は
こ
と
あ
り
げ
に
て
、
「
み
て
ぐ
ら
の
し
ま
」
、
こ
と
に
事
な
く
や
侍
ら
ん
。
…
…

〈
定
家
の
用
例
〉

⑰
し
ら
か
し
の
つ
ゆ
お
く
や
ま
も
み
ち
し
あ
れ
ば
え
だ
に
も
葉
に
も
月
ぞ
と
も
な
ふ

（
建
暦
三
年
（
一
二
一
三
）
閏
九
月
十
九
日
内
裏
歌
合
・
「
深
山
月
」
二
番
右
負
・

・
定
家
）

4

…
…
右
、「
し
ら
か
し
の
露
お
く
山
」
と
つ
づ
け
た
る
ふ
る
こ
と
な
ど
も
侍
ら
ぬ
を
、
こ
と
あ
り
が
ほ
に
き
こ
え
侍
ら
ば
、

そ
の
こ
と
と
な
く
や
。
み
ち
あ
る
み
よ
の
月
か
げ
、
山
の
お
く
ま
で
く
も
り
な
か
る
べ
き
心
を
思
ひ
け
る
に
、
こ
と
葉
の

た
ら
ぬ
に
ぞ
侍
る
べ
き
。
…
…

こ
の
「
こ
と
あ
り
顔
」
「
こ
と
あ
り
げ
」
と
い
う
評
語
も
、
俊
頼
以
前
に
用
例
が
見
ら
れ
な
い
語
で
あ
る
。
特
に
「
こ
と
あ
り
げ
」

は
、
辞
書
類
で
は
中
世
以
降
の
用
例
し
か
挙
げ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
管
見
の
か
ぎ
り
で
は
俊
頼
の
用
例
が
文
献
上
の
初
出
と
思
わ
れ
る
。

(

２
４)

も
う
一
方
の
「
こ
と
あ
り
顔
」
は
、
『
後
撰
集
』
に
「
見
る
時
は
事
ぞ
と
も
な
く
見
ぬ
時
は
こ
と
有
り
が
ほ
に
恋
し
き
や
な
ぞ
」
（
恋

一
・

・
よ
み
人
し
ら
ず
）
と
あ
る
の
を
初
例
と
し
て
、
「
な
が
め
つ
つ
こ
と
あ
り
が
ほ
に
く
ら
し
て
も
か
な
ら
ず
ゆ
め
に
み
え
ば

588

こ
そ
あ
ら
め
」
（
『
後
拾
遺
集
』
恋
二
・

・
和
泉
式
部
）
や
、
『
堀
河
百
首
』
で
国
信
が
「
春
の
野
を
事
あ
り
が
ほ
に
か
へ
せ
ど
も

679
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う
て
る
蕨
は
た
ば
ね
だ
に
な
し
」
（
春
・
早
蕨
・

）
、
「
立
ち
か
へ
る
道
も
は
る
け
し
よ
ぶ
こ
鳥
事
有
が
ほ
に
人
な
と
が
め
そ
」
（
同

131

・
喚
子
鳥
・

）
と
二
例
詠
む
な
ど
、
院
政
期
の
少
し
前
ご
ろ
か
ら
歌
語
と
し
て
注
目
さ
れ
は
じ
め
た
語
で
あ
る
。
俊
頼
は
そ
れ
を

(

２
５)

211

歌
合
評
語
と
し
て
、
判
詞
に
持
ち
込
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
評
語
は
ど
ち
ら
も
、
対
象
と
す
る
歌
の
あ
る
表
現
に
つ
い
て
、
何
ら
か
の
含
意
が
あ
り
そ
う
だ
、
と
述
べ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
が
、
注
意
さ
れ
る
の
は
、
ど
の
用
例
に
お
い
て
も
基
本
的
に
評
価
さ
れ
る
文
脈
に
は
置
か
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
例
え

ば
、
俊
頼
の
「
こ
と
あ
り
顔
」
の
用
例
⑫
で
は
、
「
露
霜
の
暁
を
き
の
朝
ご
と
に
」
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
、
「
朝
置
く
霜
の
」
な
ど

と
い
う
表
現
で
あ
れ
ば
馴
染
み
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
う
は
詠
ま
れ
て
い
な
い
の
で
、
何
ら
か
の
意
図
が
あ
る
の
だ
ろ
う
、
と
推

測
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
に
「
こ
と
あ
り
顔
」
で
あ
る
こ
と
が
肯
定
的
評
価
に
つ
な
が
っ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
否
定
さ
れ

る
べ
き
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、
負
を
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
の
「
こ
と
あ
り
顔
」
は
、
「
何
か
含
み
の

あ
る
こ
と
を
ひ
け
ら
か
し
て
い
る
よ
う
な
顔
」
の
こ
と
で
、
多
少
な
り
と
も
「
鼻
に
つ
く
」
と
い
う
よ
う
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
も
そ
も
「
こ
と
あ
り
顔
」
と
は
、
さ
き
に
挙
げ
た
和
歌
で
の
用
例
を
ま
と
め
る
と
、
「
言
葉
で
は

何
も
表
し
て
は
い
な
い
が
、
表
情
か
ら
何
か
い
わ
く
や
含
み
が
あ
り
そ
う
な
様
子
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
状
態
」
を
示
す
語
と

い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
俊
頼
は
「
鼻
に
つ
く
」
も
の
と
し
て
揶
揄
し
て
い
る
も
の
と
考
え
た
い
。
俊
頼
の
後
、
歌
合
判
詞
に
「
こ

と
あ
り
顔
」
は
、
定
家
の
用
例
⑰
ま
で
見
ら
れ
な
い
。
こ
こ
で
定
家
は
自
詠
に
対
し
て
「
こ
と
あ
り
顔
」
を
用
い
て
い
る
が
、
定
家

判
は
、「
し
ら
か
し
の
つ
ゆ
お
く
や
ま
」
と
い
う
表
現
が
前
例
の
な
い
特
異
な
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
こ
と
あ
り
が
ほ
に
」

詠
ん
だ
こ
と
に
よ
っ
て
問
題
視
さ
れ
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
問
題
視
さ
れ
な
か
っ
た
点
を
あ
え
て
記
す
と
い
う
こ
と
は
、
つ
ま

り
、
逆
に
自
詠
の
注
目
す
べ
き
点
を
提
示
し
、
謙
退
の
ポ
ー
ズ
と
し
て
「
自
嘲
」
し
て
い
る
よ
う
に
装
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
す

な
わ
ち
定
家
は
、
俊
頼
が
批
判
的
に
用
い
た
評
語
を
、
「
自
卑
」
の
語
と
し
て
転
用
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
「
自
詠
解
説
」
の
文
脈
に

持
ち
込
ん
だ
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
「
こ
と
あ
り
げ
」
の
用
例
⑬
は
、
第
五
章
で
も
検
討
し
た
が
、
右
歌
の
詠
む
新
奇
な
歌
枕
「
こ
が
ね
が
み
ね
」
を
大
峯
山
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の
こ
と
か
と
推
測
し
、
何
ら
か
の
意
味
が
あ
り
そ
う
で
「
い
か
に
も
ま
う
し
が
た
し
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
「
こ
と
あ
り
げ
」

は
、
「
こ
が
ね
（
黄
金
）
」
の
語
を
祝
意
に
寄
せ
よ
う
と
し
た
作
意
を
感
じ
取
っ
て
の
発
言
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
で
も
俊

頼
は
そ
う
し
た
作
意
を
理
由
に
勝
と
は
せ
ず
、
「
お
し
こ
め
て
持
な
ど
に
て
候
べ
き
」
と
し
た
。
こ
れ
は
左
歌
の
詠
む
「
か
す
が
や

ま
」
に
つ
い
て
も
、
「
春
日
と
よ
ま
れ
た
ら
む
う
た
は
い
か
ゞ
ま
け
む
」
（
『
俊
頼
髄
脳
』
九
八
オ
／
二
〇
五
頁
）
と
い
う
故
実
が
存

(

２
６)

し
た
た
め
で
、
祝
意
を
有
す
る
山
ど
う
し
が
番
え
ら
れ
た
結
果
、
互
い
の
祝
意
を
相
殺
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
の
「
こ
と
あ
り
げ
」
は
新
奇
な
歌
枕
に
対
す
る
戸
惑
い
の
表
明
で
、
さ
き
に
見
た
「
こ
と
あ
り
顔
」
ほ
ど
の
批
判
的
な
ニ
ュ

ア
ン
ス
は
さ
ほ
ど
感
じ
ら
れ
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
何
か
「
思
わ
せ
ぶ
り
」
な
表
現
で
あ
る
こ
と
を
評
し
て
い
る
点
で
は
同

様
と
見
な
せ
る
。
そ
し
て
、
俊
成
の
用
例
⑭
・
⑮
・
⑯
で
の
「
こ
と
あ
り
げ
」
は
、
は
っ
き
り
と
批
判
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
含
ま
れ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
⑭
「
も
ろ
こ
し
の
み
ず
し
ら
ぬ
よ
」
、
⑮
「
時
も
と
き
」
、
⑯
「
降
る
ゆ
き
の
ち
へ
に
百
重
に
積
り
ゐ
て
」
と

い
う
表
現
は
、
確
か
に
い
ず
れ
も
典
拠
の
求
め
ら
れ
そ
う
な
表
現
で
、
や
は
り
「
思
わ
せ
ぶ
り
」
な
表
現
と
い
え
よ
う
。
俊
成
は
そ

う
し
た
表
現
を
「
無
指
事
」
（
⑭
）
、
「
こ
と
な
る
事
な
か
る
べ
し
」
（
⑮
）
の
よ
う
に
、
た
い
し
た
こ
と
は
な
い
、
と
切
っ
て
捨
て
て

い
る
（
⑯
の
場
合
は
、
上
句
は
思
わ
せ
ぶ
り
で
あ
る
の
に
、
下
句
は
た
い
し
た
こ
と
が
な
い
と
批
判
し
て
い
る
）
。
俊
頼
の
用
例
は

ど
こ
か
「
思
わ
せ
ぶ
り
」
な
表
現
を
揶
揄
し
た
り
、
あ
る
い
は
そ
の
よ
う
な
表
現
に
対
す
る
戸
惑
い
を
表
明
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
俊
成
は
、
そ
れ
を
強
い
批
判
の
語
と
し
て
用
い
て
お
り
、
い
わ
ば
さ
き
に
見
た
清
輔
の
例
と
同
様
に
、
「
指
導
」
的
な
色
合

い
を
強
く
す
る
よ
う
に
発
展
さ
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
俊
成
は
、
基
俊
だ
け
で
な
く
俊
頼
の
評
語
か
ら
も
歌
合
判
詞
の
あ
り
方
を

学
び
、
自
ら
発
展
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
ま
で
俊
頼
の
評
語
が
俊
成
・
定
家
に
享
受
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
例
を
見
て
き
た
。
基
俊
に
比
べ
る
と
数
は
少
な
い
が
、
俊
頼

の
評
語
も
ま
た
確
か
に
俊
成
ら
に
影
響
を
与
え
、
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
も
う
一
つ
、
基
俊
か
ら
俊
成
を
経
ず
に
、
定
家
へ
直
接
的
に
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
評
語
の
例
を
指
摘
し
て
お
き

た
い
。

(

２
７)
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○

「
は
る
か
に
お
ぼ
ゆ
」

51
〈
基
俊
の
用
例
〉

⑱
シ
ラ
ユ
キ
ノ
フ
リ
シ
キ
ヌ
レ
バ
カ
ヅ
ラ
キ
ヤ
ク
メ
ノ
イ
ハ
［
ヾ
］
シ
ソ
コ
ト
シ
ラ
レ
ズ

＊

（

奈
良
花
林
院
歌
合
・
「
雪
」
七
番
左
勝
・

・
上
総
）

311

55

左
、
無
是
無
非
。
「
ク
メ
ノ
イ
ハ
ヾ
シ
」
マ
デ
思
ヨ
リ
ケ
ル
ゾ
、
ア
マ
リ
ハ
ル
カ
ニ
オ
ボ
エ
侍
ヤ
。
…
…
左
ヤ
イ
マ
ス
コ

シ
ヨ
ク
侍
ラ
ン
。

＊
イ
ハ
ヾ
シ
―
底
本
「
ヽ
」
欠
損
。
判
詞
所
引
の
本
文
に
あ
わ
せ
、
書
陵
部
本
に
よ
っ
て
補
っ
た
。

〈
定
家
の
用
例
〉

⑲
い
は
し
ろ
の
の
な
か
さ
え
ゆ
く
ま
つ
か
ぜ
に
む
す
び
そ
へ
つ
る
秋
の
は
つ
し
も

（
千
五
百
番
歌
合
・
秋
四
・
七
百
九
十
七
番
右
負
・

・
定
家
）

1593

…
…
右
歌
、
は
つ
霜
む
す
ぶ
と
い
は
ん
と
ば
か
り
に
、
心
も
と
け
ぬ
い
は
し
ろ
の
松
ま
で
は
る
か
に
お
も
ひ
よ
り
け
ん
、

ま
こ
と
に
見
ど
こ
ろ
な
く
や
侍
ら
ん
。

基
俊
が
用
い
た
「
は
る
か
に
お
ぼ
ゆ
」
に
類
す
る
評
語
は
、
ほ
か
に
は
定
家
の
一
例
が
見
出
せ
る
の
み
で
あ
る
。
定
家
の
用
例
は

基
俊
か
ら
直
接
的
に
影
響
を
受
け
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
基
俊
の
用
例
⑱
で
は
、
「
雪
」
題
に
お
い
て
「
ク
メ
ノ
イ
ハ
ヾ
シ
（
久

米
の
岩
橋
）
」
が
雪
に
埋
も
れ
て
所
在
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
、
と
詠
む
掲
出
歌
に
対
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
久
米
の
岩
橋
」
と

は
、
『
俊
頼
髄
脳
』
の
挙
げ
る
説
話
に
よ
れ
ば
、
役
行
者
の
依
頼
を
受
け
た
葛
城
の
神
（
一
言
主
神
）
が
作
ろ
う
と
し
た
葛
城
山
と

吉
野
山
を
つ
な
ぐ
橋
で
、
葛
城
の
神
が
自
身
の
醜
い
姿
を
恥
じ
て
夜
し
か
作
業
を
し
な
か
っ
た
た
め
に
完
成
し
な
か
っ
た
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
「
久
米
の
岩
橋
」
自
体
は
架
空
の
も
の
で
あ
る
た
め
、
そ
も
そ
も
雪
に
埋
も
れ
て
「
ソ
コ
ト
シ
ラ
レ
ズ
」
と
い
う
こ
と

(

２
８)

に
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
掲
出
歌
の
作
者
・
上
総
は
そ
こ
で
発
想
を
逆
転
さ
せ
て
、
雪
が
一
面
に
降
り
敷
い
た
た
め
に
「
久
米
の
岩

橋
」
の
所
在
が
わ
か
ら
な
い
の
だ
、
と
詠
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
基
俊
は
こ
の
よ
う
に
、
「
雪
」
題
に
お
い
て
「
久
米
の
岩
橋
」
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に
ま
で
遠
く
発
想
を
及
ぼ
し
た
こ
と
を
「
は
る
か
に
お
ぼ
ゆ
」
と
評
し
て
お
り
、
こ
れ
は
発
想
が
飛
躍
し
て
い
る
こ
と
を
批
判
的
に

指
摘
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、
定
家
の
用
例
⑲
は
千
五
百
番
歌
合
で
の
も
の
で
あ
る
。
安
井
重
雄
氏
は
千
五
百
番
歌
合
の
定
家
判
詞
に
つ
い
て
、
単
に
判

定
理
由
を
述
べ
る
も
の
と
し
て
の
み
あ
る
の
で
は
な
く
、
批
評
の
対
象
と
な
る
歌
へ
の
定
家
自
身
の
「
鑑
賞
」
を
加
え
て
、
「
結
番

さ
れ
た
両
首
を
相
手
と
し
て
そ
れ
を
読
者
に
い
か
に
読
ま
せ
る
か
に
主
眼
」（
二
〇
五
頁
）
を
置
い
て
書
か
れ
た
も
の
と
論
じ
て
い
る
。

(

２
９)

⑲
の
場
合
は
自
詠
に
対
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
判
詞
は
「
鑑
賞
」
と
い
う
よ
り
も
、
自
詠
の
「
解
説
」
と
し
て
の

側
面
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
判
詞
に
よ
れ
ば
、
「
は
つ
し
も
」
を
「
む
す
ぶ
」
と
い
う
た
め
に
、
「
結
び
松
」
で
知
ら
れ
る
「
い
は
し

ろ
の
松
」
ま
で
遠
く
発
想
を
及
ぼ
し
た
の
だ
と
し
て
い
る
。
「
ま
こ
と
に
見
ど
こ
ろ
な
く
や
侍
ら
ん
」
は
自
卑
の
評
で
そ
の
ま
ま
に

は
受
け
取
れ
ず
、
む
し
ろ
定
家
は
こ
こ
で
積
極
的
に
自
身
の
作
意
を
開
陳
し
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
が
、
さ
き
に
述
べ
た

「
こ
と
あ
り
顔
」
の
用
例
⑰
で
あ
る
。
そ
こ
で
も
定
家
は
自
詠
に
対
し
、
「
自
卑
」

27

そ
し
て
「
自
詠
解
説
」
の
文
脈
に
お
い
て
「
こ
と
あ
り
顔
」
を
用
い
て
い
た
。
自
詠
に
対
す
る
判
詞
に
お
い
て
は
、
自
詠
を
批
判
的

に
評
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
ろ
う
が
、
定
家
は
そ
れ
を
逆
に
利
用
し
て
、
自
詠
が
い
か
に
鑑
賞
さ
れ
る
べ
き
か
、
そ
の
あ
り
方
を

規
定
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
章
で
は
、
俊
頼
・
基
俊
の
創
出
し
た
歌
合
評
語
が
、
彼
ら
以
降
ど
の
よ
う
に
享
受
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
そ
こ
か

ら
見
出
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
若
干
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

俊
頼
・
基
俊
の
時
代
は
、
判
者
が
い
か
に
判
詞
を
書
く
べ
き
か
、
そ
の
書
き
方
が
模
索
さ
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
彼

(

３
０)

ら
を
中
心
に
新
た
な
歌
合
評
語
が
数
多
く
創
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
俊
頼
・
基
俊
の
歌
合
評
語
は
相
互
に
重
な
ら
な
い
も
の
が
多

く
、
彼
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
価
値
観
で
歌
合
評
語
を
生
み
出
し
て
い
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
が
、
実
験
的
に
多
く
作
り
出
さ
れ
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た
こ
と
も
あ
っ
た
た
め
か
、
後
代
に
引
き
継
が
れ
な
か
っ
た
評
語
も
同
時
に
多
く
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
〈
表
３
〉
か
ら

「
あ
さ
は
な
る
」
の
場
合
を
見
て
み
た
い
。

2○

「
あ
さ
は
な
る
」

2
〈
俊
頼
の
用
例
〉

⑳
し
ら
な
み
の
た
つ
た
の
か
は
に
し
き
る
か
な
山
の
さ
く
ら
は
ち
り
に
け
ら
し
も

（

永
縁
奈
良
房
歌
合
・
「
桜
」
七
番
左
持
・

・
上
総
）

311

13

左
哥
は
、
「
し
き
る
か
な
」
と
い
へ
る
こ
し
の
も
じ
、
あ
さ
は
な
れ
て
き
こ
ゆ
。
又
、
水
の
な
が
れ
に
つ
き
て
見
た
る
、

本
意
に
あ
ら
ず
。
な
を
「
こ
ず
ゑ
を
見
ば
や
」
、
「
み
や
ま
が
く
れ
の
は
な
を
見
ま
し
や
」
な
ど
い
へ
る
は
、
さ
る
な
に
む

(

マ

マ

)

か
ひ
て
あ
る
こ
と
を
い
ふ
な
り
。
こ
れ
は
う
た
あ
は
せ
に
も
と
め
て
よ
ま
む
に
は
、
心
ざ
し
な
し
。
…
…

㉑
し
ら
ゆ
き
の
ふ
り
し
き
ぬ
れ
ば
か
づ
ら
き
や
く
め
の
い
は
ゞ
し
そ
こ
と
し
ら
れ
ず

（

永
縁
奈
良
房
歌
合
・
「
雪
」
七
番
左
勝
・

・
上
総
）

311

55

左
、
ふ
か
き
と
が
は
見
え
ず
。
「
か
づ
ら
き
や
」
の
「
や
」
も
じ
ぞ
、
あ
さ
は
な
れ
て
き
こ
ゆ
る
。
は
し
な
ど
に
か
ゝ
ら

ば
、
「
見
え
わ
た
る
」
な
ど
い
は
ゞ
や
な
。
わ
た
ら
ざ
な
る
は
し
な
れ
ば
、
さ
は
い
ひ
が
た
き
に
や
。
…
…

〈
俊
成
時
代
の
用
例
〉

㉒
い
ま
は
た
だ
む
か
し
が
た
り
に
な
り
は
て
て
こ
ひ
も
我
が
身
を
は
な
れ
ま
し
か
ば

（
六
百
番
歌
合
・
恋
上
・
「
旧
恋
」
二
十
九
番
左
勝
・

・
兼
宗
）

777

右
申
云
、
「
は
な
れ
ま
し
か
ば
」
、
あ
さ
は
な
れ
た
り
。
…
…

判
云
、
左
、
「
あ
さ
は
な
れ
た
り
」
と
は
、
い
か
に
は
な
れ
た
る
に
か
。
い
と
も
え
し
ら
ぬ
詞
に
侍
り
。
い
か
に
も
よ
ろ

し
か
ら
ぬ
よ
し
に
や
。
…
…
左
歌
、
病
な
し
。
可
勝
に
こ
そ
侍
れ
。

＊

＊
左
歌
、
病
な
し
―
他
本
多
く
「
左
あ
さ
な
か
ら
」
と
す
る
。
こ
の
本
文
で
は
、
俊
成
は
右
方
が
述
べ
た
「
あ
さ
は
な
る
」
の
「
あ
さ
」
を
受
け
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て
い
る
こ
と
に
な
る
。

俊
頼
の
用
例
⑳
・
㉑
は
、
い
ず
れ
も
「
も
じ
」
が
「
あ
さ
は
な
れ
」
て
い
る
と
評
さ
れ
た
例
で
あ
る
。
⑳
は
「
こ
し
の
も
じ
」
す

な
わ
ち
三
句
末
尾
の
「
か
な
」
、
㉑
は
「
や
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
指
摘
さ
れ
た
「
も
じ
」
で
あ
ろ
う
。
⑳
は
龍
田
川
の
「
し
ら
な
み
」
、

す
な
わ
ち
川
面
に
浮
か
ぶ
桜
の
花
弁
を
見
て
、
「
山
の
さ
く
ら
は
ち
り
に
け
ら
し
も
」
と
推
測
す
る
歌
で
あ
る
が
、
三
句
末
尾
に
「
か

な
」
を
置
く
と
、
句
切
れ
が
発
生
し
て
上
句
と
下
句
が
分
離
し
て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
る
で
あ
ろ
う
。
㉑
も
、
「
か
づ
ら
き
や
」
と

、

助
詞
「
や
」
を
三
句
末
尾
に
置
く
と
、
「
か
づ
ら
き
」
と
「
く
め
の
い
は
ゞ
し
」
が
切
れ
て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
て
し
ま
う
。
す
な

わ
ち
、
俊
頼
の
評
語
「
あ
さ
は
な
る
」
は
、
表
現
上
つ
な
が
っ
て
い
る
べ
き
箇
所
が
離
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
す
る
評
語
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
六
百
番
歌
合
で
の
例
㉒
は
、
そ
う
し
た
表
現
上
の
問
題
を
指
摘
し
て
い
る
も
の
と
は
読
め
な
い
。
当
該
箇
所
に
つ
い
て

は
、
「
幾
分
離
れ
た
感
じ
が
す
る
。
た
だ
し
、
『
あ
さ
は
な
る
』
の
語
は
、
他
に
例
を
見
な
い
」
と
注
さ
れ
て
い
る
が
、
永
縁
奈
良
房

(

３
１)

歌
合
の
用
例
⑳
・
㉑
が
見
落
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
さ
て
お
き
、
何
が
ど
の
よ
う
に
「
離
れ
た
感
じ
」
な
の
か
具
体
性
を
欠
い
て
い

る
。
確
か
に
俊
成
も
「
い
か
に
は
な
れ
た
る
に
か
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
右
方
人
の
評
は
わ
か
り
に
く
い
。
い
ま
対
象
と
な
っ

て
い
る
兼
宗
の
歌
は
、
「
い
ま
だ
過
去
の
恋
に
苦
し
む
我
が
身
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
が
「
む
か
し
が
た
り
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、

我
が
身
を
離
れ
て
く
れ
た
ら
ど
れ
ほ
ど
よ
い
か
」
と
の
意
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
す
る
右
方
人
の
評
「
あ
さ
は
な
れ
た
り
」
と
は
ど

の
よ
う
な
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
推
測
す
れ
ば
、
右
方
人
は
二
三
句
「
む
か
し
が
た
り
に
な
り
は
て
て
」
を
す
で
に
完
了
し
た
事
態
と

見
て
、「
は
な
れ
ま
し
か
ば
」
と
反
実
仮
想
で
詠
ま
れ
て
い
る
が
、「
む
か
し
が
た
り
」
に
な
っ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
か
ら
す
で
に
「
は

な
れ
」
て
い
る
で
は
な
い
か
、
と
内
容
面
の
不
整
合
を
評
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

と
も
あ
れ
、
注
意
さ
れ
る
の
は
俊
頼
の
用
い
た
評
語
「
あ
さ
は
な
る
」
が
き
ち
ん
と
受
け
継
が
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

俊
成
も
「
あ
さ
は
な
る
」
の
語
を
「
い
と
も
え
し
ら
ぬ
詞
」
と
述
べ
て
お
り
、
も
は
や
よ
く
わ
か
ら
な
い
語
と
な
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
新
し
い
評
語
が
生
み
出
さ
れ
て
は
消
え
て
い
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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そ
れ
で
も
、
彼
ら
の
創
出
し
た
歌
合
評
語
が
、
後
代
に
先
蹤
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
俊
成
が
基
俊
の

歌
合
判
詞
か
ら
多
く
を
学
ん
で
い
た
こ
と
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
俊
成
は
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
俊
頼
の
評
語
か
ら
も
少
な

い
な
が
ら
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
、
本
章
の
調
査
か
ら
い
え
る
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
し
、
総
体
と
し
て
み
れ
ば
、
や
は
り
俊
成
の
歌
合
判
詞
は
基
俊
の
影
響
が
強
い
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
俊
頼
の
評
語
は
む

し
ろ
、
清
輔
を
中
心
と
し
た
六
条
藤
家
の
歌
人
た
ち
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
歌
合
評
語
・
歌
合
判

詞
」
と
い
う
観
点
で
は
、
基
俊
―
俊
成
、
俊
頼
―
清
輔
と
い
う
大
き
な
二
つ
の
流
れ
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
（
も
ち
ろ
ん
明
確
に
二
分
で
き
る
も
の
で
は
な
い
が
）
。

そ
し
て
、
俊
成
か
ら
定
家
へ
と
い
う
流
れ
を
見
た
と
き
、
定
家
は
ま
た
俊
成
と
は
異
な
っ
た
享
受
を
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

俊
成
に
お
け
る
評
語
の
享
受
は
、
そ
れ
を
自
身
の
判
詞
が
持
つ
規
範
性
に
落
と
し
込
み
、
指
導
的
な
評
語
と
し
て
力
を
持
つ
よ
う
な

用
い
方
を
試
み
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
一
方
で
定
家
は
、
千
五
百
番
歌
合
の
判
詞
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
歌
と
と
も

に
判
詞
を
読
む
こ
と
で
さ
ら
に
歌
へ
の
理
解
が
深
ま
る
よ
う
な
、
ひ
と
つ
の
「
作
品
」
と
し
て
判
詞
を
捉
え
て
い
た
。
そ
う
し
た
な

か
で
定
家
は
、
特
に
自
詠
に
対
す
る
判
に
お
い
て
、
批
評
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
持
つ
評
語
を
用
い
て
判
詞
を
書
き
、
自
詠
に
対
す
る

解
釈
・
鑑
賞
の
あ
り
方
を
規
定
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

歌
合
評
語
の
用
い
方
は
、
院
政
期
に
俊
頼
・
基
俊
ら
が
向
き
合
っ
た
「
い
か
に
判
詞
を
書
く
べ
き
か
」
と
い
う
問
い
と
密
接
に
関

わ
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
本
章
は
評
語
の
享
受
と
い
う
一
点
か
ら
歌
合
史
を
点
描
し
た
に
す
ぎ
な
い
が
、
院
政
期
歌
合
に
お
い
て
さ

ま
ざ
ま
に
模
索
さ
れ
た
歌
合
判
詞
・
歌
合
評
語
の
制
作
が
、
後
代
に
お
け
る
歌
合
の
方
向
性
を
決
定
づ
け
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と

思
わ
れ
る
。

注
（

）
久
保
田
淳
『
新
古
今
歌
人
の
研
究
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
三
）
第
二
篇
「
藤
原
俊
成
の
研
究
」
第
三
章
「
歌
論
」

1
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第
二
節
「
万
葉
集
に
対
す
る
態
度
」
、
田
村
柳
壹
「
俊
成
歌
論
に
お
け
る
万
葉
摂
取
に
つ
い
て
」
（
『
後
鳥
羽
院
と
そ
の
周
辺
』

笠
間
書
院
、
一
九
九
八

初
出
『
語
文
（
日
本
大
学
）
』

、
一
九
七
四
・
三
）
。

39

（

）
渡
部
泰
明
『
中
世
和
歌
の
生
成
』
（
若
草
書
房
、
一
九
九
九
）
第
二
章
「
藤
原
俊
成
の
歌
合
判
詞
」
第
一
節
「
〈
一
句
引
用
〉

2
の
姿
」
（
初
出
『
玉
藻
』

、
『
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
紀
要
』

、
一
九
八
九
・
三
）
。

24

24

（

）
安
井
重
雄
「
俊
成
判
詞
「
其
時
も
老
僧
ゆ
る
さ
ず
」
に
つ
い
て
」
（
『
藤
原
俊
成

判
詞
と
歌
語
の
研
究
』
笠
間
書
院
、
二
〇

3
〇
六

初
出
『
和
歌
文
学
研
究
』

、
二
〇
〇
三
・
一
二
）
。

87

（

）
最
近
で
も
、
山
本
真
吾
「
古
語
辞
典
に
お
け
る
歌
論
用
語
の
扱
い
に
つ
い
て
」（
『
和
歌
文
学
研
究
』

、
二
〇
一
六
・
一
二
）

4

113

が
歌
論
用
語
（
歌
合
評
語
）
「
さ
さ
ふ
（
支
ふ
）
」
に
つ
い
て
、
基
俊
か
ら
俊
成
へ
の
影
響
例
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（

）
『
顕
注
密
勘
』
の
本
文
は
、
日
本
古
典
文
学
影
印
叢
刊
『
顕
註
密
勘
』
（
日
本
古
典
文
学
会
、
一
九
八
七
）
に
拠
っ
た
（
二
一

5
九
～
二
二
三
頁
）
。

（

）
黒
田
彰
子
『
俊
成
論
の
た
め
に
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
三
）
第
一
章
第
一
節
「
本
説
の
整
序

―
俊
頼
と
俊
成

―
」
（
初

6
出
：
鈴
木
淳
・
柏
木
由
夫
責
任
編
集
『
和
歌

解
釈
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
』
笠
間
書
院
、
一
九
九
八
）
、
第
二
節
「
「
み
さ
び
」
考

―
俊
頼
と
俊
成
（
二
）

―
」
（
初
出
『
愛
知
文
教
大
学
論
叢
』

、
一
九
九
九
・
一
一
）
、
第
三
節
「
あ
す
も
こ
む
野
路
の

2

玉
川
萩
こ
え
て

―
俊
頼
と
俊
成
（
三
）

―
」
（
初
出
『
愛
知
文
教
大
学
比
較
文
化
研
究
』

、
二
〇
〇
〇
・
一
一
）
。
黒
田

2

氏
は
こ
れ
ら
の
論
文
で
、
俊
成
は
俊
頼
の
歌
を
高
く
評
価
し
つ
つ
も
、
基
俊
が
批
判
す
る
よ
う
な
、
俊
頼
詠
に
お
け
る
本
説
（
典

拠
）
が
必
ず
し
も
原
典
に
忠
実
で
な
い
と
い
う
欠
点
を
十
分
に
自
覚
し
て
お
り
、
俊
頼
を
批
判
す
る
こ
と
を
巧
妙
に
回
避
し
な

が
ら
、
俊
頼
が
拡
散
し
た
本
説
（
典
拠
）
を
一
本
化
す
る
よ
う
に
動
い
て
い
た
と
論
じ
て
い
る
。

（

）
田
口
暢
之
「
比
叡
山
に
お
け
る
歌
合

―
平
安
後
期
の
無
動
寺
を
中
心
に

―
」（
『
日
本
文
学
』

‐

、
二
〇
一
九
・
七
）

7

68

7

の
「
平
安
時
代
の
寺
社
に
お
け
る
歌
合
」
の
一
覧
表
（
一
四
～
一
五
頁
）
は
、

を
立
項
す
る
も
の
の
判
者
は
「
？
」
と
す
る
。

314

ま
た
、
安
井
重
雄
「
平
安
期
歌
合
に
お
け
る
判
者

―
主
催
者
と
の
関
係
を
中
心
に
、
俊
成
に
至
る

―
」
（
『
日
本
文
学
研
究
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ジ
ャ
ー
ナ
ル
』

、
二
〇
一
九
・
一
二
）
の
【
平
安
朝
歌
合
判
者
一
覧
】
（
九
～
一
二
頁
）
も

を
漏
ら
し
て
い
る
。

12

314

（

）
『
無
名
抄
』
に
は
「
い
か
な
り
け
る
に
か
、
か
の
琳
賢
と
基
俊
と
中
の
悪
し
か
り
け
れ
ば
、
『
た
ば
か
ら
ん
』
と
思
ひ
て
、
あ

8
る
時
、
後
撰
の
恋
歌
の
中
に
、
人
も
い
と
知
ら
ず
耳
遠
き
か
ぎ
り
、
廿
首
を
択
り
出
だ
し
て
、
書
き
番
ひ
て
、
か
の
人
の
許
へ

持
て
い
に
け
り
。
『
こ
ゝ
に
、
人
の
異
様
な
る
歌
合
を
し
て
、
勝
ち
負
け
を
知
ら
ま
ほ
し
く
つ
か
ま
つ
る
に
、
つ
け
て
給
ら
ん
』

と
て
、
取
り
出
で
た
り
け
れ
ば
、
こ
れ
を
見
て
、
後
撰
の
歌
と
い
ふ
こ
と
を
ふ
つ
と
思
ひ
寄
ら
ず
、
思
ふ
さ
ま
に
や
う
〳
〵
に

難
ぜ
ら
れ
た
り
け
る
を
…
…
」
（
「
琳
賢
基
俊
を
た
ば
か
る
事
」
・
二
〇
五
～
二
〇
六
頁
）
と
あ
る
。

（

）
『
歌
合
大
成
』
別
二
五
「
考
証
」
項
（
二
〇
八
〇
頁
）
参
照
。

9
（

）
『
歌
論
歌
学
集
成
』
第
七
巻
（
三
弥
井
書
店
、
二
〇
〇
六
）
補
注
七
七
（
三
二
七
頁
）
参
照
。

10
（

）
安
井
重
雄
「
俊
成
判
詞
の
「
不
可
庶
幾
」
と
い
う
評
語
に
つ
い
て
」
（
注
（

）
前
掲
安
井
氏
著
書

初
出
『
自
讃
歌
注
研

11

3

究
会
会
誌
』

、
二
〇
〇
〇
・
一
〇
）
。

8

（

）
上
條
彰
次
「
『
六
百
番
歌
合
』
の
歌
論
評
語
「
あ
た
ら
し
」
考
」
、
「
『
千
五
百
番
歌
合
』
の
歌
論
評
語
「
あ
た
ら
し
」
考
」
（
『
藤

12
原
俊
成
論
考
』
新
典
社
、
一
九
九
三

初
出
『
国
語
国
文
』

‐

、
一
九
六
五
・
一
〇
）
。

34

10

（

）
『
谷
山
茂
著
作
集
一

幽
玄
』
（
角
川
書
店
、
一
九
八
二
）
所
収
の
各
論
、
久
保
田
淳
「
幽
玄
と
そ
の
周
辺
」
（
『
中
世
和
歌
史

13
の
研
究
』
明
治
書
院
、
一
九
九
三
）
、
武
田
元
治
『
「
幽
玄
」

―
用
例
の
注
釈
と
考
察

―
』
（
風
間
書
房
、
一
九
九
四
）
な

ど
参
照
。

（

）
『
古
今
集
』
真
名
序
に
は
「
大
友
黒
主
之
歌
、
古
猿
丸
大
夫
之
次
也
。
頗
有
逸
興
而
躰
甚
鄙
。
如
田
夫
之
息
花
前
也
」
（
『
新

14
編
国
歌
大
観
』
に
拠
る
）
と
あ
る
。

（

）
田
野
慎
二
「
歌
合
の
批
評
語
「
支
ふ
」
に
つ
い
て

―
新
古
今
時
代
歌
合
の
判
詞
の
一
側
面

―
」
（
『
古
代
中
世
国
文
学
』

15

、
一
九
九
六
・
五
）
。

8

（

）
藤
原
將
寛
「
俊
頼
判
に
お
け
る
歌
合
評
語
「
な
だ
ら
か
」
と
「
す
べ
ら
か
」
の
差
違
に
つ
い
て
」
（
『
國
文
學
論
叢
』

、
二

16

62
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〇
一
七
・
二
）
。

（

）
俊
頼
・
基
俊
の
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の
よ
う
に
歌
合
判
詞
を
書
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
浅
田
徹
「
歌
合
判
詞
史
に
お
け
る
白
河
院

17
政
期
（
一
）
・
（
二
）
・
（
三
）
」
（
『
文
藝
と
批
評
』

‐

、

、

、
一
九
九
六
・
五
、
一
九
九
七
・
五
、
一
九
九
八
・
一
〇

8

3

5

8

副
題
は
省
略
）
を
参
照
。
特
に
基
俊
に
つ
い
て
は
（
二
）
に
、
俊
頼
に
つ
い
て
は
（
三
）
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

（

）
藤
原
將
寛
「
俊
頼
判
に
お
け
る
歌
評
語
「
た
ま
し
ゐ
」
に
つ
い
て
」
（
龍
谷
大
学
国
文
学
会
口
頭
発
表
、
二
〇
一
八
・
六
・

18
三
〇
）
で
指
摘
さ
れ
た
。
な
お
、
龍
谷
大
学
歌
合
輪
読
会
「
元
永
元
年
十
月
二
日
内
大
臣
忠
通
家
歌
合

注
釈
（
二
）
」
（
『
古

典
文
藝
論
叢
』

、
二
〇
一
八
・
三
）
五
一
頁
に
、
藤
原
氏
に
よ
っ
て
「
た
ま
し
ひ
」
の
用
例
が
整
理
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ

10

で
は
本
章
で
挙
げ
た
ｄ
で
の
用
例
（
「
玉
し
ひ
な
き
心
ち
」
）
を
漏
ら
し
て
い
る
。

（

）
以
下
、
引
用
す
る
歌
合
の
本
文
は
、
左
記
以
外
の
も
の
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
拠
る
。
た
だ
し
、
六
百
番
歌
合
・
千
五
百

19
番
歌
合
に
つ
い
て
は
、
小
西
甚
一
編
著
『
新
校
六
百
番
歌
合

付
・
顕
昭
陳
状
』
（
有
精
堂
、
一
九
七
六
）
、
有
吉
保
『
千
五
百

番
歌
合
の
校
本
と
そ
の
研
究
』
（
風
間
書
房
、
一
九
六
七
）
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
異
同
を
確
認
し
、
＊
を
付
し
て
注
記
し
た
場

合
が
あ
る
。

忠
通
歌
合
＝
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
桂
宮
旧
蔵
本
（
書
Ａ
）
…
第
一
章
参
照
。

296
忠
通
歌
合
＝
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）
…
第
四
章
参
照
。

300
永
縁
奈
良
房
歌
合
＝
天
理
図
書
館
本
（
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
『
平
安
鎌
倉
歌
書
集
』
八
木
書
店
、
一
九
七
七
）
…
第

311

五
章
参
照
。

奈
良
花
林
院
歌
合
＝
冷
泉
家
本
（
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
『
歌
合
集

百
首
歌
集
』
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
二
）
…
第
五

311

章
参
照
。

（

）
注
（

）
前
掲
安
井
氏
論
文
の
注
（

）
に
概
ね
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
数
点
補
足
し
た
い
。
ま
ず
安
井
氏
が
挙
げ
て
い

20

11

4

な
い
も
の
で
は
、
「
支
ふ
」
に
つ
い
て
は
本
章
注
（

）
前
掲
山
本
氏
論
文
に
指
摘
が
あ
り
、
「
俗
に
近
し
」
に
つ
い
て
は
大
木

4
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桃
子
「
歌
合
判
詞
に
お
け
る
「
俗
に
近
し
」

―
今
様
の
歌
詞
を
詠
み
込
ん
だ
歌
を
中
心
に

―
」（
『
国
語
国
文
学
研
究
』

、
49

二
〇
一
四
・
三
）
に
整
理
が
あ
る
。
ま
た
、
安
井
氏
が
挙
げ
る
「
た
け
た
か
し
」
に
つ
い
て
は
、

忠
通
歌
合
の
裏
書
判
（
「
山

305

月
」
三
番
）
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
鳥
井
千
佳
子
氏
が
論
じ
る
よ
う
に
、
基
俊
と
は
別
人
が
記
し
た
当
座
の
記

録
と
思
わ
れ
る
（
『
忠
通
家
歌
合
新
注
』
「
解
説
」
三
九
七
頁
、
青
簡
舎
、
二
〇
一
五
）
た
め
、
基
俊
の
評
語
と
し
て
は
挙
げ
な

か
っ
た
。

（

）
北
島
紬
「
元
永
二
年
七
月
忠
通
歌
合
追
判
の
判
者
と
文
体
」
（
『
詞
林
』

、
二
〇
一
七
・
一
〇
）
。

21

62

（

）
な
お
、
為
家
の
用
例
は
、
宝
治
元
年
（
一
二
四
七
）
九
月
後
嵯
峨
院
歌
合
・
「
五
月
郭
公
」
二
十
九
番
に
所
見
。
こ
こ
で
は

22
題
で
あ
る
「
郭
公
」
の
鳴
き
声
に
寄
せ
て
「
耳
と
ま
る
」
を
用
い
て
い
る
の
で
、
定
家
と
同
じ
く
「
興
味
を
引
か
れ
る
」
の
意

で
用
い
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（

）
な
お
、
俊
頼
の
用
例
⑧
に
関
し
て
、
『
袋
草
紙
』
所
引
の
本
文
で
は
「
俊
頼
云
、
…
…
次
歌
、
あ
ま
る
な
み
だ
、
心
あ
り
と

23
て
勝
」
（
下
・
古
今
歌
合
難
・
四
四
七
頁
）
と
だ
け
あ
り
、
こ
ち
ら
の
本
文
で
は
「
思
ふ
心
」
が
見
出
せ
な
い
。
ひ
と
ま
ず
「
思

ふ
心
」
を
俊
頼
の
用
語
と
見
て
お
く
が
、
本
文
に
は
不
審
も
残
る
。

（

）
例
え
ば
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
（
第
二
版
、
小
学
館
、
二
〇
〇
二
）
は
「
こ
と
あ
り
げ
」
の
語
義
を
「
①
こ
と
さ
ら
ら
し
い

24
さ
ま
、
勿
体
ぶ
る
さ
ま
」
、
「
②
何
か
わ
け
の
あ
り
そ
う
な
さ
ま
」
と
説
明
し
、
①
の
用
例
に
は
『
極
楽
寺
殿
御
消
息
』
（
一
三

世
紀
中
ご
ろ
）
を
、
②
の
用
例
に
は
仮
名
草
子
『
身
の
鏡
』
（
一
六
五
九
年
）
な
ど
を
挙
げ
る
の
み
で
あ
る
。

（

）
『
源
氏
物
語
』
胡
蝶
巻
に
も
、
光
源
氏
が
玉
鬘
に
贈
っ
た
歌
に
「
う
ち
と
け
て
ね
も
み
ぬ
も
の
を
若
草
の
こ
と
あ
り
顔
に
む

25
す
ぼ
ほ
る
ら
む
」
（
胡
蝶
・
③
‐
一
九
〇
頁
）
と
用
例
が
あ
る
。
な
お
俊
頼
の
詠
歌
に
「
こ
と
あ
り
顔
」
の
用
例
は
見
出
せ
な

い
。

（

）
『
俊
頼
髄
脳
』
で
は
、
永
承
四
年
（
一
〇
四
九
）
十
一
月
九
日
内
裏
歌
合
（
『
歌
合
大
成
』

）
・
「
松
」
一
番
左
で
能
因
が
詠

26

136

ん
だ
「
か
す
が
や
ま
い
は
ね
の
ま
つ
は
き
み
が
た
め
ち
と
せ
の
み
か
は
よ
ろ
づ
よ
ぞ
へ
む
」（

、『
新
編
国
歌
大
観
』
に
拠
る
）

1
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に
対
し
て
、
「
大
二
条
ど
の
と
申
ゝ
関
白
殿
（
引
用
注
：
藤
原
教
通
）
の
、
そ
の
ざ
に
さ
ぶ
ら
は
せ
給
て
、
い
ま
だ
判
者
の
さ

だ
め
申
さ
れ
ぬ
さ
き
に
」
（
九
七
ウ
～
九
八
オ
／
二
〇
四
～
二
〇
五
頁
）
述
べ
た
発
言
と
し
て
引
く
。
春
日
が
藤
原
氏
の
氏
神

で
あ
る
こ
と
に
よ
る
発
言
で
あ
る
。

（

）
基
俊
か
ら
定
家
へ
の
直
接
的
な
影
響
に
つ
い
て
、
注
（

）
前
掲
浅
田
氏
論
文
（
二
）
は
、
「
基
俊
の
判
詞
は
俊
頼
と
比
較

27

17

す
る
と
文
体
の
幅
が
大
き
」（
二
頁
）
く
、
和
文
体
や
漢
文
体
・
漢
文
訓
読
体
な
ど
「
い
ろ
い
ろ
な
文
体
が
試
さ
れ
て
い
る
」（
同
）

こ
と
を
指
摘
し
、
そ
れ
は
「
自
ら
の
文
章
を
よ
り
興
趣
に
富
む
も
の
に
し
た
い
と
望
ん
だ
か
ら
」
（
三
頁
）
と
論
じ
て
い
る
が
、

さ
ら
に
注
（

）
で
、
「
興
味
深
い
の
は
、
基
俊
の
こ
う
い
っ
た
文
体
を
復
活
使
用
し
た
判
詞
が
定
家
に
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ

3

る
」
（
一
四
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
。

（

）
『
俊
頼
髄
脳
』
で
は
、
「
い
は
ゞ
し
の
よ
る
の
ち
ぎ
り
も
た
え
ぬ
べ
し
あ
く
る
わ
び
し
き
か
づ
ら
き
の
神
」
（
一
一
三
ウ
／
二

28
三
六
頁
、
『
拾
遺
集
』
雑
賀
・

・
小
大
君
）
の
説
明
と
し
て
引
か
れ
て
い
る
。
説
話
の
全
文
は
左
の
通
り
。

1201

こ
の
哥
は
、
か
づ
ら
き
の
山
、
よ
し
の
山
と
の
は
ざ
ま
の
、
は
る
か
な
る
ほ
ど
を
め
ぐ
れ
ば
、
事
の
わ
づ
ら
ひ
の
あ
れ
ば
、

延
能
行
者
と
い
へ
る
修
行
者
の
、
こ
の
山
の
峯
よ
り
か
の
吉
野
山
の
峯
に
は
し
を
わ
た
し
た
ら
ば
、
事
の
わ
づ
ら
ひ
な
く
、

ひ
と
は
か
よ
ひ
な
ん
と
て
、
そ
の
所
に
を
は
す
る
一
言
ぬ
し
と
申
神
に
、
祈
申
け
る
や
う
は
、
「
神
の
神
通
は
、
佛
に
お

と
る
事
な
し
。
凡
夫
の
え
せ
ぬ
こ
と
を
す
る
を
神
力
と
せ
り
。
ね
が
は
く
は
、
こ
の
か
づ
ら
き
の
山
の
い
た
ゞ
き
よ
り
、

か
の
よ
し
の
山
の
い
た
ゞ
き
ま
で
、
い
は
を
も
ち
て
は
し
を
わ
た
し
給
へ
。
こ
の
ね
が
ひ
を
か
た
じ
け
な
く
も
う
け
給
は

ゞ
、
た
ふ
る
に
し
た
が
ひ
て
、
法
施
を
た
て
ま
つ
ら
む
」
。
申
け
れ
ば
、
そ
ら
に
こ
ゑ
あ
り
て
、
「
我
こ
の
事
を
受
け
つ
。

あ
ひ
か
ま
へ
て
わ
た
す
べ
し
。
た
ゞ
し
、
我
か
た
ち
み
に
く
ゝ
し
て
、
み
る
人
お
ぢ
お
そ
り
を
な
す
。
よ
な
〳
〵
わ
た
さ

む
」
と
の
た
ま
へ
り
。
「
ね
が
は
く
は
、
す
み
や
か
に
わ
た
し
給
へ
」
と
て
、
心
経
を
よ
み
て
い
の
り
申
し
に
、
そ
の
よ

の
う
ち
に
す
こ
し
わ
た
し
て
、
ひ
る
わ
た
さ
ず
。
延
能
そ
れ
を
み
て
、
お
ほ
き
に
い
か
り
て
、
「
し
か
ら
ば
、
ご
ほ
う
こ

の
神
を
し
ば
り
給
へ
」
と
申
。
ご
ほ
う
た
ち
ま
ち
に
か
づ
ら
を
も
ち
て
神
を
し
ば
り
つ
。
そ
の
神
は
、
お
ほ
き
な
る
い
は
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ほ
に
て
み
え
給
へ
ば
、
か
づ
ら
の
ま
つ
は
れ
て
、
か
け
ぶ
く
ろ
な
ど
に
も
の
を
い
れ
た
る
や
う
に
、
ひ
ま
は
ざ
ま
も
な
く

ま
つ
は
れ
て
、
い
ま
に
お
は
す
る
な
り
。

（
一
一
三
ウ
～
一
一
五
オ
／
二
三
六
～
二
三
九
頁
）

（

）
安
井
重
雄
「
『
千
五
百
番
歌
合
』
定
家
判
詞
に
つ
い
て
」
（
浅
田
徹
・
藤
平
泉
責
任
編
集
『
古
今
集

新
古
今
集
の
方
法
』
笠

29
間
書
院
、
二
〇
〇
四
）
。

（

）
注
（

）
前
掲
浅
田
氏
論
文
（
一
）
参
照
。

30

17

（

）
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
六
百
番
歌
合
』
（
久
保
田
淳
・
山
口
明
穂
校
注
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
八

当
該
箇
所
担
当
は
山

31
口
氏
）
二
七
七
頁
。
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第
七
章

俊
成
「
不
可
庶
幾
」
評
と
定
家
「
閨
の
月
影
」
詠

は
じ
め
に

本
章
で
は
、
俊
成
が
独
自
に
発
展
さ
せ
た
院
政
期
の
歌
合
評
語
を
、
定
家
が
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
た
の
か
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

取
り
上
げ
る
の
は
、
建
久
四
年
（
一
一
九
三
）
秋
・
六
百
番
歌
合
に
定
家
が
出
詠
し
た
次
の
歌
で
あ
る
。

(

１)

か
ぜ
か
よ
ふ
あ
ふ
ぎ
に
秋
の
さ
そ
は
れ
て
ま
づ
て
な
れ
ぬ
る
ね
や
の
月
か
げ

（
「
扇
」
十
一
番
左
勝
・

・
定
家
）

261

判
云
、
左
の
「
ね
や
」
は
、
詩
歌
に
も
つ
く
り
よ
む
事
に
は
侍
れ
ど
、
殊
不
可
庶
幾
に
や
。
右
、
…
…
共
不
被
甘
心
。
又

事
不
分
明
。
「
ね
や
の
月
」
、
猶
ま
さ
る
べ
き
に
や
。

俊
成
に
よ
る
判
は
定
家
詠
（
以
下
、
本
章
に
お
い
て
は
、
こ
の
歌
を
「
当
該
歌
」
と
称
す
）
を
勝
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ

は
必
ず
し
も
当
該
歌
を
評
価
し
て
の
判
定
で
は
な
く
、
番
え
ら
れ
た
右
歌
（
家
隆
詠
）
が
低
評
価
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
相
対
評
価

に
す
ぎ
な
い
。
特
に
俊
成
が
問
題
視
し
た
の
が
、
「
ね
や
（
閨
）
」
の
語
で
あ
っ
た
。
俊
成
は
こ
の
語
に
つ
い
て
「
殊
に
庶
幾
す
べ
か

ら
ざ
る
に
や
」
と
、
非
常
に
強
い
調
子
で
そ
の
使
用
を
戒
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
六
章
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
「
庶
幾
せ
ず
」
は
基
俊
が
用
い
た
歌
合
評
語
で
あ
る
（
第
六
章
〈
表
３
〉
の

参
照
）
。
こ
こ
で
俊

35

成
は
「
閨
」
の
語
の
使
用
を
戒
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
俊
成
が
院
政
期
の
歌
合
評
語
を
取
り
入
れ
、
自
身
の
歌
合
判
詞
に
お
い
て
指

導
的
な
意
味
合
い
を
持
つ
よ
う
に
試
み
た
一
例
と
い
え
よ
う
。

定
家
が
こ
の
批
判
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
『
拾
遺
愚
草
』
で
は
、
さ
き
の
定
家
詠
は
次
の
よ

う
に
結
句
が
「
ね
や
の
月
か
げ
」
か
ら
「
と
こ
の
月
か
げ
」
へ
と
改
め
ら
れ
て
い
る
。

風
か
よ
ふ
あ
ふ
ぎ
に
秋
の
さ
そ
は
れ
て
ま
づ
て
な
れ
ぬ
る
と
こ
の
月
か
げ

（
『
拾
遺
愚
草
』
上
・

）
822

管
見
で
は
、
『
拾
遺
愚
草
』
諸
本
に
結
句
の
異
同
は
見
ら
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
単
な
る
誤
写
や
誤
伝
で
は
な
く
、
定
家
自
身
の
明

(

２)

確
な
意
図
に
基
づ
く
改
作
と
見
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
い
ま
こ
の
改
作
に
つ
い
て
は
措
く
が
、
五
月
女
肇
志
氏
の
よ
う
に
、
こ
の
改

(

３)
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作
を
俊
成
の
批
判
を
受
け
止
め
た
結
果
と
す
る
見
方
が
あ
る
。
確
か
に
、
改
作
の
契
機
が
俊
成
の
批
判
に
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。

(

４)

と
は
い
え
、
定
家
が
俊
成
の
批
判
を
受
け
止
め
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
同
じ
六
百
番
歌
合
か
ら
定
家
詠

を
も
う
一
首
挙
げ
て
み
る
。

ひ
き
か
く
る
ね
や
の
ふ
す
ま
の
へ
だ
て
に
も
ひ
び
き
は
か
は
る
か
ね
の
お
と
か
な

（
「
衾
」
二
十
四
番
左
負
・

・
定
家
）

587

判
云
、
左
歌
、
ひ
き
か
く
る
に
か
ね
の
お
と
の
へ
だ
た
る
様
な
り
け
る
を
、
「
遺
愛
寺
の
か
ね
」
な
ど
思
ひ
や
り
て
よ
み

け
る
に
や
。
而
る
を
、
「
『
鐘
』
何
故
ぞ
」
と
令
申
哉
。
又
さ
も
あ
る
事
に
や
。
…
…

こ
の
「
衾
」
題
で
詠
ま
れ
た
定
家
詠
も
ま
た
、
「
閨
」
の
語
を
詠
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
こ
ち
ら
は
『
拾
遺
愚
草
』
に
お
い
て
も

改
め
ら
れ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
で
の
俊
成
判
は
「
閨
」
の
語
を
直
接
に
批
判
し
て
は
お
ら
ず
、
も
っ
ぱ
ら
「
鐘
」

(

５)

を
詠
む
必
然
性
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
定
家
も
「
閨
」
の
語
を
改
め
な
か
っ
た
と
は
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
、
俊
成
の
「
殊
に
庶
幾
す
べ
か
ら
ざ
る
に
や
」
と
い
う
強
い
調
子
の
批
判
は
、
「
閨
」
の
語
そ
の
も
の
の
使
用
を
戒
め
る
発
言

と
読
め
、
も
し
定
家
が
こ
の
批
判
を
受
け
止
め
た
の
な
ら
ば
、
こ
の
一
首
も
改
め
ら
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
定
家

は
、
「
閨
」
を
「
不
可
庶
幾
」
と
し
た
俊
成
の
批
判
を
、
完
全
に
は
受
け
止
め
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

本
章
で
は
、
こ
の
歌
語
「
閨
」
に
対
す
る
俊
成
の
「
不
可
庶
幾
」
評
が
、
基
俊
の
評
語
を
引
き
受
け
つ
つ
、
ど
の
よ
う
な
背
景
で

出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
、
「
閨
」
の
表
現
史
を
た
ど
る
こ
と
で
考
察
し
た
い
。
ま
た
、
定
家
の
「
閨
」
へ
の
意
識
も
検
討
し
て
、

基
俊
―
俊
成
と
続
く
「
不
可
庶
幾
」
評
が
、
定
家
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
の
か
に
つ
い
て
も
考
え
た
い
。

第
一
節

俊
成
「
不
可
庶
幾
」
評
と
基
俊
の
評
語

ま
ず
、
俊
成
の
用
い
た
「
不
可
庶
幾
」
と
い
う
評
語
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
安
井
重
雄
氏
に
よ
る
詳
細
な
分
析
が
あ
る
。
安
井
氏

(

６)

は
、
こ
の
「
不
可
庶
幾
」
に
類
す
る
評
語
は
俊
成
判
詞
に
七
十
七
例
あ
り
、
他
の
判
者
に
比
し
て
使
用
数
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
か

ら
、
「
俊
成
を
代
表
す
る
歌
合
評
語
の
一
つ
」
（
一
三
九
頁
）
で
あ
る
と
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
基
俊
に
一
例
存
す
る
こ
と
か
ら
「
評
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語
そ
の
も
の
は
基
俊
か
ら
学
ん
だ
と
思
わ
れ
る
」
（
同
）
と
指
摘
し
て
い
る
。
基
俊
の
用
例
は
、
元
永
元
年
（
一
一
一
八
）
十
月
二

日
内
大
臣
忠
通
歌
合
（
『
歌
合
大
成
』

）
の
次
の
例
で
あ
る
。

(

７)

296

恋
す
て
ふ
恋
は
是
に
て
か
ぎ
り
て
ん
後
に
も
か
ゝ
る
物
も
こ
そ
思
へ

（

元
永
元
年
十
月
二
日
内
大
臣
忠
通
歌
合
・
「
恋
」
十
番
右

・
宗
国
、
基
負
）

296

67

基
云
、
い
づ
れ
も
〳
〵
と
が
む
べ
き
も
侍
ら
ざ
る
に
、
右
は
、
「
是
に
て
か
ぎ
り
て
ん
」
こ
そ
、
い
み
じ
う
庶
幾
せ
ず
見

え
侍
れ
。
「
な
に
と
て
た
え
ず
」
と
あ
る
は
、
い
ま
す
こ
し
哥
め
き
て
ぞ
お
も
ひ
た
ま
ふ
る
。

安
井
氏
も
い
う
よ
う
に
、
こ
れ
が
「
庶
幾
せ
ず
」
に
類
す
る
評
語
の
歌
合
判
詞
に
お
け
る
初
見
と
思
わ
れ
る
。
基
俊
の
例
は
、「
（
恋

は
）
是
に
て
か
ぎ
り
て
ん
」
と
い
う
表
現
そ
の
も
の
を
評
し
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
「
も
う
恋
は
こ
れ
き
り
に
し
よ
う
」
と
い
う

こ
と
を
歌
に
詠
む
と
い
う
発
想
自
体
を
評
し
て
い
る
の
か
わ
か
り
づ
ら
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
基
俊
は
こ
の
歌
の
よ
う
な
詠
み
方

を
認
め
て
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
安
井
氏
は
指
摘
し
て
い
な
い
が
、
こ
の
箇
所
は
『
歌
合
大
成
』
が
紹
介
す
る
二
十
巻
本
断
簡

(

８)

で
は
本
文
が
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
「
庶
幾
せ
ず
」
は
見
ら
れ
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

も
と
ゝ
し
い
つ
れ
も
と
か
む
へ
き
も
ほ
む
へ
き
も
は
へ
ら
さ
め
る
に
こ
と
は
こ
れ
に
て
か
き
り
て
む
こ
そ
い
み
し
う
つ
ふ
き
れ

(

マ
マ)

に
見
え
は
へ
れ
は
な
ん
と
て
た
え
す
と
あ
る
は
い
ま
す
こ
し
い
ひ
な
れ
う
た
め
き
て
そ
お
も
ふ
給
ふ
る
（
断
簡
Ｍ
・
後
半
部
）

こ
こ
か
ら
考
え
ら
れ
る
可
能
性
は
、
俊
成
が
参
照
し
た
基
俊
判
詞
が
二
十
巻
本
と
異
な
る
別
系
統
の
本
文
で
「
庶
幾
せ
ず
」
と
あ

る
も
の
で
あ
っ
た
か
、
あ
る
い
は
「
不
可
庶
幾
」
評
は
ま
っ
た
く
俊
成
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
評
語
で
あ
る
か
、
の
ど
ち
ら
か
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
当
該
箇
所
が
「
庶
幾
せ
ず
」
で
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
基
俊
に
は
康
和
二
年
（
一
一
〇
〇
）
四
月
二
十
八
日
宰
相
中
将
国

信
歌
合
（
『
歌
合
大
成
』

）
の
「
戯
評
」
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
「
庶
幾
」
を
用
い
た
例
が
確
認
で
き
る
。

242

契
有
り
て
わ
た
り
そ
め
な
ば
角
田
河
か
へ
ら
ぬ
水
の
心
か
な

如
本

(

９)

（

康
和
二
年
四
月
二
十
八
日
宰
相
中
将
国
信
歌
合
・
基
俊
戯
評
・

←
「
後
朝
」
六
番
左

・
俊
頼
）

242

42

11

此
歌
詞
備
六
義
、
興
入
万
端
。
就
中
腰
句
、
非
古
歌
、
康
和
時
勢
粧
也
。
是
驚
心
自
可
以
庶
幾
而
已
。
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こ
こ
で
基
俊
は
、
俊
頼
の
歌
を
過
剰
に
賞
讃
し
、
「
康
和
の
時
勢
の
粧
」
で
あ
る
と
ま
で
評
し
て
、
こ
の
よ
う
な
歌
を
「
庶
幾
」

す
る
ば
か
り
だ
、
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
俊
頼
に
対
す
る
皮
肉
と
見
ら
れ
、
基
俊
の
真
意
は
む
し
ろ
逆
に
あ
る
だ
ろ
う
。
す
な

わ
ち
基
俊
の
意
図
と
し
て
は
、
俊
頼
詠
の
よ
う
な
歌
は
「
不
可
庶
幾
」
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
差
し
支
え
な
く
、

や
は
り
俊
成
の
「
不
可
庶
幾
」
評
も
基
俊
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
見
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
俊
成
に
お
け
る
「
不
可
庶
幾
」
の
用
法
に
つ
い
て
安
井
氏
は
、
こ
の
種
の
評
語
が
衆
議
判
の
場
で
現
れ
な
い
こ
と
、
権
門

の
歌
人
に
対
し
て
は
使
用
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
「
判
定
を
受
け
る
作
者
た
ち
に
強
い
調
子
で
指
導
を
行
う
、
あ
る
い
は
強
い
調

子
で
批
判
す
る
語
」
（
一
四
九
頁
）
で
あ
る
と
規
定
す
る
。
そ
し
て
俊
成
は
、
詩
歌
伝
統
に
則
っ
た
表
現
に
対
し
て
も
「
不
可
庶
幾
」

を
用
い
て
お
り
、
そ
う
し
た
「
個
人
的
な
歌
観
に
よ
る
（
特
に
詞
の
使
用
に
対
す
る
）
批
判
ま
た
は
指
導
意
識
を
「
不
可
庶
幾
」
と

し
て
歌
合
判
の
場
に
持
ち
込
ん
で
い
る
」
（
一
五
三
頁
）
こ
と
、
そ
れ
が
「
純
粋
な
表
現
批
評
と
は
別
個
の
、
い
わ
ば
歌
壇
状
況
を

反
映
し
た
政
治
的
と
も
い
え
る
意
図
か
ら
の
発
言
」
（
一
五
八
頁
）
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
る
。
今
回
の
「
閨
」
は
、
の
ち
に
概

観
す
る
よ
う
に
、
平
安
期
か
ら
一
定
数
詠
ま
れ
て
き
て
い
る
歌
語
で
あ
る
（
俊
成
も
「
詩
歌
に
も
つ
く
り
よ
む
事
に
侍
れ
ど
」
と
述

べ
て
い
る
）
。
安
井
氏
の
指
摘
に
従
え
ば
、
俊
成
は
「
個
人
的
な
歌
観
」
か
ら
「
閨
」
を
忌
避
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

最
近
、
こ
の
「
不
可
庶
幾
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
は
、
日
本
語
学
か
ら
の
論
が
提
出
さ
れ
た
。
山
本
真
吾
氏
は
、
「
不
可
庶
幾
」

(

１
０)

と
い
う
語
は
記
録
体
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
こ
で
は
「
複
数
の
選
択
肢
を
想
定
し
て
過
去
の
先
例
に
照
ら

し
て
判
断
を
下
す
文
脈
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
よ
っ
て
、
《
（
彼
此
先
例
を
勘
案
す
る
に
、
そ
れ
に
拠
る
の
は
）
よ
ろ

し
く
な
い
》
と
い
っ
た
含
み
を
認
め
て
よ
か
ろ
う
」（
一
九
頁
）
と
論
じ
、
必
ず
し
も
「
個
人
的
主
観
的
判
断
に
限
定
さ
れ
な
い
」（
同
）

こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
浅
田
徹
氏
は
山
本
氏
の
論
を
受
け
て
、
安
井
氏
の
論
を
引
き
合
い
に
出
し
つ
つ
「
俊
成
は
自
分
の
主

(

１
１)

観
的
判
断
で
し
か
な
い
も
の
を
、
あ
た
か
も
有
職
故
実
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
と
読
め
る
こ
と
に
な
る
と

思
う
」
（
二
三
頁
）
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。
こ
れ
ら
を
敷
衍
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ

ち
、
基
俊
の
「
戯
評
」
に
お
け
る
俊
頼
批
判
で
「
庶
幾
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
基
俊
が
「
過
去
の
先
例
に
照
ら
し
て
」
俊
頼
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の
詠
歌
を
批
判
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
が
、
俊
頼
の
「
詠
み
口
」
を
評
価
し
て
い
る
俊
成
（
第
六
章
「
は
じ
め
に
」
参
照
）
に
は
、

そ
れ
が
「
個
人
的
主
観
的
判
断
」
に
基
づ
く
も
の
の
よ
う
に
映
り
、
「
不
可
庶
幾
」
の
そ
う
し
た
側
面
を
自
ら
の
歌
合
判
詞
に
お
い

て
利
用
す
る
に
至
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
俊
成
は
自
身
の
「
指
導
」
的
意
図
に
基
づ
き
、
基
俊
の
評
語
を
発
展
さ
せ
た
と
い
え
る
だ

ろ
う
。

で
は
、
俊
成
の
「
指
導
」
的
意
図
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
安
井
氏
の
い
う
よ
う
に
「
歌
壇
状
況
を
反
映
し

た
政
治
的
と
も
い
え
る
意
図
」
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
当
時
の
歌
壇
に
お
け
る
「
閨
」
の
表
現
状
況
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
俊
成
の
真

意
を
あ
る
程
度
は
推
測
す
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
以
下
、
和
歌
に
お
け
る
「
閨
」
の
表
現
史
を
た
ど
り
、
俊
成
「
不
可
庶
幾
」

評
の
背
景
を
考
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

第
二
節

平
安
期
和
歌
に
お
け
る
「
閨
」

和
歌
に
お
い
て
、
「
寝
室
」
あ
る
い
は
「
寝
所
」
の
意
と
し
て
の
「
閨
」
が
初
め
て
詠
ま
れ
た
確
実
な
例
は
、
次
の
『
万
葉
集
』
「
貧

窮
問
答
歌
」
で
あ
る
。

(

１
２)

…
…
伊
等
乃
伎
提
、

短

物
乎
、
端
伎
流
等
、

云

之

如

、

楚

取
、
五
十
戸
長
我
許
恵
波
、
寝
屋
度
麻
凰
、
来
立
呼
比
奴
、

イ

ト

ノ

キ

テ

ミ
ジ
カ
キ
モ
ノ

ヲ

ハ
シ

キ

ル

ト

イ
ヘ
ル

ガ

ゴ
ト
ク

シ
モ
ト
ト
ル

イ

ヘ

ヲ

サ

ガ

コ

ヱ

ハ

ネ

ヤ

ド

マ

デ

キ

タ
チ
ヨ
バ

ヒ

ヌ

可
久
波
可
里
、
須
部
奈
伎
物
能
可
、
世
間
乃
道
、

（
廣
瀬
本
『
万
葉
集
』
巻
五
・

・
山
上
憶
良
）

カ

ク

バ

カ

リ

ス

ベ

ナ

キ

モ

ノ

カ

ヨ
ノ
ナ
カ

ノ

ミ
チ

892

こ
れ
は
「

楚

」
（
鞭
の
意
）
を
持
つ
「
五
十
戸
長
」
（
現
行
訓
「
さ
と
を
さ
」
）
が
「
寝
屋
度
」
ま
で
来
て
わ
め
き
立
て
る
、
と
詠

シ
モ
ト

イ

ヘ

ヲ

サ

ネ

ヤ

ド

む
が
、
こ
の
「
寝
屋
度
」
は
、
「
寝
宿
」
あ
る
い
は
「
閨
戸
」
の
意
で
、
必
ず
し
も
「
寝
室
」
を
意
味
し
な
い
と
も
い
う
。
し
か
し

ね

や
ど

ね
や

ど

(

１
３)

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
こ
で
は
庶
民
の
寝
起
き
の
場
を
指
す
も
の
と
み
て
差
し
支
え
な
い
。
と
は
い
え
、
本
稿
で
扱
う
よ
う
な
、
貴

族
の
イ
メ
ー
ジ
す
る
空
間
と
し
て
の
「
閨
」
と
は
異
な
る
用
例
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
を
除
く
と
『
万
葉
集
』
に
「
ね
や
」
の
語
は
見

ら
れ
ず
、
以
降
の
和
歌
に
お
い
て
も
、
平
安
初
期
ま
で
「
閨
」
の
語
は
ほ
ぼ
見
出
せ
な
い
。

そ
も
そ
も
「
閨
」
は
、
「
閨
怨
詩
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
も
と
も
と
は
漢
詩
の
用
語
と
意
識
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さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
ね
や
」
の
語
は
、
漢
詩
に
お
け
る
「
閨
」
、
よ
り
限
定
的
に
い
え
ば
「
閨
怨
」
を
容
易
に

(

１
４)

連
想
さ
せ
る
語
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
和
歌
に
お
け
る
最
初
期
の
例
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、
次
の
一
首
で
あ
る
。

君
こ
ず
は
ね
や
へ
も
い
ら
じ
こ
紫
わ
が
も
と
ゆ
ひ
に
し
も
は
お
く
と
も

（
『
古
今
集
』
恋
四
・

・
よ
み
人
し
ら
ず
）

693

あ
な
た
が
来
な
い
の
な
ら
ば
、
濃
紫
の
元
結
に
霜
が
降
り
た
と
し
て
も
寝
室
へ
入
ら
ず
に
待
っ
て
い
よ
う
、
と
の
意
で
あ
る
。
こ

こ
で
の
「
ね
や
」
は
男
女
が
共
寝
を
す
る
た
め
の
（
特
に
女
の
）
寝
室
と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
閨
怨
詩
と
同
様
に
、
「
待

つ
女
」
を
描
写
す
る
具
体
的
な
素
材
と
し
て
「
閨
」
が
選
ば
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
歌
は
『
古
今
和
歌
六
帖
』
に
も
重
複
し

て
採
ら
れ
て
い
る
（
第
一
・

・
し
も
、
第
五
・

・
も
と
ゆ
ひ
）
が
、
『
古
今
六
帖
』
に
は
も
う
一
首
、
「
待
つ
女
」
を
詠
む
た
め

671

3177

に
「
閨
」
を
用
い
た
例
が
あ
る
。

君
ま
つ
と
ね
や
に
し
を
れ
ば
か
き
ま
よ
り
月
は
の
ぼ
り
ぬ
こ
じ
と
て
な
ら
し

（
『
古
今
六
帖
』
第
一
・

・
ざ
ふ
の
つ
き
）

350

こ
の
歌
も
「
君
ま
つ
と
ね
や
に
し
を
れ
ば
」
と
、
女
が
男
を
待
つ
場
所
と
し
て
「
ね
や
」
を
詠
ん
で
い
る
。
や
は
り
閨
怨
詩
を
引

き
継
い
だ
詠
み
ぶ
り
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
平
安
初
期
に
お
け
る
「
閨
」
の
歌
は
、
閨
怨
詩
的
な
独
り
寝
の
寂
寥
感
を
詠
む
歌

で
ほ
ぼ
占
め
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

(

１
５)

ま
た
、
三
代
集
に
「
閨
」
を
詠
む
歌
は
少
な
く
、『
古
今
集
』
の
一
例
の
ほ
か
は
『
拾
遺
集
』
の
一
例
（
雑
下
・

）
の
み
で
あ
る
。

(

１
６)

529

ま
だ
「
閨
」
は
歌
語
（
雅
語
）
と
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
勅
撰
集
に
「
閨
」
を
詠
む
歌
が
多
く
採
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
の
は
、
『
後
拾
遺
集
』
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
「
閨
」
を
詠
む
歌
が
四
首
採
ら
れ
て
い
る
が
、
新
た
な
歌
材
と
の
組

み
合
わ
せ
が
開
拓
さ
れ
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ
る
。

あ
ら
れ
を
よ
め
る

大
江
公
資
朝
臣

す
ぎ
の
い
た
を
ま
ば
ら
に
ふ
け
る
ね
や
の
う
へ
に
お
ど
ろ
く
ば
か
り
あ
ら
れ
ふ
る
ら
し

（
『
後
拾
遺
集
』
冬
・

）
399

題
不
知

能
因
法
師

ね
や
ち
か
き
む
め
の
に
ほ
ひ
に
あ
さ
な
あ
さ
な
あ
や
し
く
こ
ひ
の
ま
さ
る
こ
ろ
か
な

（
同
・
恋
四
・

）
788
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月
の
よ
中
納
言
定
頼
が
も
と
に
つ
か
は
し
け
る

弾
正
尹
清
仁
親
王

い
た
ま
あ
ら
み
あ
れ
た
る
や
ど
の
さ
び
し
き
は
心
に
も
あ
ら
ぬ
月
を
み
る
か
な

（
同
・
雑
一
・

）
846

そ
の
よ
か
へ
し
は
な
く
て
、
二
三
日
ば
か
り
あ
り
て
あ
め
の
ふ
り
け
る
ひ
、
み
こ
の
も
と
に
つ
か
は
し
け
る

中
納
言
定
頼

あ
め
ふ
れ
ば
ね
や
の
い
た
ま
も
ふ
き
つ
ら
ん
も
り
く
る
月
は
う
れ
し
か
り
し
を

（
同
・

）
847

例
え
ば
二
首
目
、

番
の
能
因
詠
は
、
「
や
ど
ち
か
く
梅
の
花
う
ゑ
じ
あ
ぢ
き
な
く
ま
つ
人
の
か
に
あ
や
ま
た
れ
け
り
」
（
『
古
今

788

集
』
春
上
・

・
よ
み
人
し
ら
ず
）
を
踏
ま
え
て
、
『
古
今
集
』
歌
の
「
宿
」
を
「
閨
」
に
変
え
て
詠
み
な
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

34

そ
の
よ
う
に
変
え
る
こ
と
で
、
「
閨
」
に
臥
し
て
い
る
詠
歌
主
体
（
お
そ
ら
く
女
）
の
姿
が
想
起
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
一
首
に
官

能
的
な
雰
囲
気
を
与
え
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
も
「
閨
怨
」
の
詠
み
ぶ
り
で
あ
る
が
、
『
古
今
集
』
を
踏
ま
え
て
「
梅
」
と
取

り
合
わ
せ
た
こ
と
が
眼
目
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

番
の
公
資
詠
は
、
「
閨
」
の
屋
根
に
「
あ
ら
れ
」
が
降
り
か
か
り
、
激
し
く
音
を

399

立
て
る
さ
ま
を
詠
ん
で
い
る
。
管
見
の
限
り
、
「
閨
」
と
「
霰
」
の
組
み
合
わ
せ
は
こ
の
歌
が
初
例
で
あ
る
（
の
ち
に
『
為
忠
家
初

度
百
首
』
で
「
閨
上
霰
」
が
出
題
さ
れ
る
）
。
さ
ら
に
、

番
の
定
頼
詠
で
は
、
「
閨
」
に
「
も
り
く
る
月
」
を
「
う
れ
し
」
い
も
の

847

と
詠
む
が
、
こ
の
よ
う
な
趣
向
も
和
歌
で
は
先
行
例
を
見
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
「
閨
」
に
さ
ま
ざ
ま
な
歌
材
を
組
み
合
わ
せ
る
試

み
が
、
こ
の
こ
ろ
に
芽
生
え
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
し
て

番
で
試
み
ら
れ
た
「
閨
」
と
そ
こ
に
差
し
込
む
「
月
」
を
詠

847

む
趣
向
は
、
こ
れ
以
降
、
当
該
歌
ま
で
引
き
継
が
れ
て
い
く
。

こ
の
趣
向
の
淵
源
は
ど
こ
に
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
和
歌
に
限
ら
な
け
れ
ば
、
次
の
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
載
る
漢
詩
が
定
頼

詠
に
先
行
す
る
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

擣
処
暁
愁
閨
月
冷

裁
将
秋
寄
塞
雲
寒

（
『
和
漢
朗
詠
集
』
秋
・
擣
衣
・

・
藤
原
篤
茂
）

347

標
題
の
通
り
「
擣
衣
」
を
詠
む
詩
で
あ
る
が
、
女
が
寒
々
と
し
た
月
明
か
り
の
下
で
衣
を
擣
つ
と
い
う
の
は
、
漢
詩
文
で
は
類
型

化
さ
れ
た
趣
向
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
場
合
、
女
は
出
征
な
ど
で
遠
く
離
れ
た
場
所
に
い
る
夫
を
思
っ
て
衣
を
擣
つ
の
で
あ
り
、
「
閨
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怨
」
の
主
題
に
も
容
易
に
結
び
つ
き
う
る
。
「
閨
」
に
「
月
」
が
差
し
込
む
と
い
う
趣
向
は
、
そ
う
し
た
経
緯
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た

も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
後
、
院
政
期
に
入
っ
て
、
『
堀
河
百
首
』
で
は
「
閨
」
が
四
首
詠
ま
れ
て
い
る
。

ａ
あ
し
ぶ
き
の
や
ど
は
ま
ば
ら
に
か
こ
ひ
し
て
照
す
蛍
に
閨
も
か
く
れ
ず

（
『
堀
河
百
首
』
夏
・
蛍
・

・
国
信
）

467

ｂ
ま
ち
わ
び
て
か
た
し
く
袖
の
さ
む
き
か
な
わ
が
ね
や
よ
り
や
秋
は
た
つ
ら
ん

（
同
・
秋
・
立
秋
・

・
国
信
）

563

ｃ
秋
の
夜
は
閨
に
さ
し
入
る
月
影
の
あ
か
ぬ
に
あ
く
る
山
の
は
も
を
し

（
同
・
秋
・
月
・

・
基
俊
）

795

ｄ
に
ひ
ば
り
の
う
し
ろ
の
門
田
う
ゑ
し
よ
り
秋
は
閨
こ
そ
定
め
ざ
り
け
れ

（
同
・
雑
・
田
家
・

・
公
実
）

1505

ａ
・
ｂ
は
と
も
に
国
信
の
詠
で
、
国
信
は
「
閨
」
を
二
例
詠
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
う
ち
ｂ
は
「
ま
ち
わ
び
て
か
た
し
く

袖
」
と
「
閨
怨
」
の
詠
み
ぶ
り
で
あ
り
、
「
秋
」
に
「
飽
き
」
を
掛
け
て
い
る
点
で
も
そ
の
こ
と
は
確
認
で
き
る
が
、
ａ
は
題
で
あ

る
「
蛍
」
に
「
閨
」
を
組
み
合
わ
せ
た
点
で
先
例
を
見
な
い
詠
み
方
と
な
っ
て
い
る
。
「
あ
し
ぶ
き
の
や
ど
」
や
「
ま
ば
ら
に
か
こ

ひ
し
て
」
と
い
う
表
現
か
ら
、
粗
末
な
家
を
詠
ん
で
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
「
照
す
蛍
」
の
光
に
よ
っ
て
「
閨
」
が
隠
れ
る
こ

と
な
く
露
わ
に
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
下
句
か
ら
は
、
「
閨
」
が
本
来
は
隠
れ
て
い
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
よ
う
。

人
の
寝
姿
や
、
場
合
に
よ
っ
て
は
情
事
に
直
接
関
わ
る
こ
と
に
な
る
「
閨
」
は
、
本
来
は
〈
褻
〉
な
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
た
と
見
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
ａ
は
、
本
来
は
〈
褻
〉
の
も
の
と
し
て
隠
さ
れ
て
い
る
は
ず
の
「
閨
」
を
前
景
に
押
し
出
す
こ
と

で
新
奇
性
を
獲
得
し
よ
う
と
し
た
歌
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

基
俊
の
ｃ
は
、
さ
き
に
確
認
し
た
「
閨
」
に
「
月
」
が
差
し
込
む
と
い
う
趣
向
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
結
句
に
は
「
や
ま

の
は
ぞ
う
き
」
と
い
う
異
文
が
あ
り
、
そ
ち
ら
を
採
る
伝
本
数
が
多
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
本
文
と
し
て
は
「
や
ま
の
は
ぞ
う
き
」

(

１
７)

が
優
勢
と
思
わ
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
「
閨
に
さ
し
入
る
月
影
」
を
飽
き
る
こ
と
な
く
見
て
い
る
う
ち
に
夜
が
明
け
て
し
ま
い
、

月
の
沈
ん
で
い
っ
た
山
の
端
を
恨
み
が
ま
し
く
見
て
い
る
と
い
う
歌
で
あ
ろ
う
（
や
は
り
本
文
は
「
山
の
端
ぞ
憂
き
」
が
よ
い
か
）
。

こ
れ
も
「
閨
怨
」
の
情
を
詠
ん
だ
も
の
と
見
な
し
て
よ
い
。
公
実
の
ｄ
は
、
新
し
く
開
墾
し
た
「
う
し
ろ
の
門
田
」
に
稲
を
植
え
て

(

１
８)

か
ら
は
「
閨
」
が
定
ま
ら
な
い
、
と
詠
ん
で
お
り
、
「
田
家
」
と
い
う
題
意
を
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
、
こ
れ
は
田
守
を
す
る
農
民
が
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落
ち
着
い
て
眠
れ
な
い
と
い
う
詠
で
あ
ろ
う
。
院
政
期
に
田
園
趣
味
的
な
歌
が
多
く
詠
ま
れ
た
こ
と
は
す
で
に
指
摘
が
あ
る
が
、
ｄ

(

１
９)

は
そ
こ
に
「
閨
」
を
取
り
合
わ
せ
た
こ
と
が
眼
目
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
も
「
閨
」
が
〈
褻
〉
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
の
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
『
堀
河
百
首
』
に
お
い
て
は
、
ａ
・
ｄ
の
よ
う
に
「
閨
」
を
む
し
ろ
「
閨
怨
」
か
ら
切
り
離
し
て
、
〈
褻
〉
な
る
側

面
に
焦
点
を
当
て
た
歌
が
詠
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
。
一
方
で
ｂ
・
ｃ
の
よ
う
に
「
閨
怨
」
の
情
も
詠
ま
れ
て
き
て
お
り
、
「
閨
怨
」

の
詠
み
方
が
固
ま
り
つ
つ
、
そ
の
他
の
詠
み
方
が
模
索
さ
れ
て
い
る
時
期
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。

ほ
か
に
、
院
政
期
に
お
い
て
詠
ま
れ
た
「
閨
」
の
歌
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
管
見
に
入
っ
た
「
閨
」
の
作
例
を
並
べ
て
み
る
と
、

次
の
よ
う
に
な
る
。

ｅ
な
が
月
の
廿
日
の
月
と
も
ろ
友
に
ね
や
へ
も
い
ら
で
あ
か
し
つ
る
か
な

（
『
永
久
百
首
』
秋
・
暁
月
・

・
忠
房
）

263

ｆ
ね
や
の
う
へ
に
あ
ら
れ
た
ば
し
る
夜
半
な
れ
ど
い
も
と
ふ
す
ま
は
さ
え
ず
ぞ
有
り
け
る

（
同
・
冬
・
衾
・

・
兼
昌
）

390

ｇ
さ
し
な
が
ら
ま
だ
を
の
の
え
は
く
ち
な
く
に
ま
が
き
も
ね
や
も
あ
ら
ぬ
里
か
な

（
同
・
雑
・
故
郷
・

・
仲
実
）

549

は
な
す
だ
れ
の
う
ち
に
ふ
き
い
る
と
い
ふ
だ
い

ｈ
た
ま
す
だ
れ
ふ
き
ま
ふ
か
ぜ
の
た
よ
り
に
も
花
の
し
と
ね
を
ね
や
に
し
き
け
る

（
『
肥
後
集
』

）
44

月
と
ほ
く
ち
か
く
て
ら
す
と
い
ふ
だ
い
を
、
人
の
も
と
に
よ
み
け
る
に

ｉ
ね
や
の
う
ち
に
さ
し
く
る
月
の
か
げ
こ
そ
は
も
ろ
こ
し
ま
で
も
さ
し
て
ゆ
く
ら
め

（
同
・

）
110

お
な
じ
た
び
（
引
用
注
：
摂
津
国
へ
の
塩
湯
浴
み
の
旅
）
の
や
ど
り
に
て
、
月
を
み
て

ｊ
あ
し
び
た
く
こ
ひ
に
や
つ
る
る
ね
や
の
う
へ
に
し
ろ
く
も
り
く
る
月
の
か
げ
か
な

（
同
・

）
173

月
あ
れ
た
る
や
ど
を
て
ら
す

ｋ
ね
や
の
う
へ
の
ひ
ま
を
か
ぞ
へ
て
も
る
月
は
そ
ら
よ
り
も
け
に
く
ま
も
な
き
か
な

（
『
散
木
奇
歌
集
』
秋
・

、
九
五
オ
／
一
九
八
頁
）

495

た
な
か
み
に
は
べ
り
け
る
こ
ろ
、
ふ
し
た
る
と
こ
ろ
に
ゆ
き
の
ふ
り
は
べ
り
け
れ
ば
よ
め
る
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ｌ
し
ば
の
い
ほ
の
ね
や
の
あ
れ
ま
を
も
る
ゆ
き
は
わ
が
あ
か
そ
め
の
う
は
ぎ
な
り
け
り

か
り
そ
め(

書
陵
部
本)

（
同
・
冬
・

、
一
二
六
ウ
／
二
六
二
頁
）

655

ｍ
夕
さ
れ
ば
蓬
が
ね
や
の
き
り
ぎ
り
す
枕
の
下
に
声
ぞ
聞
ゆ
る

（
大
治
三
年
（
一
一
二
二
）
九
月
二
十
一
日
神
祇
伯
顕
仲
南
宮
歌
合
・
「
虫
夕

」
七
番
右
・

・
顕
仲
）

13

こ
の
う
ち
、
『
永
久
百
首
』
の
三
首
は
、
ｅ
が
「
廿
日
の
月
」
す
な
わ
ち
有
明
の
月
と
と
も
に
詠
ん
で
い
る
が
、
下
句
は
前
掲
『
古

今
集
』

番
歌
を
踏
ま
え
て
お
り
、
「
閨
怨
」
の
詠
み
方
を
引
き
継
い
だ
も
の
と
い
え
る
。
ｆ
は
「
衾
」
に
「
臥
す
間
」
を
掛
け
、

693

恋
人
ど
う
し
の
共
寝
を
詠
む
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
主
に
独
り
寝
が
詠
ま
れ
る
「
閨
怨
」
か
ら
は
距
離
を
と
っ
て
い
る
。「
閨
」
に
「
霰
」

を
取
り
合
わ
せ
る
の
は
、
前
掲
の
『
後
拾
遺
集
』

番
歌
に
学
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
ｇ
は
「
斧
の
柄
」
が
朽
ち
た
故
事
に
拠
り
つ
つ
、

(

２
０)

399

そ
れ
ほ
ど
長
い
時
間
が
経
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
に
、
「
籬
」
も
「
閨
」
も
荒
れ
て
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
故
郷
の
荒
廃
を
詠

む
が
、
「
閨
」
を
詠
む
必
然
性
は
そ
れ
ほ
ど
感
じ
ら
れ
な
い
。
総
じ
て
、
『
永
久
百
首
』
で
も
『
堀
河
百
首
』
の
よ
う
に
、
「
閨
」
と

い
う
比
較
的
新
し
い
歌
材
を
詠
む
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
趣
向
を
凝
ら
し
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
『
肥
後
集
』
に
三
首
（
ｈ
・
ｉ
・
ｊ
）
見
ら
れ
、
特
に
ｉ
と
ｊ
で
は
「
閨
」
に
「
月
」
が
差
し
込
む
と
い
う
趣
向
で
詠
ま

れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
ｈ
は
「
花
、
簾
の
内
に
吹
き
入
る
」
と
い
う
題
で
詠
ま
れ
た
も
の
で
、
風
に
よ
っ
て
花
が
吹
き
入

れ
ら
れ
、
「
閨
」
の
中
に
「
花
の
し
と
ね
」
を
敷
い
た
こ
と
だ
、
と
詠
ん
で
い
る
。
「
花
の
し
と
ね
」
は
、
俊
頼
に
も
「
た
ま
ゆ
か
の

花
の
し
と
ね
に
い
つ
く
し
き
君
を
し
な
へ
て
し
た
に
だ
に
ね
ん
」
（
書
陵
部
本
『
散
木
奇
歌
集
』
恋
下
・

）
の
例
が
あ
り
、
恋
の

(

２
１)

1199

雰
囲
気
を
連
想
さ
せ
る
詞
と
い
え
る
（
両
者
の
生
没
年
か
ら
い
っ
て
、
俊
頼
の
用
例
が
後
の
も
の
で
あ
ろ
う
）
。
ｊ
も
ま
た
、
詠
歌

主
体
が
「
こ
ひ
に
や
つ
」
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
明
確
に
詠
ん
で
お
り
、
や
は
り
恋
歌
の
文
脈
で
「
閨
」
に
「
も
り
く
る
月
の
影
」

を
詠
ん
で
い
る
と
い
え
よ
う
。
ｉ
は
「
月
遠
く
近
く
照
ら
す
」
と
い
う
題
で
詠
ま
れ
た
も
の
で
、
題
の
「
近
く
」
を
「
閨
」
で
、
「
遠

く
」
を
「
も
ろ
こ
し
」
で
表
現
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
明
確
に
「
恋
」
を
詠
ん
だ
も
の
で
は
な
い
が
、
あ
る
い
は
「
も
ろ

こ
し
」
に
恋
人
が
い
る
と
い
う
設
定
で
詠
ん
だ
と
も
解
釈
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
『
肥
後
集
』
で
は
、
「
閨
」
は
恋
の
雰
囲
気
を
醸
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し
出
す
詞
と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

俊
頼
の
例
（
ｋ
・
ｌ
）
の
う
ち
ｋ
は
、
「
閨
」
の
隙
間
を
数
え
て
い
る
と
、
そ
こ
か
ら
漏
れ
て
く
る
「
月
」
が
、
空
に
あ
る
も
の

よ
り
も
際
立
っ
て
「
く
ま
も
な
」
く
見
え
る
、
と
詠
ん
で
い
る
。
「
も
る
月
」
の
ほ
う
が
「
く
ま
も
な
」
く
見
え
る
の
は
、
詠
歌
主

体
の
置
か
れ
た
状
況
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
詠
歌
主
体
は
「
あ
れ
た
る
や
ど
」
に
い
る
と
い
う
こ
と
し
か
明
示
さ
れ
ず
、

旅
寝
か
侘
び
住
ま
い
か
判
断
で
き
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
「
あ
れ
た
る
や
ど
」
に
い
る
と
い
う
寂
寥
感
が
「
も
る
月
」
を
「
く

ま
も
な
」
く
見
せ
る
の
だ
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
あ
る
い
は
こ
れ
に
も
「
閨
怨
」
的
な
雰
囲
気
を
読
み
取
れ
る
か
も
し
れ
な

い
。
ｌ
は
四
句
の
本
文
が
混
乱
し
て
お
り
、
ひ
と
ま
ず
書
陵
部
本
の
本
文
「
か
り
そ
め
」
を
採
り
、
粗
末
な
柴
の
庵
の
閨
の
荒
れ
間

(

２
２)

か
ら
漏
れ
て
く
る
雪
が
私
に
降
り
か
か
っ
て
く
る
の
だ
が
、
そ
の
雪
は
す
ぐ
溶
け
る
の
で
「
か
り
そ
め
の
う
は
ぎ
」
で
あ
る
、
と
洒

落
て
詠
ん
だ
も
の
と
解
し
て
お
く
。
す
な
わ
ち
ｌ
は
田
上
で
の
閑
居
の
さ
ま
を
詠
む
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
か
ら
「
恋
」
の
雰
囲
気
を

読
み
取
る
こ
と
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
。

最
後
の
ｍ
は
大
治
三
年
（
一
一
二
二
）
九
月
二
十
一
日
神
祇
伯
顕
仲
南
宮
歌
合
（
『
歌
合
大
成
』

、
行
尊
判
だ
が
判
詞
は
伝
存

321

せ
ず
）
で
の
詠
で
あ
る
。
こ
れ
は
よ
く
知
ら
れ
た
好
忠
の
「
な
け
や
な
け
よ
も
ぎ
が
そ
ま
の
き
り
ぎ
り
す
す
ぎ
ゆ
く
秋
は
げ
に
ぞ
か

な
し
き
」
（
『
後
拾
遺
集
』
秋
上
・

・
題
不
知
）
の
「
蓬
が
杣
」
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
好
忠
詠
は
、
長
能
に
「
狂
惑
ノ

273

ヤ
ツ
ナ
リ
。
『
蓬
ガ
杣
』
ト
云
事
ヤ
ハ
ア
ル
」
（
『
袋
草
紙
』
上
・
雑
談
、
三
八
二
頁
）
と
評
さ
れ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
奇
想
の
歌
で

あ
る
が
、
院
政
期
に
な
る
と
基
俊
が
『
新
撰
朗
詠
集
』
に
採
り
（
秋
・
虫
・

）
、
ま
た
「
さ
み
だ
れ
に
草
く
ち
に
け
り
我
が
や
ど

314

の
よ
も
ぎ
が
杣
に
蛍
と
び
か
ふ
」
（
『
堀
河
百
首
』
夏
・
蛍
・

・
師
時
）
、
「
む
ぐ
ら
は
ひ
よ
も
ぎ
が
そ
ま
と
あ
れ
は
て
て
ふ
り
に
し

473

里
は
人
か
げ
も
せ
ず
」
（
『
永
久
百
首
』
雑
・
故
郷
・

・
常
陸
）
と
享
受
例
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
院
政
期
に
求
め
ら
れ
た
新

553

奇
さ
に
、
好
忠
詠
が
適
合
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
ｍ
の
詠
む
「
蓬
が
閨
」
は
、
院
政
期
に
現
れ
た
歌
語
「
蓬
が
宿
」
の
影
響
も

(

２
３)

受
け
て
い
る
か
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
蓬
」
の
生
い
茂
っ
て
い
る
よ
う
に
荒
れ
果
て
た
家
の
「
閨
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

よ
っ
て
、
そ
こ
で
寝
る
と
「
枕
の
下
に
」
虫
の
声
が
聞
こ
え
る
の
で
あ
る
。
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院
政
期
に
お
け
る
「
閨
」
の
表
現
史
を
概
観
す
る
と
、
ま
ず
第
一
に
、
平
安
初
期
か
ら
詠
ま
れ
て
い
る
「
閨
怨
」
の
詠
み
方
も
引

き
継
が
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
の
詠
法
が
目
立
っ
て
出
現
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
後
拾
遺
集
』
か
ら
見
え
る
「
霰
」

や
「
月
」
な
ど
の
新
た
な
歌
材
と
の
組
み
合
わ
せ
は
、
そ
の
ま
ま
『
為
忠
家
初
度
百
首
』
「
閨
上
霰
」
題
、
『
為
忠
家
後
度
百
首
』
「
閨

中
月
」
題
に
引
き
継
が
れ
て
い
く
（
家
永
香
織
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
「
閨
」
が
歌
題
と
さ
れ
た
最
初
と
考
え
ら
れ
る
。

(

２
４)

為
忠
家
歌
壇
で
は
「
閨
」
の
語
に
関
心
が
向
け
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
）
。
ま
た
、
「
閨
」
の
〈
褻
〉
な
る
側
面
に
着
目
し
た
詠
や
、
荒

れ
果
て
た
家
の
「
閨
」
を
詠
む
よ
う
に
な
る
な
ど
、
「
恋
」
的
な
要
素
か
ら
離
れ
よ
う
と
す
る
歌
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ

は
逆
に
い
え
ば
、
「
閨
」
と
い
う
語
の
持
つ
「
恋
」
的
な
要
素
が
、
そ
れ
だ
け
一
般
化
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
院
政
期

は
歌
語
「
閨
」
の
詠
法
を
大
き
く
拡
大
さ
せ
た
時
代
と
い
っ
て
よ
い
。

さ
て
、
定
家
の
詠
ん
だ
歌
は
「
閨
の
月
影
」
を
詠
ん
で
い
た
。
「
閨
」
と
「
月
」
の
組
み
合
わ
せ
は
、
前
述
の
よ
う
に
『
後
拾
遺

集
』
か
ら
詠
ま
れ
、
院
政
期
に
さ
ま
ざ
ま
試
み
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
平
安
後
期
に
な
る
と
、
『
為
忠
家
後
度
百
首
』
に
お

い
て
「
閨
中
月
」
題
が
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
詠
ま
れ
た
歌
を
見
て
み
た
い
。

ｎ
し
づ
の
め
が
ふ
せ
や
の
ね
や
の
い
た
ま
よ
り
を
し
く
も
月
の
も
り
て
す
む
か
な

（
『
為
忠
家
後
度
百
首
』
秋
・
閨
中
月
・

・
親
隆
）

424

ｏ
は
し
ち
か
く
あ
さ
ま
に
ね
や
を
し
つ
ら
ひ
て
そ
ら
ゆ
く
つ
き
を
い
れ
ぬ
よ
ぞ
な
き

（
同
・

・
仲
正
）

426

ｐ
ひ
と
り
ぬ
る
ね
や
の
い
た
ま
の
あ
は
れ
よ
り
さ
し
き
て
や
ど
る
月
の
か
げ
か
な

（
同
・

・
為
盛
）

428

ｑ
あ
し
ぶ
き
の
の
き
の
つ
ま
な
き
あ
づ
ま
や
は
ね
や
ま
で
つ
き
の
い
る
ぞ
う
れ
し
き

（
同
・

・
為
経
）

429

ｒ
月
の
い
る
ね
や
に
あ
げ
た
る
ひ
き
も
の
を
お
ろ
す
と
み
す
る
よ
は
の
う
き
雲

（
同
・

・
頼
政
）

430

こ
れ
ら
の
表
現
に
つ
い
て
み
る
と
、
ｒ
（
頼
政
）
の
よ
う
に
「
月
」
を
隠
す
「
よ
は
の
う
き
雲
」
を
詠
む
と
い
っ
た
例
も
あ
る
が
、

特
に
ｐ
（
為
盛
）
・
ｑ
（
為
経
）
の
よ
う
に
、
「
月
」
を
擬
人
化
し
て
、
「
閨
」
に
（
恋
人
は
来
な
い
が
）
「
月
」
は
や
っ
て
来
た
、
と

詠
む
例
が
目
に
つ
く
。
基
本
的
に
「
閨
怨
」
の
詠
み
方
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
「
擣
衣
」
を
媒
介
に
し
て
「
月
」
と
い
う
景
物
を
取
り
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込
ん
だ
例
と
い
え
よ
う
。
「
閨
」
と
「
月
」
の
組
み
合
わ
せ
は
、
多
く
「
恋
」
的
な
雰
囲
気
を
ま
と
っ
て
詠
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
平
安
期
に
お
け
る
「
閨
」
の
表
現
史
を
た
ど
っ
て
き
た
が
、
こ
こ
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
こ
と
で

あ
る
。
ま
ず
「
閨
」
は
、
漢
詩
に
お
け
る
「
閨
怨
」
を
基
盤
と
し
て
受
容
さ
れ
て
き
た
。
初
期
の
こ
ろ
は
雅
語
と
し
て
は
認
識
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
『
後
拾
遺
集
』
の
あ
た
り
か
ら
し
だ
い
に
歌
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
広
ま
っ
て
い
く
。
特
に
院

政
期
に
そ
れ
が
花
開
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
詠
み
方
が
試
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
平
安
後
期
に
は
、
為
忠
家
で
の
両
度
百
首
に

お
い
て
「
閨
」
の
結
題
が
出
題
さ
れ
る
に
至
る
。
院
政
期
に
「
閨
」
に
注
目
が
集
ま
る
の
は
、
和
歌
表
現
の
閉
塞
感
を
打
破
す
る
た

め
に
新
た
な
歌
材
・
趣
向
を
開
拓
し
よ
う
と
す
る
、
院
政
期
の
表
現
志
向
の
潮
流
に
よ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

そ
し
て
新
古
今
時
代
前
夜
へ
と
さ
し
か
か
る
と
、
歌
語
「
閨
」
へ
の
注
目
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
く
。
私
見
で
は
、
そ
の
傾
向

が
特
に
顕
著
に
表
れ
た
の
が
六
百
番
歌
合
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
次
節
で
は
、
六
百
番
歌
合
に
お
け
る
「
閨
」
の
作
例
を
検
討
し
、

新
古
今
歌
人
に
「
閨
」
の
語
が
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
た
の
か
見
て
い
き
た
い
。

第
三
節

六
百
番
歌
合
に
お
け
る
「
閨
」

六
百
番
歌
合
で
は
、
「
閨
」
を
構
成
要
素
に
も
つ
題
は
出
さ
れ
て
い
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
歌
合
に
お
い
て
「
閨
」
が

詠
ま
れ
た
歌
は
十
二
首
に
も
の
ぼ
る
。
こ
の
事
実
だ
け
で
、
当
代
の
歌
人
た
ち
に
「
閨
」
の
語
が
多
大
な
関
心
を
も
っ
て
見
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。

①
夕
す
ず
み
ね
や
へ
も
い
ら
ぬ
う
た
た
ね
の
夢
を
の
こ
し
て
あ
く
る
し
の
の
め

（
「
夏
夜
」
二
十
七
番
左
負
・

・
有
家
）

233

②
か
ぜ
か
よ
ふ
あ
ふ
ぎ
に
秋
の
さ
そ
は
れ
て
ま
づ
て
な
れ
ぬ
る
ね
や
の
月
か
げ

（
「
扇
」
十
一
番
左
勝
・

・
定
家
）

261

③
ゆ
ふ
か
ぜ
の
ま
の
の
は
ぎ
は
ら
ふ
く
ま
ま
に
ね
や
あ
れ
ぬ
と
や
う
づ
ら
な
く
ら
む

（
「
鶉
」
二
十
一
番
左
勝
・

・
季
経
）

341

④
秋
か
ぜ
に
な
び
く
を
ば
な
の
ゆ
ふ
つ
ゆ
や
う
づ
ら
が
ね
や
の
あ
め
と
ち
る
ら
ん

（
「
鶉
」
二
十
三
番
右
負
・

・
家
房
）

346

⑤
あ
け
ぬ
る
か
し
ぎ
の
は
ね
が
き
ね
や
す
ぎ
て
袖
に
月
も
る
ふ
か
く
さ
の
さ
と

（
「
鴫
」
二
十
二
番
右
負
・

・
隆
信
）

404
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⑥
こ
の
葉
を
や
と
り
の
う
は
げ
に
の
こ
す
ら
ん
ね
や
の
ふ
す
ま
も
さ
ゆ
る
霜
夜
に

（
「
衾
」
十
九
番
右
負
・

・
寂
蓮
）

578

⑦
ひ
き
か
く
る
ね
や
の
ふ
す
ま
の
へ
だ
て
に
も
ひ
び
き
は
か
は
る
か
ね
の
お
と
か
な

（
「
衾
」
二
十
四
番
左
負
・

・
定
家
）

587

⑧
ゆ
き
の
夜
は
お
も
ふ
ば
か
り
も
さ
え
ぬ
こ
そ
ね
や
の
ふ
す
ま
の
し
る
し
な
り
け
れ

（
「
衾
」
二
十
四
番
右
勝
・

・
家
隆
）

588

⑨
ね
や
の
う
ち
は
な
み
だ
の
雨
に
く
ち
は
て
て
し
の
ぶ
は
し
げ
る
つ
ま
に
ぞ
有
り
け
る

（
「
忍
恋
」
七
番
右
負
・

・
家
房
）

614

⑩
お
の
づ
か
ら
ね
や
も
る
つ
き
も
か
げ
き
え
て
ひ
と
り
か
な
し
な
う
き
雲
の
そ
ら

（
「
寄
雲
恋
」
十
一
番
右
持
・

・
隆
信
）

922

⑪
ひ
と
り
の
み
ね
や
の
い
た
ま
も
あ
は
ず
し
て
あ
め
も
な
み
だ
も
と
こ
ろ
せ
き
ま
で
（
「
寄
雨
恋
」
二
十
二
番
左
負
・

・
有
家
）

943

⑫
き
み
ま
つ
と
あ
れ
ゆ
く
ね
や
の
さ
む
し
ろ
に
は
ら
は
ぬ
ち
り
を
は
ら
ふ
あ
き
風
（
「
寄
席
恋
」
二
十
九
番
左
持
・

・
良
経
）

1137

ま
ず
作
者
か
ら
見
て
み
る
と
、
有
家
・
定
家
・
家
房
・
隆
信
の
四
人
が
そ
れ
ぞ
れ
二
首
、
そ
の
ほ
か
季
経
・
寂
蓮
・
家
隆
・
良
経

が
一
首
と
、
御
子
左
家
系
の
歌
人
に
や
や
多
い
傾
向
が
見
て
と
れ
る
が
、
六
条
藤
家
の
季
経
ら
も
詠
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
歌
道
家

に
よ
っ
て
「
閨
」
へ
の
好
尚
が
分
か
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
な
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
次
に
判
定
だ
が
、
勝
と
さ
れ
た
歌
は
②
・

③
・
⑧
の
三
首
の
み
で
、
⑩
・
⑫
の
二
首
は
持
、
残
り
八
首
は
負
と
さ
れ
て
い
る
。
当
該
歌
②
を
勝
と
し
な
が
ら
も
、
「
閨
」
の
語

を
「
殊
に
庶
幾
す
べ
か
ら
ざ
る
に
や
」
と
評
し
た
俊
成
は
、
や
は
り
一
貫
し
て
「
閨
」
を
好
ん
で
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

実
際
に
俊
成
は
六
百
番
歌
合
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
「
閨
」
の
語
を
く
り
返
し
批
判
し
て
い
る
。

①
夕
す
ず
み
ね
や
へ
も
い
ら
ぬ
う
た
た
ね
の
夢
を
の
こ
し
て
あ
く
る
し
の
の
め

（
「
夏
夜
」
二
十
七
番
左
負
・

・
有
家
）

233

判
云
、
左
、
「
夢
を
の
こ
し
て
」
と
い
へ
る
末
句
、
い
と
宜
し
く
き
こ
え
侍
り
。
か
み
の
「
ゆ
ふ
す
ず
み
」
、
「
ね
や
」
な

ど
、
よ
む
こ
と
に
て
は
侍
れ
ど
、
不
可
庶
幾
に
や
。
右
、
…
…
可
為
勝
。

③
ゆ
ふ
か
ぜ
の
ま
の
の
は
ぎ
は
ら
ふ
く
ま
ま
に
ね
や
あ
れ
ぬ
と
や
う
づ
ら
な
く
ら
む

（
「
鶉
」
二
十
一
番
左
勝
・

・
季
経
）

341

判
云
、
左
、
「
吹
く
ま
ま
に
」
と
お
き
、
「
ね
や
あ
れ
ぬ
と
や
」
な
ど
い
へ
る
、
殊
に
不
被
庶
幾
に
や
。
右
、
…
…
病
を
見

ざ
る
遺
恨
に
侍
る
べ
く
や
。
「
ね
や
」
可
勝
に
こ
そ
。

⑩
お
の
づ
か
ら
ね
や
も
る
つ
き
も
か
げ
き
え
て
ひ
と
り
か
な
し
な
う
き
雲
の
そ
ら

（
「
寄
雲
恋
」
十
一
番
右
持
・

・
隆
信
）

922
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判
云
、
…
…
右
歌
、
「
ね
や
も
る
月
」
、
不
可
庶
幾
歟
。
但
、
…
…
右
は
下
句
優
な
る
べ
し
。
仍
為
勝
。

す
べ
て
で
は
な
い
が
、
最
終
的
な
判
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
俊
成
は
く
り
返
し
「
閨
」
の
使
用
を
戒
め
て
い
る
。
や
は
り
俊
成
に
と

っ
て
「
閨
」
の
語
は
忌
避
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

(

２
５)

で
は
、
具
体
的
に
い
く
つ
か
の
歌
の
表
現
を
見
て
い
く
。
ま
ず
有
家
①
の
「
ね
や
へ
も
い
ら
ぬ
」
は
、
『
新
古
今
集
』
に
も
「
君

ま
つ
と
ね
や
へ
も
い
ら
ぬ
ま
き
の
と
に
い
た
く
な
ふ
け
そ
山
の
は
の
月
」
（
恋
三
・

・
式
子
内
親
王
）
と
類
例
が
あ
り
、
前
掲
『
古

1204

今
集
』

番
歌
を
踏
ま
え
た
、
い
わ
ば
伝
統
的
な
表
現
で
あ
る
。
『
古
今
集
』
『
新
古
今
集
』
の
例
は
い
ず
れ
も
独
り
寝
の
寂
寥
感
を

693

詠
む
、
「
閨
怨
」
の
伝
統
を
踏
ま
え
た
も
の
と
解
せ
る
が
、
①
は
「
夕
す
ず
み
ね
や
へ
も
い
ら
ぬ
う
た
た
ね
」
と
続
け
る
こ
と
で
、

縁
側
で
夕
涼
み
を
し
て
い
る
う
ち
に
う
た
た
寝
を
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
詠
み
、
伝
統
か
ら
離
れ
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
四
句
「
夢

を
の
こ
し
て
」
に
注
目
す
る
と
、
や
は
り
「
閨
怨
」
が
読
み
取
れ
る
。
こ
の
句
は
、
う
た
た
寝
か
ら
目
覚
め
て
も
な
お
夢
見
心
地
で

あ
る
様
子
を
詠
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
「
夢
」
と
い
え
ば
即
座
に
逢
瀬
が
想
起
さ
れ
よ
う
。
つ
ま
り
、
う
た
た
寝
を
し
て
夢
の

中
で
逢
瀬
を
果
た
し
た
が
、
短
い
夏
の
夜
は
早
く
も
明
け
て
し
ま
っ
た
と
い
う
意
に
解
釈
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

季
経
③
・
家
房
④
は
と
も
に
「
鶉
」
題
の
歌
で
あ
る
。
「
鶉
」
と
「
閨
」
の
組
み
合
わ
せ
は
六
百
番
歌
合
ま
で
に
あ
ま
り
用
例
が

見
ら
れ
ず
、
『
夫
木
抄
』
に
「
く
だ
ら
の
の
さ
さ
め
が
し
た
に
ふ
す
う
づ
ら
ね
や
も
あ
ら
は
に
冬
は
き
に
け
り
」
（
雑
四
・

・
冬
歌

9749

中
歌
林
に

・
道
因
）
と
あ
る
の
が
唯
一
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
④
に
近
似
し
た
「
う
づ
ら
の
ね
や
」
の
形
で
は
、
「
こ
の
ご
ろ
は
う
づ

、

ら
の
ね
や
も
さ
え
け
ら
し
か
り
た
の
く
ろ
に
ゆ
き
は
ふ
り
つ
つ
」
（
『
為
忠
家
後
度
百
首
』
冬
・
刈
田
雪
・

・
親
隆
）
や
「
今
朝
見

504

れ
ば
鶉
の
ね
や
も
あ
け
に
け
り
雪
深
草
の
野
べ
の
か
や
原
」
（
『
月
詣
集
』
十
月
・

・
雪
埋
寒
草
・
顕
昭
）
の
二
首
が
先
行
例
と
し

れ
イ

946

て
見
出
せ
る
。
こ
れ
ら
は
「
鶉
」
を
擬
人
化
し
て
、
そ
の
「
閨
」
で
の
独
り
寝
を
詠
ん
で
い
る
も
の
と
解
せ
る
が
、
「
鶉
」
の
独
り

寝
と
い
え
ば
『
伊
勢
物
語
』
一
二
三
段
の
「
野
と
な
ら
ば
う
づ
ら
と
な
り
て
鳴
き
を
ら
む
か
り
に
だ
に
や
は
君
は
来
ざ
ら
む
」
、
ま

(

２
６)

た
そ
れ
を
摂
取
し
た
俊
成
の
自
讃
歌
「
夕
さ
れ
ば
野
べ
の
あ
き
か
ぜ
身
に
し
み
て
う
づ
ら
鳴
く
な
り
ふ
か
草
の
さ
と
」
（
『
千
載
集
』

秋
上
・

）
が
容
易
に
想
起
さ
れ
よ
う
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
も
本
質
的
に
は
「
閨
怨
」
を
主
題
と
し
て
い
る
歌
な
の
で
あ
る
。

259
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隆
信
⑤
の
「
し
ぎ
の
は
ね
が
き
」
は
、
「
暁
の
し
ぎ
の
は
ね
が
き
も
も
は
が
き
君
が
こ
ぬ
夜
は
我
ぞ
か
ず
か
く
」
（
『
古
今
集
』
恋

五
・

・
よ
み
人
し
ら
ず
）
に
よ
り
、
恋
人
が
訪
れ
な
い
夜
を
暗
示
す
る
表
現
で
あ
る
。
下
句
「
袖
に
月
も
る
」
は
い
か
に
も
新
風

761

的
な
表
現
で
、
俊
成
も
判
詞
で
「
優
に
侍
る
」
と
評
す
る
が
、
こ
れ
は
涙
で
濡
れ
た
袖
に
月
の
光
が
差
す
様
子
を
詠
ん
で
お
り
、
結

句
「
ふ
か
く
さ
の
さ
と
」
も
俊
成
自
讃
歌
の
影
響
下
に
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
全
体
の
主
題
は
や
は
り
「
閨
怨
」
の
情
だ

が
、
表
現
の
点
で
新
風
を
達
成
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
か
。
ま
た
「
閨
」
に
つ
い
て
い
え
ば
、
何
か
が
「
閨
」
（
の
上
）
を
「
過
ぎ
」

る
と
い
う
趣
向
は
こ
の
歌
が
初
例
で
同
時
代
に
も
類
例
が
見
出
せ
ず
（
な
お
後
代
に
「
な
み
だ
こ
そ
枕
の
も
と
に
こ
ぼ
れ
ぬ
れ
夜
は

の
し
ぐ
れ
の
ね
や
す
ぐ
る
の
ち
」（
『
伏
見
院
御
集
』

・
夜
時
雨
）
が
あ
る
）
、
珍
し
い
表
現
で
あ
る
。「
過
ぐ
」
の
は
直
接
に
は
「
鴫

1927

の
羽
搔
き
」
の
音
だ
が
、
寝
ず
に
待
っ
て
い
た
夜
が
「
過
ぐ
」
と
い
う
、
時
間
経
過
を
も
表
現
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

寂
蓮
⑥
・
定
家
⑦
・
家
隆
⑧
の
「
ね
や
の
ふ
す
ま
」
は
、
六
百
番
歌
合
初
出
の
表
現
で
あ
る
。
し
か
し
、
俊
成
に
近
い
御
子
左
家

の
新
風
歌
人
た
ち
が
揃
っ
て
詠
ん
で
は
い
る
が
、
こ
れ
自
体
は
特
に
創
意
の
あ
る
新
風
表
現
と
も
思
わ
れ
な
い
。
歌
語
「
閨
」
へ
の

意
識
の
高
ま
り
と
、
「
衾
」
の
出
題
と
が
重
な
っ
て
生
ま
れ
た
表
現
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
定
家
⑦
は
、
寝
具
を
か
ぶ
っ
た
こ
と

で
鐘
の
音
の
響
き
が
変
わ
っ
て
聞
こ
え
る
と
詠
み
、
「
寒
さ
」
を
軸
に
一
首
を
構
成
す
る
⑥
・
⑧
と
比
べ
、
何
ら
か
の
新
し
さ
を
模

索
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
た
だ
し
、
「
鐘
」
を
詠
む
必
然
性
を
め
ぐ
っ
て
難
陳
が
あ
っ
た
。
こ
の
「
鐘
」
は
、
暁
を
告
げ

る
鐘
の
音
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
暁
の
鐘
は
後
朝
の
別
れ
を
告
げ
る
も
の
だ
が
、
⑦
の
詠
歌
主
体
は
閨
に
い
る
の
で
、
一

晩
中
恋
人
の
訪
れ
を
待
っ
て
い
て
暁
を
迎
え
た
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
鐘
の
音
が
変
わ
っ
て
聞
こ
え
る
の
は
、
単
に
衾
を
か
ぶ
っ

て
い
る
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
後
朝
の
別
れ
を
告
げ
る
音
と
比
べ
て
独
り
寝
の
終
わ
り
を
告
げ
る
音
が
つ
ら
く
聞
こ
え
る
と
い
う
こ

と
で
あ
ろ
う
。

隆
信
⑩
の
「
ね
や
も
る
つ
き
」
か
ら
は
、
当
該
歌
と
同
じ
く
、
さ
き
の
『
後
拾
遺
集
』

番
定
頼
詠
や
『
為
忠
家
後
度
百
首
』
「
閨

847

中
月
」
題
詠
の
影
響
が
看
取
さ
れ
る
が
、
こ
の
措
辞
と
し
て
は
最
初
期
の
例
で
あ
る
。
同
時
期
に
「
い
で
し
よ
り
あ
れ
ま
く
お
も
ふ

ふ
る
さ
と
に
ね
や
も
る
月
を
た
れ
と
見
る
ら
ん
」
（
『
秋
篠
月
清
集
』
・
治
承
題
百
首
・
旅
・

）
、
「
ふ
る
里
の
ね
や
も
る
月
を
あ
る

480
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じ
に
て
秋
吹
き
か
へ
す
庭
の
ま
つ
風
」
（
『
拾
玉
集
』
第
四
・
緇
素
歌
合
・
故
郷
冬
月
・

）
と
用
例
が
二
首
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

(

２
７)

3963

こ
の
時
期
に
創
出
さ
れ
た
措
辞
で
あ
る
ら
し
い
。
こ
れ
ら
の
表
現
も
や
は
り
、
「
月
」
を
擬
人
化
し
て
「
（
恋
人
は
来
な
い
が
）
月
は

来
た
」
と
い
う
趣
向
か
ら
の
派
生
と
思
わ
れ
る
が
、
⑩
は
「
雲
」
と
い
う
題
意
に
寄
せ
て
、
そ
う
し
た
「
ね
や
も
る
月
」
で
す
ら
も

光
が
消
え
て
、
「
ひ
と
り
か
な
し
な
」
と
詠
む
。
題
意
に
う
ま
く
絡
め
な
が
ら
「
ね
や
も
る
月
」
を
詠
ん
だ
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

良
経
⑫
に
は
「
き
み
ま
つ
」
と
あ
り
、
「
閨
怨
」
の
定
番
で
あ
る
が
、
二
句
以
降
は
「
つ
ま
な
く
て
あ
れ
ゆ
く
ね
や
の
う
へ
と
て

や
木
の
葉
を
風
の
吹
き
ち
ら
す
な
ん
」
（
『
赤
染
衛
門
集
』

）
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
夫
匡
衡
を
亡
く
し
た

276

後
の
詠
で
、
通
う
人
が
い
な
く
な
っ
て
閨
が
荒
れ
て
ゆ
く
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
赤
染
衛
門
詠
は
、
眼
前
を
風
が
木
の
葉
を
散

ら
し
て
吹
く
さ
ま
を
「
つ
ま
な
く
て
あ
れ
ゆ
く
ね
や
の
う
へ
」
と
描
写
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
方
⑫
で
は
、
「
あ
れ
ゆ
く
」
の

は
「
ね
や
の
さ
む
し
ろ
」
で
あ
る
。
こ
の
語
は
文
治
二
年
（
一
一
八
六
）
十
月
二
十
二
日
大
宰
権
帥
経
房
歌
合
（
『
歌
合
大
成
』

）
462

で
の
詠
に
「
く
も
り
な
き
の
き
ば
の
月
に
あ
く
が
れ
て
い
く
よ
が
れ
し
つ
ね
や
の
さ
む
し
ろ
」
（
「
月
」
十
七
番
右

負
・
殷
富
門
院

68

大
輔
）
と
あ
る
の
が
初
出
と
思
わ
れ
、
用
例
は
少
な
い
。
季
経
執
筆
の
判
詞
に
よ
る
と
「
『
い
く
よ
が
れ
し
つ
ね
や
』
と
て
あ
り
な

む
、
『
さ
む
し
ろ
』
あ
ま
り
な
り
」
と
の
難
陳
が
あ
り
、
「
ね
や
」
と
「
さ
む
し
ろ
」
で
語
義
に
重
複
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
詞

で
あ
っ
た
こ
と
が
難
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
受
け
て
か
、
⑫
は
「
あ
れ
ゆ
く
ね
や
の
さ
む
し
ろ
」
と
続
け
る
こ
と
で
、
「
あ
れ
ゆ

く
」
の
は
「
ね
や
」
で
も
あ
り
、
ま
た
「
さ
む
し
ろ
」
で
も
あ
る
と
い
う
よ
う
に
、
徐
々
に
焦
点
化
し
て
ゆ
く
よ
う
な
手
法
を
採
り
、

よ
り
い
っ
そ
う
寂
し
い
情
景
を
描
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
「
飽
き
」
を
響
か
せ
る
「
秋
風
」
が
吹
く
こ
と
で
、
恋
人
が
訪

れ
な
い
寂
し
い
独
り
寝
を
表
現
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
六
百
番
歌
合
に
お
い
て
詠
ま
れ
た
「
閨
」
の
歌
か
ら
は
、
い
ず
れ
も
伝
統
的
な
「
閨
怨
」
の
詠
み
方
を
引
き
継

ぎ
つ
つ
も
、
新
奇
な
歌
材
と
の
組
み
合
わ
せ
や
趣
向
・
詞
続
き
の
工
夫
に
よ
っ
て
、
新
た
な
表
現
を
開
拓
し
よ
う
と
す
る
意
志
が
看

取
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
院
政
期
に
お
け
る
「
閨
」
の
詠
ま
れ
方
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
当
代
歌
人
に
と

っ
て
「
閨
」
は
、
恋
歌
の
可
能
性
を
広
げ
る
歌
語
と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
た
と
思
し
い
。
六
百
番
歌
合
で
は
百
題
の
う
ち
半
数
に
恋



- 237 -

題
が
出
さ
れ
、
恋
歌
に
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
を
設
定
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
も
ま
た
、
「
閨
」
の
活
発
な
受
容
に
影
響

を
与
え
た
か
も
し
れ
な
い
。

と
す
る
と
、
俊
成
の
執
拗
と
も
い
え
る
「
閨
」
批
判
は
、
そ
う
し
た
「
氾
濫
」
と
も
い
え
る
表
現
状
況
に
警
鐘
を
鳴
ら
そ
う
と
し

た
も
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
俊
成
の
個
人
的
な
歌
語
意
識
も
あ
っ
た
ろ
う
が
、
俊
成
の
「
指
導
」
的
意
図
と
し
て

は
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
た
い
。

第
四
節

定
家
に
お
け
る
「
閨
」

で
は
次
に
、
定
家
が
歌
語
と
し
て
の
「
閨
」
を
ど
の
よ
う
に
意
識
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
ま
ず
気
に
な
る
の

は
、
俊
成
の
「
不
可
庶
幾
」
と
い
う
批
判
に
、
定
家
は
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
い
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
安
井
重
雄
氏

は
、
さ
き
に
引
い
た
論
で
俊
成
の
「
不
可
庶
幾
」
評
の
特
質
を
明
ら
か
に
し
た
の
ち
、
そ
れ
が
ど
れ
ほ
ど
の
規
制
力
を
有
し
て
い
た

か
に
つ
い
て
も
仔
細
に
検
討
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
定
家
は
俊
成
が
「
不
可
庶
幾
」
と
し
た
表
現
を
そ
の
後
ほ
と
ん
ど
詠
ま

な
く
な
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
「
基
本
的
に
定
家
は
俊
成
の
指
導
を
よ
く
受
け
入
れ
て
い
る
と
い
え
」
る
、
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

定
家
に
も
「
批
判
は
受
け
な
が
ら
も
ど
う
し
て
も
捨
て
が
た
い
詞
が
あ
っ
た
」
と
も
い
い
、
定
家
は
そ
う
し
た
詞
に
つ
い
て
は
「
俊

成
の
目
に
は
触
れ
に
く
い
場
（
ま
た
は
俊
成
没
後
）
を
選
ん
で
詠
ん
だ
」
と
ま
と
め
て
い
る
。

(

２
８)

今
回
の
「
閨
」
の
場
合
は
、
安
井
氏
の
調
査
で
「
不
可
庶
幾
」
評
の
前
後
に
お
い
て
と
も
に
定
家
に
作
例
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
さ
れ
て
お
り
、
後
者
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
次
に
定
家
に
お
け
る
「
閨
」
の
作
例
全
八
首
を
詠
作
年
次
順
に
掲
出
す
る
が
、
こ
こ
で

(

２
９)

は
特
に
表
現
に
注
目
し
て
見
て
い
き
た
い
。

(

３
０)

Ａ
月
ま
つ
と
い
は
で
ぞ
た
れ
も
な
が
め
つ
る
ね
や
に
は
う
と
き
夏
の
よ
の
空

（
『
拾
遺
愚
草
員
外
』

〈
建
久
元
年
（
一
一
九
〇
）
六
月
・
一
字
百
首
・
夏
〉
）

29

Ｂ
見
る
ゆ
め
は
お
ぎ
の
は
風
に
と
だ
え
し
て
思
も
あ
へ
ぬ
ね
や
の
月
か
げ
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（
『
拾
遺
愚
草
』
上
・

〈
建
久
元
年
（
一
一
九
〇
）
九
月
・
花
月
百
首
・
月
五
十
首
〉
）

674

Ｃ
衣
う
つ
お
と
は
都
の
も
の
に
も
あ
れ
あ
ら
し
は
う
と
き
ね
や
の
手
枕

（
『
拾
玉
集
』
第
五
・

〈
建
久
元
年
（
一
一
九
〇
）
十
月
・
東
大
寺
棟
上
御
幸
時
に
慈
円
・
良
経
と
贈
答
し
た
歌
〉
）

5196

Ｄ
か
ぜ
か
よ
ふ
あ
ふ
ぎ
に
秋
の
さ
そ
は
れ
て
ま
づ
て
な
れ
ぬ
る
ね
や
の
月
か
げ

（
六
百
番
歌
合
・
夏
・
「
扇
」
十
一
番
左
勝

〈
建
久
四
年
（
一
一
九
三
）
秋
〉
→
『
拾
遺
愚
草
』
上
・

改
作
）

261

822

Ｅ
ひ
き
か
く
る
ね
や
の
ふ
す
ま
の
へ
だ
て
に
も
ひ
ゞ
き
は
か
は
る
か
ね
の
を
と
か
な

（
『
拾
遺
愚
草
』
上
・

〈
建
久
四
年
（
一
一
九
三
）
秋
・
六
百
番
歌
合
百
首
・
冬
・
衾
〉
）

849

Ｆ
心
か
ら
き
く
心
ち
せ
ぬ
す
ま
ひ
哉
ね
や
よ
り
お
ろ
す
ま
つ
か
ぜ
の
声

（
『
拾
遺
愚
草
』
中
・

〈
建
久
七
年
（
一
一
九
六
）
九
月
・
韻
歌
百
二
十
八
首
・
山
家
〉
）

1699

Ｇ
さ
む
し
ろ
に
は
つ
し
も
さ
そ
ひ
ふ
く
風
を
い
ろ
に
さ
え
ゆ
く
ね
や
の
月
か
げ

（
『
拾
遺
愚
草
』
下
・

〈
建
仁
三
年
（
一
二
〇
三
）
八
月
・
良
経
家
詩
歌
合
・
月
明
風
又
冷
〉
）

2256

Ｈ
手
な
れ
つ
る
ね
や
の
扇
を
ゝ
き
し
よ
り
と
こ
も
ま
く
ら
も
つ
ゆ
こ
ぼ
れ
つ
ゝ

（
『
拾
遺
愚
草
』
上
・

〈
貞
永
元
年
（
一
二
三
二
）
四
月
・
洞
院
摂
政
家
百
首
・
早
秋
〉
）

1430

ま
ず
詠
作
年
次
に
つ
い
て
は
、
Ａ
～
Ｆ
の
六
首
が
建
久
年
間
と
目
立
っ
て
多
い
。
「
閨
」
は
、
新
風
表
現
に
傾
斜
し
て
い
た
建
久

期
の
定
家
が
関
心
を
抱
い
た
語
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
ま
た
、
俊
成
没
（
元
久
元
年
（
一
二
〇
四
）
十
一
月
三
十
日
）
後
の
詠
は
Ｈ
し

か
な
い
。
六
百
番
歌
合
後
で
俊
成
存
命
中
の
詠
Ｆ
・
Ｇ
は
い
ず
れ
も
良
経
家
で
の
催
し
で
、
「
俊
成
の
目
に
触
れ
に
く
い
場
」
で
あ

っ
た
か
は
不
明
だ
が
、
ど
ち
ら
も
私
的
な
催
し
で
、
少
な
く
と
も
公
的
な
場
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
概
ね
安
井
氏
の
指
摘
通

り
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
が
、
詠
作
時
期
に
偏
り
が
あ
る
点
は
留
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

次
に
個
々
の
表
現
を
見
て
み
る
と
、
ま
ず
Ａ
は
「
あ
し
ひ
き
の
山
よ
り
い
づ
る
月
ま
つ
と
人
に
は
い
ひ
て
君
を
こ
そ
ま
て
」
（
『
拾

遺
集
』
恋
三
・

・
人
麻
呂
）
が
踏
ま
え
ら
れ
て
お
り
、
「
月
ま
つ
」
か
ら
「
君
ま
つ
」
を
連
想
さ
せ
る
点
で
、
や
は
り
「
閨
怨
」

782
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的
な
詠
み
方
で
あ
る
。
し
か
し
「
い
は
で
」
と
否
定
す
る
こ
と
で
、
「
待
つ
」
こ
と
に
す
ら
倦
ん
で
し
ま
っ
た
心
を
表
現
し
よ
う
と

す
る
の
で
あ
ろ
う
。
「
ね
や
に
は
う
と
き
」
と
あ
る
の
は
夏
夜
の
寝
苦
し
さ
ゆ
え
で
あ
る
が
、
一
方
で
「
待
つ
」
こ
と
の
つ
ら
さ
も

含
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
。
Ｃ
は
後
白
河
院
の
東
大
寺
棟
上
御
幸
に
随
行
し
て
宇
治
平
等
院
に
宿
っ
た
際
に
慈
円
へ
贈
っ
た
十
首
歌

(

３
１)

の
う
ち
の
一
首
で
、
「
擣
衣
の
音
は
都
で
も
聞
い
た
が
、
宇
治
の
里
で
聞
く
嵐
の
音
（
と
擣
衣
の
音
）
は
慣
れ
な
い
」
と
詠
む
。
表

面
上
は
旅
寝
の
歌
と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
が
、
「
衣
う
つ
」
「
ね
や
」
の
語
に
よ
っ
て
「
閨
怨
」
を
も
想
起
さ
せ
よ
う
。
こ
こ
で
は
詠

歌
主
体
が
「
ね
や
」
に
い
る
が
、
聞
こ
え
て
く
る
「
衣
う
つ
お
と
」
に
よ
っ
て
、
詠
歌
主
体
と
そ
の
「
衣
う
つ
」
女
と
が
重
ね
ら
れ

て
い
く
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
Ｆ
は
、
「
ね
や
よ
り
お
ろ
す
」
と
い
う
表
現
が
特
異
で
あ
る
。
風
を
「
～
よ
り

お
ろ
す
」
と
い
う
場
合
は
、
例
え
ば
「
は
つ
せ
や
ま
み
ね
よ
り
お
ろ
す
こ
が
ら
し
は
あ
き
た
つ
日
こ
そ
す
ず
し
か
り
け
れ
」
（
『
風
情

集
』

・
山
寺
立
秋
）
の
よ
う
に
「
み
ね
（
山
）
よ
り
お
ろ
す
」
な
ど
と
い
う
の
が
普
通
だ
が
、
こ
こ
で
は
「
ね
や
よ
り
お
ろ
す
ま

473

つ
か
ぜ
」
と
、
「
松
風
」
が
「
閨
」
か
ら
発
生
し
た
よ
う
に
詠
ん
で
お
り
、
「
待
つ
」
を
響
か
せ
て
「
閨
怨
」
を
表
現
す
る
も
の
で
あ

ろ
う
か
。
そ
れ
を
「
心
か
ら
き
く
心
ち
せ
ぬ
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

定
家
詠
に
お
い
て
も
「
閨
」
の
語
は
「
閨
怨
」
を
意
識
さ
せ
る
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
し
て
、
特
に

注
目
さ
れ
る
の
は
、
本
章
で
問
題
と
す
る
Ｄ
で
詠
ま
れ
た
「
ね
や
の
月
か
げ
」
の
句
が
、
Ｂ
で
す
で
に
試
み
ら
れ
、
ま
た
Ｇ
で
も
再

び
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
指
摘
が
あ
る
が
、
こ
の
句
は
定
家
の
創
出
し
た
句
で
は
な
く
、
『
源
氏
物
語
』
東
屋
巻
の

(
３
２)

薫
詠
に
見
出
せ
る
句
で
あ
る
。

尼
君
の
方
よ
り
く
だ
も
の
ま
ゐ
れ
り
。
箱
の
蓋
に
、
紅
葉
、
蔦
な
ど
折
り
敷
き
て
、
ゆ
ゑ
な
か
ら
ず
取
り
ま
ぜ
て
、
敷
き
た
る

紙
に
、
ふ
つ
つ
か
に
書
き
た
る
も
の
、
隈
な
き
月
に
ふ
と
見
ゆ
れ
ば
、
目
と
ど
め
た
ま
ふ
ほ
ど
に
、
く
だ
も
の
急
ぎ
に
ぞ
見
え

け
る
。や

ど
り
木
は
色
か
は
り
ぬ
る
秋
な
れ
ど
む
か
し
お
ぼ
え
て
澄
め
る
月
か
な
（
弁
の
尼
）

と
古
め
か
し
く
書
き
た
る
を
、
恥
づ
か
し
く
も
あ
は
れ
に
も
思
さ
れ
て
、
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里
の
名
も
む
か
し
な
が
ら
に
見
し
人
の
お
も
が
は
り
せ
る
ね
や
の
月
か
げ
（
薫
）

わ
ざ
と
返
り
事
と
は
な
く
て
の
た
ま
ふ
、
侍
従
な
む
伝
へ
け
る
と
ぞ
。

（
東
屋
・
⑥
‐
一
〇
一
～
一
〇
二
頁
）

東
屋
巻
の
末
尾
、
弁
の
尼
（
薫
の
実
父
柏
木
の
乳
母
の
娘
。
宇
治
八
の
宮
の
北
の
方
と
は
従
姉
妹
に
あ
た
る
）
と
薫
が
歌
を
贈
答

す
る
場
面
で
あ
る
。
薫
は
こ
の
直
前
に
浮
舟
を
亡
き
大
君
の
「
形
代
」
と
し
て
宇
治
の
邸
へ
引
き
連
れ
て
き
て
お
り
、
弁
の
尼
は
そ

れ
を
「
や
ど
り
木
は
色
か
は
り
た
る
」
と
表
現
す
る
。
し
か
し
や
は
り
大
君
の
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
て
「
む
か
し
お
ぼ
え
て
澄
め
る

月
」
と
薫
に
歌
を
贈
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
薫
は
、
「
宇
治
」
の
名
の
通
り
「
憂
し
」
と
い
う
気
持
ち
は
昔
の
ま
ま
変
わ
ら
な
い
の
に
、

か
つ
て
見
た
人
（
大
君
）
の
顔
は
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
感
慨
を
込
め
て
詠
む
の
で
あ
る
。
結
句
の
「
ね
や
の
月
か
げ
」
は
、
直

接
的
に
は
「
お
も
が
は
り
」
に
気
づ
か
せ
る
光
で
あ
る
が
、
一
方
で
「
お
も
が
は
り
」
し
た
大
君
、
す
な
わ
ち
浮
舟
を
も
象
徴
的
に

指
し
て
い
よ
う
。
そ
し
て
、
薫
が
こ
こ
で
浮
舟
に
対
し
て
「
閨
」
の
語
を
用
い
る
の
は
、
そ
れ
ま
で
の
物
語
展
開
に
関
係
が
あ
る
。

琴
は
押
し
や
り
て
、
「
楚
王
の
台
の
上
の
夜
の
琴
の
声
」
と
誦
じ
た
ま
へ
る
も
、
か
の
弓
を
の
み
引
く
あ
た
り
に
な
ら
ひ
て
、

い
と
め
で
た
く
思
ふ
や
う
な
り
と
、
侍
従
も
聞
き
ゐ
た
り
け
り
。
さ
る
は
、
扇
の
色
も
心
お
き
つ
べ
き
閨
の
い
に
し
へ
を
ば
知

ら
ね
ば
、
ひ
と
へ
に
め
で
き
こ
ゆ
る
ぞ
、
お
く
れ
た
る
な
め
る
か
し
。
事
こ
そ
あ
れ
、
あ
や
し
く
も
言
ひ
つ
る
か
な
と
思
す
。

（
東
屋
・
⑥
‐
一
〇
〇
～
一
〇
一
頁
）

さ
き
に
引
い
た
場
面
の
直
前
で
あ
る
。
こ
こ
で
薫
は
、
浮
舟
を
自
身
の
理
想
で
あ
る
大
君
の
よ
う
な
女
性
に
す
る
べ
く
、
琴
を
教

え
よ
う
と
す
る
。
そ
の
な
か
で
薫
は
次
の
詩
句
を
誦
じ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
詩
句
が
物
語
叙
述
の
う
え
で
大
き
な
意
味
を
持
つ
こ

と
に
な
る
。

班
女
閨
中
秋
扇
色

楚
王
台
上
夜
琴
声

（
『
和
漢
朗
詠
集
』
冬
・
雪
・

・
尊
敬
〈
俗
名
橘
在
列
〉
）

380

こ
れ
は
標
題
を
「
雪
」
と
す
る
よ
う
に
、
雪
を
詠
ん
だ
詩
で
あ
る
（
第
一
句
は
雪
の
色
を
、
第
二
句
は
雪
の
降
る
音
を
詠
む
）
。

薫
は
自
身
が
弾
い
た
琴
の
音
を
、
楚
の
襄
王
が
蘭
台
で
奏
で
た
琴
の
音
（
『
文
選
』
巻
十
三
・
宋
玉
「
風
賦
」
）
に
な
ぞ
ら
え
て
こ
の

句
を
誦
じ
た
の
だ
が
、
そ
の
た
め
に
第
一
句
の
「
班
女
（
班
婕
妤
）
」
の
故
事
（
『
文
選
』
巻
七
・
「
怨
歌
行
」
）
が
と
も
に
引
き
出
さ
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れ
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
に
、
こ
こ
で
浮
舟
と
班
女
が
重
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
浮
舟
の
そ
の
後
の
展
開
に
暗
い
影
が
落
と
さ
れ

る

―
と
い
う
の
が
、
『
源
氏
物
語
』
の
物
語
叙
述
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
定
家
が
「
扇
」
題
で
薫
詠
か
ら
句
を
取
っ
て
用
い
る

の
は
、
そ
う
し
た
物
語
叙
述
の
展
開
を
踏
ま
え
る
た
め
と
い
え
よ
う
。
田
中
初
恵
氏
は
、
定
家
に
お
け
る
『
源
氏
物
語
』
の
受
容
方

法
に
つ
い
て
、
「
巻
全
体
を
理
会
し
て
の
受
容
」
で
あ
っ
て
、
「
場
面
の
展
開
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
あ
る
詞
で
…
…
登
場
人
物
も
象
徴
化

さ
せ
「
心
」
の
側
面
に
も
眼
を
向
け
、
引
歌
の
風
景
も
揺
曳
さ
せ
る
工
夫
を
は
ら
い
余
情
を
深
め
た
」
点
に
特
徴
が
あ
る
と
論
じ
る
。

(

３
３)

当
該
歌
の
場
合
も
、
定
家
は
東
屋
巻
の
展
開
と
そ
の
叙
述
を
も
と
に
、
歌
句
だ
け
で
な
く
物
語
で
引
用
さ
れ
た
漢
詩
句
を
も
摂
取
し

て
そ
の
情
景
を
揺
曳
さ
せ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
改
作
前
の
当
該
歌
は
、
上
句
「
か
ぜ
か
よ
ふ
あ
ふ
ぎ
に
秋
の
さ
そ
は

れ
て
」
で
班
女
の
イ
メ
ー
ジ
と
「
秋
（
＝
飽
き
）
」
を
想
起
さ
せ
、
「
ね
や
の
月
か
げ
」
に
よ
っ
て
浮
舟
へ
と
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
広
げ

つ
つ
、
そ
れ
を
「
ま
づ
手
な
れ
ぬ
る
」
と
薫
の
立
場
に
な
っ
て
詠
む
歌
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
定
家
は
こ
の
句
を
Ｂ
・
Ｄ
・
Ｇ
と
く
り
返
し
詠
ん
で
い
た
。
俊
成
か
ら
批
判
を
受
け
な
が
ら
も
、
定
家

は
「
閨
の
月
影
」
と
い
う
措
辞
に
こ
だ
わ
り
、
容
易
に
は
捨
て
去
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
む
し
ろ
建
久
か
ら
建
仁
期
に

か
け
て
の
定
家
に
と
っ
て
は
、
か
な
り
愛
着
の
あ
っ
た
表
現
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
感
覚
は
定
家
ひ
と
り

の
も
の
で
も
な
か
っ
た
ら
し
い
。
定
家
が
詠
ん
で
以
降
、
新
古
今
当
代
歌
人
の
間
で
こ
の
「
閨
の
月
影
」
が
盛
ん
に
摂
取
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

(

３
４)

秋
の
色
は
ま
が
き
に
う
と
く
な
り
行
け
ど
手
枕
な
る
る
ね
や
の
月
か
げ

（
『
新
古
今
集
』
秋
上
・

・
式
子
内
親
王
〈
正
治
初
度
百
首
〉
）

432

こ
ひ
わ
た
る
な
み
だ
や
そ
ら
に
く
も
る
ら
ん
ひ
か
り
も
か
は
る
ね
や
の
月
か
げ
（
同
・
恋
四
・

・
公
経
〈
千
五
百
番
歌
合
〉
）

1274

か
ぜ
さ
む
み
木
の
葉
は
れ
行
く
よ
な
よ
な
に
の
こ
る
く
ま
な
き
ね
や
の
月
か
げ

（
『
式
子
内
親
王
集
』

・
題
不
知
）

317

ふ
し
わ
び
ぬ
秋
の
よ
な
が
き
呉
竹
の
さ
枝
も
り
く
る
閨
の
月
か
げ

（
建
保
四
年
（
一
二
一
六
）
閏
六
月
九
日
内
裏
百
番
歌
合
・
秋
・

・
康
光
）

117
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あ
か
つ
き
の
涙
も
袖
に
あ
ら
は
れ
ぬ
ち
り
う
ち
は
ら
ふ
閨
の
月
影

（
『
紫
金
和
歌
草
』

〈
建
保
三
年
（
一
二
一
五
）
五
月
当
座
歌
合
〉
）

541

秋
ふ
か
き
軒
ば
の
木
の
葉
散
り
に
け
り
嵐
に
は
る
る
ね
や
の
月
影

（
同
・

〈
建
保
四
年
（
一
二
一
六
）
三
月
ご
ろ
・
二
百
首
和
歌
〉
）

850

な
れ
な
れ
て
秋
に
あ
ふ
ぎ
を
お
く
つ
ゆ
の
い
ろ
も
う
ら
め
し
ね
や
の
月
か
げ

（
『
新
勅
撰
和
歌
集
』
恋
四
・

・
侍
従
具
定
母
〈
俊
成
卿
女
、
貞
永
元
年
（
一
二
三
二
）
洞
院
摂
政
家
百
首
〉
）

914

こ
の
う
ち
『
式
子
内
親
王
集
』
の
一
首
の
み
は
詠
作
年
次
が
不
明
で
、
か
つ
結
句
の
本
文
に
揺
れ
が
あ
る
が
、
そ
れ
を
除
い
て
考

(

３
５)

え
た
と
し
て
も
、
定
家
詠
Ｂ
・
Ｄ
（
当
該
歌
）
・
Ｇ
以
降
に
「
閨
の
月
影
」
と
い
う
句
が
広
く
受
容
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

流
行
と
い
う
側
面
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
定
家
を
含
め
た
新
古
今
当
代
歌
人
た
ち
が
、
俊
成
の
批
判
を
超
え
て
表
現
の
領
域
を
拡
張
し

て
い
く
様
子
が
垣
間
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
「
閨
」
の
表
現
史
を
た
ど
り
、
俊
成
の
「
不
可
庶
幾
」
評
の
背
景
に
あ
る
も
の
と
、
定
家
の
歌
語
「
閨
」
に
対
す
る
意
識

を
考
え
て
き
た
。
俊
成
は
、
基
俊
が
和
歌
批
評
に
用
い
た
「
庶
幾
」
の
機
能
を
拡
大
さ
せ
、
自
身
の
「
指
導
」
的
意
図
に
基
づ
い
て

歌
語
「
閨
」
の
使
用
を
戒
め
た
。
そ
れ
は
、
「
閨
」
の
持
つ
「
褻
」
の
側
面
へ
の
忌
避
感
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
何
よ
り
も

こ
の
「
閨
」
の
語
が
当
時
の
歌
壇
に
お
い
て
「
氾
濫
」
と
い
え
る
ほ
ど
溢
れ
か
え
っ
て
い
た
こ
と
を
問
題
視
し
た
の
だ
ろ
う
と
思
わ

れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
新
古
今
当
代
の
歌
人
た
ち
は
「
閨
」
を
詠
み
つ
づ
け
た
。

そ
も
そ
も
定
家
は
俊
成
と
は
違
い
、
「
閨
」
の
語
に
抵
抗
感
を
抱
い
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
建
久
期
に
は

多
く
「
閨
」
の
語
を
詠
み
、
「
閨
怨
」
の
情
を
取
り
込
む
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
の
歌
に
恋
の
イ
メ
ー
ジ
を
付
与
し
よ
う
と
し

て
い
た
。
し
か
し
、
六
百
番
歌
合
で
当
該
歌
の
「
閨
」
に
対
し
強
い
調
子
で
批
判
さ
れ
た
こ
と
が
尾
を
引
い
た
の
か
、
そ
の
後
し
ば
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ら
く
定
家
の
詠
作
に
「
閨
」
の
語
は
ほ
ぼ
見
ら
れ
な
く
な
る
。

定
家
が
再
び
「
閨
」
を
詠
ん
だ
の
は
、
貞
永
元
年
（
一
二
三
二
）
四
月
の
こ
と
で
あ
る
。
三
十
年
近
い
年
月
を
経
て
詠
ま
れ
た
Ｈ

は
、
「
手
な
れ
つ
る
ね
や
の
扇
を
ゝ
き
し
」
と
詠
ん
で
お
り
、
当
該
歌
と
類
想
の
歌
と
思
わ
れ
る
（
あ
る
い
は
当
該
歌
の
焼
き
直
し

と
い
っ
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
）
。「
な
つ
は
つ
る
あ
ふ
ぎ
と
秋
の
し
ら
露
と
い
づ
れ
か
ま
づ
は
お
か
む
と
す
ら
む
」（
『
新
古
今
集
』

夏
・

・
忠
岑
）
な
ど
を
踏
ま
え
、
扇
を
置
い
て
秋
（
＝
飽
き
）
が
来
る
と
、
寝
床
も
枕
も
露
（
＝
涙
）
が
こ
ぼ
れ
る
、
と
詠
む
が
、

283

や
は
り
こ
れ
も
「
閨
怨
」
の
情
を
引
き
込
ん
で
恋
歌
に
仕
立
て
た
も
の
だ
ろ
う
。
三
十
年
を
経
て
も
、
定
家
に
と
っ
て
歌
語
「
閨
」

の
持
つ
イ
メ
ー
ジ
は
一
貫
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

定
家
は
父
俊
成
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
も
、
歌
語
意
識
に
関
し
て
は
必
ず
し
も
そ
の
教
え
に
染
ま
り
き
ら
ず
、
独
自
の
意
識
を
有

し
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
「
閨
」
の
事
例
は
、
む
し
ろ
俊
成
の
異
質
さ
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
が
、
定
家
は

そ
う
し
た
「
異
質
」
な
俊
成
の
教
え
を
た
だ
素
直
に
受
け
入
れ
る
の
で
は
な
く
、
時
間
を
か
け
て
消
化
し
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。俊

成
の
「
不
可
庶
幾
」
評
は
、
院
政
期
歌
合
に
お
け
る
基
俊
の
試
み
を
受
け
て
、
俊
成
が
自
ら
の
歌
合
判
詞
に
強
い
指
導
力
を
持

ち
込
も
う
と
し
た
一
つ
の
例
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
俊
成
の
強
い
指
導
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
、
定
家
ら
の
世
代
の
次
な
る
課
題
と

な
っ
た
の
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

注
（

）
以
下
、
六
百
番
歌
合
の
本
文
は
、
現
存
最
古
の
写
本
で
あ
る
日
本
大
学
総
合
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
蔵
本
を
底
本
と
す
る
『
新

1
編
国
歌
大
観
』
に
拠
り
、
『
拾
遺
愚
草
』
『
拾
遺
愚
草
員
外
』
の
本
文
は
冷
泉
家
本
（
そ
れ
ぞ
れ
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
『
拾
遺
愚

草
上
中

』
『
拾
遺
愚
草
下

拾
遺
愚
草
員
外

俊
成
定
家
詠
草

古
筆
断
簡
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
三
、
一
九
九
五
）
に
拠
っ

た
。



- 244 -

（

）
な
お
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
六
家
集
（
五
〇
一
‐
五
一
一
）
所
収
『
拾
遺
愚
草
』
（
『
新
編
国
歌
大
観
』
『
新
編
私
家
集

2
大
成
』
底
本
）
は
四
句
を
「
ま
づ
手
に
な
れ
ぬ
」
と
す
る
。
『
拾
遺
愚
草
』
の
本
文
異
同
は
、
『
新
編
私
家
集
大
成
』
の
「
解
題

定
家
」
（
赤
羽
淑
）
を
も
と
に
、
赤
羽
淑
編
『
名
古
屋
大
学
本

拾
遺
愚
草
』
（
笠
間
書
院
、
一
九
八
二
・
二
）
の
ほ
か
各
種
影

印
、
ウ
ェ
ブ
上
の
画
像
を
参
照
し
て
確
認
し
た
。

（

）
こ
の
定
家
詠
の
改
作
に
つ
い
て
は
、
初
出
稿
「
定
家
の
歌
語
意
識
と
改
作

―
「
閨
の
月
影
」
の
歌
を
め
ぐ
っ
て

―
」
（
藤

3
田
保
幸
編
『
言
語
文
化
の
中
世
』
和
泉
書
院
、
二
〇
一
八
）
で
言
及
し
た
。
な
お
、
本
章
は
院
政
期
と
の
連
続
性
を
問
題
と
す

る
た
め
、
初
出
稿
を
全
面
的
に
改
稿
し
て
い
る
。

（

）
五
月
女
肇
志
「
藤
原
定
家
の
自
詠
改
作
」
（
『
藤
原
定
家
論
』
笠
間
書
院
、
二
〇
一
一
）
一
三
六
頁
以
下
参
照
。
な
お
、
久
保

4
田
淳
「
閨
の
月
影
」
（
『
礫
』

、
礫
の
会
、
二
〇
〇
〇
・
一
二
）
も
同
様
の
見
解
を
示
し
て
い
る
（
五
八
頁
）
。

170

（

）
御
所
本
『
拾
遺
愚
草
』
は
初
句
「
ひ
き
か
づ
く
」
（
自
筆
本
「
ひ
き
か
く
る
」
）
。
二
句
は
諸
本
異
同
な
し
。
な
お
、
小
西
甚

5
一
編
『
新
校
六
百
番
歌
合

付
・
顕
昭
陳
状
』
（
有
精
堂
出
版
、
一
九
七
六
）
に
よ
れ
ば
、
六
百
番
歌
合
の
諸
本
に
お
い
て
こ

の
歌
に
異
同
は
な
い
。

（

）
安
井
重
雄
「
俊
成
判
詞
の
「
不
可
庶
幾
」
と
い
う
評
語
に
つ
い
て
」
（
『
藤
原
俊
成

判
詞
と
歌
語
の
研
究
』
笠
間
書
院
、
二

6
〇
〇
六

初
出
『
自
讃
歌
注
研
究
会
会
誌
』

、
二
〇
〇
〇
・
一
〇
）
一
三
八
～
一
七
三
頁
。
特
に
「
ね
や
」
に
つ
い
て
は
同

8

書
一
五
二
頁
参
照
。

（

）
本
文
は
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
桂
宮
旧
蔵
本
（
書
Ａ
）
に
拠
っ
た
（
第
一
章
参
照
）
。

7
（

）
こ
の
断
簡
は
現
蔵
者
不
明
で
写
真
も
公
開
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
『
歌
合
大
成
』
の
翻
刻
（
一
八
一
九
頁
）
に
拠
り
、
漢
字

8
を
あ
て
て
い
る
箇
所
は
仮
名
に
ひ
ら
い
た
。
な
お
、
同
じ
断
簡
Ｍ
の
前
半
部
（
俊
頼
判
）
は
『
古
筆
学
大
成
』
に
写
真
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。

（

）
本
文
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
（
底
本
：
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
〈
一
五
〇
‐
五
二
三
〉
）
に
拠
っ
た
。
た
だ
し
「
戯
評
」

番
歌

9

42
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は
結
句
の
本
文
に
問
題
が
あ
る
。
歌
合
本
文
で
の

番
歌
で
は
結
句
「
こ
こ
ろ
と
も
が
な
」
。

11

（

）
山
本
真
吾
「
古
語
辞
典
に
お
け
る
歌
論
用
語
の
扱
い
に
つ
い
て
」
（
『
和
歌
文
学
研
究
』

、
二
〇
一
六
・
一
二
）
。

10

113

（

）
浅
田
徹
「
質
疑
部
分
の
司
会
を
担
当
し
て
」
（
注
（

）
前
掲
同
誌
）
。

11

10

（

）
「
貧
窮
問
答
歌
」
は
『
類
聚
古
集
』
に
未
収
の
た
め
、
廣
瀬
本
（
『
校
本
萬
葉
集
』
別
冊
一
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
）
の
本

12
文
と
訓
で
掲
げ
た
。
な
お
廣
瀬
本
は
句
の
切
れ
目
を
シ
ロ
テ
ン
（
白
抜
き
点
）
で
示
し
て
い
る
が
、
読
点
で
代
用
し
た
。

（

）
吉
野
朋
美
「
閨
」
（
久
保
田
淳
・
馬
場
あ
き
子
編
『
歌
こ
と
ば
歌
枕
大
辞
典
』
角
川
書
店
、
一
九
九
九
）
参
照
。
例
え
ば
、

13
和
歌
文
学
大
系
『
萬
葉
集

』（
稲
岡
耕
二
校
注
、
明
治
書
院
、
二
〇
〇
二
）
は
「
寝
屋
戸
」
と
本
文
を
立
て
、「
寝
屋
の
戸
口
」

、

(二)

と
解
し
て
い
る
。

（

）
例
え
ば
、
嵯
峨
朝
の
弘
仁
九
年
（
八
一
八
）
ご
ろ
編
纂
さ
れ
た
『
文
華
秀
麗
集
』
に
は
、
全
一
四
三
首
中
「
閨
」
の
字
を
含

14
む
詩
が
一
五
首
見
出
せ
る
。
特
に
「
艶
情
」
部
に
は
、
「
奉
和
春
閨
情
」
と
題
す
る
詩
三
首
（

・
菅
原
清
公
、

・
朝
野
鹿

51

52

取
、

・
巨
勢
識
人
）
を
は
じ
め
閨
怨
詩
が
一
一
首
（

～

）
並
び
、
続
く
「
楽
府
」
部
に
も
王
昭
君
に
取
材
す
る
詩
が
五

53

51

61

首
（

～

）
並
ん
で
い
る
。
「
閨
怨
」
が
漢
詩
に
お
い
て
一
般
的
な
主
題
で
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
検
索
は
芳
賀

62

66

紀
雄
編
『
文
華
秀
麗
集
索
引
』
（
和
泉
書
院
、
一
九
八
八
）
に
、
詩
題
と
作
品
番
号
は
日
本
古
典
文
学
大
系
『
懐
風
藻

文
華

秀
麗
集

本
朝
文
粋
』
（
小
島
憲
之
校
注
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
四
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
拠
っ
た
。

（

）
も
ち
ろ
ん
、
例
外
も
あ
る
。
例
え
ば
、
こ
の
時
期
に
「
閨
」
を
多
く
詠
ん
だ
歌
人
と
し
て
、
好
忠
の
存
在
が
注
目
さ
れ
る
が
、

15
好
忠
の
詠
み
方
に
は
奇
矯
な
も
の
も
多
い
。
数
首
例
示
す
る
。

わ
ぎ
も
こ
が
ひ
ま
な
く
お
も
ふ
ね
や
な
れ
ど
な
つ
の
ひ
る
ま
は
猶
ぞ
ふ
し
う
き

（
『
好
忠
集
』

）

(1)

168

い
も
と
わ
れ
ね
や
の
か
ざ
と
に
ひ
る
ね
し
て
日
た
か
き
夏
の
か
げ
を
す
ぐ
さ
む

（
同
・

）

(2)

178

き
み
ま
つ
と
ね
や
の
い
た
ど
を
あ
け
お
き
て
さ
む
さ
も
し
ら
ず
冬
の
よ
な
よ
な

（
同
・

）

(3)

341

例
え
ば

は
、
夏
の
昼
間
は
暑
く
て
（
独
り
寝
よ
り
も
）
寝
づ
ら
い
、
と
詠
む
。

は
、
風
が
吹
き
込
ん
で
く
る
寝
室
の
戸

(1)

(2)
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の
あ
た
り
で
昼
寝
を
し
よ
う
、
と
詠
む
。

は
冬
の
閨
で
の
独
り
寝
だ
が
、
寒
さ
を
忘
れ
た
と
詠
む
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
独

(3)

り
寝
の
つ
ら
さ
を
詠
む
「
閨
怨
」
の
情
と
は
性
質
が
異
な
っ
て
お
り
、
好
忠
独
自
の
捉
え
方
と
い
え
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う

し
た
詠
み
方
は
、
「
閨
」
の
表
現
史
に
お
い
て
は
少
数
派
で
あ
る
。

（

）
「
や
ま
ぶ
し
も
の
ぶ
し
も
か
く
て
心
み
つ
今
は
と
ね
り
の
ね
や
ぞ
ゆ
か
し
き
」
（
『
拾
遺
集
』
雑
下
・

・
健
守
法
師
）
は
「
と

16

529

ね
り
の
ね
や
（
舎
人
の
閨
）
」
を
詠
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
散
佚
し
た
古
物
語
・
口
承
文
芸
の
類
と
さ
れ
る
が
、
石
川
徹
『
古
代

小
説
史
稿

―
源
氏
物
語
と
其
前
後

―
』
（
刀
江
書
院
、
一
九
五
八
、
四
五
～
五
一
頁
）
に
よ
れ
ば
、
「
少
年
と
法
師
と
の
同

性
愛
」
（
四
六
頁
）
を
主
題
と
し
た
、
「
内
裏
に
召
さ
れ
た
法
師
が
、
宮
中
の
舎
人
の
宿
所
に
忍
び
入
る
物
語
」
（
四
八
頁
）
と

い
う
。

（

）
滝
沢
貞
夫
『
堀
河
院
百
首
全
釈
』
（
風
間
書
房
、
二
〇
〇
四
）
上
巻
四
七
五
頁
の
【
校
異
】
。

17
（

）
「
う
し
ろ
の
門
田
」
は
不
明
だ
が
、
あ
る
い
は
「
う
し
ろ
」
は
地
名
か
。
注
（

）
前
掲
滝
沢
氏
注
釈
・
下
巻
三
六
〇
頁
【
校

18

17

異
】
に
よ
れ
ば
、
「
う
し
ろ
の
」
に
は
「
そ
し
ろ
の
」
（
日
本
大
学
総
合
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
本
ほ
か
）
、
「
そ
ろ
い
の
」
（
松
平

文
庫
本
）
、
「
そ
ぞ
ろ
の
」
（
志
香
須
賀
文
庫
本
）
、
「
そ
し
ろ
は
」
（
梨
木
文
庫
本
ほ
か
）
の
異
文
が
あ
っ
て
一
定
し
な
い
。
同
書

は
「
そ
し
ろ
の
門
田
（
十
代
の
門
田
）
」
と
解
し
て
い
る
（
「
代
」
は
面
積
の
単
位
）
。

（

）
竹
下
豊
「
『
堀
河
院
御
時
百
首
』
の
自
然
表
現

―
万
葉
集
と
の
か
か
わ
り
に
お
い
て

―
」
（
『
堀
河
院
御
時
百
首
の
研
究
』

19
風
間
書
房
、
二
〇
〇
四

初
出
：
片
桐
洋
一
編
『
王
朝
和
歌
の
世
界

自
然
感
情
と
美
意
識
』
世
界
思
想
社
、
一
九
八
四
）
な

ど
。

（

）
『
俊
頼
髄
脳
』
に
、
「
を
の
ゝ
え
は
く
ち
な
ば
ま
た
も
す
げ
か
へ
む
う
き
世
の
中
に
か
へ
ら
ず
も
が
な
」
（
一
七
四
オ
／
三
五

20
七
頁
、
『
古
今
六
帖
』
第
二
・
を
の
の
え
・

）
に
対
す
る
注
と
し
て
、
次
の
説
話
を
載
せ
る
。

1019

こ
れ
は
、
仙
人
の
む
ろ
に
、
ゐ
き
を
う
ち
て
ゐ
た
り
け
る
を
、
き
こ
り
の
き
て
、
を
の
と
い
へ
る
物
を
も
た
り
け
る
を
、

つ
が
へ
て
、
こ
の
う
つ
ご
を
み
け
る
に
、
そ
の
を
の
ゝ
え
の
く
ち
て
く
だ
け
に
け
れ
ば
、
あ
や
し
と
思
て
、
返
て
家
を
み
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れ
ば
、
あ
と
も
な
く
昔
に
て
、
し
れ
る
人
も
な
か
り
け
る
と
ぞ
。

（
一
七
四
オ
～
一
七
四
ウ
／
三
五
七
～
三
五
八
頁
）

こ
れ
は
仙
境
に
迷
い
込
ん
だ
木
こ
り
が
仙
人
の
打
つ
碁
を
見
て
い
る
と
、
斧
の
柄
が
朽
ち
て
し
ま
い
、
不
思
議
に
思
っ
て
家

へ
帰
る
と
、
非
常
に
長
い
時
間
が
経
っ
て
い
た
と
い
う
故
事
で
あ
る
。
ｇ
の
初
句
「
さ
し
な
が
ら
」
に
は
、
碁
を
「
指
し
」
の

、
、

意
が
掛
か
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

（

）
冷
泉
家
本
に
こ
の
歌
ナ
シ
。
本
文
は
宮
内
庁
書
陵
部
本
を
底
本
と
す
る
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
拠
っ
た
。

21
（

）
引
用
は
冷
泉
家
本
に
拠
っ
た
が
、
冷
泉
家
本
で
は
四
句
を
「
わ
か
あ
そ
ひ
め
の
」
と
書
い
た
後
、
「
そ
ひ
」
を
ミ
セ
ケ
チ
に

22
し
て
「
か
そ
」
と
し
て
い
る
。
な
お
、
「
あ
か
そ
め
」
は
、
「
あ
か
」
を
「
赤
」
「
閼
伽
」
、
「
そ
め
」
を
「
染
め
」
「
初
め
」
な
ど

と
あ
て
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
「
雪
」
と
の
関
連
が
見
出
せ
ず
不
明
で
あ
る
。

（

）
「
ま
く
ず
は
ふ
よ
も
ぎ
が
や
ど
の
ゆ
ふ
か
ぜ
に
う
ら
み
も
ま
さ
る
む
し
の
こ
ゑ
か
な
」
（
永
久
四
年
〈
一
一
一
六
〉
八
月
十
五

23
日
雲
居
寺
結
縁
経
後
宴
歌
合
〈
『
歌
合
大
成
』

〉
・
「
虫
」
十
番
右
勝
・

・
敦
隆
）
が
初
例
で
、
「
ひ
と
り
す
む
よ
も
ぎ
が
宿

287

20

に
秋
き
て
は
き
り
ぎ
り
す
こ
そ
友
に
鳴
き
け
れ
」
（
『
永
久
百
首
』
秋
・
蛬
・

・
忠
房
）
の
例
が
見
え
る
。

333

（

）
家
永
香
織
『
為
忠
家
初
度
百
首
全
釈
』
（
風
間
書
房
、
二
〇
〇
七
）
二
九
四
頁
。
ま
た
「
閨
中
月
」
題
に
つ
い
て
は
、
同
『
為

24
忠
家
後
度
百
首
全
釈
』
（
風
間
書
房
、
二
〇
一
一
）
二
九
五
頁
、
お
よ
び
同
書
「
解
説
」
五
八
四
頁
参
照
。

（

）
な
お
、
久
保
田
淳
「
歌
こ
と
ば

―
藤
原
俊
成
の
場
合

―
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』

‐

、
二
〇
〇
一
・
八
）
は
、
俊
成

25

78

8

が
「
閨
」
を
忌
避
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
「
人
間
の
褻
な
る
姿
態
で
あ
る
寝
姿
を
連
想
さ
せ
、
さ
ら
に
ま
た
男
女
の
性
愛
に
も

と
づ
く
姿
を
も
連
想
さ
せ
る
た
め
に
、
こ
れ
を
避
け
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
」
（
一
一
頁
）
、
「
身
体
に
関
す
る

表
現
を
排
す
る
意
識
は
、
そ
の
身
体
・
生
命
を
維
持
す
る
飲
食
行
為
に
関
る
表
現
を
避
け
よ
う
と
す
る
意
識
に
も
通
ず
る
で
あ

ろ
う
。
こ
の
意
識
は
『
古
来
風
躰
抄
』
に
お
い
て
、
『
万
葉
集
』
の
時
代
は
特
別
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
規
範
と
し
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
形
で
、
鮮
明
に
表
明
さ
れ
て
い
た
」
（
一
三
頁
）
と
論
じ
て
い
る
。

（

）
『
伊
勢
物
語
』
の
本
文
は
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
竹
取
物
語

伊
勢
物
語

大
和
物
語

平
中
物
語
』
（
福
井
貞
助
校

26
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注
・
訳
、
小
学
館
、
一
九
九
四
）
に
拠
っ
た
（
二
一
五
頁
）
。

（

）
良
経
詠
に
つ
い
て
、
久
保
田
淳
氏
は
建
久
六
年
（
一
一
九
五
）
三
月
以
降
、
同
七
年
十
一
月
二
十
五
日
以
前
と
推
定
し
て
い

27
る
（
『
新
古
今
歌
人
の
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
三
、
七
三
一
～
七
三
四
頁
）
。
慈
円
詠
に
つ
い
て
は
、
山
本
一
氏
が

「
緇
素
歌
合
」
の
表
題
下
に
「
番
左
将
軍
御
歌
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
左
将
軍
（
良
経
）
」
が
内
大
臣
に
任
ず
る
建
久
六
年
十

一
月
十
日
以
前
の
詠
と
推
定
し
て
い
る
（
和
歌
文
学
大
系
『
拾
玉
集

』
明
治
書
院
、
二
〇
一
一
・
五
、
一
六
頁
脚
注
）
。
慈

(下)

円
詠
の
詠
作
年
次
に
問
題
は
残
る
が
、
「
ね
や
も
る
月
」
に
関
し
て
は
隆
信
⑩
が
初
例
と
い
っ
て
ほ
ぼ
よ
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（

）
安
井
重
雄
「
俊
成
判
詞
「
不
可
庶
幾
」
評
の
規
制

―
定
家
・
家
隆
を
中
心
に

―
」
（
注
（

）
前
掲
安
井
氏
著
書
）
。
な

28

6

お
、
安
井
氏
は
「
ね
や
」
の
語
に
つ
い
て
、「
用
例
検
索
が
難
し
く
、
各
人
の
家
集
の
み
に
よ
っ
て
示
し
て
い
る
」（
一
七
五
頁
）

と
断
っ
て
い
る
（
論
旨
に
大
き
な
影
響
は
な
い
と
思
わ
れ
る
）
。
本
稿
で
は
主
と
し
て
『
新
編
国
歌
大
観
』『
新
編
私
家
集
大
成
』

の
検
索
に
基
づ
い
て
定
家
詠
の
用
例
を
示
し
た
が
、
両
書
に
未
収
録
の
歌
書
等
で
の
検
索
は
い
ま
だ
不
十
分
で
あ
り
、
さ
ら
に

詳
細
な
用
例
検
索
の
必
要
が
あ
る
。

（

）
な
お
、
ほ
か
に
存
疑
の
例
と
し
て
、
「
秋
風
に
涙
ぞ
き
ほ
ふ
ま
じ
り
な
ん
昔
が
た
り
の
み
ね
の
月
か
げ
」
（
御
所
本
『
拾
遺
愚

ね

や

イ

29
草
』
下
・
述
懐
・

〈
承
元
二
年
（
一
二
〇
八
）
・
石
清
水
八
幡
講
を
企
画
す
る
具
親
へ
贈
っ
た
歌
〉
）
の
異
文
注
記
が
見
出
せ

2709

る
（
本
文
は
「
書
陵
部
所
蔵
資
料
目
録
・
画
像
公
開
シ
ス
テ
ム
」
（http://toshoryo.kunaicho.go.jp/K

otenseki

〈
二
〇
一
七
年
九

月
二
五
日
閲
覧
〉
）
で
公
開
さ
れ
て
い
る
当
該
本
の
画
像
〈
一
〇
九
九
コ
マ
目
〉
に
拠
り
、
清
濁
を
私
に
分
か
っ
た
）
。
た
だ
し

現
存
の
『
拾
遺
愚
草
』
諸
本
に
お
い
て
、
「
ね
や
」
を
本
行
本
文
に
有
す
る
本
は
見
出
せ
ず
、
ま
た
歌
の
内
容
か
ら
も
、
こ
こ

は
「
み
ね
」
の
本
文
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
こ
の
異
文
注
記
か
ら
は
、
『
拾
遺
愚
草
』
の
享
受
者
が
少
な
か
ら
ず
「
ね

や
の
月
か
げ
」
と
い
う
句
を
意
識
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（

）
以
下
、
定
家
詠
の
解
釈
に
あ
た
っ
て
は
、
久
保
田
淳
校
訂
・
訳
『
藤
原
定
家
全
歌
集
』
上
下
巻
（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇

30
一
七

初
刊
『
訳
注

藤
原
定
家
全
歌
集
』
河
出
書
房
新
社
、
一
九
八
五
、
一
九
八
六
）
に
多
く
を
拠
っ
た
。
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（

）
定
家
詠
Ｃ
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
片
山
享
「
新
風
胎
動

―
建
久
元
年
東
大
寺
棟
上
御
幸
時
の
歌
に
つ
い
て

―
」
（
甲

31
南
女
子
大
学
国
文
学
会
編
『
日
本
の
こ
と
ば
と
文
芸
』
第
一
集
、
一
九
七
九
・
一
二
）
に
詳
し
い
。

（

）
久
保
田
淳
氏
の
指
摘
。
注
（

）
久
保
田
氏
注
釈
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
六
百
番
歌
合
』
（
久
保
田
淳
・
山
口
明
穂
校

32

30

注
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
）
脚
注
、
お
よ
び
注
（

）
前
掲
久
保
田
氏
論
文
参
照
。

4

（

）
田
中
初
恵
「
定
家
の
源
氏
物
語
受
容
」
（
『
和
歌
文
学
研
究
』

、
一
九
九
〇
・
一
〇
）
五
一
～
五
二
頁
。
ま
た
、
ほ
か
に
五

33

61

月
女
肇
志
「
藤
原
定
家
の
『
源
氏
物
語
』
摂
取
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』

‐

、
二
〇
一
四
・
八
）
も
、
『
源
氏
物
語
』
に
お

91

8

け
る
「
登
場
人
物
相
互
の
関
係
に
強
い
関
心
を
持
ち
、
そ
れ
を
和
歌
の
中
で
取
り
入
れ
よ
う
と
表
現
し
、
読
者
に
伝
え
よ
う
と

い
う
意
図
が
あ
る
」
（
四
七
頁
）
と
論
じ
る
。

（

）
こ
れ
ら
を
め
ぐ
っ
て
は
、
す
で
に
注
（

）
前
掲
久
保
田
氏
論
文
に
お
い
て
、
定
家
が
当
該
歌
以
前
に
Ｂ
を
、
ま
た
以
後
に

34

4

Ｇ
を
詠
ん
で
い
る
こ
と
、
「
閨
の
月
影
」
の
句
が
広
く
受
容
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（

）
こ
の
歌
は
結
句
を
「
に
は
の
月
影
」
と
し
て
『
新
古
今
集
』
に
入
る
（
冬
・

）
。
ま
た
『
式
子
内
親
王
集
』
諸
本
で
も
、

35

605

結
句
に
「
閨
の
う
ち
か
な
」
の
異
文
が
あ
り
、
一
定
し
な
い
。
小
田
剛
『
式
子
内
親
王
全
歌
注
釈
』
（
和
泉
書
院
、
一
九
九
五

・
一
二
）
四
六
〇
頁
参
照
。
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結
語本

論
文
で
は
、
院
政
期
歌
合
の
特
質
と
そ
の
和
歌
史
上
の
位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
い
く
つ
か
の
院
政

期
歌
合
を
具
体
的
に
論
じ
て
き
た
。
扱
う
こ
と
の
で
き
た
も
の
は
院
政
期
歌
合
の
う
ち
の
ご
く
わ
ず
か
に
す
ぎ
ず
、
こ
こ
か
ら
結
論

を
下
す
こ
と
は
性
急
に
過
ぎ
る
が
、
ひ
と
ま
ず
各
章
の
内
容
を
ま
と
め
、
そ
こ
か
ら
指
摘
で
き
る
こ
と
と
見
通
し
を
述
べ
る
こ
と
で

結
論
に
代
え
た
い
。

第
一
節

各
章
の
ま
と
め

第
一
部
で
は
、
院
政
期
を
代
表
す
る
歌
合
判
者
で
あ
る
俊
頼
・
基
俊
が
関
わ
っ
た
歌
合
を
論
じ
た
。
ま
ず
取
り
上
げ
た
の
は
、
元

永
元
年
（
一
一
一
八
）
十
月
二
日
内
大
臣
忠
通
歌
合
（
『
歌
合
大
成
』

）
で
あ
る
。
こ
の
歌
合
は
基
幹
本
文
と
な
る
二
十
巻
本
が

296

断
簡
で
し
か
伝
存
し
て
お
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
は
別
系
統
の
諸
本
を
底
本
と
し
て
、
二
十
巻
本
の
断
簡
が
現
存
す
る
箇
所
は
そ
の
本
文

で
校
訂
し
つ
つ
読
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
二
十
巻
本
と
別
系
統
の
諸
本
は
本
文
が
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
ひ

と
ま
と
め
に
し
て
校
訂
本
文
を
作
成
す
る
こ
と
は
、
新
た
な
混
態
本
文
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
り
、
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で

あ
ろ
う
。
そ
こ
で
第
一
章
で
は
、
ま
ず
別
系
統
の
諸
本
を
整
理
・
分
類
し
、
四
類
に
分
け
て
考
え
る
と
わ
か
り
や
す
い
こ
と
を
示
し

た
。
そ
し
て
、
そ
の
な
か
で
は
一
類
本
が
比
較
的
穏
当
な
本
文
を
有
し
て
い
る
こ
と
、
し
か
し
そ
の
他
の
類
に
も
見
る
べ
き
点
が
あ

る
こ
と
を
述
べ
、
一
類
本
を
底
本
と
し
つ
つ
、
二
類
本
・
三
類
本
で
校
訂
を
加
え
な
が
ら
読
む
こ
と
を
述
べ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
本
を
紹
介
し
、
該
本
は
一
部
に
古
態
を
残
す
本
文
を
有
し
て
お
り
、
こ
れ

に
よ
っ
て
今
ま
で
不
審
で
あ
っ
た
箇
所
が
解
決
で
き
る
こ
と
を
示
し
た
。

第
二
章
で
は
、
元
永
元
年
十
月
二
日
内
大
臣
忠
通
歌
合
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
「
両
判
」
が
い
か
な
る
目
的
で
行
わ
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
か
を
論
じ
た
。
判
者
と
し
て
招
か
れ
た
俊
頼
・
基
俊
は
、
当
時
す
で
に
判
者
と
し
て
有
力
な
人
物
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
い
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た
が
、
忠
通
家
で
の
歌
合
へ
の
参
加
実
績
に
関
し
て
は
、
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
乏
し
か
っ
た
。
平
安
期
の
歌
合
に
は
、
判
者
が
複
数

い
る
と
思
わ
れ
る
歌
合
が
少
な
く
と
も
九
度
指
摘
で
き
る
が
、
こ
の
う
ち
両
判
者
が
披
講
の
場
に
同
席
し
、
別
個
に
判
定
を
下
し
て

い
た
こ
と
が
確
実
に
わ
か
る
の
は
、
こ
の
歌
合
だ
け
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
平
安
期
の
歌
合
に
お
い
て
他
に
例
を
見
な
い
行
事
形
態

(

１)
で
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
こ
の
歌
合
に
は
特
殊
な
事
情
が
存
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
忠
通
家
歌
壇
の
歌
合
に
お
け
る
判

者
（
＝
指
導
者
）
を
選
定
す
る
た
め
の
措
置
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
両
判
者
の
判
詞
を
見
る
と
、
当
座
で
の
衆
議
・
難
陳
の
や
り

取
り
を
重
視
し
て
穏
当
な
判
定
を
下
す
俊
頼
と
、
そ
う
し
た
点
を
ま
っ
た
く
考
慮
し
な
い
基
俊
と
い
う
よ
う
に
、
両
判
者
の
判
定
方

法
は
異
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
主
催
者
・
忠
通
は
、
判
詞
が
そ
れ
ぞ
れ
の
判
者
の
個
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と

に
自
覚
的
で
、
判
詞
を
も
っ
て
今
後
の
指
導
者
を
選
任
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、
忠
通
家
歌
合
で
の
判
者
は
こ
の

後
、
多
く
の
場
合
で
俊
頼
が
務
め
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
忠
通
家
歌
合
で
は
、
俊
頼
以
外
に
も
顕
季
や
基
俊
が
判
者
に
迎
え
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
、
忠
通
は
ほ
か
の
判
者
に
よ
る
判
詞
を
読
む
こ
と
を
楽
し
み
の
一
つ
に
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
三
章
で
は
、
第
一
・
二
章
を
踏
ま
え
て
、
元
永
元
年
十
月
二
日
内
大
臣
忠
通
歌
合
の
詠
歌
表
現
と
、
そ
れ
に
対
す
る
判
詞
の
あ

り
方
を
検
討
し
た
。
忠
通
家
歌
壇
は
和
歌
の
詠
出
を
専
門
と
し
な
い
非
専
門
歌
人
た
ち
の
占
め
る
割
合
が
多
く
、
主
催
者
・
忠
通
も

ま
だ
年
少
で
和
歌
に
お
い
て
は
初
学
者
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
俊
頼
・
基
俊
と
い
う
当
代
を
代
表
す
る
有
力
な

歌
人
が
披
講
に
加
わ
っ
た
こ
と
で
、
和
歌
批
評
へ
の
意
識
が
深
ま
り
、
参
加
者
た
ち
が
さ
ら
に
和
歌
へ
励
む
こ
と
が
期
待
で
き
よ
う
。

こ
の
歌
合
で
詠
ま
れ
た
詠
歌
表
現
に
目
を
向
け
る
と
、
方
人
た
ち
の
な
か
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
先
例
の
な
い
（
ま
た
は
乏
し
い
）
表
現

や
、
従
来
に
な
い
詞
続
き
の
歌
、
あ
る
い
は
和
歌
の
伝
統
的
な
枠
組
み
か
ら
は
外
れ
る
よ
う
な
歌
を
出
詠
し
て
い
る
者
が
見
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
は
ま
さ
に
「
新
し
さ
」
を
庶
幾
し
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
両
判
者
は
こ
れ
ら
に
対
し
、
単
に
そ
の
表
現
の
「
新

し
さ
」
だ
け
を
評
価
せ
ず
に
、
そ
の
表
現
が
一
首
の
和
歌
の
な
か
で
適
切
に
作
用
し
て
い
る
か
、
誤
解
を
与
え
る
よ
う
な
表
現
に
な

っ
て
い
な
い
か
、
と
い
う
点
を
重
視
し
て
判
定
を
下
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
新
し
さ
」
の
否
定
で
は
な
く
、
そ
の
「
新
し
さ
」
を
認

め
つ
つ
、
さ
ら
に
よ
り
よ
い
も
の
に
仕
立
て
よ
う
と
す
る
意
識
の
現
れ
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
両
判
者
は
む
し
ろ
積
極
的
に
「
新
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し
さ
」
の
あ
る
表
現
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
議
論
を
促
す
こ
と
で
、
そ
の
表
現
へ
の
理
解
を
深
め
よ
う
と
い
う
意
図
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
俊
頼
・
基
俊
も
ま
た
、
自
身
で
は
奇
語
や
万
葉
語
、
新
奇
な
典
拠
を
積
極
的
に
詠
出
し
て
い

た
。
忠
通
家
の
歌
合
は
、
そ
の
よ
う
な
実
験
的
な
詠
出
と
、
そ
れ
に
対
す
る
批
評
を
通
し
て
、
和
歌
表
現
・
和
歌
批
評
を
深
化
さ
せ

よ
う
と
す
る
場
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

第
四
章
で
は
、
元
永
二
年
（
一
一
一
九
）
七
月
十
三
日
内
大
臣
忠
通
歌
合
（
『
歌
合
大
成
』

）
の
追
判
を
取
り
上
げ
た
。
初
判

300

は
顕
季
で
あ
る
が
、
追
判
者
に
は
顕
季
・
基
俊
・
俊
頼
の
各
説
が
あ
る
。
し
か
し
、
初
判
か
ら
追
判
で
多
く
判
定
が
変
わ
っ
て
い
る

こ
と
を
根
拠
に
顕
季
説
は
否
定
さ
れ
、
ま
た
基
俊
詠
に
対
す
る
追
判
に
作
者
の
意
図
を
訝
し
ん
で
い
る
箇
所
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
基

俊
説
も
成
り
立
ち
が
た
い
。
追
判
者
は
俊
頼
と
見
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
、
実
際
に
追
判
の
判
詞
に
は
、
俊
頼
独
自
の
評
語
「
し
き

る
」
「
あ
け
く
れ
の
こ
と
」
「
め
な
れ
て
き
こ
ゆ
」
な
ど
が
見
え
、
ま
た
俊
頼
独
自
の
戯
評
と
思
わ
れ
る
表
現
が
あ
る
な
ど
、
特
に
永

縁
奈
良
房
歌
合
（
『
歌
合
大
成
』

・
甲
本
）
の
俊
頼
判
と
か
な
り
共
通
す
る
表
現
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
こ
か
ら
は
、

311

判
詞
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
判
者
の
個
性
が
表
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
判
者
た
ち
は
、
歌
合
判
詞
に
自
ら
の
個
性
が

表
れ
る
こ
と
に
自
覚
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、
そ
れ
が
判
詞
の
書
き
方
や
、
判
詞
自
体
を
残
す
と
い
う
方
向
性
に
つ
な
が
っ
て
い
く

こ
と
、
そ
し
て
歌
合
判
詞
が
人
々
に
「
読
ま
れ
る
」
も
の
と
し
て
機
能
し
て
い
く
こ
と
を
指
摘
し
た
。

第
五
章
で
は
、
興
福
寺
の
歌
僧
・
永
縁
が
主
催
し
た
天
治
元
年
（
一
一
二
四
）
春
・
奈
良
花
林
院
歌
合
（
基
俊
判
）
／
永
縁
奈
良

房
歌
合
（
俊
頼
判
）
を
取
り
上
げ
、
そ
の
詠
歌
表
現
と
判
詞
を
検
討
し
た
。
興
福
寺
僧
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
行
わ
れ
た
こ
の
歌
合

は
、
詠
歌
の
質
が
低
調
と
見
ら
れ
て
従
来
さ
ほ
ど
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
京
都
の
中
央
歌
壇
か
ら
見
れ
ば
周
縁
に
位
置

づ
け
ら
れ
る
よ
う
な
興
福
寺
僧
た
ち
の
詠
歌
表
現
に
も
、
万
葉
語
の
摂
取
、
口
語
・
俗
語
的
表
現
、
大
和
国
の
歌
枕
の
新
規
開
拓
な

ど
、
「
新
し
さ
」
を
庶
幾
し
た
院
政
期
和
歌
の
潮
流
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
両
判
者
の
判
詞
は
概
ね
批
判
的
な
調
子
が
強

く
、
そ
う
し
た
こ
と
も
低
評
価
の
一
因
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
も
第
三
章
で
見
た
忠
通
家
歌
合
と
同
様
に
、
両
判
者
は
「
新

し
さ
」
を
含
む
表
現
を
積
極
的
に
取
り
上
げ
、
注
意
を
向
け
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
勅
撰
集
や
私
撰
集
の
類
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に
も
ほ
と
ん
ど
採
ら
れ
る
こ
と
が
な
く
、
詠
歌
の
質
は
総
じ
て
低
調
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
が
、
そ
れ
で
も
「
新
し
さ
」
を

庶
幾
し
た
表
現
が
詠
出
さ
れ
、
そ
れ
に
対
し
て
批
評
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
和
歌
表
現
・
和
歌
批
評
が
深
ま
っ
て
い
く
と
い

う
点
で
は
、
京
都
の
中
央
歌
壇
に
お
け
る
忠
通
家
歌
合
と
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
変
わ
ら
な
い
と
い
っ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
第
一
部
で
は
、
二
名
の
判
者
に
よ
っ
て
二
種
類
の
判
詞
が
書
か
れ
た
歌
合
を
主
に
考
察
し
た
。
こ
の
よ
う
な
「
両

判
」
と
い
う
形
態
も
院
政
期
歌
合
の
特
質
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
の
検
討
を
通
し
て
見
出
せ
た
の
は
、
こ
れ
ら
の
歌
合
に

お
い
て
は
、
ま
ず
新
奇
な
歌
語
・
用
語
・
典
拠
が
用
い
ら
れ
た
歌
な
ど
、
「
新
し
さ
」
を
含
む
表
現
が
さ
ま
ざ
ま
に
試
み
ら
れ
、
そ

れ
に
対
し
て
二
名
の
判
者
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
視
点
か
ら
批
評
を
加
え
る
こ
と
で
、
和
歌
表
現
と
和
歌
批
評
が
深
化
し
て
い
く
と
い

う
点
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
批
評
が
深
ま
っ
て
い
く
過
程
で
、
判
者
が
書
く
判
詞
も
ま
た
、
そ
の
あ
り
方
が
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
に

な
る
。
そ
れ
ま
で
当
座
で
の
言
談
に
よ
る
難
陳
の
み
に
終
始
し
、
記
録
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
和
歌
に
対
す
る
批
評
が
、
判
詞
に

書
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
和
歌
を
批
評
す
る
た
め
の
評
語
が
新
た
に
必
要
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
評
語
だ
け

で
な
く
、
戯
評
や
文
体
の
工
夫
な
ど
、
和
歌
批
評
の
ス
タ
イ
ル
も
さ
ま
ざ
ま
に
試
行
錯
誤
が
試
み
ら
れ
て
い
く
。
浅
田
徹
氏
に
よ
れ

ば
、
歌
合
の
判
詞
を
判
者
が
自
ら
執
筆
し
、
主
催
者
に
献
上
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
こ
の
時
期
の
こ
と
で
あ
る
。
歌
合
判
詞
が
行

(

２)

事
そ
の
も
の
の
記
録
か
ら
、
出
詠
歌
へ
批
評
を
加
え
、
判
定
を
記
録
す
る
も
の
へ
と
変
遷
し
た
と
い
え
る
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
、
歌
合

を
後
世
へ
残
そ
う
と
す
る
意
識
が
生
じ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
（
二
十
巻
本
の
編
纂
も
そ
れ
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
）
。

そ
し
て
、
清
輔
の
『
袋
草
紙
』
や
『
扶
桑
葉
林
』
（
散
佚
）
な
ど
の
よ
う
に
、
「
歌
合
の
集
成
」
と
い
っ
た
こ
と
に
も
関
心
が
向
か
う

よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

第
二
部
で
は
、
そ
の
よ
う
に
後
世
へ
残
そ
う
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
い
た
院
政
期
歌
合
が
、
後
代
に
ど
の
よ
う
に
影
響
を
与
え
て

い
く
の
か
を
考
察
し
た
。
第
六
章
で
は
、
院
政
期
歌
合
の
代
表
的
判
者
で
あ
る
俊
頼
と
基
俊
が
創
出
し
た
歌
合
評
語
を
集
成
し
、
そ

れ
ら
が
後
世
の
判
者
た
ち
に
ど
の
よ
う
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
か
を
調
査
し
た
。
特
に
基
俊
の
弟
子
で
あ
る
俊
成
と
、
そ
の
息
定
家

に
主
眼
を
置
い
て
検
討
し
た
が
、
俊
成
は
従
来
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
や
は
り
基
俊
の
影
響
が
強
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
一
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方
、
俊
頼
の
評
語
は
、
む
し
ろ
清
輔
を
中
心
と
し
た
六
条
藤
家
歌
人
た
ち
に
引
き
継
が
れ
て
い
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
歌
合
判
詞
の
享

受
史
に
お
い
て
、
基
俊
―
俊
成
と
、
俊
頼
―
清
輔
と
い
う
大
き
な
二
つ
の
流
れ
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
も
ち
ろ
ん

俊
成
も
清
輔
も
俊
頼
・
基
俊
の
双
方
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
例
が
あ
り
、
あ
く
ま
で
も
傾
向
と
し
て
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
い
え
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
評
語
の
用
法
を
検
討
す
る
と
、
俊
頼
や
基
俊
の
時
点
で
は
難
点
を
指
摘
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た

評
語
が
、
俊
成
や
清
輔
の
こ
ろ
に
な
る
と
明
確
に
「
指
導
」
的
な
色
合
い
を
持
つ
評
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
例
が
見
ら
れ
た
。

そ
し
て
さ
ら
に
定
家
に
至
る
と
、
例
え
ば
自
詠
に
対
す
る
評
に
お
い
て
、
「
自
卑
」
の
体
を
と
り
つ
つ
自
ら
鑑
賞
の
ポ
イ
ン
ト
を
解

説
す
る
よ
う
な
判
詞
で
の
用
法
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
俊
頼
・
基
俊
が
創
出
し
た
院
政
期
歌
合
の
評
語
は
、
確
実
に
後
代
に
影

響
を
与
え
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
で
独
自
に
発
展
を
遂
げ
て
い
た
の
で
あ
る
。

第
七
章
で
は
、
俊
成
が
基
俊
に
学
ん
だ
評
語
「
不
可
庶
幾
」
を
例
に
、
俊
成
の
規
範
的
な
指
導
と
、
そ
れ
に
対
す
る
定
家
の
反
応

を
考
察
し
、
院
政
期
歌
合
の
評
語
が
新
古
今
時
代
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
意
識
さ
れ
て
い
た
の
か
を
検
討
し
た
。
俊
成
の
「
不
可
庶

幾
」
と
い
う
評
語
は
、
あ
る
表
現
の
使
用
を
戒
め
る
も
の
で
、
基
俊
か
ら
学
び
つ
つ
俊
成
が
独
自
に
発
展
さ
せ
た
評
語
で
あ
る
が
、

(

３)

基
本
的
な
用
法
は
大
き
く
基
俊
か
ら
は
外
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
俊
成
は
こ
の
評
語
を
多
用
し
、
す
で
に
広
く
詠

ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
語
に
も
用
い
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
定
家
が
六
百
番
歌
合
で
詠
ん
だ
「
閨
」
の
語
が
こ
の
例
で
あ
る
。「
閨
」

は
平
安
初
期
の
こ
ろ
は
歌
語
と
し
て
は
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
『
後
拾
遺
集
』
以
降
、
特
に
院
政
期
に
広
く
普
及
し

た
語
で
あ
っ
た
。
院
政
期
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
詠
法
が
試
み
ら
れ
、
「
新
し
さ
」
を
庶
幾
す
る
院
政
期
和
歌
の
潮
流
に
よ
く
合
致
し
た

語
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
流
れ
は
六
百
番
歌
合
に
も
引
き
継
が
れ
、
俊
成
は
そ
う
し
た
「
氾
濫
」
と
も
い
え
る
状
況
を
好
ま
し

く
思
わ
な
か
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
定
家
は
「
閨
」
の
語
を
好
ん
で
詠
ん
で
い
た
。
俊
成
に
批
判
さ
れ
て
以
降
は
控
え

る
よ
う
に
な
る
も
の
の
、
晩
年
に
も
詠
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
定
家
は
俊
成
の
規
範
に
表
面
上
は
従
い
つ
つ
も
、
一
方
で
は

そ
こ
か
ら
逃
れ
よ
う
と
し
て
い
た
と
も
思
わ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
院
政
期
歌
合
の
評
語
が
俊
成
に
お
い
て
強
い
指
導
力
を
持
つ
に

至
っ
た
一
側
面
を
見
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
院
政
期
歌
合
で
試
み
ら
れ
た
評
語
の
数
々
は
、
確
か
に
後
代
に
引
き
継
が
れ
、
清
輔
や
俊
成
、
そ
し
て
定
家
に
至

っ
て
独
自
の
発
展
を
遂
げ
て
い
た
こ
と
が
見
て
と
れ
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
以
上
の
考
察
を
踏
ま
え
て
、
和
歌
史
上
に
お
い
て
院
政
期
歌
合
が
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
、
現
時
点
で
の
見

通
し
を
述
べ
た
い
。

第
二
節

和
歌
史
上
に
お
け
る
院
政
期
歌
合
の
位
置
づ
け

序
論
に
お
い
て
、
院
政
期
に
歌
合
が
大
き
く
変
質
を
遂
げ
た
こ
と
を
、
先
行
研
究
に
よ
っ
て
述
べ
た
。
院
政
期
歌
合
に
お
い
て
は
、

詠
み
出
さ
れ
る
和
歌
表
現
に
新
奇
な
歌
語
や
典
拠
な
ど
が
持
ち
込
ま
れ
、
「
新
し
さ
」
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
も
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
本
論
文
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
歌
合
自
体
の
あ
り
方
（
「
両
判
」
と
い
う
形
態
の
登
場
や
、

判
者
の
重
要
性
が
上
が
り
、
判
詞
を
残
し
て
記
録
す
る
よ
う
に
努
め
た
こ
と
な
ど
）
、
そ
し
て
和
歌
批
評
の
方
法
に
も
「
新
し
さ
」

が
求
め
ら
れ
、
試
行
錯
誤
が
く
り
返
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

院
政
期
歌
合
に
お
け
る
和
歌
批
評
の
「
新
し
さ
」
に
は
、
そ
れ
ま
で
は
当
座
で
の
言
談
に
よ
る
難
陳
に
終
始
し
て
い
た
も
の
が
、

判
詞
を
書
く
こ
と
で
そ
の
批
評
を
長
く
記
録
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
大
き
く
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
は
ま
ず
、
和
歌
を
的
確
に
批
評
し
、
詠
出
さ
れ
た
「
新
し
さ
」
を
含
む
表
現
を
、
よ
り
よ
い
形
で
和
歌
の
世
界
に
定
位
さ
せ

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
に
、
和
歌
を
批
評
す
る
た
め
の
言
葉
、
す
な
わ
ち
評
語
を
発
明
し
、
歌
合
判
詞
に
導
入
す
る
こ

と
や
、
他
人
が
の
ち
に
読
み
返
す
も
の
と
し
て
の
表
現
や
文
体
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
実
際
、
第
六
章
で
整
理
し
た
評
語
の
多

く
は
、
俊
頼
・
基
俊
が
歌
合
判
詞
に
持
ち
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
に
導
入
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
本
論
文

で
は
言
及
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
例
え
ば
訓
点
資
料
や
記
録
体
な
ど
、
「
和
歌
」
の
外
部
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま

な
言
語
位
相
か
ら
の
影
響
が
、
日
本
語
学
の
側
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
し
、
俊
頼
に
つ
い
て
い
え
ば
、
『
俊
頼
髄
脳
』
に
お
け
る
漢

(

４)

籍
を
原
拠
と
す
る
説
話
が
和
文
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
和
語
に
よ
る
表
現
を
深
化
さ
せ
た
存
在
で
あ
る
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
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い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
彼
ら
が
創
出
し
た
評
語
が
ど
の
よ
う
な
来
歴
を
持
ち
、
和
歌
批
評
の
文
脈
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

(

５)

の
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
検
討
す
べ
き
課
題
で
あ
ろ
う
。

従
来
、
院
政
期
に
お
け
る
和
歌
の
「
新
し
さ
」
の
説
明
に
は
、
歌
語
の
本
意
の
拡
大
や
詠
ま
れ
る
対
象
の
広
範
化
、
ま
た
歌
語
と

さ
れ
る
も
の
の
範
囲
の
拡
充
や
、
歌
題
の
複
雑
化
な
ど
の
よ
う
に
、
和
歌
の
詠
出
行
為
に
お
け
る
「
新
し
さ
」
の
み
が
挙
げ
ら
れ
る

こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
歌
合
に
お
い
て
は
、
詠
出
さ
れ
た
歌
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
で
交
わ
さ
れ
る
批

(

６)

評
の
あ
り
方
や
「
歌
合
」
と
い
う
行
事
そ
れ
自
体
の
あ
り
方
に
も
ま
た
「
新
し
さ
」
が
求
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
る
。
例
え
ば
、
和

歌
を
批
評
す
る
た
め
の
言
葉

―
評
語
を
新
し
く
導
入
す
る
こ
と
、
そ
れ
を
判
詞
と
い
う
形
で
記
録
し
、
後
世
に
も
伝
え
よ
う
と
し

て
い
た
こ
と
な
ど
は
、
そ
の
表
れ
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
、
忠
通
家
で
の
歌
合
は
そ
の
好
例
で
あ
り
、
何
よ
り
も
「
両
判
」

と
い
う
新
た
な
形
態
を
生
み
出
し
た
こ
と
は
注
目
に
値
し
よ
う
。
こ
こ
で
は
和
歌
（
歌
人
）
だ
け
で
な
く
、
判
詞
（
判
者
）
も
番
え

ら
れ
、
競
わ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
う
な
れ
ば
、
〈
判
詞
合
〉
と
で
も
い
う
よ
う
な
あ
り
方
が
企
図
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ

ろ
う
。
こ
こ
か
ら
も
、
院
政
期
に
お
け
る
和
歌
批
評
へ
の
意
識
の
高
ま
り
と
、
そ
れ
を
「
作
品
」
と
し
て
享
受
し
よ
う
と
す
る
意
識

が
う
か
が
え
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
ま
さ
し
く
院
政
期
歌
合
は
、
そ
の
和
歌
お
よ
び
和
歌
批
評
の
表
現
に
も
、
行

事
そ
れ
自
体
の
形
態
に
も
「
新
し
さ
」
が
求
め
ら
れ
、
そ
れ
を
実
現
し
よ
う
と
努
め
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
忠
通
家
を
中
心
に
院
政
期
歌
合
で
行
わ
れ
た
、
複
数
の
判
者
に
判
詞
を
書
か
せ
、
比
較
す
る
（
競
わ
せ
る
）
と
い
う
〈
判

詞
合
〉
の
考
え
方
が
最
も
色
濃
く
引
き
継
が
れ
た
の
が
、
後
鳥
羽
院
の
企
画
し
た
千
五
百
番
歌
合
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
後
鳥
羽

(

７)

院
は
こ
の
歌
合
に
お
い
て
、
歌
壇
の
長
老
た
る
俊
成
や
そ
の
息
定
家
だ
け
で
な
く
、
こ
の
時
期
す
で
に
退
潮
の
兆
し
が
あ
っ
た
六
条

藤
家
の
季
経
・
顕
昭
に
も
判
者
を
下
命
し
、
判
詞
を
提
出
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
歌
合
は
、
実
際
に
披
講
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
も

の
で
は
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
後
鳥
羽
院
は
、
判
者
そ
れ
ぞ
れ
が
提
出
す
る
判
詞
を
読
み
比
べ
る
こ
と
自
体
を
楽
し
み
、
そ
し
て
和
歌

表
現
へ
の
知
見
を
深
め
る
こ
と
を
求
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
後
鳥
羽
院
は
忠
通
家
歌
合
の
あ
り
方
を
学
び
つ
つ
、
こ
の
和
歌
史
上

(

８)

最
大
規
模
の
催
し
を
行
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
院
政
期
歌
合
の
あ
り
方
は
、
平
安
末
期
を
経
て
、
新
古
今
時
代
ま
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で
確
か
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

院
政
期
歌
合
は
、
「
歌
合
」
と
い
う
行
事
の
あ
り
方
そ
の
も
の
を
新
し
く
す
る
こ
と
で
、
和
歌
表
現
や
和
歌
批
評
を
新
し
く
し
、

よ
り
深
化
さ
せ
て
い
く
営
み
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

注
（

）
た
だ
し
、
『
歌
合
大
成
』

・
長
治
元
年
（
一
一
〇
四
）
五
月
二
十
一
日
因
幡
権
守
重
隆
歌
合
は
、
両
判
者
（
為
房
・
時
範
）

1

248

が
同
席
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
（
『
歌
合
大
成
』
な
ど
）
。
し
か
し
こ
の
歌
合
は
判
詞
も
伝
存
せ
ず
、
両
判
者
が
判
定
を
別
個

に
下
し
た
形
跡
が
見
ら
れ
な
い
た
め
、
忠
通
歌
合
と
同
様
に
は
扱
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

（

）
浅
田
徹
「
歌
合
判
詞
史
に
お
け
る
白
河
院
政
期
（
一
）

―
序
説
・
前
史

―
」
（
『
文
藝
と
批
評
』

‐

、
一
九
九
六
・

2

8

3

三
）
参
照
。

（

）
安
井
重
雄
「
俊
成
判
詞
の
「
不
可
庶
幾
」
と
い
う
評
語
に
つ
い
て
」
（
『
藤
原
俊
成

判
詞
と
歌
語
の
研
究
』
笠
間
書
院
、
二

3
〇
〇
六

初
出
『
自
讃
歌
注
研
究
会
会
誌
』

、
二
〇
〇
〇
・
一
〇
）
参
照
。

8

（

）
山
本
真
吾
「
古
語
辞
典
に
お
け
る
歌
論
用
語
の
扱
い
に
つ
い
て
」
（
『
和
歌
文
学
研
究
』

、
二
〇
一
六
・
一
二
）
参
照
。

4

113

（

）
小
峯
和
明
『
院
政
期
文
学
論
』
（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
六
）
「
Ⅳ

源
俊
頼
論
」
の
各
論
、
岡
崎
真
紀
子
『
や
ま
と
こ
と
ば
表

5
現
論

―
源
俊
頼
へ
』
（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
八
）
な
ど
参
照
。

（

）
家
永
香
織
『
転
換
期
の
和
歌
表
現

院
政
期
和
歌
文
学
の
研
究
』
（
青
簡
舎
、
二
〇
一
二
）
、
大
野
順
子
『
新
古
今
前
夜
の
和

6
歌
表
現
研
究
』
（
青
簡
舎
、
二
〇
一
六
）
な
ど
参
照
。

（

）
千
五
百
番
歌
合
の
成
立
等
に
つ
い
て
は
、
有
吉
保
『
新
古
今
和
歌
集
の
研
究

基
盤
と
構
成
』
（
三
省
堂
、
一
九
六
八
）
、
お

7
よ
び
同
『
千
五
百
番
歌
合
の
校
本
と
そ
の
研
究
』
（
風
間
書
房
、
一
九
六
八
）
な
ど
参
照
。

（

）
例
え
ば
貴
人
が
「
女
房
」
と
名
乗
っ
て
出
詠
す
る
と
い
う
方
法
も
、
後
鳥
羽
院
は
忠
通
家
の
歌
合
か
ら
学
ん
だ
の
で
は
な
い

8
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か
と
思
わ
れ
る
。
兼
築
信
行
「
「
女
房
」
と
い
う
出
詠
名
（
覚
え
書
き
）
」
（
『
礫
』

、
一
九
九
六
・
一
〇
）
、
田
渕
句
美
子
「
女

120

房
で
は
な
い
「
女
房
」

―
高
貴
性
と
逸
脱
性

―
」
（
『
女
房
文
学
史
論

―
王
朝
か
ら
中
世
へ

―
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一

九

初
出
『
日
本
文
学
』

‐

、
二
〇
〇
二
・
六
）
な
ど
参
照
。

51

6
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付
章

慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
『
内
大
臣
家
謌
合

三
十
六
番
』
翻
刻
（
付
・
略
校
異
）

〈
凡
例
〉

・
本
章
は
、
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
『
内
大
臣
家
謌
合

三
十
六
番
』
（
『
歌
合
大
成
』

「
元
永
元
年
十
月
二
日
内
大
臣
忠
通
歌
合
」
）

296

の
翻
刻
と
略
校
異
で
あ
る
。
上
段
に
翻
刻
を
、
下
段
に
校
異
を
示
し
た
。
該
本
の
略
解
題
に
つ
い
て
は
、
第
一
章
第
四
節
を
参
照

さ
れ
た
い
。

・
底
本
に
忠
実
に
翻
刻
す
る
こ
と
を
心
が
け
、
旧
字
・
異
体
字
等
も
可
能
な
か
ぎ
り
も
と
の
字
形
を
保
存
し
て
翻
刻
し
た
。
た
だ
し
、

行
間
補
入
の
一
文
に
つ
い
て
は
他
の
行
と
同
じ
大
き
さ
で
翻
刻
し
、
行
末
尾
に
〔
※
行
間
補
入
〕
と
示
し
た
。

・
丁
の
変
わ
り
目
は
、

」
（
一
オ
）

な
ど
と
示
し
た
。

・
校
異
に
使
用
し
た
本
は
、
一
類
本
：
書
Ａ
・
今
、
二
類
本
：
書
Ｂ
、
三
類
本
：
群
、
の
四
本
で
あ
る
。
漢
字
仮
名
の
別
や
異
体
字

等
は
異
同
と
し
て
挙
げ
ず
、
文
意
が
異
な
る
も
の
の
み
を
示
す
（
た
だ
し
、
読
み
に
関
わ
る
も
の
等
は
挙
げ
た
）
。
判
読
不
能
な
字

は
■
、
空
白
の
箇
所
は
□
で
示
し
た
。
諸
本
そ
れ
ぞ
れ
の
系
統
・
略
号
に
つ
い
て
は
、
第
一
章
第
二
節
を
参
照
さ
れ
た
い
。

・
底
本
の
調
査
・
翻
刻
に
際
し
て
は
、
慶
應
義
塾
大
学
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
・
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
ご
担
当
の
方
々
に

格
別
の
ご
高
配
を
賜
っ
た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
る
。
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俊
頼
朝
臣
女

関
白
家
女
房

永
実
女

関
白
家
女
房

【
翻
刻
】

（
空
白
）

」
（
一
オ
）

内
大
臣
家
謌
合

三
十
六
番

①

題

時
雨

残
菊

戀

讀
人左②

皇
后
宮
攝
津
君

女
房

③少
将
君

顯
仲
朝
臣

上
総
君

師
俊
朝
臣

④定
信
朝
臣

盛
方
朝
臣

信
濃
君

忠
房
朝
臣

」
（
一
ウ
）

俊
隆
朝
臣

重
基
朝
臣

右⑤

俊
頼
朝
臣

顯
國
朝
臣

①
三
十
六
番
―
元
永
元
年
十
月
（
群
）

②
左
―
左
方
（
群
）

③
歌
人
の
配
列
―
群
ノ
ミ
異
ナ
ル
（
＊
第
一

章
注
（

）
参
照
）

3

④
上
総
君
―
ナ
シ
（
書
Ａ
・
今
）

⑤
右
―
右
方
（
群
）
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判
者

雅
兼
朝
臣

道
経
朝
臣

基
俊
朝
臣

雅
光
朝
臣

宗
國
朝
臣

忠
隆
朝
臣

信
忠
朝
臣

兼
昌
朝
臣

時
昌
朝
臣

為
實
朝
臣

俊
頼
朝
臣

基
俊
朝
臣

」
（
二
オ
）

一
番

時
雨

左

兩
人
共
為
勝

皇
后
宮
攝
津
君

よ
も
す
か
ら
嵐
の
を
と
に
た
く
ひ
つ
ゝ
こ
の
は
と
ゝ
も
に
ふ
る
時
雨
哉

右

俊
頼
朝
臣

お
ほ
つ
か
な
い
か
に
し
く
る
ゝ
空
な
ら
ん
う
ら
こ
の
山
の
か
た
み
な
せ
な
る

⑥

れ

は

⑦

俊
頼
云
さ
き
の
哥
心
も
詞
も
め
つ
ら
し
か
ら
ね
と

〻

〻

さ
せ
る
難
み
え
す
の
ち
の
哥
は
か
た
み
な
せ
な
る
と
そ

⑧

へ
た
る
言
葉
お
ほ
つ
か
な
し
も
し
此
山
に
さ
も
可

讀
事
の
あ
る
に
か
只
う
ら
こ
の
山
と
い
ふ
に
つ
き
て

い
は
ゝ
哥
詞
と
も
お
ほ
え
ぬ
か
な
人
〳
〵
も
申
さ
れ
然
者

」
（
二
ウ
）

⑨

⑩

左
勝
と
や
申
へ
き

基
俊
云
木
の
葉
と
ゝ
も
に
ふ
る
し
く
れ
か
な
と
心
に
し
み

⑪

⑫

⑥
な
ら
ん
―
な
れ
は
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ
・

れ

は

群
）〻
〻

⑦
な
る
―
な
り
（
群
）

⑧
哥
―
歌
は
（
群
）

⑨
い
は
ゝ
―
い
か
ゝ
（
書
Ａ
・
今
）

⑩
申
さ
れ
―
申
さ
れ
ん
は
（
書
Ａ
）
、
申
さ
れ

ん
然
は
（
今
・
書
Ｂ
・
群
）

⑪
と
ゝ
も
―
と
も
（
書
Ａ
）

⑫
か
な
―
め
な
（
書
Ａ
）
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て
を
か
し
う
お
も
ひ
給
ふ
る
に
右
の
哥
う
ら
こ
の
山

①

は
い
か
に
か
た
み
な
せ
と
は
あ
る
に
か
心
え
か
た
く
侍

り
左
ま
さ
り
と
申
へ
き
歟

②

二
番

左

俊
持
基
勝

女
房

あ
や
し
く
も
し
く
れ
に
か
へ
る
袂
か
な
い
な
の
か
さ
原
さ
し
て
行
と
も

右

顯
國
朝
臣

ぬ
る
れ
と
も
う
れ
し
く
も
あ
る
か
な
も
み
ち
は
の
色
ま
す
雨
の
雫
と
思
へ
は
」
（
三
オ
）

③

俊
云
前
の
哥
は
い
な
の
か
さ
原
な
と
い
へ
る
わ
た
り
い
ひ

な
れ
た
り
但
し
く
れ
に
か
へ
る
な
と
い
は
ゝ
衣
の
こ
と
に
や

④

あ
ら
ん
つ
き
の
哥
は
け
ふ
紅
葉
の
下
に
た
ち
て
そ

⑤

の
雫
に
ぬ
れ
て
こ
そ
う
れ
し
と
も
よ
む
へ
け
れ
た
ゝ

⑥

大
か
た
の
し
く
れ
に
ぬ
れ
て
こ
れ
は
衣
を
そ
む
る
し
く
れ
な

れ
は
う
れ
し
と
て
た
ち
も
の
か
さ
ら
ん
あ
ち
き
な
く
そ
聞

⑦

⑧

⑨

ゆ
る
と
も
に
お
ほ
つ
か
な
し
と
聞
ゆ
れ
は
持
と
や
可
定
申

⑩

基
云
し
く
れ
に
か
へ
る
袂
は
う
れ
し
く
も
あ
る
か
な
と
侍

次
に
は
ま
さ
り
て
は
へ
ら
ん

⑪

三
番

」
（
三
ウ
）

左

俊
勝

少
将
君

し
く
れ
に
は
色
な
ら
ぬ
み
の
そ
て
か
さ
も
ぬ
る
れ
は
か
ほ
る
も
の
に
そ
有
け
る

①
哥
―
ナ
シ
（
群
）

②
左
―
右
（
書
Ａ
）

③
あ
る
か
な
―
あ
る
か
（
群
）

④
衣
―
右
（
書
Ａ
・
今
）

⑤
け
ふ
―
け
ふ
の
（
書
Ａ
）

⑥
う
れ
し
―
嬉
し
く
（
群
）

⑦
と
て
―
と
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ
・
群
）

⑧
さ
ら
ん
―
さ
ゝ
ん
（
書
Ａ
）

⑨
聞
ゆ
る
―
こ
ゆ
る
（
書
Ａ
）

⑩
可
定
申
―
是
申
へ
き
（
書
Ａ
）
、
是
を
申
へ

き
（
今
）

⑪
ま
さ
り
て
―
ま
さ
り
て
や
（
書
Ａ
・
今
）
、

増
り
て
や
（
群
）
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右

基
勝

雅
兼
朝
臣

冬
く
れ
は
ち
り
し
く
庭
の
な
ら
の
葉
に
し
く
れ
を
と
な
ふ
み
山
へ
の
里

俊
云
前
哥
の
い
ろ
な
ら
ぬ
み
と
い
へ
る
き
た
り
け
る
衣
の

白
か
り
け
る
に
や
わ
か
み
を
い
ろ
こ
の
み
と
に
あ
ら
す
と

⑫

い
へ
る
に
や
衣
の
白
き
な
ら
は
色
か
は
る
と
い
は
ん
こ
と

⑬

〻

か
た
し
わ
か
み
を
い
ろ
こ
の
み
な
ら
す
と
い
は
ゝ
そ
て
か
さ

か
ほ
ら
ん
こ
と
ま
た
か
た
し
大
か
た
哥
か
ら
は
な
た
ら
か
な
り

⑭

⑮

後
哥
は
古
き
哥
を
あ
し
さ
ま
に
と
り
な
し
た
る
と
そ

」
（
四
オ
）

⑯

⑰

み
ゆ
る
な
ら
の
は
を
ち
り
し
く
庭
と
こ
そ
い
ふ
へ
け

⑱

れ
ち
り
し
く
に
は
の
な
ら
の
は
と
侍
れ
は
次
第
あ
し
き

⑲

心
ち
そ
す
る
こ
れ
は
あ
な
か
ち
の
こ
と
を
右
哥
の
過
難

古

避
け
れ
は
猶
可
負
に
や

〻

基
云
色
な
ら
ぬ
み
の
そ
い
か
な
る
み
に
か
と
ゆ
か
し
く

⑳

ぬ
る
れ
は
か
ほ
る
な
と
よ
め
る
梅
な
と
を
こ
そ
古
哥

㉑

〻

㉒

に
は
か
く
よ
み
て
侍
れ
猶
し
く
れ
を
と
な
ふ
み
や
ま

へ
に
立
よ
り
ぬ
へ
く
そ
思
給
ふ
る

㉓

四
番

左

基
勝

顯
仲
朝
臣

」
（
四
ウ
）

水
と
り
の
青
羽
の
山
や
い
か
な
ら
ん
梢
を
そ
む
る
今
朝
の
し
く
れ
に

右

俊
勝

道
経
朝
臣

⑫
と
に
―
に
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ
・
群
）

⑬
白
き
―
い
ろ
き
（
書
Ａ
・
今
）
、
い
ろ
し
ろ

き〻
（
群
）

⑭
か
ほ
ら
ん
―
か
ほ
る
ら
ん
（
群
）

⑮
大
か
た
―
大
か
た
は
（
今
）

⑯
後
哥
―
後
の
哥
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ
・
群
）

⑰
と
そ
―
と
（
群
）

⑱
を
―
の
（
群
）

〻

⑲
右
哥
―
古
哥
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ
）
、
ふ
る

古き
哥
（
群
）

⑳
み
の
そ
―
身
そ
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ
・
群
）

㉑
ぬ
る
れ
は
―
ぬ
れ
は
（
書
Ａ
・
今
）
、
侍
れ

〻

は
（
書
Ｂ
）

㉒
古
哥
―
ふ
る
き
哥
（
群
）

㉓
そ
―
ナ
シ
（
群
）
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か
き
く
も
り
あ
ま
の
小
舟
に
ふ
く
と
ま
の
下
と
を
る
ま
て
し
く
れ
し
に
け
り

俊
云
水
鳥
の
あ
を
は
の
山
と
つ
ゝ
け
て
梢
を
そ
む
る
と

い
ふ
ほ
と
無
下
に
あ
ら
は
な
り
次
哥
あ
ま
の
小
舟

に
か
ゝ
ら
ん
ほ
と
お
も
ひ
か
け
ぬ
さ
ま
な
れ
と
過
に
は

①

あ
ら
ね
は
勝
と
や
申
へ
か
ら
ん

②基
云
水
鳥
の
あ
を
は
の
山
な
と◦

い
み
し
く
ふ
る
め
き

③

い
へ
る

た
れ
と
右
の
哥
の
か
き
く
も
り
あ
ま
の
小
舟
に

ふ
く
と
ま
な
と
は
へ
れ
は
春
雨
五
月
雨
な
と
の
や
う

」
（
五
オ
）

④

に
つ◦

く
〳
〵
と
ふ
る
も
の
に
も
あ
ら
ね
は
下
と
を
る
ま
て
あ
る

へ
し
と
覚
え
侍
ら
す
猶
こ
す
ゑ
を
そ
む
る
し
く
れ

少
ま
さ
る
と
可
定
申

⑤

五
番

左

俊
持

上
総
君

⑥

し
く
れ
に
は
す
け
の
を
か
さ
も
水
も
り
て
を
ち
の
た
ひ
人
ぬ
れ
や
し
ぬ
ら
ん

⑦

右

基
勝

基
俊
朝
臣

霜
さ
え
て
か
れ
ゆ
く
を
の
ゝ
を
か
へ
な
る
な
ら
の
朽
葉
に
し
く
れ
ふ
る
也

俊
云
前
哥
に
水
も
り
て
と
云
へ
る
お
ほ
つ
か
な
し

⑧

後
哥
を
か
へ
な
る
す
へ
ら
か
に
て
た
ら
す
な
ら
の

」
（
五
ウ
）

⑨

⑩

朽
葉
も
い
か
ゝ
朽
な
は
を
と
つ
れ
す
も
や
あ
ら
ん

⑪

あ
な
か
ち
の
こ
と
か

①
な
れ
と
―
な
れ
は
（
書
Ａ
・
今
）

②
あ
ら
ね
は
―
あ
ら
ね
と
（
書
Ｂ
）

③
な
と◦

―
な
と
い
へ
る
（
書
Ａ
・
今
・
書

い
へ
る

Ｂ
・
群
）

④
は
へ
れ
は
―
侍
れ
と
（
群
）

⑤
可
定
申
―
是
可
申
（
書
Ａ
・
今
）
、
定
申
へ

し
（
群
）

⑥
上
総
君
―
上
■
君
（
書
Ａ
）
、
上
■
君
（
今
）

本
ノ
マ
ヽ

⑦
水
も
り
て
―
水
こ
も
り
て
（
書
Ａ
）

⑧
前
哥
―
哥
（
書
Ａ
）
、
□
哥
（
今
）
、
前
の

哥
（
書
Ｂ
）

⑨
後
哥
―
後
の
哥
（
書
Ｂ
）

⑩
て
―
く
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ
・
群
）

⑪
す
―
ナ
シ
（
書
Ａ
・
今
）
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基
云
し
く
れ
に
は
菅
の
小
笠
も
水
も
り
て
と
い
へ
る

⑫

詞
な
す
ら
へ
申
へ
き
か
た
な
し
水
も
る
と
は
玉
た
れ

⑬

の
か
め
な
と
の
石
間
あ
ら
ん
心
ち
そ
す
る
い
か
な
る

⑭

⑮

し
侍
る

し
く
れ
の
さ
ま
て
侍
る
へ
き
に
か
袂
を
か
へ
す
な
と
こ
そ

〻

〻

よ
の
つ
ね
の
こ
と
に
て
侍
れ
い
と
す
く
れ
た
る
こ
と
な

⑯

け
れ
は
な
ら
の
朽
葉
に
を
と
つ
れ
ん
し
く
れ
は
い
ま
少

⑰

聞
な
れ
た
る
心
ち
そ
し
侍
る

六
番

」
（
六
オ
）

左

基
持

師
俊
朝
臣

さ
も
こ
そ
は
槙
の
ま
や
ふ
き
う
す
か
ら
め
も
る
は
か
り
に
も
う
つ
し
く
れ
か
な

⑱

右

俊
勝

雅
光
朝
臣

木
の
は
の
み
そ
む
る
か
と
こ
そ
お
も
ひ
し
に
し
く
れ
は
人
の
み
に
し
み
に
け
り

⑲

俊
云
前
哥
槙
の
ま
や
ふ
き
な
と
い
ひ
な
せ
た
り

⑳

す
ゑ
に
う
つ
時
雨
と
よ
め
る
そ
お
ほ
つ
か
な
き
も
し

㉑

簫
〻
晴
雨
打
窓
聲
と
い
ふ

聞
ゆ
る
を
お
も
ひ
て

㉒よ
め
る
に
や
さ
り
と
も
哥
は
よ
ま
す
は
さ
ら
す
も
や

㉓

㉔

あ
る
へ
か
ら
ん
か
ゝ
る
事
を
よ
ま
ん
と
て
は
そ
の
す
ち
に

㉕

い
は
て
み
く
る
し
か
ら
す
か
ま
ふ
る
な
り
右
こ
れ
は
俄

」
（
六
ウ
）

な
れ
は
い
た
け
に
聞
ゆ
る
な
る
但
い
か
な
る
色
に
か
し

㉖

み
け
ん
も
し
こ
の
は
の
色
に
し
ま
は
を
ひ
た
ゝ
し

㉗

⑫
水
も
り
て
―
水
こ
も
り
て
（
書
Ａ
）

⑬
も
る
―
も
り
（
書
Ａ
・
今
）

⑭
石
間
―
石
間
（
書
Ｂ
）

に
歟

⑮
そ
す
る
―
そ
し
侍
る
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ

し

侍

る

・
群
）
〻

〻

⑯
に
て
―
に
て
は
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ
・
群
）

⑰
な
ら
の
朽
葉
に
を
と
つ
れ
ん
し
く
れ
は
い

ま
―
ナ
シ
（
書
Ａ
）

⑱
う
す
―
こ
す
（
書
Ａ
）

⑲
に
し
み
に
け
り
―
に
も
し
み
け
り
（
書
Ａ

・
今
）

⑳
い
ひ
な
せ
た
り
―
い
ひ
な
せ
（
書
Ａ
・
今
）
、

い
ひ
な
れ
た
り
（
群
）

㉑
も
し
―
よ
し
（
書
Ａ
）

㉒
簫
〻
晴
雨
―
肅
〻
晴
雨
（
書
Ａ
）
、
番
〻
晴

雨
（
今
）、
簫
〻
暗
雨
（
書
Ｂ
・
群
）

㉓
は
―
に
（
群
）

㉔
よ
ま
す
―
不
読
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ
）

㉕
ら
ん
―
ら
す
（
書
Ａ
）、
ら
□
（
今
）

㉖
な
る
―
な
り
（
今
）
、
ナ
シ
（
群
）

㉗
を
ひ
―
お
も
ひ
（
書
Ａ
・
今
）
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く
や
あ
る
へ
き
松
風
の
い
ろ
に
な
と
云
へ
る
こ
れ
も

な
と
か
よ
ま
さ
ら
ん
し
く
れ
な
と
よ
め
る
ニ

は
少
ま
さ
り
て
そ
み
ゆ
る

①

②

基
云
槙
の
と
ま◦

ふ
き
さ
こ
そ
う
す
く
と
も
打
と
を

③

や

す
ま
て
ふ
る
ら
ん
し
く
れ
こ
そ
う
ち
に
ゐ
た
ら
ん
人

④

〻

⑤

お
そ
ろ
し
か
り
ぬ
へ
く
お
ほ
え
侍
れ
代
の
は
し
ま
り
に
こ
そ

車
の
よ
こ
か
な
と
の
様
に
て
雨
は
ふ
り
侍
り
け
れ
は

⑥

⑦

い
と
お
そ
ろ
し
う
侍
け
る
時
雨
か
な
暗
雨
打
窓
声

な
と
そ
唐
の
哥
に
も
侍
る
か
し
風
ふ
か
れ
て
よ
こ
さ
ま
ニ

」
（
七
オ
）

さ
は
り
た
る
か
き
を
う
つ
に
こ
そ
侍
め
り
さ
れ
は
窓

⑧

⑨

れ

打
雨
に
め
を
さ
ま
し
つ
ゝ
な
と
よ
め
る
い
と
あ
は
れ

〻

に
聞
え
侍
も
の
を
又
し
く
れ
は
よ
も
の
山
の
梢
を
そ

⑩
む
る
は
さ
る
事
に
て
侍
り
人
の
み
に
は
い
か
に
し
む
に
か

⑪

ゐ
も
り
の
し
る
し
な
と
の
様
に
聞
え
侍
る
か
な
こ
れ

は
い
つ
れ
も
お
な
し
ほ
と
に
こ
そ

七
番

左

兩
人
共
勝

定
信
朝
臣

⑫

を
と
に
さ
へ
た
も
と
を
ぬ
ら
す
し
く
れ
か
な
槙
の
板
や
の
よ
は
の
ね
覚
に

右

宗
國
朝
臣

」
（
七
ウ
）

時
雨
と
て
柞
の
杜
に
た
ち
よ
れ
は
こ
の
は
と
ゝ
も
に
ふ
り
か
ゝ
る
哉

俊
云
前
哥
を
と
を
き
く
に
袂
ぬ
る
と
よ
め
る

①
し
く
れ
―
う
つ
時
雨
（
群
）

②
み
ゆ
る
―
聞
ゆ
る
（
群
）

〻

③
と
ま◦

ふ
き
―
ま
や
ふ
き
（
書
Ａ
・
今
・

や

書
Ｂ
・
群
）

④
ふ
る
ら
ん
―
ふ
ら
ん
（
群
）

⑤
ゐ
た
ら
ん
―
い
さ
ら
ん
（
書
Ａ
・
今
）

⑥
よ
こ
か
―
よ
こ
か
み
（
書
Ａ
・
今
）

⑦
け
れ
は
―
け
れ
（
群
）

⑧
う
つ
―
う
へ
（
書
Ａ
・
今
）

⑨
侍
め
り
―
侍
る
め
れ
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ

れ

・
群
）〻

⑩
聞
え
侍
―
聞
ゆ
る
（
今
）

⑪
い
か
に
―
ナ
シ
（
書
Ａ
）

⑫
共
勝
―
共
為
勝
（
書
Ｂ
・
群
）
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い
と
を
か
し
さ
も
あ
る
こ
と
ゝ
き
こ
ゆ
次
の
哥
も
な

⑬

た
ら
か
な
り
末
の
七
文
字
を
お
も
ふ
へ
か
り
け
る
と
み
ゆ

⑭

さ
れ
は
前
の
哥
勝
に
や
あ
な
お
そ
ろ
し

⑮

基
云
槙
の
板
や
の
よ
は
の
し
く
れ
は
こ
と
に
め
さ
ま

し
く
聞
え
侍
も
の
か
な
袂
ぬ
る
ら
ん
も
い
と
を
か
し
く

⑯侍
り
柞
の
も
り
あ
し
う
は
み
え
ね
と
め
つ
ら
し
け
な

⑰

き
様
な
れ
は
よ
は
の
し
さ
め
そ
け
に
さ
る
こ
と
ゝ
は
思
給
ふ
る

ね

八
番

」
（
八
オ
）

〻

左

兩
判
持

盛
方
朝
臣

⑱

神
無
月
み
む
ろ
の
山
の
も
み
ち
は
も
色
に
出
ぬ
へ
く
ふ
る
し
く
れ
か
な

⑲

右

忠
隆
朝
臣

⑳

㉑

か
み
な
月
し
く
れ
て
わ
た
る
た
ひ
こ
と
に
い
く
田
の
杜
を
思
こ
そ
や
れ

㉒

俊
云
前
哥
神
な
月
と
は
月
次
の
月
の
名
な
り
み

㉓

㉔

む
ろ
山
と
て
神
な
月
と
い
は
ん
こ
と
お
ほ
つ
か
な
し

證
哥
や
あ
ら
ん
五
文
字
の
六
文
字
あ
る
七
文
字
の
八

㉕

㉖

文
字
あ
る
は
常
の
事
な
り
そ
れ
は
き
ゝ
よ
き
に
つ
き

て
よ
む
な
り
こ
れ
は
あ
ら
は
に
あ
ま
り
た
り
と

聞
ゆ
れ
は
い
か
ゝ
有
へ
か
ら
ん
次
哥
は
ふ
る
き
こ
と
ゝ
こ
そ

」
（
八
ウ
）

㉗

み
た
ま
ふ
れ
か
れ
は
お
ほ
つ
な
き
事
お
ほ
し
こ
れ
は

ふ
る
な
れ
は
お
な
し
ほ
と
の
こ
と
に
や

⑬
次
の
哥
―
次
哥
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ
・
群
）

⑭
お
も
ふ
へ
か
り
け
る
―
思
ふ
へ
か
り
け
り

（
書
Ｂ
）、
お
も
ひ
か
へ
け
る
（
群
）

⑮
前
の
哥
―
前
哥
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ
）

⑯
し
く
―
し
て
（
書
Ｂ
）

⑰
し
さ
め
―
ね
覚
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ
・
群
）

ね〻

⑱
持
―
共
為
持
（
群
）

⑲
左
歌
―
ナ
シ
（
書
Ａ
・
今
）

⑳
右
―
ナ
シ
（
書
Ａ
）

㉑
忠
隆
朝
臣
―
ナ
シ
（
書
Ａ
・
今
）

㉒
右
歌
―
左
歌
ノ
位
置
ニ
写
（
今
）

㉓
月
次
―
次
（
今
）

㉔
み
む
ろ
山
―
み
む
ろ
の
山
（
書
Ｂ
）

㉕
六
文
字
―
六
字
（
書
Ａ
・
今
）

㉖
八
文
字
―
八
字
（
書
Ａ
・
今
）

㉗
次
哥
―
次
の
う
た
（
群
）
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基
云
此
哥
い
つ
れ
も
あ
し
く
は
み
え
侍
ら
ね
は
持
と
や

侍
へ
か
ら
ん

①

九
番

左

俊
持
基
勝

信
濃
君

か
み
な
月
た
ひ
ゆ
く
人
も
い
つ
く
に
か
た
ち
か
く
る
へ
き
し
く
れ
も
る
山

②

③

右

信
忠
朝
臣

く
ら
ふ
山
い
か
ゝ
こ
ゆ
へ
き
神
な
月
こ
の
は
と
ゝ
も
に
時
雨
ふ
る
也

俊
云
前
哥
は
か
み
な
月
た
ひ
と
つ
ゝ
く
へ
し
と
も
覚
え
す

」
（
九
オ
）

い
つ
く
に
か
も
な
た
ら
か
に
き
こ
え
侍
ら
ぬ
も
の
か
な

後
哥
は
く
ら
ふ
山
と
い
ひ
て
く
ら
し
と
も
い
ひ

く
れ
ぬ
と
も
い
ひ
て
こ
そ
い
か
ゝ
こ
ゆ
へ
き
と
は
い
ふ

④

へ
け
れ
こ
の
は
と
ゝ
も
に
し
く
る
と
い
ひ
て
こ
え
わ

⑤

つ
ら
ふ
は
お
ほ
つ
か
な
し
こ
の
は
の
ち
る
を
わ
つ
ら
ふ

⑥

な
ら
は◦

み
ち
の
哥
と
や
き
こ
ゆ
る
こ
れ
は
あ
な
か
ち

も

の
こ
と
な
り
た
ゝ
お
な
し
ほ
と
に
そ
み
給
ふ
る

基
云
も
る
山
の
し
く
れ
は
く
ら
ふ
山
に
は
今
す
こ
し
ま

さ
り
て
や
立
か
く
る
へ
き
か
け
の
な
か
ら
ん
も
こ
と

⑦

⑧

は
り
と
そ
お
も
ひ
た
ま
ふ
る

」
（
九
ウ
）

十
番

〻

左

俊
勝

忠
房
朝
臣

⑨

持

①
侍
―
申
（
群
）

②
た
ひ
ゆ
く
人
―
旅◦

人
（
書
Ｂ
）

ゆ
く

③
か
く
る
―
か
へ
る
（
書
Ａ
・
群
）
、
帰
る
（
書

Ｂ
）

④
い
ふ
へ
け
れ
―
見
え
け
れ
（
書
Ａ
）
、
云
へ

け
れ
（
今
・
群
）

⑤
し
く
る
―
時
雨
（
群
）

⑥◦

み
ち
―
み
ち
（
書
Ａ
・
今
・
群
）
、
道
（
書

もＢ
）

⑦
か
く
る
―
か
へ
る
（
群
）

⑧
も
―
に
（
書
Ａ
・
今
）

⑨
俊
勝
―
俊
持
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ
・
群
）

持〻
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な
み
よ
す
る
あ
ま
の
と
ま
や
の
ひ
ま
を
あ
ら
み
も
る
に
て
そ
し
る
よ
は
の
し
く
れ
は

右

基
勝

兼
昌
朝
臣

夕
月
夜
入
さ
の
山
の
た
か
ね
よ
り
は
る
か
に
め
く
る
初
し
く
れ
か
な

俊
云
前
哥
は
し
く
れ
す
け
な
き
や
う
に
き
こ
ゆ
し
く

れ
は
を
き
ゐ
て
き
ゝ
あ
か
す
へ
き
こ
と
な
ら
ね
と
こ
れ
は

も
る
に
は
し
め
て
し
る
と
い
へ
は
ね
い
り
た
る
か
も
り

て
き
ぬ
の
ぬ
れ
け
れ
は
を
き
さ
は
く
と
み
ゆ
も
し
も
ら

ま
し
か
は
ま
た
の
日
人
つ
て
に
こ
そ
き
か
ま
し
と
お
ほ
つ

」
（
一
〇
オ
）

⑬

⑩

⑪

か
な
く
そ
き
こ
ゆ
る
か
の
哥
は
山
の
た
か
ね
を
め
く
る

⑫

後

と
い
へ
る
こ
と
お
ほ
つ
か
な
し
も
ろ
と
も
に
山
め
く
り
す
る

⑭

〻

〻

と
云
へ
る
哥
は
こ
の
山
に
ふ
る
と
い
へ
る
事
な
り
こ
れ

は
お
な
し
た
か
ね
を
め
く
る
と
い
へ
れ
は
行
道
し

⑮

け
る
と
き
こ
ゆ
る
な
り
さ
も
有
な
ん
に
や
偏
ニ

難

申
に
は
あ
ら
す
お
ほ
つ
か
な
き
な
り
き
ゝ
あ
き
ら

め
ん
ほ
と
は
持
と
や
可
申

基
云
を
し
な
へ
て
と
こ
ろ
も
わ
か
す
ふ
る
ら
ん
し
く

れ
に
あ
ま
の
と
ま
や
ま
て
は
思
ひ
よ
ら
て
も
侍
ぬ
へ
か
り

け
る
こ
と
か
な
又
槙
の
板
や
な
と
に
は
た
ゝ
か
れ

」
（
一
〇
ウ
）

⑯

か
れ
に
て
も
し
く
れ
の
を
と
は
し
り
侍
な
ん
か
し
春
雨

⑰

の
い
と
を
み
た
り
を
と
も
せ
す
し
て
も
ら
ん
に
や

〻

〻

⑩
こ
そ
―
て
そ
（
今
・
書
Ｂ
）
、
社
（
群
）

⑪
ま
し
―
ま
ほ
し
（
群
）

⑫
そ
―
ナ
シ
（
書
Ａ
・
今
）

⑬
か
の
哥
―
後
の
哥
（
書
Ａ
・
今
）
、
か
の
哥

後
（
書
Ｂ
）、
後
哥
（
群
）

〻

〻

⑭
こ
と
―
ナ
シ
（
書
Ａ
・
今
）

⑮
い
へ
れ
は
―
い
へ
は
（
群
）

⑯
た
ゝ
か
れ
か
れ
―
只
か
れ
（
書
Ａ
・
今
）
、

た
ゝ
か
れ
（
書
Ｂ
）
、
た
ゝ
か
る
（
群
）

〻

〻

⑰
は
―
を
（
群
）
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を
と
ろ
か
れ
侍
ら
ん
右
の
哥
め
を
よ
ろ
こ
は
し
む
る

①

ま
て
も
て
あ
そ
ひ
と
は
す
へ
く
も
あ
ら
ね
と
も
は
る
か

②

に
め
く
る
初
し
く
れ
今
少
心
あ
り
て
や
侍
ら
ん

③

十
一
番左

俊
隆
朝
臣

さ
こ
ろ
も
の
た
も
と
は
せ
は
し
か
つ
け
と
も
し
く
れ
の
あ
め
は
心
し
て
ふ
れ

右

兩
判
為
勝

時
昌
朝
臣

初
し
く
れ
を
と
つ
れ
し
よ
り
水
茎
の
を
か
の
梢
の
色
を
し
そ
思

」
（
一
一
オ
）

④

俊
云
小
衣
の
哥
心
し
て
ふ
れ
と
い
へ
る
は
ぬ
れ
ん
こ
と
の

お
し
さ
に
い
へ
る
か
ま
た
か
つ
け
と
も
と
い
へ
る
こ
と
さ
き
に

あ
る
へ
け
れ
は
初
時
雨
の
哥
め
つ
ら
し
か
ら
ね
と
す

⑤

へ
ら
か
に
き
こ
ゆ
色
を
し
そ
思
そ
ふ
る
き
こ
と
よ
と
耳

に
と
ゝ
ま
る
心
ち
す
る
さ
れ
と
水
茎
な
と
よ
ま
れ

た
れ
は
に
や
ま
さ
り
て
そ
み
ゆ
る

⑥

基
云
狭
衣
と
い
ひ
て
せ
は
し
と
は
い
か
に
よ
ま
れ
た
る

に
か
四
條
大
納
言
の
式
に
は
淺
哥
重
言
と
て
わ

⑦

ろ
き
こ
と
に
そ
し
て
侍
る
右
哥
初
し
く
れ
を
と
つ
れ

し
よ
り
と
い
へ
る
し
く
れ
は
か
や
う
に
こ
そ
は
侍
ら
め
と

」
（
一
一
ウ
）

⑧

思
給
ふ
る
を
か
の
梢
の
色
を
お
も
ふ
な
と
い
へ
る
も
い
ひ

⑨

⑩

な
れ
て
を
か
し
ま
さ
り
た
る
に
や

⑪

①
よ
ろ
こ
は
―
よ
ろ
い
は
（
書
Ｂ
）

②
は
る
か
に
―
は
る
に
（
書
Ａ
）

③
侍
ら
ん
―
侍
る
ら
ん
（
書
Ａ
）

④
を
か
の
―
を
の
か
（
書
Ｂ
）

⑤
へ
け
れ
は
―
へ
き
か
（
群
）

⑥
て
そ
―
そ
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ
）

⑦
淺
哥
―
満
哥
（
群
）

⑧
と
―
ナ
シ
（
書
Ｂ
）

⑨
梢
―
時
雨
（
書
Ａ
・
今
）

⑩
い
ひ
な
れ
て
―
い
ひ
て
（
書
Ａ
・
今
）

⑪
を
か
し
―
お
か
し
さ
（
群
）
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十
二
番左

俊
勝

重
基
朝
臣

柞
原
く
れ
な
ひ
ふ
か
く
そ
め
て
け
り
し
く
れ
の
あ
め
は
色
な
け
れ
と
も

右

基
勝

為
實
朝
臣

山
里
は
楢
の
か
ら
葉
の
ち
り
し
き
て
し
く
れ
の
を
と
も
は
け
し
か
り
け
り

⑫

⑬

俊
云
柞
原
の
哥
は
露
霜
な
と
の
も
み
ち
そ
め

⑭

草
木
を
う
つ
ろ
は
す
る
は
わ
き
も
子
か
も
す
そ

よ
り
を
ち
た
る
こ
と
な
れ
は
め
つ
ら
し
け
な
し
山

」
（
一
二
オ
）

⑮

里
の
哥
は
な
ら
の
か
ら
葉
と
い
へ
る
い
と
に
く
き
や
う

な
り
か
れ
は
と
い
は
ん
に
つ
ゝ
か
す
は
こ
そ
さ
も
い
は
め

⑯

ま
た
し
く
れ
の
を
と
は
け
し
と
い
へ
る
こ
と
い
か
ゝ
あ

⑱

ら
ち
の
山
の
た
か
ね
よ
り
谷
の
と
ほ
そ
を
み
お
ろ
し

⑰

い

は

と

て
い
は
ん
心
ち
す
る
さ
き
の
哥
や
す
こ
し
ま
さ
ら
ん

〻

〻

〻

基
云
左
右
哥
か
ら
同
程
な
れ
と
左
は
し
く
れ
の
心
は

⑲

⑳

㉑

な
く
て
ひ
と
へ
に
紅
葉
の
哥
に
て
侍
れ
は
な
ら
の

か
ら
葉
は
今
少
ま
さ
り
て
や
侍
ら
ん

㉒

㉓

一
番

残
菊

左

兩
判
為
勝

上
総
君

」
（
一
二
ウ
）

㉔

紫
に
ゝ
ほ
へ
る
き
く
は
よ
ろ
つ
よ
の
か
さ
し
の
た
め
に
霜
や
を
き
つ
る

右

俊
頼
朝
臣

⑫
山
里
は
―
山
家
は
（
書
Ａ
・
今
）
、
山
家
に

は
（
群
）

⑬
か
ら
葉
―
か
ら
葉
（
今
）

か

れ

歟

⑭
そ
め
―
を
そ
め
（
群
）

⑮
山
里
―
山
家
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ
・
群
）

⑯
か
れ
は
―
か
れ
（
書
Ａ
・
今
）

⑰
の
―
ナ
シ
（
群
）

⑱
と
ほ
そ
―
岩
戸
（
書
Ａ
・
今
）
、
岩
と
（
書

い

は

と

Ｂ
・
群
）

〻

〻

〻

⑲
左
右
―
左
右
の
（
群
）

⑳
哥
か
ら
―
う
た
か
ら
は
（
群
）

㉑
は
―
ナ
シ
（
今
・
群
）、
も
（
書
Ｂ
）

㉒
は
―
ナ
シ
（
今
・
書
Ｂ
）

㉓
少
―
す
こ
し
（
書
Ａ
・
今
）
、
す
さ
し
（
書

Ｂ
）

㉔
上
総
君
―
上
■
君
（
書
Ａ
・
今
）
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を
の
つ
か
ら
の
こ
れ
る
き
く
を
初
霜
は
わ
か
を
け
は
と
そ
思
へ
ら
な
る

俊
云
前
哥
は
め
つ
ら
し
け
な
け
れ
と
も
な
た
ら
か
な
り

は
て
の
を
き
つ
る
そ
耳
に
と
ま
る
心
ち
す
れ
と
も

さ
ま
て
は
い
か
ゝ
後
哥
に
へ
ら
な
る
と
い
へ
る
事
は
末
の

①

②

③

よ
に
は
聞
も
つ
か
す
と
人
〳
〵
申
さ
る
れ
と
も
さ
る

こ
と
ゝ
き
こ
ゆ
と
て
左
の
勝
と
す

④基
云
紫
に
ゝ
ほ
へ
る
菊
と
ま
て
哥
め
き
侍
れ
と
も

⑤

か
さ
し
の
た
め
に
と
い
へ
る
わ
た
り
又
は
て
の
を
き

」
（
一
三
オ
）

⑥

つ
る
な
と
ま
て
は
も
文
字
つ
ゝ
き
さ
ゝ
へ
た
る
と
こ
ろ

⑦

お
ほ
か
る
や
う
に
て
た
を
や
か
な
る
こ
と
す
く
な
け

⑧

〻

〻

〻

れ
は
次
哥
の
を
の
つ
か
ら
殘
れ
る
き
く
な
と
い
へ
る

と

⑨

は
て
の
へ
ら
な
る
も
い
か
な
る
こ
と
の
文
字
つ
ゝ
き

〻

に
か
あ
ら
ん
も
聞
な
れ
ぬ
や
う
に
お
ほ
ゆ
れ
は

⑩

紫
の
か
た
に
は
今
一
入
そ
め
ま
さ
り
て
む
つ
ま
し
う

そ
思
給
ふ
る

⑪

二
番

左

顕
國
朝
臣

ま
そ
て
ま
て
朝
を
く
霜
を
は
ら
ふ
か
な
あ
へ
す
う
つ
ろ
ふ
菊
の
お
し
さ
に

」
（
一
三
ウ
）

⑫
も
イ

⑬

右

兩
判
為
勝

師
俊
朝
臣

露
む
す
ふ
霜
よ
の
か
す
を
か
さ
ぬ
れ
は
た
え
て
や
菊
の
う
つ
ろ
ひ
ぬ
ら
ん

⑭

へ
歟

①
後
哥
―
後
の
哥
（
今
）

②
い
へ
る
―
い
ふ
（
群
）

③
末
の
よ
―
世
の
す
ゑ
（
書
Ａ
・
今
）

④
こ
と
ゝ
―
こ
と
か
（
書
Ａ
・
今
）

⑤
哥
め
き
―
哥
め
き
て
（
今
）

⑥
に
と
―
に
な
と
（
書
Ａ
・
今
）
、
と
な
と

（
群
）

⑦
な
と
ま
て
は
も
―
な
と
も
（
書
Ａ
・
今
・

書
Ｂ
・
群
）

〻

〻

〻

⑧
は
―
と
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ
・
群
）

と

⑨
次
哥
―
哥
（
書
Ａ
）
、
次
の
う
た
（
群
）

〻

⑩
も
―
と
（
群
）

⑪
そ
―
ナ
シ
（
群
）

⑫
ま
て
―
も
て
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ
・
群
）

も
イ

⑬
の
―
ナ
シ
（
書
Ａ
）

⑭
た
え
て
や
―
た
え
て
や
（
書
Ａ
・
今
）
、
た

へ
歟

へ
て
や
（
書
Ｂ
・
群
）
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俊
云
前
哥
は
い
と
を
か
し
但
あ
へ
す
う
つ
ろ
ふ
と

⑮

⑯

い
へ
る
こ
と
尋
ぬ
へ
し
き
こ
え
ぬ
や
う
に
覚
え

⑰

侍
る
か
な
と
り
も
あ
へ
す
紅
葉
も
あ
へ
す
な
と
い

⑱

へ
る
心
詞
に
つ
き
て
心
う
る
に
た
え
す
な
と
い
へ
る

⑲

⑳

へ

詞
に
や
た
と
ひ
ふ
る
き
こ
と
葉
な
り
と
も
よ
み
た
る

こ
と
あ
ら
ん
こ
の
哥
に
て
は
き
ゝ
つ
か
ぬ
心
ち
そ
す
る

㉑

次
哥
は
心
詞
い
と
を
か
し
但
こ
れ
も
お
ほ
つ
か
な
し

露
結
ふ
と
は
し
め
ニ

を
か
れ
た
る
は
い
か
に
も
し
露

」
（
一
四
オ
）

㉒む
す
ひ
て
霜
と
な
る
と
い
へ
る
こ
と
か
そ
れ
な
れ
は
こ

㉓

よ
み
な
と
に
つ
き
た
る
こ
と
な
れ
は
一
夜
の
こ
と
な

め
り
つ
き
の
夜
よ
り
は
霜
の
か
き
り
こ
そ

を
く
へ
け
れ
此
哥
の
心
は
よ
こ
と
に
露
の
霜
に

な
る
や
う
に
き
こ
ゆ
こ
れ
は
ひ
か
こ
と
な
ら
ん
お
ほ
つ

㉔

か
な
け
れ
と
も
文
字
つ
か
ひ
な
と
優
な
れ
は
ま
さ
り
て

そ
み
ゆ
る

基
云
左
哥
は
す
か
た
哥
め
き
て
侍
れ
と
も
ま
そ
て

も
て
そ
い
と
よ
ま
ゝ
ほ
し
き
言
葉
と
も
お
ほ
え
ぬ

㉕

又
古
の
萬
葉
集
に
侍
め
り
こ
れ
さ
れ
は
に
や

」
（
一
四
ウ
）

㉖

古
今
の
序
に
は
上
古
之
哥
存
古
質
之
語
未◦

㉗

㉘

為
教
誡
之
端
と
そ
申
た
る
や
う
に
お
ほ
え
侍
る
古

為
耳
目
之
翫
徒

⑮
は
―
ナ
シ
（
群
）

⑯
を
か
し
―
お
か
し
う
（
群
）

⑰
き
こ
え
ぬ
―
き
こ
え
か
ぬ
（
書
Ａ
・
今
）

⑱
紅
葉
も
あ
へ
す
―
ナ
シ
（
群
）

⑲
心
―
ナ
シ
（
群
）

⑳
た
え
す
―
た
へ
す
（
群
）

へ

㉑
そ
―
そ
そ
（
今
）

㉒
露
結
ふ
と
は
し
め
ニ

を
か
れ
た
る
は
い
か
に

も
し
―
ナ
シ
（
書
Ａ
・
今
）

㉓
な
る
と
い
へ
る
こ
と
か
―
な
る◦

こ
と
か

と
い
へ
る

（
今
）
、
な
る
と
い
へ
る
か
（
群
）

㉔
こ
―
ナ
シ
（
群
）

㉕
よ
ま
ゝ
ほ
し
き
―
よ
ま
ほ
し
き
（
群
）

㉖
に
―
に
も
（
群
）

㉗
上
古
―
見
上
古
（
書
Ａ
・
今
・
群
）

㉘
未◦

為
―
為
耳
同
之
翫
徒
為
（
書
Ａ
・
今
）
、

為
耳
目
之
翫
徒

為
耳
目
之
翫
徒
為
（
書
Ｂ
・
群
）



- 274 -

今
後
撰
拾
遺
并

中
比
の
哥
合
に
こ
の
言
葉
よ

み
た
り
と
も
み
え
す
あ
そ
ひ
に
す
る
こ
と
を
は

①

皆
み
侍
め
り
此
袖
こ
そ
延
喜
十
二
年
の
哥
合

に
も
と
よ
む
て
と
よ
み
て
わ
ら
は
れ
て
講
し

②

③

侍
ら
す
な
り
に
な
ん
心
ち
そ
し
侍
る
右
哥

④

品
す
く
れ
ね
と
露
結
ふ
霜
よ
の
か
す
な
と

文
字
つ
ゝ
き
あ
し
う
も
侍
ら
ね
は
猶
露
結
ふ

⑤

は
れ

ぬ
へ
き
心
ち
し
侍
り

」
（
一
五
オ
）

⑥

〻

三
番

左

顯
仲
朝
臣

よ
ろ
つ
よ
の
秌
の
か
た
み
に
な
る
も
の
は
君
か
よ
は
ひ
を
の
ふ
る
し
ら
菊

⑦

右

基
俊
朝
臣

⑧

け
さ
よ
り
は
さ
な
か
ら
霜
を
い
た
ゝ
き
て
を
き
な
さ
ひ
行
し
ら
き
く
の
花

み

れ

俊
云
此
哥
祝
に
こ
と
よ
せ
て
と
も
か
く
も
申
か
た
し

〻

〻

次
哥
に
は
翁
さ
ひ
ゆ
く
と
い
へ
る
こ
と
慥
に
し
ら
ぬ

こ
と
な
り
た
ゝ
ふ
る
き
哥
に
つ
き
て
心
う
る
に

⑨

翁
さ
ひ
と
云
こ
と
は
翁
さ
れ
と
い
ふ
詞
と
こ
そ
承

を
き
た
る
に
こ
れ
は
此
心
に
は
た
か
へ
り
よ
も

」
（
一
五
ウ
）

⑩

⑪

さ
は
侍
ら
し
た
し
か
な
る
事
を
う
け
給
て
一
定
を
可
申

基
云
万
代
の
秌
の
か
た
み
に
な
る
も
の
は
と
い
へ
る
兼

①
を
―
と
（
群
）

②
と
よ
む
て
―
ナ
シ
（
群
）

③
て
―
ナ
シ
（
書
Ｂ
）

④
な
ん
―
け
ん
（
書
Ａ
・
今
・
群
）

⑤
結
ふ
ぬ
―
む
す
は
れ
ぬ
（
書
Ａ
・
今
・
書

は
れ

Ｂ
・
群
）

〻

⑥
し
侍
り
―
そ
し
侍
る
（
群
）

⑦
な
る
―
な
す
（
群
）

⑧
よ
り
は
―
み
れ
は
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ
・

み

れ

群
）
〻

〻

⑨
ふ
る
き
哥
―
古
哥
（
群
）

⑩
此
心
―◦

心
（
書
Ｂ
）

此

⑪
に
は
―
に
（
書
Ａ
・
今
）
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盛
か
名
哥
に
よ
く
み
な
よ
み
た
る
か
な
こ
れ
は
を
か

⑫

⑬

し
う
こ
そ
侍
れ
な
る
も
の
は
と
い
へ
る
い
と
つ
め

⑭

け
に
み
え
侍
り
さ
て
も
下
句
よ
は
ひ
を
の
ふ
る

白
菊
と
そ
の
こ
と
ゝ
な
く
な
ん
み
え
侍
る
友
則
か

⑮

哥
に
露
な
か
ら
お
り
て
か
さ
ゝ
ん
と
よ
め
る
ま
た

⑰

⑯

九
月
九
日
ニ

忠
岑
貫
之
か
も
と
へ
を
く
れ
る

に

か
へ
し
雫
も
て
よ
は
ひ
の
ふ
て
ふ
菊
な
と
そ

⑱

〻

よ
み
て
侍
る
か
し
さ
や
う
に
て
こ
そ
よ
は
ひ
の
ふ
る

」
（
一
六
オ
）

⑲

⑳

か
た
に
は
侍
れ
右
の
さ
な
か
ら
霜
を
い
た
ゝ
き
て

㉑

㉒

㉓

を
き
な
さ
ひ
ゆ
く
と
よ
め
る
の
こ
れ
る
菊
は
か
や
う

に
も
よ
み
て
ん
と
み
え
侍
り
ひ
か
こ
と
に
や

四
番

左

基
持

雅
兼
朝
臣

白
妙
の
霜
よ
に
を
き
て
み
つ
れ
と
も
う
つ
ろ
ふ
菊
は
ま
か
は
さ
り
け
り

右

俊
勝

忠
房
朝
臣

や
へ
菊
の
花
の
た
も
と
を
あ
か
す
と
や
霜
の
う
は
き
を
猶
か
さ
ぬ
ら
ん

㉔

俊
云
前
哥
月
も
な
く
星
も
な
く
て
よ
る
霜
ニ

ま
か
ふ
ら
ん
こ
と
か
た
し
人
〳
〵
申
さ
れ
し
も
さ
る
あ
る

」
（
一
六
ウ
）

㉕
は
あ
り

㉖

こ
と
ゝ
き
こ
ゆ
後
哥
は
な
の
た
も
と
を
あ
か
す
思

は
ん
こ
と
は
誰
か
思
ふ
へ
き
そ
な
を
き
た
る
人
や
入

㉗

⑫
に
よ
く
―
に
て
（
群
）

⑬
か
な
―
哉
と
（
書
Ａ
・
今
）
、
也
（
群
）

⑭
な
る
―
な
す
（
群
）

⑮
こ
と
ゝ
―
こ
と
（
書
Ａ
）

⑯
ま
た
―
ナ
シ
（
書
Ａ
）

⑰
へ
―
に
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ
・
群
）

に

⑱
か
へ
し
―
返
し
に
（
書
Ａ
・
今
・
群
）

〻

⑲
侍
る
か
し
―
侍
る
そ
か
し
（
群
）

⑳
よ
は
ひ
―
よ
は
ひ
を
（
書
Ａ
・
今
）

㉑
か
た
―
か
た
み
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ
・
群
）

㉒
侍
れ
―
よ
く
侍
れ
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ
・

群
）

㉓
さ
な
か
ら
―
さ
な
か
ら
に
（
書
Ａ
・
今
）

㉔
や
へ
菊
―
八
重
（
今
）

㉕
こ
と
―
事
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ
・
群
）

は

あ

り

㉖
さ
る
あ
る
こ
と
―
さ
る
事
有
（
群
）

㉗
は
―
ナ
シ
（
書
Ａ
・
今
）
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へ
き
も
し
菊
を
ぬ
し
に
な
し
た
る
に
や
さ
ら
は
や

①

②

へ
と
云
こ
と
た
か
ひ
ぬ
さ
れ
と
哥
か
ら
た
く
み
な
り
ま

③

④

さ
り
と
た
り
と
そ
み
た
ま
ふ
る

基
云
こ
の
哥
は
白
妙
の
霜
よ
に
を
き
て
な
と

〻

よ
め
る
す
こ
し
い
ひ
な
れ
た
る
を
う
つ

ろ
ふ
菊
は
ま
か
は
す
さ
り
け
り
と
よ
め
る
う
つ

⑤

ろ
ひ
な
ん
き
く
を
霜
い
か
ゝ
ま
か
は
す
へ
き
又

〻

右
哥
の
や
へ
菊
の
は
な
の
た
も
と
を
あ
か
す

」
（
一
七
オ
）

⑥

と
や
と
よ
め
る
こ
そ
い
と
お
も
ひ
か
け
ぬ
人
の
た
も

⑦

⑧

と
に
や
菊
の
た
も
と
に
や
と
か
た
〳
〵
お
も
ひ
わ⑨

つ
ら
ひ
は
へ
る
か
な
詞
た
く
み
な
る
や
う
に

て
こ
と
た
ら
ぬ
心
し
侍
は
勝
負
の
ほ
と
さ

⑩

⑪

⑫

た
め
か
た
く
こ
そ

五
番

左

俊
持
基
勝

信
濃
君

⑬

秌
は
て
ゝ
し
も
か
れ
ぬ
れ
と
菊
の
花
の
こ
れ
る
色
は
深
み
え
け
れ

⑭

右

女
房

白
菊
も
う
つ
ろ
ひ
に
け
り
う
き
人
の
心
は
か
り
と
な
に
思
ひ
け
ん

」
（
一
七
ウ
）

⑮

俊
云
前
哥
秌
は
て
ゝ
霜
か
れ
ぬ
と
い
へ
る
名
殘
な
き

⑯

心
ち
す
秌
は
て
ぬ
れ
と
菊
は
猶
み
ゆ
れ
は
末
に
の
こ

①
さ
ら
は
―
さ
れ
は
（
群
）

②
や
へ
―
八
重
菊
（
群
）

③
さ
れ
と
―
と
（
書
Ａ
）

④
ま
さ
り
と
―
ま
さ
り
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ

・
群
）
〻

⑤
ま
か
は
す
―
ま
か
は
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ

・
群
）
〻

⑥
や
へ
菊
―
八◦

菊
（
書
Ｂ
）

重

⑦
ぬ
―
ね
（
書
Ａ
・
今
）、
す
（
群
）

⑧
の
―
ナ
シ
（
書
Ａ
・
今
）

⑨
わ
つ
ら
ひ
―
悩
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ
）
、
な

や
み
（
群
）

⑩
心
―
こ
ゝ
ち
（
群
）

⑪
侍
は
―
侍
れ
は
（
書
Ｂ
）
、
侍
る
は
（
群
）

⑫
勝
負
の
ほ
と
―
勝
負◦

ほ
と
（
書
Ｂ
）

の

⑬
基
勝
―
ナ
シ
（
書
Ａ
・
今
）

⑭
け
れ
―
け
り
（
書
Ａ
・
書
Ｂ
・
群
）
、
け
る

（
今
）

⑮
と
―
に
（
書
Ａ
・
今
）

⑯
前
哥
―
前
の
う
た
（
群
）
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れ
る
色
は
ふ
か
く
み
ゆ
と
侍
る
首
尾
あ
ひ
た
か
へ
り

⑰

⑱

後
哥
は
人
に
わ
す
ら
れ
た
る
ひ
と
の
恨
た
る

⑲

⑳

に
常
に
よ
む
ふ
し◦

戀
の
哥
と
そ
い
ふ
へ
き

㉑

な
り

き
く
の
哥
と
は
み
え
す
さ
れ
と
さ
せ
る
こ
と
な
き

哥
に
お
ほ
つ
か
な
き
こ
と
ゝ
も
あ
れ
は
持
と
そ
可
申

㉒

基
云
の
こ
れ
る
色
は
ふ
か
け
れ
と
み
え
け
れ
り
と
い
へ
る

㉓

く

㉔

な
に
こ
と
ゝ
み
ゆ
る
こ
と
な
く
て
い
か
に
み
え
け
る
に
か

〻

〻

〻

〻

ま
た
哥
の
躰
も
す
く
れ
て
も
あ
ら
す
詞
も
と
ゝ

」
（
一
八
オ
）

こ
ほ
り
た
る
や
う
に
み
え
侍
り
さ
れ
と
右
哥
の

㉕

偏
に
き
く
を
惜
む
哥
と
は
み
え
て
い
か
に
そ
や

か
れ
〳
〵
に
な
り
た
ら
ん
男
女
の
き
く
に
よ
そ
へ

て
恨
や
り
た
ら
ん
心
ち
し
て
題
の
心
ふ
か
ゝ

㉖

ら
ね
は
猶
左
の
か
つ
へ
き
と
そ
お
も
ひ
た
ま
ふ
る

㉗

㉘

㉙

六
番

左

俊
持

少
将
君

か
れ
ゆ
く
を
な
け
き
や
す
ら
ん
初
霜
の
菊
の
ゆ
か
り
を
ゝ
く
と
お
も
へ
は

㉚

㉛

右

基
勝

信
忠
朝
臣

㉜

わ
か
や
と
の
ま
か
き
に
や
と
る
菊
な
く
は
な
に
ゝ
つ
け
て
か
人
も
と
は
ま
し
」
（
一
八
ウ
）

㉝

俊
云
前
哥
ふ
る
こ
と
に
て
お
も
し
ろ
し
と
覚
る
こ
と
も

み
え
す
又
何
な
る
こ
と
も
な
し
次
哥
も
ふ
り

㉞

⑰
み
ゆ
―
み
え
（
群
）

⑱
侍
る
―
ナ
シ
（
書
Ｂ
）

⑲
は
―
ナ
シ
（
書
Ａ
）

⑳
わ
す
ら
れ
―
し
ら
れ
（
書
Ａ
）
、
忘
ら
れ
（
今

・
群
）

㉑
ふ
し◦

―
ふ
し
な
り
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ

な
り

・
群
）

㉒
可
申
―
申
へ
し
（
群
）

㉓
ふ
か
け
れ
と
―
ふ
か
く
（
書
Ａ
・
今
・
書

く

Ｂ
・
群
）
〻

〻

〻

㉔
み
え
け
れ
り
―
み
え
け
り
（
書
Ａ
・
今
・

書
Ｂ
・
群
）
〻

㉕
右
哥
―
右
の
哥
（
群
）

㉖
ち
―
ナ
シ
（
書
Ａ
・
今
）

㉗
ね
は
―
さ
れ
は
（
群
）

㉘
と
そ
―
そ
と
（
書
Ａ
）

㉙
お
も
ひ
―
見
（
書
Ａ
・
今
）

㉚
な
け
き
―
難
（
書
Ａ
）
、
歎
（
今
・
書
Ｂ
）

㉛
を
―
に
（
書
Ａ
・
今
）

㉜
基
勝
―
基
俊
（
書
Ｂ
）

㉝
な
く
は
―
な
ら
は
（
今
）

㉞
何
な
る
こ
と
―
問
な
る
と
も
（
書
Ａ
）
、
問

な
る
こ
と
も
（
今
）
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て
め
つ
ら
し
け
な
し
な
く
は
な
と
い
へ
る
腰
の
文

①

字
つ
か
ひ
を
さ
な
き
な
り
こ
れ
も
持
と
そ
可
申

②

基
云
霜
心
な
き
も
の
な
れ
は
偏
ニ

お
し
む
を

③

な
け
く
へ
き
こ
と
に
も
あ
ら
す
右
哥
は
後
中
書

④

王
の
四
條
大
納
言
に
を
く
ら
れ
け
る
哥
に
花
も

⑤

み
な
ち
り
な
ん
の
ち
は
わ
か
や
と
の
な
に
ゝ
つ
け
て
か

ひ
と
を
ま
つ
へ
き
と
い
へ
る
哥
の
す
ゑ
に
て

侍
こ
れ
は
少
哥
め
き
た
れ
は
右
ま
さ
る
と
や
申
へ
か
ら
ん

」
（
一
九
オ
）

七
番

左

基
勝

定
信
朝
臣

霜
か
れ
の
菊
な
か
り
せ
は
い
と
ゝ
し
く
冬
の
ま
か
き
や
さ
ひ
し
か
ら
ま
し

右

俊
勝

雅
光
朝
臣

し
も
か
る
ゝ
は
し
め
を
み
れ
は
白
菊
の
う
つ
ろ
ふ
色
を
ゝ
し
ま
さ
ら
ま
し

⑥

⑦

⑧

俊
云
前
哥
き
く
な
り
と
も
霜
枯
な
ん
の
ち
は

⑨

冬
の
ま
か
き
の
さ
ひ
し
か
ら
さ
ら
ん
こ
と
は
い
か
ゝ
あ
る

⑩

へ
か
ら
ん
と
人
〳
〵
申
さ
れ
し
か
さ
も
や
あ
る
へ
か
ら
ん

冬
も
ふ
か
く
な
り
て
こ
そ
菊
は
み
と
こ
ろ
な
く
な

⑪

ら
め
あ
さ
か
ら
ん
ほ
と
は
な
と
か
さ
も
よ
ま
さ
ら
ん

」
（
一
九
ウ
）

と
そ
き
こ
ゆ
る
に
後
哥
は
お
な
し
ほ
と
の
哥
な
れ
と

⑫

⑬

い
ま
す
こ
し
た
ま
し
ゐ
あ
る
心
ち
す

〻

①
な
く
は
―
な
ら
は
（
今
）

②
そ
―
ナ
シ
（
群
）

③
偏
ニ

―
き
く
の
ほ
に
（
書
Ａ
・
今
）
、
便
に

（
書
Ｂ
）、
菊
の
た
よ
り
に
（
群
）

④
も
―
て
（
群
）

⑤
を
く
ら
れ
―
被
送
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ
）
、

送
ら
れ
（
群
）

⑥
か
る
ゝ
―
か
ゝ
る
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ
）
、

枯
る
（
群
）

⑦
み
れ
は
―
み
す
は
（
書
Ａ
・
今
・
群
）

⑧
ゝ
し
ま
さ
ら
ま
し
―
ま
さ
ら
ま
し
（
書
Ａ
）
、

(

を)ま
さ
ら
ま
し
（
今
）
、
惜
さ
ら
ま
し
（
群
）

本
ノ
マ
ヽ

⑨
霜
―
ナ
シ
（
書
Ａ
）

⑩
さ
ら
―
ナ
シ
（
今
）

⑪
こ
そ
―
そ
（
書
Ａ
・
今
）

⑫
き
こ
ゆ
る
に
―
き
こ
ゆ
る
（
書
Ａ
・
今
・

書
Ｂ
・
群
）〻

⑬
後
哥
―
後
の
う
た
（
群
）
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基
云
左
右
お
な
し
け
れ
と
冬
の
ま
か
き
さ
ひ

⑭

し
さ
か
ら
ん
と
い
へ
る
そ
け
に
さ
も
や
と
み
え
た
ま
ふ
る

⑮

⑯

⑰

八
番

〻

左

俊
勝
基
持

盛
方
朝
臣⑱

冬
か
れ
に
う
つ
ろ
ひ
の
こ
る
白
菊
は
う
は
ゝ
に
残
る
霜
か
と
そ
み
る

を
け

右

道
経
朝
臣

〻

露
霜
の
あ
か
つ
き
を
き
の
朝
こ
と
に
う
つ
ろ
ひ
ま
さ
る
白
菊
の
は
な

⑲

俊
云
冬
枯
と
い
へ
る
文
字
聞
つ
か
ぬ
心
ち
し
て
侍
を

」
（
二
〇
オ
）

に

⑳

㉑

万
葉
集
に
よ
め
る
こ
と
た
し
か
に
も
覚
侍
ら
す

右
の
か
た
は
な
た
ら
か
に
心
も
い
と
を
か
し
く
こ
そ

あ
さ
を
く
霜
の
な
と
い
へ
る
こ
そ
き
ゝ
な
れ
侍
れ

㉒

ふ

こ
れ
は
こ
と
あ
り
か
ほ
な
る
も
の
か
な
猶
さ
き
の

〻

〻

哥
そ
ま
さ
り
た
ら
ん

㉓基
云
左
哥
う
つ
ろ
ひ
の
こ
る
と
い
ふ
わ
き
た
し

㉔

か

ま
た
花
を
う
は
ゝ
に
を
け
る
霜
と
い
ふ
ま
実
に

㉕

い
み
し
き
ひ
か
め
な
り
右
の
哥
は
あ
か
つ
き
を
き

㉖

〻

〻

〻

と
よ
め
る
又
朝
毎
に
と
い
へ
る
重
言
い
つ
れ
も
か
ち
ま

け
の
ほ
と
さ
た
か
に
み
え
侍
ら
す
持
と
や
申
へ
か
ら
ん

」
（
二
〇
ウ
）

九
番

左

基
持

重
基
朝
臣

⑭
左
右
―
さ
様
（
書
Ａ
・
今
）

⑮
さ
か
ら
ん
―
か
ら
ん
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ
）
、

く
侍
ら
ん
（
群
）

〻

⑯
る
そ
―
り
（
群
）

⑰
け
に
―
ナ
シ
（
群
）

⑱
残
る
―
を
け
る
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ
・
群
）

を
け〻

⑲
枯
―
か
れ
に
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ
・
群
）

に

⑳
聞
つ
か
ぬ
―
聞
え
か
ぬ
（
書
Ａ
・
今
）
、
聞

え
か
ぬ
る
（
群
）

㉑
し
て
―
し
（
書
Ａ
）

㉒
い
へ
る
―
い
ふ
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ
・
群
）

ふ〻

〻

㉓
哥
―
ナ
シ
（
書
Ａ
・
今
）

㉔
わ
き
た
し
―
わ
き
か
た
し
（
書
Ａ
・
今
・

か

書
Ｂ
・
群
）

㉕
い
ふ
ま
―
□
□
（
書
Ａ
）
、
□
（
今
）
、
ナ

シ
（
書
Ｂ
・
群
）

〻

〻

〻

㉖
の
―
ナ
シ
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ
・
群
）
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秌
く
れ
て
ち
く
さ
の
は
な
は
殘
ら
ね
と
独
う
つ
ろ
ふ
白
菊
の
花

右

俊
勝

忠
隆
朝
臣

①

か
き
り
な
く
君
か
ち
よ
へ
ん
し
る
し
に
や
散
の
こ
る
ら
ん
宿
の
し
ら
き
く

②

俊
云
あ
き
く
れ
て
の
哥
無
指
事
そ
の
中

③

に
も
の
こ
ら
ね
と
ゝ
い
へ
る
殘
り
て
そ
と
や
い
ふ
へ
き

さ
て
こ
そ
ひ
と
り
う
つ
ろ
ふ
と
は
い
ふ
へ
け
れ
次

哥
き
く
散
と
い
へ
る
哥
は
な
に
ゝ
あ
ら
ね
と
な
を

い
か
ゝ
き
こ
ゆ
さ
は
あ
れ
と
祝
心
ニ

よ
せ
た
り
な
と
か
か
た
さ
ら
ん
」
（
二
一
オ
）

④

こ
と

基
云
左
右
の
哥
心
も
詞
も
お
な
し
ほ
と
な
れ
は

⑤

い
つ
れ
と
み
え
侍
ら
す
こ
れ
も
お
な
し
ほ
と
に
や

⑥

十
番

左

宗
國
朝
臣

う
へ
し
そ
の
心
も
を
か
ぬ
白
菊
は
あ
た
な
る
露
に
う
つ
ろ
ひ
に
け
り

右

兩
判
為
勝

兼
昌
朝
臣

き
く
の
花
よ
の
ま
に
色
や
か
は
れ
る
と
霜
を
は
ら
ひ
て
け
さ
み
つ
る
か
な

俊
云
前
哥
心
も
を
か
ぬ
と
い
へ
る
こ
と
に
や
後
哥
の

文
字
つ
か
ひ
は
お
さ
な
け
れ
と
も
霜
を
は
ら
ふ
こ
と
は

さ
も
と
き
こ
ゆ
ま
さ
り
も
や
あ
ら
ん

」
（
二
一
ウ
）

⑦

基
云
な
に
こ
と
に
て
か
は
菊
に
心
を
き
け
ん
可

尋
之
右
よ
の
ま
の
い
ろ
を
お
ほ
つ
か
な
し
と
て

⑧

①
忠
隆
朝
臣
―
ナ
シ
（
今
）

②
宿
―
窓
（
書
Ａ
・
今
）

③
無
指
事
―
さ
せ
る
こ
と
な
し
（
群
）

④
祝
心
ニ

―
橋
門
に
こ
と
（
書
Ａ
）
、
指
門
に

こ
と

こ
と
（
今
）
、
■
門
に
こ
と
（
書
Ｂ
）
、
権

此
字
ふ
し
ん

門
に
こ
と
（
群
）

⑤
の
―
ナ
シ
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ
）

⑥
に
や
―
に
そ
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ
）
、
に
こ

そ
（
群
）

⑦
も
―
て
も
（
書
Ａ
・
今
・
群
）

⑧
を
―
心
（
群
）
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霜
を
は
ら
ひ
み
つ
ら
ん
こ
そ◦

を
か
し
う
侍
れ
猶

⑨

い
と

こ
な
た
に
老
の
心
の
と
ま
り
ぬ
へ
き

⑩

⑪

十
一
番左

兩
判
為
持

信
濃
君

こ
け
の
む
す
岩
ね
に
殘
る
八
重
菊
の
や
ち
よ
さ
く
と
も
君
そ
み
る
へ
き

⑫

右

時
昌
朝
臣

霜
か
れ
に
わ
れ
ひ
と
り
と
や
白
菊
の
色
を
か
へ
て
も
人
に
み
す
ら
ん

俊
云
苔
の
む
す
岩
ね
に
菊
の
ゝ
こ
る
證
哥
や
あ
ら
ん

」
（
二
二
オ
）

⑬

も
し
な
く
は
き
は
め
て
あ
ら
し
末
は
こ
と
の
ほ
か
に
ふ

⑭

⑮

り
た
り
後
哥
は
わ
れ
ひ
と
り
と
や
い
へ
る
心
ゆ

⑯

き
て
も
き
こ
え
す
人
〳
〵
や
ま
ひ
と
い
ふ
こ
と

に
事
き
れ
る
持
と
や
申
へ
か
ら
ん

⑰

基
云
ま
か
き
を
は
お
き
て
岩
ね
に
の
こ
る
ら
ん
菊

⑱

こ
そ
松
な
と
の
心
ち
し
侍
れ
右
わ
れ
ひ
と
り
と

⑲

⑳

き
く
の
お
も
ふ
ら
ん
も
を
し
は
か
り
こ
と
に
こ
そ
此

花
ひ
ら
け
て
な
と
い
ひ
て
侍
る
は
み
る
人
の

㉑
思
ふ
こ
と
に
こ
そ
侍
れ
は
い
つ
れ
も
勝
負
の

㉒

ほ
と
み
え
ね
は
持
と
や
申
へ
き

」
（
二
二
ウ
）

十
二
番左

俊
隆
朝
臣

㉓

⑨
こ
そ◦

を
か
し
う
―
こ
そ
い
と
お
か
し
う

い
と

（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ
・
群
）

⑩
に
―
そ
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ
・
群
）

⑪
の
―
も
（
書
Ａ
・
今
・
群
）

⑫
の
―
は
（
書
Ａ
・
今
・
群
）

⑬
ゝ
こ
る
―
残
れ
る
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ
・

(

の)群
）

⑭
て
―
ナ
シ
（
書
Ａ
・
今
）

⑮
あ
ら
し
―
あ
し
し
（
群
）

⑯
い
へ
る
―
と
い
へ
る
（
書
Ａ
・
今
・
群
）

⑰
き
れ
る
―
き
る
ゝ
（
群
）

⑱
の
こ
る
ら
ん
―
残
ら
ん
（
群
）

⑲
右
―
右
の
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ
・
群
）

⑳
わ
れ
―
ナ
シ
（
今
）

㉑
ひ
ら
け
て
―
開
て
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ
・

群
）

㉒
は
―
ナ
シ
（
書
Ａ
・
今
）

㉓
俊
隆
―
俊
澄
（
今
）
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霜
か
れ
に
う
つ
ろ
ひ
の
こ
る
む
ら
菊
は
み
る
朝
こ
と
に
め
つ
ら
し
き
か
な

右

兩
判
為
勝

為
實
朝
臣

①

を
く
霜
の
な
か
ら
ま
し
か
は
菊
の
花
う
つ
ろ
ふ
色
を
け
ふ
み
ま
し
や
は

②

俊
云
前
哥
さ
せ
る
こ
と
な
し
村
菊
を
さ
な
け
な

③

り
次
哥
は
霜
を
き
つ
れ
は
う
つ
ろ
へ
る
色
も
み
せ

す
と
こ
そ
い
ふ
へ
け
れ
霜
を
き
て
み
ゆ
と
い
へ
る
こ
と

た
か
ひ
ぬ
但
を
き
た
れ
は
ひ
さ
し
く
あ
り
て

④

み
ゆ
と
よ
め
る
に
や
心
え
て
は
か
ち
に
も
や
せ
ん

」
（
二
三
オ
）

⑤

⑥

基
云
此
哥
さ
せ
る
難
は
み
え
ね
と
哥
合
の

⑦

哥
と
は
み
え
す
な
け
哥
の
や
う
に
そ
侍
め
る
右

⑧

哥
も
さ
せ
る
こ
と
は
な
け
れ
と
も
う
つ
ろ
ふ
色
を

⑨

け
ふ
み
ま
し
や
は
と
い
へ
る
少
い
ひ
な
れ
た
る
や
う

⑩

に
侍
れ
は
ま
さ
り
た
り
と
申
へ
か
ら
ん

⑪

一
番

戀
左

俊
勝

攝
津
君

た
く
す
た
く
室
の
や
し
ま
の
け
ふ
り
も
も
な
を
た
ち
ま
さ
る
恋
も
す
る
哉

右

基
勝

頼
國
朝
臣

さ
か
つ
き
の
し
ゐ
て
あ
ひ
み
ん
と
お
も
へ
は
や
こ
ひ
し
き
こ
と
の
さ
む
る
よ
も
な
き
」
（
二
三
ウ
）

⑫

俊
云
前
哥
た
え
す
た
く
と
い
へ
る
ひ
か
こ
と
に
や
申

⑬

⑭

⑮

へ
か
ら
ん
此
む
ろ
の
八
島
は
ま
こ
と
の
火
を
た
く
ニ

⑯

⑰

⑱

①
勝
―
持
（
書
Ａ
）

②
み
ま
し
や
は
―
は
み
ま
し
や
（
今
）

③
さ
せ
る
こ
と
な
し
―
無
指
事
（
書
Ａ
・
今

・
書
Ｂ
・
群
）

④
あ
り
て
―
有
と
（
群
）

⑤
心
え
て
―
す
ろ
え
て
（
今
）

⑥
に
―
ナ
シ
（
群
）

⑦
哥
―
哥
は
（
書
Ａ
）

⑧
侍
め
る
―
侍
る
め
る
（
今
・
書
Ｂ
・
群
）

⑨
さ
せ
る
こ
と
は
―
指
事
（
書
Ａ
・
今
）
、
指

事
は
（
書
Ｂ
）

⑩
み
―
ナ
シ
（
今
）

⑪
と
―
と
や
（
書
Ａ
・
今
・
群
）

⑫
は
や
―
と
も
（
群
）

⑬
前
哥
―
前
の
う
た
（
群
）

⑭
い
へ
る
―
い
へ
る
は
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ

・
群
）

⑮
に
―
と
（
群
）

⑯
は
―
ナ
シ
（
群
）

⑰
の
―
に
（
群
）

⑱
た
く
ニ

―
た
く
（
書
Ａ
）
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は
あ
ら
す
野
中
に
清
水
の
あ
る
よ
り
気
の
た
つ

⑲

か
け
ふ
り
の
こ
と
く
み
ゆ
る
な
り
そ
れ
を
た
く
と
い

は
ん
こ
と
い
か
ゝ
但
ま
こ
と
の
け
ふ
り
と
の
み
よ
み
き⑳

た
れ
は
な
と
か
さ
も
い
は
さ
ら
ん
や
哥
か
ら
は
あ
し

く
も
み
え
す
後
哥
は
た
く
み
に
て
お
も
し
ろ
け

㉑

れ
と
か
な
ら
す
よ
ま
る
へ
き
や
う
の
み
え
ぬ
な
り
盃
と

い
ひ
て
酒
あ
り
な
ん
や
ま
た
の
む
と
い
へ
る
こ
と
大

㉒

㉓

㉖

切
な
り
さ
け
も
な
く
て
の
む
と
も
い
は
て
は◦

し
ゐ
く

」
（
二
四
オ
）

㉔

㉕

い
か
ゝ

ん

と
す
る
ま
た
盃
の
と
は
し
め
に
詠
し
い
た
さ
ん
も

〻

い
か
ゝ
有
へ
か
ら
ん
こ
れ
は
た
く
み
に
お
も
し
ろ
け
れ
と

㉗

こ
と
た
ら
す
左
は
哥
め
き
た
れ
は
勝
と
申
へ
か
ら
ん

㉘

㉙

㉚

㉛

基
云
た
え
す
た
く
室
の
や
し
ま
の
け
ふ
り
に
も

㉜

と
よ
ま
れ
た
れ
は
い
か
に
侍
る
に
か
此
と
こ
ろ
に
火

㉝

る

た
く
と
は
い
か
に
み
え
て
侍
に
か
室
の
八
嶋
と
い
ふ

〻

こ
と
二
つ
あ
り
一
に
は◦

人
の
家
に
有
な
り
夏
室

㉞

下
野
に
あ
り
一
に
は

㉟

ぬ
り
た
る
を
い
ふ
と
あ
る
も
の
に
み
え
て
侍
り
こ

㊱

式

の

れ
は
い
つ
れ
に
よ
り
て
よ
ま
れ
た
る
に
か
い
つ
れ
に

㊲

〻

〻

て
も
た
え
す
た
く
と
い
ふ
こ
と
い
ま
た
み
た
ま
は
す

」
（
二
四
ウ
）

さ
れ
は
に
や
惟
成
哥
に
も
風
ふ
け
は
室
の
や

し
ま
の
夕
け
ふ
り
心
の
う
ち
に
た
ち
に
け
ふ
哉

㊳

⑲
気
―◦

け
（
今
）

い
歟

⑳
き
―
ナ
シ
（
書
Ｂ
）

㉑
後
哥
―
か
の
哥
（
書
Ｂ
）

㉒
い
ひ
て
―
い
ひ
て
は
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ

・
群
）

㉓
酒
―
酒
の
（
書
Ａ
・
今
）

㉔
て
―
ナ
シ
（
書
Ａ
・
今
）

㉕
い
は
て
―
い
は
ん
（
書
Ａ
・
今
）

㉖◦

し
ゐ
く
―
い
か
ゝ
し
ゐ
ん
（
書
Ａ
・
今

い
か
ゝ

ん

・
書
Ｂ
・
群
）

〻

㉗
に
―
に
て
（
書
Ａ
・
群
）

㉘
た
ら
す
―
た
え
す
（
書
Ａ
）

㉙
は
―
ナ
シ
（
群
）

㉚
は
―
と
（
書
Ｂ
）

㉛
と
―
と
や
（
書
Ａ
・
今
・
群
）

㉜
け
ふ
り
―
焼
（
群
）

㉝
た
れ
―
た
る
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ
・
群
）

る

㉞
一
に
は◦

人
の
家
に
―
一
に
は
下
野
に
あ

〻
下
野
に
あ
り
一
に
は

り
一
に
は
人
の
家
に
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ

・
群
）

㉟
夏
―
夏
は
（
書
Ａ
・
今
）、
爰
は
（
群
）

〻

〻

㊱
あ
る
―
式
の
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ
）
、
或

式

の

（
群
）

㊲
よ
り
て
―
ナ
シ
（
書
Ａ
・
今
）

㊳
ふ
―
る
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ
・
群
）
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と
よ
め
る
た
え
す
た
く
と
け
る
と
は
み
え
す
あ

①

も

②

ち

さ
ま
の
た
け
冨
士
の
山
な
と
そ
煙
不
絶
た
め
し

〻

〻

③

に
は
よ
み
ふ
る
し
侍
め
る
た
え
す
た
く
心
を
本

④

⑤

意
に
て
此
哥
は
よ
ま
れ
て
侍
め
れ
は
か
や
う
に

尋
申
侍
な
り
所
見
す
く
な
く
て
さ
や
う
の
こ
と

⑥

を
み
た
ま
は
ぬ
に
や
右
哥
さ
か
つ
き
の
し
ゐ
て

あ
ひ
み
ん
と
思
へ
は
に
や
と
よ
め
る
は
し
ゐ
て

⑦

と
い
ふ
心
は
け
に
め
つ
ら
し
く
き
こ
え
侍
る
に

」
（
二
五
オ
）

こ
ひ
し
き
こ
と
の
さ
む
る
よ
も
な
き
と
は
な
に
と
よ

み
た
る
に
か
さ
む
る
と
い
ふ
こ
と
は
思
ふ
に
酔
に

⑧

⑨

よ
せ
て
よ
め
る
に
こ
そ
侍
め
れ
そ
れ
な
ら
は

⑩

な
を
酔
と
い
ふ
本
文
あ
り
て
や
よ
く
は

侍
ら
ん
た
と
ひ
よ
ひ
た
る
に
て
も
又
い
か
な
れ
は

⑪

さ
む
る
よ
も
な
く
は
あ
り
け
る
に
か
唐
に
こ
そ

⑫

千
日
酔
た
る
人
は
侍
け
れ
そ
れ
も
三
年

か
間
こ
そ
侍
け
れ
こ
れ
は
い
つ
と
い
ふ
こ
と
も
侍
ら

す
も
し
法
文
に
無
明
の
酔
な
と
に
や
侍
ら
ん

⑬

そ
れ
こ
そ
さ
む
る
よ
も
な
く
は
侍
る
な
れ
此
哥
な
す

」
（
二
五
ウ
）

ら
へ
て
申
へ
き
か
た
な
し
左
哥
た
え
す
た
く
ら
ん

⑭

⑮

よ
り
は
今
少
ま
さ
り
て
い
と
を
か
し
く
そ
侍
る

⑯

⑰

①
よ
め
る
―
よ
め
る
も
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ

も

・
群
）

②
た
く
と
け
る
―
立
け
る
（
書
Ａ
・
今
・
書

ち

Ｂ
・
群
）

〻

〻

③
不
絶
―
不
絶
た
つ
（
今
）、
絶
ぬ
（
群
）

④
め
る
―
め
り
（
群
）

⑤
た
く
―
た
つ
（
今
）
、
焼
（
群
）

⑥
侍
―
ナ
シ
（
群
）

⑦
は
に
や
―
は
や
（
書
Ａ
・
今
）
、
と
も
（
群
）

⑧
に
か
―
に◦

（
書
Ａ
）

か

⑨
こ
と
―
事
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ
）
、
詞
（
群
）

⑩
そ
れ
―
ナ
シ
（
書
Ａ
・
今
）

⑪
よ
ひ
―
ゑ
ひ
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ
・
群
）

⑫
な
く
は
―
な
く
て
は
（
群
）

⑬
に
や
―
や
（
群
）

⑭
て
―
ナ
シ
（
書
Ａ
・
今
）

⑮
申
へ
き
―
可
申
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ
）

⑯
い
と
―
ナ
シ
（
書
Ｂ
）

⑰
し
く
そ
―
し
う
（
書
Ａ
・
今
）
、
し
う
そ

（
群
）
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二
番

左

俊
頼
朝
臣

⑱

く
ち
を
し
や
雲
ゐ
か
く
れ
に
す
む
た
つ
も
思
ふ
人
に
は
み
え
け
る
も
の
を

右

基
俊
朝
臣

⑲

か
つ
み
れ
は
な
を
そ
こ
ひ
し
き
わ
き
も
子
か
ゆ
つ
の
つ
ま
く
し
い
か
て
さ
ゝ
ま
し

⑳

俊
云
前
哥
は
心
も
え
す
こ
と
や
う
無
極
哥
に

㉑

㉒

こ
そ
侍
め
れ
後
哥
ゆ
つ
の
つ
ま
く
し
と
は
素
戔

㉓

㉔

烏
尊
の
稲
田
姫
に
あ
ひ
初
給
し
時
御
み
つ

」
（
二
六
オ
）

㉕

か
ら
に
さ
し
給
ひ
し
櫛
な
り
此
哥
は
か
つ
み
れ
と
ゝ

㉖

よ
ま
れ
た
れ
は
既
に
あ
ひ
に
け
る
心
な
ん
み
ゆ

る
末
の
句
に
い
か
て
さ
ゝ
ま
し
と
あ
れ
は
ま
た
さ
ゝ

ぬ
と
こ
そ
み
ゆ
れ
本
文
に
は
た
か
ひ
た
る
や
う
ニ

み

ゆ
る
よ
み
人
に
た
つ
ぬ
へ
き
事
な
り
む
か
し
う
け

㉗

た
ま
は
り
し
に
は
た
か
ひ
た
り
ひ
か
こ
と
の
お
ほ

え
け
る
に
や
勝
負
無
論

㉘

基
云
く
ち
お
し
や
な
と
よ
み
た
ら
ん
は
か
や
う

の
哥
合
な
と
に
い
ま
た
み
侍
ら
す
無
下
ニ

こ
そ

㉙

㉚

〻

お
ほ
え
侍
れ
倭
哥
詩
な
と
に
は
詞
を
え
り
て

」
（
二
六
ウ
）

〻

㉛

先
花
後
實
と
そ
い
ふ
れ
心
の
人
も
申
け
る

㉜

字
イ
カ
ヽ

さ
れ
は
に
や
諸
家
集
并
謌
合
な
と
に
も
こ

⑱
ナ
シ
―
俊
持
（
群
）

⑲
ナ
シ
―
基
勝
（
群
）

⑳
は
―
は
（
書
Ｂ
）
、
と
（
群
）

㉑
前
哥
―
前
の
う
た
（
群
）

㉒
無
極
―
極
な
き
（
書
Ａ
・
今
）

㉓
こ
そ
―
そ
（
書
Ａ
・
今
）

㉔
後
哥
―
後
哥
は
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ
）
、
後

の
う
た
は
（
群
）

㉕
あ
ひ
初
給
し
―
相
給
し
（
書
Ａ
）
、
逢
初
し

（
今
）

㉖
給
ひ
し
―
給
ふ
（
書
Ａ
・
今
）

㉗
た
つ
ぬ
へ
き
事
―
可
尋
事
（
書
Ａ
・
今
・

書
Ｂ
・
群
）

㉘
無
論
―
不
論
（
書
Ｂ
）

㉙
な
と
に
―
な
と
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ
・
群
）

〻

㉚
倭
哥
詩
―
和
詩
（
書
Ａ
・
今
）

㉛
に
は
―
は
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ
・
群
）

㉜
い
ふ
れ
心
の
―
い
ふ
れ
つ
の
（
書
Ａ
・
書

〻

字
イ
カ
ヽ

Ｂ
）
、
い
に
し
へ
の
（
今
・
群
）
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の
言
葉
よ
み
た
り
と
み
え
す
况
や
又
は
し
め

①

の
句
に
も
あ
ら
す
又
雲
ゐ
か
く
れ
に
す
む
た②

つ
と
い
ふ
こ
と
倭
哥
に
い
ま
た
見
出
し
侍
ら
す

唐
の
文
の
中
に
や
と
う
た
か
は
れ
侍
る
若
世
説

と
云
文
に
鳴
鶴
日
下
と
い
へ
る
心
を
よ
ま
れ
た
る

③

に
や
次
の
句
に
あ
を
き
雲
を
ひ
ら
ひ
て
白

き
鶴
を
み
る
と
こ
そ
云
た
れ
雲
ゐ
か
く
れ
に

と
ふ
な
と
い
は
ん
こ
と
こ
そ
侍
ら
め
鶴
と
い
ひ

」
（
二
七
オ
）

な
か
ら
雲
の
う
ち
に
す
み
侍
る
へ
き
こ
そ
潅
南

④

⑤

鶴
そ
雲
ゐ
に
は
入
侍
り
け
れ
又
も
し
は
つ
る
み

⑥

と
い
ふ
こ
と
に
や
然
者
源
近
公
相
鶴
経
と
云
文

⑦

に
つ
る
み
百
八
十
歳
に
て
雌
雄
あ
ひ
み
て
侍

⑧

⑨

ら
ん
と
い
ふ
こ
と
は
侍
れ
さ
ら
は
人
と
い
ふ
こ
と
は
い⑩

か
に
可
謂
に
か
又
雲
ゐ
か
く
れ
に
す
む
と
云
と

⑪

い
ふ
所
も
な
け
れ
は
こ
と
は
り
と
も
お
ほ
え
す
大

か
た
こ
の
哥
は
詞
も
心
も
不
及
そ
み
給
ふ
る
右

哥
詞
に
あ
や
ま
つ
と
こ
ろ
も
な
く
哥
か
ら
も

あ
し
か
ら
ね
は
少
よ
ろ
し
き
と
は
ひ
か
こ
と
に
や

」
（
二
七
ウ
）

⑫

⑬

三
番

左

兩
判
為
勝

女
房

①
况
や
又
は
し
め
の
句
に
も
あ
ら
す
―
ナ
シ

（
書
Ａ
・
今
）
、
又
は
し
め
の
句
に
も
あ
ら

す
（
書
Ｂ
）

②
た
つ
―
田
鶴
（
群
）

③
鳴
鶴
―
鶴
鳴
（
書
Ｂ
）

④
う
ち
―
中
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ
・
群
）

⑤
潅
南
―
淮
南
（
書
Ａ
・
今
・
群
）

⑥
つ
る
み
―
つ
る
（
群
）

⑦
こ
と
―
事
候
（
書
Ａ
・
今
）

⑧
つ
る
み
―
つ
る
は
（
群
）

⑨
侍
ら
ん
と
い
ふ
―
は
ら
め
る
（
群
）

⑩
い
か
に
―
い
か
ゝ
（
書
Ａ
・
今
）

⑪
と
云
と
―
と
（
書
Ａ
・
今
・
群
）

⑫
少
―
ナ
シ
（
群
）

⑬
よ
ろ
し
き
―
よ
ろ
し
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ

・
群
）
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い
は
ぬ
ま
の
下
は
ふ
芦
の
ね
を
し
け
み
ひ
ま
な
き
恋
を
君
し
る
ら
め
や

⑭

右

雅
兼
朝
臣

〔
※
空
白
行
〕

俊
云
前
哥
い
と
お
か
し
さ
せ
る
こ
と
不
見
後
哥

⑮

は
汝
か
た
め
つ
ら
き
と
女
を
い
は
ん
こ
と
は
な
ま
け

⑯

⑰

⑱

に
や
あ
る
へ
き
女
房
な
と
は
わ
れ
に
し
な
く
た
り

⑲

た
れ
と
詞
は
う
や
ま
ひ
て
こ
そ
い
ふ
め
れ
さ
せ
る

⑳證
な
く
は
前
哥
勝
に
も
や

」
（
二
八
オ
）

㉑

㉒

基
云
此
哥
可
難
事
も
侍
ら
さ
め
り
そ
れ
か

㉓

㉔

中
に
も
下
は
ふ
芦
は
今
少
や
さ
し
く
そ
み
給
ふ
る

㉕

㉖

四
番

左

兩
判
為
勝

上
総
君

㉘

恋
こ
ふ
る
君
か
心
の
月
な
ら
は
を
よ
は
ぬ
み
に
も
影
は
み
て
ま
し

㉗

雲
ゐ

㉙

右

顯
仲
朝
臣

〻

い
の
る
ら
ん
神
の
た
ゝ
り
は
な
さ
る
と
も
あ
ふ
て
ふ
こ
と
に
み
を
は
け
か
さ
し

㉛

㉚

俊
哥
前
哥
は
人
を
月
に
な
す
は
天
徳
の
哥
合

云

㉜

に
お
よ
は
ぬ
み
を
も
と
い
ふ
に
そ
う
た
か
は
れ
へ

〻

㉝

き
後
哥
は
人
に
し
ら
れ
た
る
哥
と
そ
み
ゆ
る
さ
は

」
（
二
八
ウ
）

よ
む
ら
ん
や
は
證
哥
そ
入
へ
き
又
お
と
こ
の
も

㉞

と
よ
り
い
の
り
を◦

す
る
と
よ
み
を
こ
せ
た
ら
ん

な
ん

⑭
し
る
ら
め
や
―
知
ら
め
や
（
群
）

⑮
さ
せ
る
こ
と
―
指
事
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ

・
群
）

⑯
は
―
ナ
シ
（
群
）

⑰
と
―
こ
と
（
書
Ａ
・
今
）

⑱
な
ま
け
―
な
め
け
（
群
）

⑲
く
た
り
―
へ
た
り
（
書
Ａ
・
今
）

⑳
た
れ
と
―
け
れ
と
（
書
Ａ
）

㉑
證
―
證
哥
（
書
Ａ
・
今
・
群
）

㉒
に
も
や
―
に
や
（
群
）

㉓
哥
―
ナ
シ
（
書
Ａ
・
今
）

㉔
可
難
事
―
可
難
申
事
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ

・
群
）

㉕
中
―
事
（
書
Ｂ
）

㉖
や
さ
し
く
―
や
さ
し
う
（
書
Ａ
・
今
・
書

Ｂ
・
群
）

㉗
こ
ふ
る
―
わ
ふ
る
（
書
Ａ
・
今
・
群
）

㉘
心
―
雲
ゐ
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ
・
群
）

雲
ゐ

㉙
は
―
ナ
シ
（
書
Ａ
）

〻

㉚
さ
し
―
ま
し
（
書
Ｂ
）

㉛
哥
―
云
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ
・
群
）

云

㉜
は
―
ナ
シ
（
書
Ａ
）

〻

㉝
れ
―
る
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ
・
群
）

㉞
を◦

す
る
―
を
な
ん
す
る
（
書
Ａ
・
今
・

な
ん

書
Ｂ
・
群
）
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か
へ
し
な
と
に
そ
か
く
は
よ
み
や
る
へ
き
み
し
ら

①

ぬ
に
似
た
り
負
ぬ
る
に
や

基
云
左
哥
君
か
雲
ゐ
の
月
な
ら
は
と
い
へ
る
文
字

つ
ゝ
き
優
な
る
や
う
に
み
え
侍
を
及
は
ぬ
み
を
も

②

③

と
あ
る
天
暦
哥
合
に
中
務
か
雲
ゐ
の
月
と

よ
み
た
る
を
思
ひ
て
よ
ま
れ
た
る
に
や
こ
ひ

し
き
か
け
は
い
と
よ
く
こ
そ
み
え
侍
る
に
言
葉

④

と
ゝ
こ
ほ
り
た
る
や
う
に
こ
そ
右
い
の
る
と
も
神
の

」
（
二
九
オ
）

⑤

た
ゝ
り
ま
て
は
有
な
ん
あ
ふ
て
ふ
こ
と
に
身
を
は

⑥

け
か
さ
し
と
い
へ
る
い
か
に
と
心
え
か
た
し
あ
ふ
と

い
ふ
こ
と
は
い
か
な
る
も
の
な
れ
は
み
を
は
け
か
す

⑦

へ
き
に
か
み
そ
な
と
に
お
ち
入
た
ら
ん
心
ち
し
侍
り

⑧

い
つ
れ
も
お
か
し
き
心
は
な
け
れ
と
雲
ゐ
の
月
は

今
少
よ
ろ
し
く
や
侍
ら
ん

五
番

左

俊
持

師
俊
朝
臣

⑨

つ
れ
な
さ
の
た
め
し
は
誰
そ
た
れ
に
て
も
人
な
け
か
せ
む
は
て
は
す
く
や
は

右

基
勝

定
信
朝
臣

」
（
二
九
ウ
）

あ
ふ
こ
と
を
ま
つ
の
み
き
は
に
と
し
ふ
れ
は
し
つ
え
に
浪
の
か
け
ぬ
日
そ
な
き
〔
※
行
間
補
入
〕

俊
云
前
哥
は
す
か
た
詞
こ
と
に
し
て
と
も
か
く
も

①
に
そ
か
く
は
―
に
か
く
（
群
）

②
を
―
ナ
シ
（
書
Ａ
・
今
）

③
を
も
―
に
も
（
書
Ａ
・
今
・
群
）

④
こ
そ
―
ナ
シ
（
群
）

⑤
と
も
―
ら
ん
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ
・
群
）

⑥
ま
て
―
な
と
ま
て
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ
・

群
）

⑦
は
―
ナ
シ
（
群
）

⑧
み
そ
―
み
（
書
Ａ
・
今
）

⑨
持
―
勝
（
書
Ａ
）
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申
か
た
し
後
哥
は
あ
ふ
こ
と
を
松
の
汀
に
と
い

⑩

へ
る
ほ
と
哥
め
き
た
れ
と
も
し
つ
え
に
浪
の
か

け
ぬ
日
そ
な
き
と
い
へ
る
わ
た
り
戀
の
哥
と
も

⑪

み
え
す
涙
を
か
け
た
ら
ま
し
か
は
さ
も
や
と
聞

⑫

え
な
ま
し
左
は
戀
の
心
み
ゆ
れ
と
躰
詞

優
な
ら
す
右
は
な
た
ら
か
な
れ
と
戀
の
こ
ゝ
ろ

⑬

す
く
な
し
仍
持
と
申
へ
し

⑭

基
云
此
哥
は
詞
滑
て
詩
に
こ
そ
侍
め
れ
い
み

⑮

し
く
色
〻
し
く
は
ら
く
ろ
け
に
お
も
ひ
よ
り
て

」
（
三
〇
オ
）

⑯

侍
り
つ
る
戀
か
な
ゝ
か
と
も
の
と
く
ゐ
か
へ
し
と
い
ふ

⑰文
に
こ
そ
か
ゝ
る
詞
は
み
給
ひ
し
か
よ
し
や
草
葉

の
と
よ
み
た
る
こ
と
も
侍
め
れ
と
そ
れ
は
い
と
を
か
し
う

つ
ゝ
き
た
る
に
こ
れ
は
い
と
む
く
つ
け
に
き
こ
え

⑱

侍
る
さ
て
あ
ふ
こ
と
を
ま
つ
の
汀
に
な
と
よ
め
る

こ
と
わ
た
り
ま
こ
と
に
お
か
し
く
こ
そ
次
句
の
し
つ

⑲え
に
浪
の
か
け
ぬ
日
そ
な
き
と
し
た
ゝ
か
に
見
え

〻

〻

⑳

侍
め
り
小
町
か
哥
に
む
か
ひ
た
る
や
う
に
み
給
ふ

る
も
の
は
こ
れ
は
右
勝
と
申
へ
し

㉑

㉒

六
番

」
（
三
〇
ウ
）

左

俊
持

少
将
君

⑩
は
―
ナ
シ
（
書
Ａ
）

⑪
そ
―
ナ
シ
（
群
）

⑫
と
―
ナ
シ
（
書
Ａ
・
今
）

⑬
は
―
ナ
シ
（
書
Ａ
・
今
）

⑭
申
へ
し
―
可
申
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ
・
群
）

⑮
て
―
に
て
（
書
Ａ
・
今
）

⑯
色
〻
―
色
〳
〵
（
書
Ａ
）
、
け
つ
〳
〵
（
群
）

⑰
侍
り
つ
る
―
侍
つ
る
（
書
Ａ
・
書
Ｂ
）
、
侍

る
（
今
・
群
）

⑱
む
く
つ
け
―
む
く
つ
け
け
（
書
Ａ
・
今
・

書
Ｂ
）

⑲
こ
と
わ
た
り
―
わ
た
り
（
書
Ａ
・
今
・
書

Ｂ
・
群
）

〻

〻

⑳
し
た
ゝ
か
―
い
と
し
た
ゝ
か
（
書
Ａ
・
今

・
書
Ｂ
）、
い
と
ゝ
た
し
か
（
群
）

㉑
は
―
か
な
（
書
Ａ
・
今
・
群
）

㉒
右
―
ナ
シ
（
書
Ａ
）
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う
か
り
け
る
汀
に
生
ふ
る
う
き
ぬ
縄
く
る
こ
と
な
く
て
い
く
よ
経
ぬ
ら
ん

①

②

右

基
勝

信
濃
君

よ
と
ゝ
も
に
そ
て
の
み
ぬ
れ
て
衣
河
戀
こ
そ
わ
た
れ
あ
ふ
せ
な
け
れ
は

俊
云
左
右
哥
共
に
指
難
み
え
す
ふ
る
め
か
し
き

③

④

に
は
つ
ね
の
こ
と
な
れ
は
ひ
と
し
と
や
申
へ
か
ら
ん

⑤基
云
こ
れ
は
い
つ
れ
も
〳
〵
よ
ろ
し
う
み
た
ま
ふ
る

⑥

あ
ふ
せ
な
く
て
恋
わ
た
ら
ん
こ
そ
い
と
お
か
し
け
れ

⑦

七
番

左

兼
昌
朝
臣

」
（
三
一
オ
）

恋
せ
し
と
お
も
ひ
な
る
せ
に
よ
る
浪
の

⑧

右

兩
判
為
勝

雅
光
朝
臣

た
ま
も
か
る
し
の
ふ
の
浦
の
あ
ま
た
に
も
い
と
か
く
そ
て
は
ぬ
る
ゝ
も
の
か
は

⑨

俊
云
い
つ
れ
も
〳
〵
お
か
し
但
前
哥
は
初
五
文
字

明
言
を
ゝ
か
し
た
れ
は
う
ち
き
く
に
お
も
ひ
出
ら
れ

⑩

⑪

ぬ
ふ
る
き
人
も
か
や
う
の
言
葉
さ
る
へ
し
と
そ
申
さ
れ

⑫

⑬

け
れ
を
と
る
へ
き
に
や

基
云
こ
れ
も
か
れ
も
ひ
か
こ
と
に
は
あ
ら
ね
と
な
る
せ
ニ

よ
る
浪
の
下
句
の
こ
し
た
い
〳
〵
し
く
苦
し

⑭

⑮

け
に
見
え
侍
ニ

し
の
ふ
の
う
ら
の
あ
ま
よ
り
も
け
に

」
（
三
一
ウ
）

ぬ
る
ら
ん
そ
て
こ
そ
今
少
恋
ま
さ
り
て
み
給
ふ
る

⑯

⑰

①
縄
―
な
は
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ
）

②
な
く
て
―
絶
て
（
書
Ａ
・
今
）

③
哥
―
ナ
シ
（
群
）

④
指
―
さ
せ
る
（
群
）

⑤
に
は
―
は
（
書
Ａ
・
書
Ｂ
・
群
）
、
ナ
シ

（
今
）

⑥
も
―
ナ
シ
（
書
Ａ
・
今
）

⑦
お
か
し
―
を
し
（
書
Ａ
・
今
）

⑧
浪
の
―
浪
の
（
書
Ａ
・
今
）

本
ノ
マ
ヽ

⑨
か
く
―
よ
く
（
書
Ａ
・
今
）

⑩
明
言
―
明
云
（
書
Ａ
・
今
）

⑪
ゝ
か
し
―
お
か
し
（
書
Ａ
）

(

を)

本
ノ
マ
ヽ

⑫
ふ
る
き
人
―
古
人
（
群
）

⑬
そ
―
こ
そ
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ
）

⑭
よ
る
―
よ
す
る
（
群
）

⑮
た
い
〳
〵
し
く
―
た
ひ
〳
〵
し
ゝ
（
書
Ａ

・
今
）
、
た
ひ
〳
〵
し
く
（
書
Ｂ
）
、
た
え

〳
〵
し
く
（
群
）

⑯
恋
―
ナ
シ
（
書
Ｂ
）

⑰
る
―
も
（
書
Ａ
）
、
ナ
シ
（
今
）
、
れ
（
書

Ｂ
・
群
）
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八
番

左

俊
持
基
勝

盛
方
朝
臣

山
の
は
に
は
つ
か
の
月
の
は
つ
〳
〵
に
み
し
か
は
り
に
や
か
く
は
恋
し
き

右

信
忠
朝
臣

恋
す
て
ふ
み
な
ひ
と
こ
と
に
人
み
は
や
い
と
わ
れ
は
か
り
あ
ら
し
と
そ
思

⑱

俊
云
前
哥
は
古
哥
に
か
ゝ
る
哥
の
あ
る
心
ち
す
る
は

ひ
か
お
ほ
え
に
や
す
ゑ
や
す
こ
し
か
は
り
た
ら
ん

次
哥
は
も
し
つ
ゝ
き
こ
は
け
に
そ
き
こ
ゆ
る
お

⑲

⑳

な
し
ほ
と
の
哥
に
や

」
（
三
二
オ
）

基
云
左
哥
は
は
つ
か
の
月
の
い
つ
る
よ
り
は
て
ま
て

し
つ
の
を
た
ま
き
く
り
か
へ
し
い
そ
の
か
み
ふ
る
き

哥
と
も
の
も
と
す
ゑ
に
て
め
つ
ら
し
け
な
く
侍
と

人
こ
と
に
み
き
よ
り
は
哥
め
き
た
れ
は
猶
左
の
か
ち
に
や

㉑

る

九
番

左

基
勝

道
経
朝
臣

あ
ふ
こ
と
の
い
ま◦

か
た
野
と
な
り
ぬ
れ
は
か
り
に
と
ひ
こ
し
人
も
と
ひ
こ
す

㉒

は

右

俊
勝

忠
隆
朝
臣

㉓

を
さ
ふ
れ
は
ま
る
涙
は
も
る
山
の
な
け
き
に
あ
た
る
雫
な
り
け
り

あ

俊
云
前
哥
は
交
野
と
な
り
な
は
か
り
に
く
と
こ
そ

」
（
三
二
ウ
）

㉔

い
ふ
へ
け
れ
こ
す
と
い
へ
は
た
か
ひ
た
り
次
哥
は

㉕

⑱
人
―
と
ひ
（
群
）

⑲
次
哥
―
次
の
哥
（
群
）

⑳
き
こ
ゆ
る
―
聞
る
（
群
）

㉑
み
き
―
み
る
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ
・
群
）

る

㉒
い
ま◦

―
今
は
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ
・
群
）

は

㉓
ま
る
―
あ
ま
る
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ
・
群
）

あ
㉔
こ
そ
―
ナ
シ
（
群
）

㉕
い
へ
は
―
い
へ
る
は
（
書
Ａ
・
今
・
群
）
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あ
ま
る
涙
は
も
る
や
ま
の
な
と
い
へ
る
お
も
ふ
心

な
き
に
あ
ら
す
さ
も
と
き
こ
ゆ
れ
は
勝
と
も
申

①

さ
ん
に
か
た
か
ら
し

基
云
此
哥
共
に
い
つ
れ
も
〳
〵
こ
と
な
る
難
も
な
く

②

心
と
ゝ
め
た
る
こ
と
も
侍
ら
ぬ
中
に
も
か
り
に
を
と

す
る
人
な
か
ら
ん
は
今
す
こ
し
心
ほ
そ
く
そ
み
え
侍
る

十
番

左

俊
持
基
勝

忠
房
朝
臣

③

う
き
人
を
わ
す
れ
は
て
な
て
わ
す
れ
川
な
と
て
た
え
す
恋
わ
た
る
ら
ん
」
（
三
三
オ
）

に

右

宗
國
朝
臣

恋
す
て
ふ
こ
ひ
は
こ
れ
に
て
か
き
り
て
ん
の
ち
に
も
か
ゝ
る
も
の
を
こ
そ
お
も
へ

④

俊
云
前
哥
は
な
に
と
も
な
し
こ
れ
ほ
と
の
哥
は

め
も
を
と
ろ
か
す
お
く
の
哥
は
こ
れ
に
て
か
き
り
て
ん

と
い
ひ
た
れ
は
こ
の
人
外
に
こ
と
ひ
と
を
恋
し
と

⑤

⑥

⑦

い
へ
る
に
や
ま
た
あ
す
よ
り
は
こ
ひ
し
と
い
は
ん

こ
と
か
た
し
た
し
か
に
も
き
こ
え
ね
は
お
ほ
つ
か
な

⑧

し
同
程
の
哥
に
や

基
云
い
つ
れ
も
〳
〵
と
か
む
へ
き
も
侍
ら
さ
る
に
右
は

⑨

⑩

こ
れ
に
て
か
き
り
て
ん
と
こ
そ
い
み
し
う
庶
幾
せ
す

」
（
三
三
ウ
）

⑪

み
え
侍
れ
な
に
と
て
た
え
す
と
あ
る
は
今
少
哥

〻

①
に
―
に
は
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ
・
群
）

②
共
に
―
ナ
シ
（
今
）

③
な
と
て
―
な
に
と
て
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ

に
・
群
）

④
を
―
も
（
書
Ａ
）

⑤
と
―
こ
と
（
書
Ａ
）

⑥
人
―
人
の
（
群
）

⑦
を
―
ナ
シ
（
書
Ａ
・
今
）

⑧
ね
―
ぬ
（
今
・
群
）

⑨
い
つ
れ
も
―
い
つ
れ◦

（
書
Ｂ
）

も

⑩
は
―
ナ
シ
（
群
）

⑪
と
こ
そ
―
こ
そ
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ
・
群
）

〻
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め
き
て
そ
思
ひ
給
ふ
る

⑫

十
一
番左

俊
勝
基
持

重
基
朝
臣

あ
ふ
こ
と
を
そ
の
と
し
月
と
ち
き
ら
ね
は
い
の
ち
や
恋
の
か
き
り
成
ら
ん

右

俊
隆
朝
臣

よ
と
ゝ
も
に
も
え
こ
そ
わ
た
れ
吾
恋
は
ふ
し
の
た
か
ね
の
煙
な
ら
ね
と

⑬

俊
云
前
哥
あ
し
く
も
み
え
す
次
哥
こ
と
の

ほ
か
に
ふ
る
め
か
し
仍
前
哥
を
可
為
勝

⑭

⑮

基
云
あ
ふ
こ
と
を
そ
の
年
月
と
契
ら
ね
て

」
（
三
四
オ
）

⑯

い
の
ち
を
恋
の
か
き
り
に
て
侍
ら
ん
こ
そ
あ
は
れ

⑰

〻

に
心
く
る
し
く
侍
る
に
又
よ
と
ゝ
も
に
も
え

⑱

⑲

わ
た
ら
ん
人
も
い
と
を
し
さ
れ
は
を
と
り
て
も

み
え
侍
ら
す
ひ
と
し
く
そ
み
え
侍
る

⑳

㉑

十
二
番左

俊
勝

為
實
朝
臣

わ
か
恋
は
た
か
し
の
は
ま
に
ゐ
る
た
つ
の
尋
て
ゆ
か
ん
か
た
も
お
ほ
え
す

右

基
勝

時
昌
朝
臣

あ
ふ
こ
と
の
た
の
む
る
人
の
な
き
と
き
は
み
を
う
き
も
の
と
お
も
ひ
ぬ
る
哉

㉒

㉓

俊
云
左
右
哥
同
程
と
そ
み
給
ふ
る
は
し
め
の
哥
は

」
（
三
四
ウ
）

㉔

㉕

㉖

い
さ
ゝ
か
こ
と
あ
る
さ
ま
な
れ
は
指
事
な
し
お
く
の

㉗

㉘

㉙

⑫
て
―
ナ
シ
（
書
Ｂ
）

⑬
も
え
―
雲
（
書
Ａ
・
今
）

⑭
前
哥
を
―
前
の
う
た
（
群
）

⑮
可
為
勝
―
勝
た
る
へ
し
（
群
）

⑯
契
ら
ね
て
―
ち
き
ら
て
（
書
Ａ
・
今
）
、
契

ら
て
（
書
Ｂ
・
群
）

〻

⑰
を
―
を
を
（
書
Ａ
）

⑱
に
―
ナ
シ
（
群
）

⑲
も
え
―
え
（
今
）

⑳
み
え
―
ナ
シ
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ
・
群
）

㉑
み
え
―
ナ
シ
（
群
）

㉒
の
―
を
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ
）

㉓
み
を
―
世
を
（
書
Ｂ
）、
よ
を
（
群
）

身
イ

㉔
左
右
哥
―
左◦

哥
（
書
Ｂ
）、
左
右
の
う
た

右

（
群
）

㉕
と
そ
―
と
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ
・
群
）

㉖
は
し
め
の
―
始
の
（
書
Ｂ
）
、
初
（
群
）

㉗
は
―
と
（
群
）

㉘
指
事
な
し
―
指
て
こ
と
な
し
（
群
）

㉙
お
く
の
―
ナ
シ
（
群
）
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哥
は
し
た
る
こ
と
な
し
ゐ
る
た
つ
の
た
つ
ね

①て
ゆ
か
ん
か
つ
と
申
へ
か
ら
ん

②基
云
わ
か
恋
は
た
か
し
の
濱
の
哥
な
を
か
み
に

波
と
い
ひ
て
た
か
し
の
と
は
い
は
ゝ
や
と
こ
そ
見

給
ふ
れ
忠
房
の
か
へ
し
に
貫
之
よ
み
た
る
に

③

④

も
奥
津
波
た
か
し
の
は
ま
と
そ
よ
み
た
る
濱

⑤

は
い
つ
く
に
も
お
ほ
か
る
に◦

た
か
し
の
は
ま
の
ふ
し

こ
の

に
て
こ
と
た
ら
は
て
す
ゝ
ろ
に
お
ほ
え
侍
る
も
老

⑥

⑦

ほ
け
に
た
る
心
な
る
に
僻
覚
に
も
侍
ら
ん
か
し

」
（
三
五
オ
）

右
哥
身
を
う
き
も
の
と
お
も
ひ
た
ら
ん
今
少

⑧

⑨

な
た
ら
か
な
る
や
う
に
そ
み
給
ふ
る

⑩

⑪

基
俊
判
奥
に
獻
す
る
哥

身
を
ゝ
き
て
な
と
や
う
き
世
を
お
し
む
ら
ん

⑫

⑬

こ
と
は
り
し
ら
ぬ
わ
か
心
か
な

」
（
三
五
ウ
）

①
哥
は
し
た
る
こ
と
な
し
―
ナ
シ
（
群
）

②
て
―
て
や
（
書
Ａ
・
今
）

③
給
ふ
―
給
ふ
る
（
群
）

④
に
―
ナ
シ
（
書
Ｂ
）

⑤
に◦

―
に
こ
の
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ
・
群
）

こ
の

⑥
た
ら
は
て
―
た
か
ひ
て
（
群
）

⑦
も
―
ナ
シ
（
今
・
群
）

⑧
た
ら
ん
―
た
ら
ん
と
（
書
Ａ
）
、
た
ら
ん
そ

（
群
）

⑨
今
―
ナ
シ
（
書
Ａ
・
群
）

⑩
そ
―
ナ
シ
（
群
）

⑪
給
ふ
る
―
給
侍
る
（
書
Ａ
・
今
・
書
Ｂ
）
、

給
ひ
は
へ
る
（
群
）

⑫
を
ゝ
き
て
―
を
き
て
（
書
Ａ
）
、
を
お
き
て

（
群
）

⑬
お
し
む
―
う
ら
む
（
書
Ａ
・
今
・
群
）
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右
哥
合
者
法
性
寺
関
白
忠
通
公
家

謌
合
也

于
時
内
大
臣

此
一
冊
宗
牧
宗
養
兩
筆
本

以
令
書
写
者
也

」
（
三
六
オ
）

（
空
白
）

」
（
三
六
ウ
）

（
翻
刻
了
）

＊
奥
書
―
第
一
章
第
四
節
参
照
。


